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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校則法

第二百二条

・聖せい譜ふ記述の再現は、歴史的条件を満たす事で成立するものとする。
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　空が鳴っている。

　夜の天上に音が響いている。

　夜空。青黒い天てん蓋がいの全域には、やや傾いた月の光がある。

　一つではない。二つだ。それも、前後に距離を置いている。

　手前側の月に、無数の小さな影があった。

　月の光の強さゆえ、砂粒にも見えるそれらは、手前にある月の周囲を回り、緩い嵐あらしにも似たリングを作りつつあった。

　その輪があるがゆえに、二つの月には前後の位置関係が見えている。

　そして月から音が来る。

　音は二つだ。

　一つは、月に生じつつある輪の構成物。地上から巻き上げられた地ち殻かくや建造物が、その摘つみ取りを途中で放ほう棄きされ、落下してくる音だった。

　空高く。否、もはや空とは言えぬ高度から散らされる大地の破片だ。

　これは多くが土ど砂しやであったため、砂さ礫れきとして大気に散り、月の光を遮さえぎった。

　超々高度から降る塵ちりが、大気の層に受け止められて音となる。

　風の上面構造が、そのまま音の揺らぎになった。

　空の鳴き声は月と気圏のスケールだ。

　気流と大気が塵じん芥かいの層を得て莫ばく大だいな振動板となり、軋きしむように空気が鳴き、森が漣さざなみを作り、海がその表面を震わせた。大地は音を跳ね、あらゆる建築物が高い振動を得て家鳴りを生む。

　野や町の動物達は、夜だというのに起き、空から吠ほえる何かに対して応じた。あるものは警戒に吠え、あるものは怯おびえて飛び立ち、あるものは圧迫に逃げ出した。

　追い打ちを掛けるように、空から破裂の音が続いた。

　天上から放棄されたものの内、硬質なものや可燃物が、大気の圧を受けて燃えたのだ。火球状態となった落下物の内、内部にあった大気や空白が、加熱膨ぼう張ちようによってそれ自体を破裂。空に幾つもの流れ星や破裂音が広がった。

　それら夜の響きと動きに対し、もう一つの音が来た。

　上だ。重い金属の、届く鳴り音が月から落ちてくる。

　鐘かねの音ねだった。
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「鐘……？」

　武蔵むさし八艦。その中央後艦、艦尾側にある教きよう導どう院いん前の橋上で、大おお久く保ぼは顔を上げていた。

　空から降り、背後にある校舎の壁と硝子ガラスを震わせる音は、

　……何やこれ……？

　鐘かねの音ねだ。極きよく東とうの寺が打つ鐘ではない。欧州式の、教会などが鳴らす鐘音だ。

　だが、一回分。

　しかし、それは全天に響いた。

　今、自分達の全身を貫通するどころか長時間にわたって通り、突き抜け続けるこの音は、どこまで響くのか。この地上。この極東。否、

「──世界規模の鐘音か？」

　未いまだ始まりのまま鳴り響く鐘音の一発に対して問うた声。それに、応じた者がいる。

　横に座っていた義よし康やすだ。彼女が立ち上がり、空を見上げるのに自分は気付き、

　……吠ほえるんか？

　見上げた視線を、返された。半目の義康がこちらを見て、

「おい、何か期待してるか？」

「いや、遠吠え返すんかな、と思ってな」

「里さと見みは犬ネタの教きよう導どう院いんだが、別に自分達がそういう個性ではない」

　マジで返さんでも、と思うが、そういう時間帯だ。彼女が立ち上がり、空を見上げたなら、

「何か見えるんか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と義康が応じる。彼女は音降る天上のやや西側。二つの月の内、手前にある第二の月を指で示し、

「今さっき、第二の月の中央辺りで何か光ったように見えた」

「何やそれ」

　自分は視力が悪いが、空を観測している者は多い筈はずだ。きっと記録が取られているだろう。

「月の方に、何かあるんかな」

「というか、今、向こうにはいろいろ吹っ飛んで行ってるから、その中で反射率の高いものが光っただけかもしれんな。永続的ではないし」

　と、そう義康が言った時だった。

　不意に、空からの鐘音が消えた。

　……これは……。

　続かない。一発だ。ただ、今の一打ちの響きのニュアンスには、覚えがある。

「時報か？」
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　鈴すずは、耳を庇かばっていた。

　空から落ちてきた二つの音。始まりとなる風と流星の響きは、理解が出来た。空から土ど砂しやが降り、構造物が流星となるなんて、経験はないものだったが、理屈は解わかる。また、生じている事も、気象と呼ぶものの一つとして理解すればよかったからだ。

　だが、続く鐘音は、理解が出来なかった。

「鈴すず様！　──以上」

〝武蔵むさし野の〟が急ぎこちらに呼びかけるのに対し、己は首を下に振った。

「何この、鐘かね音おと……？」

　異常という言葉が、心に浮かんだ。何故なぜならば、

　……武蔵むさしを全部一斉に震わせる音？

　武蔵全八艦、密集状態でも全長は八キロ弱ある。

　これは、艦首から艦尾まで、音であっても二十五秒程掛かる大きさだ。実際に、武蔵住人ならば、音の発生源から到達までの時間を捉とらえ、艦間や目標との距離を予測する訓練を中等部時代には行っている。

　その経験が生むのは、例え距離が離れたところから音が来ても、武蔵全体にそれが同時に届く事がないという事への理解だ。

　音は広がり、伝でん播ぱする。ゆえに武蔵に当たってくる音は、どのように遠く、巨大であっても、円であり、微細な到達差が各所にあるのだ。

　しかし、今の〝音〟はそれがなかった。

　自分が感じたのは、まるで武蔵自体が音を発生したような、そんな感覚だった。

　外から響いてきたものが、自分自身の響きのように貫通する。これは、

「────」

　武蔵の全知覚を得ている己にとって、初めての事だった。

　身体からだが震え、だが、恐れとは別で、妙な既き視し感かんも得ていた。

　武蔵全域が同時に受けた震えは、鐘の音ねだったと、客観的にはそう思う。

　ならば、それに対して既視感を得るのは何故か。

「あの、武蔵むさし野のさん？　今の音……」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──鈴様、今のは、ただの鐘音ではありません」

　以上、と語尾につかないのは、武蔵野達が情報処理を今行っていて、その結果がまだ出ていないからだ。ならば、という訳ではないが、自分は答えを口にした。

　自動人形の情報処理の正確さを超える、人類としての曖あい昧まいさが生む見解は、

「──世界が教きよう導どう院いんになった、よ？」





●






　そうだね、と鈴は自分の言葉に頷うなずいた。

　今の鐘の音は、確かにそうだ。響き、武蔵を貫通したものは、しかし、聞き慣れた響きを持っていた。あれは間違いなく、

「……〝奥おく多た摩ま〟さん」

『Ｊｕｄジヤツジ．』

　通つう神しんから、奥多摩がこう応じた。

『今の鐘かね音おとは、──武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの時報の音です。──以上』
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「え？　何か聞き覚えあると思ったら？　うちの鐘？」

　微かすかに翳かげる夜空の下、本ほん能のう寺じから武蔵に帰投する輸送艦の甲かん板ぱん上で、トーリは呟つぶやいていた。

　既すでに夜空の真上にあった月は、二つとも西へと傾かしいでいる。それは、いつまでも見上げていても意味がないと言われているようで、

「……つまり、さっきのが〝授業〟だとすると、それが終わったようなもんか」

「学級崩壊で代表委員役が泣きながら廊下に走って行った気がしますが、トーリ様、さてどのように致しますか」

　あ、いや、とホライゾンが正まさ純ずみの方に向き直す。

「トーリ様に問うても無意味でした。ええと、正純様」

「オイイイイ！　まず俺おれに問うてみねえ!?　それで駄だ目めだったらセージュンに行かね!?」

「我が王！　我が王！　何か駄目前提みたいですのよソレ！」

「ミトツダイラ様、先にオチを言ったら駄目ですよ？　あの芸人、その程度しか先を考えていませんからね！」

「くそおおおおお！　ネタを食われてる気がする！」

「いや、あの、トーリ君も、ホライゾンも、少し巻いた方が」

　浅あさ間まの言葉に、ホライゾンが静かに頷うなずいた。確かに今、状況としては面倒だ。

　本能寺の変へん直後なのだ。流石さすがの自分でもコレはチョイと面倒な時間帯だと解わかる。

　甲板上でも、魔女テクノヘクセン二人が空を観測して、

「おー、火球火球──」

「流星群状態だよねコレ」

　などと警戒中だし、先程からメアリが戦闘の疲労からか寝始めてしまい、支える点てん蔵ぞうを見守る周囲のヘイトが溜たまりつつもある。これはつまり、

　……いつも通りじゃね？

　とか一瞬思うが、まあそんな感じ感じ。なので自分としても、甲板上の皆を見渡し、

「何だオメエら、俺の見解がねえと先に進めねえか？」

「いや、トーリ殿の見解はさっき聞いたで御座るよ？」

　すると、ノリキと金マルが皆の前に出た。そして二人は空を見上げ、軽くポーズをつけて、

「止めるぞ」

　何を止めるかは、解わかっている。

「──創そう世せい計画を止める。そして末まつ世せを救う。セージュン、それ頼むぅ」

「エエエエエ、俺おれそんな語尾伸ばしてません──。捏ねつ造ぞうですぅ──」

「フフフ語尾弟、ともあれさっき信のぶ長なががテンションアップを体現したところでそんな事言っていたけど、じゃあ実際はどうするの？」

　ああ、とさっきの流れを自分は思い出した。確か、何か、語尾を伸ばしてない事言って、そして後はどうするかについては、

「セージュンに丸投げしたような……」

　視界の右の方にいたホライゾンが、眉まゆを歪ゆがめて首を傾かしげた顔をこちらに向けた。

「この男、ホライゾンが正まさ純ずみ様に振るのを阻そ止ししておきながら元々は正純様頼りとは……」

「いやいやいやいや！　ホライゾン！　あれは過去の事！　今は今で違うの！」

　ようし。

「じゃあ改めての流れ行きまーす。──来いよホライゾン！　どのようにするか、こっちにちょっと聞いてみ!?」

　構えた。両手を叩たたいて左右に広げ、腰を低くする。するとホライゾンに何かされた際の支えとしてネイトがさりげなく後ろに回ったけど、俺が何されると思ってるの？　ねえ？

　ともあれ今は、ホライゾンに集中だ。

　そして対するホライゾンが、こちらを見て頷うなずいた。仕方ありません、と前置きした彼女は、

「Ｊｕｄジヤツジ．、解りました」

　とホライゾンが右の手を上げた。

「──では正純様」

「オイイイイイイイイイイイイイイイ！」
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　え？　と正純は表示枠サインフレームから顔を上げた。

　何かこっちに話が向いたようだが、全く気にしてなかった。というか今は武蔵むさしに戻る事が肝要だと、そんな風に意識が行っていたもので、

「……さっきの音の事か？」

　今はもう聞こえない、空から降ってきた鐘かねの音ねだ。

　……K.P.A.Italiaとか、天文に詳しい教きよう導どう院いんが、稼働していればな。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国に実質支配されてから、K.P.A.Italiaの動静は聞こえてこない。無論、国としての動きはあるが、三十年戦争もあり、〝無難に〟というのがこちらから見ての感想だ。

　この辺り、何故なぜ、M.H.R.R.がK.P.A.Italiaを支配下におく事になったのか、そして支配しつつも自国に取り込むのではなく、自治を半ば認めた状態としているのか、いろいろと思うところがあったが、今回の本ほん能のう寺じの変へんと創そう世せい計画で真相が見えてきたように思う。

　ゆえにそういった事を考えてはいたものの、

　……考える事が多過ぎるんだよなー。

　結論としては、それだ。

　政治の事にしろ何にしろ、今夜はちょっと刺激が強過ぎだ。

　起きた事。これから起きる事。それに対し各国は予測を立て、方針を立て、しかし他国の動きも気にしなければならない。

　幾つか迅じん速そくな動きがとれる勢力もあるが、ほとんどは状況の把握すら出来ていないだろう。

　ならばどうするか。

「まあ、ちょっと休憩か。──で？　何だ？　大おお久く保ぼや向むか井いから情報が来た通り、さっきの鐘かねの音ねの事が気になるか？」
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　……確かに、一音だったが、うちの鐘の音だったように思うな。

　大久保と向井、そして〝奥おく多た摩ま〟や〝武蔵むさし野の〟といった自動人形達の見解に、武蔵むさし外で聞いていた正まさ純ずみとしても、同意見だった。

　空から学校の時報が響いてきた。だがその音は、音というには異質だった。

　……〝音〟っていうなら、もっとこう……。

　と思っていると、北の方角に光が落ちてきた。

　火球だ。

　一瞬。正面上方に見える武蔵の上に、警告の表示枠サインフレームが数枚出て、しかし消える。

　影響を得る軌き道どうではないらしい。そして落ちていった火球は、不意に破裂した。

　軽い、ともいえる、乾いた音が低い位置から届いてきた。

　これが〝音〟だと、己はそう思う。

　音とは、周囲の影響を受ける。風もそうだし、大気の湿りや、他に発生している音とミックスされ、こちらに届くまでには環境の一つとなっているものだ。

　だがさっきの時報は違った。

　まるで鐘の直下にいるというか、鐘に触れているかのように、響いてきた。

「さっきの鐘音だが──」

「あれは恐らく、地ち脈みやく系のものだと思います」

　浅あさ間まが即答した。

　皆の注目が集まる先、巫女みこ服姿の浅間が、周囲に広がっていた通つう神しん用の表示枠を重ねてまとめ、ハナミに預けながら言う。

「各地の大たい社しや系から同時観測、または計測した結果をIZUMOが出しました。発生源は〝第二の月〟。そこから響いてきた地ち脈みやく震動が、私達には〝音〟として体感出来たんです」

「フフ、つまり信のぶ長ながが鳴らした訳？」

　葵あおい姉あねが、言いつつ浅あさ間まに手を差し出す。すると浅間が洗髪用の符ふを出して返して、

「恐らくは、信長というか彼女を含んだ創そう世せい計画のＯＳが、稼か働どうし始めたんだと思います。信長は今、運命とリンクしている……、んでしょうか？　ちょっと確定出来ませんが、地脈震動を生んだのは、ＯＳ側の警告が地脈に通ったと、そういう事の筈はずです」

「Ｊｕｄジヤツジ．、つまりホライゾンの記憶オーナーである信長様が、まあいろいろと自分のすべき事を始めた合図が今のアレ、という事ですか」

「フフ、真ま面じ目めねえ、あの子」

「恐きよう縮しゆくです、喜き美み様」

　あらあら、と葵姉が櫛くし符ふでホライゾンの髪を研ぎ始める。そして彼女は、

「……でもあの鐘かね、うちのガッコのアレだと思う？」

「どうかしら？　極きよく東とう系の教きよう導どう院いんは大体があの鐘よ」

　と言ったのは伊達だて家け副長だ。応じるように、眠っているメアリに肩を貸したら抱きつかれつつあるクロスユナイトが、空いている左手を挙げ、

「英国でも、教導院はあの鐘で御座るな。というか元々、あれは英国由来のものに御座る」

　何か拘こだわりがあるんだろうか、と思うが、そういうものかもしれない。

　しかし、バルフェットが右手を挙げた。

「でも何で一音なんです？」

「一応、武蔵むさしでも、授業中でなければ時間に合わせた数を打ちますわよ？」

　これはミトツダイラの言う通りだ。

　……基本、朝八時半の教導院始業からは、教導院の時間割に合わせてチャイムが全て鳴る。

　それ以外の時間帯では同じ鐘の音ねを使って、メロディにはしていない時報が鳴る。

　しかし武蔵の周囲、大地側に居住地などがあった場合は、音を控える。

　これが大体の基本だ。

「三み河かわ以降、ステルス状態を保つ事が多いため、武蔵は音響ステルスを掛けている。──とはいえ、外に響く音を避けるものとして、夜などの時報は鳴らさない事が多いな」

　ゆえに今の武蔵では、どちらかというと教導院のチャイム音の方が、朝と夕方を告げるものとして市民に理解されている。

「でも、そういう都合がないとすれば……、今、何時だ？」

　問うと、右肩のツキノワが表示枠サインフレームを出した。そこに見える数字は、

　……午前二時十二分。

　武蔵が本ほん能のう寺じへと向かったのは午前零時頃ごろだ。随ずい分ぶんとあの場所に長くいたものだと思うが、

「……さっきの時報は、一時じゃないよな？」

「二時かしら？　だとしたら三時にも鳴るかしらね」

　とナルゼが応じる声は外に向いている。流星を光学系の知覚術式でマークしていく彼女は、

「浅あさ間ま、落下物の時間的頻ひん度どもとっておく？」

「あ、それがあると助かります。最初から計測出来ているのは流石さすがにうちくらいなので」

　……神しん道とうは何とでも提てい携けい出来てアバウトだなー……。

　しみじみ思うが、しかし時間潰つぶしのように考えていた事にも、また限界が来てしまった。

　あの鐘かねの音ねが何なのか。とりあえずの答えは、

「極きよく東とう、英国系のチャイム音だが、何故なぜ一音なのかは解わからず、か」

　解らない。

　ここで予測を立てるのもいいが、それこそ単なる時間潰しだ。推測以外の発展が無い。

　だが、そうだとすれば、空を流星が落ちていく現状は別として、

「──武蔵むさしについてからどうするか、解ってるか？　お前ら」
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　そうですね、と誾ぎんは応じた。

　今、午前二時過ぎ。普通ならば寝ていていい筈はずの時間帯だ。

　出場した直後だとしても、輸送艦上でブリーフィングを行い、正式な報告の前に仮眠くらいは許されるのが普通。

　だが、今は違う。

「臨戦態勢です。政治的にも、戦事的にも」

　寝るな、という事は言えるが、無理もあろう。しかし、可能な限りそれを保つ必要がある。

　……何故なら──。

　と思う言葉の先を、横にいる宗むね茂しげが述べた。彼は表示枠サインフレームに、京きようで挨あい拶さつした地元衆への挨拶状を作りながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．、私達がそうする事で、副会長達や会計、浅あさ間ま神社代表が自由に動けると、そういう事ですね？」

　その通りだ。己がＪｕｄ．、と頷うなずいている間に、疑問の声がした。

　浅間だ。彼女は首を傾かしげ、

「ええと、何で私が？」

「解らないの浅間！　皆が政治的にも戦事的にも臨戦態勢になる事でアンタの胸が派は手でに揺れたって気にする人がいなくなってアンタ自由になるのよ！　何アデーレその真顔！　でも私、珍しく理論的な事言ってるわ！　どう!?　驚いた！　このフリーダムオパイ！」

　浅間神社代表が右拳こぶしを振り上げると、総長の姉がショートダッシュで逃げていった。

　一応、こちらとしても補足として、

「半分合ってます」

「え!?　そうなんですか誾ぎんさん！　浅あさ間まさんの胸が自由になるんですか!?」

「そっちの半分ではありません」

　アチャー、と第四特とく務むが従士の額を軽く叩たたく。そして第三特務が空から視線を一瞬切り、

「セージュン達が何か判断をした時、こっちが即応出来ないとヤバいって事だよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事です」

　己は、息を吸う。そして視線を運べば、本ほん多だ・二ふた代よは既すでに槍やりを軽く抱いているし、第五特務も総長のやや前に控えている。どちらも、いつでもいけると、そんな構えだ。

　……全く。

　いつも何を考えているのか解わからないくらい楽観的な者達だが、それはいざという時の覚悟が常にあるからだろう。

　不安に飽きたと、そう言うべきだろうか。

　ふと思うのは、三征西班牙トレス・エスパニアの事だ。ほんの半年程前までいたあの場所は、陽気で、しかし未来への不安を常に抱えていた。

　しかし、先夜、京きようで会ったフアナは随ずい分ぶんと前向きになっていたから、少なくともアルマダまで抱えていた衰退の不安は、国のトップにおいてはもう無いのだと信じたい。

　そして今、自分もまた、そういう現場にいる。

　見れば本多・二代が、こちらに視線を向けていた。

　自分が今は話の主体なので、こっちの言葉を待っているのだろう。

　……では。

　と思った時、後ろに気配がした。見れば両腕が差し入れとしての総そう菜ざいパンをバケットに掲かかげて運んで来ている。

　見れば本多・二代が、こちらに視線を向けており、

「……何ですか本多・二代」

「Ｊｕｄ．、出来れば、うぐいす餡あんパンはとっておいて頂けると嬉うれしいで御座る」

「本多・二代……！」

　声を上げると、第三特務と第四特務がひそひそと言葉を作った。

「……ほら、名前の発音だけで会話が出来てるわよね、アレ」

「……誾ちゃん、ツーカーだよね」

　第三、第四特務……！　と思ったが、言われた通り名前の発音で会話しようとしてますね私。何かいたたまれなくなって、

　……宗むね茂しげ様……！

　あっ、これも発音会話……！

　思わぬ癖くせに自分でも気付いて、少々狼狽うろたえた瞬間だった。

「誾ぎんさん」

　宗むね茂しげが言葉を送ってきた。彼は両腕が掲かかげるバケットを軽く摑つかんで傾けて、

「カレーパンが二つあるので誾さんと独占しようと思いますが、どうでしょうか」

「横の卵サンドと半分こにしませんか宗茂様」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とその通りにすると、両腕が軽快に本ほん多だ・二ふた代よの方に行く。そして二代がバケットに顔を突っ込むようにして、しかしすぐに視線を上げて、

「誾殿、忝かたじけない！」

「別にうぐいす餡あんは私の好みではありません……！」

　あ、ちゃんと会話出来ました。

　だがその一方で、話は続く。先程の話を〝オン〟にするならば、

「ここから先、副会長を初めとする、武蔵むさし内部において物事の決定権を持つ方達が自由に動けるよう、私達は用意をする必要があります」

　つまり、

「副会長達が何かを決定したから、そのために準備をして出場するのではなく、副会長達が何を要求しても即応出場出来る状態に自分達を仕上げておく、という事です」





●






「仕上げると言うが、──それは戦闘待機とは違うのか？」

　ノリキの問いに、ナイトは首を下に振りながら手を左右に振った。

「ノリリンなんかはそれでいいと思うよん。でもナイちゃんなんかはもうちょっと深め」

「そうね。私とマルゴットの場合、全装備の点検と、フル装備状態での上空待機になるし」

　一般戦士団と、役職者では求められるものが違う。特に今回はそうだ。何故なぜなら、

「──本ほん能のう寺じの変へんの直後だもん。何が起きてもおかしくないよね」

　そうね、と応じたのは成なる実みだ。彼女は北西の方へと視線を浅く向け、静かに言う。

「信のぶ長ながの仇あだ討うちとして羽は柴しばが明あけ智ち勢を追い詰め、それを討つ山やま崎ざきの合かつ戦せん。──その成立状況が、現状、出来上がっているのだものね。常時〝オン〟でなければ危険だわ」

　そうだよね、と己は頷うなずき、指揮を執とる役である正まさ純ずみに目を向ける。

　すると我らが副会長は、視線を逸そらすように甲かん板ぱんのある一点を見ていた。

　彼女の視線の先。そこで総長が両腕とパンを取り合っていた。

　浅あさ間まとミトツダイラが仲ちゆう裁さいに入るが、ホライゾンが後ろから蹴けりを入れて、

「あ、皆様、特に正純様、すみません。──話を続けて下さい」

　なかなかオンにならねえ──。
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　さてまあ、と浅あさ間まは一息をついた。

　両腕から、自分はあまり選り好みしないので手前にあったジャムパンを受け取った。そしてカツサンドを既すでに口にしているミトツダイラと共に、彼のところに行って、

「トーリ君、そんな座り込んで食べなくても……」

「あのですね？　男は股こ間かんを蹴けられるとですね？　座りたくなる生き物でしてね？」

　何か丁てい寧ねい語ごなのも、さっきのキックの影響だろうか。

　ともあれ、両腕が配給から戻って来ない間、ホライゾンも軽食タイムにはならない。が、彼女はこちらの前に立ち、首で留めた防寒と風よけのストールを風にはためかせ、

「ではホライゾンのパクパクタイムという事で浅あさ間ま様と二に人にん羽ば織おりィ──！」

「え？　何ですいきなり」

　突然過ぎる、と思ったが、前を見ると皆がこちらに乾いた視線を向けている。

　ナイトが、ナルゼの陰で「巻いて巻いて」と右手を軽く回す辺り、皆、ホライゾンのコレがある程度のオチがつかないと駄だ目めだと解わかっているのだろう。

　……ええと。

　さあ、という風ふ情ぜいではためくホライゾンのストールの背に、頭を突っ込む。

　入った。やや腰を傾かしげていると、横のミトツダイラが、

「智とも！　頑がん張ばって！」

　と言うが、何をどうしろと。ただ視界を塞ふさぐホライゾンの背の向こう。ナルゼの声が、聞こえてくる。

「……胸があるから、両腕がかなり後ろについたようになってるわね……」

　作画の参考になるんでしょうかコレ。

　というか早く済ませた方がいい。武蔵むさしの安全のためにも絶対そう、と思っていると、ホライゾンがこちらの右手の方に顔を向け、

「おお、こんなところにジャムパンが！」

　……そう来ましたか──。

　何となく解ったので、そうする事にする。
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　ミトツダイラは、ホライゾンと浅間の二人羽織を見て、こう思った。

　……あ、意外と上手うまく行きますのね。

　酷ひどい事になるかと思えば、浅間の空間把は握あく能力が高い。ちゃんとホライゾンの口元に、やや長めのコッペパンを使用したジャムパンを運んでいくし、一口ごとに無理をせず、ちゃんと間を置いていく。左手の竹カップから水を飲ませるのも上手うまい。

・貧従士：『顔にグシャアとかやるかと思ったら、そうなりませんね』

・賢姉様：『フフ、そりゃあ毎日いつも手前に立体物抱えてるもの。弓を構える訓練もしてるとなれば、手元と手先のスパンは把は握あく出来てるってものよね』

　これは大きい派の利点と言うべきだろうか。しかし、

・ウキー：『このままホライゾンが無難に行くとも思えんが』

　ホライゾンが水を口にして、横の馬鹿にいきなり顔を戻してピューと噴いた。
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　わあああ！　と皆が逃げ惑うのを、竹ボトルを手にした本家両腕とホライゾンが追いかけ、大だい道どう芸げいのパフォーマンスよろしく水を噴いていく。

　後に置いて行かれた浅あさ間まは、わずかに浴びた水を巫女みこ服の腿ももから払いながら、

「全く緊迫感ありませんね……。あ、トーリ君、これでどうぞ」

　ストールを渡すと、既すでに全裸になっていた彼がストールで顔を拭ぬぐう。気付けば差し入れの籠かごが近くに置かれており、

「何だか両腕がこっちに頭？　下げてましたわよ？」

「何か凄すごく複雑な関係になっているような……」

　と見てみると、米パンのBLTサンドがある。皆が自分用に残しておいてくれたのか、とも思うが、まだ幾つかあるので戻ってきたホライゾンや、何か足りない顔しているミトツダイラと分けようと、そう思う。ただ気付けば、彼が、甲かん板ぱん上を回る騒ぎを見ている。

　彼の視線の先、皆は、

「わあああああああああああ！」

「──テンゾー！　メーやん起きないの？　コレだけ騒いでて！」

「言っておくけどメアリ殿の寝付きの良さとクラッチの強さは半端じゃないで御座るよ？」

「スッポン並の快眠ね……、って来た！　来たわ……！」

　などという声の方を見て、彼が言葉を作る。

「まあ無理にああしてんのかもしんねえけど、──そういう気分じゃなくなるわなー」

「〝上〟の事ですの？」

「あー、まー、そういう感じ」

　その話題が出る、という事は、やはりまだショックは残っているのだろう。というか、ああいうインパクトある出来事は、簡単に距離が取れるものでもない。

　大きく空けた、と思っていても、後であまり離れてない事に気付き、反動で尚なお更さら近く感じてしまうものだ。

　それが解っているのだろう。喜き美みが後ろからやって来て、小さく笑った。

「ま、このくらい、ワンクッションでありでしょ。そして距離を取るにしろ正面から見据えるにしろ、あまりムキにならないようにするには、〝次〟に行かないといけないわよね」

「次、ですか」

　先程誾ぎんが示し唆さした事だ。

　自分達が構えるべき〝次〟。それは、

「こちらに急行して来ている羽は柴しば勢との、山やま崎ざきの合かつ戦せんですね」

　歴史再現では、羽は柴しばと明あけ智ちの戦いとなる合戦だ。トーリが明智本人から襲しゆう名めいを譲られたため、自分の方でも既き存そんの知識以上にその辺りは調べている。

　タイミングとしては、本ほん能のう寺じの変へんで信のぶ長ながが討たれた直後の事。

　毛もう利りとの戦闘を行っている際に、本能寺の変についての情報を手に入れた羽柴は、大おお返がえしと呼ばれる高速の引き返しで毛利領から自国に戻り、そこで次の戦闘準備などまともに出来ていなかった明智勢を追い詰めるのだ。

　今、羽柴勢は、こちらに急行していると聞く。

　P.A.Odaの重臣、副長の柴しば田たが、羽柴勢を試すように〝賤しずヶ岳たけの戦い〟を前倒し再現した。羽柴は、それをクリアし、成立させた上でこちらへと急いでいるのだ。

「……羽柴勢は、随ずい分ぶんとテンションを上げてますでしょうね」

　言葉を静かに告げるミトツダイラは、かつて柴田と戦った事がある。

　点てん蔵ぞうと共にノヴゴロドで戦い、点蔵が柴田の左腕を切断する金星をあげた。

　後に二ふた代よも柴田と渡り合い、片腕無しの彼と互角の勝負をしている。

　彼らだけではない。

　……誾さんも、柴田公の妻である御お市いちの方かたと戦闘した事があるんでしたっけか。

　K.P.A.Italiaの聖譜顕装テスタメンタ・アルマを用いる御市の方は、元々の戦闘能力にプラスして、不死に近い再生能力を有していたと言う。

　御市の方に対しては、宗むね茂しげが優勢をとり、それを退けたのが記録にある。

　あの時、自分は後方に控えていたが、前に出た者達はそれぞれ大物との戦闘を行っているのだ。

　だが、今の羽柴勢に対し、自分達は一つの差をつけられている。

　その差に気付いているのだろう、ミトツダイラが小さく呟つぶやいた。

「私達は、柴田勢の主力を倒した訳ではないんですのよね」
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　ミトツダイラの言葉に、ホライゾンに追いかけ回されていた皆が、動きを止めた。

　ホライゾンも、口の余った水に竹ボトルの残り水を追加した上で、

「────」

　甲かん板ぱんの縁へりから緩めの噴水のように噴くと、甲板が二段式だったので下から悲鳴のような声が束で上がった。

　ホライゾンは、やってきた喜き美みと二人で、下を逃げ惑う戦士団に水を噴きまくった後で、

「ふむ、巻き込まれないから大だい丈じよう夫ぶだろうと思っているとまさかの不意打ち。油断ならない極きよく東とうの代表として、緊張感が必要ですね」

「フフ、お口クチュクチュサドンアタック！　そんな訳でミトツダイラ、アンタちょっと自分達の実力を甘く見てないかしら!?」

　口元を拭ぬぐっても引いた紅べにが歪ゆがみもしない辺り、流石さすがだと思うが、聞くべき事がある。

「喜美？　そうは言っても、私達、柴しば田た勢に対して勝利した事ありましたの？」

　問いかけに、ややあってからペルソナ君がある人物を指差した。

　ハッサンだった。
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　……そうでしたわ──！

　直接勝利という訳ではないが、

「ハッサンは一度、カレーで前まえ田だ・利とし家いえの霊体艦隊を完全浄化してましたわね……」

「小しよう生せい、ソレいつ聞いても初めて聞くタイプの極東語に聞こえるんですが」

「オウ、あれはハッサンの戦績ではなく、カレーの神秘の結果ですネー」

　謙けん虚きよだ……、と皆が呟つぶやくが、まあ確かにそんなものですの。

　ただ、ハッサンの戦績には一つの影が残る。

「三み方かたヶ原はらの戦いではそのように出来ましたけど、ノヴゴロドでは対策されてましたのよね」

「オウ。あれはハッサン、北国だからといつもどおりでしたネー。次に機会があれば、小麦粉の粉ふん塵じん爆発もスパイスにして見せますネー」

　成なる程ほど、と思っていると、御お広ひろ敷しきが手を上げた。

「あと、ちょっと羽は柴しば絡み？　でもあったので忘れてますが、柴田勢にはつい先程も勝利をしていますよ？」

　と、彼が指差したのはアデーレと、寝ているメアリを抱き上げている第一特とく務むだ。

　……あ。

　そうだ。本ほん能のう寺じの変へんという場所と、羽柴や信のぶ長なががいた事で失念していたが、柴田勢である佐さつ々さを自分達は倒しているのだ。

　言われて見れば、という言葉の先を、アデーレが慌てて言う。彼女は手を左右に振り、

「い、いえ、自分は最後に当たっただけですし！　そこまで段取りして下さったメアリさんと、第五特務や、勝負の場を作ったペルソナ君や御広敷さんの御陰ですアレは！　自分はちょっと頑がん張ばった芯しんという感じで！」

「アデーレ、戦績を卑ひ下げするのは相手に対しても失敬ですのよ？」

「……というかクロスユナイト君がスッポ抜けてるの失敬じゃないんですか」

「いやまあ自分の手て柄がらはメアリ殿の手柄で御座るよ。あの場では」

　当のメアリはと言えば、完全に第一特とく務むの奥おく襟えりと脇わきをクラッチしている。初めは右肩に寄りかかっていただけだと思っていたが、

「解わかるわ……、求めているのよね。ええ、解るわ……、求めに応じて通神帯ネツトに流すわ……」

「また何をしているで御座るかなあ──？」

　ともあれ自分達も、戦績としてはある程度を上げているのだと、そう思う。

　皆の傍かたわら、給水を終えた誾ぎんが、自分と宗むね茂しげの分の竹ボトルをバケットに戻すと、

「──賤しずヶ岳たけの戦いは局地戦ですが、最後の戦いとなると、柴しば田た公もそれなりの決着を望んだものと思います。恐らくは一対一、またはそれに近い構成の戦闘が、各所で行われた事でしょう。私達のような、やや乱戦気味の多対一の同時戦闘、などとは意味も緊張感も違います」

　しかし、と誾が言った。

「こちらも、ノヴゴロドからは随ずい分ぶんと経過しています。実際、IZUMO、マクデブルクと手を焼いた佐さつ々さ・成なり政まさを、本ほん能のう寺じでは多対一状況ですが大きな被害無く倒す事が出来ました」

「Ｊｕｄジヤツジ．、正直言うと、英国王女が担当してくれて救たすかった面は大きいわ」

　成なる実みが、言葉に気をつけながら言う意味は、自分にも解る。

　佐々戦において、決着をつけたのはメアリとアデーレだが、この二人はトータルで見た単体の戦闘能力として特とく務むクラスに至らない。佐々戦でも、二人の良いところが出た上で、佐々との相性が良かったから勝利出来たと、そう言える。

　……それが出来るだけでも、凄すごいのですけどね。

　だが、逆の状況も有り得るのだ。そう、実力者と素すでぶつかった場合、どうするか。

　……それでも勝利するのが、特務以上の戦闘役に求められる力ですけどね。

　その事を、敢あえて成実が暗に告げた意味は、一つだ。

「……これから先、大きな戦闘があったとしても、私達特務級以上が前に出られますのね」
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　アデーレとしては、これはメアリのファインプレイだと思う。

　佐々との戦場が、本能寺の入口だった事もあろうが、あの時、メアリは自分から佐々との相あい対たいを望んだのだ。

　……第一特務達を先に行かせるためだったと、そういう事かもしれませんが。

　結果として、主力を温存出来た。

　そして、メアリは半精霊だ。今、第三特務が第一特務の肩を叩たたいて言うが、

「なるべくメーやんと密着してた方がいいよ。メーやん、今、テンゾー吸って回復している時間帯だから」

「それはメアリ様がセミか何かという事ですか……！」

　副王が両手を構えたポーズをするのは食いつきが良過ぎる。だが、そうではなく、

「メーやん、属性としては森とかそっち系だけど、武蔵むさしはそこら無む茶ちや苦く茶ちや薄いからね。

　だけどそんなメーやんが回復出来るネタが一つあるんだけど、それは何かな？」

「──そんなのありますの？」

　あるじゃねえか、と総長が口くちの端はで笑った。

「点てん蔵ぞうの事、スキスキタイムになると、花零こぼすだろ。あれ、そういう事なんだろ？」

　ああ成なる程ほど、と浅あさ間まが頷うなずいた。

「精霊が上じよう機き嫌げんになると、精霊の支配下にある〝場〟は活性化しますけど、メアリはつまり、点蔵君の事で上機嫌になると、自分の〝場〟が活性化するんですね」

　だとすると、今は大事なセミの時間だ。

　……上手うまく行けば、直近に現場があっても、メアリさんは復帰してるかもですね。

　だがこの場合、気になる事がある。

「第一特とく務むって、メアリさんにセミられて疲ひ弊へいするんですか、この場合」

　皆が顔を見合わせた。

　すると第五特務の傍かたわらに表示枠サインフレームがいきなり現れ、

・現役娘：『あら！　何ですの一体！　想おもい人をチューチューして気力体力共に回復するのは精霊系の常で精気潑はつ剌らつオモイミンＣとでも──』

　第五特務が無言の手て刀がたなで表示枠を割った。そして皆に顔を向け手を左右に振って、

「あ、今のは特殊な例の話ですので、気にしなくていいんですのよ？」

「でも実際どうなんだ？」

　ノリキの問いに、第二特務が視線を返す。

「ノリキ、貴き様さまのところはどうなんだ？」

「褒ほめると地味に喜ぶ」

　ややあってから、皆が眉まゆをひそめた。第四特務が右手を挙げ、

「喜ぶの？」

「言っておくけど引退してからは気が晴れてるぞ、俺おれと同じような感じで」

　まあそうだろうな、と呟つぶやくのは副会長だ。

「あやかり程度で副会長の私ですら、襲しゆう名めいの話に巻き込まれ掛かったり利権云うん々ぬんで面倒どころかあわや一大事という事案に巻き込まれるんだ。襲名者で総長クラスとなれば、当時のプレッシャーは半端ではあるまい」

「武蔵に来たのが良かったようだぞ？　ある意味、強制的に地元から離れるし、引退した者を気にせず、何もかもが先に行ってくれるから」

「まあそれは性分だろ。お互いの」

　副会長がそう言った時、頭上で光が弾はじけた。

　火球が近くなったと、そういう訳ではないが、高度は随ずい分ぶんと上がった。先程、水を下にピューピューやっていたためだろうか、喜き美みが無人の甲かん板ぱん縁べりから北側を見晴らし、こう言った。

「随分と持っていったわねえ」

　眼下、というには随分と離れたが、本ほん能のう寺じの跡が下に見えた。

　大穴が、月光落ちる大地に黒々と開いていた。
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　鈴すずは、武蔵むさしの位置を本能寺外がい縁えんの南西五キロと定めていた。

　艦首は東、艦尾は西へと向けた状態だ。

　正直言うと、この位置は正しいが、向きが正しいかどうかは解わからない。正まさ純ずみの指示によるものだが、

　……大だい丈じよう夫ぶか、な……。

　現状、武蔵艦橋内では、今後について幾つもの懸け念ねんの可能性が検討されていた。それらは順次代表委員長から各委員へと対応要請や報告として送られ、また返答が来ている。

　正純が決めた武蔵の位置と向きも、そういったものの一つだ。

　正純から直接来た指示は「向き以外、戦っても逃げてもいい位置で頼む」というえらくアバウトなものだった。そこから自分が最終的に決めた基準は、

・ベ　ル：『皆を、確保しやすい位置に、する、ね？』

　という事で決定したのは本能寺の南西。皆は南の正面入口から入り、そこから出てきたというか叩たたき出されたので、武蔵も南側にいるのが正解。

　だが、問題なのは本能寺のあった場所に生まれた大穴だ。

　地ち殻かくとしては、初期段階で直径二キロ程が空へと奪われて行ったのが解っている。中央から、まるで風ふ呂ろ敷しきの中央を摘つまんで持ち上げるようだった、というのが自分の知覚したものだ。

　飛んで行ったと言うよりも、摘まみ上げられた。

　そして皆が輸送艦に乗り、こちらへの退避を行うまでには、基礎となる大穴が生じていた。

　しかしそこからが、本番だった。

　開いた穴へと、周囲の地殻が滑かつ落らくし、穴が大きく拡大したのだ。

　これは京きようで御ご所しよが崩壊した時にも起きたし、以前の事で言えば三み河かわが同じような流れで崩壊範囲を拡大した。

　自分の方で知覚出来たのは、穴に面した地層の滑り出しだった。

　断続的に生じた破壊は、現状では直径五キロ程となる擂すり鉢ばち状の穴を生んでいる。

　運が良かったのは、本能寺のある山が北への下りを主としていたため、集落などがある南側には被害がほぼ無かった事だろう。

　自分が武蔵むさしの位置と向きを決めたのは、この後だ。

　そして、本ほん能のう寺じがあった頃ころとは、風が変わった。

「落ちていく、ね」

　眼下の大穴が、周辺の気流を変えている。

　本能寺に突入する際、周囲をぐるりと回ったが、この時間の風は北から吹いている。

　その北風が、直径五キロの穴に落ち、流れを変える。

　もはや風は南へと行かず、穴の南面を回り、衝突して風鳴りを生み、

　……うん。

　全ては低い方、北の斜面へと勢いよく戻って行くのだ。

　これは武蔵にとって、警戒すべきものでもあると同時に、壁にもなると己は判断した。

　穴の範囲に入ってしまえば、武蔵も北側へ戻る下向きの風に引っ張られるだろう。だが、それは、北から来る相手にとっても同じだ。

　この穴がある以上、北から来る敵は、武蔵に容易な接近を出来ない。

　敵。

　一語で言える存在は、己でも意識しているものだ。

　羽は柴しば勢。

　まだ光学検知でも確認出来ないが、確かに相手は北陸からこちらに急行している。

　足として使われるのは武蔵の同型艦として設計された安あ土づち。武蔵と同等の重力航行システムを用いるならば、戦闘を終えたばかりの艦だとしても、あと一時間ほどで姿を見せる。

　自分はただただ、武蔵の検知系を最大限まで外に伸ばし、警戒する。

　思い、言葉にするとしたら、一つだ。

「──これから、どうする、の？」

　問うて、更に思う事がある。

　今、これだけの事が生じたのに、周辺各国が動かない。武蔵や本能寺の様子を見に、高速艦や監視の軽戦艦を上げて来る気配が何処どこにも無いのだ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントですらも、初期にこちらへの光学信号で本能寺の変へん終了の確認を遣り取りしたが、それ以上の動きが無い。

　気付いていない筈はずがない。

　しかし動きが無いのは、

「見えないところで、動いてるんだね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その通りです。鈴すず様。──以上」

　周囲、表示枠サインフレームに向かって鍵けん盤ばんの手て捌さばきを走らせる自動人形達がいる。その指揮を言葉無く、しかしじっと行っていた〝武蔵むさし野の〟が、こう言った。

「現在、極きよく東とう中の国が、内部での会議や、信頼出来る近隣、同どう盟めい国などと情報交換中でしょう」

　つまり、

「世界は新しい動きに入り、スタンスの取り直しと、仕切り直しを望み、駆け引きが行われようとしているのです。──以上」
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「ああ、やったか。否、一段階を成し遂とげたというべきか」

　市壁に囲まれた広大な都市の中、夜空からの流星を見上げながら、一つの声が感想を述べた。

　今、月は自分達の頭上を過ぎて西に行く。

　秋に入る夜の月だ。

　空には翳かげりとなる霧のようなものが広がっており、そして流星が風音を貫いて落ちてくる。

「フ。……双そうの満月が仰げるというのに、騒がしくて無ぶ粋すいな夜だね」

「いいから屋根上でフルチン状態止やめて降りて来いよ馬鹿」

　と、下からの声に、屋根上の彼は振り向いた。

　眼下。三階建ての屋根下には、明かり持ちの侍女達に付き添われて、特攻服仕立てのガウンを羽は織おった姿がある。

　女。腕を組んだ影を見て、屋根上の彼は笑みを作った。

「おや輝てる元もと！　大事な身体からだなんだ、屋敷に下がって眠っているといい。君が冷えないように、朕ちんが太陽パワーで屋敷を暖めてあげよう！」

「チンコパワーで屋敷を温かくするとか、何処どこの分ぶん福ぶく茶ちや釜がまの福ふく狸だぬきだ。高い処ところに上がりたがる習性は解わかったからちょっと降りてこいテメエ」

「降りたら褒ほめてくれるかい!?」

「木刀に決まってんだろ」

「それは愛だね輝元！　朕はその気遣いが嬉うれしいので屋敷を暖める事に専念したい！」

「屋根にチンコ擦すり付けるんじゃねえー！」

「そんな事はしないよ輝元！　解ってくれ！　汚れてしまうからね！」

　どっちがですか、と眼鏡めがねの侍女が輝元に問うたが、問われた特攻服が手を左右に振った。するとガウンから釘くぎバットが下に落ちた。

　無む造ぞう作さに転がったそれを見て、ややあってから、彼がポーズをキメながらこう言った。

「それも朕への愛だね！　愛しているよ輝元！」
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　おい、と輝元は右前に立って投光術式のカンテラを掲げるMouri-01に言った。

「──アイツ頭おかしくなったぜ？」

「あら、いつもの事ですよ姫様。──太陽王ロワ・ソレイユが姫様への愛を叫ばなくなったら、皆で集中治療室に叩たたき込んで折せつ檻かんしますけど、まだ大だい丈じよう夫ぶです」

　……うおう。

　そっちの方向から来るか、と思ったが、チョイとマズい事が幾つかある。

　一つは、この環境だと忘れやすい事だが、

「全体的に一部が公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しているよな」

「姫様。太陽王ロワ・ソレイユが全身から漲みなぎる太陽パワーを発揮するために全裸であるというロジックは、まあ個人的には許容出来ないと思います」

「懐かい柔じゆうしに来てるか？」

「滅めつ相そうもありません姫様！　第一の侍女を任ずるこの私が、太陽王の側について姫様を懐柔する筈はずが何処どこにありましょう。ここで泣き真似まねしても宜しいでしょうか姫様」

「やってみ」

　言うと、Mouri-01が、

「太陽王の馬鹿がぁ……！」

　お、発音的に仏蘭西フランス弁だ。と思っている眼前からMouri-01が泣き真似で走り出した。ややあってから彼女が足を止めて振り向くので、

「もうチョイもうチョイ」

　言うとMouri-01が再び泣き真似で屋敷一周コースに入った。屋敷の右から裏に回る。

　横。世せ鬼きが信じられないものを見るような目をこちらに向けてくるがまあ気にすんな。そして屋敷の裏の方から、Mouri-01の声が、

「あっ！　何やってるんですか三さん銃じゆう士し！　梯子はしごを掛けて太陽王の逃げ場を作ろうだなんて、姫様が知ったら木刀がBIZEN製の鋼はがねバットに変わりますよ！」

　変えとくか。すると上から全裸の声がした。

「輝てる元もと！　朕ちんが降りれなくなってもいいのかい!?」

「屋根にチンコ擦すり付けて屋敷と結婚しろよテメエは」

「つまり暖めていいんだね輝元！　さあ、早く屋敷の中へ！」

　やべえ今夜いつもより何言ってるか解わかんねえ。

　と、左の方からMouri-01が戻ってきた。見ればアンリとアルマンも一緒だ。Mouri-01が、当然と言えば当然だが息も切らさず、

「姫様！　泣き真似如何いかがでしたでしょうか！」

「Ｔｅｓテスタメント．、戦士団前にやるなよ？　マジに受け取るからな。とくに〝おはよう部隊〟の連中」

「まあ！　気をつけますけれども至福の至りです姫様！」

　Mouri-01が両手を頰ほおに当てて軽くくねくねしてる頭上。全裸が声を掛けてきた。

「おや！　三銃士の二人が合流したようだね！　二人とも、輝元に朕の愛の深さを教えてやってくれないか！　今夜は理解が進んでいないようだからさ！」

「いえ太陽王、私達、姫様の側につきましたので」

「裏切ったのかい!?　否、それでいいよ三銃士！　朕は輝元がいないと生きていけないが、輝元は皆と朕がいないと生きていけないんだから！」

「恥ずかしい事言うんじゃねえ──！」

　と、手に持っていた得え物ものを屋敷の空に投げた。

　風音を作って飛んだそれは太陽王ロワ・ソレイユを掠かすめもせず夜よ闇やみに消えた。そして上の全裸が首を傾かしげ、

「輝てる元もと！　どうしたんだ命中しないとは！　いつもクリティカルヒットで朕ちんにその愛の偉大さを教えてくれるというのに！」

　夜空で弧を描いて戻ってきたそれが、高速回転で後ろから全裸の股こ間かんにヒットした。

「────」

　一瞬。膝ひざから崩れ落ち掛けた太陽全裸が、しかし踏みとどまる。彼は股間から落ちた浅いＶ字の投とう擲てき物を手に拾い、

「輝元！　新しい愛の形だね!?」

「讃岐さぬきと交流持ったら、向こうでは原住民の歴史再現でそれ投げまくっててな。ブーメランって言うんだが、今、効果が実証出来たから仲良くなっとけ」

「輝元！　君の新進気鋭の好奇心に、朕は脱帽だよ！」

「つーか早く降りて来いよテメエ」

「梯子はしごが無いよ輝元！　朕を受け止めてくれるのかい!?」

「おいアルマン」

「嫌であります姫様」

　Mouri-01が、頰ほおに手を当て、演技全開の吐息をしてこう言った。

「姫様、……大変かとは思いますが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの覇は道どうと国体と私ども侍女人形達の稼か働どう継続のため、宜しく御願いいたします」

「んー、まあ馴なれだろ。というか、おい！　梯子持ってこい！　仕方ねえ！」

　言うと、軽い地響きがした。屋敷の右側。見れば船にも似た巨大な武神型自動人形が両手で梯子を持ってやってくる。

　アンリが一歩前に出て右手を挙げた。

「イザック！　こっちだ！」

　イザックが、応じる動きで梯子を両手に持って軽く掲かかげ、アピールと同時に速度を上げた。地響きが大きくなり、屋根上の全裸が、

「おお！　朕が輝元のところへ降り立つ梯子を用意してくれるのかい！」

　イザックが梯子を両手で左右に持っていたため、その両端が屋敷と隣接する倉庫に引っかかり、結論を言うとイザックの前進速度に押されて真っ二つに割れた。

　木が折れる音と、ややあってからイザックが動きを止め、

『────』

　落ち込んだ。

　ああう、と声を生んだのはアンリだ。彼女は両手を左右に振り、

「気にするなイザック！　太陽王ロワ・ソレイユが屋根から降りれなくなっただけだ！」

「おいアンリそれスゲー迷惑だぜ」

「そうだともアンリ！　朕ちんが輝てる元もとの元に行けないとは！」

「テメエは喋しやべるな」

　ともあれイザックのメンタルケアはアンリとアルマンに任せる事にする。仕方ない、と吐息するのは自分の常な気もするが、

「おいエクシヴ。現状、解わかってんのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　──空で月が翳かげり、星が落ちてくる夜だ。君を見み辛づらくさせてすまないと朕は思う」

　テメエの責任じゃねえだろ、と苦笑するが、だが、通じてはいるらしい。

「──武蔵むさしが、アンヌとの約束を一つ果たした訳だ」

　言って見上げた瞬しゆん間かん。

　エクシヴの股こ間かんに火球が激突し、破裂音と共に全裸が屋根から落ちてきた。
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　アンリは、素早く指示を飛ばした。

「イザック！　右腕だ！」

　イザックが首を傾かしげながら右腕を外に振った直後。その装そう甲こう板ばんに全裸が裏うら拳けん気味に激突して跳ね、窓硝子ガラスを割りながら屋敷に飛び込んだ。

　あ、と思った後で、内部から家具や食器が連続して割れる音と、宿直している侍女ナンバー三十番台辺りの、

「きゃあああ！　外から全裸が！」

　よくある。

　イザックが、流石さすがに装甲板には知覚系を通していないため、右腕を掲かかげたり回したりして何か当たったか確認してるが、付着物が無くて幸いだ。

　これ以上落ち込ませても仕方ないので、頷うなずきと共に言っておく。

「大だい丈じよう夫ぶだイザック。ちょっと火球が飛んできていてな」

『────』

　イザックが、納得したというように手を打った。

　これでよし、と思う横。アルマンがMouri-01に問うた。

「今の、確率的にはどのくらいだ？」

「人が隕いん石せきに当たる確率は、一説には一生において百六十万分の一と言われていますね」

「その後で武神の腕に殴なぐられる確率は？」

「もはや御当人にとっては一分の一で良いのでは？」

　さよか、とアルマンが言って、こちらを見た。

「解わかったかアンリ、太陽王ロワ・ソレイユが隕いん石せきに当たってイザックに殴なぐり飛ばされたのは必然だ。お前達が気に病やむ事じゃない」

「貴き様さま今の説明何も聞いてなかったろう……!?」

　と言っていると、屋敷の入口の扉を開け、全裸が出てきた。彼は笑って、

「ははは！　隕石程度でバランスを崩すとは太陽王らしからぬ失態！　輝てる元もと、[image: ]しかってくれ！」

　ブーメランが戻りもせず股こ間かんに直撃した。
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　さて、と輝元は懲こりずにやってきたエクシヴを半目で見る。

「どうする？」

「まずは御近所の民衆に夜分騒がせて済まないねと言おうか」

「何処どこから？」

「屋根の上だよ！　解らないのかい輝元！」

　無言でそこに座れと下を指差すと、太陽王がいそいそと正座をした。

「何かくれるのかい輝元！」

「何でそんなテンション高えんだテメエ」

「──それは私が恥ずかしながらも神族だからだろう」

　は？　と首を傾かしげると、全裸の神族は正座のまま腕を組んだ。

「先程、空から鐘かねの音ねが聞こえたのさ。輝元も聞いただろう？」

「ああ、キンコンカンのキンの音だったな」

「運命の鐘の音さ」

　とエクシヴが前髪を搔かき上げる。コイツは顔がいいんだからそんな事しなくていいのにウゼエなあ、と残念に思っていると、不意に彼が言った。

「運命とこの世界が直結した証あかしさ」

「……今夜、テメエは人の言語通じねえと思ったけど、ホントに大だい丈じよう夫ぶか？」

「フ、それは朕ちんが説明下手へただからだよ輝元！　詳しく聞いてみたいかい!?」

「言ってみ？」

　うん、と笑みで頷うなずいた馬鹿が立ち上がる。そして彼は天を指差した。やや西。傾いていく二つの月を指差し、

「武蔵むさしや三征西班牙トレス・エスパニア、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントなどから来る情報をまとめてみるならば、これまで、この世界は運命の庇ひ護ご下にあった」

「ああ、それがどうした？」

「つまり運命は、朕達の世界というか、あらゆるものの上に重なりながら、しかし直接的な存在とはなっていなかったのさ。何しろそれは、地ち脈みやく全体の〝型〟ともいえる存在だ。あらゆるもの、空間や距離、時間すらも支配下においているのだからね」

　その事は解わかる。だが、それが世界と直結したとはどういう事か。

　……月、か。

　あの場所には、今、何があるのか。その事を思い、自分は彼の目を見据えた。金色の炎を宿した瞳ひとみにただ人の視線を返し、

「信のぶ長ながが、運命の表現って事か」

「Ｔｅｓテスタメント．、表現、そうだねそれは素敵な言い方だ輝てる元もと！　朕ちんは具現とか実体とか、そんな言い方をしてしまうところだった！　そう。信長は運命全体ではないが、運命の中ちゆう枢すうに突き刺さって抜けなくなった入口さ。この世界の裏側に隠れ、悲嘆して死んでいこうとした運命が、表に現されてしまった。それが、あの信長という訳さ」

　さて、とエクシヴが言った。彼はこちらに視線を返し、

「輝元。──君はあの信長を、どう思う？」





●






　Mouri-01は聞いた。即座に自分の聴覚素子を全侍女式自動人形と接続し、共通記き憶おくの中にそれを流した。

　今、スリープ状態にある者達は即座に起こし、改修中などで眠りについている者達には記憶内部の重要事項の中に容量を確保し、そして輝元の言葉を聞いた。

「馬鹿か」

　輝元が、空を右の親指で示してこう言った。

「あれはアンヌだ。この世界のアンヌだ」

　それはどういう意味か。輝元が、月の光を夜に浴び、しかし眼光鋭く言葉を続けた。

「間に合わなければ、終わる。が、あたし達は望まない形で救われる。

　──これが誰だれの見方を経てもアンヌと違うってこたあねえだろう」
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「綺き麗れいだよ輝元」

「知ってるよ馬鹿。──月夜だぜ今は。女が光らねえ訳ねえんだ」

　輝元はそう言って、空を見上げた。

「翳かげりはあるが、今はあたしの夜だ。だけどエクシヴ、今度はあたしから、だ」

「彼女は朕達にとってのアンヌになり得るか、という事かい？」

「解ってんじゃねえか」

　輝元は、問う。

「アンヌにはもう一度会いたかった。だがそれが出来なかった。だから、だからこの巴パ里リで羽は柴しば勢に勝利し、もう二度とそれが起きないと示してやった」

　しかし、

「信のぶ長ながに対して、それをあたし達は見せてやるべきか？」

「信長を止めなければ、世界は救われるよ？」

「そん時ゃあたしゃ出で所どころ不明な子を産む事になるな」

「では信長に会ってそれを止めたら、どうなる？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じたのはMouri-01だ。彼女は上役二人に頭を下げ、

「もしも信長の自害を止めるならば、それは運命の自殺を運命主体で認める事になります」

「簡単に言ってくれ」

「世界がこのまま希薄になっていき、消えます」

「薄味か」

　そうですね、とMouri-01が首を下に振った時だった。

　不意に表示枠シーニヤカドルが一つ、皆の中央に現れた。

・現役娘：『あらあら、深夜だというのに、アンヌの子供達は夜更かし好きですのね』

　表示枠に告げられている相手の位置は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ東部。M.H.R.R.神聖ローマ帝国との国境線に近い森の中だ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだった。
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　Mouri-01は、人狼女王がいる場所が彼女の実家だという事に目をとめた。

　……先夜まで武蔵むさし勢のいた場所ですね。

　そこで彼らは本ほん能のう寺じの変へんに対しての訓練や思案を重ね、今夜の結果を導いた。

　自分達としては、武蔵勢との今後の繫つながりの意味も考えて、人狼女王を通し、武蔵側の依頼を飲んだ形になっている。

　武蔵勢には、〝毛もう利り側〟としての安あん国こく寺じ・ＡＫも関わっている。

　ＡＫがどちらかと言えば羽は柴しば側につく毛利を体現するものであれば、人狼女王の実家への機密逗とう留りゆうを認めたのは、アンヌから続く武蔵側との関係を保つ意向の体現だ。

　そして武蔵は結果を出した。

・現役娘：『マクデブルクでアンヌ達が武蔵側に提示したのは、羽柴と織お田だへの牽けん制せいと抑制でしたわね。特に、ヴェストファーレン会議までに両者の歴史再現を終了させる事、というのは確約しましたの』

・元ヤン：『Ｔｅｓ．、三十年戦争を行い、覇は道どうを確約したい六護式仏蘭西としては、二つの問題を抱えてた。

　一つは、あたしんとこだ。毛利勢な。M.H.R.R.旧派カトリツクと歴史再現に基づいた戦いをするならばともかく、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには、羽は柴しばにねじ伏せられるあたしんとこってネックがあった。

　だから対羽柴を武蔵むさしに任せたい、って話がまず一つ』

　もう一つは何か。それについても、輝てる元もとが言葉を続ける。

・元ヤン：『アンヌだけに限らず、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントを初めとした欧州勢としても、ヴェストファーレン会議が正しく行われて、ずっと昔から期待していた権益と、未来の安定を確保したかった。だからあたしんとことはまた別で、欧州勢は羽柴とくっついたM.H.R.R.旧派カトリツクをどうにかしたかったが、そこに羽柴への対抗を専門と出来る武蔵が名乗りをあげた訳だ』

・現役娘：『──あら、解わかってますのね？　では一つ、質問がありますわ』

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが何を疑問するかは解っている。

　……マクデブルクの会議は、実のところ、終わっていないのですね。

　何故なぜならば、理由は武蔵側そのものにある。

・現役娘：『武蔵勢は、あのマクデブルク会議で、何の要求も最終的に出していませんの。

　それを出したところで、叶かなえられる国力があるのかどうか、解りませんでしたものね。

　だからその証明のためにも、まず羽柴と織お田だを抑制し、ヴェストファーレン会議を正しい形にする手助けをしようと、武蔵は言いましたの』

　さて、

・現役娘：『マクデブルクの会議でアンヌ達は要求だけをしましたのよ？　──ではそれを果たしつつある武蔵勢を相手に、今後、こちらは何を要求されると思いますの？』
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　人狼女王は、一つの確認に来ていた。

　明かりが無くても、自分の周囲にやってくる精霊の流体光が充分な光源となる。

　納な屋やの武器倉庫だ。

　そこに見ておきたいものがあった。

　だが、夫を連れて来て、娘達がここにいた間何をしていたかを匂においで嗅かぎ取っている内に、テンションが上がってしまい、丁ちよう度ど夫もいたのでレッツ摂せつ取しゆ。

　これは本当に、娘達が楽しそうにやってるのがいけませんの。母も当然、チョイと参加していた訳だが、結論だけ言うと若いっていいですわね。声に出して言うならば、

「早く食ってしまいなさいな……！」

　だけどこれは自分と夫の時も同様だったので、娘に強制はしない。

　食っていいものか、どうしようか、迷っている時間もまた楽しいのだ。

　でも今は食えるので食いましたの。夫フルコース。晩はビュッフェで好きなものを好きなだけ頂いて幸せでしたわ。夫も「こんな凄すごいの初めてだよ！」って大喜びで。

　それゆえちょっと時間を私的に過ごしてしまったが、その間に娘達はよくやった。アンヌ達と交わした約束の内、最大ともいえる懸け念ねんを超えて見せたのだ。

　柴しば田たが羽は柴しば勢を引きつけてくれたせいもあるが、邪魔される事なく、娘と王様達は信のぶ長ながを退たい陣じんさせ、羽柴本人をもリタイアさせる事に成功した。

「後は羽柴勢を退けるのみ、というところでしょうけど」

　きっと今、娘達も武蔵むさしの上で今後の事を思案しているだろう。

・現役娘：『どちらにとっても難しい時間帯ですのよ？』

　だって、と己は周囲に舞っている流体光や精霊の光を手で緩く散らし、言葉を作った。

・現役娘：『信長の歴史再現が終わり、創そう世せい計画が見え、世界は今こそ判断をしなければならないのに、武蔵と羽柴勢の決戦はまだ済んでませんの』





●






　……世界は今、武蔵と羽柴の決着待ち。

　そうなんですのよね、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは納な屋やを前にして思った。

　創世計画が明らかになり、信長がいなくなったのだ。

　P.A.Odaは、重臣から若手への世代交代をした。

　これまで欧州や極きよく東とう列強を悩ませていた問題の多くが、仕切り直しとなる。

　ならば世界は今こそどう動くかを決めるべきだと、ありとあらゆる国と代表者と組織がそう思っているに違いない。自分だってそう思う。

　創世計画を認めて、世界の関係を全て断ち切って継続するか。

　創世計画を否定し、世界を何とか存続する方法を模も索さくするか。

　羽柴か、武蔵か。

　どちらかを選択しなければならないのに、羽柴と武蔵の決戦がまだ行われていない。

　これが、今すぐ羽柴と武蔵に荷担出来るならば、まだ良かった。

　だがもしもこれから両者の間に生じる歴史再現が山やま崎ざきの合かつ戦せんだったならば、他国からの介入は一切無い。

　聖せい譜ふ記述によれば、山崎の合戦は、羽柴が明あけ智ち・光みつ秀ひでを討つ事で、織お田だ家の後継としての位置を強く示した戦いだ。

　この時、明智は他勢力の援助を願い出ているが、ほぼ断られている。

　ゆえに羽柴と明智は、単独で相あい対たいする事となる。

「……ですけど、と私は思いますの」

　今は聖譜記述に書かれた神かみ代よの時代の過去ではない。

　歴史再現上等で、権益や解釈によって何もかもが政治の交渉カードとなる世界だ。

　山崎の合戦が、その通りの帰結を迎えるとは、限らないのだ。

　解釈ありの戦場にて武蔵と羽柴が戦い、決着した時、世界をどうすべきかが決まる。

　この戦いの勝者は、自分達の望むように世界を進めようとするだろう。それに対し、初めて各国は自分達のスタンスを決めて良い事になる。

　今はまだ、そこに至っていない。

　だから、だ。

　世界は幾つもの〝待ち〟を抱えている。

　一つは、世界がどうなるかを待つという事。

　一つは、世界をどうすべきか待つという事。

　一つは、武蔵むさしと羽は柴しばの決着を待つという事。

　一つは、山やま崎ざきの合かつ戦せんの解釈を待つという事。

　何もかもが待ちだ。

　どんなに力があろうとも、優秀な人材を擁ようしていても、重大な歴史再現を持っていても、今、この時間帯だけはどうにもならない。

　武蔵勢と羽柴勢の決着を待つしかないのだ。

　……アンヌ。

　マクデブルクで、アンヌは武蔵に対して友好的だったと聞く。そして彼女が、自分達の言う事を為なすだけの国力が武蔵にあるか、その試しを促したのだと。

　もしそうだとすれば、アンヌと、マクデブルクの現場にいた者達は、どれだけ武蔵の事を期待していたのだろう。

　武蔵に試験を与えているように見えて、世界の決定権を武蔵に与えたのだ。

「当時の武蔵に対しては、最大レベルのプレゼントですわよ」

　だから、アンヌは、武蔵と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを、守ったのだろうか。

　他、松まつ永なが・久ひさ秀ひでも。関東では義よし経つねも、里さと見み・義よし頼よりも。

「貴方あなた達が守り、懸かけたものが、ここで勝負となりますのよ」

・元ヤン：『人狼女王レーネ・デ・ガルウ。ちょっと聞いておきたい』

・現役娘：『何ですの？』

・元ヤン：『もしも武蔵勢が外部勢力の介入を望むとしたら、何処どこだと思う？』

　そうですわねえ、と己は思案した。

　この辺り、国際的な情勢よりも、武蔵内部にいた経験が長い自分の方が、解わかっている部分が多い。特に娘を介して、武蔵総長や副王としての姫の言動などを見ているのだ。

　それゆえ、歴史再現を重ねて言える事がある。

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、一件だけありますわ。武蔵にコネがあって、助力を願える場所が』

　ただ、

・現役娘：『そこを利用しようとすると、相当に酷ひどい事になると思いますの』
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「巴ともえ御ご前ぜん！　──何とか京きよう方面における各教きよう導どう院いんの動静がつかめました！」

　ほう、と、夜に霊体としての流体光を散らしながら、巴御前は振り向いた。

　場所はM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントザクセン領、マクデブルクの市壁上だ。

　数ヶ月前、略りやく奪だつの再現によって半ば水に沈められ、大打撃を受けた町は、今や夜尚なお各地から印刷所の稼か働どう音を立てている工房都市となっていた。

　……武蔵むさし勢の動静と各国の動きを追うに、情報の集まるここがベストと思って来たが、

「当たりだったか、ゲーリケ」

「Ｔｅｓテスタメント．！　有あり明あけが夏に来て以来、この印刷都市として蘇よみがえったマクデブルクは不夜城状態で各国の印刷物の外注を行っています。無論、機密保持はしていますが、今夜に入ってから、京を中心とした各国からの印刷依頼が殺到していまして……！」

　市壁の外側は断だん崖がいのような高度で下の草原まで落ちているが、後ろ、ゲーリケがいるテラス部は一メートル差もない。

　それでも元が鬼おに型長ちよう寿じゆ族ぞくの自分だ。振り向けばゲーリケを見下ろす事になる。

　両義ぎ腕わんの彼は、常に町中の稼働率を示す表示枠レルネンフイグーアを広げ、作業分担や補給などを管理しているのだが、

「──武蔵側の味方につこうとか、羽は柴しばの味方につこうとか、そういう動きはあるか？」

「M.H.R.R.南部側、摂せつ津つの教導院群が、大おお返がえしの歴史再現に伴って羽柴側である事を表明すべきかを思案しております」

　ああ、と己は応じた。

　……この辺り、面倒なのだよな。

「聖せい譜ふ記述だと、毛もう利り攻めの最中に本ほん能のう寺じの変へんを知った羽柴は、背後を任せる形となっていた摂津衆が毛利側に寝返らないかと警戒したのだったな」

　その報を持ってきたのは摂津の代表者だったが、当時の情報インフラは書状だ。だから摂津の代表は、中身を勝手に開けて見る事も出来ず、本能寺の変の実情については知る事が出来なかった。

　……ゆえに羽柴は、摂津の代表者達に対し、書状の内容は〝信のぶ長ながが存命であるという事だった〟と虚きよ報ほうを流したのだ。

　摂津側も、薄々は実情を理解していた筈はずだ。だが、彼らは羽柴につく方が有利だという決定を下し、大返しを手伝うようにしている。

　当時、それだけ、羽柴という存在に将来性が有り、また、羽柴も交渉というものに長たけていたという事だろう。

「……だが、摂津の教導院達が、今、どうするかは別問題だな」

「Ｔｅｓテスタメント．、空に本ほん能のう寺じが吸い上げられていったのは、それなりの観測所があれば見る事が出来たでしょう」

　本能寺の変へんについても、皆、知識があるのだ。そして本能寺の変が終了したという事は、武蔵むさし勢だけではなく、P.A.Odaからも告知が為なされている。

　摂せつ津つの教きよう導どう院いん群としては、聖せい譜ふ記述にあるように〝虚きよ報ほうを信じた事にする〟意味は無い。

「大体、その辺りを見越し、羽は柴しば側には大おお返がえしを誘導した者達がもう組み込まれているのだったな」

　賤しずヶ岳たけの戦いの報告もちらちらと来ているが、そこには上こう坂さかや稲いな田だという名も見えている。両者、どちらも大返しの補助として聖譜記述には名が見える者達だ。

「……だとすれば、摂津や大返しの軌き道どうにある教導院が羽柴勢につくというのは、羽柴側としては織り込み済みだろう」

　それらの教導院は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク側だ。元から羽柴勢とも言えるが、

　……主家となるP.A.Odaの激変に対し、羽柴側から寝返るかどうかの選択肢はあるのだ。

　一番判断が難しいのは彼らかもしれないと、そう思う。だが、

「巴ともえ御ご前ぜん。──羽柴側や、そこにつくべきか迷っている陣営の動きは大体解わかります。

　では、武蔵側については──」

「既すでに幾つかの国が、ある勢力に見当をつけているだろう。それを見越して、下手へたな勘かんぐりをいれられないよう、武蔵側も距離をとったのだがな」

「それは──」

　ああ、と己は言った。

「明あけ智ちを襲しゆう名めいしているなら、当然だろう。──娘むすめ婿むこの長なが岡おか・忠ただ興おき。つまりは瑞典スウエーデン総長、クリスティーナも巻き込んだ動きを、武蔵は思案しているに違いない」

「……ここで、瑞典を動かすと言うのですか!?」

「動いたら、な？」

　と、己は近くにあった表示枠レルネンフイグーアを一つ掲かかげた。それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM.H.R.R.の国境近く、森の中にいる人狼女王レーネ・デ・ガルウから送られてきたものだ。

　……親しくなった気はないんだがなー。

　まあ、武蔵繫つながりだろう、とそう思って見せた表示枠。そこには彼女の言葉がこうあった。

・現役娘：『長岡少年でしたわよね？　これから酷ひどい事になりますの！』

　ワクワクしてないかアンタ。
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　クリスティーナとしては、いろいろな意味で貴重な時間を過ごしていた。

　本能寺の変については、武蔵側からの情報を非公式で得ていたし、本能寺が空に吸い上げられていく光景は遠間ながら視認する事も出来たのだ。

　そこからの天体ショーは今も継続しているが、二つ、重要な事が後付けとして来た。

　一つは、自分達が今いるのは讃岐さぬき行きで輸送艦に牽けん引いんされた武蔵むさし表層部だが、奈な良らから瀬せ戸と内ない海かいへ出る辺りで、これにとある護衛役がついたのだ。

・自爆娘：『夜分遅く、低速艦の護衛を有り難う御座います。──三征西班牙トレス・エスパニア副会長』

・ふあな：『いえ、こちらとしても良い機会を頂く事が出来て幸いです』

　本ほん能のう寺じの変へんについて、〝洋上の風に対し艦隊の組み直しを行う〟として、瀬戸内海間際で観測を行っていた三征西班牙艦隊と、合流出来たのだ。

　三征西班牙としても、京きようでの会議の他、本国に戻るまでに情報や成果が欲しいだろう。

　瑞典スウエーデンは三十年戦争においては改派プロテスタントで、ガチ旧派カトリツクの三征西班牙とは、敵といえる。

　が、神かみ代よの時代のクリスティーナは旧派に寛容で、晩年は旧派に改宗もしているのだ。

　そして明あけ智ちの娘、ガラシャ夫人として考えるならば、己は旧派だ。三征西班牙の護衛を受ける大たい義ぎ名めい分ぶんは充分にある。

　向こうの総艦長である副会長が女性で、苦労人気質なのも良かった。そして羽は柴しば勢と武蔵勢のどちらにつくか、という話に対し、西さい国ごくの三征西班牙はあまり切迫した干かん与よを必ひつ須すとしていないことや、立たち花ばな夫妻を共に知っていることも、気軽な空気を生んでいた。

　お互い、事務的な情報交換を行っている間に、軽い身の上話や世間話は出来るようになっていたのだ。

　どちらも情報好きで、他国の動きに興味があり、話し好きともいえる年齢だ。言葉が重なれば夜更かしは自然で、向こうは船室で仕事をしながら、こちらは運搬される武蔵表層部のテラスで長話となった。

・ふあな：『──それで、総長が言うのです。〝今度の洗剤の香料はうちの畑で取れたレモンを使いたいけど出来るかいフアナ君！〟って。おかげで私、最近は山側の斜面を見ただけで作付面積の計算が出来るようになってしまって……』

　など、興味深かったり面白かったりの話を聞いている間に、もう一つの重要な後付けが発生した。

　それは、深夜の外出兼他国との遣り取りという自分の状況に対し、

「本能寺のいろいろがあるから、外で見ていた方が解わかり易やすいのか？　しょうがねえ」

　と、横に座って月刊音楽草紙の配神版を読んでいた忠ただ興おきが、護衛に付いてくれたのだ。

　くれた。ええ。さっきまで、いてくれた。

　無論、今もいる。だが、先程と違い、

「ん……」

　眠って、こちらの右肩に身体からだを預けてきている。

　……ぬ……！

　息が、熱が、重量が伝わってきて、これはいかんであります。どのくらいいかんかといえば、先程から、

「忠ただ興おき様──、撮るでありますよ──」

　撮影用表示枠サインフレームで三さん桁けた程撮影するくらいヤバい。だが、そんな遣り取りと幸福を重ねている中、不意にそれが来た。

・副会長：『瑞典スウエーデン総長か？　武蔵むさし副会長だ。今、こちらは武蔵に帰投した。輸送艦で着艦ルートに入ってる』

　……それが一体、何でありますか？

　と、撮影術式の撮影内容が〝共有〟になっていたり、通神帯ネツトに自動で流していないか確認。

《共有：してないといえばしてない》

　……神しん道とうアバウトでありますね……。

　まあセーフ。どっちかっていうとセーフでありましょう。

　だが、そういった問題とは別に、武蔵副会長が言葉を重ねた。

・副会長：『ちょっと相談だ。長なが岡おかと含みで考えて欲しいんだが、──こちらに戻り、増援として一勢力分、用意する事は可能か？』







[image: 第三章『理解場所の住人』]
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　フアナは、セグンドについての愚ぐ痴ちめいた日常報告を、ふと止めていた。

　今、自分の表示枠コルテチエフイルマに、えらい刺激的な言葉が来ている。

　……武蔵むさしへの増援……!?

　対羽は柴しばのために、戦力の補強をしたいというところだろう。ただ、それを望む相手が、

「……長なが岡おか・忠ただ興おきを通じて、瑞典スウエーデンの援護を得るつもりですか!?」

　これは理りに適かなっていますね、とフアナは思った。

　思わず今までの作業を全て止め、極きよく東とうの近きん畿き、北海側の概がい要よう図ずを出す。

　瑞典は近畿の海側。越えち前ぜんの方面を割り当てられた暫ざん定てい支配国だ。この周辺は小国や中規模の国が林立しており、殆ほとんど教きよう導どう院いん単位での支配地となっているが、瑞典は三十年戦争では大きな役目を持ち、戦勝国でもあるため、正規の土地を有している。

　武装、特に銃砲関係に優れ、戦術においても聖連から自由権限を与えられている。

　つまりは戦闘国家だ。

　クリスティーナの代では抑え気味だが、副長であるアクセル・オクセンシェルナは先代総長の時と変わらず外征を担当し、周辺国家への脅きよう威い且かつリーダー的存在である。

　それが武蔵にこのタイミングで力を貸すとなると、どうなるか。

「瑞典の位置から言って、羽柴勢は武蔵と瑞典に挟きよう撃げきされる事となりますね」

　瑞典の航空戦力はあまり発達していない。それを得意とする極東側の暫定支配が弱いためだ。だが、そうであっても皆無ではない。武蔵と羽柴勢が戦闘を開始したならば、それが中盤を超えた辺りで瑞典側の介入があるのではないかと、自分の方では軽く計算が出来る。

　……この場合、疲ひ弊へいもしている羽柴勢にとっては、悪夢のタイミングですね。

　お互いに後一押しが必要なところで、介入が来るのだ。

　武蔵にとっては、絶対に欲しい一手だろう。

　何しろ、この助力願いは歴史再現でも実際に生じている。

　……明あけ智ち・光みつ秀ひでは、本ほん能のう寺じの変へんの後、長岡・忠興に助力を願うのでしたね。

　では、と自分は通神帯ネツトから来るクリスティーナと武蔵副会長の遣り取りに目を向けた。

「──長岡・忠興への助力は、幾つもの面倒を生みますが、武蔵勢はそれをどのように通すつもりなのですか？」
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　……武蔵側への助力でありますか……！

　クリスティーナとしては、有り、といえる案件だった。

　何しろ今、忠興が全身をこちらに預けてくれていてテンションが高い。何か声を出したら上ずってしまいかねない勢いだが、神様どうも有り難うでありますよ？

　というか忠ただ興おきがこんなに接近というか密着したのは、爆弾屋敷で告白された後、抱え上げられて以来ではなかろうか。

　忠興様は真ま面じ目めで、凜り々りしいのでありますが、少々燻くすぶるものでもあります。

　どうせなら、瑞典スウエーデン広報委員が朝に放送している連続演劇〝あさできた〟のように、もっとガっと行ってグっと行ってパンパカパァ──ン！　みたいな。

　……流石さすがは発禁王国瑞典！

　時たま聖連からチェックが来ますが〝国風なので〟で返せる辺り、歴史の積み重ねとは偉大だ。おかげで女性上位という言葉の意味が二つある国になった。ならなくていい。

　そして忠興様、今、こっちに密着で寝ているので。

　……あとはチョイと自分が！　自分が!!　自分が……[image: ]

・副会長：『おい、瑞典総長』

・自爆娘：『ァハイイイ!?』

　思い切り文字で上ずってしまった心の叫び。だが、今は武蔵むさし側に対し、助力をどうするかと、そんな話をしていたのだった。

　聖せい譜ふ記述によれば、明あけ智ち・光みつ秀ひでは本ほん能のう寺じの変へんの後、娘むすめ婿むこである長なが岡おか・忠興に助力を申し出る。そしてこれが今、その歴史再現という事になるのだろう。

　だが、光秀の助力には、一つの結果が待っている。

・自爆娘：『──忠興様への助力願いの件でありますか？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、そっちを讃岐さぬき方面に送っておいて何だがな。ただ可能性の一つとして、出来るかどうか聞いておきたい』

　それでありましたら、と己は応じた。

・自爆娘：『無理でありましょう。──だって、聖譜記述において、義父光秀の援軍要請に対し、忠興様は細ほそ川かわ家として父君と共に断っているのであります』
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　これは忠興の見事な決断だと、クリスティーナは思っている。

　……本能寺の変は、自分が上にのし上がるための下げ克こく上じようというよりも、単なる暗殺でありましょうし。

　変を起こした理由については幾つも取りざたされているが、大事なのはそれによって光秀が何を得ようとしたか、だと自分は思っている。

　聖譜記述を見る限り、光秀の動機は傍ぼう論ろんや推測なども含みだ。あらゆる可能性がそれを支持する意見によって大きく扱われ、何が大事であったかは捉とらえづらいのだ。

　だが一つ明確なのは、本能寺の変を起こしたところで、織お田だ家の重臣であった光秀が織田を継ぐ事にもならず、また独立した大だい名みようになる事も無かったという事だ。

　一応、変へんを起こした後、光みつ秀ひでは北方への守りや情報収集を行っている。

　これは上うえ杉すぎ攻めに一息を入れていた柴しば田たが戻ってくる事を警戒したためだ。

　しかしそこに、文字通りの横よこ槍やりとして羽は柴しばが戻り、意識も戦力も即応出来なかった光秀は敗れる事となる。

　討たれた事で、光秀の目標達成は失われた。しかもそれが光秀が本来思い描いていたスケジュールとも違う迅じん速そくなものであったため、光秀は何も残せなかった。

　だから光秀の目的を探すのは、書状か何か物的証しよう拠こに対する解釈が必要だと自分は思う。

　だが、光秀が本ほん能のう寺じの変へんの行動の中で、何を警戒していたのかは解わかる。

　……光秀は、織お田だ勢との戦闘を想定していたのであります。

　もはや自分は織田とは相容れないものだとする。そのための戦闘だ。

　この場合、羽柴が戻れないならば、急ぎ駆けつけてきた柴田を撃退する事が第一。

　あとは膠こう着ちやく状態を望み、それが出来れば、味方になる勢力も出てくるだろうと考える。

　ならば光秀が行った事は、独立への一歩だと、自分は思う。

　本当の狙ねらいが何かは解らない。だが、そのための手段として、独立をとった。

　独立は謀む反ほんだ。信のぶ長ながは、それを許さない。だから先に、大元の信長を暗殺し、あとは初期段階を耐えてしまえば、織田家は重臣達が仲間割れを始めるだろうし、自分にもついてくる者達が出る筈はずだ、と。

　ゆえに暗殺を行ったが、

「……忠ただ興おき様は、父君と共に、援軍の要請を断ったのであります」

　時流をよく見ている。

　光秀が一人で何かを起こしても、世界は揺るがないと見通していた。

　この理ことわりによって光秀は援護を失った。実際は一いつ色しき家が味方についたものの、一色家は忠興達の細ほそ川かわ家と睨にらみ合いになり、両家共に動きがとれなくなっている。

　これを解釈で覆くつがえすならば、かなり強引な手が必要となる。だから、

・自爆娘：『無理でありましょう。誠に申し訳ありませんが、そちらへの援助は出来ないものと、そう思うのであります』
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　だよなー、と武蔵むさし上を教きよう導どう院いんに向けて移動する輸送艦上で、正まさ純ずみは思った。

　……流石さすがにこの時点で、援助をしてくれといきなり言っても無理か。

　無論、頼みにしている訳ではない。

・金マル：『──あ、こっち先行降下組。で？　どうなの？　瑞典スウエーデンの援助は来るのかな？』

・副会長：『いや、まあ無理だろう、という感覚で話を進めてる。大体、そのつもりでいたならば、瑞典スウエーデン総長を讃岐さぬきに送る訳ないし』

・不退転：『だとすれば今のは、山やま崎ざきの合かつ戦せんへの布石？』

・副会長：『そうでもあるし、そうでもない、というところかな。──実際、援助が貰もらえるならば、それはそれでこちらが有利に進められるという事だから』

　ただ、断られるならば仕方ない。こちらも元は想定していなかった要求なのだ。

　……ちょっと弱気かなあ。

　甲かん板ぱん上から見る視界が回る。行く時とは逆に、こちらはまず艦尾側の下から入り、高たか尾おと奥おく多た摩まの間を抜けて上昇。そして艦の表層部よりも上昇したところで旋回を行い、教きよう導どう院いんへと接せつ舷げんするのだ。

「随ずい分ぶんと空きましたわね」

　同じように、しかし外を警戒して見ているミトツダイラの言う通りだ。本ほん能のう寺じの変へんを行っている間に、武蔵艦上は要所もパージされ、移動をほぼ済ませている。

　浅あさ間まが表示枠サインフレームを開き、

「うちの実家も、今はパージされて、代理の処理術式に担当が回ってますね」

「それ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ええ。今の武蔵むさしは内部に燃料などをちゃんと確保してますし、ここから先の行動は日常的な部分よりも戦闘寄りです。なので浅間神社としては小さい要求が多い日々の生活よりも、対応幅自体は狭くなってやりやすいんですよ」

　でもまあ、と浅間が言った。

「出来れば一日で済ませて貰えると有り難いです。二日目からは〝型〟が生まれて処理が変に楽になったり難しくなる場所が出て、処理術式では対応出来ない部分も出るので」

「その辺りは色々考えているけど、長なが丁ちよう場ばにはならないんじゃないかな。二ふた代よも立たち花ばな嫁辺りも、そんな事言っていたし」

　そうですわね、というミトツダイラも同意見なのだろう。馬鹿や浅間が首を傾かしげているが、ここらは戦闘関係に詳しい者達の〝勘かん〟というところか。

　対し政治関係のこちらとしては、

「では、ちょっと仕込みもあるので、先に進めよう」

　と、言った時だ。ホライゾンが手を上げた。彼女は一枚の表示枠を掲かかげており、

「正まさ純ずみ様、カーチャン様から忠告が来ております？」

「うちの母が？　また何ですの？」

　何事か、と思って見た表示枠には、山崎の合戦の布石について記されてあった。

　……あ。

　失念していた。そうだった。

・副会長：『あー、瑞典総長、ちょっといいか？』

・自爆娘：『何であります？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。まだ接せつ舷げんまで時間はある。

何か教きよう導どう院いん前の橋上で大おお久く保ぼがこちらに手を振っている気がするが寂しいのかお前。
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「こらぁ──！　とっととこっち来て降りて仕事せえやあ──！　山程溜たまってるのが自分と他委員長に回されて詰まりまくっとんのやぞ！」

「武蔵むさし代表委員長、経験上、上空の風の音で何も聞こえてないと思うぞ」

「大事なのは結果やのうて経過や……！」

「そうです御お嬢じよう様さま！　大事なのは結果より経過！　さあ、今こそ結果を気にせず謀む反ほんの時間です！　行けますよ今ならば！」
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　大久保とは色々あったが、慕われているというのは大変いい事だ。こちらも一回手を振り返してから、

・副会長：『瑞典スウエーデン総長。──ちょっと歴史再現確定のため、そちらの援助拒否について詰めていきたい。時間はあるな？』
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　ほう、と横から聞いている形のフアナは思った。

　……武蔵側からも、援助の拒否を確定するのですか。

　これは、当然のようでいて、重大な事だ。何しろ武蔵が何処どこからの援助も必要としないとここで明確にするならば、それは彼らの独立性を示す事になる。

　そして山やま崎ざきの合かつ戦せんを抜けた時、援助無しでそれを為なした武蔵に対し、もはや〝援助する事が出来る国〟は、戦力的にも、立場的にも、どれだけいるのだろうか。

　信のぶ長ながの歴史再現の最後を看み取とり、羽は柴しばによる敵対も切り返したならば、

「──それは、欧州勢にとって、P.A.Odaや羽柴よりも厄やつ介かいな勢力が出現したという事になります」

　この示し唆さは、今までも何度か取り上げられてきた。実際、よく考えると相当に危険な内容だが、さほど危機感を得ていないのは、武蔵側がこちらとの対話を常に用意しているからだろう。

　……歴史再現の悪用などはしないと、言うだけはありますね。

　しかし京きようで戦争大好き演説をやった事は死んでも忘れてはならないとも思うというか、アレは何ですか一体。

　ともあれ、武蔵としては、結果的に一個戦力で羽柴勢を退けるつもりなのだ。

　もしもこれが為なされたならば、武蔵むさしは完全な〝一勢力〟から〝一国〟となり得る。

　これを、そうしてしまえと思うか、厄やつ介かいと思うか。国ごとに違う気もするが、自分としてはやや前者寄りだと今いま更さらに気付く。

　京きようでの会議にあった開拓の援助など、武蔵がまだ小勢力扱いだと、面倒だ。何しろ、他国が権益を得られるかと、いやらしい手を絡めてきてしまう案件だからだ。

　これが、武蔵がもっと強力な〝一国〟となっていれば、手を絡められる国は限られ、三征西班牙トレス・エスパニアの開拓援助はスムーズに行く。

　そうあって欲しいと思うならば、武蔵にはここで勝って貰もらわなければならない。

　敗戦の歴史再現だが、解釈次第でどうにでもなろう。

　実質的な勝利で、〝一国〟としての名乗りを上げるといい。

　……国力を示すというならば、戦争は酷ひどく解わかり易やすい〝秤はかり〟ですからね。

　三征西班牙が衰退の国とされるのも、アルマダ海戦の敗北があってこそ、だったのだ。

　自分達がやろうとして出来なかった事を、武蔵が行おうとしている。

　その前準備として、今、武蔵副会長は瑞典スウエーデン総長と詰めに入っている。

　そう。山やま崎ざきの合かつ戦せんの前、明あけ智ち・光みつ秀ひでは細ほそ川かわ家となっていた忠ただ興おき父子に援軍要請を断られるが、細川家としてもただ断った訳ではないのだ。

・副会長：『細川家としては、自分達の正当性のため、いろいろな手て筈はずをしていたのだな』

　その一つが、瑞典総長も関わる事だ。それは、

・副会長：『忠興の妻、光秀の娘である玉たま姫ひめの幽閉だ』
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　あ、とクリスティーナは声を上げた。

　武蔵副会長が言った自分の幽閉について、だ。

　……それはちょっと、事情があるでありますよ？

　思った瞬間。横、右肩に寄りかかっている忠興が小さく震え、

「ん……」

　……起こしてはなりませんであります！

　起こしたら密着タイムが終わってしまうではないか。というかそれに気付いて恥じらう忠興様を見るのも楽しみだが、それはデザート。今はメインディッシュ。そしてメインは時間を掛けて楽しみたい所存であります。

　なので息を殺し、バランスを整えて、今の武蔵副会長に対しするべき応答は、と思った瞬間。忠興が吐息した。

「あむぅ……」

　それを聞きつつ、己は言った。

・自爆娘：『も、もう絶対結婚するでありますぅ……』
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　フアナは、表示枠コルテチエフイルマを前にハンカチーフで目頭を押さえていた。

　今の瑞典スウエーデン総長の言葉だが、よく意味は解わからなかった。何しろ状況が見えないし、他との繫つながりも全く無いからだ。

　だが、不意に漏れてきたそれが彼女の現状における本音だというのはよく解り、

「超解ります……」

　涙を拭ぬぐいながら妙な友情を一方的に感じてると、そんな自覚をしつつ、己は表示枠に右の親指を上げた。
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　さて、とクリスティーナは持ち直した。

　ネルトリンゲン以降、メンタルは強くなったのだ。そしてその経験から言わせて貰もらうと、

・自爆娘：『私の方の歴史再現は、今成立しつつあるのであります。今回、幽閉の場所を遠くにする事で他国の干渉を避けようと、そんな理由で讃岐さぬき方面行きでありますから』

　そうだ。

　聖せい譜ふ記述によれば、細ほそ川かわ父子は、確かに時流を読んで明あけ智ち・光みつ秀ひでからの援軍要請を拒否した。

　だが、それだけでは足りない。

　何が足りないかと言えば、潔白と忠誠だ。何しろ明智・光秀から援軍要請されてしまう仲なのだ。忠興は光秀の娘むすめ婿むこでもある。ここで舅しゆうとの援軍要請を断っただけで、自分達が羽は柴しば勢になったり、無関係を気取れるかと言えば、そうはいかない。

　ゆえに忠興は、妻を幽閉した。そうする事によって、自分と光秀の行いは無関係だと、そう示したのだ。

・自爆娘：『その幽閉の道筋が今であります。だから私の方では、既すでに細川家の援助切りは成立していると、そう言えるのでありますよ』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、確かに瑞典総長、貴女あなたが幽閉される事で、細川家は羽柴に対しての面めん目ぼくを保つ訳だ。それが解っているので、私達も貴女に讃岐方面に〝幽閉〟されて貰もらった訳だ』

　向こうも理解がある。では、そこから何があるのかと言えば、

・副会長：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがツッコミ入れてきて、ついでにM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントも同じような事を言って来たんだが、アレだ。貴女の幽閉で羽柴への面目を保ったとしても、まだ忘れている物があるだろう』

・自爆娘：『それは──』

・副会長：『聖譜記述では、細川家は、明智側についた一いつ色しき家と睨にらみ合いになっている。つまりこの状況で明あけ智ち側の援軍要請を蹴けったら、一いつ色しき家と明智勢によって挟きよう撃げきをされる可能性だってある訳だ。また、もしも明智が羽は柴しば勢を撃退したならば、その後で狙ねらわれるのは細ほそ川かわ家となる。──つまり細川家は、羽柴に対しての面めん目ぼくをたてながら、明智側に対しても面目を立てねばならない』

　知っている。その方法は、しかし──、

・副会長：『忠ただ興おきは父と共に〝喪もに服している〟として、明智側につく事が出来ないと、そう伝えたのだ。──親子とも、頭を剃そってまでして、な』
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「ああ、まあ、確かそうなんだ、アレ」

　巴ともえ御ご前ぜんは、空をたびたび落ちてくる火球を見上げ、破裂音に頷うなずきながらこう言った。

「クリスティーナの幽閉だけでは、援軍要請拒否の歴史再現は成立出来ない。それは羽柴側に対しての成立条件でしかないからだ。明智側への成立条件を確かにするには、この場合、忠興の頭を剃る必要があるな」

　その言葉に、同じように空を見上げていたゲーリケが振り返る。彼は天球図を術式で展開し、諸しよ処しよの記録をとっていたが、

「ほとんど罰ゲームのような状況ですな、巴御前」

「忠興？　あいつは歌もやるが、根本は戦闘系だろう？　髪を切る事に抵抗あるか？」

「いえ、巴御前、中等部の少年にいきなり〝髪を剃れ〟は、今時分、歴史再現のちょっと融通利かないところ、としてニュースになるのでは」

「今、私の年齢を挑発してるか？」

「いえそのような事はありません！　今時分の風潮についてです！」

　左さ様ようか、と己は納得しておく。その上で言うべきは、

「歴史再現とは、面倒だよなあ」

　うん。

「だけどそれで連中がアタフタしてるのは面白いよな。そう思うだろ？　クリスティーナなんか、ついこの前までネルトリンゲンで死のうとしてたんだぞ？」

「巴御前……。歴史再現とは、難しいものなのですぞ？　面白いなどと……」

　とゲーリケが説教を言ってる間に、武蔵むさしから通神文メールが来た。印刷所の予約だ。

・黒髪翼：『漫研用通つう神しん名で失礼するわ！　忠興×クリスティーナでちょっとネタが作れそうだから今からフルカラー十二折おりで入れておいて！』

　ゲーリケが笑みで振り向いた。

「歴史再現、サイコォオオ──！　面白いです巴御前！」

「お前、段々と武蔵の連中に馴な染じんで来ているぞ」

　自分がどうかは気にしない事にしておく。ただ、武蔵むさし側は手の届く範囲では山やま崎ざきの合かつ戦せんの布石を拾っていくつもりのようだが、だとするとどうなるか、どうすべきか。

「さて、旦だん那なラブ全開のクリスティーナが、それを許すかな……？」
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　……参ったであります──。

　クリスティーナは、今、よくは解わからないけど何かの岐き路ろに立っている気がしていた。

　何しろ歴史再現だ。聖せい譜ふ記述だ。守るべきはしっかり守らなければならないし、それが何かを害するのでなければ武蔵とて制止はしない。

　ではここで問題だ。

　忠ただ興おきの髪を剃そる事は、忠興の何を害する事になるだろうか。

　無論、嫌とか、プライドとか、見た目とか、そういうのはあるだろう。だが、忠興の場合、まだ中等部だ。物わかりが意外に良い事もあり、応じてくれる気もするが、

「それは忠興様の感情を一義に考えていないのであります……！」

　と両腕を浅く構えて、持論を強く述べた瞬間だ。忠興の設置が右肩から前にズレた。淡く腕を組んだ正面の頭が、こちらの身体からだの前を滑って行き、太ふと腿ももの間に、忠興の顔がやや仰あお向むけ気味に落ちた。

　膝ひざ枕まくら、と言っていい姿勢だと、クリスティーナは認知した。





●






・自爆娘：『も、もう、死ぬ……、死ぬであります……。結婚して死ぬぅ……』

「あの、副会長、瑞典スウエーデン総長のコレ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「私に聞くなあ──!!」
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・風呂無：『ねえ、兄貴、さっきからフアナ様が〝結婚、死ぬ、超解ります……〟って、そんな事呟つぶやきながら表示枠コルテチエフイルマ前に前まえ屈かがみで泣いてるんだけど』

・妹の兄：『妹よ……。あまり事件性の高そうな事に首を突っ込んではいけない』

・風呂無：『いや、船室のドア開いたままで、フアナ様に夜食の差し入れでもしようと思ってたんだけど、もう他の子達ったら〝これは総長に説教した方がいいですよね！〟とか言い出してるし、どうしよう』





●






　クリスティーナは、一通り心の暴走が落ち着いたところで、とりあえず深呼吸をした。

　胸が大きいせいで、膝ひざ枕まくらの忠ただ興おきの顔が隠れている。

　……む。

　よく見ようと思って前まえ屈かがみになると、物理的なクリアランスから、忠興の顔が胸で潰つぶれた。

「────」

　あっ、この状態、夏の有あり明あけの本で見た事があるでありますよ……！

　あれは予言書か。後で読み直さねば、と思ったが、このままだと予言を突き抜けて忠興が窒ちつ息そく死するか起きる。

　死んではいけないが起きられてもいけない。何がいけないかというととにかくいけない。故に忠興についてはちょっと引き気味に見た上で、流星の夜空を見上げながら撮影術式で連射しておいた。術式を誘導してやや遠くからも撮影しておき、加工の上で他人の振りして通神帯ネツトに流すのもありでありますね、などとも思った。

　凄すごく充実。

　……そうではないでありますよ！

　大事なのは忠興の髪だ。

　撮影した画像を見るまでもなく、忠興はかなり髪に気を遣っている。伸びた、切った、という手入れの感覚が短いし、染めてある箇か所しよもその範囲に乱れが少ない。

　ひょっとしたら自分と付き合うようになって気を遣っているのかも知れないと、そう思うのは、自うぬ惚ぼれという呼び方を出来る贅ぜい沢たくだ。

[image: ]

　ああ、本当に忠ただ興おき様の事が好きなのでありますねえ、と、何か呆あきれたように外から言ってしまうが、言われる自分はこの状況を持て余していて嬉うれしい。

　ただ、そうしてみると、忠興に自分から「髪を剃それ」というのはかなり辛つらい。忠興だって、単にこのファッションにしている訳ではないのだ。

　拘こだわりがある。

　もしもそれが自分に向けられているものならば、己がその否定をするのは嫌であります。

　とはいえ、これは忠興の判断ではない。忠興は、言われれば、剃ってしまうだろう。何しろ、多くを口にはしない人だ。照れ隠しのように剃ってしまう気がする。

　それも嫌であります。

　……ああ全く……。

　ほんの二、三ヶ月前まで、何もかも無関係にただ歴史再現を果たすべきと、そこまで覚悟が出来ていた情報の収集人が、どうしたものか。

「……たった一人と出会うだけで、駄だ目めになるものでありますねえ……」
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・風呂無：『兄貴、フアナ様がさっきから〝超解わかります……〟しか言わなくなって』

・妹の兄：『妹よ、まずはドアを閉じるのだ。そこから始めるといい。出来るな？』
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　クリスティーナは、思案した。

　どうにかして、忠興の名誉を保たねばならない。ついでに言うと手元の表示枠サインフレームに有あり明あけで得た本の通つう神しん版を映し、ほうほうこれからこうなってこうなるのでありますね極きよく東とうは瑞典スウエーデンとは違って奥ゆかしいでありますね、などと感想しつつ、

・自爆娘：『武蔵むさし副会長？　忠興様の髪の件でありますが──』

・副会長：『おお、剃ったか？』

　……早過ぎでありますよ！

　武蔵の人達は常に巻き過ぎではなかろうか。ただ自分としては、提案をしたい。

・自爆娘：『あの、これ、今すぐでありますか？　後々ならば、まだいろいろと思案も出来るものと、そう思うのでありますが』

・副会長：『あー、出来れば早い方がいいと思う。近々、こっちもいろいろ動くからな。いつまでに出来る？』

　……だから早過ぎでありますよ！

　この結論主義こそが武蔵の強さだろうか。ともあれこちらもメゲていられない。

　攻めねば。

・自爆娘：『忠ただ興おき様の──、たとえば髪型をチェンジするとか、そういうのでもいいと、そんな解釈は通じるでありますよね？』

・副会長：『え？　髪型の変更？　──ああ、いいんじゃないかそれで』

・自爆娘：『あ、それでいいのでありますね？』

・俺　　：『やっぱ変えるなら、全ぜん剃そりか三さん分ぶ刈がりくらい？』

　……だから早過ぎと言うか何で武蔵むさし総長が出てくるでありますか!?

　いや、最高責任者だから、出てきて普通なのだ。だがこの場合、今の彼の発言が副会長のそれよりも重くなるという事だ。

　　己は、自分がこういう事を言うのも何であります、と思いつつ、問うだけ問うてみた。

・自爆娘：『やはり、忠興様を剃らねばならないのでありますか？』
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　うーん、と王が腕を組んで首を傾かしげるのを、ミトツダイラは見た。

　彼は、ややあってから正まさ純ずみの方に顔を向け、

「アイツ、もう既すでにチンコ真っ黒にしたりスカイブルーにしてたんだから、髪の全剃りくらいキャラとして有りじゃねえの？」

「いやお前、先の二つは本人の本意じゃないだろう、って言って気付いたが、全剃りも本人の本意じゃないんだよな。じゃあいいか」

「貧ひん多だ君！　何か自己完結が酷ひどいですよ君！」

　うーんどうしたもんかな、と唸うなる己の王は、それなりに忠興の事を思案しているのだろう。自分としても、意見の一つとして、

「でも我が王？　中等部でそれなりに格かつ好こつけてる子に、いきなり丸刈りになれというのは、ちょっと厳しいものですわよね？」

「まあそりゃな。俺おれだったら反抗心で爆発ネタやって、アフロ化してから全剃りにしてイトケンと一緒に〝今の流行は出しゆつ家けだよ！　出家！〟くらいはするけど。スカイブルーはそこらへんの要領悪いだろうからな──」

　そうですね、と頷うなずいたのはホライゾンだ。

「死ぬか生きるかでアレやコレややったホライゾンとしてみれば、髪剃りくらいどうしたものかと思いますが、──嫌ですねやっぱ」

「ホライゾン！　ホライゾン！　何かソッコで台無しですのよ！」

　いやまあ、と言ったのは第一特とく務むだ。彼は、更にクラッチが深くなって振り向き次第ではキス姿勢になるメアリを抱え直しながら、

「浅あさ間ま殿、ここらへん、いい術式は無いので御座るかな？」

「え？　剃てい髪はつは、社やしろ系よりも寺系なんですよね……」

「智とも？　浅あさ間ま神社くらいの権限なら、寺系の術式も融通出来るんではありませんの？」

「まあ習しゆう合ごうありますんで、それなりには見れますね。ちょっと検索してみます」

・●　画：『参考までに聞くけど、どんな検索？』

・あさま：『いえフツーに〝剃髪　元に戻す　術式＋除外：発毛、育毛〟とかですけど』

・不退転：『そんな検索初めて聞いたわ……』

　だが結果はすぐに出たらしい。浅間が表示枠サインフレームを見ながら、

「あ、ありました。〝献けん堂どう〟の方で、剃髪後に出しゆつ家け取りやめした人用の術式があります」

「フフ、興味本位で聞くけどどんな術？」

「ええ。毛量保存の法則とか言うのを利用するらしく、身体からだの各部の毛を引っ込めて、代わりに頭部に回すそうです」

・金マル：『それ眉まゆ毛げとかも引っ込むんじゃないかな？』

・俺　　：『というかインーヴのが頭部に行くのは、ちょっとアバンギャルドじゃね？』

「いえ、だから非常時のため、とか書いてあります」

　非常時……、と思わず呟つぶやいてしまったが、とりあえず正まさ純ずみに視線を投げた。

「ちょっといい解決法が、今は見つからないのではありませんの？」

　そうだなあ、と正純が考え、一つ手を打った。彼女は、まずは皆に対し、

「一部、剃そってみるというのはどうだろうか」

　問うと、誾ぎんが手を上げた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、有りかと思います。新大陸では現地の住民達の間で、いろいろな髪型が流行していて、北部方面では左右を剃って中央だけ残すなど、そういうのもありました」

　想像してみる。左右を剃って中央だけ残すと、

「側面だけ、カッパ頭になりますの？」

「いえ、トサカのように、残った部分だけ立ち上げるのです」

「……現地の住民、かなり手間だな？」

「北部は荒野が多いため、そういう髪型にしておくと遠くから視認しやすいのだそうで。

　敵からも発見されやすいので〝勇者の髪型〟と呼ばれてましたが」

　何かそれはそれで駄だ目めな気がする。が、不意に喜き美みが立たち花ばな夫妻に疑問した。

「フフ、ムネオはそういうの、した事あるの？」

「いえいえ、私、いつも誾さんに短めに整えて貰もらいますから」

　皆の空気が変わった。
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・金マル：『あー、そっちいないの、惜しいなあ。ホント惜しいなあ』

・●　画：『やっぱ夫婦の仲直りで合体したら、エピローグは散髪しながら数ページ前のガッツき忘れて笑ってるのがいいわよねえ……』

・副会長：『というか何で立たち花ばな嫁が自分でやるんだ？　確か、三征西班牙トレス・エスパニアはムラサイの関係から、床屋なんかの歴史再現も充実してたよな？』

・立花嫁：『髪とはいえ、立花の名を継ぐ宗むね茂しげ様の身体からだの一部ですし、首などを無防備に晒さらすものです。余所よそに軽々しく任せる訳にはいきません』

・銀　狼：『あら？　じゃあ誾ぎんはどうしてますの？』

・立花夫：『Ｊｕｄジヤツジ．、私、昔にバイト明け暮れてた時代に床屋関係も一通りやってますので、誾さんのセットは一通り出来ますよ。誾さんもお返しという事で私の方を一通り出来ます』

・●　画：『アーいい話聞いたア──！　いい話だわア──！』

・立花嫁：『宗茂様！　宗茂様！』
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　……私なんか、あまり気にせず髪結い所が来るのに済ませてしまうなあ。

　父が髭ひげの手入れなどもあるので、定期的に専門家を呼ぶのだ。一応自分にはアシスタントらしい女性が対応してくれて、髪などよく褒ほめられるが、髪は母から継いだ気がする。

　だが、皆の意見を聞いてみた感想としては、

「あまり派は手でな〝剃り〟とか、入れないか、普通」

「イトケンはどうなんだ？」

「ははは！　僕の身体では髪を作るとそっちにかなり体積を持って行かれてしまうよ！　僕は基本的にガス系の存在だからね！」

　ならばこれはどちらかというと必然的にスキンヘッドか。

「髷まげを結うために頭の上を剃そるのは、いつからあるんだっけ？」

　男子側が詳しい事だろうか、と思ったら、立花嫁が手を上げた。

「平安末期には既すでに行われていた事ですが、平時からのファッションとなるのは戦国時代に入ってからです。ただ、鎧よろい兜かぶとを着用の際、頭部が蒸れるというのが発生の理由のようなので、術式で防護出来たり、通気の良い兜を用いる場合、それを行う事は逆に歴史再現を正確に行っていないものとされ、行わないのがいつの頃ころからか通例となっています」

「小しよう生せい思うに、そういう防具をつける方が歴史再現違反なのでは？」

「広範において命を危険に晒すようにするのは、非ひ衰すい退たい調律進行から見ても反した事なので、そういうのは見逃されてますよ？」

　浅あさ間まの言う通りだ。

　……そうでないと、衣食住とか制限が厳し過ぎるもんなあ。

　だが、三み河かわや武蔵むさしで生活していた記き憶おくを思うに、頭を剃って髷を結っていた姿など、ほとんど見た事がない。一部、襲しゆう名めい者が襲名の説得力を増すためにそれを行う事はあるが、

　……長なが岡おかの場合、どうだろうなあ。

　ウイッス、とホライゾンが右手を挙げた。

「スカイブルー少年の場合、出しゆつ家けで剃そるのですから、全剃り確定では」

「うーん、ちょっと厳密キツいな」

　だとすれば、と言ったのは御お広ひろ敷しきだ。

「とりあえず〝全部〟剃ったの用件だけ満たせばいい訳ですよね？　だったら、頭の、見えないような部分で、でも全箇か所しよから軽く剃って〝全部〟剃ったにしてみては？」

　言われた意味が、どういう事か一瞬解わからなかった。すると馬鹿が、表示枠サインフレームにタルトの画像をホール状態で出して、

「これ、うちの三色タルトな？」

「それがどうした？」

「だから御広敷の〝全部〟ってやつな。コレ全部食うんじゃなくて、各色一ひと摘つまみずつ食って『全部食った』って、言うだろ？」

　あ──、と納得行った。

「私も、各委員会から一人ずつ揃そろえて『全委員会揃ったな』って、やるなあ」
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「あ──！　何やこのスケジュールに差し込まれてきた明日あしたの朝の『全委員長点呼』って！　時間の無む駄だやぞ！」

「あー、それ、姉ねえさんもよくやってた。朝釣りに連れて行かれるんだ」

「御お嬢じよう様さま！　御嬢様！　釣りにも連れて行かれず仕事が来るなら謀む反ほんです！」
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　じゃあまあ、と正まさ純ずみは皆の意見をまとめる事にした。

　……とりあえずの妥協案は出来たか。

　ホライゾンが、どこからか出したハサミを両手に持ちながら馬鹿を追い詰めつつあるが、葵あおい姉あねが大おお椿つばきだから身だしなみ系はどうにか出来るだろう。

　こちらは、ちょっと放置にしてしまった瑞典スウエーデン総長に、

・副会長：『瑞典総長、いいか？　こちらの見解だが──』

　これなら大だい丈じよう夫ぶだろう、と思って、告げておく。

・副会長：『長岡少年の剃てい髪はつの件な？　見えないところでもいいから、各所剃って、それで全部剃った事にすればいいという判断になった。解るか？』
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　クリスティーナは、流星を眺めているのも忙しかったし、有あり明あけと後の通販で入手した草紙群の三周目に入るのでも忙しかった。特に忠ただ興おきが寝てしまっているシーンが二、三ページ目にある作品はマークをつけて重要性を上げておく。

　……忠興様が起きるまでの、ちょっとしたエキサイティングでありますね！

　と、空の状態を記録しながら、草紙の中で展開している状況に、「おお」とか「うひゃあ」などと赤面していたら、いきなり武蔵むさし副会長から一報が来た。

・自爆娘：『あ、ハイ！　何であります!?』

・副会長：『え？　ああ、だからまあ、ええと、──長なが岡おか少年の剃てい髪はつの件だが、いいか？

　見えないところでいいから全部剃そって、それで全部剃った事にすればいい。解わかるか？』
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　クリスティーナは、身動きを全て止めて、呼吸まで止めてこう思った。

　……見えないところを全剃り……!?

　今、忠興の見えないところとは、何処どこだろうか。

　否、解っている。どう見ても、忠興には今、見えないところがある。

　着衣しているのだ。

「──深い……」

　と、妙な表現を己は思ったが、現状では、まだ忠興は着衣状態だ。

　しかし、目の前の表示枠サインフレームに映る草紙群では、統計的に見て七十三パーセントの確率で自分が脱がしている。つまりこれは統計的に見て自分が忠興を脱がしても七十三パーセントの同意が得られると考えて良いのだろうか。

　大体、武蔵副会長が言ってきた事がいけない。

　……見えないところが、あるでありますよ……？

　その、見えないところをどうしろと武蔵副会長は言うのか。念のため、あまり深く考えないようにして、確認してみる事とした。さりげなく、それとなく、

・自爆娘：『たっ、忠興様のっ、見えないところを剃てい毛もうするのでありますかっ』

　滅茶さりげなくないでありますというか専門用語出てしまったでありますよ？
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・金マル：『……何か今、パワーワード出なかった？』

・現役娘：『まあ！　別にパワーワードではありませんわよ？』

・銀　狼：『御お母かあ様さま──！　今、御お父とう様さま相手に何してるか言わなくていいですわよ!?』

・労働者：『ははは！　話が向こうに通じてないのか!?』

・副会長：『いや、通じてるだろう。だって、見えないところを全部剃そるから全部剃った事になるんだ』

・●　画：『いや、ちょっと違うでしょ。見えないところを全部剃るから全部剃った事になるんでしょ？』

・ホラ子：『いえいえ、そうではありません。──見えないところを全部剃るから全部剃った事になるのです』

・あさま：『あの、文字だけで見ると凄すごく解わかりにくいんですが、コレ……』
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　とりあえず大だい丈じよう夫ぶだろう、と正まさ純ずみは思った。

「言葉としては難しいし、どういう意味かも、確かにさっきの私のように戸惑うものではあるけど、瑞典スウエーデン総長は多くの情報に精通した人だし、間違えはしないだろう。

　私達なんかよりも、もっと聡そう明めいな受け取り方をしてくれる筈はずだ」
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　……見えないところを剃れと言うのでありますか──。

　確認したら確定された感を、クリスティーナは得ていた。

　何て事。世界は幸せに満ちているけれど度が過ぎないだろうか。数分前から世界の全てが瑞典基準になった気がする。もはや倫理の世界で瑞典は地上を制せい覇はしていたのか。しかし、

「……よく考えたら極きよく東とうの方が神様レベルで上なのでありました」

　神しん道とう関係として、IZUMOのサイト内検索で〝鉄てつ箸ばし〟とかやると凄い事になる。おかげでＴＥＴＳＵＢＡＳＩは世界共通の用語となっているが、ＫＡＷＡＭＵＫＩとかＴＡＫＥＲＵとかもそうなりつつあるので教きよう譜ふ自体がアングラというのはちょっとズルいであります。

　だが、そうだとしたら、極東の副会長がこちらに言った事はそのまま額面通りに受け取っていいのだ。

・副会長：『あのな？　一応確認だが、見えないところを全部剃るんだぞ？』

・自爆娘：『Ｔｅｓテスタメント．！　忠ただ興おき様の見えないところを全部剃るでありますね!?』

　……やるしかないでありますね……。

　忠興が寝ている今しか無い。剃るための用具一式は、デート装備としているポーチの中にあるが、これは気付いたところの処理に使うためのもので、まさかこのような事に使うとは夢にも思わなかった。

　つまりこれは夢。

「では……！」

　と、忠ただ興おきの帯に手を掛けた。その時だった。

　忠興が、軽く身を揺らした。そして多分、寝言だろう。

「おい……」

　淡く、手が宙を搔かき、

「離れるなよ……？」
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　クリスティーナは、吐血しかねない勢いで深く反省した。

　一気に冷めた。というか、忠興の寝言はそれはそれで美お味いしいのでそちらに全てがシフトしたのだ。

　忠興はきっと、自分と一緒にいる夢を見ているのだろう。今の言葉は、それこそ有あり明あけやこの輸送される表層部の上で幾度も聞いたものだ。

　きっと彼は、夢の中で、自分といる。

　剃そられるとは思っていまい。心底思っていまい。それなのに自分はと言えば、

「忠興様の見えないところを全剃りしようとは……」

　思わず刃物を持った手で顔を覆いそうになって自重。ともあれ、今、夢の中で自分と楽しいデートをして、気遣うつもりで背伸び感覚をしている忠興が膝ひざ上うえにいる。淡く搔かれた手をこちらで摑つかみ返すと、

「……ん」

　忠興が、息を落ち着かせた。

　……良かったであります。

　今ので、夢の中でも正しかったのでありますね。

　どれだけ自分が忠興を心配させているのか、解わかる一件だ。今後はなるべく好奇心にハシャいでスッ飛んでいかず、忠興の手を引いて行くべきだと思うが、自分から手を引いて行けるでありますか!?　大きく出たでありますね自分！　十四歳差！

　剃てい毛もうの機会は失われた。

　凄すごいパワーワードだと今更ながらに思うが、数分前の自分はどうかしていたというか瑞典スウエーデン基準だったというか、極きよく東とうだと神様基準がアレなので有りな気もするが、片手が埋まった今は無しという事で。再チャレンジは両手が空いて忠興が寝ている時にでも。

　しかし、と己は思った。今、自分は忠興によって禊祓みそぎされ、瑞典基準から一般人基準になっているが、

　……歴史再現が掛かっているのでありました！

・副会長：『剃ったか？』

　だから気が早いでありますよ……！
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　まさかこの歳としになって剃てい毛もうを催促されるとは、人生とは何が起きるか解わからないものであります、とクリスティーナは思った。というか今年はちょっと凄すごい。年の早い時期から恋に落ちて、でも歴史再現に従って自爆をするつもりでいたら恋が叶かなって、そして今は剃毛だ。

　ちょっと表示枠サインフレームに出してみると、

・恋愛[image: ]自害[image: ]告白[image: ]剃毛

　最後だけ何かおかしいかと思えば、突出しているだけであって、自害もおかしいといえば充分におかしい。

　……つまり偶数回がおかしくなるのでありますね!?

　確率的、統計的に見て正しい筈はずだ。だが、どうするか。忠ただ興おきの剃毛はするに偲しのびない。しかしそうしなければ武蔵むさし副会長は歴史再現違反になるというのだろう。

　こんな場合、どうすればいいのか。

「……閃ひらめいたであります！」
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　巴ともえ御ご前ぜんは、あまり他に走らせていない実況通神チヤツトからのチェックが来たのを見た。

　向こうの名前を見るに、今は幸せ全開でやっているかと思えば、

・午前様：『あ？　何だ？　クリスティーナか。一体どうしたのだ』

・自爆娘：『巴御前でありますか!?　あの、ちょっと相談したい事が』

・午前様：『ああ、別にいいぞ。ネルトリンゲンのアフターケアだ。思う事があるなら素直に言ってみるといい』

　一呼吸の間をおいて、クリスティーナが言った。

・自爆娘：『武蔵副会長が、歴史再現として忠興様の見えないところを全部剃それというのでありますが、どうすればいいのでありますか！』
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　頭がおかしくなったか、と、巴御前はストレートにそう思った。

　クリスティーナが、今、避難先で、武蔵副会長の申し出で、長なが岡おか・忠興の剃毛を実地でしようとしている。思わず５Ｗ１Ｈで考えてしまったが、

　……何が起きている……？

　歴史再現とは、そういうものだったろうか。私達の時代の強制的なものと比べて、何だか最近の歴史再現は随ずい分ぶんとインパクト強いな、と思っていると、

・自爆娘：『しかし私、忠興様のピュアさに負けて出来ないのであります』

　……おいおいお熱いな……！　喧けん嘩か売っておるか!?

　反射的に思ってしまったが、彼女は惚のろ気けというものが無い人間だったのだ。反動でおかしくなっても仕方ないといえる。が、しかし、

・午前様：『……武蔵むさし副会長が頭おかしいのは解わかるが、……何だ？　さっきの要求は』

・自爆娘：『Ｔｅｓテスタメント．！　そうなのであります！　忠ただ興おき様の見えないところを全部剃それと、そう言われたのであります！』

　表示枠サインフレームの文字を、己は一回読み直した。

　どう見ても、その通りに書いてあるので、もう一回見直した。

　だがやはり、同じ言葉が並んでいるので、後ろから読み直し、しかし同じだったので、

・午前様：『説明してみろ』

・自爆娘：『Ｔｅｓ．！　ほら、山やま崎ざきの合かつ戦せんで忠興様が光みつ秀ひで公の援軍要請を断るではありませんか！　その時、忠興様は明あけ智ち公への面めん目ぼくとして喪もに服し、剃てい髪はつして──』

　ああ、そういう事か、と己は理解した。

　剃髪だ。だが、

　……何故なぜそれが長なが岡おか・忠興の剃毛になる……!?

　思って、頭を抱えていると、ふと後ろから声が来た。

「巴ともえ御ご前ぜん、どうしたのでありますか？」

　振り向くと、カッパがいた。

　ゲーリケだ。コイツの髪型はつまり半球カットで、頭の低い位置で円周を刈り込んでおり、

「……そういう事か！　全部剃るとはそういう事か！　カッパ頭のことか！」
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・午前様：『よし解った！　誤解していた！　何だ、瑞典スウエーデン案件ではなかったのだな！』

　何かよく解らないが、巴御前が納得してくれた。まあ実際、今は瑞典案件ではないからいいのだが、

・自爆娘：『ど、どうしたものでありましょう？』

・午前様：『Ｔｅｓ．、君としては、長岡・忠興の全剃りは嫌な訳だな？』

・自爆娘：『Ｔｅｓ．、やはり忠興様には今のままで居て欲しいのであります』

　だったらなあ、と巴御前が前置きした。

・午前様：『──だったら、自分の方でやってみてはどうだ？　意外と似合うと思うぞ』
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「……え!?」

　思わず声を上げてしまったが、膝ひざの上の忠興は寝顔のままだ。セーフ。

　しかし、何と言う提案だ。時代はまた瑞典スウエーデン基準になったという事か。

・自爆娘：『じ、自分がで、ありますか!?』

・午前様：『君は髪長いから、大だい丈じよう夫ぶだろ』

　……見た事あるのでありますか!?

　いろいろ想像した。そして結論としては、

・自爆娘：『ちょ、ちょっとそれは、忠ただ興おき様の趣味とかもあるので難しいような……』

・午前様：『まあ無理にとは言わん。だがまあ、夫と妻は責任共有。そのくらいのつもりでいていいのではないか？』

　……夫と妻！

　頭の中で五回くらい入籍の鐘かねを鳴らしたが、それで決意が出来た。

・自爆娘：『ちょ、ちょっとその方向で武蔵むさし側と交渉してみるであります！』
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　正まさ純ずみは、瑞典総長からの返答を聞いた。

・自爆娘：『あの、先程の件でありますが、ちょっといいでありますか？』

・副会長：『ああ、うん、何だ一体』

・自爆娘：『あれ、──私がやっては、駄だ目めでありますか？』

　その言葉に、正純は皆を見渡した。

　まず、浅あさ間まがうんうん、と頷うなずき、

「クリスティーナさん、オッキー君の事をそんなに大事に思ってるんですね。

　──まさか御本人が全剃そりを申し出るとは」

「そうですね浅間様、まさかスカイブルー少年の代わりに全剃りとは」

「正純、ちょっとこれは他にもいろいろ及び過ぎですのよ？」

　……何か全剃りする事になってないか？

　まあ解釈の違いは何処どこにでもあるものだろう。ただ、

・自爆娘：『で、でもちょっとこれご相談なのでありますが、それをする事をここで確約するとして、今は保留というのは有りでありましょうか』

　あー、成なる程ほど、と己は納得した。

　……長なが岡おかも、まだ中等部だからなあ。

　学生にあらねば人にあらず、とも言われる世界だが、その学生とは主に高等部以上だ。中等部の長岡にそれを押しつけるのも厳しいといえば厳しい。

　……だとすれば、長岡が高等部に上がるまでは、という大たい義ぎ名めい分ぶんが通るのか。

　理由があるなら、何とかなろう。だから己は、問うてみた。

・副会長：『長岡が駄目なら、貴女あなたがするのか？　瑞典総長』

・自爆娘：『あっ、Ｔｅｓテスタメント．！　いざとなったらそのつもりでありますが、その場合、忠ただ興おき様がどっちがいいのか、なかなか解わかりにくいものでありまして。……その辺りが解るまで、我わが儘ままではありますが、保留にしていただけると有り難いのであります』

　どっちがいいとか、そういう問題の発生する部分があっただろうか。

　まあいい。保留とは言え、長なが岡おかが高等部に上がれば、理解も通しやすいだろう。大体今、彼は武蔵むさしに所属している。いずれ瑞典スウエーデンに行くかも知れないが、

　……武蔵所属のままにして貰もらわないと、保留の約束が守られないかもしれないな。

　その辺りは、今後詰めて行けばいいだろう。ならば今ここは、

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、こちらも理解した。当面、それで行こう。こんな時間に済まなかったな』
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　やり遂げた、という思いで、クリスティーナは夜空を見上げた。

　現状、流星の数は増えたが、火球の頻ひん度どは下がった気がする。極きよく東とうの西側ではどうかと思うが、月の移動と共にこれらはしばらく続くのだろう。

　これから世界は大変な時期に入ると、そう思う。

　今、自分達が忠興の援軍要請拒否をまとめた事で、山やま崎ざきの合かつ戦せんについては道筋がついたと、そう言えるのだ。

　羽は柴しばか、松まつ平だいらか。世界を二分する戦いがこれから始まる。その筈はずだ。

　何もかもが動き出すための準備。そんな空気を前に、

「ふう」

　自分は、忠興と手を繫つないで、パーソナルな幸福を感じている。

　この状況は、今後、どうなっていく事となるだろうか。

　創そう世せい計画。

　そう呼ばれる事業をどうするか。これからの武蔵の動きで解るとして、

「さあ、……世界はどう動かれます？」
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　フアナは、良かったですね、と表示枠コルテチエフイルマを閉じた。

　瑞典総長の方は、何やら発禁王国瑞典らしいイベントが始まりかねなかったが、どうにか持ちこたえたらしい。

　巴ともえ御ご前ぜんの介入もあったようだが、流石さすがにガチ旧派カトリツクの三征西班牙トレス・エスパニアとしては、改派プロテスタント代表といえる彼女との付き合いが薄い。有あり明あけや、京きように詰めている間、もっと接触する機会を得ておけばよかったと思うが、

　……こういう時、真ま面じ目め過ぎると不利ですね。

　武蔵むさし総長くらいフリーダムだとそれはそれで問題があるが、副会長くらい、必要があったら自分の立場を気にせず動けるのであれば、とも思う。

　この辺りこそが、襲しゆう名めい者と非襲名者の差であろう。

　とはいえ、一つ、大きな事案が見えた。

「……山やま崎ざきの合かつ戦せんが生じるのは濃厚と、そうなりましたか」

　生じない可能性も、無論、考こう慮りよ出来る。だがそれとは別で、自分達としても決める事があった。

「フローレス。そこにいるのでしょう」

「Ｔｅｓテスタメント．！　は、はい。護衛に控えています！」

「では先行している副長達と連絡をとりなさい。──讃岐さぬきまで私達は武蔵の輸送艦群を護衛しますが、その後、本国に戻る前に寄る場所が出来ました」

「高速艦で小編成ですね。あれ、かなり無茶出来るんで私はイチオシですね！」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずき、フローレスが早速表示枠コルテチエフイルマを開いて廊下に飛び出すのを見送る。

　そして一息をついて船窓から外を見れば、

「──流星が随ずい分ぶんと減りましたね」

　状況は、常に動いていると、そう思うのは、頭が現場状態だからだろうか。
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　そして午前二時四十二分。

　武蔵の視覚素子を中心とした光学感知系は、鈴すずに北方から接近する巨影の存在を知らせた。

「来た、よ……！」

　安あ土づちだ。羽は柴しば勢が、賤しずヶ岳たけの戦いを終え、こちらに向かっている。その事実が姿として確認出来たと同時。武蔵は各艦の通つう神しん状態を常時全開とし、待機状態から臨戦状態へと移行した。

　既すでに暖まっていた武蔵全艦は、急ぎ表層部に空いた空間の補強と、閉口部の装甲ロックを掛け、流体経路を循環させる。そうする事で本来の姿よりも軽量且かつ防御的に強化した武蔵は、中央後艦に指揮系の中ちゆう枢すうを揃そろえていた。

　武蔵総長と、副会長達を始めとした役職者達のメンバーだ。

　輸送艦から下り、諸しよ処しよの情報交換を武蔵居残り組と行った彼らは、接近の状況と予測を聞きながら、しかし急いで校舎へと入った。

「こっちは一戦行っているんだ。短い時間だが、休めるヤツは休め！　いいな!?」

　浅あさ間まが圧縮睡眠の符ふと、疲労回復の術式を配布する前、正まさ純ずみが声を上げた。

「相手の方が、確実に疲労が濃い！　とはいえ向こうは移動中に休んで来ている筈はずだ！　だからこちらも休憩や食事をとっておけ！　戦力として比肩するなら、それまでの休息と余裕が勝負を決める！」

　そして、

「こちらも政治的に、やれるところまではやるつもりだ。──そこから先、何が起きても大だい丈じよう夫ぶなように、総員、構えておけ！」







[image: 第四章『休憩場所の騒音人』]
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　左さ近こんは、身体からだの揺れを感じた。

　揺れと言っても横揺れではない。縦揺れだ。

　……おおう!?

　思わず飛び起きてみて、そこで初めて自分が寝ていたのだと気付いた。

「……ここは？」

『安あ土づちの艦内ドックだ。賤しずヶ岳たけの戦いが終わって、皆で戻ってきたからだろう』

「どうして寝てるんですよう」

『〝疲れたですよーう〟とか言ってドックの床に寝転がって寝始めたのは誰だれだ』

「よく喋しやべる目覚まし時計ですよう。何か兜かぶと型してますですよ？」

『叩たたくなあ──！』

　寝起きだというのに鬼おに武たけ丸まるさんはテンション高いですよう、と思うが、正直、言われた事の殆ほとんどに自覚が無い。

　賤ヶ岳で丹に羽わと戦闘して偉い目にあって、その後、御お市いちの方かたの挨あい拶さつがあって、清きよ正まさが出場し、

　……福ふく島しま先輩と二人で帰還したんですよ？

　自分は柴しば田たを見ていない。が、安あ土づちが柴田の領内から出航した時、航空艦・北きたノ庄しよう城じようが爆発して、少なくとももう会えないのだと解わかった。

　会ってみたかったとは思う。が、それが好奇心や義務的なものか、純粋な自分の思いとしてかは解らない。もっといろいろな事に経験が必要で、よく考えたら自分はまだ中等部三年なんですよう、と、その辺りを言い訳にしていいだろうか。

　そして寝てた。

「いやあ、正直、憶おぼえてないもんですよう……」

　流石さすがに鬼武丸の機き動どう殻かくは脱がされていて、何処どこかに持ち去られている。恐らく整備だ。

　自分の横にある簡易ハンガーには、着替えとストール、そして鬼武丸の頭部装甲が置いてある訳だが、

「そんなに寝てましたです？」

『竹たけ中なかが〝スケジュールが……！〟とか言い出すくらいには爆ばく睡すいしておったわ！』

「あー、竹中先輩にはすいませんですよう。鬼武丸さん、謝っておいて下さいよう」

『何故なぜ俺おれが謝らねばならん！　俺は丹羽との戦闘で得た機動殻の制御関係や制御情報プログラムなど、細かくチューニングしていたところだ！　寝てなどおらぬ！』

「あー、じゃあやる事やってたんだったら、自分が寝てても良かったんです？」

　あーのーなー、と鬼武丸が言葉を作って、しかし一息入れるように止まった。ややあってから、彼は装甲の継ぎ目に光を走らせ、

『あれだけやっておいて、それだけ元気なのはいい事だ、小こ姫ひめ』

「鬼おに武たけ丸まるさんは装甲かなり削れたようですみませんですよう」

『そのために俺おれがいるのだから、それでいいのだ。それであっても貴き様さまはポンポンポンポン死にまくるから、ホントどうにかならんもんか』

「いや、私は何度死んでもいいですけど、鬼武丸さんは今度死んだら駄だ目めっぽいじゃないですかよう。一回目は暗殺で二回目は使用者の巻き込み事故とか、ろくな死に方しないんです？　でも管理側がミスってうっかり停止とかで死ぬよりいいですかよう」

『貴様……！』

　まあまあ、と言ってる頃ころには、段々と目も覚めた。今、確かに自分はドックにいる。ここはあれだ。ネルトリンゲンに行く輸送艦に乗った時、ここを使った。

　ここから出入りする輸送艦や戦艦は、小型だが、安あ土づちもしくは羽は柴しば勢にとって重要な意味を持つ存在を扱う。

　かつて、駒こま王おう丸まると共に出たネルトリンゲン戦での自分達がそうだし、賤しずヶ岳たけの戦いを終えて大おお返がえしを行う自分達も、またそうなのだ。

　そして気付くのは、ここで寝ていたのが自分だけではなく、

「皆、寝てますですよう？」

　十じつ本ぽん槍やりの何人かが、断熱シートを布ふ団とん代わりにして、毛布を掛けられた姿で寝ているのだ。
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　左さ近こんは、今更になって賤ヶ岳の戦いが終戦した事を実感した。

　自分の周囲、まずは近いところにいるのは嘉よし明あきと安あん治じだ。二人とも横向き寝で向き合って、手を繫つなぎ合っているのが、彫刻のようで綺き麗れいだと思うですよう？

『手を繫ぎ合ってて、起きたらアレ痺しびれてるだろう絶対』

　三回叩たたいた。

　そして有翼二人組と逆側に寝ているのが、糟かす屋やだった。面白い、と言ってはいけないが俯うつぶせ寝で、ここらへん、安あ芸きの合宿でも見た事がない光景な気がする。

『断熱シートがないと腹が冷えていかんだろうな。あの寝方』

　同意したので撫なでたらさっきより怒られましたですよ？

　ともあれ、そんな糟屋の向こうには、糟屋と共に戦っていた異族部隊が二ふた桁けた単位で寝転がって寝ている。どうも気が緩んだのと満月で獣変調状態になっている者もいるようで、

『鼾いびきが凄すごいが、あれで起きないんだから、貴様も他の連中も、随ずい分ぶんと鈍感ではあるな』

「疲れているんですよう、皆」

『じゃあ何で貴様だけ先に起きた？』

「お腹なか減ったですよう」

『仕方ない……』

「え!?　鬼おに武たけ丸まるさん、食べれるんです!?　この辺りとか確かにシャキサク言って囓かじったら松まつ葉ば蟹がにっぽい気がしますけど。へーえ、ほーお、多機能ですよう」

『そんな作りの訳があるか!!　馬鹿者！』

「ええ……!?　期待外れですよう、この将軍様」

　貴き様さま……！　と言われたが、鬼武丸の横に表示枠レルネンフイグーアが出る。既すでにこちらを気にしている安あ土づちの乗員達がいるが、それとは別で食事の用立てをしてくれたのだ。

「おお、鬼武丸さん、凄すごいですよう！」

『あ？　まあ貴様のアシストをすると決めているからな』

「ハイハイハイ！　いやあ、通つう神しん機能を愚ぐ痴ちと説教以外に初めて有効活用したですよ！」

『貴様、その態度は何だ……！』

　アーアーハイハイデスヨー、と流していると、ふと、自分達を見守るように寝ている二つの姿を見つけた。

　清きよ正まさと福ふく島しまだ。

　二人がいるのは、ドックの入口近くだった。

　ドックの中は一段低くなった形になっていて、スロープを経て艦内に通じる。

　そのスロープの脇わきに待機用のベンチがあるのだが、二人はそこに座って寝ていた。一つの毛布にくるまって、首筋に疲労軽減と治療用の符ふを貼はられているのが見える。

　恐らく、皆とは別に、そこで待っていようとして、そのまま眠りに落ちたのだ。

「御二人とも、一番の功労ですよう」

『小こ姫ひめ、貴様があの清正をあそこまで連れて行ったのだぞ』

　言われてみて、どういう意味かを考えた。そしてふと思ったのは、

「鬼武丸さん、その手柄の半分は鬼武丸さんが持っていく訳ですが、──つまり今、自分をさりげにリスペクトして欲しかったんです？」

　無む茶ちや苦く茶ちや怒られた。
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　清正は、何となく目覚めていた。原因は簡単だ。

「ほらまた！　また鬼武丸さんは知ったような事言って！　もーう、どうせまた通神帯ネツトで知った言葉を使ってみたかったんですかよーう？」

『貴様……！』

　何か凄くうるさいです。というかこれは左さ近こんさん。あと、機き動どう殻かくの頼より朝とも様。よく考えるまでもなく、左近さんの肺活量は人より大きいので声も大きいのです。

　……ついでに言うと、左近さん、あまりいい位置で寝てませんでしたからね……。

　帰還して「わーあ、ようやく戻ってきたですよう」と、降りるなりそのまま燃料切れのように倒れて寝始めた彼女の世話をしたのは自分だ。

　左さ近こんには世話になった事もだが、機き動どう殻かくは鬼おに武たけ丸まるという個性があっても、その構造などは自分が用いているものに近い。

　脱着は鬼武丸の指示があればすぐに終わり、良い場所に寝かせようと思ったが、

「重い……！」

『そりゃまあ小こ姫ひめは意味も無くデカいからな！』

　何か威い張ばられる意味が解わからなかったが、相方というのはそういうものだろう。こっちも疲れていて、何人かで運び出そうかという片かた桐ぎりの提案には、

『そこの貴き様さま！　小姫を物扱いするな！　どうせすぐに起きる！　適当だからな！』

　などと、保護者が何となく矛む盾じゆんめいた事を言っていたが、確かにその通りだったようだ。

　ただ、寝ていた場所がちょっといけなかった。安あ土づち内のドックは近くに機関部があり、元は機関部の排熱通路だった場所だ。そこを作り替え、外からの攻撃と大気の圧力に負けぬよう補強をしたため、強度が一定ではない部分がある。

　左近が寝ていたのは底面フロアとスロープ基部の境界で、あの位置では安土が気流を乗り越えると大きく跳ねる。更には彼女の場合、長身なので、その跳ねや段差の発生に対してかなり大きく食らう筈はずだ。

　結果として、今、騒がしい。

「──おおう、鬼竹丸さん世代の歌、見つけましたよう！　A.H.R.S.博物館のサイトで！」

『貴様、遠回しに骨こつ董とう品ひん扱いしておるな!?』

　いえ二人とも最新ですよ、と思って、

　……ふふ。

　寝ているのを邪魔されて、騒がしさを感じながら、しかし疲労と鈍痛と熱のようなものが自分の身を緩く支配している。それによって己が〝ここ〟につなぎ止められている感を受ける。

　何も無い無音の状態では、起きても夢のように感じていたろう。

　だが、気付けば皆、起きている。

　嘉よし明あきと安あん治じが、凄すごい難しそうな顔をして左近と鬼武丸の遣り取りを傍そばで聞いているし、俯うつぶせ寝の糟かす屋やも、目を閉じているが、あれは出来ればもう一回眠りに落ちたい系の顔。

　解る。
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・ＡｎＧ：『……あれ？　賤しずヶ岳たけ、終わったというか、始まったよ、ね……？　何か、凄くいつも通りな空気が知らない人から漂ってんだけど』

・きめえ：『ええ、何かこのノリ、あまり知らないんだけど、うちのノリな気がするわ……』

・超正義：『ゲエ、二人とも起きられましたか！　お早う御座います！』

・黒　狼：『最初の〝ゲエ〟って何ですの一体』

・６　　：『結局、全員起きてるのか』

・巨　正：『というか起こされてしまったような……』

・つるぎ：『あれあれ？　私なんか、ずっと起きたままで機関部の調整してますよ？』
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　ともあれ賤しずヶ岳たけで全員集合というか、各地に〝合宿〟で散っていた皆が集まったと、そう考えて良いのだろうと清きよ正まさは一息をつく。

　今のところ、緊急呼集はないようだ。だとしたら左さ近こんと頼より朝ともの遣り取りには馴なれる事として、もう少し眠っていたい。

　何しろ、ようやく、福ふく島しまへの思いが通じたのだ。

　何とはなしに、真さな田だで世話になった海うん野のの事を思い出した。

　今、自分が、福島と一緒の毛布で寝ていると報告したら、彼女はどのような反応をしてくれるだろうか。ちょっと驚かせてみたいが、実行するまでの気力がない。

　疲れた。

　否、疲れている。

　賤ヶ岳の戦いで生じた、丹に羽わと柴しば田た・御お市いちの方かたの二連戦もだが、夏休みに入る前に起きた福島とのいざこざや、その後のいろいろも何もかも。

　今はとりあえず、ここに至るまでの全てが片付き、良い方に向かったように思える。

　随ずい分ぶんと頑がん張ばりました、と、自分をそう褒ほめても良いだろうか。

　これからの事もあるが、自分が必要となるのではないならば、寝ていて良いと思う。

　……福島様。

　自分にとって掛け替えのないもの。それに気付いただけではなく、認められて、お互いが共に行けると解わかったのが、賤ヶ岳の戦いだった。

　何が変わったと言う訳ではない。ただ、違うと思っていた事が、そうではなかったという事だ。他にあるとすれば、柴田達から自分達への、明確な代替わりが行われたと言う事で、

「ここから先、ですね」

　今まで、はここで終わった。

　これから、が、ここからだ。

　静かな、ただ左近と頼朝の声だけが繫つないでいる賤ヶ岳以前と以後の中で、きっと皆は、自分と同じ事を考えているだろう。

　ふと、気になって横に顔を向けると、福島がいた。

　先程からお互いの肩を預け合っていて、体温の行き来もあるが、それを自然に感じる。

　眠っていて、周期的な呼吸を正しい形で続けているのは訓練ゆえだろう。

　十じつ本ぽん槍やり最強のアタッカーとして、彼女にはこれから厳しい現場ばかりが与えられる事となるが、それを是として自分達はここに来ているのだ。

　創そう世せい計画も動き、何もかもの結論が出る時間も近い。

　ただ、その合間となっている今。

　以前の事と、己がここでこう思っている事を、自分は憶おぼえていようと決めた。

　創世計画が果たされれば、全ての関係は消えてしまう。

　だから前を見て、後ろの事は気にせずに行った方が、メンタルの負担は少ない。何しろ、何もかもを忘れてしまうのだから、そんなものに気を取られる意味がないのだ。

　だが、自分は、

「────」

　世界がどうあろうと、どうなろうと、これまでの事があり、自分と福ふく島しまや、皆がどうであったかを、それまで憶えていようと思った。

　どういう心境の働きかは解わからない。

　こうさせる感情が何かも解らない。

　そうする事の意味すらも解らない。

　この世界は、何もかもを終わらせて、終わらせないのに、だ。

　多分、忘れてしまえば思い出せないその先に対し、自分は、上手うまく行くさと、前例を信じていたいのだろう。

　きっとこの先でも、同じようになれる筈はずだと。

　それともこれは、疲労の夢うつつで感じている、単なる内心の錯さつ覚かくだろうか。

　次に目覚めたら、馬鹿な事を、と一笑に付する事だろうか。

　解らない。でも、そうであっても、今、この時分では信じようと思った。今、己の関係しているものと、それを生んだ流れや何もかもを憶えていようと思い、その象しよう徴ちようとして、

「福島様……」

　小さく、緩むような笑みを自覚した。それは、自分というものの全てに対し、

「──大事にしますから」
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　福島は、寝た振り全開で死にかけていた。

　……これはしもうたで御座ります……！

　清きよ正まさが起きた、という時、反射的に寝た振りをしてしまったのがいけない。

　何しろさっきから腹が減っていて、それで起きたのだ。しかし清正とお互いに身体からだを預けるような事になっていて、身動きが取れなくなってしまった。

　ゆえに清きよ正まさが起きるまで待とうかと、そう思っていたのだが、彼女の方を見ていたのが悪かったのだと、今更ながらにそう思う。

　何しろ、一月半程の間。いろいろあった。

　一人合宿というか山やま籠ごもりで自分がどういう事をしたか理解して、そして鹿しか殿の協力もあって現場に間に合い、何もかもを取り返せた。

　否。自分の不ふ手て際ぎわで失いかけたものを、寛容して貰もらったのだと、そう思う。

　キヨ殿は大人おとなで御座りますからー、と、そんな結論を出来る流れが、賤しずヶ岳たけの戦いにおける再会の現場だった。

　今後は、自分も大人にならねばならない。

　噓うそをつかず、相手の事を第一に考え、更に己も大事とする。無理や、格好つけるような事はせず、ただ相手を信じてずっと付き合って行ければ良いと思う。

　そんな事を、明らかにこちらを見ている清正の寝起きの視線を浴びながら、寝た振りのままで考えていて、

　……あっ。寝た振りは、早速の噓と保身と格好つけで御座りますよ……!?

　でもでも、だって、起きた時にじっと見ているのが知られたら、もう完全に頭が上がらない気がする。

　それでいうと、今じっとこちらを見ていられる清正は凄すごい。

　自分が持っているような、マウント取りのような小さな駆け引きより、ただただ己がしたい事をそのままぶつけて来ている感がある。

　凄いで御座りますなあ、と思うと同時に、だからこそ彼女を好ましく感じるのかもしれない。

　ただ、この関係は大事にしたい。

　創そう世せい計画を完かん遂すいさせるのが、自分達の役目だ。それが終われば、今、こうしている己と清正の関係も消えてしまう。いずれ消える事だから、あまり深入りはしない方がいい、とは思うし、以前はそのような事が自分達の歯止めになっていた気もする。

　だって何もかもが無む駄だになるのだ。

　全て無駄にして、終わらせて、だが、それゆえに世界は終わらずに済む。そういう事だ。

　だが、と己は今ならば思う。

　……今の、この感情などが、今、ここで消える訳ではないので御座ります。

　消えるからと言って、得られるものを拒否すれば、自分が保もたない。

　その選択をしていられるのは、自分が創世計画の部品となっている場合だ。

　信のぶ長ながですらも、羽は柴しばの身体からだを使い、外に出ようとしていたというのに。

「────」

　どうで御座りましょう。

　近い将来。自分が何もかもを忘れてしまい、他の皆もそうなった時。

　視界の全ての意味が解わからず、悉ことごとくを荒野と感じようとも、自分達はまた、形や流れなど違えど、同じようになれるだろうか。

　解らない。

　だが、前例が出来るならば、とも思う。

　……これまで、こんな事、考えた事も無かったで御座りますな。

　創そう世せい計画後の未来を、制御しようなどと思うのではなく、ただ、信じる。

　そのために、今を大事にしようと、己は思った。物覚えは悪いのだ。清きよ正まさにした事などもいずれ都合よく良い思い出にしてしまうだろう。

　ならば、自分は今を大事にしていこうと思う。

　未来は解らない。

　だけど未来を信じるために、今を大事にしようと、そう信じた。

　……うむ。

　賤しずヶ岳たけの戦いがあったためか、どことなく身体からだの中に熱が残っていたが、今ので冷めてきた気がする。

　自分にとっては、とにかく難しい事は考えず、今だ。

　今、これから起きる事、向かい合う事に、可能な限り誠実に当たっていけば、断絶の未来も信じられる。

　……それが自分のスタンスで御座りましょうな。

　と思った時だった。ふと、吐息のように清正がこう呟つぶやいた。

「──大事にします」
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　……ア──！

　何かいろいろ、それなりに難しい事を考え、寝た振り全開をしていたというのに、今の清正の一言で全部が吹っ飛んだ気がした。

　……大事に、って何で御座りますか!?

　声の向きはこちらだとするならば、それはつまり自分の事だろうか。

　それはちょっと困る。というのも、自分は十じつ本ぽん槍やり最強のアタッカー役。庇ひ護ご、という言葉を前提とするなら、自分の方が清正を大事にするというのが、先に立たねばいけないからだ。

　また、みっともない部分を彼女に晒さらす事は、避けたいと思う。だが、

　……何で寝た振りしているで御座りますか拙せつ者しや……！

　起きていたなら、今の清正の言葉にも反応出来たろうに。

　さっきいろいろ思った事を反ほ故ごにして、早速、昔と同じ事をやっている気がする。

　では起きるか？

　否。ここでいきなり起きるのは、あまりにも都合が良過ぎる。明らかに今の言葉に動揺して寝た振りを解除したのがバレるだろう。

　だが、清きよ正まさだってこっちが起きていたとは思うまい。

　だとすれば、ここで自分が起きる事で、清正も驚くので、お互いイーブン。そういう事でどうで御座りましょう、と思ったが、

　……既すでにそれをやれる時間帯を過ぎている気がするで御座りますよ？

　あっ、これ、勝手に相手の事を都合良く捉とらえて自分が何もしない言い訳にするの、以前に喧けん嘩か別れしたのと似たプロセスな気がするで御座ります。

　だからもう、とにかく意地でも起きた方がいいと思った。恥も外がい聞ぶんもなく、とにかく清正に対して、大事にすると言われたのだから、

　……自分の方がキヨ殿を大事にするで御座りますよ……！

　と、そう言ってしまえばいい。

　そう、そのまま結婚する事になったら、最低七回くらいしてもいいと思う。

　起きねば、と決心し、

「……！」

　と己は目を開けた。
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・ＡｎＧ：『あ、フクシマンが起きた』

・きめえ：『というかさっきから起きてたわよ、アレ』

・□□凸：『そっちいないのでよく解わかりませんけど、また何か厳しい実況してますよね!?　そうですよね!?』
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　清正は見た。

　正面に、福ふく島しまがいる。正確には横並びで座っていたので正面ではないのだが、顔が初めからこちらを向いていたために、視線が合った。

　彼女は赤面し、やや目を見開いていた。

　先程まで、寝ていた顔とは全く違う。生気や感情の溢あふれた表情だ。

　ひょっとしたら、こちらの言葉に反応したのかも知れない。その事に少々すまないと思うが、彼女がどうするのか見てみたいと思う我わが儘ままもある。

　すると、福島が口を開いた。

「キっ、キっ、キヨ殿……！」

　凄すごい上ずりだが、何か緊張があるのだろう。自分だって、今のような状況で福ふく島しまに何か言えと言われても難しい。

　……福島様、頑がん張ばって下さい……！

　内心で応援しつつ、促すために己も言った。

「は、はい！　何でしょう!?」

　相手の意思を認めていると示すつもりで、首をがくがく下に振ってしまうのが格かつ好こ悪い。というか、これならば福島の言葉が無くても充分な気もする。だが、

　……聞いてみたいですよね。

　彼女が何を言うのか。自分の今として刻んで、大事な過去にするために聞いてみたい。

　そして福島が息を吸い。椅子の上で身をこちらに向けた。毛布がやや巻かれ、肩から下に落ちるが気にしない。

　ややあってから、福島が視線を一度上に切り、だがすぐにまたこっちに戻して、

「キヨ殿」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　了承、契約の意。それを伝えると同時に、福島が口を開いた。

　その直後。入口の方から、

「お待たせしました！　可か児に・才さい蔵ぞう！　食事を持ってきました……！」
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　あ、と清きよ正まさは思った。

　……これは、駄だ目めなタイミングですね……。

　間を、完全に砕かれた。

　呼吸を外された、という感覚だ。これでは福島も何も言えない。

　ここから先、己はどうするべきか解わかっている。

　言葉を失ってしまった福島に笑みの頷うなずきを送る事で〝伝わっている〟事と、〝安心して下さい〟の意図を知らせるのだ。

　大事な事は解っているから、今ではなくても充分。

　今までだって、そうしてきたし、それが正しかったというのは賤しずヶ岳たけの再会で解った。だから今、ここで無理に、

「キヨ殿」

　言われた。

「拙せつ者しや、キヨ殿と最低七回くらい結婚していいと思ってるで御座ります」
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　福ふく島しまが狂った？　というのが、安治アンジーの率直な感想だった。

　……アー、賤しずヶ岳たけの戦い、全体的におかしかったもんね。

　思い返すだけで無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　最初から安あ土づちの変態機動をやらかしたのは、まあ羽柴勢うちらの方がいけないが、そこから先、身長八百メートルの巨大霊体にロケットパンチ食らわされそうになってみたり、かと思えばそれを人狼ルウガルウパワーで崩壊させたり、神しん獣じゆうクラスを降ろした相手と戦ったりと、イベントが多過ぎた気がする。

　トリは福島と清きよ正まさが柴しば田たと御お市いちの方かたを相手にした訳だが、片やP.A.Oda副長で鬼型長ちよう寿じゆ族ぞくの神格武装持ち。片や聖譜顕装テスタメンタ・アルマによって不死となっているバーサーカーと、ちょっと盛り過ぎじゃないだろうか。

　ただそういった戦闘を経て、全員が残っている。　負傷もあるし、疲労もあるが、どちらも術式である程度の回復が出来るものだ。

　もしも回復が出来ないと言うか、もう戻れないものがあるとしたら、

「──実力ってヤツかなあ」

　一度、上がってしまった実力と、それに対する自覚は、もう下に落とせない。

　手を抜くと危険であると解わかっているし、最適且かつ最善の行動がとれるならば、それをやらない理由はないのだ。

　きっと皆、賤ヶ岳の戦いで、実力の底が上がっている、というか、上がってしまった。

　それはこれから先、自分達が今までよりも危険な現場に飛び込めて行けるという事だ。

　しかし、逆の面で見れば、自分達がここから踏み込むのは、賤ヶ岳の戦いを標準とした現場と言う事で、

　……うーん。

　働けど楽にならず、というのとはちょっと意味が違うが、実力を上げても危険度は下がらないし寧むしろ上がる、というのはどうしたものか。

　……危険手当とか欲しいよねー。

　と、内心で吐息した時だ。

「アンジー」

　指。絡めていた両の五指の向こうで、嘉よし明あきが笑みを見せた。

「痺しびれたわ」

　向こう、機き動どう殻かくの頭部装甲が『ほら！　俺おれの言った通りだったろうが！』というのを左さ近こんが三度叩たたいて静かにさせたが、まあそういうもんだよね。

　とはいえ、考え事していても仕方ない。メシも来たし、敵は近いのだ。更には、

「よーし、じゃあタケとか呼んで、顔合わせしとく？」

　初めて見る、という顔もいよう。そういった面々の不備を無くしておきたい。

　高くなった実力を下に引っ張るものがあるとしたら、お互いへの気遣いくらいなのだから。







[image: 第五章『収穫時間の来訪者』]
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　可か児にとしては、この食事を含めた顔合わせの時間が凄すごく楽しみであった。

　何しろ、自分が上役と仰ぐ福ふく島しまが完全復活して来た上に、ほぼ初顔合わせとなる十じつ本ぽん槍やりの面々もいる。更に追加で言うなら、

　……後輩が出来ました!!

　凄い。自分はまだ一年だというのに、後輩が出来てしまうとは。更にこの後輩。自分の二倍近く背が高い上に、機き動どう殻かくのＯＳが鎌かま倉くら幕府将軍の源みなもとの・頼より朝ともだというから超エリート。

　そんな面々がまず円座になって、後ろには戦士団の者達も置いて、

「ハイ、じゃあ、おねーさんが進行したいけど、ここ凄く揺れがキツくて駄だ目めだから、平ひら野のさんちょっとやっちゃって」

　あ、ハイハイ、と出てきたのは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国女子制服を巫女みこ式に改造した平野だ。

　十本槍の六番。神しん道とう術式などに優れ、流体経路などの管理、通つう神しんなども制御出来る才女、というのが自分の知る情報だが、P.A.Odaの主社である剱つるぎ神社の代表でもある。

　つまり戦闘など、かなり出来る。

　それは夏休み中の各合宿先からの報告を聞いても解わかる。糟かす屋やや左さ近こん共々、安あ芸きの地下で流体の地ち竜りゆうを狩りまくっていたというのだからシャレにならない。

　そんな平野が、皆の輪からちょっと離れて、輸送艦を背に置く位置をとった。そして彼女は表示枠レルネンフイグーアを開きながら、

「じゃあ質問です。──ここ知らない顔がある人ー」

　本人も手を上げるが、こちらもそうだ。自分も、左近も、十本槍の殆ほとんども手を上げる。上げないのは糟屋と清きよ正まさで、この二人には確かに自分も会ったし、行動を共にした事もある。

　ただ、同じように手を上げる嘉よし明あきが糟屋に問うた。

「あら？　可児と会ってたかしら？」

「慶けい長ちようの役えきで、人狼女王レーネ・デ・ガルウを共に相手にしましたの。あのデタラメ戦」

　糟屋が言うが、思い返してみてもあれは相当にデタラメだった。戦闘のスケールとしては〝対人〟だが、全体のスケールとしては〝対神〟級だと言っていい筈はずの中身だろう。

「アンジー達も、あの頃ころは関かん東とうと山陽を行ったり来たりで無む茶ちや苦く茶ちやだったねー……」

　そこからすぐに合宿だ。

「会っていても忘れていたり、〝会った〟にカウント出来ない人もいそうですね」

　平野が苦笑で言うが、自分なども蜂はち須す賀か辺りにそういう感覚がある。そんな隙すき間まをこれから埋めていく必要があると思うが、まず、平野がこう言った。

「ここから先、私達は武蔵むさしとの相あい対たいを望む形になります。狙ねらいは山やま崎ざきの合かつ戦せんです。あの歴史再現では明あけ智ち勢が羽は柴しば勢に敗北しますが、今、武蔵はまだ明智勢のままと、そう解釈出来る立場ですからね」

　だから、

「──皆で頑がん張ばりましょう」
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「Ｔｅｓテスタメント．！　──頑張ります！」

　と、勢いよく応こたえた声に、小こ六ろくは少々仰のけ反ぞった。

　……元気だな……。

　前にもチョイとウザいと思ったものだが、もはやそういうのを突き抜けている気がする。人は妙なところで成長して長所を伸ばすものだが、可か児にのこれは長所だろうか短所だろうか。本人的にはスーパーメンタル系なので、長所だろうが、あまり寝てないこちらの頭にはよく響いてきて困る。

　だが、今は重要な戦力だ。各所での記録を見ている限り、特とく務む級の実力は持っていよう。出来る人間には何か欠けつ陥かんがあるものだ。自分は普通で良かった。そう思えるからいいとしよう。

「何だ片かた桐ぎり」

「いや、今、蜂はち須す賀かさん、変な納得してませんでした？　──あ、何ですその視線！　ウザいって顔してますね!?」

　深夜に自分のキャラ出して喋しやべるヤツは大概ウザい気がするが、これは真理だろうか。

　ただ、平ひら野のが皆を見渡して告げた。

「さて、そんな訳で今、安あ土づちは急いで南へ向かってます。そろそろ琵び琶わ湖こ安土が手前に大きく見えてくる辺りで、琵琶湖を抜けたら本ほん能のう寺じはすぐとなります。

　そこまで行ってしまえば、武蔵むさしがいる、という塩あん梅ばいですね」

『しかし、と言葉を繫つなげたそうですね』

　二頭身の流体で出来た鎧よろい武者は、大おお谷たに・吉よし継つぐだ。多分初しよ見けんではないが、慶けい長ちようの役えきを終えた安土が江え戸どから戻り、皆が合宿先に行くまでの間に見たかどうか。そんな程度の記き憶おくだ。

　安あ芸きへの合宿へ出ていたというから、糟かす屋やや平野、左さ近こんと既知か。

　……成なる程ほど。

　議論の場として、皆がそれなりに言葉を出せば、知らない者でもいろいろ結びつけて自分の中での位置を設ける事が出来る。

　自己紹介などあったら逃げ出す率百パーセントの自分にとって、これは有り難い仕様だ。
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・つるぎ：『何か小六ちゃんがさっきから自己紹介したいのかソワソワしてますけど、一丁声掛けちゃっていいんですかね……』

・ＡｎＧ：『というかショーロクなら自己紹介なんてしなくたって大体皆知ってるよ』

・□□凸：『いつも琵び琶わ湖こ安あ土づちのゲーセンで〝無敵の女王〟扱いでしたからね』

・６　　：『聞こえてるし無敵じゃない』

・多数決：『そうです。小こ六ろくちゃんはちょっと祭り上げられていたので先生が引きずり下ろしてあげました。今は先生が〝無敵の女王〟です。ハイそこ〝チェンジで〟とか言ったの聞こえてますから今すぐ港の屋台に来なさい』

・黒　狼：『先生！　先生！　琵琶湖安土で何やってますの!?』
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　相変わらず過ぎる、と小六は思った。ただ、先生こと石いし川かわ・数かず正まさも、この時間に酔っ払ってないのだとすれば、こちらの事が気になっているのだろう。

　……そうだろうな。

　これから、武蔵むさしと相あい対たいだ。それも完全な、ぶつかり合いというものが始まる。

「そうですね」

　と、平ひら野のが先程の大おお谷たにの言葉に頷うなずいた。

「武蔵は今のところ、本ほん能のう寺じの南の空に待機しています。私達と一戦を行う気かもしれませんが、その前に私達は二つ、やっておく事があります」

　Ｔｅｓテスタメント．、と姿を現したのは三みつ成なりだ。おお、と戦士団の男子達が顔と声を上げる程度には、自分達の指揮役は顔が知られたようになっているらしい。

　彼女は流体光の欠片かけらを散らしながら平野の横で一礼し、大谷を見つけると軽く手を振った。

　そういえば二人とも、表ひよう裏り一体のような形で作られた情報体だったか。

・きめえ：『大谷への男子勢のヘイトが、今、急激に発生したわね……』

・つるぎ：『あー、情報端スレツド回ってますね。〝誰だれよアイツ：守れ三成様：病原ウイルス除よけ祈願〟とか、ちょっと解わかりにくいのが急激に稼いでますねコレ。大谷君、情報的に荒らしますか？』

・黒　竹：『おねーさんとしては、この期ごに及んで仲間割れはやめて欲しいですけど、大谷君が知られるようになるならそれでもいーかな、とか』

・超正義：『良くないですよ！　というか安土内の通神帯ネツトを荒らしたらこれから先の運航に不備が生じるかも知れないから放置です放置！』

　いつもだったらやるんだろうか。

　ただ、これからの事を無視して言えば、これはいつもの流れに感じた。

　いつも通りだ。

　ならば、ここにいる全員が全てだと、己は思った。

　先輩達、と言える程誰かに世話になったという思いは、自分にはない。が、そういった人達がいなくなった今、ここにいる全員が全てだ。

　……そうだ。

　昔より、遙かにいい。明らかに確信出来る事実に対し、しかし更に確認すべき事がある。

「決着、つけていいのか」

　問いかけに振り向いたのは、十じつ本ぽん槍やりの面々だった。他は、何を今更、という顔をしていたが、自分達は違う。誰だれともなく、視線を交わし、やがて福ふく島しまがこう言った。

「──呼ばれ来て、そのために、尽くしてきたので御座ります」

「そうか」

　じゃあ、と己は平ひら野のに視線を向け直した。

「武蔵むさしと相あい対たいする前に、二つ、何をする」
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　鈴すずは、武蔵の各機関系を自分の手元に寄せていた。

　艦橋前部にあるフロアにて、武蔵の模造に手を当て、その出力を〝熱の幅〟で認識していたのだ。

　艦の向きを変えたい時は、艦を摑つかんで動かして行くのが基本だが、微調整がいる。その時は、艦から出ている出力幅の帯を摑み、外から操るように調整するのだ。

　調整は、何処どこかの艦で行えば、それを全艦に適応したり、連動させる事も可能。

　動きの先読みや、速度などの〝色〟表現も重ね、ありとあらゆる手を尽くして武蔵を動かす。これまでの全てを出し切るつもりではいる。しかし自分としては、

　……どう、かな……。

　現状の武蔵・改かいに対し、以前の旧武蔵の時、自分達は安あ土づちに追い詰められた。

　今はもう、あのような事はないとはいえ、性能はほぼ同等なのだ。

　貿易艦と、戦艦という違いが、両者を分けている。ただ感じるのは、

「不ふ思し議ぎ、だね……？」

「何がですか、鈴様。──以上」

〝武蔵むさし野の〟の問いに、自分は以前から思っていた疑問を投げてみた。

「何で、安土は、武蔵の同型艦なのに、六艦なの？」

「いい質問です、鈴様。──以上」

　答えがないかと思えば、即座に食いつかれた。あっ、ネシンバラ君みたい、と感じたが、失礼な気がしたので言わなかった。そして対する〝武蔵野〟は、周囲を見渡し、皆の仕事が滞とどこおっていない事を確認。その上で彼女は指を三本立てた。

「元々、武蔵は八艦ではありませんでした」

「六艦とか、五艦、……だったんだっけ？」

　聞いた事がある。三十年前の総改修で旧武蔵が出来上がる時、これまで補助艦として組まれていたものを構築し直し、今の艦数にしたのだと。

　だが、〝武蔵むさし野の〟は首を横に振った。

「更に昔は三群であったと、そう聞いております。──以上」

「三群？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵野が言った。

「黎れい明めいの時代、極きよく東とうの空を行く輸送艦が安全のために艦隊を組み、更にそれが機能分担していく事で、指揮系・居住、開発系・輸送系の三群に分かれたのだとか」

　つまり、

「武蔵むさしと同型艦と言うならば、艦数ではなく、その出力系や機能、大きさなどが重要となるのだと、そう判断しております。──以上」

「だとすれば、安あ土づちは──」

「六艦である武蔵の姿、と、そう捉とらえられるのがベストでしょう。そしてそこに、お互いが付け入る隙すきがあると判断出来ます。──以上」

　言われている事は解わかる。というか、何となく解っていて、何となく解っていなかった。そういうものを成文するのは、本当に自動人形の方が上手うまいと思う。

　つまり〝武蔵野〟はこう言っているのだ。

「八艦の良さを出して、六艦の悪いところを突けばいいんだ、ね？」

「御名答です鈴すず様」

　言った〝武蔵野〟が、皆を見渡した。すると全員が一斉に振り向き、〝武蔵野〟が頷うなずき、

「今の鈴様の御名答に、皆が平均六千七百回強の同意と賞賛を送りました。どうも有り難う御座います。──以上」

「そこまで大おお袈げ裟さじゃなくていいか、な……？」

　とはいえ、皆がこちらを支持してくれるというのは解った。しっかりしないと、と改めて思う。何しろ知覚に届いてくる安土は、次々と幾つもの動きを始めているのだ。

　最初は各艦の砲門をこちらに向ける事。

　そして琵び琶わ湖この上空に差し掛かったところで、

「補給の輸送艦と合流する、よ……！」

　先行して上昇していた輸送艦群。その加速した群に後ろから追いついた安土が、速度を落とさぬまま補給を開始したのだ。
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　空中補給の担当は、九く鬼きと小こ西にしだった。

　安土の航路を計算し、その経路へと輸送艦群を配置したのは九鬼だ。加速のスタートタイミングを割り出し、補給位置も決めたのは彼だが、

『小こ西にし君！　接せつ舷げんは君に任せる！』

『Ｔｅｓテスタメント．！　金は掛かるが必要な事やな……！』

　ああ、とお互いは別の艦群を統率しながら分担を確認する。が、すぐに、

『ンンン!?　九く鬼き君!?　何やうちにかなり負担来とらん!?』

『琵び琶わ湖こ上から上げた私の担当群は、少々出遅れているのだよ！　本ほん能のう寺じの崩壊で琵琶湖南東側が陥かん没ぼつし、水位が僅わずかながらに下がってね……！』

『報告ぅ──！　報告義務の怠たい惰だやねえ──ん！』

『タコ焼き焼いて通つう神しん出なかったのは誰だれかね一体！』

『ははは！　魚でやってたら、君、差し入れで共食いやったな！』

『いいから接舷制御し給たまえ……！』

　ハイハイ、と笑いつつ、しかし各輸送艦の出力と操作系に小西は金で介入した。運航の神に加護を賜たまわり、人や自動運航などよりももっと手堅い〝神の手〟を直接介在させたのだ。

　空に契約成立を示す大鈴の音が響き、安あ土づちの航路に接近する輸送艦群が、鳥居型の表示枠サインフレームをその艦首に得た。

　小西は、自分の艦上から手を振って表示枠を出し、全艦に表示枠が付与された事を確認。それぞれの入金態勢が上手うまく回っている事に眉まゆを立てた笑みを作り、

「──艦体機動制御術式〝自在の川流れ〟や！　あんじょう頼んまっせ……！」
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　小西は揺れた。

　自分の乗る輸送艦が安土の起こす気流に巻かれ、上下左右に揺らいでいるからだ。

　だが、それとは別で、

　……来るなあ。

　安土だ。ついこの前まで乗って、関東から戻ってきたばかりだというのに、

「これから決戦か……！」

　自分も、この先には参戦する。そのための合流だ。

　ここから先、何もかもが決まってしまう。そんな戦闘が、この安土の行く先にあるのだ。

　そうしてみると、見慣れた筈はずの安土の全容に、己が揺れる。

　そう、ここから先は、これまでの、勝利の先を祝ったり、思ったりする戦いではない。

　終わるのだ。

　終わらせないが、終わるのだ。

　このような感慨を得ると言う事は、自分は創そう世せい計画について反対しているのかと思えば、そうではない。歴史再現によれば、小西・行ゆき長ながは関せきヶ原はらの戦いで松まつ平だいらに刃向かう西軍につき、その引責によって処刑される。そういう理由があったため、松平側である武蔵むさしを出て、P.A.Odaに身を寄せたのだ。

　そして羽は柴しば側とまではいかないものの、それなりに親密に各作戦の裏方作業などを行っていたところ、ある時、真相を知らされた。

　これを話してきたのは九く鬼きで、彼は滝たき川がわから聞いたのだと言う。更には、竹たけ中なかからこちらに話す許可も得ているのだと。

　正直、気軽過ぎないかと思った。何しろ自分は、P.A.Odaに来た時、襲しゆう名めいの関係から武蔵むさしにいる父と連絡をとる事など、許可を得ているのだ。

　……勿もち論ろん、下手へたに情報をバラそうとすれば、神罰来るけどな。

　とは言え、代演が使える神しん道とうにおいて、金銭神の術式は神罰の解除が比較的しやすい。無論、放題な額を要求される事になるが、無理ではないのだ。

　だが、自分はバラさなかった。何故なぜなら創そう世せい計画の真相を聞いた時、こう思ったのだ。

　……有りやん？　それ。

　自分は関せきヶ原はらの戦いで処刑される。当然、そうならないようには努力するし、根回しや味方もいろいろあるだろうが、

「終わって、終わらへんなら、今の歴史再現も何も、のーなるんや」

　父や母は、自分の歴史再現の終わりが近づいてきているのを凄すごく心配している。

　同じような思いをしている者達はかなりいて、だが世界はこのやり方を無くしてくれない。

　自分達だけではない。一般市民だって、そういう社会の中で生きているのだ。いくつもの町は戦争の被害を受け、取り返しのつかなくなったものもあれば、自分達がそういう事をやった場合だって幾つもある。

　だったらここで、全部リセットは、有りではないのか。そう。コレは商売や。

　人類としてみた場合。聖せい譜ふ記述に従っていく方と何もかも失ってみる方と、一体、どっちが得になるんやろうか。社会が変わると考えた場合、自分はこちらにチャンスがあると考えた。

　これまでを捨て、よくなるかもしれない。

　博打ばくちで、失敗しても逃げ切れる。と、そんな風に言うのは間違いだろうか。ただそれでも、自分の襲名に関わる鬱うつ屈くつとした部分が無くなり、誰だれも彼もが自由になるのだ。

　これは人類にとって、得だと思った。

　だからその手伝いをしようと、乗り気になって、ここまで来てみたが、

「来るなあ……！」

　安あ土づちが、来る。

　やがて、行く。

　今は中間の時間だ。来るか行くか、自分がどうするか。

　ここが境界線だ。

　己はその一線に飛び込み、風に揺れ、己に揺れた。

　大風が気流として鳴き、自分が用意した表示枠サインフレームが各艦の艦首側で空に散った。

　搔かき散らされ、崩れていく。青の表示枠が、何枚も何枚も、消えては現れ、砕けていくが、そのたびに各輸送艦の進行方向が変わるのが解わかった。

　術式で契約した先にいる神々が、自分達を行くべき場所に運んでくれるのだ。

・九本角：『小こ西にし君！　随ずい分ぶんと無茶な挙動をしているようだが!?　大だい丈じよう夫ぶなのか！』

・三本足：『あーコレ駄だ目めな流れですね、解ります。九く鬼き君の方から駄目です』

・九本角：『鈴すず木き君！　長銃空に飛ばしながら何を言っているのかね!?』

・コニ子：『神様もノっとるんやろ。邪魔せーへん方がええで！』

　安あ土づちのような巨大艦が重力加速を使えば、緩かん衝しよう術式を用いたところで、全体が作る大気の変動を消す事は出来ない。

　激流のような気流を纏まとった高速の六艦に対し、しかし輸送艦群は揺れて近づいた。

　……そうやな。

　今まで、いろいろと、襲しゆう名めいの上で、歴史再現を行ってきた。P.A.Odaの経済に関わり、小規模な教きよう導どう院いんの復興や立ち上げなどにもよく参加してきた。武蔵むさしにいる父達にとって、地上にある寄港地から伝わる情報は何よりも大きく、自分がいろいろやってきた証明になる。

　心配させないようにやってきた。

　そして楽しいからやってきた。

　創そう世せい計画によって、心配は消える事となる。楽しい分も消えるが、何もかも失っても、また楽しい事はあるだろう。心配だってまた生まれるかも知れないが、死について強制されたり、自分の行き先が閉じていると、そんな風に思う事はなくなるのだ。

　自分が関わってきた事業や町の人々も同じだろう。

　世界の心配はリセットされ、楽しい事と共に、全ては更地に戻る。そうして考えると、

「私はこの世に、楽しい事より、心配事の方が多く蔓まん延えんしとると、そう思ってんのやろな」

　これは本当だろうか。どうだろうか。

　解らないままに風が巻き、一ひと際きわ強く艦首の表示枠が砕け散った。その破砕は今までよりも早く連続し、更に散る光の向こう、自分から見て右う舷げん側に、いきなり黒の色が見えた。

　安土の左さ舷げん二番艦。その外そと舷げん装甲だ。

　来たのだ。そして行くために、今、辿たどり着いたのだ。

「よーし！」

　己は息を吸い、全てを結ぶためにこう叫んだ。

「創世計画のための空中補給、これから開始や!!」
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「安土、空中補給を開始しました。速度一切低下しておりません。寧むしろ速度を上げ、こちらへと接近中です！　──以上」

　浅あさ草くさから受けた〝西にし国くに立たち〟の報告に、〝武蔵むさし野の〟は思案した。

　……このままだと、安あ土づちは明らかにオーバースピードです。

　自分達は今、本ほん能のう寺じ跡地の大穴を気流の盾たてとして南にいる。安土がもしもこの大穴を突っ切るために速度を上げているのだとしても、

「このままだと高度次第では直撃します。鈴すず様」

　以上、と言おうとしたが、ふと、己は言葉を止めていた。鈴が、自分達の模も造ぞうを淡く抱えるようにしながら、しかし、北となる方角に顔を向けているのだ。

　そちらにはこれまでのスキャンと、推測によって模造された安土がある。

　本来ならば担当自動人形が四人もついて挙動の推測計算を行う安土も、鈴の知覚と手によれば一瞬でその先の動きが読めるものだ。

　鈴様凄すごい、と皆の賞賛が常に聞こえてくるものだが、今の、彼女が知覚しているものは、全く違うものだ。接近する安土よりも、気になるものがある。それは、

　……空の一点？

　否、違う。北を向いた鈴の顔が、ゆっくりと右に傾いていく。

　安土からやや東。そちらの空をやはり東に走っていく何かがある。

　先程まで、無かったもの。

　鈴がそれを追い、顔を向け、右の耳に手を当て、そして不意に、

「輸送、艦……？」

　疑問は、否定の確定だ。恐らく、このスケールではサイズが小さ過ぎ、更に高速過ぎて解わかりにくいそれは、輸送艦ではない。安土から勢いよく射しや出しゆつされたのは、

「──機竜！」
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　鈴が顔を上げ、声を作ったのを〝武蔵むさし野の〟は聞いた。

「前、長なが岡おか君？　あの子が来た時、来た機竜……！」

　憶おぼえている。というか、強引に多た摩まに着地され、甲かん板ぱんを大いに削られたのだ。その張り替え作業など、何処どこに請求すべきかとかなり行き場の無い計算と要求に燻くすぶった記き憶おくがある。

　あの〝敵〟は、自分達にとっては忘れられない相手だ。

「Ｊｕｄジヤツジ．！　P.A.Oda、鍋なべ島しま・直なお茂しげの機竜〝大気不足〟だと判はん断だん出来ます！　──以上！」

　しかし、と己は鈴がその機竜に傾注した理由を悟った。

　……何故なぜ、このタイミングで、機竜が外へと飛び出したのですか？

　軌き道どうは明らかに東方向。琵び琶わ湖こ安土行きでもない、ただ山中と言える位置に向かっていた。

　だが現地の事を急ぎ精査した〝国こく分ぶん寺じ〟が声を上げた。

「ありました！　本ほん能のう寺じの変へんと同時間帯、そちらにある山やま間あいの神社に航空艦が北から先行して一艦、降下をしているのが光学素子の記録にあります！　──以上」

　艦種は輸送系だろうと判断出来たが、それ以上は遠方でもあり、解わからない。

　本能寺の変の際、本能寺からP.A.Oda側の半径五十キロ圏内において、P.A.OdaやM.H.R.R.神聖ローマ帝国の艦が武蔵むさしに接近する軌き道どうをとっていないのは確認していた。

　これは、逆に言えば、五十キロ圏外ならば、両国の艦は行き来していたという事だ。

　……警戒範囲外のチェックを最低限に済ませていたのが、裏目に出ましたか……！

　P.A.Odaは極きよく東とう勢の力が強いため、航空艦が発展している。ゆえに領内では航空艦が輸送のために常時何艦も行き来しており、特に今夜は賤しずヶ岳たけの戦いと本能寺の変により、これまでの観測とは違う航路や空の渋滞が発生していたのだ。

　警戒範囲の外で、本能寺の変や賤ヶ岳の戦いと並行し、何かが行われていたとしたならば？

　山中の降下を捉とらえていただけ行幸と言えるが、

「鈴すず様。何故なぜ、あの機竜が気になったのですか？　──以上」

　確かに機竜が単機で飛び出したのは気になる事だろう。しかし鈴が、どうして気になったのか、成文出来るならば聞いてみたいと、そう思ったのだ。

　そして鈴が首を下に振った。

「あの行き先に、多分、羽は柴しばの人達が欲しいものがある、から？」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と鈴が北を指差した。

　そこにあるのは、

「安あ土づち、ね？　──今、安土は、輸送艦の補給を受けているの、ね？　それで、安土が凄すごい風を巻いてるから、輸送艦は接近するのも大変なの」

　ふと、艦橋内の何人かがこちらに気付き、振り向き始めた。

　作業に支障が生じるが許可した。鈴の判断が、今後を変える可能性があるためだ。

「今、安土は、受け入れてるの。全部で、賤ヶ岳で失った分、受け入れてるのね」

　だけど、と鈴が東の方に手を伸ばした。

　機竜〝大気不足〟が飛行していった先。何気ない輸送艦の降下に見えた、山の神社に降りた一艦の行く先は、鈴のセンスでは、

「──唯ゆい一いつ、安土が、受け取りに行ったの」
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　おかしいよね、と鈴は思った。

「輸送艦が、術式たくさん使って安土に接近して、その動きから中に積まれてるものは食糧や術式、砲弾や燃料の補給だって、推測出来てるの。もう、それこそ、これから起きる戦いのために何でも入れてあげるって、そういう、そういう受け入れなの。あれは」

　だけど、何故なぜだろう。

「機竜の搭とう載さい量なんて、ほんの少しだよね？　でも機竜なら、安あ土づちが全速する気流の壁も気にしないで行って戻る事が出来るの」

　……じゃあ、それは何？

　機竜は、あの山やま間あいの神社に、何を受け取りに行ったと言うのだろう。

「賤しずヶ岳たけで先輩達の支持を受けて、琵び琶わ湖こ安土から物資や人材も受け入れて、でもそれでも必要なものがあったの」

　それは何か。自分の知覚でも捉とらえ切る事は出来ないが、今、集中精査で武蔵むさしがそちらの状況をスキャンしている。

　正直。本ほん能のう寺じの大穴から生まれる荒れた大気と地ち脈みやくの乱れが邪魔だ。だけどこれを盾たてにしなければ危険だというのも解わかる。

　そして不意に届き始めた音のような響きに、己は動いた。

　北。琵琶湖安土のやや北東の山中にある山寺。

　そこに、ぼやけた形がある。霧が柔らかくまとまったような形は、

　……知ってる！

　手を当て、部分拡大。軽く抱えられる大きさにした上で、手を滑らせ、面を削る。

　長さと幅。高さを合わせれば、大体は輸送艦の形状となる。

　なった。

　後は細部を整えるが、大体の特徴はフロントと艦橋部の位置や形。そして砲門の数と位置だが、そこまで行くより先に〝高こう円えん寺じ〟が鋭く言った。

「御無礼、──照会出来ました」

　彼女が表示枠サインフレームで幾つもの画像を揃そろえて出すもの。自分の手元には模も造ぞうとしてサンプルが提示されるもの。そこにある正体は、

「P.A.Oda会計、前まえ田だ・利とし家いえの輸送艦です。──以上」
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　鍋なべ島しまは、肝を冷やしていた。

　……あっぶな──!!

　今は大だい丈じよう夫ぶだ。ついさっき、安土の左さ舷げん後艦の側面に設けられた短距離カタパルトから射しや出しゆつされた直後が、かなりマズかった。

　方向としては南進する安土に逆行し、北方向に飛ひ翔しよう。即座に大気を取り込んで圧縮爆発させ、一気に東へと進路を変えるのだが、そこで下から追加の輸送艦が来た。

　機竜の内部で射出状態から強行飛翔状態へのシフトを行っていた龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが叫ぶ。

『おい！　当たるぞ御お嬢じよう！』

　それは解わかってる、というか、武神と違って合一式ではないのだ。かなりフィードバックを得るようにしているが、完全ではない。

　つまり射しや出しゆつと接近の相そう対たい速度はかなり危険というか超危険。言うべき事があるとすれば、射出タイミングを任されてた研修中の浅あさ野のがやらかしたという事だが、

・ナベ３：『浅野──!!』

・浅　野：『うんーいいータイーミンーグ。コーレなら間にー合うーね』

　……間に合うかどうかだけ計って、危険かどうか見てなかったな!?

　これだから天才肌は困る。ならばこちらも覚悟を決めて、機竜内の龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうに向かって、

『五人とも！　ちょっと荒い飛行するから何処どこか摑つかまってて！』

　もう充分荒いが、これからが本番だ。その事を悟ったのか、管理補助室にいる五人が、

『何!?　やはりと思ったが危険な状態か！』

『よし！　ここは我ら四天王がどうにかせねばなるまい！』

『そうだな！　我ら五人揃そろって四天王！　ではどうする！』

『ああ、決まり切った事だろう！　一人分の荷か重じゆうを捨てて〝大気不足〟を軽くせねばな！』

『言い出しっぺのお前が外に出ろおおおおおおお！』

　ハッチを開けられて赤ランプと警告音が来る辺り、どうかしてる。

　ただこちらは、気が軽くなった。

　この老人どもとなら、死んだとしても皆笑ってくれる気がする。と、そこまで思うのは達観かもしれないが、ストレートに普通の反応が来ないのは確かだと思う。

　では、どうするか。

　全身を固定するようなアームバータイプの操縦システムに、身体からだを前傾で預け、両肩でバランスを前にいれ、

「〝大気不足〟、射しや出しゆつから航路に乗せるよ……！」
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　空に弾はじけた白い霧の爆発を、ほう、と利とし家いえは浅く見上げていた。

　山やま間あいの神社。十メートル四方の境けい内だいから西の夜空に見えるのは、

　……あれは、可か児に君が言っていた鍋なべ島しま君か。

　慶けい長ちようの役えきで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神団と渡り合った機竜〝大気不足〟は、鍋島の熟練度を高めるため、竜の本舗とも言える真さな田だ領に行っていた。そちらでの活動は通つう神しんを経て知っていたし、これまでの彼女の戦闘記録も理解しているが、以前以上に機竜の扱いが派は手でだ。

　空に白い飛沫しぶきが幾つも上がるのは、機竜の加速器の機嫌や、音の速度を抜いて水蒸気爆発を起こしたせいだろうが、その回数がやたら多い。

　スマートに飛ぶ、という事が出来ないのか、それとも、

「いや、──しない事に決めたんだろう、夏合宿は既すでに終わっているんだからね」

『元気いいわね。どう？　ジジイになりそう？』

「本ほん能のう寺じの変へんに賤しずヶ岳たけの戦いがあったばかりだよ？　まっちゃん」

　こちらの肩に寄りかかってくるまつは、やや色が薄い。

　無理もない。二つの重要な戦いにおいて、どちらにも霊体の戦士団を召しよう喚かんし、制御したのだ。自分が術者だとして、制御系を扱う彼女は裏方であり、しかし実働としてはこちらよりも常時小さい仕事が多量に発生している状態となる。

　だが、大だい丈じよう夫ぶ？　と聞いてはいけない。

　本来の姿を見せているという事は、大丈夫なのだ。そういう事なのだ。

　何故なぜかは解わかる。

「僕達の先輩が去って行って、僕達もまた、後輩に受け継がせていくからだね」

　これから、年下が来るのだ。何もかもが変わる夜。自分達の先輩がそれを望んだ夜だというのに、その時、前まえ田だ・利とし家いえの妻が燃費の良い姿でどうする。

　……こういう時のまっちゃん、男前だからなあ。

　自分よりも遙かに、面子メンツや意地にこだわる部分がある。それゆえ、何度も引っ張って貰もらった経験もあるが、

「さあ、来たよ」

　言って、己は右手を挙げた。

　応じてまつが左手を挙げた。

　すると自分達の眼前に、光が来た。この周辺の地ち脈みやくはこちらの縄張りにあるようなものだ。今、本能寺から張られていた地脈の防護ネットは無くなったが、それを利用した管理権は掌しよう握あく出来ている。ならばあとは、

「君達の欲しい物を拾い上げておいた。──これが決着を呼ぶだろう」

　正面、自分達の足下から境けい内だいの上を走った雷光が、二つの形をとった。

　巨大な、男の右腕と。

　巨大な、女の右腕だ。

　両の腕の先、左右の五指があるものを包み掲かかげて行く。そこに西から来た赤い機竜が突き抜けて行き、

　……へえ。

　かっさらっていく動きは、こちらの両手を一切傷つけないものだった。
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　利家は、空を見上げた。

　轟ごう音おんが来て、風が起き、すれ違いの機竜が爆発音を入れて直上方向に跳ね上がった。

　機竜が持つ緩かん衝しよう術式が表示枠レルネンフイグーアを何枚も展開し、眼下にいるこちらに被害が及ばないように気遣ってくれる。

　が、見上げた時には、もう何もいない。視線で振り向いたところで、西の空を行く安あ土づちに向かう機竜の姿は視認出来ない。

　高速のタッチ・アンド・ゴーを完かん遂すいされ、思わず自分が、

「やるねえ」

　と言った時だ。

　横のまつが、こちらの肩を軽く叩たたいてこう言った。

「さっきね？　あの機竜、右後部のハッチが開いて、おじいさんが五人、敬礼してくれてたわ。──見えた？　利とし家いえ君」

　まっちゃん本当に男前だよ。







[image: 第六章『待合所の先行手』]
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　……参った……。

　池いけ田だは、寝てれば良かったと、心底そう思った。

　元々、今夜の作業は、賤しずヶ岳たけで戦っている可か児に達に合わせるような、そんな仲間意識で始めたものだった。そして天幕の下で出た結論として、自動人形からの情報取り出しは急がない方がいいか、となり、コレは長期戦を覚悟しよう、と考えたところで、

「ここで新規任務か──」

　深夜だというのに追加任務とは、やってくれる。

　しかも自分の本業というか、得意に近い方の話だ。依頼の送り元はP.A.Odaの代表委員だが、その後ろに石いし田だ・三みつ成なりがいるのは解わかっている。

　石田は今、可児や鍋なべ島しま、浅あさ野のと共に本ほん能のう寺じ方面へと向かっている途中らしく、つまりは今、現場は動いているのだ。

　断れるものではないし、チンタラやってられるものでもない。

　……急ぎか──。

　まあ仕方ない、と思いながら天幕を出ると、既すでに月は随ずい分ぶんと西に傾いていた。先程、本能寺が月へと引き上げられていくのを北西の空に見て、そこからいろいろ思う事あって天幕の下の作業に戻っていたのだが、

「お前らさあ……」

　通神帯ネツトでは、今もまだ西の空には流星群の落下が生じているという。

　本能寺よりも東に位置するこちらからしてみれば、それは明日あした以降の問題となるもので、こっちとしては月の軌き道どうの確認と、東側から見た流星群の落ち方を記録するだけだ。

　あまりにも何もかもが天変地異クラスだ。

　だが、本能寺を起点に起きたため、地域によって対応が違う。

　一応、P.A.Odaでは、総員に対して最低でも準待機状態への移行が発令された。本能寺の変へんが起きるに当たって、各地で先走った組織や勢力が動くかもしれないからだ。

　しかし、確かに一部ではそのような事態が起きたという話も出ているが、少なくとも後に続くような騒ぎは生じていない。

　起きた事が、突とつ拍ぴよう子しもなかったからだろう。

「そりゃ外から見ていたら、〝何かが月に上がっていった？〟だもんなあ」

　あれが本能寺の変なのかどうか、まずはその確認が必要だ。この辺り、聖せい譜ふ記述にもある通り、神かみ代よの当時も情報が錯さく綜そうし、信のぶ長なが死亡の真しん偽ぎが定められなかったとあるが、これらもまた、後日にはそういったものの再現として片付けられるだろう。

　……さて。

　周囲。一応は準待機状態に移行するよう指示は出したので、起きている。拠点代わりの輸送艦は艦橋を含め各所に明かりが灯ともってもいる。

　このところで馴なれてしまった三み河かわコーチン経営牧場の夜ではない。

　自分は、天幕から離れ、その入口が作る明かりの道の上を夜に向かって歩いた。

　月が出ている下だ。人工の光から離れても、足元が草の広場だと充分解わかる。

　そんな中、突とつ貫かんで立てた柵さくの連なりの上に、光る姿があった。

「刑部おさかべ姫ひめ」

　自分は指を鳴らした。やや湿った夜に軽い音が響き、三河コーチンを平飼いするための広大な柵上から彼女が振り向いた。

『てるるるるるるおきてるてるてる？　しごとととととと？』

「ああ、ちょっと専門を何人か連れてく。呼集して欲しいのと、お前も一緒な？」

『おでかけかけかけけけけけけ？』

　よく考えたら本ほん能のう寺じの変へんの夜に刑部姫と外出かー、と思ったが、同じ夜に安あ土づち城じようでお出かけ真っ最中の連中もいるのだ。ただ、

『ながくくくくくなるなるなるなる？』

「どうだろう。意外とすぐな気もするし、待たされるくらいならキャンセルされるかな」

　というかあまり外に長居はしたくない。三河コーチンが放置出来ないからだ。皆、愛着を持っている仕事場だし、周囲は大体が先輩格ばかりで、自分は襲しゆう名めい者だから上役やってられるようなものなので、

　……ここでコーチン放置していくとか言ったら、謀む反ほんされるかもなあ。

　ぶっちゃけかなり経済的には潤うるおっているのだ。ただ、背後を振り返ると、そこには自分の仕事場としての天幕がある。新しん名な古ご屋や城じようの自動人形達を探る事で、何が解るのか不明だが、

　……その、よく解らん仕事こそが俺おれの本業なんだよな。

『どうしたのたのたのたのたの？』

「ああ、今、本能寺があって、創そう世せい計画もほぼ王手なんだ」

『うまくいってるてるてるてる？』

「Ｔｅｓテスタメント．、そういう事。だから後は皆が武蔵むさしに勝利したら終わり。創世計画が完かん遂すいされて何もかも忘れて綺き麗れいにリセット。そういう事になるんだけど、さ」

　でも、と己は背後の天幕を指差す。

　あの中には、サルベージされた三河の自動人形が数体、寝かされている。

　今もサルベージ作業は続けているので、状態がよいものは今後も出てくるだろうし、新名古屋城の資材そのものが出てくる可能性も高い。

　だが、今でもまだ、P.A.Oda側の中央側からそれらの作業を止めろと言われない。

　明日あしたになったら変わるだろうか。しかし、学業よりもこちらを優先しろと言われているのだ。

　……これは──。

　違和を感じる。積み重ねてきて畳んでいく創そう世せい計画とは違う、別の時間軸に自分だけがいるような感覚を受ける。

　創世計画の進行がどうあろうとも、知らねばならない三み河かわ、新しん名な古ご屋や城じようの真実。

「……何だろうな？　俺おれが調べてる事が、これから起きる戦いの後に何か干与するとか、そんな事があるのかな？　どうだろう？」
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　正まさ純ずみは、武蔵むさし野の艦橋から送られてきた情報を、教きよう導どう院いんの橋上で広げていた。

　安あ土づちが接敵するまで残り十五分。既すでにお互いの姿は見えた状態だ。

　こちらは東に艦首を向けており、向こうは南北に長い琵び琶わ湖こ上空を通過し、一気に南進してくる。

　このままだと安土は武蔵の横腹に激突する事となるが、

「正純、安土は物損上等で来るで御座ろうか」

　橋上。自分とホライゾンの護衛として控える二ふた代よの問いに、己は頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、激突は有り得ると思う」

　だよねえ、と応こたえるのは、北を向いた左さ舷げん側、村山のウイングとなっている港上のナイトだった。敵が輸送艦などを激突させに来た場合、即応戦力として構えていた彼女が、

・金マル：『だって、こっちは武蔵むさししかいないんだもん。向こうは安土が無くても、まだP.A.OdaやM.H.R.R.神聖ローマ帝国から戦力を出せるよね？　でも、こっちは武蔵だけだから』

・○べ屋：『Ｊｕｄ．、だから武蔵はこういう戦いだとハイリスクだかんね？　やれる事は躊躇ためらわずに全部やんなきゃ駄だ目めだよ正純！』

　オーゲザヴァラーのまともなアドバイスは久しぶりな気がする。

・○べ屋：『三河以降、武蔵に各国からのお金が集まってるけど、あれ、武蔵が無くなったら私達に返済義務が来て酷ひどい事になるんだから！　そこんとこヨロシクね！』

・副会長：『解わかり易やすいな……！』

　だが、やれる事は何でもやれといわれたとしても、何があるか。指揮を執とる側として思いつかないのはいかんだろうな、と考えつつ、

「奥の手って、何がある？」

　問うた先。ここにいる皆がホライゾンを見た。

　対するホライゾンは、数秒程状況を理解していなかったが、ややあって周囲の視線に気付き、両手を軽く挙げた。

「──やはりここはホライゾン碑ひ石せきアタックでしょう」

「大罪武装ロイズモイ・オプロは出てきませんの？」

「ミトツダイラ様、あのようなアベレージの低い武装に頼ってはいけません」

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　宗茂様！　本ほん能のう寺じでの大罪武装ロイズモイ・オプロ全部使用解説などサイトに書かなくていいですから！』

　というかアレのシメが碑ひ石せきアタックだし結論だけ言うと立たち花ばな嫁は大変だな。

　だとすれば、と皆が表示枠サインフレームを開いて見たのは、奥おく多た摩まの艦尾甲かん板ぱんとなっている搬出港にいる二人の事だ。

・あさま：『点てん蔵ぞう君、メアリの調子はどうです？』

・十ＺＯ：『一体どういう質問で御座るかな……!?』

・賢姉様：『フフ、起きてるかどうかだけハッキリすればいいのよ？　どう？』

　そうで御座るな、とクロスユナイトが応じた。

・十ＺＯ：『激しい戦闘は出来ぬで御座るが、ここで防御迎撃は大だい丈じよう夫ぶで御座ろう。メアリ殿にも先程意図を伝えて了承頂いて御座る』
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　……しかし意外に元気で御座るな、メアリ殿。

　奥多摩の艦尾搬出港からは、正面に京きようの南側、奈な良らへと渡る土地と、その向こうにM.H.R.R.神聖ローマ帝国となる森を見る事が出来る。

　森の果てに見える明かりの平面は、今夜の騒ぎで寝ずの状態となったM.H.R.R.改派プロテスタントの地域だろう。ひょっとすると巴ともえ御ご前ぜん達もあの中にいるのだろうが、まだ正式な通達や情報交換の申し出は来ていない。

　大事なのは、これから起きる羽は柴しば勢との争いだ。

　それに対する備えとして、自分とメアリはここにいる。

　自分は、測そつ距きよや観測のために。メアリは王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを振るうために、だ。

　だが、ちょっと気になる事がある。先程も思った事だが、

　……メアリ殿、調子良くなり過ぎて御座らんかな？

　光が散っている。メアリを中心に、というよりも、彼女から光の花が散り続けているのだ。
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　メアリは、元気だった。

　元気というのもおかしな言い方だが、とにかく活力が高い。あれだけ戦闘をして、本能寺の変へんという地ち脈みやくの乱れも生じる現場にいたというのに、

　……何でしょう、これ。

　花が散っている。

　自分の髪の間から、白い睡すい蓮れんの乱れ花が幾つも落ちて宙に散らばる。

　止まらない。一度、邪魔になるかと思って身を振ったら、まるで屋根上に溜たまっていた雨水のように多量の零こぼれがあって、以後ちょっと不要な動きを止めている。

　何となく、原因は解わかる。

　第一の原因は、夏休み期間中、ミトツダイラの母親の実家で過ごした事だ。

　これは、森と泉という自分の精霊の部分に合った環境にいたため、人との生活で入り込んでいた余計なものが消えたという事だろう。

　自分はかなりそういう〝余計〟を持たないタイプだと思っていたが、流石さすがは武蔵むさし。人に憧あこがれた精霊には、そのような個性を与えてくれる。ヨゴレと言われるかも知れないが、悪いものではない。自分の相がそちらに適応していくという、それだけの事で、逆にその馴じゆん化かが無ければ、生地に戻らない限りはやがて衰弱して消えていく事になるのだ。

　この辺り、半精霊として生んでくれた父と母に感謝だろう。そして、精霊だった母達が決死で自分達の歴史再現に挑んだという事も解るし、父と母達の関係の強さも今更ながらに思慕として感じられる。

　だが、ミトツダイラの母が住まう地は、そういった適応の要らない場所だった。

　これは以前行った時にも気付いていたが、特に泉が〝強い〟。

　自分の身体からだが持つ人の相。そこを外から支えるようについていた自分自身の気配のようなものが、削られていくのが解った。

　つまり禊祓みそぎだ。

　だがこれは自分の中の流体経路を浄化し、回復しただけで、活性化には繫つながらない。

　第二の原因は、恐らく、佐さつ々さだ。

　活性化の始まりは、本ほん能のう寺じの前で行った彼との戦闘だろう。

　佐々の用いる〝癒使イスラフイル〟は、大地の力を転用している。自分は〝相〟が合うため、それを受けて大地に戻す事で無効化していたが、

　……その際、大地の力を循環する方法を身体が覚えたのですね。

　呼吸、というものだろうか。

　強敵に対し、こちらは正式な技術に基づいた剣術で対応した。全ての防御と受け流しは、かつて三百人を斬きった際の呼吸と全身の動きをベースにしているのだ。

　そこに強力な大地の力が通過したならば、身体はその循環と通過を憶おぼえて行く。

　だがこれも、循環だ。経路が禊祓され、循環の方法を憶えたとしても、肝心の力が無い。

　そこで第三の原因が出てくる。

　点てん蔵ぞうだ。
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　メアリは思った。

　……私、点てん蔵ぞう様を吸い上げてしまってませんでしょうか……？

　精霊が、どのようにして力を蓄えるか、正直、自分はあまり詳しくない。

　半精霊で、襲しゆう名めい者なのにどうしてだ、と言われるかも知れないが、精霊が力を発揮するのは〝気分〟な部分が多く、基礎部分以外は〝精霊それぞれ〟としか言えないのだ。

　では、基礎や、自分の〝それぞれ〟とは、どういうものか。

　基礎としては、かの有名な精霊王オベロンが解わかり易やすい例となる。彼は歴史再現ではメロヴィング朝の始まりに関わり、後には聖杯候補の一つとなる魔法の杯を手に入れていたそうだが、この杯が〝酒を無限に湧わかす〟ものだったから、

「おっと、どんどん湧くから飲んでないと零こぼしちゃうよ。オイオイオイオイああああ零れる零れる零れる。アー飲んじゃう！　飲んじゃう──！」

　と、つまり常時酔っ払ってベロンベロンで、コレでも精霊王だから敬うのに〝御〟をつけて御ベロンになったと言われるが、どこまで本当でしょうか。

　同じようなのでギリシャ神話の飲酒の神ディオニューソスがいて、これは本名がディオスで、ディオニューソスとは〝若いディオス〟という意味らしいのだが、実際は酔っ払って呂ろ律れつが回らなくなって、

「ディオっ！　ディオオオっ、ディオでニューっス！」

　と仰のけ反ぞりながら言ってぶっ倒れたのがそれらしいと言うが、こちらは襲名者と言うより神かみ代よの時代の話だそうなので話半分です。

　で、関係ない話に見えて、実はこれらの要素が精霊に深く関わる。

　つまり精霊の力は、基本、外から取り込む事で補充される。

　生地に戻れば回復と禊祓みそぎだが、力自体はやはり〝食べる〟事によるのだ。

　信仰の奉たてまつりだって、信仰によって生じる拝はい気きを食べているのと同様だ。

　酒は拝気を多く含む食料の代表格で、ワインにしろ極きよく東とう酒にしろ、大地の恵みを転化したものだ。それゆえ、自分のように地相型の精霊にはよく効く。

　これはかつて、浅あさ間ま神社の酒で酔っ払った事からもよく解る。

　ただ、大地の恵みといえど、それはある意味、大地以上ではない。地相の精霊とは言え、土地精霊でもない限り、大地の恵みが毎年与えてくれるものは、やはり毎年のパターンなのだ。

　豊ほう穣じようとて、発展しなければ毎年の平均でしかなくなっていく。

　そして常の豊穣はあり得ないため、基本、精霊の自己強化は、支配出来る流体量としての空間範囲と、その管理コストとして己が払う流体量の差し引きによる。大精霊は広大な空間を管理出来るが、小精霊がそのような空間を得ようとすれば消えていくのはそのせいだ。

　だが、小精霊でも、自分を基礎以上に強化する事が出来る。

　一つは、装備を使用する事。これは土地でいえば神殿や特殊な〝型〟となる地形。人でいうなら王賜剣エクスカリバーのようなものを、ブースターや燃料タンクとして使用する事だ。

　もう一つは、信仰によって、奏者の拝はい気きを頂き、燃料とする事。

　そしてまた別の一つが、信仰に似ているが、ちょっと違う。

　……生いけ贄にえ、ですね。

　自分が気に入ったものから、生気を吸い取るなどして、己のものとするのだ。

　先程の結論。第三の原因と結びつけると、これは一つの答えになる。

　自分は、点てん蔵ぞうの生気を吸い取ってしまっていないだろうか、と。
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「あの、点蔵様？」

　花を風に散らしながら、メアリがこちらに振り向いた。

　今、彼女は艦尾方向のテラス部にいて、月が背景にある状態だ。

　……綺き麗れいで御座るな。

　月光と流星と雪せつ花かのように散る流体光と、金の髪を揺らし、メアリがこう問うて来た。

「私、点蔵様の生気を吸ってないでしょうか」
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・●　画：『せいきをすう!?』

・金マル：『ガっちゃん、ガっちゃん、向こう、ほら、こっち来る安あ土づちの方を見ておくくらいはしようよ。ねえ』

・●　画：『でもせいきをすうのよ!?』

・現役娘：『まあ、戦いの前だと言うのに最近の子達は情熱的ですのね!?　私よくしますわ!!』

・銀　狼：『何で混こん神しん出来てますの──!?』

・副会長：『おい、クロスユナイト、万が一にも無いと思うが御家族問題がある事を心にとめておけよ？』

・俺　　：『オメエ今、万が一にも無いとか、点蔵の人間性を否定してね？』

・ホラ子：『そうです。人類の長い歴史の中では、うっかり入ってしまう事もあるのです』

・あさま：『あの、ホライゾン、ちょっと皆の記き憶おくが蘇よみがえっちゃうので。そのへんで』
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　点蔵は、メアリが表示枠サインフレームを見て首を傾かしげるのを確認した。

　……よかった。染まって御座らぬな……。

　内心で心底安あん堵どしつつ、メアリの言った意味を考えてみる。

　……生気で御座るかあ。

　本ほん能のう寺じの変へん以後、ずっとメアリはこちらにしがみついて寝ていたが、コレについては皆が、

「へえ……、あの四畳で寝てる時のメアリってこうなんですか……」

「セミモ──────ドォ!!」

「というか第一特とく務む、メアリさんどうやったら離れるんですか？」

　という有り様で、言われて気付いたが、四畳部屋で寝てて抱き癖ぐせにしてやられた時も、流石さすがにこれ程キツくはなかった。

　戦闘か何かの不安があったのか、とも思うが、メアリの懸け念ねんで言うならばあれは捕食動物が獲物を貪どん欲よくに押さえつけて嚙かみついていたのと同じ事になる。

　だがその場合、こちらには負担か損失が必要だろう。

　……うーん。

「点てん蔵ぞう様？」

「いや、生気を吸われたかどうかで御座るが……」

　考えてみる。ちょっと気になったので、肩を回してみる。しかし、

「異常ないで御座るよ？　生気を吸われたとしても」
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・●　画：『せいきをすわれた!?』

・金マル：『ガっちゃん、ガっちゃん、だから向こう、ほら、安あ土づちケッコー大きく見えてきたから、ほら、そっちの方を見ておくくらいはしようって』

・●　画：『でもせいきをすわれたのよ!?』

・ホラ子：『アイヤこれは表現の間違いで、実際は〝せいきにすわれた〟のかもしれません。そう、空中でムーンサルトを決めてせいきにシッダーンした訳です』

・俺　　：『そっか、点蔵、それやって異常ねえのか……。何か凄すごく、点蔵との距離が遠くなっちまった気がするぜ、俺おれ……』

・十ＺＯ：『何か勝手に人格否定されたり遠ざけられてるで御座るよ……!?』

・賢姉様：『待って！　ひょっとしたらタイプミスで〝せいきをわすれた〟のかもしれないじゃない！　どうかしらこの名推理！　ほら、犯人はお前よ！　何処どこにチンコ忘れたの！　ヤダー浅あさ間ま！　アンタは心の中にメンタルチンコがあるから大だい丈じよう夫ぶよね！　オンバシラア!!』

・ホラ子：『ふうむ、まさかこの段で新たな候補が出てくるとは……！』

・●　画：『待って！　ネタを一つにまとめて！　ほらそこ並びなさい！　順に！』
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　通つう神しんの向こうで狂人どもがオンバシラを連呼しているのを聞きつつ、点蔵は思った。

　……これが世界の行き先を決める戦いの直前で御座るか。

　メアリが首を傾かしげていて本気で良かったと点蔵は再度思った。

　というかネタの中心自分で御座るよ？

　ともあれ、自分の方は、メアリが思うような事にはなっていない。

「フツーに活動出来て御座るし、逆にメアリ殿の方は大だい丈じよう夫ぶで御座るか？」

「私の方ですか？」

　と疑問されて、ふと気になりつつも、言って見た。

「Ｊｕｄジヤツジ．、自分の方にしがみついて寝て御座ったが、腕や脚とか、寝違えたようになって御座らんかな？」

　問うた先、メアリが一瞬だけ何を言われているのか解わからない顔をした。だがそれはすぐに、

「────」

　彼女が赤面し、顔を伏せ、周囲に一斉の花が散った。

　艦尾の搬出港が一瞬明るく照らされる程の光だ。自分は何となく馴なれているが、周囲の注目と何故なぜか開かれている表示枠サインフレームは追及しない方がいいだろう。

　ともあれ、波打つように舞ってきた花の束を、手の届く範囲でメアリに掬すくって返しておく。

　メアリの方も、制御が利いてない花を慌てて手で外に散らしながら、

「す、すみません、生気を吸うとかそれどころではなく、こんな事になってしまうなんて」

「いやいや、メアリ殿の方も、手指とか何ともないならそれが良う御座るよ」

　え？　とメアリが驚いたような顔をした。

「よ、良う、御座る？」

「え？　ああ、Ｊｕｄ．、良う御座ろう」

「Ｊｕｄ．！」

　メアリが笑みを見せた。何か良く解らないが、好感度上昇で御座ったのだな、と思ったと同時、彼女が言葉を作った。

「では今後寝る時、点てん蔵ぞう様にああいう風にしがみついても良う御座るのですね！」
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・金マル：『御免、何かちょっとテンゾーにイラっと来たから曲射で狙そ撃げきしていい？』

・●　画：『マルゴット、マルゴット、向こう、ほら、安あ土づちがかなりデカく見えてきてるわよ。ほら、格好だけでもそっちの方を見ておいた方が良いわよ、ほら』

・金マル：『でも何か今のイラっと来なかった？　メーやんとのズレってか、ねえ？』

・立花嫁：『少々、流れがラッキー過ぎるとは思いましたね』

・不退転：『勘かん違ちがいでも、収まるべき処ところに収まるならそれでいいんじゃないかしら』

・あさま：『というかアルマダ以降疑問に思ってるんですけど、告白から爆下がりすると思ってた点蔵君の運気が右上がりなのは、これ、メアリがいる御陰なんでしょうか……？』

・十ＺＯ：『何か偉い言われようで御座るけど、素すで解らなかったで御座るよ……！』
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　花の量が増えましたね、とメアリは思った。

　ただ、点てん蔵ぞうの言う通りだ。あれだけギュっと身を寄せていたのに、自分の手足には何の寝違えも強こわばりも無い。

　点蔵にもそれが無いのだとしたら、よくは解わからないが、これでいいのだ。

　……ええ！　そうです！

「何の問題もありませんね！　点蔵様！」

・ホラ子：『ひょっとして点蔵様が疲労回復の湿布の精霊か何かで、その養分を吸ったメアリ様が回復、点蔵様はそのままでも問題なし、という事なのでは』

・未熟者：『その可能性は僕ですら思いつかなかったね……！』

・副会長：『じゃあ無かった事にしていいんじゃないか？』

・あさま：『いえ、確かに神しん道とうでは疲労回復関係の加護を扱う神で、フツヌシやタケミカヅチ、オオクニ系がいますからね。神かみ代よの時代では湿布関係の神も末端に当然いる筈はずですよ？』

・銀　狼：『神道、いらんところまで整備が利いてませんの？』

　でも点蔵様がそうだとしたら、どうしましょう。
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「点蔵様！」

　メアリの声に、点蔵は、〝あ、スイッチ入ったで御座るな？〟と思った。

　しかしメアリは気にせず、まっすぐに声を送ってくる。

「御親族に湿布の神様はいらっしゃいますか？」

「いたらある意味凄すごいで御座るな！」

「……そうなのですか」

　メアリが肩を落とすと、少し花の量が落ち着いた。冷めた、というより、花と一緒で気分が冷静になってきたという事なのだろう。

　解らない事はあるが、今、自分達にとって大事なのは、

「──メアリ殿のテンションが高めで、良い事で御座るよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、お恥ずかしい限りですが、何かあった場合、今なら王賜剣エクスカリバーの砲撃を二度は放てると、そう思います」

　彼女が、両腰の王賜剣を掲かかげ、合わせて見せる。

　吸い付くような金属音で合致した聖剣は、その瞬間から青い流体光を帯びた。

　……アルマダの時と同じで御座るな。

　これまでもたびたび、この王賜剣エクスカリバーには救われてきたが、今回もそうなろう。

　王賜剣の手元中央側、空いた空間部分に青い炎のような光が灯ともっている。

「……王賜剣も、調子がいいのだと思います。正直、私の体調の事など、自分でも良く解わかりませんが、全ては良い形で終わってみないと駄だ目めですね」

　メアリが、そして月の方向を見た。自分はその右前に膝ひざをつき、測そつ距きよ関係の術式を展開。

・十ＺＯ：『正まさ純ずみ殿、艦尾側の準備は出来て御座る。いつでもいいで御座るよ？』
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　正純は、手元の表示枠サインフレームで全員の配置を見た。

　……どいつもこいつも、ぎゃあぎゃあ言いつつ、ちゃんと動くものだなあ。

　安あ土づちに対して左さ舷げんを見せている現在、左舷から艦尾に掛けて、空中戦を可能とする集団が配置についている。

　何がどうなろうと、対処をしていく。そういうつもりで戦術を組んだ。

「大事なのは、勝つ事ではない。──生き延びて、存続する事だ」

　これから始まるものがどういうものになるかは解らないが、手を幾つも打つ。そのために、一つ、確認しておきたい事がある。

　自分は、皆の配置が完了し、各所から完了サインが送られてくるのを見ながら、

『〝武蔵むさし〟。──一つ問いたい。貴女あなたにとって最終的なラインとは、どういうものだ』

　疑問の内容もだが、呼びかけた相手について、周囲の皆が動きを止めた。

　……だろうな。

　今まで、自分達は、自分達で戦っていくつもりだった。しかし武蔵は、〝武蔵〟なのだ。

「〝武蔵〟は防護障壁や航行管理などを行っているが、それは私達のサポートと言うより、私達と共に戦っているのに近い。だから聞いておきたいんだ」

　問う。

『〝武蔵〟。──貴女が最終的に自分を存続させたと、そう言えるぎりぎりのラインとは、どういうものだろうか』
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　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　と、武蔵は、正純の問いかけへの答えを保留し、手元の作業を進めた。

　白の茶ちや碗わんに茶を注ぎ、背後、夜空と奥おく多た摩まをバックに座っている酒さか井いにそれをサーブする。

「酒井様、──御茶が入りました。──以上」

　自分達がいるのは、武蔵むさし野の艦橋の上だ。

　酒井は椅い子すに座って、テーブルに置かれた茶碗を手に取るが、

「こんな事してる余裕あるの？　〝武蔵むさし〟さん」

「いつでも大だい丈じよう夫ぶですが？　──以上」

　じゃあ、と酒さか井いが言った。

「俺おれ、ここいて大丈夫？」

「正直申しまして、当艦で一番安全なのは当〝武蔵〟の周囲五メートル圏内だと判断出来ます。

　──以上」
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・武蔵野：『努力しているんですよ。努力を。……私達が。──以上』

・浅　草：『〝武蔵むさし野の〟、それ以上言うのはいけません。ええ。──以上』

・高　尾：『Ｊｕｄジヤツジ．、〝武蔵〟様が、かなり無茶を要求しても笑顔で応対です。それくらい武蔵付きの自動人形が出来なくてどうします。私あまりしたくないですが。──以上』

・奥多摩：『何かダダ漏れですよ皆さん……！　──以上』





●






　通神帯ネツトの流れもいつも通りだ。素晴らしい、と〝武蔵〟は思った。

　今は夜だ。そう、夜でも航行するのがこの武蔵。

　人々の大半は避難させたが、動くのに充分な人員はいる。指揮を執とる者達もいる。そして何よりも、寛くつろいでいる酒井に御茶を淹いれなければならない。

　ならば、これはどういう事なのか。即座に結論は出る。

「いつも通りだと判断出来ます。──以上」

　その上で、己は言った。

「これから生じるものが安あ土づちとの相あい対たいであると、艦隊スケールで考えますと、三み方かたヶ原はらの戦いの意い趣しゆ返しであるようにも判断出来ます。

　そして同型艦を相手にどうするかといえば、向こうは〝当たり〟上等の御様子」

　しかし、

「そうであるならば、同型艦として武蔵も判断を下しましょう正まさ純ずみ様。

　当艦が最終的に当艦を存続させるための戦術は次の通りです」

　言う。総艦長として、自分だけが言える資格のある言葉を告げる。

「安全のため、艦長式自動人形以外の総員を下艦させた上で、安土六艦と武蔵八艦中の六艦を差し違えます」

　これが最後の必勝法といえるものだ。

　勝利は約束されている。何故なぜならば、

「八対六。差し引きとして武蔵は二艦が継続します。──以上」
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　〝武蔵むさし〟は口を開いた。北から来る後発の同型艦を見据えた。

「かつて、三十年前、そしてそれ以前において、武蔵は八艦ではありませんでした。

　武蔵が八艦になったのはそこに利便があり、人口が増加したためで、今後もまた艦数は変わっていくものと判断出来ます」

　ならば、

「後発の六艦式に対し最大有利なのは、この艦数差です。

　数年では埋める事など出来ようもない〝必要〟による艦数の増加は否定出来ない差。

　生あい憎にく今回、羽は柴しば勢は安あ土づちのみでこちらと相あい対たいする御様子です。

　そして私どもは以前より明らかに性能を上げております」

「じゃあどうするんだい、〝武蔵さん〟」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は後ろからかかった酒さか井いの声に応じた。

「──六艦増設するのは手間が掛かりますので、普通に相対を頑がん張ばって下さいませ。皆様」

　言う事はこれだけだ。己は共通記き憶おくの中で皆にいつも通りの指示を出す。

　全てはいつも通り。それがために言う事がなければ、こう締めればいい。

「──以上」





●






　よし、とアデーレは自分の持ち場である村むら山やま艦尾の小型搬入港で頷うなずいた。

　……今ので、〝武蔵〟が、何処どこまでやる気があるか、皆さんにも通じましたよね。

　八艦中、六艦を失っても勝ちだと言える。

　そうして思えば、アルマダの海戦における損害など、余裕の勝利だ。

　無論、そのような事をさせるつもりはないが、今後もし、各艦が損害を受けたとしても、今の〝武蔵〟の言葉を思い、メゲずに済む。

　この辺り、今のような見解を〝武蔵〟から引き出すのは、やはり副会長が三み河かわ出身という所以ゆえんだろうか。

　だが、自分達にとっては、武蔵を守る事への後押しだ。

・貧従士：『今のがアルマダ海戦の時にあったら、自分、もうちょっと落ち着いて指揮を執とる事が出来ましたかね──』

・ベ　ル：『あれはあれで、良かったと、そう思う、よ？』

　確かに、最終的には良い結果となったのだ。ならば今回も同じに出来るだろう。

〝武蔵〟は言っていた、これは三み方かたヶ原はらの戦いの意い趣しゆ返しだと。

　羽柴勢とは、ノヴゴロドで甘く相対したが、正面からの当たりはあの夜以来だ。ならば、

「再戦、行きましょう、副会長……！」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　教きよう導どう院いん前の橋上、見れば馬鹿はホライゾン達と共に階段を駆け下りていく最中だ。

「おい、何処どこに行く！」

　途中でモタついたせいか、ミトツダイラが頭上に掲かかげてＹ字状態で運ばれていく馬鹿は、それでもこちらに振り向き、

「嫌がらせだよ！　解わからねえのか！」

　何する気だ、と思うが、最後尾の浅あさ間まが頭を下げる辺り、フォローは利くだろう。

　こちらは二ふた代よが武蔵むさし上の足場になる箇か所しよを概がい要よう図ずで確認。その上で彼女は一枚の表示枠サインフレームを差し出してきた。

「正純、何かあったらこの表示枠で知らせるで御座る。今、確認したところ、現状の武蔵ならば導線が通っているので、平均二十秒程で駆けつけるで御座るからな？」

「二代」

「何で御座るか正純」

「三み河かわの時から思っていたけど、お前、ホント凄すごいヤツだなあ……」

　言った先。二代が眉まゆを上げ、すぐに笑みになった。目のない、しかし歯を見せた、笑いだ。子供みたいな笑い顔するな、と思ったが、

「拙せつ者しやも正純の事、三河の時から買っていたで御座るよ。──三河争乱で合流出来た時、ホっとしたもので御座る。今後は難しい事考えずに済むか、と」

　それはそれでどうだろう、と思うが、三河組として通じるのは彼女だけだ。

　この後、どうなるか解らないが、上手うまく終わればヴェストファーレンへの道がつく。

　三河で示した道筋が、開かれるのだ。

　……これは区切りとなるだろうか。

　余所よそ者ものとして三河でつけた道筋に、ようやく〝乗る〟。

　これまでは世界に対し、利用価値のある勢力というくらいの位置づけだったが、今後は各国と対等な存在としてヴェストファーレンに迎えられる。

　否、まだだ。まだそこまでは至っていない。しかし、

「ここでようやく、合流で御座るか」

　二代が背を向けながら、こう言った。

「──父上と鹿か角づの様が示したものより、先に行けるかもしれぬで御座るな」

　言葉と共に、大気が動いた。風でもなく、ただ空気が揺らぎ、

「お」

　と気付いた時には、もう二ふた代よの姿が階段の下、大通りを跳ねている。

　……何だお前。

　たまに思わされるが、こちらが驚く程、難しい事を考えている。

　ある意味、彼女にとっての雑事とも言える、〝難しい事〟をこちらが担当しているのだろうか。だとすれば今、これから、その時間だ。

　自分は橋上で一人、右の手を上げた。

「総員。聞いてくれ」

　副会長として、指示を出す。
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　正まさ純ずみは言った。武蔵むさし八艦。その外と中にいる全ての皆に対して言葉を与えた。

「これより武蔵は、あらゆる手段を用いて山やま崎ざきの合かつ戦せん、およびそこから受ける敗北を、あらゆる手段と解釈によって回避し、切り抜ける」

　これが目的だ。この切り抜けを完かん遂すいし、ヴェストファーレンに繫つなげる。

　ではそのために、どうするか。手段について、自分は右の手を前に振って、台詞せりふを告げた。

「──これより、新しい歴史再現へと挑戦する！」







[image: 第七章『屋上のえろ者』]
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『武蔵むさし確認！　重力加速の準備のまま、本ほん能のう寺じ跡地南側にいます！──Shaja！』

　安あ土づち艦橋からの報告を、竹たけ中なかは安土中央前艦の艦橋屋上で受けていた。

〝安土〟がいる場所だ。食堂にいるのもいいが、ミョーな機動をされるとテーブルと椅子がガシャアとなって危険だとこのところで学んだし、えろの行き場が難しい。

　でも、ここなら空にえろればそれでいいから楽ですね──。

　だが、艦橋屋上には遊びとえろで来た訳ではない。〝安土〟とダイレクトに意見交換出来るし、やはり彼女の近くが情報の中心地となるからだ。

　食堂で三千世界を起動し、それを安土の情報処理加護や術式とリンクさせるのも、なかなかいい。が、〝安土〟の傍そばにいれば、もっとホットな情報が手に入るし、

「何かあったら、〝安土〟に直接言って終わりに出来ますからね──」

　今がもう、その時だ。

　眼前とも言える位置。こちらから見てやや高い丘の上に、武蔵がいる。

　月光を浴びた巨体は、じっとこちらを見下ろしているようだ。だが、

『〝安土〟様！　敵艦上に迎撃戦力を確認！　魔女テクノヘクセン隊を中心とした機動航空団が発進準備態勢で構えています！』
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「マズイわね」

　嘉よし明あきは、望遠術式で武蔵上の敵を確認し、懸け念ねんを得た。

　武蔵の副砲群がこちらを向いている事もだが、魔女達の姿が見えている。

　安土を待ち構え、迎撃をしようという構えだ。

　対する自分達は、何もする事が出来ない。

　安土の速度が上がり過ぎている。この状態で飛び立っても、安土に置いて行かれるか、安土の気流に巻かれ、制御が出来るようになる頃ころには敵のいる位置を通り過ぎているだろう。

　……それにこっちの魔女部隊は、数が少ないのよね。

　羽は柴しば勢にもM.H.R.R.神聖ローマ帝国側の立場にたった魔女部隊がいて、自分達や、多くは清きよ正まさの麾き下かにいる。だが羽柴勢としてのM.H.R.R.はガチ旧派カトリツクなので、魔女と言っても〝改かい悛しゆんした魔女〟であるため、あまり魔女っぽい事は出来ない。

　特に、空を飛ぶのはグレーゾーンだ。自分達が飛んでいるのも、翼があるから、という面で見逃されている部分が大きい。清正の部隊にいる魔女達も、防御系や地上戦に特化していて、移動術としての飛行はしても、長距離航行は視野に入れていない。

　ゆえにメインの空対空戦力としての航空機動団というと、どうなるかといえば、

「あれかな、キメちゃん」

　自分達、魔女テクノヘクセン部隊の横に、白い機き動どう殻かくを纏まとった男達が並んでいる。

　これも数は少ないが正式な機動殻部隊だ。空対地攻撃部隊として〝叫食シヤウエツセン〟がいるなら、

「あれは、そうね。──地対空機動殻騎士団、〝蛮族改アルトバイエルン〟」
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　またレアなの出てきたあー、と安治アンジーは思った。

〝蛮族改〟は名前の通りM.H.R.R.神聖ローマ帝国南部バイエルンの騎士団で、機動殻の高速化が進む以前から短時間の航空機動可能な機動殻を作り続けている連中だ。

　ゲルマン系蛮族であるバヴァリア族を元としているが、竜属がゲルマンの襲しゆう名めいを行っていく中、旧派カトリツクに早くから転向し、人類側のゲルマンとしての地位を保ったとされている。

　そのために彼らが用いていた装備が、航空機動可能な機動殻だ。

　竜に囲まれた土地で、かつての時代に空で戦った事を誇りにする騎士達。

　自分達から見て、技術的には何処どこかの時代で〝見下し魔山エーデルブロツケン〟とも関係があったように思えるが、M.H.R.R.旧派の騎士団は、流石さすがにそれを公言しない。更には、

「ゲルマンの時代が終わってからは、名誉装備みたいな感じになっていたのが、羽は柴しばとM.H.R.R.が協働する事でまた出番が出てきた訳ね」

　そうはいっても、地対空を必須とする戦場はあまり無い。その目的として、彼らは侵攻よりも迎撃の役目なのだ。しかも羽柴勢は極きよく東とう系であるため、航空戦力で言うと相手より上回るケースが多かったし、短時間の航空機動ならば自分達魔女部隊の方が経戦能力で上回る。

　ゆえに、彼らの持ち場は主に国境警備。特に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの国境では高空からの監視が必要なため、各地に散らばっていたのを、今回は呼集した事となる。

　何しろこれからの相手は、武蔵むさしという巨大な航空戦力だ。

　空を戦場とするが、安土を〝地面〟とするならば、地対空の戦力は有用出来る。

　短時間の航空機動でも、接近状態での勝負ならば充分なものとなるのだ。だが、

「──指揮がナリナリかー」
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　甲かん板ぱん上で機動殻部隊を前に三みつ成なりは困っていた。情報体で制御情報プログラムなのに困るというのも何だが、今は別件色々あって忙しい上に、更に人心を捉とらえなければいけないとなると超大変。

『あっ、あのっ、竹たけ中なか様の方から〝まだ出ないでね〟って言われてるので、ちょっと皆さん、そこで待機して下さい！』

　言う。手を広げて止めるように言葉を作る。だが白い航空用機動殻の面々は、

「いえ、三成様！　ここで！　ここで私達を使って下さい！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　三みつ成なり様、私どもはずっとずっと待っているのです！」

「ええ、そうです三成様！　早く私達を現場へ！　あの空へ！」

　言いたい事は解わかる。だって、見ただけでこれは心配になる。何の事かと言えば、

『あのう、皆さん、……少しは待機時間中に食事でもしてみてはどうかと』

〝蛮族改アルトバイエルン〟の面々は、航空機動用の軽量化のため、絶食状態を続けているのだ。
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・きめえ：『横で平然と知らぬ振りをしてるけど、──いつから？』

・成成成：『……確か、本ほん能のう寺じの変へんの一週間前に待機申請がありましたから、そこからだと思います。やる気のある人はもっと前からじゃないでしょうか』

・しとお：『どういう事で御座ります？』

・□□凸：『バイエルンの騎士団は対竜戦線の時代、ゲルマンのバヴァリア族の襲しゆう名めいを竜属に譲らなかったんです。で、ちょっと技術革新して地対空型の航空機動可能な機き動どう殻かくを作り上げたんですが、当然、出力は低いものだから、ほら、軽量化って要りますよね？』

・つるぎ：『ああ、機体を軽量化するより〝お前がまず瘦やせろ〟ってやつですね』

・巨　正：『一応、補足というか擁よう護ごしておくと、彼らの土地は竜属に完全包囲されてしまったため、〝餓が死しするか竜を食うか〟みたいな状況に追い込まれたのです。

　──ちょっとその辺り詳しそうな人がいるので、聞いてみますね』





●






　西の空、本能寺が空に昇り、流星群が発生しているというのを、真さな田だ領では海うん野の達が観測していた。

　彼女は山やま家が神社の神木の枝上、他よりも高い位置に座って望遠術式を展開しており、その横では望もち月づきがじっと西の空の異変を目で追っている。他、虎とら秀ひで達、竜属も、あるものは翼を使って上から、あるものは耳部を逆立てて確認していたが、

「あ、悪い、呼び出し音切ってなかった」

　静かな山やま間あいの宙に、海野の表示枠サインフレームが派は手でな音楽付きで展開した。耳を澄ませていた周囲の地竜達が仰のけ反ぞり、

『うるせえよお前！』

『山の自然を破壊していいと思ってんの!?　巫女みこだろ一応！』

『というかマナー守って下さーい』

　チ、と海野は舌打ちを隠さず放る。

「竜にマナー語られたよ」

　言って横目を送った向こう。地竜達が、まあ！　と集まり、ひそひそとデカい声で、

『聞きました皆様？　海うん野のさんったら人としてのマナーを軽視して！』

『ええ、聞きましたわ！　海野さん、昨夜ゆうべの祭で酒が飲み足りなかったからって！』

『踊りまくってる間に私達で全部頂いちゃいましたものね……！』

「やっぱりお前らか……！」

　と、声を上げるこちらに対し、虎とら秀ひでが短い手で頰ほお杖づえをつきつつ言った。

『あのな？　海野。その表示枠サインフレームは何だ？』

「ああ、清きよ正まさから。──お前らに質問だって」

　え!?　と皆が振り向く。

『僕にですか海野さん！』

『いや、俺おれにだよ清正さんからなんだから』

『おい待てちょっと虎秀さんが静かにやる気出してる！』

　清正人気高えなあ、と思うが、まあその通りだろう。機竜使いで皆の後輩感覚だった鍋なべ島しまや浅あさ野のも結構気に入られていたし、五人揃そろって四し天てん王のうもキャラが立ってた。

「いいか？　質問だけど、──バイエルンの航空機動騎士団？　知ってるか？」

　問うた先。また皆が森の上に首を出して顔を見合わせ、何人かが、ああ、と言った。

『爺じいさんから聞いた事あるわ。欧州制圧時代のアレだろ？　何かスゲーおっかねえんだって』

　そうなの？　と問い返すと、別の一人が頷うなずいた。

『何か包囲したら、ほら、ゲルマンって狩しゆ猟りよう文化じゃね？　だから包囲された狭い土地だと狩りしようにもすぐ限界で完全に行き詰まってさ』

『そうそう。だから爺さん達が〝狩猟出来ないならゲルマンじゃないぞ。ほうら襲しゆう名めいを譲らないか〟って交渉しに行ったんだって』

『そしたら、ガリガリに瘦やせた連中が爺さん達の方を指さして〝肉だ!!〟って』

「うっわ、ダイレクト過ぎて引くわ──」

『お前らの方の話なんだよ!!』

　声を揃えて言われて、今度はこっちが仰のけ反ぞった。そして彼らはまた額を合わせ、

『大体、人間って、変な装飾多いし、可食部少ねえから生いけ贄にえとかで調整されてない限りは食わない方がいいってな』

「あれ、人食うのは支配者としての威厳づけっしょ？」

『狩猟文化の頃ころは〝狩る側に供く物もつを送る構図〟で良かったけどな？　でもその後はやっぱ農耕文化なら酒だよ酒！　って爺さん言ってた！　人食っても酔わないけど酒は酔うって』

　言った連中が、何処どこかに隠していた酒の大おお樽だるを掲かかげて、

『清正さんが俺達を忘れてない事に乾杯──！』

「それは私の酒だろうが……！」

　こっちがキレると、皆が森の中に沈んで隠れる。

　チ、とまた己は舌打ち一つ。まあいいかと、通つう神しんに返した。

「今ので参考になる？」
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・巨　正：『今ので解わかりましたでしょうか？』

・ＡｎＧ：『実はスゲーレベルの歴史証言じゃない？　どーなの今の』

・□□凸：『いえ、バイエルンの方では、土地の王が姫を生いけ贄にえを要求されて困ったところに、某国の騎士団が通りかかり、それを救った事になってます』

・黒　狼：『え!?　どうしてですの？　姫を救うより、お肉の方が解り易やすいですのよ!?』

・小　姫：『Ｔｅｓテスタメント．！　姫は一回救ったら終わりですけど、肉料理は何度だっていけますよ？』

・きめえ：『誰だれかこの万年欠食連中に食事を』

・成成成：『あっ、あっ、あっ、私今、一杯一杯で……！』

・６　　：『竹たけ中なか──』

・ＡｎＧ：『平気で無理言うショーロク素敵だよ……！』

・つるぎ：『というか、今も彼ら絶食状態なんですか？』

・□□凸：『いえ、今は儀式的に準備期間中から絶食入って、任務を終えたら食事が解放されます。一応、Tsirhcツアークに帰順してますが、魔女テクノヘクセン狩りの時代に飛行する事を咎とがめられた際、〝神に対して絶食してるから飛べるんだ〟という理由付けにもなったようで。

　ちなみにそれを聞いた子供達が真似まねすれば飛べると思って絶食するのが流行はやったため、相当怒られたようで』

・しとお：『過度なダイエットは宗教になるので御座りますなあ』

・黒　狼：『というか今気付きましたけど、絶食じゃなくて断だん食じきって言いませんの？』
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　ともあれ飢えた人々を御ぎよするのはなかなか難しい。

　三みつ成なりはとりあえず表示枠レルネンフイグーアを開き、食堂のメニューを出した。

『ほ、ほら皆さん！　ここで我慢すれば、こういったものが後でちゃんと食べられますよ！』

　言うと、正面の白い騎士団が仰のけ反ぞった。

「や、やめて下さい三成様！　私達を殺す気ですか!?」

『えっ？　えっ？　今はこの〝賤しずヶ岳たけ爆発カレー〟が人気ですよ？』

「ひいいい！　三成様！　そのメニューは私達には眩まぶし過ぎます……！」

・ＡｎＧ：『ナリナリちょっと殺しに掛かってるってソレ』

　そういうものだろうか。ともあれこちらが他に出来る事は、

　……竹中様！

　敵は正面にいて、こちらは迎撃されるだけの状態だ。竹たけ中なかの判断次第で、今後が決まるが、

・つるぎ：『嘉よし明あき？　参考までに聞きますけど、現場の判断としては安あ土づちに何を求めます？』

・きめえ：『表向きに言うなら、そうね、──迎撃を避けるため、本ほん能のう寺じの跡地である大穴と丘への直進を避け、西からの迂う回かいを行って欲しいわ』

　嘉明が言っている意味は解わかる。

　……飛び込むのは、危険ですよね。

　武蔵むさしには、各国から流れ着いた魔女テクノヘクセンや、航空機動可能な武神達がいる。それは〝揃そろっていない〟が、個性と数がある。そういったものが今、こちらを睨にらんでいるのだ。

　対し、安土は今、真っ正面に武蔵を見て突とつ撃げき状態だ。

　速度があるため、今、航空機動団を出す事は出来ない。

　しかし向こうは違う。停止状態の武蔵からの砲撃を行った上で、接近するこちらに対し、一撃離脱となる航空戦を挑む事も可能だ。

　……どうする気です!?
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　現場の指揮は竹中次第だ、と嘉明は思った。

　先程、艦内ドックでの会議では、まず接近し、追撃すると彼女は言っていた。

　今、正面に、段々と壁や長城のように武蔵が見えてきた。

「タケ、かなり気分で作戦変えるから、どうなるか解らないよキメちゃん！」

　自分達は既すでに出場準備が完了しているが、武蔵側とて、同じだろう。

　今、風がきた。

　……本能寺の跡地が近いのね……。

　先程まで正面下側に見えていた大穴の闇やみは、もはや眼下寸前だ。

　後はただ、この突撃を続けるのか、迂回して相手の後ろに回るか、だ。

　前者を選べば、迎撃をまともに受けた上で、体当たりも辞さない事となる。

　後者を選べば、速度は落ちるが、敵の迎撃を逸そらし、自分達を使っての攻撃が可能となる。

「キメちゃん！　キメちゃん、どう思う!?」

「アンジー、さっき私、言ったでしょう？　迎撃を避けるための迂回進路について、私こう言ったのよ？　──表向きは、って」

　言う。

「裏向きとしては、……そうね。──竹中の指示に従うわ。面白そうだから」
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　竹中は、えろっていた。

　背後、〝安あ土づち〟がこちらの背中をさするというか高速でブラッシングして、

「竹たけ中なか様！　竹中様！　早く！　早く指揮を……！　──Shaja！」

「いやあ、〝安土〟がそんな焦るのもレアですねえ」

「いえ、普段だったらある程度はこっちで前もって調整とかいろいろやるのですが、竹中様がここにいる御陰で、私、自分の自律判断を下しにくいんですよ！　──Shaja！」

・ＡｎＧ：『邪魔？』

・きめえ：『邪魔』

・つるぎ：『二人とも、邪魔とか言ったらだめですよ。──事実は否定しませんが』

・黒　竹：『い、言いたい事言われてますよ、私！』

　まあ仕方ない。正面、武蔵むさしがこちらに向けた砲門までもが見えているのだ。

　それなのに、自分が進路変更を言い出さないので、安土はただ加速して行くだけだ。このままだと激突コースとなるが、

・黒　狼：『このまま当たるとどうなりますの？』

・小　姫：『三十秒くらいで元に戻るんです？』

・超正義：『特例がいきなり来ましたよ!?』

　相当なプレッシャーが皆に掛かっているようだ。が、これもまた仕方がない。

〝安土〟が、指揮が来ないための暇つぶしか、計算を始めた。表示枠レルネンフイグーアに安土と武蔵の位置を出し、両者の重量や大気の抵抗なども含みで激突時のパターンを計測しているのだ。

「──端的に言うと、武蔵がかなりの装甲を持っているとは言え、高加速状態の安土が艦首衝しよう角かくから激突すれば、艦体は二つに折れ、破壊出来るでしょう。角度次第では並ぶもう一艦を破壊。更に並ぶ艦も玉突き状態で打撃出来ると判断出来ます」

　しかし、

「安土も衝撃で前側三艦が速度を落としたところに、後側三艦が追突します。安土も相当の損害を受ける事となり、現在艦隊を組み替えたいのですが竹中様が指示を出してくれませんのでこのままだと左さ近こん様が激突の三十秒後に元に戻ります。──Shaja」

・ＡｎＧ：『タケエ────────!!』

・６　　：『恨むぞ』

　あー、おねーさん今ちょっと皆にプレッシャー掛けられて紙袋に顔突っ込んでるから。

　だが、〝安土〟が再度の背中ブラッシングの上で、言葉を作った。

「竹中様！　あと一分二十秒で本ほん能のう寺じ跡地から生じる気流圏に入ります！　──Shaja！」

　え？　と、えろパックから顔を上げると、〝安土〟が確かにそんな表示枠を掲かかげている。

　正面からの衝突コース。しかしこのまま加速すれば、当たりはするけど最速の最短距離だ。

「だったら勢いで抜けて下さい！」

「いいのですか!?　Shaja！」

〝安あ土づち〟の疑問の意味は解わかっている。

　彼女が出した表示枠レルネンフイグーアでは、武蔵むさしの左さ舷げんにはこちらに対する迎撃隊が組まれている。

　こちらが衝しよう角かくによる当たりを求めても、その前に攻撃を受けるのだ。

　だが、己は声を放った。

「大だい丈じよう夫ぶです！」

・□□凸：『いや、砲撃来ますよ！　こっちは高加速のまま、見知らぬ気流と丘への上昇を掛けますから、完全な対応が出来ません！』

　確かに片かた桐ぎりの言う通りだ。向こうはこちらの軌き道どうを理解しているのだから、気流の向こう側という安全圏から、離脱しつつの攻撃を加えれば良い。

　ならば安土として、ベストな選択は、

・つるぎ：『武蔵を回避する軌道をとるなら出力系に無理言って下さい！　対処します！』

・黒　竹：『違います！』

　己は息を吸い、叫んだ。

・黒　竹：『砲撃は来ますが、最低限です！　迎撃隊、特に、今見えている魔女テクノヘクセン部隊などは来ません！　そのままこちらは本来の激突コースで行って下さい！』

　それに、

・黒　竹：『当たったところでこちらは前三艦の大破はありません！　しかし武蔵は後側二艦は大破！　もう一艦くらい中破まで持ち込めるでしょう。

　──同じ六艦なら、こっちは安土で勝てます!!』
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　無む茶ちや苦く茶ちやです、と、〝安土〟は思った。

　この人は、旗き艦かんというものをどう思っているのか。六艦中、三艦が開戦と同時に中破以上の破損を受け、残りとなる後側三艦も無傷では済まないのだ。

　乗員とて衝撃を食らい、物資と共にかなりの損害が出るだろう。しかし、

「竹たけ中なか様！」

　己は確認のために問いかけた。

「激突の後、その安土で武蔵に勝てるという判断ですか!?　──Shaja！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　──今の軌道なら、向こうの左舷三番艦を貫き、その向こうの中央後艦にまで届くんです！」

　それはどういう意味か。

「武蔵の教きよう導どう院いんを開戦と同時に破壊出来ます！　──その上で戦闘を続行して、勝てない立ち回りをさせるつもりはありません！」

　竹中が前を、武蔵の左舷を指差した。

「本気で当てに行って下さい！　──そこから何が起きようとも、どうなろうとも、おねーさんが勝ちに導きますから！」
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　竹たけ中なかの言葉に、対する〝安あ土づち〟は何も言わなかった。

　竹中は、勝つと言ったのだ。何があろうとも勝ちに導くと。

　この安土がどうなろうとも、勝つと言った。その意味を今、急ぎで精査すると、

「────」

　ふと、自分の判断の中で、何もかもの枷かせが外れたと、そう判断した。

　戦闘艦は、戦闘を行うための艦だが、全ての行動は作戦に基づいて行われるのだ。ゆえに撤退戦もあれば、囮おとりとなる事も、または必要な犠牲となる場合だってある。

　しかし、竹中は勝つと言った。どれだけ破損しようとも、勝てる算段があるのだろう。

　それは、この艦と、自分と、麾き下か自動人形達への、竹中からの信頼だ。

　……ならば──。

　勝つ。

　これを、己は、竹中からの指示だと判断した。なすべきは速度を上げる事。そして経戦能力を高めるため、激突時の貫通性を上げる軌き道どうを取る事と、後側三艦の軌道を調整し、

「皆様」

　自分は、艦内および艦上の皆に呼びかけた。

「正面を御覧下さい。本艦はこれより武蔵むさしとの戦闘可能圏内に入ります。武蔵は全長約八キロ。現在は主砲、副砲も搭載した貿易艦ですが、安土はかつて一度勝利しております」

　ならば、

「〝安土〟は設定します。今回の戦闘、勝利条件は勝利そのものだと。

　──では安土全艦、どのようにでも御使い下さい。戦場が有る限り戦い続けられる事こそ戦闘艦の誉ほまれ。願わくば戦闘の放ほう棄きなど無きよう御願いいたします」

　告げて、幾つかのこれからを思い、しかし己は結論した。

「この戦闘、どうとでも、ちゃんと出来ましょう。──Shaja」





●






　安土の加速と突とつ撃げきを、正まさ純ずみは武蔵むさし野の艦橋からの報告で知った。

　安土が本ほん能のう寺じの大穴を越え、やや上昇軌道で来るため、今の自分からは左さ舷げん側と青梅おうめが遮しや蔽へいになって解わかりにくい。

　ただ、安土の軌道と加速の強さを表示枠サインフレームから見て、己はこう思った。

　……こちらの戦術を理解の上で来ているか……!?

　疑問形だが、多分、この読みは正しい。

　最大限の警戒を心掛けた上で、自分は右の手を上げた。

「ナイト！　判断を頼む！」
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　うわあ、とナイトは口を横に開いた。

　……嫌なところを任せてくるなあ……！

　正直、眼前に広がっている光景は引く。

　安あ土づちが、一気に速度を上げ、本ほん能のう寺じのあった穴に飛び込んで来たからだ。

　……無茶するなあ……！

　何しろ下は空くう洞どう。それも崩落は続行していて形状すらも定かではないのだ。

　無論、航空艦は空を飛ぶものだが、開いたばかりの大穴で、しかも夜には風が吹き込む場となれば、気流の流れによってエアポケットが生じている可能性もある。

　そこを、加速の勢いで飛び込み、更に、丘向こうとなるこちらに対し、

「激突する気満々だあ」

　言った横、同じような顔のナルゼが、わあ、と何だか楽しそうに安土を指差した。

「こりゃ向こうは勝敗ラインが違うって感じね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、戦艦乗ってると派は手でな事考えやすいんだろうねー」

　ナルゼの声にそう応こたえたと同時、自分は右の手を上げた。

　……これ、通じるかな？　どうかな？

　タイミングとしては最後になるなあ、と思いつつ、自分は箒ほうきを構えた。その上で口を開き、

「砲撃開始──!!」
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　嘉よし明あきは、見た。正面。月光を西から浴びる巨艦が、その左さ舷げんから光を放ったのだ。

「防御──！」

　叫んだ時には、安土全艦の正面方向に防護障壁が多重射出されていた。しかしこれは、

　……展開投下型！

　防護障壁として位置を固定せず、周辺環境の影響を受ける事を前提で射出するものだ。

　基本、防護障壁は空中などに位置を固定するが、それは展開時に位置を保つ分の流体を仕込まれていたり、または重力制御など見えない手で掲かかげられている。装甲側に位置制御の紋章が仕込まれているタイプもあり、今の武蔵むさしや安土などはそういったものの複合だと聞いた。

　だが、どのような方法を取っても、射出した側には被弾のフィードバックが来てしまう。

　無論、それは軽微に出来るものだ。

　先の、障壁側に位置固定用燃料を持たせれば、燃料は余分に掛かるが、フィードバックがほぼゼロに出来る。また、防護障壁が大きくなればなる程ダメージは分散され、反動がなくなっていくものでもある。

　安あ土づちや武蔵むさしクラスの防護障壁の場合、フィードバックが気になる位の打撃を受けると、自ら割れて、別のものに張り替えられるだろう。

　しかし安土は、そうなる事すらも気に掛けた。

　燃料消費を避け、速度の低下も徹底的に避ける指向だ。

　選択されたのは、位置を固定されず、ただ流体の壁として放たれる防護障壁。

　安土としても、この突とつ撃げきには専念をしたいと、そう言う事だろう。

　今、安土が放った障壁が被弾し、砕けていく。流体光が散り、破砕音と共に鉄が焦げた臭においが宙に弾はじけ、髪にしがみついては離れて消えた。

　敵の砲弾を受けているのだ。

　……行ける!?

　展開投下型の防護障壁には、一つの欠点がある。

　それは、位置制御を一切受けてないため、

「来たあ──！」

　安治アンジーの叫び通り、場合によっては、単なる流体の壁として、落下してくるのだ。
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　わああ、と甲かん板ぱん上が騒がしくなったのを安治は悟った。

　頭上、数百の単位で展開した防護障壁の内、幾つかが落下軌き道どうに入ったのだ。

　……こーなると思ったよ！

　射出時は安土の勢いを持っているが、すぐに大気に当たって失速する。その間に破壊されればいいが、残った場合は後ろにスっ飛んで行くか、もしくは、

「退避──!!」

　叫び、自分も黒姫シユバルツ・フユルステインを抱えて後ろに行く。場合によっては出遅れるけど艦外に飛び出す事も考えよう、とそう思った正面。案あんの定じよう、こういう事に不慣れな戦士団がつっかえた。

「オイイイ貴き様さまら！　ちょっと上から来てる！　来てる！　前どうなってんだ！」

「それが前からも来ていてな！　つうか昔、こういうゲームあったよな！」

「あったあった！　城に入られないようにするアレ！」

　懐かしいなあ、と皆が言って、頭上に落ちてきた障壁に気付いた。

「うわあ──！」

　自分が同情しないのは、そのゲームを知らないからだ。

・ＡｎＧ：『ショーロク知ってる？』

・６　　：『ハイスコアが９９９で終わるゲームなんて知るか』

　知ってんだ、と思ったが、頭上の落下物は変わらない。向こうでは付き合いのいい三みつ成なりが消えて逃げれば良いのに〝蛮族改アルトバイエルン〟に捕まっていて、

「三成様！　し、死ぬ前に一度、松まつ坂ざか牛の雌め牛うしのＴボーンステーキをオニオンソースのウエルダンで食べたかったです……！」

　随ずい分ぶんと具体的だが、死を前にすると冷静になるんだろうか。しかし自分が言うべきは、

「〝安あ土づち〟──!?　これマジ!?」

　叫んだ瞬間。頭上で光が割かつ砕さいした。

　皆の頭に触れるような位置で、飛来した砲弾が直撃し、砕け散ったのだ。

　数は二枚。こちらに落ちると見えていたものが、逆に自分達を守っていた。これは、

・安　土：『全て射出時に計算をしております！　無む駄だなものはありませんので、逆に下手へたな動きをとらないように御願いいたします！　──Shaja！』

　流石さすが、と小さく笑った時だった。三成の分体が一人、艦首側を指差して叫んだ。

「来ます！」

　声が何を意味するかは、解わかっている。武蔵むさしの左さ舷げん側。そこにいた魔女テクノヘクセン部隊を中心とした航空機動団が、跳ね上がるような上昇を掛けたのだ。

　こちらに対する迎撃を、このタイミングで行う。

　……ギリギリで勝負仕掛けようっての!?

　同時。先程以上の正確性と密集性で、武蔵の副砲群が光を放った。
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「──竹たけ中なか様！　──Shaja！」

〝安土〟は指揮官の指示を仰いだ。そして気付いた。

　……竹中様……!?

　眼前。屋上の縁へりに手をついて前に身を乗り出している姿がある。

　総艦長としての自分よりも前に出て、前方を視認しようとしているのは、

「……竹中様！」

「全速前進を続行して下さい！」

　当たる。もはや回避出来る位置を超えたと判断出来る。しかし指揮官が言うならば、その指揮官が勝ちを確信しているならば、

「Shaja！　──安土全艦全速前進を続行！　武蔵へと衝しよう角かく戦を挑みます！　──Shaja！」
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　対ショック姿勢の要求と、前部甲かん板ぱんにいる者達は遮しや蔽へい物やシェルターとなる艦内通路への退避を行えという、二つの指示が出た。

　その中、艦首側へ走って行く姿が一つあった。

　清きよ正まさだ。

　彼女は万が一を考えて、加速器となるカレトヴルッフを両手に分け、更には自律装甲を展開した状態で疾しつ走そうする。

　自分の持ち場は、中央前艦の艦首甲かん板ぱんなのだ。

　……竹たけ中なか様から、いざとなったらカレトヴルッフを使用するように指示が来ています！

　周囲は光と破砕と、行く先から来る圧力と音の怒ど濤とうばかりだ。正面を見ている事も辛つらいが、

「──っ」

　カレトヴルッフを加速器状態で使用。安あ土づちが受ける衝撃を甲板から得る事なく、半ば滑走するように自分は前に出た。

　直後。武蔵むさし側から放たれていた砲撃光が厚みを増した。

　副砲群の集中砲撃だけではなく、飛ひ翔しようした魔女テクノヘクセン部隊や航空戦力からの迎撃が届いたのだ。





●






　敵の攻撃の分厚さに、清正は息を詰めた。

　……これは──。

　武蔵という貿易艦ベースの艦から、これだけの攻撃が来るとは。

　先日、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようでの戦闘を行ったが、あの時と同等、またはそれ以上の集中弾がこちらに来ている。

　……しかも密度の制御が利いてます！

　手当たり次第とか、範囲的というより、均等な分散がある。更にその中で、安土の要所、特に外部知覚系の集中する艦首側や張り出し部分を狙ねらっているのが、

「厄やつ介かいですね……！」

　と、そう言葉にした時には、周囲に爆圧の突き込みが突っ走っていた。

　砲弾の作る衝撃波が唸うなり、まるで水の中のような粘った斬ざん音おんを走らせる。

　そして光だ。術式砲や流体砲の砲撃だけではなく、散る防護障壁がもはや止やまぬ雨どころか滝の真下に入ったように割れて崩壊し、こちらに被かぶってくる。

　だが、行く。前に出る。

　直後に一つの防護障壁を追い越して潜くぐった時だ。

　正面に光が来た。

　……あ。

　先程潜った障壁が〝食う〟筈はずだった一発だ。

　位置的に、こちらへの直撃コース。

〝安あ土づち〟はこの一撃をちゃんと読んでいたに違いない。ただ、自分が速度を上げ過ぎたのだ。

　だが、先行し過ぎたという事実に、戸惑ったのはまず己だった。

「……え？」

　自分では、そんなつもりはなかった。〝安土〟だってそのつもりだったろう。こちらの運動性能など、情報をもった上で余裕を残した配置で防護障壁を射出しているのだ。

　それなのに先行したという事は、

　……焦っています？

　と、そう思った時。軽く浮き上がったように見えた光がこちらに届いた。

　当たった。光が弾はじけた。それも眼下で、だ。

「は？」
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　下。清きよ正まさの足元と言える位置で砲撃が炸さく裂れつした。

　位置は、水平的には自分がいる場所だが、垂直的には真下。

　……下？

　正面からの直撃だった筈はずだ。

　何故なぜ、下で？　と疑問するよりも、答えが来た。自分の顔横、左下の方で声がしたのだ。

「危ないですよ──う！」

　左さ近こんだ。彼女が、走りながらもこちらの機き動どう殻かくの奥おく襟えりを摑つかみ、掲かかげている。

　それだけではない。足の下、低い位置を潜くぐるようにして前に出た姿があった。

　平刃型の穂先を左右に展開し、砲撃を吸収したのは神格武装〝一いちノ谷たに〟だ。

　その持ち主は、持ち上げられた状態のこちらと、高速に走る左近を軽く追い抜いて行くが、後ろ姿を振り向かせない。

　福ふく島しまだ。

　左近共々、彼女達は待機状態だった筈だが、

「竹たけ中なか様から指示がありまして、チョイと見てこいと言われましたですよう」

　福島が、しかし疾しつ走そうを止めない。こちらも左近が下ろしてくれるかと思えば、

「よっと」

　肩に担がれた。すると声がした。

『加か藤とう・清正か。前に出過ぎだ。自覚はあるか？』

「──あっ、清正先輩！　この人、元将軍様なんですけど、〝元〟っての忘れて偉そうな事言うんですが、口調以外はあまり個性ないんで気にしなくていいですよう？」

『貴き様さま……！　個性が無いとは言ってくれたな！　じゃあ俺おれが政治的に何をしていたか言って見ろ！　個性的な政策多いぞ！』

　ええと。

「各国での守護と地じ頭とうの設置を行いましたよね」

『そう！　まずはそれだ！』

「でもそれ、実は平へい氏しの時代以前から基礎があったのですよね」

「うわあ、無個性政策ですよう」

『清きよ正まさ、貴き様さま……！』

　左さ近こんがこっちとは逆から頭部装甲に張り手を入れた。

「先輩に何言ってるんですよう、鬼おに武たけ丸まるさん」

『貴様ら、人の成果を認めない風潮があるな!?』

　それはちょっと困った評価だ。だったら、と思って、

「じゃあ、問もん注ちゆう所じよの設置はどうでしょうか。これは鎌かま倉くらでの訴訟を受け付ける事務所で、後に政治から離れた司法の場となる時代先取りの政策ですね」

『うむ！　そうだ！　自分達を律する中立機関の設置！　どうだ見事だろう!?』

「竹たけ中なか様──」

・黒　竹：『あ、それ、頼より朝とも公の存命中は頼朝公に裁判を求めるチクリ所でして。更には屋敷内に設置したため毎日人が殴なぐり込んで来て別の場所に移転したんですよ確か』

「……鬼武丸さん、それが個性的って、少し同情したですよう」

『何から何まで貴様らあ──！』

　被害が広がった気がするが、平均的になったと考えた方が前向きだと思いました。

　ただ、正面からの光は連続しており、しかし、

「キヨ殿！」

　先行していた福ふく島しまが、腕を振りかぶり、一いちノ谷たにを正面へと突き込んだ。

「これが最後に御座ります……！」

　叫びの直後。飛来した弾幕の音と圧へと、砲撃光が撃ち込まれた。

　福島の一ノ谷が、吸収していた一発を前へと発射したのだ。
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　爆圧と砲撃、流体光と風の吹き荒すさぶ中に、一ノ谷の一撃が入ったのを竹中は見た。

　……どうです!?

　今、武蔵むさし側からの至近砲撃と、その狙ねらいの良さから、安あ土づちの知覚系は正面方向に効果を及ぼしにくくなっている。

　下手へたに外に知覚範囲を振れば、相手の砲撃への対処が出来なくなるかもしれないのだ。

　ゆえに周囲への検知は出来るものの、正面方向の目が塞ふさがれている。

　だが見たい。

　その欲求に対し、福ふく島しまがよく前に出てくれた。

　武蔵むさし側の迎撃がこれだけのものとなる事は三千世界の予測の内にあった事だが、自分達の目で見たいという思いが出てしまったのだ。

　急ぎ出した指示に彼女は応こたえ、左さ近こん共々、清きよ正まさへのフォローを行い、前に出た。

　相手の砲撃を喰らい、それを正しく返した。

　砲撃や散る流体の激しさに対し、福島の一撃がどれだけ意味があるかは解わからない。しかし、

　……福島さんは達人です……！

　備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いで天竜たる加か藤とう・段だん蔵ぞうを倒し、賤しずヶ岳たけの戦いで、副長たる柴しば田たと渡り合ってきたのだ。

　彼らが持つ技術と同等のものを、彼女も使えると、そう想定して指示を出した。

「砲撃の隙すきを読んで下さい！」

　達人級ならば行える技。相手の攻撃のポイントを読み、そこを突く事で、相手の体勢を変えてしまうという技術だ。

　どうですか、と思って投げた視線の先、爆発が生じた。

　飛来して、こちらを飲もうとしていた爆圧と光が、福島の刺し突とつ一発から弾はじけ、連鎖的に外へと吹き飛んだのだ。

　開いた。

　これまで爆発光と流体の音や塵ちり裂さけの支配していた空間が、福島の一撃で張り裂け、

　……夜空！

　がらんとした黒の色がそこにあった。
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〝安あ土づち〟は、眼前にあるべきものが無いのを見た。

　何も無い夜空が正面にある。

　無音と、ただ冷めた空気の広がる晩夏の夜だけが、そこに存在した。

　無い。

　欲していたものが、無い。

　ならば自分達が求めるものは、

「左さ舷げん傾注──!!」

　己は、正面を見たまま、艦体の知覚系から悟ったものを叫んだ。

「左舷、武蔵確認！　重力加速航行で東方向へ加速中！　──Shaja！」
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　やはり、と竹たけ中なかは思った。

　今、自分達がどうなっているかは解わかる。

　かわされたのだ。

　武蔵むさしは、こちらに対して迎撃戦を行うと見せかけ、仮の砲撃を行いながら様子を見た。

　そして衝突すると解ったら、弾幕の陰で溜ためていた重力加速で一気に離脱した。

　逃げられたのだ。

・ＡｎＧ：『何!?　相手の航空機動団、飛んだじゃん!?』

・きめえ：『違うわ。弾幕に高さを与えるため、垂直上昇してこちらに砲撃。多分、その後は元の位置に着地して離脱する武蔵に振り落とされないようにしてる筈はず』

　何故なぜ、そのような事をしたのかは、既すでに思考した通りだ。

「武蔵は、迎撃戦を行うと、そう見せかけなければならなかったんです……！」

「何故です、竹たけ中なか様！　何故──」

「武蔵の戦術です！　左さ舷げんに航空機動団を主とした戦闘部隊を見せつける事で、こちらの突とつ撃げきに対する迎撃準備が出来ていると示じ威いしたんです！」

　その狙ねらいは一つだ。

「迎撃に対し、こちらの足を緩まさせ、本ほん能のう寺じの跡地を通過出来ないようにさせる事！　そしてこちらが迂う回かいしている間に、自分達は東へと逃走するつもりだったんです！」

　何故、そのような事をしたのか。己にはよく解っている。

「聖せい譜ふ記述では、本能寺の変へんが起きた後、松まつ平だいら勢は明あけ智ち勢の攻撃を受けないように急いで本拠三み河かわへと伊い賀がの山間部を抜けて撤退します。──通称〝伊賀越え〟！

　これは三み方かたヶ原はらの戦いと並ぶ松平勢の〝危機〟とされますが、武蔵は、私達を明智勢に見立てて、それをここでやろうとしているんです！」

　伊賀越え成立の条件は二つある。

「一つは、本能寺の変が終了している事！」

　もう一つは、

「明智勢に追われた松平勢が、三河まで無傷で到達する事！」

「では竹中様！　武蔵に対して私達が出来る事は──」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と己は応じた。オーバーシュートする安土の艦橋屋上で正面を向いたまま、左となる東の空に手を振り、

「東！　武蔵へと転進して追撃します！　──武蔵が三河につくまでに、一撃でも入れれば伊賀越えは不成立となります！」

　言っている間に、大気が分厚くなった。

　既に通り過ぎようとしている大穴。本能寺が引き抜かれた事で生じた崩落から、こちらを引き込むような後ろ向きの夜風流が巻いてくる。

　来た。

　安あ土づちが、軋きしみを上げた。

　金属が歪ゆがみ、フレームが軋むのが、艦橋上の先端とも言える位置にいると解わかる。

　明らかに、安土全艦が、前から後ろへと数十センチ単位で引き延ばされた。

〝安土〟が手元に表示枠インシヤ・コトブを出すのが見える。その中で示されるのは、各艦、各部の管理者が、艦体のストレスを隔壁扉の操作や液体資材の開放などによって抜く承認で、

「全速で抜けます！　──Shaja」

　一瞬。耳が聞こえなくなったと同時。

　……おお。

　風が周囲から消えた、と己は思った。

　厚を、安土が強引に切り抜け、乱れた風が周囲の気流との干かん渉しようを生んだのだ。

　前に出る。既すでに左手方向へと艦尾を見せていく武蔵むさしを見据え、

「追って下さい！　このまま加速状態を保って南に抜けた後、武蔵を追撃して下さい!!」

　こんな状態が続くのはあと数秒。それが解った上で、己は指示を出す。

「どのような手を使ってもいいから、食らいついて下さい！」

　ここからする事は決まっている。

「追撃戦です！」







[image: 第八章『サーキットの地名娘』]











●






　武蔵むさしの離脱は一瞬だった。

　上にいた者達は武蔵の重力制御によって引き剝はがされる事を免まぬがれたが、やはり許容出来ないレベルでの揺れがある。

　その余波を食らって足が浮いたり、宙を流れ始めた者達は、確かにいる。

　武蔵の加速の影響を受けるため、多くは転ぶような動きから、艦尾側へと落下する形になっていく。

　魔女テクノヘクセン部隊ですらも、何人かはそのような状態になった。

　彼らに対しては、慌てて周囲の者が手を取って引き揚げたり、または自分自身で各所に補強や加速時用のフックとして張られた牽けん引いん帯たいやロープを摑つかんで難を逃れる決まりだ。

　しかし、迎撃のために身体からだを浮かせ過ぎていた者達は、摑むものがない。一応、高所作業が常の武蔵住人として、落下速度を制御する術式はある。だから、落下状態になった者達は、どこか建築物や牽引帯に着地出来ないならば、

「さらばだ皆！　俺おれ達の戦いはここまでだ！」

「ああ、さらばだ！　だがよく考えたら落下後の集合地点を打ち合わせしてない！」

「あ、そういやそうだ！　マジでさらばだ！　うわあ──!!」

　などと連絡や打ち合わせの不備が高速の中で流れて行くが、そこに飛び込んで来る者がいた。

　青の武神。犬型のテクスチャを持っているのは、

「里さと見み生徒会長の〝義ぎ〟か！」
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　義よし康やすは、久しぶりの航空機動を淡く楽しんでいた。

　既すでに戦闘はスタートしているが、自分の今の仕事は武蔵各艦を行き来し、艦尾側に落下する者達へと救難のロープや術式を渡していく事だ。

　ロープは細ほそ紐ひもで、両端にフックがついたもの。高所作業用との事で、長さ二十メートル程の束でチューブ状の袋に入っているものだ。

　だが、出場する際、〝義〟の手で、袋からこれらの取り出しをして見せたら大いに引かれた。

「武神の場合、フツーは専用のストッカーに入れて取り出すよ？」

　指先が器用だという捉とらえ方で良いのだろうか。

　同じように渡していくのは、落下制御術式へのパッチとなる追加術式で、武蔵の甲かん板ぱんへの落下をする補正術式と、いざという時のための防護障壁展開術式だ。前者は艦尾側に落ちるのを防ぐが、後者は空中に足場を作るのを目的としている。

　無論、後者の場合、水平の足場ではなく、落下を止めるための壁を作るので、ちょっと扱いが難しい。こちらで防護障壁を作るのだが、馴なれない内は落下者と障壁の間を広くとってしまい激突する。落下していく者達は回転運動に入ってる事もあり、つまりは、

「ああ！　里さと見み生徒会長！　有り難うぐあああああああああああああ！」

「ははは！　お前、何を障壁に当たっているんだぐああああああああ！」

「おいおいお前ら下手へただな！　俺おれは大だい丈じよう夫ぶです里見生ぐああああああ！」

　三連はちょっと遺い憾かんであるな、と思ったので、次からは面倒くさがらずにもっと寄る事にした。

　だが、武蔵むさし住人ですら吹き飛ばされる程の瞬間的加速というのは、珍しい。

　そんな無理が出来たのは、基本船せん殻かく部ぶの大半と、表層部や戦闘には不要なブロックをパージした上で、フレームを補強していたからだろう。

　安あ土づちが接近するまで、左さ舷げん側の重力航行システムは半ば閉じた状態にしていた一方、内うち舷げん側や中央艦、右う舷げん艦は加速器を展開の上で後ろへと回していたのだ。

　それを一気に機動させると同時に、加圧した。

　弾幕も何も、全てはこの離脱の隠れ蓑みのだ。

　速い。

　オーバーシュートした安土を振り切り、行き先は東南。京きよう郊外から三み河かわを狙ねらう。

〝伊い賀が越ごえ〟の歴史再現にするのだ。
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〝伊賀越え〟か、と義よし康やすは思った。

　本ほん能のう寺じの変へんの後、堺さかいに来ていた松まつ平だいら主力だったが、京きよう都とに行く途中で本能寺の変が発生。明あけ智ち勢や一いつ揆きの攻撃を恐れ、伊賀山中を通る事で三河まで撤退したという案件だ。

　これは記録としては不確かな部分も多い歴史再現だが、明智勢となっている現状の武蔵を松平勢に戻すにはいい歴史再現だと思う。

　上手うまく三河まで逃げ切れば、伊賀越えが成立。大おお枠わくとしては、そこで明智勢ではなくなったと明言し、羽は柴しばの追撃を無意味なものとするのだ。しかしそのためには、

「急がねばならない訳か」

　先程から、武蔵が段階的に速度を上げていく。

　今や、艦間を移動するのにも、輸送艦クラスの大きさを持った上で牽けん引いん帯たい使用か、自分の〝義ぎ〟のような、武蔵の高加速に遅れず済むタイプの機体持ちに限られている。

　航空機動団として用意された連中では、特とく務む隊や役職者達。戦闘には従事しないが、救難補助で出で張ばってきた配送業者の実力者達、と言ったところだ。

　基本船殻部を抜き、人員はかなり少なくなったが、少数精鋭化をしていると考えていいだろう。この辺りの用意を見るに、

　……本ほん能のう寺じの変へんに入る前から、想定していたな？

　基本船せん殻かく部ぶを抜くだけではなく、人員を整えていたと言う事だ。

・義　　：『武蔵むさし代表委員長、お前が人員の手配をしたのか？』

・長安定：『指示は副会長で、私がしたのは、まず各委員長に人員の推すい薦せんと出場伺いを出させるようにした事や。それで残るかどうかは自由裁量で、そこから何が出来るかの精査と補正が私らの本当の仕事やな』

・義　　：『人員豊富な教きよう導どう院いんはいいなあ……』

・長安定：『仕事がひっきりなしに来てキレるで？　──里さと見みにいた時、暇な時は釣りでもしてられたが、あの方が余程ええと思うわ』

　そういうものか、と思うが、お互いにそういうものかと思う部分だろう。

『と』

　視覚素子に重ねた表示枠サインフレームを見るに、特とく務む達の方が、先に細かい部分を回り終えていた。

　自分がする事は終わったが、まだ状況は続く。

・副会長：『救難は終了したな!?　ならば武蔵、加速状態を続けてくれ！』

　……まだここから、速度を上げるか。

　こうなると、艦外戦闘は砲撃か、もしく自分クラスの高出力機体の出番だ。

　明らかに己の出場を願っているのは、未熟だろうか、どうだろうか。

　だが、ここから先はどうなるか。逃げ切って欲しい、とは思う。自分としても、武蔵がこれからの未来に対し、何をどうしていくかは、参加する側の一人としても興味があるのだ。

　行ける、とは思う。

　敵である羽は柴しば勢は、先程派は手でにオーバーシュートした。こちらに激突する事を望んでいたのは天晴あつぱれだが、武蔵側が撃ち込んだ弾幕に惑わされ、武蔵の離脱についてくる事が出来なかったのだ。

　艦尾側にはもう安あ土づちがいない。まず東へと加速する武蔵にとって、背後となる西よりも南の空。奈な良らの狭い平野の方へと上昇軌き道どうで舞い上がっている。

　もはや進路は完全にズレた。ほぼ垂直に交こう叉さしたと、そう見える。

「ならば戦わずして、ここは勝利するか……！」

　と、言葉を作った瞬間だった。眼下、南東側にある右う舷げん三番艦を中心に、警報の音と赤い表示枠が連続して立ち上がった。

　警告だ。

　……何？

　今、加速による逃走劇が成立したというのに、何を警戒する事があるというのだろうか。

『何が──』

　と〝義ぎ〟の視覚素子を、武蔵側の知覚情報と連動する。

〝義ぎ〟は武神だが、それでも武蔵むさしから来る情報を完全に処理する事は難しい。ゆえに解わかり易やすく視覚系だけを三色分解で抽ちゆう出しゆつする。

　光量増幅による暗視化はこちらの手元で行うとして、元解像度と視界の広さには恐れ入る。しかしこれよりももっと広大かつ深い情報を扱う艦長代理が武蔵にはいるのだが。

　……その正体は湯屋の女将おかみだ……！

　武蔵は人員の個性がどうも変だと思う。

　だが、警告の示すものが何かはすぐに解った。解像度が集中して密になっている場所があるのだ。

　安あ土づちだ。

　六艦からなる戦闘艦の先端。三艦の艦首が、今、夜気にも白い霧のラインを引いている。

　その棚たな引びきはしかし、安土が飛び込んでいった北から南へと延のびてはいない。

　安土がやってきた北から、

「こちら側となる東へ、か……!?」
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　鈴すずは、安土の動きを読んでいた。

　上昇軌道にある武蔵の同型艦は、しかし緩やかに東方向への旋回を開始しているのだ。

　……加速器の片面展開！

　武蔵も急速旋回やドリフトを使う時には行う技だ。

「鈴様！　安土の動きは──」

「側転ドリフト！」

　即答した。

　無論、確証がある訳ではない。だが、巨大艦を扱っていれば解る事がある。どれだけ大きく重い艦体だろうと、高速旋回をするにはコツがあるのだ。

　……サイドキックする事！

　ドリフトだ。

　基本的には、艦首側で急激な制止運動を行う。

　そうすると前に慣性重量が行き、前が重くなると同時に後ろが軽くなる。前は重量故に進路を外さず、グリップをしたまま軌き道どうを行くが、重さを失った後ろ側は先端側を中心軸とした旋回運動に軽く振られ、〝尻しりが滑る〟ようなドリフトが出来上がる。

　あとは大きく外を回ってくる後ろ側に対し、前側をどう処理するかで軌道と速度が大きく変化する。

　安土はどうするだろうか。

　……勢いつけて、こっちを追ってくる、かな？　それとも行き過ぎた速度を落として、こっちを追ってくる、かな？

　側転型のドリフトだが、どちらだろう、と思った瞬間だ。思わぬ処ところから答えがきた。

・蜻蛉切：『側転ドリフトの高速回転が、高速回転で来るで御座る！』

　何か言ってる意味がよく解わからないけど断片的に理解出来たからいいか、な？
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〝義ぎ〟を青梅おうめの後部艦橋上に着地させ、義よし康やすはそれを見た。

　安あ土づちの側転だ。

　それも、単なる側転運動ではない。

　……艦首側を滑走させるドリフト式か！

　単なる側転の場合、回転の軸となる艦首側は側転の真下に入った状態でその座標を止めて動かなくする。人が側転する時、ついた手を動かさないのと同じだ。

　だが、安土はそのセオリーを破った。武蔵むさしを追ってかわされた軌き道どう上、北から南方向への上昇軌道から、艦首を東へと捻ひねり、そのまま、

　……ついた手をこちらへと滑走させる……！

　武蔵から見て奥となる左さ舷げん、一番艦の艦首が最も速く下に落ちた。続いて中央前艦、そして、右う舷げん前艦が一番遅いが、位置としては一番手前の空に艦首を突き立てる。

　それら三艦は自分を停止しない。三本突き立った柱よろしく、こちらを追って地表すれすれの空を高速で滑走してきた。

　そして前側三艦の艦尾を追うように、その尻しりにつく後側三艦が空を回った。

　倒立する。

　全ての勢いは、天上に振られる三艦の艦尾に集中する。先端が重いハンマーや武器を振るのと同じだ。手元側がさほど力を入れなくても、艦尾側は自じ重じゆうと勢いで空に振り回され、

「お」

　見る視線の先で、安土の前三艦。真下を向いていた艦首が、空に引かれた。

　突撃の勢いで、艦尾側を空に振り回しているのだ。艦尾の持つ慣性に引っ張られて、前三艦が浮き上がり、やや後ろへと引き揚げられる。

　だが、前三艦はそれを許さなかった。

　滑らせていた艦首側を更に加速し、引き揚げられながらも、前艦と後艦の間を上から二つに浅く折ったのだ。

　これまで前艦が引っ張っていた力が、折り目を作られた事で鋭角になる。

　後艦の艦首側が、一瞬空中で止まり、逆に後艦の艦尾が前に出た。

　結果として、安土が三組の前後艦で〝[image: ]〟の字を三つ重ねた。

・あさま：『あれ？　あれちょっとマズくないですか？』

・○べ屋：『あー、縦の動きじゃないけど、牽けん引いん式の輸送艦であれやるとマズいよ。前側の船を後ろ側の船のお尻しりが追い越しちゃうんだけど、連結部分で前側の船が後ろ側に引っ張られちゃって制御利かなくなるんだよね』

・労働者：『連結式の荷車でも、現場にスロープのコーナーがあると陥りやすいな。後ろの荷台が滑って前に出て、こっちが逆に振り回されるんだ。何度か給金無しになった事がある』

　だとすれば現状の動きは失敗か。

　安あ土づちはこちらを追おうとして、自爆したと、そう考えていいのだろうか。

　だが、異を唱える声があった。

・ベ　ル：『違う、よ……！　二ふた代よさんが言ってた、通り！』

　艦長代理が、危険を促す声でこう言った。

・ベ　ル：『高速回転が、高速回転する、の』

　それはつまり、どういう事か。現状の動きを武神の視覚素子で見ていた己は、安土の前艦が引かれて浮き上がっているのを改めて確認し、

・義　　：『途中までは前艦主体の高速側転で、そこから後艦主体の高速側転にするのか！』





●






〝安土〟にとって、この艦隊運動は完全な〝失敗〟だった。

　セオリーとして見た場合、側転という機動自体があり得ないが、それについては今までに幾度か行っている事もあり、良しとする。

　問題なのは、側転の際、勢いがあり過ぎて後艦が前艦を追い越していく事だ。

　人間で例えるなら、側転の加速がつき過ぎていて着地に失敗。腰や足から先に地面に激突する状態だ。

　今がそうだ。安土の艦隊はバランスを崩くずして落ちていく。

　今回は〝[image: ]〟の字なので、足先から前に落ちる動きだろう。

　つまり失敗だ。

　しかし、それは人間や、通常の機動で捉とらえた時だ。

　今、自分達は大地のない夜の空を機動しているし、人の身体と違って前艦も後艦もそれぞれ個別で機動が可能なのだ。

　前艦と後艦、三組全てが横並びに〝[image: ]〟の字になった。

　この状態から正解を導く方法は一つだ。

「……中途半端に前下を向いた前艦を、振り子として後ろへと振ります。──Shaja」

　前艦は引き揚げられ、後艦も天上へと振り回されているため、下のクリアランスはある。

　後は前艦を連結部から後ろへと振り、〝[image: ]〟の字を〝＼〟の字にして、

「行きます！　艦尾を主体として方向転換を兼ねた高速側転ドリフト！」

　言葉はそこで終わらない。為なすべきは、それでは足りないのだ。

　武蔵むさしの方に艦首を向け、追いつくための軌き道どうを取るには、

「連続三回転、行きます！　──Shaja！」





●






　鈴すずは、口を横に開いた。

　安あ土づちの機動が、自分達よりも無茶をしたからだ。

　……さ、三回転!?

　背面宙返り一発と比べて、どれだけレアだろう。

　だが、蹴けり足のように前艦三艦を後ろに回し、安土が艦尾側を前に投げ出してきた。

　側転だ。

　本来は艦首側を地面に向けるが、最初の回転から続いたため、手をつくような軌道で三艦の艦尾が地面に回って行く。

　そして代わりに、前側艦が空へと振り回された。

　後側艦よりも軽い前側艦は、鞭むちのように跳ねて空へと霧の尾を引いた。

　そこで何も終わらない。後艦側も再び後ろへと蹴り足とするような滑走をつけ、コンパクトに、しかし回転速度を落とさない側転が連続した。

　一回、二回、と自分は安土の模も造ぞうを先回りで回し、二つの事に気付いた。

　一つは、回転を入れるたびに、安土の軌道がこちらを追うものになっているという事。

　もう一つは、回転の順番からして、

　……これ、速度をつけて武蔵を追うためだ……！

　安土は最後に、勢いのついた艦首側を前に投げるつもりなのだ。
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　義よし康やすは、関東解放時に見た安土の側転と、これが違う事に気付いた。

　……最初の半回転分、ズレた動きになるぞ……！

　基本、巨艦の側転は、勢いのついた艦体を制止させるために行うものだ。

　進行方向に艦尾を向けて伏せるように着地し、後ろへと滑ろうとする全体を加速器による前進力でブレーキングする。

　しかし、それに半回転追加して、進行方向へと艦首側を投げたらどうなるか。

「艦隊全てが、前へと発射される事となる……！」

　その通りの事が、今、南西の空で生じていた。

　連続で側転機動をとった事によって、夜の空に気流が走り、波打つような白い霧雲が展開している。そして宙を回る安土は、三回転半を確かに決め、

・ベ　ル：『来る、よ……！』

　車輪のように軌き道どうを補正した安あ土づちが、武蔵むさしの後ろに到達する軌道を取った。

　南西側から、こちらの進路に乗ろうというのだ。

　今、空の直上、月よりも高く見える位置から、安土の前側三艦が投げ出されてきた。

　それは空中で伸び上がり、今回は側転運動の降下をしない。

　艦底を見せつけ、白の霧雲を各艦左右に割りながら、南西の空から黒と赤の巨影がこちらを見つけて追ってきた。

「来るぞ！」

　眼下にて、武蔵上から背後の空を見ていた者達が叫んだ。

「〝伊い賀が越ごえ〟を阻そ止しに来やがったか！」
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・副会長：『うーん、ちょっといろいろ思案したい』

・ホラ子：『どうしたのです正まさ純ずみ様！　ここから追ってきた連中に正純砲で正面からカウンターパンチ！　相手は脱力の余り追撃不能となるでしょう。違いますか！』

・副会長：『……私にそんな力があったら三み河かわ争乱は違う形になってたろうなー』

・●　画：『アンタ、三征西班牙トレス・エスパニアの襲撃時にそれやったの忘れたの？』

・貧従士：『というかどういう事なんです？』

・未熟者：『相手を動かそうとしたら、動かされたのはこっちかもしれないと、そういう事だね？　ヅカ本ほん多だ君』

・銀　狼：『最初の突撃ですわね？　──こちらは迎撃を見せつけて安土を迂う回かいさせようとしたんですけど、安土がまっすぐ来たため、〝伊賀越え〟に向けた離脱の動きをしなければならなくなりましたの』

・十ＺＯ：『それでいて、安土はオーバーシュートでリタイアせず、こっちに食らいついてきた訳で御座るから、──この流れは、安土側が仕組んだものではないか、と？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だ。向こうは竹たけ中なか・半はん兵べ衛えが指揮を執とっていると思うが、以前に関東で議論した時を思うに、こういう状況に合った人材だろう』

・立花嫁：『……こういう状況、とは？』

・副会長：『〝ハイダメージ・ハイリターン〟。どんな犠牲を出しても、勝てば良いと、──羽は柴しば勢の現状にとっては最適な方針だ』
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　面倒な話さね、と直なお政まさは武蔵むさし野の機関部に入りながら口笛を吹いた。

　お？　と振り返る皆は退避せずの残留組だが、流石さすがに数が少ない。逆に言えばこういう時にこそ残るベテランばかりだが、機関部を渡る橋上から泰たい造ぞうが苦笑した。

「──副会長の御お嬢じようちゃん、仕掛けた見世物を見破られた、ってところだな」

「泰造爺じいさんもそう思うさね？」

　ああ、と言ってる間に、左右舷げんから金属の駆動音が連続した。重力加速器が向きを変え、直進性を高くしたのだ。

　これまでは加速器の先端が内側にやや向いていたため、密室である機関部内には流体光や熱が散っていた。が、今度は逆にそれらが外に引き出されるようになり、風が生まれる。

　冷えるさねえ、と呟つぶやいて、自分は機関部内をスライドし始めた各機構や制御部を追っていく。

　管理は上から見た方が楽だが、制御は結局のところ確認が必要だから実機に触れて行わなければならない。

　自分はまず、内部に仕込まれた予備加速器が外の加速器の動きを支えるために表に引き出されて行くのを担当する。

　操作場所は不動の中央基部。己は幾つかの表示枠サインフレームの確認と許可を与え、

「……ちと、加速が速過ぎたさね？　見破られるってこたあ」

「否、安あ土づちの野郎、全くビビる素振り見せなかった。あれは初めから決めていた、って事だ。もしもこっちが迎撃で飛べる連中出しても、恐らく向こうの指揮官は何か理由つけて突とつ撃げきを敢かん行こうしたろ」

　つまり、

「こっちが動くタイミングを遅らせてたら、今のように直線じゃなく、チョイと傾けて激突されたかもしんねえ。こりゃあ鈴すずさんのいい仕事だな」

　おやっさん、と、他の班長が手を上げた。

「どうすりゃいい!?　人数少ねえから先が解わかるなら頼む！」

「まっすぐだ馬鹿野郎。まっすぐが一番速度出るんだからな」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　と何人かが手を上げ、レンチを担ぎ、各可動部のクリアランスを空けるように制御系の動きを先行確定していく。自分の方もなるべく中央を空け、加速器の邪魔になるような動作は避けるように調整。その後からは、外部環境や要因に合わせて刻々と変わる出力系の調整だ。術式の補助も得ながら、常に出力のピークラインを保つように各部の圧力を締めたり、緩めたりを行っていく。

　作業をしていると頭も冷える。自分は、表示枠を見て、正まさ純ずみ達の議論に苦笑した。

　……まあ、警戒があるのはいいことさね。

　しかし、

「あまり不要な頭使うんじゃないよ馬鹿」

「確かにな」

　と泰造が言った。

「切り抜ける事を考えても、傷を負った時点で負けたような気になっちまう。

　生きていれば御おんの字、そのくらいでいつも考えとくのが武蔵の暢のん気きってヤツだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だが泰たい造ぞう爺じいさん。──追いつかれると思うかい？　安あ土づちの側転は基本的に軌き道どう修正だ。コンパクトな回転で突とつ撃げき時の速度を保とうとしても、先行したこっちに追いつくには三み河かわより向こうじゃないと駄だ目めだろうさ」

「だったら俺おれの言う事は一つだ。──追いつかれなかったら御の字。そうだぜ直なお政まさ」

　言われて、やや考えてから直政は肩をすくめた。

「じゃあなるべく努力はするさね。鈴すずも上で上手うまくやってるが、敵だって同じだろうからね」

　後はまあ、気になる事と言えば、

「欧州から離れる軌道だけど、そこらへん、どう見られてるんかねえ？」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは一息をついていた。

　外だ。御菓子の家の前、丸木の椅い子すに座って、カップに入った白さ湯ゆを口にしている。

　夫は御菓子の家の窓から乗り出すようにして、やはりカップを手にしていて、

「──どうなるのかな、人狼ルウガルウさん」

「Ｔｅｓテスタメント．、ここでの決着が、人類の勝敗に関わる……、と、そこまで短絡には考えてはいませんわ。ただ──」

「ただ？」

　そうですわね、と己は応じた。そして、別に今の時間と場所、相手は、厳密な答えなど出す必要なんてないのだと思い直す。

　……別に副長の立場でもありませんものね。

「ここに来てるのは、納な屋やのものもありましたけど、気楽な場所だからですものね」

「そうだね。大体、僕はあまり難しい話、出来ないよ」

「貴方あなたは私の話を聞いてくれますし、貴方の話や私の話をして下さいますの」

　その自然な事が、どれだけ大事な事か。

　しかし最近、ちょっと難しくものごとを考えるクセがついているのかもしれない。

　故に、御菓子の家の壁に手を伸ばし、

「一つどうですの？」

「あ、白いのいいな」

「あら、今回はちょっと捻ひねりますのよ？」

　と、立ち上がってウエハースの外壁を外し、剝はぐようにして二枚に取る。その上で板チョコを一枚取って、ウエハースの間に挟み、

「はい」

　と一回両手で挟んで圧縮。押し込んで生まれた熱によってウエハースとチョコが圧着され、

「武蔵むさしで売っていた〝驚きよう嘆たん武将チョコラトル〟、貴方のシールがハイ螺ら鈿でんだと教えて貰もらって頑がん張ばってみましたけど、出ませんでしたのよね」

「あ、じゃあこれ」

　と、夫が窓の内側に一回下がり、戻ってきて差し出すのは財布だ。二人の共用財布とは別の夫用で、視線で窺うかがうと「いいよ」と笑顔で言われる。

　長財布。革細工の装飾は月と狼おおかみで少し赤面してしまうが、札入れとは別の、非常用の符ふなど入れるポケット部に、

「あら」

　スーパー螺鈿のシールで、二頭身の自分がいる。

「いつですの？」

「人狼ルウガルウさんがネイトと体育の授業で追いかけっこしてるのを、多た摩まから見ながら？」

「まあ、あの時は下に潜ったりで、よく解わからず輸送艦で武蔵むさし艦橋を殴なぐってしまったものですけど、──あらまあ。何ですのこの裏面説明の最後に〝エロいぜカーチャン！〟って」

「格かつ好こ良いよね」

　言われてしまうと笑うしかない。

「これは私も、今度武蔵に行ったら本気を出すしか有りませんわね」

「ネイト達のもあると思うよ」

　ウエハースとチョコの板挟みを手にしながら、彼が言った。

　白に挟まれた黒の色。それを西に随ずい分ぶん傾いた月に掲かかげ、

「きっと、僕達は凄すごく幸福な事になってるんだと思う」

「ネイト達は大変ですけどね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼が頷うなずいた。

「でも、ネイト達が何故なぜ戦っているかを考えたら、僕達は幸福なんだ」

「私達が、お互いの事を忘れてしまうかもしれませんのに？」

「多分、忘れても、間違えないと思う。少なくとも僕は人狼さんの事を」

　まあ、と窓から顔を出す彼に唇を重ね、己は言った。

「外から取られないように、じっと貴方あなたを捕ほ獲かくして、その時を待たないと駄だ目めですわね」

　そして、己は彼と共に東の方へと視線を向けた。

「──さあ、誰だれも彼も、気にせず争いなさいな。いろいろなものが失われるとしても、貴女あなた達のやろうとしている事は、多くを遺のこすためのものなんですのよ」
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　清きよ正まさは、安あ土づち中央前艦の艦首に立っていた。

　背後、周囲を警戒する左さ近こんがいて、横には武蔵の方を見据えた福ふく島しまがいる。

　今、武蔵からの砲撃は来ていない。既すでに速度勝負になっているせいもあるが、副砲群などがこちらを完全に向いていないのは、

「副砲などを発射した際に生じる影響や、出力の変化を避けているので御座りましょう」

「こちらからの攻撃は、届きますか？」

　距離としては十二キロ程度空いている。砲撃は届く距離だ。だが、

「お互いが更に加速を続けておりますし、実のところ、三み河かわ方面に行くため、やや進路が曲げられて御座ります。撃ったところで、こちらもやはり影響があるもので御座りますし、追う側としてはまだ砲撃圏内では御座りませんな」

「でも、一発でも当てないと駄目なんですよう」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己が頷うなずくと、表示枠レルネンフイグーアが顔横に出た。

　見れば映っているのは三みつ成なりだ。

『通つう神しんにて失礼します、三成です。ちょっともう忙しいのと、別件に大半回しているのでそっちに身体からだ回せないんですが、清きよ正まささん大だい丈じよう夫ぶですか？　大おお谷たに君いりますか？』

「いらないですよう」

・超正義：『何か今、酷ひどい事言われましたね!?』

・黒　竹：『──あ、三成君！　用意が出来ましたから中央の整備部に御願いしますね？』

　向こうも向こうで忙しそうだ。だがこちらに三成がわざわざ顔を見せたと言う事は、

『これから私達は全てを山やま崎ざきの合かつ戦せんの成立に向けていくものです。清正さんのカレトヴルッフはあと一発の残弾ですが、いつでも放てるように準備を御願いします。場合によってはここから先、独自の判断で撃って貰もらうかもしれませんので』

「さっき、福ふく島しま様が相手の迎撃となる弾幕を晴らした時、撃ち込んでしまえばよかったかもしれませんね」

　今思えば、あれが武蔵むさしを一番近くに捉とらえていたタイミングだった。

　自分の思おも惑わくとしては、迎撃の中、カウンターでカレトヴルッフを叩たたき込むつもりだった。福島が来たのも、〝一いちノ谷たに〟を利用した一発で、こちらの射界を開けるためだ。

　だが、武蔵は自分達の動きを読んだように離脱をしていた。

　その事に気付き、武蔵がどの方向に加速しているのかを確認してしまったが、あの時、カレトヴルッフを即座に放っておくべきだったのだ。

　……私の悪いクセです。

　防御的な思考と言って良いだろう。つい、相手の出方を見てしまう。

　こういう時、福島ならば違ったろう。即座に攻撃の判断をつけ、今もうすでに武蔵側の〝伊い賀が越ごえ〟を止めた後の展開を得ている筈はずだ。しかし、

「キヨ殿」

　福島が言った。

「──撃つべき時に撃つより、当てるべき時に当てる、それでいいので御座ります」

「先程のは──」

「拙せつ者しやは撃つべきで御座りました。しかし──」

　しかし、

「あれはキヨ殿の当てるべきタイミングでは御座りませんでした。キヨ殿は、去る者を追う方では御座りませんので」
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　あっ、と清正は思った。こんなところで思っていい事ではないと思うが、

　……福ふく島しま様の中では、私は、去る者は追わないのですね。

　それはつまり、どういう事か。自分達の関係に重ねてみれば解わかる事だが、

　……や、やはり福島様は、私から遠ざかろうなどとしていなかったという事で──。

　参った。

　戦場で、現場は最前線だというのに、脳がちょっと最前線過ぎる。
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　……花……？

　鬼おに武たけ丸まるは、荒れた風に乗って散る花を見た。

　流体光の花片だ。花としての形は留とどめておらず、光の欠片かけらだけが風の波に踊って艦尾側へと去って行く。

　光源は清きよ正まさだ。機き動どう殻かくとしての自分の記き憶おくを思い返してみるに、たびたび彼女は流体光を纏まとっているが、ここまでそれを形にするのは初めてだ。

『精霊系か』

　P.A.Odaの資料に拠よれば、半精霊。わざわざ確認をする事ではないが、草花の花片が散るというのは極きよく東とう系では珍しい。極東で花を散らす精霊の多くは、桜や梅、椿つばきなど、樹木の花を散らす事が多いからだ。

　すると、こちらの視線に気付いたのか、清正がそこで自分の事を告げた。

「母譲りです。──父は、よく知りませんが」

　言い方からするに、碌ろくな父親ではなかった、という事か。

　ふと自分に鑑かんがみて、どうだろうかと考える。そして、

『いい母だったようだな』

　ふと言葉を漏らした先。清正が振り向いた。その顔は、眉まゆを上げたもので、驚きに見えたが、彼女は即座に笑みを作り、

「Ｔｅｓテスタメント．、私の誇りです」

　言われた。しかし、清正の言葉に、自分はこう思った。

　……噓うそだな。

　誇りであるのは確かだろう。しかし、いい母かどうか、というのは別だ。

　父については考えたくもない。母については、誇れるが、良かったとは思い切れない。

　どうにも複雑な背景のありそうな連中ばかりだと感じる。

「頼より朝とも様、どうされたので御座ります？」

　問われ、己は考えた。今、自分は、清正に何かを言うタイミングだろうかと。きっとそうなのだろうが、機動殻になってから言葉を放つのが面倒になっている節ふしもある。

　……通神帯ネツトを巡っているだけで面白いしな！

　おかげで引きこもり機き動どう殻かくな気もするが、蘇よみがえるまでの情報を自分の中に仕入れるのはなかなか面白い。が、一方で、今の娘達というのも、昔、自分に身体からだがあった時の〝今の〟娘達と同様、扱いづらく、また、反応の早さや派は手でさに驚くものだ。

　今もそうだ。黙ってしまった清きよ正まさへの言葉を、福ふく島しまが促すのは何か意味が解わからないが、

『そうだな。──貴き様さまら、いろいろ複雑な身の上のなのだろうな』

　言った。すると福島と清正が顔を見合わせた。眉まゆ根ねをやや詰めた二人の顔に、何か間違ったリアクションをしたかと、そう思っていると、声がした。

「あのう、鬼おに武たけ丸まるさん？」

『何だ？』

「複雑な身の上って、鬼武丸さん、その最たるものだと思うですよ？」
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・超正義：『将軍様、──普通、頼より朝ともから実さね朝ともまでの襲しゆう名めいを行い、そして死より蘇ったら機動殻になっていたとか、複雑どころか、意味不明の範はん中ちゆうだと思いますよ？』

・黒　狼：『というか死より蘇ったら中等部女子の機動殻になって毎日御説教とは、何だか何処どこかの動画みたいですのよね』

・つるぎ：『しかもその中等部女子がよく死ぬんですよね』

・小　姫：『ちなみに機動殻の中の人は落馬で死んだり暗殺されたりと、かなり迂う闊かつなんですよう、これがまた』

・鬼武丸：『貴様ら……！』
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　何だか外は凄すごく楽しそうでいいなあ、と三みつ成なりは思った。

　今のところ、安あ土づち艦内では自分の同体としての三桁けた数が、各所の仕事や、これから向かう中央の整備所に詰めている。

　忙しいのだ。ただ、多忙だからと言って、甲かん板ぱん上で談笑やツッコミいれている十じつ本ぽん槍やりの他の皆や、左さ近こん達を羨うらやんではいけない。

　羽は柴しばがいない今、実質のトップは自分なのだ。

　しっかりしないと、と、人真似まねで頰ほおを叩たたくと流体光が散る。それを見て思ったのは、

　……燃料が……！

　何て無む駄だ遣いを！　無駄遣いを！

　というか人類はよくこんな無駄遣いを気合い入れとか言ってやってられますね！

　ともあれ気を取り直して艦内通路を行くと、向こうから見知った姿が来た。大おお谷たにだ。こちらも珍しく省略化ではなく、実働時のフル状態で存在している。

『大おお谷たに君』

『三みつ成なり君か。何処どこへ？』

　と聞いてる間に、彼の顔横に表示枠レンネンフイグーアが出た。

『中央整備所か。竹たけ中なか様の要請の件ですね』

『早いね』

　彼は病原ウイルスだ。今の情報取得も、正式な手続きではなく安あ土づちの情報集積の中からセキュリティ無視で引っこ抜いて来たものだろう。そして今度はこちらが問う番だ。

『何処に？』

『外の砲門関係に。私の方で管制系に手を入れなければならないのですが、砲門ごとにセキュリティが厳しく、外から直接伺った方が早いと判断したのです』

　しかし、と彼が言った。

『皆、君にいろいろと押しつけ過ぎでしょう』

『昔、大谷君は、私に、羽は柴しば勢を率いるものとして自分以上になってくれと、そう言いましたよね？　憶おぼえてます？』

『言いました。ですがあれは、君の試作としての〝自分〟以上です。羽柴様だって相当に苦労されていたのに、それと同等になるような事は避けた方がいい』

『でも、羽柴様、いなくなっちゃったから』

『そうですねえ……』

　と、大谷が一瞬動きを止めた。迷ったのだ、という事は同じ情報体だから解わかる。そして彼がこちらの前で腕を組み、二度程頭を振った後で言った。

『君が羽柴様になる必要は無い。その事は憶えておいて下さい』

『なろうとしてもなれませんよ』

『いえ、そういう事では──』

　と言った大谷の顔を、己は両の手を伸ばして捉とらえた。

　何を、という風に甘く引いた彼の顔。流体光の巻紙をめくると、仮面のような本体がある。

　幾度か表に晒さらしているものだが、

『羽柴様になれるなら、大谷君の正式な顔を作れるんですけどね。羽柴様には大谷君の顔の造形の構想があったでしょうから』
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　三成は自分と基礎が同じ生まれの大谷を見上げる。

　視線の先。そこにあるのは、大谷の顔ともいえるものだ。

　やや曲面的な板だった。笑ったような、三日月状の太い線が、口の部分に大きくあり、向かって左目の部分にもある。上下の弧は向かい合っているがそれは動くものではない。

　仮面のようでいて、しかしそれが彼の本当の顔だ。いつもの流体光で作った巻き紙は、防護のためのもので、

『大おお谷たに君、意外と通神帯ネツト生活慣れしてるから、逆にこの巻き紙設定ないと流体燃料の漏出激しいんでしたっけ』

『関東で水み戸と領主にホームラン食らった辺りから、微妙に漏出のクセがついてしまっているようで。おかげで安あ芸きの海では死にかけました』

　ああ、あれ、とこちらが小さく笑うと、大谷が己の頭を軽く叩たたいた。

『三みつ成なり君、羽は柴しば様も忙しかった方なので、後回しでしたが、私はこれはこれでいいと思っているのですよ』

『そうですか？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と言って彼が一歩を後ろに下がった。自分は手を外され、追う距離でもないと思ってそのままでいると、

『三成君、もしも君が羽柴様になったとしたら、また忙しさも同じになって、放置となってしまうだろうと、私は思います』

　言われてみると、論理的にはそんな気もする。だとしたら、

『大谷君の顔が、ちゃんと出来るのは、いつでしょうね』

『大きな戦いが終わった後でしょう。その頃ころならば、私のような病原ウイルスの出番も無いですから、その頃には顔を作っている余裕もあるかと。それに──』

　それに、と彼は腰に手を当てて言った。

『私は試作品、君は正式。そういう差があるというのに、後追いで顔を作ったら私の方がいい顔になるに決まってます！　三成君、その時は君もリテークか新バージョンで御願いしなければなりませんね。宜しく頼みますよ……！』

『また変なところで真ま面じ目めな……』

　だが、それも有りだろう。とりあえずは、

『ここで私達が勝って、ですね』

『Ｔｅｓ．、その通りです。では──』

　と、大谷が手を上げた。お互い、今はする事があるのだ。

　別れる、というための行為をするのは、随ずい分ぶんと自分達も人類の生活を学んだものだ。同じように手を返し、こういう事を教えてくれたのも羽柴様だったな、と思いながら、三成は大谷に言った。自分もまた、ここから先の忙しさに向かいながら、

『──十じつ本ぽん槍やりの他の皆さんが各所いますけど、あまり邪魔しちゃ駄だ目めですよ』

『邪魔してなくて向こうから絡んでくるんですよ！』

　結構人気者だ、と思うのは自分がズレているからだろうか、と思った時だった。顔横に出た表示枠レルネンフイグーアが二つの指示を示した。

　一つは自分宛あてで、中央の整備場へと急ぐ事。もう一つは総員宛で、

『──竹たけ中なか様が、これより武蔵むさしとの交渉に入りますか……！』
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・きめえ：『何？　竹中が武蔵に何か言う事あるの？』

・６　　：『武蔵は今すぐ停止してこちらの攻撃を受けろ』

・ＡｎＧ：『ショーロク毎度ストレートで格かつ好こいいよ！』

・巨　正：『あの、流石さすがにそこまで直球じゃないと思いますからね？』

・黒　竹：『それ言ったら向こうの反応面白そうですけど、おねーさんの胃の調子が比例的にキツくなりますよねー……』
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・武　蔵：『正まさ純ずみ様？　今、背後の安あ土づちから正純様に直接通つう神しんの依頼が来ております。如何いかが致しますか？　──以上』

・副会長：『あー、そろそろ来るかと思ってた』

・●　画：『は？　交渉？　一体どういう内容を？』

・煙草女：『安土はいますぐ停止して自沈するといいさね』

・金マル：『マサはたまにド直球でいいよね！』

・傷有り：『あの、正純様？　流石にそこまでストレートではありませんよね？』

・副会長：『そこまで言えたら楽でいいけど、何か後々まで尾を引きそうだなー』

・銀　狼：『というかこっちは逃げ切れば終わりですもの、相手しますの？』
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〝安土〟が表示枠レルネンフイグーアに何度か頷うなずき、そして振り向くのを竹中は見た。

「どうでした!?」

　問いかけた先、〝安土〟が首を下に振った。彼女は赤の髪を風に踊らせ、

「〝うちは八や百お屋やです。お掛け間違いじゃないでしょうか〟と。──Shaja」
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・黒　竹：『八百屋ァ──────!!』

・十ＺＯ：『おお？　直接来たで御座るよ？』

・未熟者：『そうか！　以前に関東で会談した時の設定から繫つないできたんだね!?　ああ、そうか、じゃあいいだろう。僕の新第七艦隊と勝負をしたいんだね……？』

・黒　竹：『ヒュウウウウウ～。ドカアアアアアン！　──ハイそこの新第七艦隊は竜りゆう脈みやく炉ろの爆発で消し飛びましたよハイハイハイ！』

・未熟者：『はあ!?　新第七艦隊の何が〝新〟かって言うと術式バリア張ってるからだよ!?　そのくらいも解わからないのかい!?』

・副会長：『そうか。術式バリアだけに張ればリア方向が安全、ってか』
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〝安あ土づち〟は、風の中で表示枠インシヤ・コトブに叫んでいた竹たけ中なかがいきなり後ろに吹っ飛ぶのを見た。

「うわあああ！　竹中様！　どうされたのです!?　──以上」

「く、くっそ！　書記の不規則発言の後で武蔵むさし副会長のコレは効きました……！　おねーさんここで交渉やめていいですか!?」

・６　　：『立って働け』

・□□凸：『蜂はち須す賀かさん！　大人おとなの苦労を知らない子供のようなこと平気で言いますね！』

・多数決：『片かた桐ぎり君、小こ六ろくちゃんはまだ中等部一年で深夜のゲーセンに一人でいてはいけないので先生が保護者代わりしないといけないような年齢ですよ』

・ＡｎＧ：『この、担当教員としての狙ねらい澄ましたようなウザさがスゲーよ石いし川かわちゃん……』

　あー、石川さん出てきたかー、と竹中が立ち上がる。

　こちらは艦の制御に集中している事もあり、あまりフォローは出来ない。だが、

「竹中様、向こうの通つう神しん経路はこちらで確保しています。ひどく妨害や変動を掛けていますが、こちら戦闘艦としての傍ぼう受じゆ加護、術式など総動員で対処していますので、まだ向こうと連絡を取る事は可能です。──以上」

「あー、じゃあそのまま通神行けますか」

　Shaja、と首を下に振ると、竹中が表示枠を両手で摑つかんだ。

・黒　竹：『ハイ仕切り直し！　──そこの武蔵副会長！　逃げても無む駄だですよ！　通神先はロックしてますからね！』

・八百屋：『もう終業したから明日あしたにしてくれないか？』

　その手で来ましたか……！　と、自動人形にして心底感銘を受けました。
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　この野郎──！　と竹中は内心で唸うなった。

・黒　竹：『八や百お屋やァ──────!!』

　ここまでのそこそこ長い人生において、こんな台詞せりふを何度も叫ぶ日はなかったし、これからもあるとは思っていなかった。外食派ですしー。

　だが、相手が武蔵副会長である事は解っている。ゆえに、

　……逃がしませんよ！

・黒　竹：『武蔵むさしに警告します！　そちらは歴史再現違反を犯しています！』

・●　画：『待って！　それは新しい擬人化ネタの事なの!?』

・金マル：『ガっちゃん、ガっちゃん、移動中なんだから集中、集中』

　何だかよく解わからないが、意味が通じてないのだろうな、という事は解った。

　ゆえにここは説明する。

　……武蔵の〝伊い賀が越ごえ〟には、無理と言える箇か所しよがあるんですよ！

　それを示すため、三千世界を情報探索・検証モードから公開モードにして、三百枚程の説明を作らせてからそれをパターンごとに五枚に圧縮。

〝安あ土づち〟に説明画像を指差して〝送れる？〟とジェスチャーで問うと頷うなずかれたので、〝じゃあやって〟と手て捌さばきを彼女に送った。すると〝安土〟が深く首を下に振り、

「────」

〝安土〟の中央前艦主砲が、武蔵に向けて一撃を叩たたき込んだ。
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・黒　狼：『あら』

・しとお：『竹たけ中なか様！　今コレ砲撃するタイミングで御座りますか!?』

・黒　竹：『アレェ──!?　おねーさん今すごく意思疎そ通つう苦手な人になってますよ！』

・小　姫：『──え？　あれあれ？　何か、どんなもんかと主砲を覗のぞき込んでたら、三十秒経たってる気がしますですよ？』

・鬼武丸：『はやく俺おれを拾わんかあ──！　爆圧で飛ばなかったらヤバかったぞ！』

・超正義：『ちなみに地味に酷ひどいの糟かす屋や様ですからね!?』

・黒　竹：『というか〝安土〟！　砲撃はこうして、こう！　こうでしょジェスチャー！』

・安　土：『いえ、さっきの打ち合わせでは、それは〝前に猫がいるから気をつけろ〟です。砲撃の場合はこうして、これから、こうです。──Shaja』

・黒　竹：『いやそれ球技大会で〝ぶつけろ〟だから、似ていますけど、流石さすがに同じにはしないかなあ。だからこうして、こうして、こう、だった筈はずですって』

・きめえ：『アンタら、もうちょっとこっちに解る説明しなさい』

・黒　竹：『あ！　だから武蔵の連中に解る説明として、画像を実況通神チヤツトに乗せようとしてたんですよ！　〝安土〟出来ますよね!?』

・安　土：『当艦の通つう神しんシステムですが、他国の艦と繫つなぐ場合、情報漏ろう洩えいの恐れからリアルタイムの文字情報しか送れません竹中様。──ですが謎なぞが解けました。本艦の業務上、想定されていなかった事を求められたので、近似のジェスチャーと判断して砲撃をしてしまったのですね。つまり〝安土〟としては何の問題もありませんでした。──Shaja』

・６　　：『真ま面じ目めに働け』

・ＡｎＧ：『ショーロク相変わらずだけど今回は同意だよ！』
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　武蔵むさし上は、防護障壁で防いだものの、安あ土づちからの砲撃があったという事実に急ぎの対応が図られていた。

　艦尾側に防護障壁を向ける調整が為なされ、鈴すずが監視の知覚素子を向け、更には出力の高い航空機動が出来る〝義ぎ〟やウルキアガ達が配置されたのだ。

　魔女テクノヘクセン隊は艦尾側ではなく左右舷げんの後艦を中心に配置されたが、これは元々そうする予定のもので、豪風の中、対応出来る輸送艦で移動したナイトやナルゼ達は、

「何!?　いきなり安土はやる気な訳？」

「出力の乱れがある事も構わず砲撃とは、戦艦として本気っぽいね──」

　などと感想を述べ合った。しかし、一方の八や百お屋やの方としては、正まさ純ずみが眉まゆをひそめ、

「くそ！　……あいつらどうしても闘争状態に持ち込みたいのか……！」
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・きめえ：『端的に問うけど、ここで闘争状態になっていいの？』

・黒　竹：『うーん、ここぶっちゃけP.A.Oda領の真上なんで、出来れば派は手でなドンパチは三み河かわ方面がいいかなあ、とおねーさん思うんですね』

・つるぎ：『ハイダメージ・ハイリターンじゃないんですか？』

・黒　竹：『自領にハイダメージなだけでハイリターンが無いんですってば』

・□□凸：『武蔵が行おうとしてる〝伊い賀が越ごえ〟を交渉で止められれば、別にその後は場所を移してもいい訳ですからね』

・ＡｎＧ：『あれ？　タケって、結果が同じでも手段はハイダメージを選ぶような、そんなハイダメージキチじゃなかったの？』

・黒　竹：『ハ、ハイリターンが無いなら選びませんよ……！　何かおねーさん、ここで初めて人格に対する誤解が解けたりしてますか!?』

・きめえ：『戦いとは、時に人の理解を生むものね……』

・黒　狼：『何か哲学的に言ってますけど、今回違いますのよ？』
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　正純は、面倒な事になったな、と風の中で腕を組んだ。

・武　蔵：『どうしますか正純様？　こちらから迎撃を行いますか？　──以上』

・副会長：『いや、既すでに離脱の時点から〝伊賀越え〟を始めている。伊賀越えでは、松まつ平だいら本隊は無傷でそれを終えているんだ。だから向こうが攻撃してきても、こちらは防御専念で頼む』

・礼賛者：『え？　防御したら、交戦にならないんですか？』

・貧従士：『Ｊｕｄジヤツジ．、応戦しなければ〝明確に交戦していない〟ので政治的に解決出来ます』

・銀　狼：『たとえば〝流れ弾だまで当たらない弾に、こっちが訓練で展開した防護障壁が偶然当たっただけ〟と言ってしまえば、それが違うという証明は酷ひどく難しいんですのよ？』

・ホラ子：『しかし正まさ純ずみ様！　先程正純様は正純砲を相手に叩たたき込みましたが、これは応戦として考えられないのでしょうか！』

・副会長：『何か技名が確定してないか……!?』

　だが、そう言っている間に、向こうから言葉が来た。

　正直、捕とらえられると面倒だが、今、向こうはこっちを通つう神しんでロックしている。

・副会長：『通神帯ネツトを完全に切る事は出来るのか？』

・武　蔵：『艦間通神まで切って無線通神を除外しなければ、ロックが外れないと判断出来ます。それを行いますか？　──以上』

・貧従士：『でもそれ、アルマダ海戦の時に、符ふによるジャミングの上で自動人形全員が使えなくなった時がありましたが、あの時と同じになるんでしょうか』

・武蔵野：『いえ、あの時とは別です。今回の場合、私どもは一艦単位で共通記き憶おくの遣り取りが出来ますが、武蔵むさしは艦間の遣り取りが不可能となります。また、流体経路など、加護の遣り取りなども切る必要がありますので、一時的に艦隊としての制御が不可能となります。──以上』

「制御が一時的に不可能、か……」

　それは、現状の速度を失うという事だ。

・副会長：『向むか井い、想定される速度の下降と、安あ土づちの追撃は？』

・ベ　ル：『駄だ目め』

　即答が来た。

・ベ　ル：『このままでも、追いつかれるかも知れないもの』
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　は？　という疑問が、皆の中から出るのをウルキアガは見た。

　通神帯、表示枠サインフレームの中には楽観の感覚が今まであったが、艦尾側に来てみれば違う。

「さっきから、安土が接近しているように見えるわね」

　自分達のいる場所、青梅おうめの艦尾艦橋上で、極きよく東とうのインナースーツに着替え直した成なる実みが言う。

　だが、こちらで見えている現実に、まだ理解が追いついていない者がいる。

・貧従士：『向こうの方が出力が高いとしても、重かったりしますよね？　それで、目に見える勢いで追いつかれるんですか？』

・○べ屋：『ひょっとして、気流の内側に入られてる？』

・ウキー：『その通りだ。輸送艦で連結するのは、燃費向上のためだから解わかってるようだな』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成なる実みが応じた。

・不退転：『今、武蔵むさしは、大気を切り裂いて飛行しているの。そして武蔵が通り過ぎた後は、大気が薄くなると同時に、後ろへとまた回り込んで巻き込むような気流が大規模に生じていく訳。だからそこに安あ土づちが入ってしまえば、安土は極厚の大気の壁を切り裂く必要がなくなるし、巻き込む気流によって速度を上げる事も出来るわ』

・貧従士：『それってつまり……』

・労働者：『奔ほん獣じゆうで突とつ撃げきするペルソナ君は大変だが、後から続く俺おれ達は楽なアレか!!』

・金マル：『Ｊｕｄ．、だから皆が楽になるように、また、何度も即座に行えるように開発されたのがアデーレハンマーだよね』

・貧従士：『開発されてませんし、あれは突撃用と言うより単なる破砕運用ですよ！』

　成実が「流石さすが、本家芯しんはこだわりがあるのね」と言ったが、分家は何処どこだろうか。

　しかしアデーレはたまに自分の役目を見失う時があるな、と己は思った。

　……妹や弟のいない者はこれだから困る……。

　ただ、安土はこちらの軌き道どうを追ってきている。

　向むか井いも、艦橋内の模も造ぞうでそれが理解出来ているのだろう。

・ウキー：『こちらから応戦は出来ない。が、他に何か出来るだろうか』

・あさま：『あの、ホライゾン？　碑ひ石せきは下に、下に置きましょうね？』

・●　画：『じゃあ低空で飛んだらどうかしら？　衝撃波で下の森や山を吹き飛ばして後ろにブチ当てるのは有りでしょう？』

・長安定：『先輩方には失敬ですが、下はまだP.A.Oda領なので、地表部の破壊は羽は柴しば勢から攻撃行為と取られても文句言えんようになりますで』

　どうしたものだ、と思った時だ。

　馬鹿が、ふと通つう神しんでこう言った。

・俺　　：『じゃあ、ゴミや廃材を投げるか？　大たい義ぎ名めい分ぶんがあればいいんだよな？』

・副会長：『どんな大義名分だよ』

・俺　　：『そりゃオメエの考える事だろ。とりあえずそれっぽいの作っとけよ』

　うーん、と正まさ純ずみの唸うなる声が、そのまま実況通神チヤツトで文字となった。そして、

・副会長：『大おお久く保ぼ──。さっきツッコミ入れたって事は見てるんだろ？』
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「御お嬢じよう様さま！　御嬢様！　副会長から〝ゴミを捨てる文面で長文作って〟と命令が！」

「役所に行けやあああああああああああああ！」

「御嬢様！　御嬢様！　分ぶん別べつ先に分けて書いたら謀む反ほんしませんか！　今こそ！」

・義　　：『とにかく何か書いて送ったらどうだ？』
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　──失敬。後続のP.A.Oda、またはM.H.R.R.神聖ローマ帝国所属羽は柴しば所有の安あ土づちに通達する。

　本艦は現在、松まつ平だいら勢として本ほん能のう寺じの変へんの後にある〝伊い賀が越ごえ〟の歴史再現を実行中である。しかし本艦は貿易艦、輸送艦というだけではなく、人々が平和な生活を行う航空都市艦でもある事を忘れてはならない。

　そして本艦は、毎週二回、ゴミの収集を行っている。

　昨日きのうはその日にあたるのだが、昨日は京きようでの戦闘があり、また、本能寺の変があったため、ゴミの収集を行う事が出来なかった。

　誠に遺憾である。ゆえに歴史再現中ではあるが、武蔵全艦、人としての最低限の生活を行うためにゴミの収集を行い、その廃はい棄きを行うものである。しかし現状、武蔵内の焼しよう却きやく場は第一システムで黒くろ藻もの獣けもの達による分解が行われているが、流石さすがにこの歴史再現に合わせた艦内、艦外各部の改造では、その容量が圧迫され、廃材などを艦上に積載する事になってしまった。

　そして我々は〝伊賀越え〟の歴史再現のため、不要なものは捨て、その再現に邁まい進しんしていく必要があるのである。つまり遺憾ではあるが、これより武蔵は歴史再現のため、ゴミを投とう棄きする。しかしこれは不法投棄ではなく、歴史再現として必要な行動なのだ。

　意見は聖連経由で聞くが、そろそろ本気で謀む反ほんした方がいいだろうか。超考えるでホンマ。
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「えっ、何!?　〝安土〟、何この怪文書！」

　そうですね、と安土が頷うなずいた。

「どうも書いた人は、最初と最後の行だけ本気だったように判断出来ます。──Shaja」

「謀反ですかー」

　言っている間に、〝安土〟と自分の顔横に表示枠レルネンフイグーアが来た。それは安土艦橋からで、

『〝安土〟様！　竹たけ中なか様！　武蔵から投下物体が無数接近中！　対処方法の指示を御願いいたします！　──Shaja！』
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　ゴミが溜たまっていたのは確かだった。

　ゆえに武蔵住人、手の空いている者達や、投下場所の近くにいる者達は、総員総出でゴミや廃材を後ろへとぶん投げた。

　指揮を執とるのは保健委員会の清掃係だ。

　廃はい棄き物の収集などを行うために革エプロンと強化アーム、焼却施設の熱にも負けない三角帽型マスクつきの彼らは、巨きよ軀くの係長を中心に、

『あ、市民の皆様、失礼いたします、皆様の生活を綺き麗れいにする保健委員会清掃係です。

　本日は緊急のゴミ収集との事で皆様の御手を煩わずらわせております。

　はい、こちら、各御家庭に配布された符ふが御座います。地上に落ちると土地神に地ち脈みやく分解して貰もらうための符で御座います。これの効力範囲が書いてありますので、該がい当とうの廃はい棄き物に貼はり付けたものから艦尾収集所に持ち込んで下さいませ。

　符が貼れないものは束にするか符を貼った封筒に入れて頂ければと思います』

　などと戸別回収や拠点回収を急ぎ行い、各員が持ち場に向かう動きを利用して、比較的早く大物の廃材から艦尾側に集中した。

　それは鉄骨や装甲板から始まり、家屋の屋根や床、物資の梱こん包ぽう材もあれば、

「ようし、今こそ床下に積んで畳を下から持ち上げていた俺おれのエロ草紙コレクションを武器として使う時だ！」

「ああ、私ったら何でこんな要らない姿見とか買っちゃうんだろうなあ……。うん、この簡易ベッドも行けますか!?　行けますか！　じゃあ御願いします！」

「く、くそう、遂ついにここでお別れだ！　等身大御神体はお前が最初で最後だと誓うよ……」

　といった風に、現場で反省会や今こん生じようの別れが行われた後、それらはカーゴに載せられて、

「投下──！」

　係長が、廃材を砕くためのハンマーで床を殴なぐりつけるのを合図に、後方へと高く投射された。
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『応撃──!!』

　竹たけ中なかの言葉と共に、安あ土づち前艦艦首にて散開した戦士団は、空へと射撃を行った。

　安土の出力は加速と制御のために専念しているので、使えない。

　ここで速度を落としては、二度と追いつけないと、誰だれもが悟っていた。そして、

「ナメられるなよ……！」

　誰もが賤しずヶ岳たけの疲ひ弊へいを得ている中で、中央をとったのは糟かす屋やの異族部隊だった。

　彼らが各艦の先端にいるのは、理由がある。

　第一に、異族部隊の副隊長格である上こう坂さか、稲いな田だといった面々は、そもそも羽は柴しばの〝大おお返がえし〟の歴史再現において、その水先案内人ともいえる役割であった事。

　第二に、賤ヶ岳の疲弊に対し、異族の彼らは早い回復を済ませていた事。

　そして最後の第三の理由は、賤ヶ岳における彼らの主武器だ。

「異族用特注長銃行くよ！　獣変調の後で使える大振り品、持ってきてるな!?」

　左さ舷げん前艦の甲かん板ぱん上、上坂が風の中で軽く回し、構えたものは、一般の戦士団が持つものとは違う特長がある。

　大きいのだ。

　彼女とは逆側、右う舷げん前艦の先頭に立つ稲いな田だが、己の長銃を低く構えた。

　普通の長銃、種たね子が島しまIZUMOが極きよく東とう用に生産しているものは中筒として口径八匁もん目め前後を使用するが、彼らの場合、本来は大おお筒づつ扱いの口径二十匁目や三十匁目を中筒に詰めて使う。

　だが、更に彼らは銃身の増設を行い、短い銃床にストックを接続した。あとは革のスリングベルトを肩に回して三点保持を行い、

「異族としては、武器に頼るのは恥だが、こういう時もあるというのは戦場の機微だな」

「そういうものですのね」

　と応じたのは、中央前艦の甲かん板ぱん先端にいる糟かす屋やだ。清きよ正まさを横に待機させた上で彼女は両腕の〝銀釘アルジヨント・クルウ〟を杭くい打うち状態で展開。そして正面を見据え、

「来ましたの……！」

　自分達の背後から差す月光と、安あ土づちが作る加速器の光を浴び、白く反射した塵じん芥かいの膨大が見えた。飛んでくる。それらに向け、両腕を構えた直後に糟屋が叫んだ。

「道を空けますのよ……！」
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　見えている、という時点で既すでにかなり接近されている。

　その事を理解の上で糟かす屋やは前に出た。

[image: ]

　同時に、背後の射撃部隊が弾丸を放った。

　安あ土づちの砲撃に比べれば、対人、対物をベースとした射撃は射程が短い。最大でも三キロ程で、これは全長約八キロの安土から考えると半身ほど先の距離だ。

　更にはそんな弾幕で艦底側も含む正面全域をカバーしなければならないが、

「……！」

　視線の先で、光が炸さく裂れつした。

　こちらの放った射撃が届き、ただ穿うがつだけではなく、力をぶちまけたのだ。

「攻城用の炸裂弾ですの……！」
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　その一発は、着弾もしくは飛行距離によって自動炸裂した。

　攻城戦の際、壁を砕くために用意された炸裂弾だ。契けい機きとしてはマクデブルクの略奪の際、市壁を貫くのに時間が掛かりすぎた事から開発されたものだが、しかし大口径の銃しか用いる事が出来ないため、多くは異族部隊に預けられたままになっていた。

　原理としては術式弾丸で、破裂する際、指向性のある貫徹効果と衝撃波を放つ。

　だが、その破壊力ゆえ、事故が生じないよう、弾丸のセットをした後は術式の効果時間内に射撃しなければ安全加護が働き無効化される。

　とはいえ、セットの手間と安全装置というものは、異族特有の攻撃性とは相性が悪い。

「安定した状態での攻城時しか使えん弾丸だな」

「──それがこんなところで必要になるとは、戦場ってのは面白いもんだね！」

　射撃と言うより、砲撃を放った反動を後ろ半歩で堪こらえ、上こう坂さかは前を見た。

　連続して撃ち込まれた炸裂弾が、威力を発揮した中央に、

「行きなリーダー！」

　中央前艦。その艦首から光が飛んだ。弾丸でも砲弾でもない、術式用の流体光だ。

　それ自体に威力がある訳ではない、別の術式の補強、効果範囲拡大用に用いられる加圧加護の術式。

　本来ならば、砲弾の威力増加や、治ち癒ゆ術式の強化として使うものを、先行して放つのは、

　……力の通り道か！

　思ったなり、狼おおかみの一発が追撃で放たれた。
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　中央前艦の艦首先。そこに立つ糟屋は、空中を走った流体光に銀釘アルジヨント・クルウの杭くいを叩たたき込んだ。

　それは高速で、更に、

「二発目もですの！」

　一瞬として放った左の連打は、既すでに終わっていた。

　……当然ですの！

　関東にて、人狼女王レーネ・デ・ガルウと相あい対たいした時、自分と可か児にの手て数かずを余裕で捌さばかれた。あれ以来、コンビネーションの速度は上げてきたのだ。そして安あ芸きで竜と戦う事で一発への重さを獲得し、賤しずヶ岳たけの戦いで速度と力が合致したと、そう思っている。

　ならば後は簡単だ。

「道を空けなさい！　〝銀釘アルジヨント・クルウ〟」

　叫んで残身に左腕を上に弾はじいて戻した時だ。

　不意に空が開けた。

　快音と共に、先行した光が杭くい先状に夜空を穿うがち、更には、

「炸さく裂れつ弾を喰いますのよ！」

　残身から次を身構えた自分の言葉通り、正面に広がっていた塵じん芥かいの反射光と炸裂弾の爆砕に、増圧された銀釘が重なった。

　自分の銀釘の一発を加圧加護で大規模化しながら、全ての炸裂弾を加圧加護の余波で喰って連動。一つの大規模斬ざん撃げきへと変えたのだ。

「炸裂弾と加圧術式の量と出力を計上し、タイミングを合わせての一撃！」

　広範囲の拡散弾としては、艦砲では出来ない技だ。

　効果範囲はそれこそ皆の射撃が届いた範囲全域。

　左右に約一キロ、上下に五百メートル。

　奥には三キロ程の大範囲が、光の斬撃を横一直線に生んだ後、

「……っ！」

　正面中央に、後追いで閃せん光こうの杭が一撃した。

　切り開き、穿つ。

　おお、と皆が声を上げた直後。銀釘の二発目が炸裂弾の全てを加圧加護として再連動した。

　破裂の響きが二重に爆はぜる。

　正面。八方へと全てが割れ、月光を受けていた塵芥が消えた。

　その向こうにあるのは、遠く、しかし加速器の光を確かにしている巨影だった。

　武蔵むさしだ。見える姿は、先程よりも明らかに近い。ならば、

「──武蔵のゴミ収集日などものともしませんわ！　来るなら来てみるといいですの！」

　言った瞬間。撃ち漏らした等身大御神体が横をスっ飛んで行って、後ろに控えていた大おお谷たにに直撃した。
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・黒　狼：『あら！』

・超正義：『い、いや、死んでないです！　死んでおりませんよ糟かす屋や様！』

・ＡｎＧ：『でも何か今、一回弾はじけなかった？　ツギー』

・超正義：『あれは表現です！　表現！　大体、弾けたら死んだ事になるんですか！　それはおかしいです！』

・小　姫：『大おお谷たにさん、ファッション死はあまりよくないですよう。死ぬ時はちゃんと死んだ方がいいですって』

・きめえ：『最近、命が軽いものだってのはよく解わかってきた気がするわ……』

・安　土：『──皆様！　散発的にまだゴミが飛来してきますので、個人個人で御注意下さい！　宜しいですね!?　──Shaja！』
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　糟屋はとりあえず身構え、正面方向から来たものは破砕する事にした。

　とはいえ、基本、安あ土づちの起こす気流がある。艦首と衝しよう角かく部分から弾ける大気の穿せん孔こうは、飛来物を外へと飛ばすのだ。前のように弾幕状に来ない限りは個々判断で大だい丈じよう夫ぶだろう。

・安　土：『糟屋様、そちら危険でしたら、艦首左右の副砲を使用しましょうか。御判断を御願いいたします。──Shaja』

　武蔵むさしに接近出来た事で、少しは余裕が出来たのだろうか。一発程度ならば、という事ですのよね、と理解しながら、己は言う。

・黒　狼：『いえ、次があっても、何とかなると思いますの。そちらは武蔵を逃がさぬよう、加速を御願いいたしますわ。さっきの一撃も、皆で作れたものですし』

　先程の迎撃を構築したのは、横で待機をしている清きよ正まさだった。

　元々は武蔵からの砲撃やチャフの散布に対する防御迎撃を考えていたのだ。そこに塵じん芥かいの投下があったのは僥ぎよう倖こうと言うべきだろう。

　結果として上手うまく行ったものだが、しかし、連携条件は少々厳しい。

　大口径の炸さく裂れつ弾を扱える射列を確保する事もだが、広範囲化と連鎖爆発を作る事を考えたら、航空戦限定だろう。射程が短い割に人数が必要な事を考えると、安土の砲門が使えるならそれがベストなのだ。

　……とはいえ、よく出来ましたわね。

　派は手でな技だが、元は対人、対物装備の集合だ。それをここまで出来たのは、加圧加護術式の砲撃が加わった御陰だろう。

　あの一撃だけは、砲門を使用している。

　無論、安土の出力を使用してはいけない。だから、

「副砲とは言え、個人が構えて撃てるとは思いませんでしたの」

　後ろに振り向けば、そこに長身の機き動どう殻かくがいる。

　左さ近こんだ。
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　……私が抱えるには、ちょっと大き過ぎますのよね。

　糟かす屋やの視線の先、左近が抱えているのは、安あ土づちの副砲のスペアとして用意されている砲身の一つだった。

　四十二年式八十八ミリ高射砲。

　対空用の砲身だけとはいえ、素すの重量は一・六トン近くある。重量軽減用の運搬術式の符ふを張りまくっているが、慣性重量は消えないし、直下重量としても八百キロを切らないだろう。

　砲の長さは五メートル程だが、後部が大きいのだ。射撃システムだけを接続しているものだが、後ろ三分の一程は砲弾を押し込んで堪たえる長方体の鉄塊で、基部が無いため、反動から何から構えた身で受ける事となるのが難だ。

　それを両腕で抱えて立って、砲撃してのけたのだから、左近の瞬しゆん発ぱつ力は別として、力と持続力では自分よりも上かもしれない。

　とはいえこれは、左近の体質が〝合っている〟としか言えない。

　……反動に耐えるのもですけど、彼女の再生能力故、ですのよね。

　どんなに力があっても、重量物を提げれば時間と共に腕にこもった力や重量によって筋繊維が千切れていく。

　だが左近の場合、その断裂さえも即座に再生修復する。

　だから持ち上げ始めてからそれを下ろすまで、人体としては最大の出力を続行出来るのだ。

　自分のような人狼ルウガルウ系も回復力が高いため、それに似た事が起きている。そのため、人狼は戦闘中の疲労があっても、実質の力が低下することはまず無いのだが、

「貴女あなたが武蔵むさしの銀ぎん狼ろうと相あい対たいしてのけたというのも、今更ながらに解わかりますわね」

「いやいや、あれはまだまだでしたですよう」

『今やったら、解らぬぞ？』

　機き動どう殻かくとも安あ芸きからの付き合いだ。共に寝食と休憩時間も過ごした仲となると、十じつ本ぽん槍やりの皆とはまた違う感覚がある。

　これが、友人というものだろうか。

　己は、小さく笑って、こう告げた。

「譲りませんのよ？」

『いい答えだ』

　機動殻の声に頷うなずき、己は前を見る。

　塵じん芥かいがちらほら飛んで来て、打撃で払っていくと、

　……あら？

　これまでは〝塊〟といえるものが多かったが、不意に紙が来た。それも束で、

「符ふによるチャフの可能性がありますの！」

・安　土：『いえ、流体反応は検知ありません！　単なる塵じん芥かいだと判断出来ます！　──Shaja！』

　……紙の日ですの!?

　そう思った時、打って散らした紙が、その束ねをほどいて直撃の威力を散らした。

　本ですのね、と思って見た視覚が、戦闘時の緊張感を伴ってそれを見た。

　絵だった。コマ割りがしてあって、台詞せりふもついていて、描いてあるのは、

「ちょっと！　何ですのコレ！　私が発禁ですのよ！」
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　フ、とナルゼは高たか尾おの艦尾から放出される同人草紙の束を見送りながらつぶやいた。

「……有あり明あけが夏絶ぜつ倫りんで欧州初展開したら、無修正の国ばかりだというのに内容の多様さに刺激が強かったようね。以後、ちょっと修正が過敏になってるわ」

「夏休み終わり頃ごろのイベントだと、〝修正が足りません！　もっと海苔のりを！〟とか言われて出せなくなったの多かったもんねえ」

　そうね、と己は、索さくを切った束を空中に蹴けり出し、夜空に散らしながら言った。

「本ほん能のう寺じの変へんを想定していたけど、内容、大幅にズレたわよね。でもいいわ。──羽は柴しば十じつ本ぽん槍やり全員分で十冊、楽しむといいわ」

「というかバラやんの売れ残りとかも全部行ってみよーか」

「売れ残りじゃないよ！　それは僕の望んだ読者に届かなかった分だよ！」

　ノリキが過剰在庫を笑顔で夜空に蹴り出した。
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　安あ土づち艦内と艦上は騒然とした。

「え!?　武蔵むさしからまた塵芥が！　何と卑ひ劣れつな！　僕達も回しゅ──、破砕します！」

「福ふく島しま先輩と清きよ正まさ先輩のはありますか！　まあ！　平ひら野の先輩のも!?　行けます！」

「──よっしゃ焼しよう却きやく用に回収！　って何だこの文字ばかりの説明！　畜生！　畜生！」

　艦橋屋上から眼下の騒ぎを見下ろす竹たけ中なかに、〝安土〟が首を傾かしげてこう言った。

「ホンモノすぐそこにいるのに、何で妄もう想そうが好きなんですか皆様。──Shaja」

「ホンモノがすぐそこにいるからですよ……！」

　あ、これは解わかりにくいかも、と自分で思うが、聞いておく。

・黒　竹：『おねーさんのもあるんですかね』

・きめえ：『〝安土〟と湯とう治じに行った艦内温泉で宜しくやってるわ』

　見れば、表示枠レルネンフイグーアでコマ割りされた何かを読んでいた〝安あ土づち〟が、呆ぼう然ぜんとした表情をこちらに向けているが、私の責任じゃないと心底言いたいです。

「あの、〝安土〟？　前見て？　それで加速してくれます？」

「……同じ台詞せりふがありましたが、読まれてます？　──Shaja」

「読んでないから！　ほら！　早く!!」

　何かよく解らないが、首を傾かしげながら〝安土〟が加速を入れた。
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『安土の速度低下を確認！　今のナルゼ様のゴミ投下が効いたものと思われます！

　──以上！』

　武蔵むさし野の艦橋内、〝武蔵野〟からの報告に、ナルゼは両腕を振りあげた。

「よっしゃあ──────!!」

　己は二度程左右に腕を振り上げ、横にいるマルゴットとハイタッチ、その上で頰ほおも合わせた上で、後ろにいる安土に向かって二人で震しん脚きやくつきの指さしを行い、

「同人誌にしてやったわよ……!!」
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「竹たけ中なか様、この、後から降ってきた文字ばかりの本は何でしょうか。正直、何が書いてあるかよく解らないのですが。──Shaja」

　どれどれ、と竹中は半目で〝安土〟が渡してきた草紙本を手に取る。

　開いてみると、語源のよく解らない横文字や、国が違う言語なのに一つの台詞に混じっていたりして、

「あー、コレ、あれです。設定しっかりしてる振りしてただ空きスロットに情報詰めただけのようなアレ。読んでると疲れるからやめた方がいいんじゃないかと」

「Shaja、何か暗号か、深い意味があるのではないかと錯さつ覚かくしていました。では気にせず加速を追加いたします。──Shaja」
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『安土の速度上昇を確認！　今のネシンバラ様のゴミ投下が効いたものと思われます！

　──以上！』

　武蔵野艦橋内、〝武蔵野〟からの報告に、ネシンバラはポーズを取った。

「何故なぜだ……！」

　二度程左右に腕を振り上げ、横にいる御お広ひろ敷しきを見たら視線を逸そらされた。その上で、皆の半目を浴びながら、後ろにいる安あ土づちに向かって震しん脚きやくつきの指さしを行い、

「僕の価値が解わからないとは、君達のような読者は要らないね……!!」

　積まれた在庫に、ノリキがペルソナ君と共に火をつけた。
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　鈴すずは、状況の確認を行った。

　安土は軌き道どうとしてこちらを正確に追ってきている。幾度かふりほどけるかと軌道を調整してみたが、向こうはちゃんと補正して更に距離を詰めてくる。

　結果、下手へたな小細工よりも、最短の軌道で三み河かわに向かった方がいいと、そう判断した。

　……ただ、あと一回か二回、障害があると駄だ目め、かな。

　そのことを正まさ純ずみに〝武蔵むさし野の〟から伝えて貰もらい、自分は三河行きへの最短軌道を捉とらえる。

　三河は今、新しん名な古ご屋や城じようの消滅によって巨大な湾となっている。それは〝全ての陸地は海に向かって落ちていく〟というセオリーを広く肯定するもので、三河の近くに行けば地表部は全て下りとなる様相だ。

　……だとすれば……。

　以前、自分達は幾度か三河の上空や付近を通過している。その時に地形のスキャンは行われているが、

「進路、前方の地表、以前のスキャンから、……再生！　時間が経たってからの変化、予測をたてて！　崩落の下りが一番強いところ、そこに行くから……！」

　指示を出す。自分達の行き先。三河の湾に出る崩落の広い地形を先読みするのだ。

　狙ねらいは二つある。

　一つは、崩落の下りが一番強い箇か所しよに武蔵むさしを飛び込ませ、下向きの加速をつける事で、後ろの安土を引き離すという事。

　もう一つは、安土も三河上空を通過していようが、こちらにはそれ以前の三河から捉えていた蓄積があるのだ。崩落の推測を安土が行ったとしても、こっちの方が精度が高い。

　……安土がこっちを追う事に専念しても、先は、こっちが見えてるよ、ね。

　もしも安土と戦闘になったとしても、先行して三河入りした武蔵は迎撃のための初期オプションとして有利な行動を選択出来る。

「鈴様！　推測地形出せます！　御確認御願いいたします！　──以上」

〝荻おぎ窪くぼ〟の声に己が頷うなずいたと同時、不意の通つう神しんが来た。

・黒　竹：『追いついてきましたよ！　──羽は柴しば勢から、改めて通達します！』

　言葉だが、自分の場合、〝音鳴りさん〟経由で音声再生される。雑音混じりの言葉は安土からのものだということだ。

　そして告げられる内容は、

・黒　竹：『武蔵むさしが行っている〝伊い賀が越ごえ〟の歴史再現には重大な過失があります！　その〝伊賀越え〟は成立しないと、ここで断言させて貰もらいます！』







[image: 第十章『中間地点のチェッカー』]
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「流石さすがにP.A.Oda領内に行かれると、視認どころか追跡も出来なくなるな」

　夜なお無数の印刷所の煙突からあがる蒸気を背後に、市壁上で巴ともえ御ご前ぜんは呟つぶやいた。

　彼女の背後、町に降りる石段に座って表示枠レルネンフイグーアを開くゲーリケは、やってくるザクセン生徒会や役職者に指示を出しながら、

「観察のために航空艦を出しますか？　垂直上昇ならさほど近隣の教きよう導どう院いんを騒がせることもないと思いますが」

「昨今、波蘭ポーランド辺りが必死に目立とうとしてるからやめとくといい。どうせヴェストファーレンやその後でぶつかる事になる。

　武蔵むさしと羽は柴しばの戦いも、朝には決着しているだろう。どういう流れになるかは解わからないが、あれだけの巨艦の遣り取りだ。結論が出たら、世界がほぼ同時に知ることになろうよ」

「先行して知ろうとしても、無意味ですか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と巴御前は頷うなずいた。そして、ふと気付いたように町の方に振り向き、身体からだも回し、

「結論次第では、何もかもが無意味になるのだな」

「その場合、どうされますか？」

　自分を見上げないゲーリケの声に、巴御前も振り向かず、こう言った。

「Ｔｅｓ．、全ての関係を喪そう失しつする、と言っても、どこまで我々の知性を作る関係が失われるか、それこそ不明だ。たとえば──」

　数秒思案して、彼女は言った。

「親子がいるとする。さて全ての関係を失った時、その〝人々〟はどうなる？

　知性が人であった場合、しかし関係は失われ、親子ではないと認識をされるので他人。

　場合によっては親と子で配偶する可能性もあるな。

　そして知性が失われた場合、関係も失われている上に、両者は獣けものだ。

　弱い方は強い方の支配下に入るか、場合によっては餌えさだな」

「随ずい分ぶんと物騒な話ですね」

「共食いの歴史や事実は結構普通にあってな。歴史再現ではいろいろ工夫した」

「興味本位で聞いて大だい丈じよう夫ぶなネタですか」

　Ｔｅｓ．、と巴御前が苦笑した。

「一つは、英国のドレイク夫妻がやってるように、自傷好きな者と食人嗜し好こうのあるものを一緒にして両者最適な関係を作る事だ。歴史再現のためなら再生術式も供与されるしな」

「もう一つ、あるんですか？」

「ああ、そっちは簡単だ。喰われる、とされる側を鍋に入れてな、まあ風ふ呂ろだ。出汁だしを取る。それで代用だ。これもそういう嗜好のある連中には好まれてな」

「昔から同人草紙で見るネタでしたが、歴史有るジャンルでしたか」

　そっちは知らん、と巴ともえ御ご前ぜんが言うと、ゲーリケが振り仰ぐように問うた。

「そっち、という事は、他、あるのですか？」

「それは貴き様さまの方がよく触れているだろう」

「ああ、人狼女王レーネ・デ・ガルウ方式ですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、しかしアイツ、IZUMOで出てきてソッコで有名になりおったなあ。まあ昔から仏独国境近くの広範囲地域では知られたもんだったが」

「恐怖の代名詞というのに旦だん那な甘々なんで、ギャップ人気が男女ともにあります」

　あー、と巴御前が空に吐息した。

「私も旦那を略奪しときゃ今いま頃ごろ人気出たかー」

「略奪じゃなくて甘々です巴御前……！　何故なぜそう狩しゆ猟りよう民族坂ばん東どう武者が抜けないのですか！」

　巴御前がゲーリケの頭に壁上から蹴けりを入れた。それなりに硬い音がしてゲーリケが一瞬意識を飛ばしたが、巴御前の方は構わない。南東の空に視線を向け、

「──こういう部分を羽は柴しば勢が理解していない筈はずもないと思うのだが、さて、どうだろうな。

　用意があるのかもしれんが、何が何かはまだ明確ではない、と言ったところか」

　さて、

「決着待ちだ。──朝には世界の方針が決まるというのも、なかなか無いな」
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　追撃を受けている、という事実を正まさ純ずみは理解した。更にその上で、

「〝伊い賀が越ごえ〟についての重大な過失か」

　追撃については、向むか井いが対策を考えてくれているのが有り難い。だが、〝伊賀越え〟の是非については政治的な案件だ。これは完全にこっちの対応すべき事になるだろう。

・ベ　ル：『正純、御免、ね？』

・●　画：『え、何!?　鈴すずが正純にゴメンとか、いいのよ!?　さあ！　やっちゃって！』

・金マル：『ガっちゃん、ガっちゃん、早くバラやんの燃やさないとヤバいって』

・未熟者：『ははは！　価値の解わからない連中め！　この焚ふん書しよを将来後悔するがいい！』

・礼賛者：『ああ、また在庫抱える余裕が出来たな、って既すでに後悔してますよ』

　何してるんだお前ら。

　だが、こちらとしても気になる事がある。

・あさま：『正純、〝伊賀越え〟の過失って、何ですか？』

・副会長：『うーん、ぶっちゃけ、歴史再現ってツッコミ入れたら何でも過失に出来るようなものだから、言った者勝ちなところあるからな』

・十ＺＯ：『今回の場合、羽柴勢と自分達の間に生じる歴史再現が絡んでいるので、ちょっとそこら複雑で御座るな。──なので、警告など〝届かなかった・間に合わなかった〟と無視出来れば良かったので御座るが、距離を詰められてしまったで御座る』

・●　画：『しかし、だったら本ほん能のう寺じの変へんの後、ソッコで出れば良かったんじゃない？』

・武　蔵：『いえ、実際、かなり急ぎで出ています。安あ土づち側の到着が早かったのが難でした。

　そしてもし先に出たとしたら、安土は軌き道どうを変えて、北西方向から現在位置もしくは先辺りでこちらに突撃を仕掛けてきた可能性があります。──以上』

　と、武蔵むさしが出してきた軌道を見れば解わかる。

　……〝伊い賀が越ごえ〟のために、ルートは堺さかいと京きようの間から出発しないといけなかったんだよな。

　それは、本能寺上空から南に出て〝Ｌ〟字型の軌道をとる必要があるが、

　……これをそのままやれば直角コーナーリングをしてるところで追いつかれてしまう。

　三み方かたヶ原はらの戦いの時、ほぼ同様の軌道をとっているので解る。あの時は前まえ田だ・利とし家いえが操る霊体戦士団の軽戦艦に付きまとわれたのだ。安土なら距離を一気に詰めてくるだろう。

　だからスタート位置をなるべく南に寄せたかったが、武蔵が南に行くと本能寺から合流する自分達の輸送艦が辿たどり着きにくくなり、タイムロスとなる。

　その中間点を取ったのが、出発位置だ。

　堺からのスタートではないが、本能寺からは南に離れ、堺へと至る位置にあることで、言い訳が立つようにした。

　問題なのは、結局は本来のルートに乗せなければならないので、緩い〝Ｌ〟字軌道にはなる事だ。ゆえに〝武蔵〟が取っている軌道は完全な直線ではない。やや浅いＬ字であるため、

・銀　狼：『私達が迂う回かいせざるを得ないところに、安土は直線で飛び込んで来られますのね』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、その際、こちらは速度を保つために何の迎撃も出来ない。

　だから、安土が来てしまった事で、こう考えた。先行スタートしても横から突撃されるなら、最初に迎撃のフェイントを行い、迂回させられないかと、な』

　まあ、この策は失敗した訳だが、それでも、先行で横から突撃を食らうより安全だ。

　そして安全に尽くした結果として、しかし、

「追いついてきて、駄だ目め出だしか……！」





●






　正まさ純ずみは決めた。

「とりあえず話を聞くか」

　追いつかれてきている以上、言いがかりを通される可能性がある。

　交渉結果によっては、実際にそうなる可能性もあるので、出来る事ならば交渉は避けたかった。が、現状では仕方ない。

「〝武蔵〟、こちらと向こうの会談の用意をしてくれ。──今まで同様、うちの連中も参加可能だが、向こうには見えないようにしてくれ。見られると常識の範囲を超える」
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「竹たけ中なか様！　八や百お屋やから連絡です！　会談がしたいと！　──Shaja！」

　どういう世界になってるんですかね、と思うが、向こうの正気を選り好みしてもいられない。とりあえずは許可を出す一方で、

「向こうが言げん質ちを取られたくないなら、こっちも同様で行きますかねー。──じゃあ〝安あ土づち〟、皆も参加可能ですが、向こうには見られないようにして下さい」
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・八百屋：『武蔵むさしの八百屋だ』

・肉　屋：『安土の肉屋です』
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・立花嫁：『──御米屋が必要な気がしますね』

・礼賛者：『市場でも開くつもりですか一体』

・副会長：『まあそう言うなよ、うん……』

・●　画：『というか、一体、向こうは何を言いがかりにしてきている訳？』
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・八百屋：『肉屋がうちに何の用だ』

・肉　屋：『そちらのやっている事に重大な過失があるんですよ』
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・きめえ：『この場合の過失は、野菜の売り過ぎで脱税か外来産の密輸かしら……』

・黒　狼：『随ずい分ぶんと大胆な八百屋ですのね……』

・ＡｎＧ：『肉屋も負けてないよね！　そうだよねタケ！』

・黒　竹：『いや、そういうつもりじゃないんですけど！　けどぉ──！』
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・八百屋：『うちがしている過失とは何だ？』

　武蔵側の言葉に、竹中は即答した。

・肉　屋：『〝伊い賀が越ごえ〟は、その条件を満たせていないと言う事です』

・八百屋：『それはない』

　……早！

　実はこれから説明をブチ込んでやろうと思っていたのだ。だが、向こうの方が短い言葉で否定を挟んできた。

　これは、武蔵むさし側でもこっちの意見に対しての用意があるという事だ。勢いで押して言い切って終わり！　ハイそっちの論破はもう不能！　という方法は使えないということになる。

・肉　屋：『いえ、そちらが行っている〝伊い賀が越ごえ〟には、〝伊賀越え〟として足りないものがあります』

・八百屋：『否、我々はこの夜のために用意をしてきたのだ。それを足りないものがあるというのは言いがかりであろう。遺い憾かんである』
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・ホラ子：『おお！　極きよく東とう必殺の遺憾砲が出ましたね正まさ純ずみ様！』

　まあ言うだけ言ってみる、というところだな、と正純は思った。

・金マル：『というか〝伊賀越え〟の用意って、してたっけ？』

・副会長：『うーん、してたぞ？　心の中で』

・未熟者：『ああ、そうだよね！　僕も今、心の目で見えている新第七艦隊を安あ土づちの後ろから追撃させている！　何か必要だったら言ってくれ！』

　コイツに今夜の出番は与えたくないな……、と静かに思ったが、言うと悪化するのでやめておく。ただ、お互いの手の内が見えないと言う事は、自分もネシンバラも、相手にとってはあまり変わらないという事なのだ。

　……では、ある程度のハッタリが効くか。

・副会長：『ネシンバラ、前言撤回する、少し手伝ってくれ』

・未熟者：『手伝ってもいいけど前言撤回って何だい!?　何を前言したんだい!?』

・副会長：『あー心の中だスマン。言うと悪化するからな』

・銀　狼：『充分に言ってますわよソレ！』





●






　竹たけ中なかは、安あ土づちが更に距離を詰めた事を〝安土〟の示す表示枠レルネンフイグーアで知った。

　このままでいけば、三み河かわ湾の崩落間際で追いつける筈はずだ。

　……行けますか！

　向こうもこの辺りは精査しているだろう。それでいてこっちの会談を受けにきたのだから、何か仕込みがあると考えていい。

　……こっちが有利だとは思わない方がいいですね。

　ゆえに言う。手探りで、相手の武器が何かを触れて確かめるような心持ちで、口を開く。

・肉　屋：『いいですか？　そちらが〝伊い賀が越ごえ〟をどう定義しているかは知りませんが、〝伊賀越え〟は松まつ平だいら勢ぜいが無傷で三み河かわに辿たどり着いたものではありません』

　これは事実だ。松平本隊は堺さかいから三河へと無事に到達した。

　だが、無事ではなかった者達もいる。

・肉　屋：『穴あな山やま・信のぶ君ただ。──松平本隊とはぐれた彼の別隊は、地元の一いつ揆き衆しゆうに襲撃をされ、彼はそこで死亡しています』

　さあ、どうするのか。

・肉　屋：『そちらから、穴山・信君となる者を出し、死亡の歴史再現を行いますか？』
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　どうですかねー、と竹たけ中なかは思った。

・黒　竹：『武蔵むさしは死を強制する歴史再現を行わない事を主義としています。だから穴山・信君が死亡する歴史再現は出来ず、ここで武蔵はストップです』

・きめえ：『竹中がそこまで武蔵を信頼しているとは初めて知ったわ』

　自分でも驚きな部分ではある。しかし、この相手とは今まで直接、間接的に幾度もやりあって来たが、相手が〝裏切らない〟のは確かなのだ。

　そしてこちらも、武蔵にとっては同じだろう。ならば、

　……このくらいの流れは読んでいる筈はずです！

　と、そう思う心に応じるように、〝安あ土づち〟がまた下に警戒を促した。

「ま、またゴミが来ています！　艦首側警戒を！　──Shaja！」

　随ずい分ぶん雑になりましたねー、と思うが、大範囲ではない。また漫画草紙と御神体関係だ。下で等身大の直撃をまた大おお谷たにが食らったらしいが、何か引きつけるものでもあるのだろうか。

　だが、武蔵がこちらへの妨害を止めるつもりはないと言う事は、

　……交渉も続行という事ですね！

・八百屋：『懸け念ねんの方、有り難いが、幾つか言っておきたい事がある。

　──まずは穴山・信君の事だが、その件は私達の〝伊賀越え〟に該がい当とうしない』

・肉　屋：『はあ？』

　来ましたね？　と思いながら、警戒させてはいけないとも考える。ゆえに大おお袈げ裟さに反応をしてから、試すように言葉を送る。

・肉　屋：『穴山・信君が襲撃され死亡する事の、何が〝伊賀越え〟に該当しないと？　彼は、松平本隊と共に出て、途中でそのような状態になっているんですけど？』

・八百屋：『では言おう』

　来た。

・八百屋：『──穴山・信君の死亡についてだが、説は一つではないのだ』
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　正まさ純ずみは表示枠サインフレームを右手の先に幾つも展開した。そこにあるのは、ネシンバラがネタ倉庫としてストックしているもので、

　……明らかにコレ、整理出来てないし、見返すつもりなしの収集だろう。

　そんな感想を抱くが、目的がある場合は有り難い。

　引き出して見た表示枠の内容は、〝伊い賀が越ごえ〟関連だが、

・副会長：『穴あな山やま・信のぶ君ただは死亡した。だが、そこには諸説ある。襲撃を受けたのは事実のようだが、そこで討たれたというものもあれば、自害したというものも様々だ。このように諸説あるものを、当事者である私達ではなく、そちらで決定するというのは何事だ、羽は柴しば勢。

〝伊賀越え〟は私達の歴史再現であって、お前達のものではない。穴山・信君については、諸説あり、命も関わる故、不確かな歴史再現を行ってはならない、というのが私達の行動と判断の根拠だ』

　一気に述べて突き放す。すると竹たけ中なかが、一息の間をもってこう言った。

・肉　屋：『──考え違いがありますね、武蔵むさし勢』

　来るか、と、そう思った時だ。

・肉　屋：『穴山・信君は、元々、武たけ田だ家の者でした。それが身内の裏切りに遭い、内応していた松まつ平だいらの誘いに乗った、という経けい緯いがあります』

　しかし、

・肉　屋：『松平は、彼を麾き下かとせず、織お田だ家に推すい挙きよ。織田家はこれを飲み、穴山・信君は信長麾下として、松平の与よ力りきに任命されたんです。

　つまり、──穴山・信君は、P.A.Oda側にその身柄の判断があります』
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・ＡｎＧ：『何かタケが難しい事言ってるんだけど？』

・つるぎ：『えーと、つまり〝伊賀越え〟では要領悪くて松平本隊からはぐれてしまい、地元の一いつ揆き衆しゆうに襲われて死亡した武将がいるんです。これが穴山・信君』

・黒　狼：『穴山・信君は、松平の部下として三み河かわにいて、共に堺さかいに行き、そして〝伊賀越え〟を共に行いますけど、実は彼は松平直属の部下ではありませんの。本来は織田家所属で、織田が松平への助力として派遣されていた助すけっ人と武将だったんですのね。そういう風に派遣される武将を与力と言いますの。──力を与える、という事ですわね』

・小　姫：『だとすると、穴山ナンタラは、P.A.Oda所属で、しかし〝伊賀越え〟に巻き込まれておっ死ちんだという事です？　運の無い人は災難ですよう……』

・鬼武丸：『私の頭部を外して語りかけるのはやめんか……！』
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　竹たけ中なかは、穴あな山やま・信のぶ君ただの所属をP.A.Odaと定義して一息を吐いた

　……これで、私達が〝伊い賀が越ごえ〟に関わるためのフックが生まれましたね。

　穴山・信君の歴史再現をどうするのか、と、武蔵むさし側に詰きつ問もんや要求する事も可能となる。

　襲撃と死亡という歴史再現。これは、死の強制を否定する武蔵勢にとっては無視が出来ないものだ。

　つまり、死の是非を決めない限り、武蔵勢は〝伊賀越え〟を終えた事に出来ない。

「──それは、たとえ三み河かわに脱出しても、〝伊賀越え〟の成立にはならないという事です」

　こちらの狙ねらいは、そこだ。

　武蔵勢のポリシーを逆利用する。

　そのためにも、穴山・信君の所属はP.A.Odaで押さえておきたいと、そう思う。

　すると、武蔵側から言葉が来た。

・八百屋：『穴山・信君はP.A.Oda所属だったか。すまない、忘れていた』

　……来ました！

　武蔵側で、穴山・信君の所属を認めた。ならばここからは、こちらの攻勢だ。

・肉　屋：『ではそこの八や百お屋やに言います。──穴山・信君が〝伊賀越え〟で死亡した事には変わりがありません。それがどのような方法や経けい緯いであっても、です。

　私達は武蔵勢に、その事を理解して貰もらいたいと考えています』

・八百屋：『待て』

・肉　屋：『解わかっていますよ』

　凄すごい会話だ。しかし、余計な付帯をされないよう、こちらから言っておく。

・肉　屋：『穴山・信君の隊が松まつ平だいら本隊とはぐれた理由にも諸説あります。体調不良や自然環境、他にも、松平勢が裏切るのでは、と別行動をとった、とか。いろいろあります』

　だが、

・肉　屋：『問題はそこではありません。──穴山・信君が〝伊賀越え〟で死亡した事には変わりがありません。それがどのような方法や経緯であっても、です。そこが大事です』
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　来おったな、と大おお久く保ぼは会談の内容を見て吐息した。

　今、自分は奥おく多た摩まの艦首甲かん板ぱんにいる。代表委員長としては教きよう導どう院いんにいるべきかとも思ったが、奥多摩の艦首は全ての艦にとってほぼ同距離となる場所の一つだ。更には露天であるため、全方位の確認にも良い。

　……武蔵むさし野の艦橋は、ベストに見えて、下が見にくくてなあ。

　縁へりからの眺望はいいが、意外に床面が前後左右に長く、死角が多い。それに今は、あの場所に〝武蔵むさし〟も酒さか井いもいるのだ。

　こちらは各所の重要な場所に加か納のうを走らせ、非常事態や急ぎの移動の際は〝義ぎ〟が手空きだったら運んで貰もらう。そのような流れの中で各種業務や認可の遣り取りをしていたが、

「武蔵の得意分野であり、逃げられない部分を突いて来おったな」

　竹たけ中なかは、敢あえて、死の強制の是非を駆け引きとしてきたのだ。

　本気かどうかは解わからないが、自分の悪名を恐れない行為だ。

　……強い相手やな。

　かつて自分は、副会長を相手に同様の是非を求めた事がある。あれは、武蔵の今後を決めさせるため、どう転んでもいいように配はい慮りよしたものだが、

「私は、自分の将来も考えて、──ここまで直接的に〝死〟を扱えんかったわ」

　だがこの相手は違う。〝死〟の是非を駆け引きに用いれば悪名も何もつくだろうが、敵の目的は自分の〝票〟を稼ぐ事ではないのだ。

　……武蔵の動きを封じる事。

　そのために、人々の反応など無視で、武蔵側の反応だけを考えて交渉している。

　ここは戦場なのだ。

・義　　：『どうする？』

　お前なら、と言われて、ふと気付いた。以前、似たような交渉を行ったわな、と。

　関東解放の時だ。あの時、自分は、小こ西にし・行ゆき長ながを相手にこういう相あい対たいを行ったのだ。

　自分もまた、悪評など気にせず、相手との交渉を出来る人間だ。そう思うと、

「────」

　小さな笑いが零こぼれた。これは安あん堵どか嘲ちよう笑しようか、それとも苦笑か。解らないのだが、

　……こんな事が出来る事を自分に求めるなど、加納君が聞いたら止めるかなあ。それとも「良いのです御お嬢じよう様さま」とか言うやろか。

　そんな事を考えながら、己は義よし康やすに応じた。

「私なら、相手が念押しして確認してきた事を、敢えて突くで」
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　大おお久く保ぼは思う。相手が先程、自ら念押ししてきた内容を、だ。

「──死がある事は揺るがないと、そう念押ししおったな。しかし──」

　……しかし自分達から固めてくるという事は、そこが〝弱い〟という事や。

　ここにこだわられると、論が崩れる。もしくは視点を定かに出来なくなるという事だ。

・長安定：『つまり相手は、諸しよ処しよの説があるせいで、どの説も選べる事に困っとんのや』

・義　　：『それは、自分達の推したい説を武蔵側に強制したいということか？』

　体育会系かと思えば、結構解ってる。毎度これに驚くのは失礼だが、向こうは自覚がないようで、その辺りも付き合いが続いている理由かも知れない。

　……教えた連中が、良かったんやろなあ。

　そんな事を考えつつ、己は言う。

・長安定：『そやな。ここで大事なのは、武蔵むさし側は羽は柴しば側の説を採る必要はないし、更に言えば、武蔵側も、自分のベストとなる説であっても採る必要がないという事や』

・義　　：『論を転じ続け、時間稼ぎと嫌がらせをすればいいのか』

　そやな、と自分は半目で頷うなずいた。

・長安定：『うちの連中の事だから、羽柴側が一つの説を推したら、自分達に有利不利無関係に、そのカウンターや矛む盾じゆん指摘となる説を推すやろ。そうすれば、下手へたすれば覆くつがえされたり、両者の解釈違いで決裂もありうるで。実際、三み河かわではそれで教きよう皇こう総長と決裂をした訳やしな。

　──せやから、羽は柴しば勢は、多説あるという部分にはこだわらない。何が必要かという部分にだけ絞ってきたんや』

　そこで自分ならどうするか。

・長安定：『相手が嫌がる事をしてやるの〝も〟外交や。嫌がらせて嫌がらせて、それを緩める代わりに代金を頂戴する。せやから、私やったら、こう言ったるわ。──〝死の歴史再現を拙せつ速そくで決めてはならない。その経過を正しく見る事で、どのような死があるのかを考察すべきだろう〟ってな。そして泥沼引き込めばこっちのもんや』

・義　　：『だとすれば、副会長達も、そう来るか？』

　こっちに任せてくれればな、というくらいの自信はある。向こう、羽柴勢の竹たけ中なかは、取しゆ捨しや選択の割り切りがいいタイプだ。

　計算で詰めて行く自分とは、お互いにとって相性がいいと思う。

　一進一退という事になろうが、と、そこまで考えて、自分の頭を一つ叩たたいた。

「遊びで政治したらあかんわな」

　それについては、今まで一度も許した事がない。

　ともあれ、これについては副会長も大体同意見だろう。向こうの念押しこそが向こうの弱点、そうなれば基本は、

・長安定：『向こうの言って来た事を全否定や。その要求は拙速や、と』

・八百屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、そちらの言を認めよう。急いでいるからな』

・長安定：『──何しとんのやこの八や百お屋やあああああああああああああああ[image: ]』
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　へえ、と竹中は内心で吐息した。

　……全否定せず、こっちの言う事に乗ってきますか──。

　あっさり来た。でも、武蔵むさしがここからどう来るかを考えてる意味は無い。穴あな山やま・信のぶ君ただはP.A.Odaの管かん轄かつ下かなのだ。ならば、どう来るかを待つより、攻めた方が良い。

・肉　屋：『──ではこちらの意見を認めた八や百お屋やに言います。穴山・信君の死についての歴史再現が〝伊い賀が越ごえ〟には必要なんです。その事は解わかりますか？』

・八百屋：『待ってくれ。一つ、確認したい』

　何がだろうか、という疑問の先で、八百屋の言葉が来た。

・八百屋：『穴山・信君が死ぬという事は、今、〝伊賀越え〟を行っている最中、穴山・信君は生きてなければならない。──では教えてくれ、穴山・信君はどんな人物だ』





●






・黒　竹：『えっ』

　竹たけ中なかは、相手の言っている意味が解らなかった。

　穴山・信君については、正直、こちらでは何の用意もしていない。

　そして〝伊賀越え〟を〝無傷だった〟という内容で通そうとする武蔵側でも、当然、穴山・信君のプロフィールなど用意はしていないだろう。

　これはお互いの隙すきの部分ではあるが、だからこそ自分はそこを突き、先程、穴山・信君の所属をこちらのものとした。

　穴山・信君の制御権は、羽は柴しば側に来た。その筈はずだった。しかし、

・黒　竹：『どんな人……、とは？』

・八百屋：『何を言っている。穴山・信君はどんな人なのだ。それを聞いている。──何しろ所属はそちらなのだ。死も関係する以上、人となりを明らかにしなければな』

　ああ、と向こうが言った。

・八百屋：『すまん、こちらに資料があった』

・黒　竹：『は!?』

　資料があると言う事は、武蔵側には穴山・信君がいるという事だろうか。

　否、と己は思う。そんな事実があるならば、武蔵側の先程までの対応は何なのだろうか、と。

　しかしこちらが戸惑っている間に、言葉は続く。八百屋が、ゆっくりと吐くように、

・八百屋：『穴山・信君。──二年生。女。種族は人間。身長百七十二センチ、体重六十一キロ、陸上部所属で──』

　いない筈の穴山・信君のプロフィールが、告げられていく。
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　……は!?

　と大おお久く保ぼは前に首を傾かしげた。

　思わず、手元でブラインド状態のまま続けていた仕事を止め、表示枠サインフレームを出してしまう。

《検索：穴あな山やま・信のぶ君ただ　襲しゆう名めい者しや》

　武蔵むさし内を探る。が、答えは一つだ。

「おらへんで……？」

　少なくとも武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんに穴山・信君はいない。だから急いで深い検索を掛け、穴山・信君という襲名先についての評判を確認した。

　通神帯ネツトでは、襲名先として誰だれを狙ねらうのがいいかどうか、いろいろな事が議論されている。無名の者であっても、たとえば有名な武将の麾き下かや、戦勝国の方に加わっているというだけで収入の安定など、恩恵があるのだ。だが穴山・信君は、

　……嫌われとるなあ……！

　元の出しゆつ自じが武たけ田だ家。そこで裏切りに遭って、松まつ平だいらの内応に従い、今度は織お田だ家に入る。そして最後は〝伊賀越え〟で死亡するのだ。

　これは襲名者と言っても、時代の被害者となる方だ。この襲名で権益を得るとしたら、自分が被害者になる事で他に被害を与えないとか、そんな盾たて役としての保証だろう。

　しかも武田・織田・松平を渡るとなると、それなりのコネや財力も必要となる。そしてそれらを揃そろえていたとしても、

「……武田は滅亡したし、P.A.Odaとうちらは敵対やしなあ……」

　襲名しても、実際にこの流れに乗れるかどうかが解わからない。

　結果、穴山・信君は人気がない。その最大の理由が「何処どこの所属で襲名しても別の国から難なん癖くせつけられない？」なのは、確かに現状を見ているとその通りだ。次を見ると「自分の思い通りにならない部分が多過ぎる」というのは、襲名希望者であっても自立を望むという事で、この辺りがつまり謀む反ほんに繫つながるんやなあ、とも思う。

　ただ、こうしてみていると、穴山・信君はまだ未襲名の人物だ。しかしそれなのに、

・八百屋：『──画像を見ている限り、髪は茶色でロングヘア。武田の出身らしく機馬乗りだったようで、髪を結ってる画像も多いな』

　……何でそんな内容をペラペラ話しとんのや……!?
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　竹たけ中なかは、えろっていた。

　……何ですコレ!?

　とりあえずチョイえろした上で、武蔵側から来る穴山・信君の情報を見ていると、いつの間にか画像の有無にまで言及が言っている。

　おかしい。何がおかしいかといえば、何から何までおかしい。

　だって、穴山・信君の襲名者はいないのだ。

・黒　竹：『片かた桐ぎり君！』

・□□凸：『Ｔｅｓテスタメント．！　こっちでも調べてますけど、極きよく東とう諸勢力の中、特に元武たけ田だ領や周辺地域の教きよう導どう院いんにも穴あな山やま・信のぶ君ただの襲しゆう名めい者や、あやかりもいません！』

　だとすれば、まず、いない。

　だが、こうまで情報を出してくると言う事は、

　……いるんですか!?

　万が一、という事もありうる。何しろこの状況では、あやかりですら意味を持つのだ。だとすれば、武蔵むさし側でそういう人材を用意したのかもしれない。だが、

・八百屋：『──へえ、苦手な教科は極東史と来たよ。意外だね。何々？　理由については〝自分とその周辺ばかり何度も暗記させられて嫌になった〟？　そうだろうなあ』

　どんどんと穴山・信君の情報が重なっていく。これはどういう事かと己は思い、一つの事実に気付いた。

　……穴山・信君がいる事にして、管理権を取り戻そうとしているんですね……!?







[image: 第十一章『届け場所の不在人』]
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　解わかった。ようやく理解した。竹たけ中なかは頷うなずいて事実を悟った。

　相手の目的も、その手段も、己は今更ながらに気付いたのだ。

　……向こうは、こちらに穴あな山やま・信のぶ君ただがいない事に気付いていますね!?

　だから穴山・信君の実在情報を出して、自分達の方に〝いる〟と、そんな既成事実をたてようとしているのだ。

　穴山・信君が自分達の方にいるとしてしまえば、こちらが用意したあらゆる策が無む駄だになる。

　今になれば、武蔵むさし勢が素直に諸説の取り扱いをしないと言ったのも解わかる。諸説を扱って定められなくなれば、穴山・信君の存在を確定する事が難しくなるからだ。これはつまり、

・肉　屋：『武蔵勢！　そちらに穴山・信君はいませんよね!?　いないのに、噓うそ情報を流して、いる事にしようとしているでしょう!?』

　そういう事だ。武蔵勢の側にも、穴山・信君はいない。

・肉　屋：『武蔵勢！　フェイクを重ねて穴山・信君がいるという〝事実〟を作ろうとしても無駄です！』

・八百屋：『おやおや、何を言っているんだい？　穴山・信君はいるよ？　こちらは今、穴山君のインタビューまで進んでいる。それの何を否定するんだい？』

　言われ、己は気付いた。

　……この相手は……！

　存在していないものを、存在している事前提で交渉する。

　この相手と、己は以前に相あい対たいした事がある。今、自分が相対しているのは、武蔵副会長ではないのだ。表示枠レルネンフイグーアの向こうにいるのは、

・肉　屋：『──貴方あなた、武蔵の書記ですね!?』

　疑問詞を投げつけた。すると、ややあってから返答が来た。それは、相手の正体を自ら告げるもので、

・八百屋：『とんでもありません。こちら八や百お屋やです』

　もう何か全身でえろっていいですか。
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・ホラ子：『危ないところでしたねネシンバラ様。御客様の応対に馴なれているホライゾンが咄とつ嗟さの介入で難を逃れましたが』

・金マル：『あー、でも今のだと、この相対、八百屋と肉屋の言い合いって事でまとめられちゃったりしない？』

・未熟者：『フ、こちらの正体には気付くまい。ではこのまま、策士として存分に楽しませて貰もらおうか。──僕の第七艦隊を消した罪をここで購あがなうといい……！』

・●　画：『アー、根に持つ男、嫌だワァ──』

・俺　　：『ちなみに俺おれちょっと参加してたの気付いた人います？　ねえ？』

・銀　狼：『我が王、女装して穴あな山やま・信のぶ君ただの振りをしてインタビュー答えるのは、ちょっと解わかりにくいと思いますのよ？』

・副会長：『というかお前ら、名前出さないけど参加していいと言ったらこう来るか……』

・賢姉様：『フフ、それで助かってるんだからいいじゃない！　浅あさ間まも愚ぐ弟ていに頼られたらちょっと介入出来るようにしちゃったりして、〝もう、仕方ないですね〟とか言って言って！』

・あさま：『こ、こらっ、喜き美みは甲かん板ぱん縁べりで危ないのに逃げ回らない……！』
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　ともあれこの流れはマズいです、と竹たけ中なかは悟った。

　何しろ今回の件は、こちらに事実の確かめようがない。しかもどうやら向こうは替え玉も持ち出しているらしく、このままだと当座を逃げ切られる。

・しとお：『この分だと、どうなるで御座りますか？』

・巨　正：『結局、本人がいないのでは、歴史再現は成立しないのでは？』

・黒　竹：『今回の場合、武蔵むさしが自分の処ところで全部囲い込むつもりなんです。この場合、歴史再現としては閉じたものとなりますし、他国は干かん渉しようする術すべを持ちません。だから、他国へ影響を与えない限り、ある程度の用件さえ守っていれば成立出来ます』

　自国内の歴史再現とは、そういうものだ。これはP.A.Odaも同様で、

・つるぎ：『こっちもまあ、本ほん能のう寺じの変へんを内々で準備してきた訳ですからね。武蔵だって、当然、同じような事をやってきますよ』

・□□凸：『つまり武蔵は三河まで逃げ切ったら、こう言えば良いんです。〝穴山・信君の歴史再現が必要だったので、襲しゆう名めい申請したんだが、それが受理される前に終わってしまった〟と。でも大おお枠わくの用件は満たしているから問題ないと、そう言うんでしょう』

　この場合、どうすれば良いかと、そう考えるより先に、八や百お屋やからの言葉が来た。

・八百屋：『ではインタビューもそろそろ終わりだし、穴山・信君について精査するのはやめにしようか』

・肉　屋：『待ちなさい！』

　竹中は、反射的に、今自分達にとって最も必要な論を叫んでいた。

・肉　屋：『そこにいる穴山・信君は、私達のところにいる穴山・信君です！』
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・きめえ：『そろそろ竹中が焼き切れる頃ころだと、そう思っていたのよね……』

・黒　竹：『あ、あれ!?　何です!?　何ですかその評価は……！』

・６　　：『少し振り返れ』

・ＡｎＧ：『いやでもタケにしてはよく飛躍した方じゃないかな？』
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・肉　屋：『そちらにいる穴あな山やま・信のぶ君ただは偽物です！　本物はこちらにいます！』

　言ってみるだけ言ってみる、という感覚で竹たけ中なかは声を上げた。右の方から〝安あ土づち〟が表情のシミュレートを全くしてない視線を送ってくるが、気にしない事として、

・肉　屋：『こちら、通つう神しんの関係上、画像など送れませんが、既すでに本人から聴取をとっています。そして穴山・信君の所属がP.A.Odaにある事は武蔵むさし側も認めている通りです！

　本物の穴山・信君はこちらにいます！』

・八百屋：『ハア？　噓うそ言ってると舌を抜きますよ』

　……何かストレートに酷ひどいの来ましたよ!?

　だがこちらとしては無視されてないだけ有り難い。

・肉　屋：『噓じゃないです！　今はちょっとお見せしたり聞かせる事も出来ませんが、こちらに穴山・信君の襲しゆう名めい者がいるんですって！』

・八百屋：『あれ？　穴山・信君の襲名者って、何処どこにも登録がないんだけど？』

　ここは、向こうがしている事と同じ選択肢が利く。ゆえに自分は即答した。

・肉　屋：『現在、襲名申請中です！』

・八百屋：『ほう、おかしな話ですね。うちは三日前に申請していましたが』

・肉　屋：『いやあ！　残念ですね！　うちは一週間前に申請してるんで！』

・八百屋：『おっと、代表委員の勘かん違ちがいだったようだね、申請は十日前だったよ』

・肉　屋：『あー！　うちの方も勘違いで、申請は夏休み前でしたよ！　あはは！』

　……〝安土〟の視線が超痛いんですが!!

　やめてやめてやめて、ホントここでえろってる暇がないんですから。

　だが、向こうが一拍の間を持ってから、疑問詞を振ってきた。

・八百屋：『おっかしいなあ……。本当にいるのかい？』

・肉　屋：『いまあああああああす！　穴山・信君は本当にいまあああああああす！』

・ＡｎＧ：『何かタケ、号泣会見みたいになってきてない？』

・黒　竹：『だったら代わって下さいよ──！』

　心底本音だ。しかし向こうは言葉を重ねてくる。

・八百屋：『──でもさ、こっちの方、既にインタビュー終わっちゃったんだよね、さっき。画像、身分証明書、キャラクターとしての必要な情報など、全部こっちには揃そろってるんだ。

　誰だれがどう見ても、穴山・信君が実在してるのは、こっちだと思うけどね？』

・肉　屋：『そっちのは偽物です！　こちらに本物がいるんですから！』

・八百屋：『へえ、じゃあ、このキャラクターシートとか、書いてある事項は何なの？』

　デタラメです、と言いたかったが、それを言えば泥沼だ。

　……危ない……！
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　横、〝安あ土づち〟がこちらに手を伸ばしかけていた事に竹たけ中なかは気付いた。

　……危なかったんですね……！

　言葉の選択一つで、全て失うところだった。

　そうだ。元々、諸説を扱わないようにしたのも、泥沼化を避けるためだ。

　真しん偽ぎが定かではなくなり、決裂されたらそれで終わる。自分はそれを気をつけて立ち回っていたというのに。ここで、穴あな山やま・信のぶ君ただの真偽を巡って泥沼化されたら、何もかもが終わりだ。

　これは何もかも、

　……武蔵むさし側からの引っかけですね……!?

　先程も思った事だ。相手は、こちらが諸説を排除したのに乗った振りをして、それを逆用し、こういう風に罠わなを掛けてくる。

　今のは危なかった。敵としても、ここまでの演出あって使えた技だ。これが本命と言える仕込みだろう。

　気付いて良かった。そして、

・黒　竹：『気付いてくれる人がいて助かりましたよー』

・安　土：『竹中様が相手に対して用いていた理論を理解していましたので、竹中様がそれを捨ててしまうなら注意をせねばと判断したものです。──Shaja』

　有り難い。自分の担当パートとはいえ、一人でやってないと解わかれば一息がつける。

「さて」

　己は今言うべき台詞せりふを告げた。相手の引っかけを排除するための一言は、

・肉　屋：『そちらのキャラシートに必要事項が全て書いてあるのは当然です。──何故なぜなら、それはうちから盗まれたものだからです』
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　……やってくれた！

　と、ネシンバラは表示枠サインフレームを前に腕を組んだ。

　これはアレだ。〝確かめようのない噓うそ〟、というものだ。

　関東で、安土の行き来を巡って遣り取りした時、自分達はこれを用いて攻撃し合った。

　危険な竜りゆう脈みやく炉ろを持っているから寄るな、という確かめようのない噓を言った竹中に、こちらはそれを解除する方法を持っているという、やはり確かめようのない噓うそを言った。

　あの時、流れを決めたのは、クリスティーナから受け取った暗号だった。

　こちらはまだ読めていないそれを竜りゆう脈みやく炉ろの設計図として見せ、羽は柴しば勢の反応を確かめたのだが、その引き替えというように、竹中は、あの暗号文をマジパンのレシピだと言ったのだ。

　……あの暗号がレシピかどうか、そもそも読めていない自分達には解わからなかった！

　決着としては、自分は〝ステルス状態にある第七艦隊〟を発進した事にして、相手の反撃を促したのだが、毛もう利り・輝てる元もとの介入を恐れた正まさ純ずみが話を打ち切っている。

　結果、殴なぐり合ったが、自分は大事な想像物である第七艦隊を失った。

　つまり、痛み分け、と行かなかった相手が、竹たけ中なかだ。

　そして今、ここでまた、竹中が〝確かめようのない噓〟を用いてきた。

　こちらが持っている情報を、自分達から盗まれたものだと言い切ったのだ。

・未熟者：『やってくれるね……』

・銀　狼：『どういう事ですの？　あ、手短に』

　要は簡単だ。

・未熟者：『こちらの資料をデタラメだと言えば、向こうから泥沼に飛び込んで来た事になるんだけど、そうはしなかった。こちらの資料が、向こうの盗難品だと言ってきたんだ』

　この場合、どうなるか。

・未熟者：『向こうは、資料がなくても、自分達の側にオリジナルがあった、としていられる。つまり僕達の資料があれば、向こうは自分達の〝資料〟の裏付けを自動的に持つんだ』

・副会長：『こっちから向こうの資料の中身を問うて、向こうが答えられなかったら、向こうの言ってる事が噓である……、という手は使えないのか？』

・未熟者：『その場合、向こうは思い付きを答えれば良い。自分達がオリジナルなんだから、答えた瞬間にそれが正解だ。そしてこっちに対しては、違う内容だったら〝オリジナルを見ていないのですか、偽物だな〟と言えばいい』

　以前と同様の、確かめようのない噓を用いた攻撃だ。今回は相手が自覚の上で、更にこちらが演出を重ねた上なので、状況としては以前以上に向こう有利と言えるだろう。

　だが、と自分はポーズを取った。

「──掛かった」
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「ん……？　んん……？」

　浅あさ間まは、何が掛かったんでしょうかね……、と、内心とリアルで首を傾かしげた。

　今、自分達は、彼が言う〝各所の嫌がらせ〟のため、まずは奥おく多た摩ま艦橋に向かっている。

　その途中、浅間神社があった跡地に寄っていくと、確かに浅間神社はパージされ、幾つかの表示枠サインフレームが後の確認用にその姿を回していた。

　自分はハナミとそれをチェックしながら、父が置いていってくれた術式や符ふなどを確保。教きよう導どう院いんで一息つくより先にこちらに来た方が良かったかも、と思いつつ、父の置き手紙となる表示枠を暗号状態から展開した。

『智ともへ　本ほん能のう寺じの変へんが何か凄すごい事になってるようだけど御お父とうさん仕事に真ま面じ目めだからとりあえずチョイと指示された方へ行ってるからね。そっち、皆、無理しないように。特にトーリ君には無理をさせないように。いいね？　いいね？

　あと、ホライゾン君には伝えておいて下さい。御父さん達が埋め込んだ碑ひ石せきが役に立ったようで幸いです、と。


──父より』　　　　　　　　



　……あ、これ、私の本舗での立場とかちょっと気を遣ってますね多分。

　そのくらいの事は何となく解わかる。よく考えるとミトのお母かあさんが頻ひん繁ぱんにやってくるのも、そうしたフォローの面があるような気もするから、望んだ環境にいるという事は偉大だ。

　しかし、

「フフ、浅間、皆で愚ぐ弟ていに無理させるって、どういう事かしら!?　ねえ!?」

「そっちで来ると思ったらホントに来ましたけど、武蔵むさしの流体経路も今までとちょっと違うので、トーリ君の供給術式も少し扱いが変わるんですよ……！」

「浅あさ間ま様、それ、〝皆〟と指摘された事への言い訳になっていないような。あ、喜き美み様は除外だと思いますが、ホライゾンも基本、受けられない技は出さないエンタメ指向なので」

「何で皆でこっちを見ますの!?　ねえ!?」

　まあそこらなー、と彼が言う。肩をすくめて力を抜き、

「落ち着いて、何かまあ、それぞれに合わせて、だよな。もう針は傾いてるし、回るのは止まらないし、あとは雰ふん囲い気きや気分だろ」

「言い訳が必要な方は多そうですからねえ」

　ハイ……、と店たな子こ二人としては頷うなずくしかない。

　ただまあ、そういうのは少なくとも〝今〟ではない。この状況を抜けた後、何処どこまで先かは解らないが、ヴェストファーレン辺りが契けい機きになるんだろうか。

　……あと二月ないですよ……！

　何だか急にリアルめいてきて、妙な汗が湧わくのを感じるが、即座に動けるホライゾンはやはり剛ごうの者だと改めて思う。

　ただ、そんな遣り取りをしながら〝嫌がらせ〟の準備をしていても、事態は進む。

「浅間様、荷物など、ホライゾンの後ろに突っ込んでいきますか」

「あ、じゃあ手持ち分以外、頼みます」

　と、符のケースなどを袋ごと渡していると、表示枠の方で展開があった。

　羽は柴しば側に、どちらかというと主導権を握られたネシンバラが、それでも強がりか、勝ち誇った事を言い出したのだ。

・未熟者：『これから、関東での意い趣しゆ返しを行おう。──皆、見ているといい』

　ホライゾンが両手を握って表示枠サインフレームを凝視したが、あまり期待しない方がいいと思いました。
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　竹たけ中なかは、油断をしまいと心に命じた。

　……今、関東でやったような事を、再び行いましたね。

　確かめようのない噓うその吐つき合いで、こちらが主導権を奪ったのだ。穴あな山やま・信のぶ君ただという架空の襲しゆう名めい者の情報に対し、武蔵むさし勢が持っているものはこちらから盗んだものだと言ってやった。

・多数決：『盗んだ、というのがちょっと面白いところですね。コピーではない、と』

・黒　竹：『コピーだと、原盤がこっちにないといけないんです。だから情報を照合しよう、となったら、こっちにはそれがないので、違う場合でもこっちが正しいと言い張らないといけません。でも、盗まれたのならば──』

・黒　狼：『こちらに原盤はありませんから、向こうが情報の照合を求めてきても、応じる必要はないという事になりますのね？』

・ＡｎＧ：『えっ、タケ……、今、ちょっと輝いて見えるよ。どういう事？』

・黒　竹：『あー、今、上から下にえろったので、それが月光浴びてシャイニング？』

・約全員：『うわあああああああああああああ！』

〝安あ土づち〟がこちらに振り向いてタオルを手渡してくる。

「洗いませんので後で捨てて下さい、竹中様。──Shaja」

「何か扱いが雑になってる気がするんですけど……」

　タオルが来るだけいいと考えよう。

　ただ、主導権は握った。

　とはいえ、これは一種のゲームのようなものだという、そんな自覚はある。

　確かめようのない噓をお互いが重ね、その高さや深さがどれだけ相手を上回れるか、という勝負をやっただけの事。

　相手が自分達の資料の多さを誇ったので、こちらは「それはこっちのものだ」とやった事で、全て引っ繰り返した。これが通ったのは、先に穴山・信君の所属をP.A.Odaにしていたからであって、そうしておかねば負けたのは自分だったろう。

　言い換えるなら、この勝利はいつでも引っ繰り返される可能性がある。

　相手が、手持ちの札や場を読んで、こちらの言っている事を「自分のものだ」と出来てしまえば、それで終わりだ。

　……そう出来る可能性は、ありますか？

　三千世界を開き、可能性を探ってみる、が、難しい。三千世界はパターンとそこからの推測を重ねていくものなので、今日きようのような短時間勝負用の飛躍は下手へたなのだ。誰だれでも出来る策の最上等を導く事は得意だが、天才の閃ひらめきは苦手というべきか。

　これは結構、自分の個性にも似ている。己とて、飛躍は苦手だ。堅実に考えているからこそ、そこから「あり得ないなー」というハイダメージ・ハイリターンに辿たどり着く。

　もしも普通にそういった事が思いつくなら、それはハイダメージ・ハイリターンではなく、〝自分にとってのいつもの事〟だ。

　凡ぼん人じん大変ですよねー、としみじみ思った、その時だ。

・八百屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、肉屋にちょっと聞きたい事がある。いいかい？』
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　竹たけ中なかは、一度息を吸った。

　恐らく、この遣り取りが、この会談の決着になる気がすると、そう思いながら、

・肉　屋：『Ｔｅｓテスタメント．、何ですか一体』

・八百屋：『決着をつけよう。あまり時間もないんだ』
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・副会長：『解わかってるなら巻け……!!』

・貧従士：『あの、さっき、考えてるような間がありましたけど、あれ、何です？』

・労働者：『ああ！　シェイクスピアから〝何か君、眼鏡めがねの長ちよう寿じゆ族ぞくと延々実況通神チヤツトしてるんだって……？〟って通神文メールが来て対応してたよな！』

・約全員：『ひいいいいっ』
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　決着の一言の前に、随ずい分ぶんと間があった。だが、竹中は〝安あ土づち〟の振り向きと共に届いたそれを、確かに目にした。

・八百屋：『──さっき気付いたけど、穴あな山やま・信のぶ君ただの資料には、一つ、欠けていた部分があったんだ。もしそちらが、これ、盗まれたというなら、そこの内容、解わからないかい？』

　言われた意味が、一瞬理解出来なかった。

　……盗まれた情報に、欠けている部分があった？

　元々それが存在していないものであり、更にはどのような状態かなど、想定もしていなかったせいもある。だが、ああ、と己は気付いた。

　……こっちを試しているんですね!?

　向こうの手元に〝ある〟資料。穴山・信君のプロフィールやインタビューだろう。そこに一つ、書き込まれていない部分があるというのだ。

　回りくどいが、こちらを試している事には違いない。しかし、

・きめえ：『それは、何の意味があるのかしら？』

・巨　正：『向こうの資料としても書き込みがないならば、照合する事も出来ませんから、こちらの言いたい放題となりますよね』

・安　土：『更に言えば、こちらが元々その欠損部を埋めていたかどうかもこちらの判断次第ですので、元々空いていた、と言って回答をしない事も可能です。──Shaja』

　だとすると、これは随ずい分ぶんとこちらに有利な話だ。だけど、

　……これが油断を呼ぶんですよね……！

　迂う闊かつに飛び込んではならない。回答拒否も出来るネタだ。その事を理解の上で、

・肉　屋：『その、欠けている部分のネタって、何ですか？』

・八百屋：『ああ、ちょっとしたインタビューの部分なんだけどね』

　八や百お屋やが問うて来た。

・八百屋：『襲しゆう名めいして、最近困った事って何ですか？　っていう質問の答えがね？　抜けているんだよ』
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　……襲名して、最近困った事……!?

　あ、これ苦手ですね、と竹たけ中なかは直感的に思った。

・きめえ：『〝伊い賀が越ごえ〟で殺されなきゃいけない事かしら』

・小　姫：『その程度は困った事にならない気がしますよ？』

・巨　正：『というか〝最近〟ですよね？　だとしたら襲名者として生活が始まって、何かが変わったのだと思います』

・ＡｎＧ：『でもコレ、考え方によっては難しくない？　だってその場合、何を困るかは人それぞれだもん』

　ですよねー……、と己は頷うなずき、苦手と感じた意味を悟った。

　……これは確かに、個人の個性の問題なんです。

　誰だれが何をどう思うかなど、簡単に言えるものではない。ついでに言うと、

「さっき向こうでは襲名申請とか言ってたのに、何でいつの間にか襲名した後の事になってるんですかねー……」

「設定が甘いのでは」

　ストレートにその通りだと思うが、言っていいものだろうか。

　ただ一つ言えるのは、この問題の難しさだ。

・つるぎ：『これ、何をどう答えても向こうは〝違う〟と言って来ますよ？』

・きめえ：『空白部分の答えなのに？』

・つるぎ：『はい。だってこれは、穴あな山やま・信のぶ君ただの回答をこちらで答えるだけの問題じゃないんです。向こうが作っていた穴山・信君のキャラクター、それに合った答えをこちらが作れるかどうか、という問題なんです』

　解わかりますか？　と平ひら野のが言葉を繫つなげた。

・つるぎ：『こちらは原盤を盗まれた。でも向こうには、あるんです。

　つまり穴山・信君のパーソナルなキャラ付けについては、あっちに主導権があります。

　でも原盤を作ったと言った以上、私達は穴山・信君を知っている筈はずで、そのキャラ付けに基づいた答えを出す事が出来なければいけない、という事になります』

・安　土：『一応、穴山・信君についての、向こうの不規則発言も全て録とってあります。参考資料として御覧になられますか？　──Shaja』

　見てみる。皆もそれぞれの持ち場で確認しているらしい。すると、

・きめえ：『……何、このリアリティのない造形』

・巨　正：『……男の子って、こういうの好きなんですか？』

・□□凸：『……いや、これは偏ってる方です！　そうですよね!?』

・黒　竹：『おねーさん、自分含みで皆にたまに思う事を皆してズバっと……』

　しかし、コレは難度が高い。

・黒　竹：『……誰だれか、スポーティでちょっと小食気味で猫舌の引っ込み思案だけど押す時には押すという性格だけどハッキリ言えない、そんな子の悩みを一言で言えますか』

・６　　：『何だその犯罪臭』

・ＡｎＧ：『うーんショーロク言い方が惜しい気がするね！』

　というか解らない。

・竹　中：『襲しゆう名めいして、最近困った事って言われても、ですよね──』

・安　土：『竹たけ中なか様、御自分に落とし込んで考えてみては如何いかがですか？　──Shaja』

　……私の場合の困った事ですかー。

・黒　竹：『えろは以前からやっていたし、料理が下手へたなのも昔からですし油断すると下腹ポッコリいくのも精神年齢二十歳はたち過ぎてからですし彼氏いない歴が人生なのもまあ以前と言えば以前からで』

・黒　狼：『竹中！　竹中！　何か個人情報漏れまくってますのよ！』

　でも意外と、襲名してから困った事と言うと、無い気がする。だがそれはそれで自分の個性というものだ。

・黒　竹：『だとすると穴山・信君に求められる個性は……』

　と呟つぶやいて、己は三つの事に気付いた。

　……あった！

　一つは、自分にも襲名によって困った事があったという事実だ。それも、他の十じつ本ぽん槍やりの皆より、自分には特に大きな〝お困り〟だった記き憶おくがある。

　そしてもう一つは、今の相手に対し、今の自分の考え方は間違っているという事だ。

　更にもう一つは、

・黒　竹：『安全な答え方がありました……！』

・つるぎ：『相手の妄もう想そうノートに対して、沿った回答が出来るの？』

・黒　竹：『いえ、そんなの関係ありません！　襲しゆう名めい後のパーソナルな問題でありながら、キャラの個性など関係無しに出る問題というのが穴あな山やま・信のぶ君ただにはありますよ！』

　言いつつ、己は声に出さず、それをタイプした。文字列を書き終え、確認し、〝安あ土づち〟に頷うなずき一つで送った。
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　答えが来た。

　ネシンバラは、皆が自分の手元に傾注する感覚を得ていた。

　自分がいるのは青梅おうめの艦尾で、燃え盛る在庫の山を前に消火用水の桶おけを右に置いている状況なのだが、火はいいね、とてもいい、盛り上がる。

　皆が見ている。周囲には火の管理をしているノリキとペルソナ君しかいないが、皆がこちらを確かに見ている。ノリキとペルソナ君は火の管理役だからそっちを見ているのは仕方がない。公共のためだからね。でも皆が見ている。そうだ。そう思う。

・俺　　：『あれ？　終わってねえの？　ネシンバラ』

・ホラ子：『トーリ様、無用な手出しは無用です。今はネシンバラ様が全部責任を取る時間帯なのですから』

・●　画：『ほら、見てやってるんだから、早く何かしなさいよ。何でもいいから』

・未熟者：『き、君達、こんな時でも容赦ないね!?』

　ともあれ己は相手の反応を皆に見せた。

・未熟者：『襲名してから、最近、困った事は何か』

　肉屋は、穴山・信君の回答について、こう答えたのだ。

・肉　屋：『──名前を見た人が〝穴山・信〟君？　って勘かん違ちがいするんです』
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　見事だ……！　とネシンバラは思った。

　この答えは、穴山・信君しか作れないものだが、穴山・信君の個性には一切関係ない。

　……だって、勘違いしているのは穴山・信君以外の人なんだから！

　しかし、それゆえに穴山・信君は困る事となる。

「見事だ……！」
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　頭大だい丈じよう夫ぶか……？　と正まさ純ずみは思った。

　この答えは、お前らしか作れないものだろうが、これ、〝伊い賀が越ごえ〟と関係なくないか？

　……何か、勘かん違ちがいがあるような気がするが、常識の範囲外の人だからな……。

　しかし、それゆえに自分は困る事となる。

「大丈夫かホントに」
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　あ、とミトツダイラは気付いた。

・銀　狼：『大丈夫かどうかは、ホライゾンが判断出来ますわ！』

・賢姉様：『フフ、そういえばそうね！　武蔵むさしはギャグに厳しい戦闘国家！　だったら今の、ホライゾンに行けるかどうか判断して貰もらえば良いのね!?　ホライゾン！　さあ！』

　と振り向いた先。奥おく多た摩まに小さく残った並木の下に、足だけで座ざ禅ぜんを組んだホライゾンがいる。彼女は、左右に〝是〟・〝非〟の旗を持った両腕を置き、

「ヌゥアアアアアアアアア────────────！」

　横の浅あさ間まが、鈍い汗を搔かきつつ味わい深い表情で止めようとしたのを、自分は横からインターセプトした。

「智とも！　止めても無む駄だですのよ!?」

「うん、凄すごくそう思います……。無駄な事をしようとしてるな、って……」

　言ってる間に、右腕が旗を上げた。

〝非〟だ。しかしその直後に、

「コッチデエエエエエエエス！」

　左腕が、〝是〟の旗を持って垂直にジャンプした。

　まあ、と思っている正面。右腕が左腕の落下を支えて掲かかげ、左右に走り出す。アピールのつもりだろう。その中央、荒い息を吐いたホライゾンが、目を伏せ気味にして、

「非常に、非常に難しい判断でした……。個人的には羽は柴しば勢は敵であり、ここは妨害のため、〝非〟とするべきだったと思うのですが、やはり武蔵のギャグに対する厳しさは、自己審判の意味も含めたものだと、そう思い、副王としては苦く渋じゆうの選択……！」

・約全員：《拍手》

「おお、有り難う御座います！　有り難う御座います！　このホライゾン、これからもギャグに厳しい戦闘国家の可視化と公平を保つために邁まい進しんする所存であります！」

　流石さすがですわね、と思って、自分はしかし、ある事実に気付いた。

「でもこれだと、羽柴勢に穴山・信君の管理権を持って行かれるんではありませんの？」





●






　よし、と竹たけ中なかは息を吐いた。

　武蔵むさし側からの、今の物言いに対しての通達が来たのだ。

・八百屋：『──見事だ。その意見、認めよう』

　それは、こちらに穴あな山やま・信のぶ君ただの管理権が来たと言う事だ。

・安　土：『やりましたね！　やらなくていい事でしたが！　──Shaja！』

　本気でその通りだ。しかし今、自分達は、〝伊い賀が越ごえ〟で死亡する穴山・信君の所属と、管理権を手に入れた。それはつまり、

・肉　屋：『穴山・信君の全権を、こちらが得たという事です』

・副会長：『おめでとう。武蔵むさし側としてはしてやられたと、いうところだろうな。状況を確定してくれ。ここから先は、これまでとは違う未来を考えなければならない訳だから』

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。

　向こうは自分の名前を出した上で、こっちが言った事を認めた。

　文面を読んでもその通りだ。自分達が目的としていた穴山・信君の全権確保は成功したのだ。ならば、

　……ここから先は、〝伊賀越え〟失敗としての未来、ですか。

　武蔵勢は、覚悟を決めていたと、そういう事だろうか。だとすれば今後、彼らは早い対応で戦いの準備と展開をしてくるに違いない。

　気をつけねば。何しろ、彼らが戦いの始まりと考えるのは、こちらが〝伊賀越え〟の終了を確定した時。つまり、穴山・信君の全権確保を、〝黒　竹〟の名で行った時だ。

　油断はすまい。

　己は、三千世界の話題を切り替え、対武蔵戦闘用にシフトさせた上で、宣言した。

・黒　竹：『では、穴山・信君の全権を、こちらで確保しました』
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　竹中は、表示枠レルネンフイグーアを前に、無意味に身構えている自分に気付いた。

　先程から〝安あ土づち〟がこっちに何か言おうとして止やめるムーブを繰り返しているが気にしない。こちらが注意するべきは、表示枠の向こうにいる武蔵副会長なのだ。

　今、自分は武蔵の書記をまた破り、勝利したと、そう思う。ならば武蔵副会長の対応は、

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、認めよう。──穴山・信君の所属、管理など、全権をP.A.Oda側に与える事に同意する』

　……よし！

　ここから相手はどう出るか。武蔵副会長のパターンとしては、宣戦布告が来る可能性がかなり高い。だがそれはハイダメージ・ハイリターンとしては美お味いしい選択だ。

　……よし来なさい戦争！

　思った瞬間。向こうがこう言った。

・副会長：『──よし、じゃあ穴あな山やま・信のぶ君ただの全部がそっち行ったんだから、穴山・信君の〝伊い賀が越ごえ〟はそっちで行ってくれ。こっちは松まつ平だいら本隊の〝伊賀越え〟に集中するから。

　──担当分担の要望、助かった。礼を言う』

・黒　竹：『ちょっと待った武蔵むさし副会長──────[image: ]』

　叫んだ直後。返答が来た。

・八百屋：『何だ一体。うちは八や百お屋やだよ。もう夜だから明日あしたにしてくれ』

　表示枠レルネンフイグーアを頭突きで割って床に倒れ込んだ。
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・副会長：『おい！　向むか井い！　時間は稼いだぞ！　逃げろ！』

・立花嫁：『副会長、役職者ではない身で言いますが、もうちょっと言葉を選んだ方が』

・蜻蛉切：『正まさ純ずみ！　英国弁で言うとランナウェイで御座るよ！　ランナウェイ！　そうで御座るな誾ぎん殿!?　それとも西班牙スペイン弁で御座るか？　その場合は何て言うので御座る!?』

・金マル：『あー、これ誾ちゃん無む茶ちや苦く茶ちやキレてるの解わかるかなー』

・ベ　ル：『え、ええと、急ぐだけ急いでるけど、このまま行く、よ？』
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　竹たけ中なかが横向き寝の床えろをするのを、黙って見守る程度の情けが〝安あ土づち〟にはあった。

「くっそ──……」

　床から怨えん嗟さの範はん疇ちゆうと判断出来る声が聞こえてくる。

「P.A.Odaの琵び琶わ湖こ安土だったら、八百屋も二十四時間営業だっつーんですよ──」

　何かズレてる気がするが、竹中は頑がん張ばったのだ。結果よりも経過が大事というのは、自動人形としても思索の幅が増えるので有用な事だと思う。結果が出なかった事実は変わらないが。

　しかし、竹中が妙に哀しいメロディの歌を口ずさみ始めたのは別として、

・安　土：『では皆様、武蔵追撃実行隊、御願いいたします……！』

　先程、竹中が一発食らう前に構えた三千世界から、次の作戦が指示されている。

　その内容は、

・安　土：『武蔵に一撃を入れ、〝伊賀越え〟を止めます！　shaja！』
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　鈴すずは、敵の動きに気付いていた。

　今、安あ土づちとはつかず離れずという距離を保ちながら、前方にはもうただただ大きな三み河かわの湾が広がっている。

　……来た、ね。

　自分達にとっての始まりの場所と、そう言っていいのだろうか。

　己の知覚では、静かな空と海は、澄んだ空気と波の面できっちり分かれている。この辺り、月光も僅わずかに持つ熱で拾えているが、こちらはあまりはっきりとしていない。

　ただ言えるのは、今、三河は、海と空の場所になったという事だ。

　空は自由だ。流星群も本ほん能のう寺じより東のこちらには来ていない。

　後はもう、海と繫つながった広い水面が知覚出来るが、近寄っていけばそればかりが主張してくるだろう。それだけ広い湾だというのは、以前上から見て解わかっている。

　そこに行く。

　眼下の地形が、紀き伊い半島の山さん渓けいから湾岸への下りとなり始めた。

　ここで一気に距離を離したいと、そう思った時だ。

　安土の速度が落ちた。

　……え？

　何をするのかと思った時には、もう、それが来ていた。

「安土、輸送艦を発射……！」







[image: 第十二章『詰め所の逆転者』]
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〝安あ土づち〟は、塵じん芥かいの迎撃に際し、副砲程度の力ならば供出出来ると、そう言っていた。

　ただあの時は、その出力も加速に回した方がいいという判断で、左さ近こんに副砲を持たせ、迎撃を行ったのだ。そして〝安土〟が回せると言っていた出力はプールされ、左近や糟かす屋やが手動で軽量の輸送艦を引き出し、艦側部の接せつ舷げん部まで持ってきた。

　撃ち出す。そのために使用するのは、出力のプール分を利用したカタパルトだ。

　流石さすがに反動は生じるので、その分、安土は遅れる。だが安土は六艦からなる複合艦だ。一艦が遅れても、他の五艦は前に出るし、それこそ気流を巻き込んだスリップ効果によって持ち直す事も可能。元々、〝安土〟の方も、そういったものを含めての副砲許可だ。

　小型軽量の輸送艦は全長三十メートルのワイバーン級。

　輸送艦自体にも加速術式を仕込み、補強用に符ふを貼はりまくっての発射だった。

「後はこれを大型砲弾として、行きますのよ……！」

　発射用のトリガーは糟屋が灯ともした。

　外付けとした着火術式の大型陶器プラグを、銀釘アルジヨント・クルウの杭くい打うち状態で殴なぐりつけたのだ。

　打撃音が陶器のプラグを砕いて鳴って、流体光の杭が正しく着火を促し、

「おお……！」

　見送る福ふく島しまの振り返る視線より先に、輸送艦が前に走った。一瞬で加速した鉄塊は前を行く武蔵の加速光に向けて飛ひ翔しよう。

　夜の空を突き抜けた。
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　突然の輸送艦突とつ撃げきに、武蔵むさし野の艦橋内では鈴すずの知覚と自動人形達の判断が交こう錯さくした。

　急ぎの捕ほ捉そくは鈴の知覚によるものだ。

　そこから自動人形達が行ったのは、既すでに計測されていた気流や未いまだに撒まかれ続ける不良在庫の軌き道どう表示だ。それによれば輸送艦は武蔵の後方に辿たどり着く前に等身大御神体の直撃を三つ、不良在庫の激突を十一冊受け、

「軌道、やや上昇に逸それます！　──以上！」

〝武蔵むさし境さかい〟の声に自動人形達の多くが頷うなずいたのは、既に武蔵は三み河かわの湾に向け、下降軌道を取っていたからだ。

　上昇するには力が要り、速度が落ちる。逆にこちらはこれから下りの速度を上げる。ならば、

「来るよ……！」

　鈴が叫んで、飛来する輸送艦に手を掛けた。

　速度をやや落とし、軌道を浮かせ気味のラインにする。それでも幾つかのゴミが激突し、輸送艦が上昇するのには変わりないが、

「中、入ってる……！」

　既すでに輸送艦どころか、安あ土づちもこちらの知覚範囲内だ。鈴すずが指で軽く輸送艦を叩たたき、うん、という頷うなずきで割り出したのは、

「人、だと思う……！　重い……!?　何人か、いる、よ！」
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「そろそろ向こうのスーパー知覚艦長にバレた頃ころね」

　飛ひ翔しようする輸送艦の上部甲かん板ぱんを爆砕術式のボルトで吹き飛ばした下、内側に仕込まれた密閉空間で二つの翼が頷いた。

　金と黒。加か藤とう・嘉よし明あきと、脇わき坂さか・安あん治じだった。

「キメちゃんどーする？　賤しずヶ岳たけの御陰で〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟も〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟もパーツちょっとメンテに出して足りなくなってるけど」

「主加速系が無事だったのが運の尽きだと思いなさい」

　尽きかー、と言いながら、しかし脇坂が前傾になって加速系に黒の光を与える。横の嘉明は腕を組み、そのまま加速系に白の光を与え、

「行くわよ」

　双の魔女テクノヘクセンが、滑るようにして夜の空に全身を流す。だがそれは、重力制御による矩く形けいの軌き道どうをもって、

「まずは追いつかないとね……！」

　二機の機殻箒シヤーレベーゼンが行うのは、武蔵むさしへの距離を詰めるための吶とつ喊かんだ。
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　……参った──！

　安治は、ちょっと働き過ぎだよね、と思いながら〝黒姫〟を飛翔させていた。

　どう考えてもこの世界は魔女の扱いが悪い。昔はシャーマンとして崇あがめていたようだが、魔女狩りを抜けて、魔女がまた空を飛ぶようになってみればコレこの通り。

　……生きていくのって楽じゃないね──！

　死ぬのは楽だろうか、どうだろうか。時折思うが、楽でなければいい。だって、

「この世界、どうにかして守ろうってんだから」

　だから、

「死で逃げられたら、立つ瀬が無いよね……！」

　正面。武蔵の加速光が見えている。が、横にもっと明るい光が来た。

「キメちゃん！」

「──アンジー、空中でポエム読むとはなかなかね」

「やってみる!?」

「風届け　夏終わる夜　不法投とう棄き」

「字足らずな上に俳はい句くだねキメちゃん！」

「晩夏の夜とはそういうものよ」

　言って、彼女が白姫ヴアイス・フユルステイン上の前傾姿勢を深くした。

「アンジー、調整としては左右への加速器を中央に回してるから、あまり直角な軌き道どうを取るとスキッドするわ。ローリングからの上昇下降で賄まかなえるならそうして」

「あー、勘かん！　勘！」

　右の手の平を前後に振ると、正面に光が散って見えた。流体光の欠片かけらか何かと思えば、そうではない。

「燃やしている同人草紙を散弾したのね……！」
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「延焼術式の符ふを貼はったら投棄しろ！　但し二十五ページを超える厚みのものは下につくまでに燃え切らないかも知れないから、一度手元で十秒数えてからだ！」

　ノリキの指示の通りに、ペルソナ君を初めとした投棄隊や、生活委員会の猛も者さどもが不良在庫を投とう擲てきする。しかし、

「くそ！　この不良在庫、なかなか減らねえ！　弾幕としては有用だが！」

「じゃあこうするぞ！　お前ら、ついてこい！」

　と、生活委員長が本の索さくを縦に二十個ほど繫つなげ、火の丸太状態にしてから空に掲かかげた。火か焰えんはその勢いを増し、火の粉が周囲に散るが、ルール上、十秒は待たねばならない。

　委員長は防火マスクの上から火の粉を浴びつつ、

「いーち！　にーい！　さーん！　うおおおお熱いがよーん！　ごーう！」

「い、委員長！　俺おれも続きます！　男ッス！」

「俺も！　俺もです！　続きます！」

　在庫処理と魔女テクノヘクセン二人の迎撃のため、青梅おうめ艦尾に火柱が林立した。

・●　画：『え？　何で青梅の艦尾で奇祭が始まってるの？』

・金マル：『というか儀式？　普通、高たか尾おでやるもんじゃないかな？』

・労働者：『ともあれ投げるぞ──！』
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　ぶちまけられた炎の壁と煙に、魔女二人は正面から飛び込んだ。

　索は解け、ページは風を巻き、紙は散って火の粉が舞う。それは全体としては中央を突出させながら、傘のように開いていくもので、

「アンジー！」

　白の魔女テクノヘクセンが、叫びと同時に機殻箒シヤーレベーゼンを全身で引っ張り上げた。機首側を摑つかみ、背筋と、背の翼を後ろに打ち付けて勢いをつけ、かち上げたのだ。

　角度はほぼ垂直。まるで全面の盾のようにした機殻箒で、しかし魔女は飛ひ翔しようしなかった。

「キメちゃん！　もっと緩く！」

「そういう勘かんは苦手なのよ」

　言葉と同時に、炎の嵐あらしが正面から二人に届く。だが、白と黒の魔女が行ったのは、飛んで逃げる事でも、軌き道どうを逸そらす事でもなく、

「乗って……！」

　機殻箒を鳥の翼のように柔らかく開き、炎の壁をただ受けたのだ。
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　……意外と熱くないわね。

　嘉よし明あきは、上半身を浮かせ、両手に出した魔術陣マギノフイグーアで白姫ヴアイス・フユルステインの全重力制御を操作していた。

　いつものような、加速器の加速方向を操作するのではない。両手の指に白姫の全加速板を連動させ、炎の勢いを捉とらえたのだ。

　今、集中している時間の中、白姫は爆炎の表面を羽ばたくようにして上昇している。

　それはしかし、炎の嵐に逆らうものではない。前に、安あ土づちの方へと爆はぜて伸びながら散り広がる炎の勢いを空すかし、逆向きの気流として利用しているのだ。

　……炎の動きを捉え、その熱気を受けて押し上げて貰もらう。

　速度は落とさない。ただ炎に激突はしない。

　爆炎の熱を〝表面〟として捉え、その上を羽ばたき、上へと昇っていく。

　無論、これは感覚としてのものだ。

　実際は違う。

　白姫の重力制御を用いて熱を捉え、ある程度それが強くなったら加速器で己を上に押し上げる。これを全ての加速板で行えば、炎に逆らう事なく、しかし気流の上を飛翔するように乗って行ける。

　これが出来るのは、白姫と黒姫シユヴアルツ・フユルステインの重力制御が、加速用だけではなく、各加速板を捉とらえて振り回す双方向性を持っているからだ。

　後は、熱計測用の術式を組み込んで、両手に指揮権を握らせればいい。

　来る炎に対し、その表面を這はうように、しかし重力制御で速度は落とさず、

「────」

　最短の上昇で、行く。
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　安治アンジーは、先行して上に行く嘉よし明あきの操作に、内心で感嘆した。

　……勘かんが苦手とか言って、これだからなあ……！

　勘ではないとしたら、それこそ加速板の一枚一枚の挙動と反応を理解の上で操縦している事になるが、そっちの方が自分からしたら神業だ。

　この炎を越える。突き込まれた波のように越える。ボルダリング。だが、過度な上昇は控える。これが決まりだ。

　正直、垂直上昇して、一気に乗り越えてしまえばいいとは思う。白姫ヴアイス・フユルステインも黒姫シユヴアルツ・フユルステインも主加速器はちゃんとしているのだから、今やっている事の方が危険だ。

　だが、それを出来ない理由がある。幾つかの訳として、自分達の分で言うなら、

「武蔵むさしの起こす気流が下がってるんだよね……！」

　突き込まれてきた炎は、武蔵が作る気流の形をしている。

　避ける時、その外に飛ぶ事は簡単だが、それをやると、今度は武蔵の生む気流の壁にもう一度飛び込むか、自ら大気を切り裂いていかねばならない。

　前者は現状の黒姫や白姫では、強度的にかなりキツイ。

　後者はまた、直進ならばいいが、出力的に足りているかどうか疑問の残るところだ。

　逆に炎に乗るような軌き道どうで向こうに回り込めば、それこそ武蔵の後ろ側で巻き始めた気流と、空白地帯に入れる訳で、

「行くしかないね……！」

　叫んだ瞬間だった。炎を貫いて等身大御神体が眼前に飛び込んで来た。

「うわああああああああ!!」
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　御神体は一発ではなかった。安治が一瞬で判断したところ、五発来た。

　どうする？　とは思わない。

　己は勘で生きている。以前も琵び琶わ湖こ安あ土づちで昼食をどうするかと表示枠レルネンフイグーアを開いた嘉明に対し、自分は「あの店なんかいいんじゃない！」とやったものだ。勘が当たるかどうかは知らん。

　ともあれ今回も同じだ。嘉明の「アンジー！　何ソレ!?」という言葉は本当に本質を示していると思ったが、コールドキャスト製の魔女っ子御神体は炎に負けず、高度で自壊するための符ふを貼はられているのが見えた。

　どうすればいいかは勘で解わかった。

　判断は一瞬だった。

　直撃すると悟った瞬間。己は黒姫シユヴアルツ・フユルステインの加速板の一枚を、脚で前に蹴けり込んでいた。

　吹っ飛んできた御神体の頭を、蹴って押した加速板でヒット。

　本当だったら相当に反力ダメージのある一発だが、加速板の出力を上げてある。

　ほどよく踏んだ一発に、御神体は首が折れて飛び、逆に己は、

「よっと」

　片足が黒姫よりも前に蹴り込まれたため、機殻箒シヤーレベーゼンが長いフレアスカートのように広がっている。だから己はついでに逆の足も同じにして、機殻箒を穿はいた状態にして、

「キメちゃん、先に行く──」

　飛んできていた御神体の頭部を蹴って、炎の表面をステップで駆け上がった。

「アンジー！　行儀悪いわよ！　前を見て！」

　嘉よし明あきが高速の炎と風の遣り取りの中で叫んだ台詞せりふに苦笑しつつ、己は違和を感じた。

　……今のキメちゃんの台詞、前と後ろが繫つながってなくない？

　炎のトップを駆け上り、向こうに行った。背後に火があるため、全て正面は朱あけの光に照らされているように見える。

　すると、晩夏の空で、さっきまで夜気の冷たさを感じていたのに、今は身体からだの表と裏を焼いている熱があった。

「え？　表と裏？」

　疑問は正解だった。越えた裏とは別に、正面で、まだ続きがあったのだ。

　正面左。武蔵むさしの左さ舷げん三番艦の艦尾を、向こうから走ってくる者達がいる。

　上半身を肌脱ぎにした男達だ。防火マスクを被かぶった体格のいい連中が、両の手で燃え盛る炎の柱を高く高く掲かかげながら、

「十秒──！」

　全員が速度を上げた。総員、艦尾側まで勢いを緩めず、そのままこちらに全身を振りかぶって炎の柱をブン投げ、

「武蔵生活委員会──！」

　何処どこの奇祭だ。
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　嘉明は、安治アンジーが前を見ている事に安あん堵どした。何しろ目の前のものに反応するのが上手うまい子だ。遠くの奇祭を見逃していたら損……、な気もするがそれ以前に危険だ。

　しかし更に危険なのは、

「アンジー！　期待の目で見てないで！　こっち向いて！」

「え？　あ！　御免キメちゃん、何か凄すごい極きよく東とう文化見たよアンジー！」

「やっぱ前見なさい──！」

　言って示した正面方向に、今まで以上の爆炎が来た。
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「在庫一掃──！」

　ノリキが両手を振りあげて叫んだ先で、祭の花火を一斉に爆発させたような火が爆発した。

　何もかも火の粉の光と軌き道どうが、武蔵むさしの後方の空を覆う。

　ノリキは防火グラブの手をはたく生活委員長と並び、拡散する火の幕と焰ほのおの翻ひるがえりを確認。右の手を前に突き込み、

「奇祭イベント二回で羽は柴しばの魔女テクノヘクセンを倒せ……！」

・未熟者：『言っておくけど、これは僕の協力あってこそだからね!?』

・貧従士：『言っておきますけど、読者の厳しい見る目の御陰では？』

・あさま：『言っておきますけれど、廃はい棄きと同時に武蔵の流体的な淀よどみがそれなりに下がってますから、ネシンバラ君、あまり執念だけでもの作らない方がいいですよ？』





●






　嘉よし明あきの判断は、一瞬だった。

　……この炎はマズいわ……！

　先程の炎と違い、武蔵が作る気流の後ろ側で広がるものではない。こちらが回避した炎に吸われるようにして、広がりながら迫るもので、

「アンジー！」

「アイヨ──！」

　黒姫シユヴアルツ・フユルステインから足を抜いた安治アンジーが、こちらに胸を反らせるようにして、後ろの宙に身を投げた。それを追うようにして自分は羽ばたき一つで空中前転し、

「双鉄合体形態……！」

　白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫を手で押し込み合わせ、裏と表で合致させる。加速板の内、接合部となるものは吸い付くように合わさり、加速系は重なって倍の出力系を構築し、

「行くわよアンジー！」

　自分達が蹴けり出されるようにして空中を走った直後。空に巨大な炎の激突が生じた。

　先に行き、対流して尚なお形を保っていた先の爆炎に、後からの焰が吸われるように追いつき、貫いたのだ。
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　思った以上に派は手でな事となりました、と〝武蔵むさし野の〟は思った。

　二重の火焰投とう棄きは現場からの要望だが、その結果がどうなるかと予測したのは自分達だ。物理現象と加護の効果が混じる事なので、定型的な部分が大きい。鈴すずの手を煩わずらわせるよりもこちらの仕事と判断し、その実行に許可を出したのだ。

　やった事は、炎の壁による挟きよう撃げきだった。

　最初に投とう棄きされた炎の壁は、武蔵むさしの作った気流に乗る。が、炎は燃える際に大気の中から酸素を使用する。結果として炎の行き過ぎた後には希薄な大気の通路が出来上がるので、あとはそれを武蔵の大気緩かん衝しよう術式で緩やかに固定。

　するとそこに、周囲の大気が流れ込んでいく。だが緩衝術式を入れているので、大気は圧縮され、濃くなる。

　後は簡単だ。炎の壁を越えてきた相手に、二発目の炎壁を投棄すれば、それは緩衝術式の通路に乗り、流れ込む大気を喰って加速。引火の勢いで空気に燃え、拡散しながら激突をする。

　だからそうした。相手の距離が近く、緩衝術式の圏内にいた事も幸いし、炎は予測よりも二秒程早く先行の火か焰えんに到達。

「──不良在庫の炎塊二つ、爆散しました！　──以上！」

　広がる火の花は直径一・三キロにも達した。そして、

「──敵、離脱！」

　敵の魔女テクノヘクセン二人が直撃を回避した。それは鈴が拾っている。彼女達の機殻箒シヤーレベーゼンは合致し、その加速力で危険な空域から離脱したのだ。

　逃げられた。だが成果は充分にあった。何故なぜなら、

「敵魔女二人、武蔵の気流圏から外れました！　──以上！」
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　あら、とナルゼは、敵の軌き道どうを観測術式で追った。恐らくは鈴や武蔵むさし野の艦橋、浅あさ間まの方でも追跡しているだろうが、羽は柴しば側の魔女二人が武蔵の軌道外からまだ食らいついてくるのだ。

　軌道は下。もはや武蔵の後ろと言うより、地表部に広がる山さん渓けいの上を飛ひ翔しようしている。

　時折、機体の後ろから光が散っていた。重力制御系といっても加速方向への術式が生む流体光はあるのね、と、そんな事を思いつつ、己はしかし、疑念する。

　……武蔵の最大加速についてくる気？

　確かに、自分の白嬢ヴアイスフローレンや黒嬢シユヴアルツフローレンだって、最大出力ならば武蔵の重力加速に付いていく事は可能だ。だが相手は完全に軌道が外れている。それに、

「何か不調っぽい？」

　マルゴットの言う通りだ。相手の加速器の光が、直線軌道だというのに時たま揺らぐ。光の量を下げないようにするためか、場合によっては加速器となる板を変えているようだ。

　原因は解わかる。

　……賤しずヶ岳たけの戦いで、疲ひ弊へいしているのね。

　自分達が本ほん能のう寺じの変へんを経たように、先輩格相手にそれ以上の現場を超えてきた筈はずだ。

　それでもこちらに食らいついてくるのは何故なぜか。

「〝伊い賀が越ごえ〟の歴史再現を止めるため、一発でも攻撃を当てればいい、って事……？」

　だが、軌き道どうがズレた。後ろの安あ土づちが武蔵むさしの気流を利用して速度を上げているのとは逆に、同じ軌道をとれなくなった場合、また戻るのは小型の飛ひ翔しよう系にとっては酷こくな選択だ。

　気流の壁を抜ける際に打撃されるならまだしも、風の流れに巻かれて吹っ飛ばされる可能性だってある。ついでに言うと、真後ろにつくというのも、それはそれで危険だ。何しろ未いまだに青梅おうめの艦尾では残りの在庫を薪まきにしながら、

・未熟者：『ははは！　どうだ魔女テクノヘクセン共！　火刑にしてやろう……！』

・●　画：『あ？　何だって？』

・未熟者：『来ると思ったら本当に来たね!?　別に君達の事じゃないよ！　君達は悪くない魔女だからね！　そう、悪くないけど僕の敵だ……！　いつか見てろよ！』

　この前の有あり明あけでこっちが立て替えておいた撤収運搬費用の請求書を通神帯ネツトで送ってやる。

　ともあれ艦尾側の防備は充分なようだ。

　だとすれば今、羽は柴しばの魔女達が低空でこちらを追い、隙すきを窺うかがっているのは解わかるが、

「あ、ガっちゃん」

　マルゴットの言葉が示すものは解った。低空にいた敵が、強引な軌道で加速光を跳ね上げてきたのだ。それは明らかに武蔵が作る気流の壁を割るもので、

　……来た！

　攻撃が始まる。実際に青梅やこの高たか尾おの艦尾では皆が色めいた。しかし、

「ガっちゃん！　おかしいよ！」
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「鈴すず！　気をつけて！」

　ナルゼは反射的に叫んでいた。

　……そうよね。

　おかしい。さっきから敵の魔女達の動きを自分はじっと見ていたのだが、それは単に観察をしていたのではない。

　疑念だ。

　何か違和感があり、それを引き剝はがす事が出来ない。

　軌道、速度、戦術、そういったものに対して、自分達が解説のようなものをしていたのはそのためだ。敵の追撃から来る違和感に、理由が欲しかったのだ。

　違和だ。

　自分が何となく感じて、目が離せなくなっていた理由。それをマルゴットが言った。

「ガっちゃん」

　自分と違って、マルゴットは黙考型だ。たまにムラっとしでかすけど、基本は考えた後に結論を出す。そんな彼女が、口を開いて言う事は、

「ナイちゃん達だったら、あんな風に自分見せつけずに、ソッコで攻撃仕掛けてるよね！」

　その通りだ。Ｊｕｄジヤツジ．、と言うしかない。
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　ナイトとしては、敵の魔女テクノヘクセンの事については「まあ何かあっても何とかなるんじゃないかな」程度だったのだが、ナルゼがちょっといつもと違った。

　何か、変なところやものに気付いて、ずーっとそれを目で追うのは作家的な注意力と好奇心と言うべきか、猫みたいで昔から好ましいものだが、

　……あの魔女二人と機殻箒シヤーレベーゼンが気になるのかな？

　どうもそのようなので、気付いた事をコメントして行ったら、何となくナルゼが向こうを気にしている理由が解わかった。

　おかしいのだ。それがどうしてか自分も考え、ナルゼと共に幾つかの見解などを出した時、ようやくに答えへと行き着いた。

　……ナイちゃん達だったら、こんな事してないよね？

　否。魔女というもの自体が、基本的にそうだ。航空戦力としてみた場合、航空艦のような装甲や砲門もなく、機殻箒と自分の術式だけで戦闘を行う。

　魔術テクノマギというものが、歴史の中で攻撃用や防御用に特化している面があるので、戦力としては強力に見えるが、空中戦では基本、一撃離脱を基礎とする。

　それが自分を見せびらかして並走するなど、普通はしない。更に補足で言うなら、

「攻撃出来ると思ったらソッコでするし、出来なかったら出来る部分見つけて攻撃するよ！」

　魔女とはそういうものだ。だからというようにナルゼが魔術陣マギノフイグーアに叫んだ。

「鈴すず！」

　今、自分は、二人が感じた違和感の正体について述べた。ならば次は、ナルゼが直感で述べる時間だ。この違和感を相手が行う目的。それは、

「敵がいるわ！　──この魔女達とは別に！」
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　鈴は息を詰めた。

　……マズい、よ……!?

　急ぎ、武蔵むさしの周囲をスキャンする。今までもそれは行ってきた事だったが、後ろに安あ土づちが追ってきている事と魔女達への対策から、どちらかというと後ろ寄りの設定が今だ。

　この辺り、人間である自分がネックになる。己が後ろを気にしていたから、全体の検知が後ろ寄りなのだ。自動人形達が行っていれば、全て均等検知だった筈はず。そう思いつつ、

「三み河かわ方向の情報、確認……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、三河には、夏休み以降、北部湾岸にM.H.R.R.神聖ローマ帝国所属の三河コーチン牧場があります！　担当は池いけ田だ・照てる政まさです！　──以上！」

　三河コーチンは知ってる。武蔵むさしが三河に寄った時、確実に焼き肉のネタとしてミトツダイラが皆に振る舞ったりするし、両親が買い込むので弁当の具材にするからだ。

　……えっ？　えっ？　でも何でM.H.R.R.が？

　しかも襲しゆう名めい者？　というところで訳が解わからなくなってしまって、ちょっとここらへん、いけない事だと思う。だが、〝西にし国くに立たち〟が振り向き、

「該がい当とうの場所、検知捉とらえました！　航空輸送艦五艦！　周囲に牧場と、拠点となる建物が数軒ありますが、戦力的なものは見えません！　──以上！」

　では安心か、などとそんな甘い考えをする者は何処どこにもいない。ナイトとナルゼが、相手の動きに陽動を感じたのだ。今、後ろにいる敵の魔女テクノヘクセンは武蔵むさしの作る気流の壁にアタックを挑み、

「後方、魔女二人、軌き道どうに乗せてきます！」

　来る、と己は思った。

　……ゴっちゃんとガっちゃんの言う通りなら……！

「計って！　後ろの人、来るの、合わせた砲撃、距離！」
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〝武蔵むさし野の〟は、鈴すずの指示を的確にこなした。

　武蔵の速度と機動性。そして後ろの魔女がこちらの軌道に乗せるための時間。まずはこの二つを導き出し、

　……魔女達が軌道に乗った瞬間、まだ見ぬ敵から砲撃が来たとしたら──。

　そしてそれが彼らにとって〝必中〟のタイミングだとしたら、逆ぎやく算さん的に敵のいるであろう距離が導き出せる。

　概がい算さんという範囲を出ないが、しかし今はそれが重要だ。

　答えは約五秒。そこから導き出される砲撃可能距離は、M.H.R.R.の対艦砲に限らず、各種射撃物などを鑑かんがみて、

　……約一・五キロと判断します！

　弾速、弾種によっても大きく変わるが、こちらに気付かれずに着弾を狙ねらうには、幾つかのコツがある。

　一つは弾速が音を超えていると言う事。

　もう一つは光を放たぬ実弾である事。

　さらにもう一つは、

　……浅あさ草くさ！　品しな川がわ！　警戒しなさい！　──以上！

　狙ねらわれているのは艦首側だと判断出来る。発射を気付かれぬように音速を超えた砲撃をしても、武蔵むさしは長大なのだ。この武蔵むさし野のなどを狙うと、砲弾が武蔵野に届くまでに後追いの音が浅草や品川に到達し、気付かれてしまう。ならば狙うのは、

「そこ！」

　鈴すずが叫んで示したのは、三み河かわの湾の西側。こちらが下っていく斜面の先だった。自分達から見ればやや北側、そこにあるのは、

「戦艦の艦首部分!?　──以上」

　砲門を積んだ戦艦の艦首部分だけがそんな場所にある。あのようなものが何故なぜ、と思うより先に、武蔵の検知系が自動で働き、表示枠サインフレームが開いて照会が為なされた。あの艦首部分の正体は、

「──P.A.Odaの白しら鷺さぎ城じよう！　その中央艦の艦首部です！」
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　……気付かれた!?

　嘉よし明あきは武蔵が僅わずかな揺れを各艦に与えたのを見た。

　何故、そんな事になったかは解わかる。

　三河の西側に仕込んでいた白鷺城が、武蔵の知覚系に悟られたのだ。

「どういう知覚能力……!?」

　安治アンジーが、顔を見なくても解るくらいの啞あ然ぜんとした口く調ちようで言う。それもそうだろう。自分達でもこの風の流れの中では満足に外を確認する事すら難しい。

　しかし武蔵は、自ら大気の壁を裂きつつ、闇やみの中に潜んだ砲台すら知覚したのだ。

　これは武蔵が防御主体の貿易艦として歴史を積んだ事と、それを活いかすために内部のシステムや出力が組まれているからに違いない。

　しかもそれ以上に、人と自動人形を重ねて配置された運航指揮所が強いのだ。

　現状、眼前の武蔵が軽く揺れる。この動きは、風を受けている震動ではない。次に大きな動きをするための初動だ。

「く……！」

　これはもう、バレている。白鷺城の管理者は一年生の池いけ田だ・照てる政まさだったか。夜分にいろいろな業務を差し置いて動かさせておいて、何の役にも立たなかったとすれば、

「一年先輩として、ちょっと責任を感じるものね……！」

「いいよ！」

　安治が、何も言っていないのに許可を出した。

　ならば行ける。風の中、先の事を考えるよりも今を大事と捉とらえる心を優先して、

「白姫ヴアイス・フユルステイン！　黒姫シユヴアルツ・フユルステイン！　対艦砲撃状態……！」
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　ナイトは、うわあ、と息を詰めた。

　視線の先、明らかにフェイントだと見切った敵の魔女テクノヘクセン二人が、方針を変えたのだ。

　途中までは、その動きに軽快さがあった。だが風を超え、軌き道どうに乗ろうとした時、

・ベ　ル：『跳ねる、よ！』

　……ベルりん!?

　鈴すずは時たまかなり無茶をするのだが、大体、今のように予告が来るので有り難い。諦あきらめがつくので。というか予告が端的過ぎて皆それ解わからないんじゃないかなベルりん……。

・ホラ子：『敵の攻撃を回避するために軌道を変えますか鈴様！』

・ベ　ル：『う、うん、そう！』

・不退転：『えっ』

・ウキー：『成なる実み、貴き様さま、何を跳ぶ用意をしてるのだ？』

・不退転：『──事態に備えてウォーミングアップをしようと思ったのよ』

　言う言う。だが正面に見えている敵の魔女二人が、無茶をした。

　風に激突する事に構わず、機殻箒シヤーレベーゼンの合体を解除。それを今度は単砲状態にして、こちらへと掲かかげたのだ。

　単発式。武蔵むさしの至近距離とはいえ、あからさまだ。ここまで見えていると、鈴ならば反応して即座の対処を行う筈はず。

　……でも武蔵に対しての、別からの攻撃は……!?

　まだこちらに、鈴の慌てた原因である敵の攻撃について、情報が来ていない。それだけ艦橋部が切迫しているという事だが、

「来るわよ！」

　正面となる背後。既すでに二つの大火か焰えんが散って行った空の中、遠くに見える安あ土づちに吸い込まれるようにして、二人の魔女が翼を広げた。

　全開にした黒と白の羽の各所に、大気に激突したダメージをセーブするためか、幾枚もの魔術陣マギノフイグーアが展開している。

　恐らく、機殻箒より、風の中で止めた身体からだそのものへの打撃の方が深刻だろう。

　しかし彼女達はそれを行った。

　加か藤とう・嘉よし明あきと、脇わき坂さか・安あん治じ。

　情報として聞いていて、何度か思い出しもした名前が、今、心の中に収まった。

　顔の見える距離ではない。翼の展開がかろうじて見え、周囲の魔術陣は光っているからこそ解るという距離だ。

　だが、己は理解した。この二人は敵だね、と。

　何故なぜなら、と思った先の言葉を、ナルゼが言った。

「私達だってあのくらいはやるわよ。──もっと上手うまくね。そうでしょう？　マルゴット」

　頷うなずいた瞬間。こう聞こえた気がした。遙か遠く、速度をなくしたために闇やみの中へと消えていきそうな嘉よし明あきと安あん治じが、確かに叫んだのだ。

「──Herlich！」
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　後ろからの砲撃が先に来た、と鈴すずは理解した。

　今、背後に遠ざかっていく二人が、凄すごく派は手でに羽根を散らしながら撃ってきた。

　でも、と己は思った。白しら鷺さぎ城じようの砲撃が知覚出来ない、と。

　砲弾が高速で捉とらえ切れず、砲撃音がまだこちらにとどかないせいだ。

　対し、背後で魔女テクノヘクセン二人が砲撃した砲弾は、こちらへと飛来してきているのが解わかる。

　……多分、タイミング合わせてる。

　通つう神しんか何か。それによって地上にいる白鷺城と動きを合わせて撃ってきたと、そう思う。

　地上の白鷺城は、自動人形達によって即座の精査が叶かなえられている。だから砲の向きも見えていて、その狙ねらいがやはり浅あさ草くさ狙いだというのも解った。

　だからこちらは回避する。というか、そうしたい。

　だがそんなタイミングで、後ろからだけ、攻撃が来た。

　……どう、なの？

　後ろの一発を避けたところに、下からの一発を与えるつもりだろうか。

「うーん」

・俺　　：『おーいベルさん』

　いきなり、トーリから声が来た。ちょっと慌てたけど、すぐ反応は出来る。

・ベ　ル：『え？　え？　何？』

・俺　　：『Ｊｕｄジヤツジ．、何か今、派手に追いかけられてるけどさ、知ってた？　羽は柴しばの連中って、基本、俺おれ達より年下ばっかなんだってさ。何か、結構エリート？　すごくね？』

　へえ、というのが素直な感想だ。

　……向こうは凄いなあ。

　三年じゃなくても主力として戦えると、そういう事だ。自分達の方も大おお久く保ぼさんとか義よし康やすさんとかいるけど、よく考えたら義康さん武蔵むさしの生徒じゃないけど同化してるからいいかな。

　でも向こうはそういう人達が、一杯いるんだ。

　そして、白鷺城の艦首を用意した人も、そういう人で、

「……え？」

　確か情報があった。さっき、〝武蔵むさし野の〟が言ったのだ。

　……池いけ田だ・照てる政まさ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国の一年生で……。

　と、そこまで思い返した瞬間。己は判断を下していた。

「武蔵むさし左さ舷げん艦、回避……！」
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　砲撃を放ち、飛ばした砲弾が武蔵を追うように飛んでいくのを安治アンジーは見ていた。

　慣性の引きずりで、自分達の身体からだは未いまだに武蔵の方へと跳ねている。二人で抱えた白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインは各所に危険警告の赤い魔術陣マギノフイグーアを展開しているが、

　……まだぎりぎり飛べるかなー。

　だが、砲弾の行った先、武蔵が遂ついに動いた。それは、

「左舷一番艦の回避運動だよね!?」

　白しら鷺さぎ城じようの存在がバレたならば、そうする筈はずだ。

　しかし己の目に映ったものは違った。夜空に向かって艦尾を高く跳ね上げ、風を巻いたのは、

「──左舷二番艦と三番艦!?」
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　中央後艦、奥おく多た摩ま艦尾の搬出港でメアリの零こぼす花を拾っては彼女の頭上に投げていた点てん蔵ぞうは、

　……あっ、〝仕事〟があると自分、急にイキイキするで御座るな……！

　と思っていたら横の青梅おうめが前転した。

「点蔵様！　村むら山やまもです！」

　言われる通りだ。現在、武蔵が下りの軌き道どうを取っていたからだろう。鈴すずが先程「跳ねる」と言っていた通り、村山と青梅が前転した。

　だが、これはセオリーには御座らん、と点蔵は思った。鈴が、待ち伏せとなる相手を知覚したというのは艦橋からの特とく務むに対する報告で解わかっていたが、

　……フツー、攻撃を受けるとしたら、二番、三番艦ではなく前の一番艦に御座るよ!?
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「違うの！」

　鈴は牽けん引いん帯たいの解除と調整を模も造ぞうの操作を行いながら言った。

「羽は柴しば勢は、二年生だけど、皆に匹ひつ敵てきする力を持ってて、強いの」

　だが、誰だれもがそうとは限らない。

「三み河かわの池いけ田だナンタラという人は、でも、一年生で、襲しゆう名めい者だけど、三河コーチンの牧場経営して、輸送艦の管理してる人なの」

　他にも任務はあるのかも知れないが、戦闘任務ではないのは確かだ。だとすれば、

「鈴すず様、……戦闘に不慣れな者の砲撃ならば、当てにくい一番艦よりも、曖あい昧まいでも前後何処どこかに当たる可能性が高くなる二番艦、三番艦を狙ねらうつもりだという事ですか。──以上」

〝武蔵むさし野の〟の問いに、うん、と己は頷うなずいた。

「後ろの魔女テクノヘクセンの二人は、先輩としてのフォロー！　それだけ、下の人は初心者なの……！』

　魔女二人は中央艦狙いで先に撃った。これは、当てると言うより、武蔵むさしの動きを限定するためだ。急いでいる武蔵の中央に撃てば、巨大な八艦はもう左右に振る事が出来なくなる。

　この場合、こちらがやるとすれば、下の待ち伏せから遠ざかるためにも上昇だ。

　上昇によって距離が空くため、浅あさ草くさ狙いの弾頭は村むら山やまに至る可能性がある。

　が、その弾頭が、浅草ではなく村山を狙っていたならば？

　ゆえに自分は中央前後艦を上昇させながら、左さ舷げんの村山と青梅おうめを前転で回した。それも、

　……砲門の向きに合わせて……！

　砲塔の角度と回転があった瞬間。僅わずかに艦隊の回転運動を緩めた。

　艦橋内。左舷二番艦、三番艦と遣り取りをしていた自動人形の手元に、多重の表示枠サインフレームが出現する。それも仕方ない。高速機動中に巨艦が前転したのを、軽く止める動きをしたのだ。艦内では一斉の負荷が掛かり、大騒ぎになっているだろう。

・未熟者：『あああああああ！　貸倉庫の床が砕けて、隠していたのに忘れていた不良在庫がこんなに出てきた！』

　燃やせばいいんじゃないかな、と思った瞬間だ。

　自分の手元を、冷たいものが上に抜けていった。村山と青梅。二艦の模造の回転をまた始めようと思った手の間だ。そこを、空に向けて斜め打ちの冷気が二発走ったのだ。

　地上から放たれた砲弾だった。

「回避した、よ……！」
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「外したあ──[image: ]　くっそ、砲撃の実技とか、うちの班、もう三ヶ月くらいやってないんですけど！」

・ナベ３：『このヘタクソ……！』

・浅　野：『あーああーあー。やっちゃっーたーねー』

「てるるるるるるるるはずしたしたしたした！　せっかくせっかく！　プンプンプンプン！」

「ああもう再生中のを無理に一部出したのに下手へたで御免なー！　ってかお前、どこでそんな言葉遣い憶おぼえたの？　戦艦に必要？　ねえ！」
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　ウルキアガは、成なる実みと共に敵弾の通過を理解していた。

　自分達は高たか尾おにいるため、二艦の回転運動を奥おく多た摩ま越しに見るものだが、

「通ったわ」

　自分も彼女も、非流体型の飛ひ翔しよう物の捕ほ捉そくが出来る。人間サイズ以下の実弾であっても、己は空を行く半竜として当然とも言える知覚系で。成実も機き動どう殻かくで敵の砲弾などと渡り合ってきた身だ。捕捉能力は充分にある。

　今、確かに砲弾二発が村むら山やまと青梅おうめの間を抜けた。そして自分達のいる高尾の横、奥多摩と武蔵むさし野のも上昇を掛けていた。

　眼前、羽は柴しばの魔女テクノヘクセン達が撃った一撃が、中央二艦の下を通過していく。

「通ったわ」

　と再び成実が言ったのは、魔女の一発の事ではない。これは、下にある白しら鷺さぎ城じようの事だ。

　かわした。だが気になるのは、

　……武蔵むさしの速度だ！

　今、自分の足から伝わる八艦の速度は、落ちている。正確には加速状態ではなくなって、後ろに引っ張られていたものが戻って来た、という感覚だろう。この辺り、義ぎ脚きやくの成実の方が計測は出来ているようで、

「後ろの安あ土づちが来るわ」

　こちらが速度を落とせば当然だ。艦尾からは見えないが、艦首方向にはゴールとなる三み河かわの湾がどれだけ広がっているだろうか。既すでに嗅きゆう覚かくには潮の匂においが届いているが、しかし、

「────」

　己が気付くと同時に、成実がこちらに振り向いた。

　同じ事を考えている。それが解わかった瞬間。自分は叫んでいた。

・ウキー：『向むか井い！　二発目が来る！』
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　ナイトとナルゼも、それに気付いていた。

　彼女達も、空間というものに対しての動態などを察知する感覚に優れているが、何よりも基調となったのは、

・●　画：『相手の手て数かずが少ないわ！』

・金マル：『神経質かも知れないけど、歴史再現を止めようって言う場合、ナイちゃん達ならこんなところで終わらないよね……!?』

　同じように、相手の戦術で違和を感じた者達がいた。

・立花夫：『誾ぎんさん』

・立花嫁：『本ほん多だ・二ふた代よ!!』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．、配給食だったら武蔵むさし野ので御座るよ誾殿』

・立花嫁：『本多・二代……！』

・副会長：『──というか二代、相手の出方としてはどうなんだ？　現状』

・蜻蛉切：『うん。──敵の出方としては手を抜いて御座る。向こう、ノヴゴロドで相あい対たいした福ふく島しま殿がいるとは思えぬ手て数かずの少なさで御座ろう』

・未熟者：『ならばここは逆張りだ！　さっき下から攻撃があったから、ここは次こそ上だと思うだろう!?　だがそう見せかけておいて再び下！　間違いないね僕が言うなら、ここは逆張りで行こう！』

・約全員：『じゃあその逆張りか──』

・未熟者：『そ、そう来たか!?　そう来たね!?　いいとも、有言実行だ！　さあ来い！』

　と、ネシンバラが叫んだ時だ。

　空に光が二つ散った。

　砲弾だ。下から撃たれ、通過を許した二発が、空中で破裂したのだ。

　拡散弾だった。
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「……拡散弾が二発ですか!?」

　回避の上昇を終え、やや足元が浮く奥おく多た摩ま上で、浅あさ間まは危険を感じていた。

「……避けましたが、これは今だとちょっと危険です……！」

　鈴すずに情報を送る間、奥多摩艦首甲かん板ぱんに上がる階段で足を止めた皆に感謝していると、彼が空で破裂した火花と煙を指差し、

「避けても危険ってどういう事？　それに、……かくさんだん？」

「ほほう、ギャグネタが思いつかなかったので平仮名にしてみましたか。とうとう枯こ渇かつしましたかねえ、トーリ様」

「く、くそ！　だったらオメエ、かくさんだんでネタ作ってみろよ！　出来なかったら俺おれのオパイ揉もんでいいぞ！　さあ！　揉め！　母のように優しく！」

「トーリ君のお母かあさんだと、パン捏こねる要領でやる気がするんですが」

　……あれ？　青雷亭ブルーサンダーは退避したんでしたっけか……？

　ちょっと後で調べてみようと、そう思ったが、ホライゾンが手を上げた。

「拡散弾、って何ですか浅間様。ミトツダイラ様の歴史再現で御供にスケ夫とカク夫がつくという話ですが、その一方が人間砲弾にカクサン弾になるのでしょうか。おっと拡散弾でネタを作ってしまいましたがトーリ様のオパイは揉みません。あ、あと、避けても危険の理由を」

「畜生！　畜生！　社会は何故なぜ俺にキビシイ──！」

　そんな悔しかったんですか、と思いつつ己はホライゾンに頷うなずく。ええと、と前置きし、

・あさま：『拡散弾は、弾体が命中したり、一定距離を通過や時間経過後に破裂し、複数の小型の弾体、または飛散物をまき散らすものです。遠距離で破裂させられるのと、自分側の防護障壁に内側から被弾させにくいので、多勢に対する迎撃や抑止になります』

・礼賛者：『でもそれ、武蔵むさしがさっき、避けましたよね？　何が今だと危険なんです？』

　ですよね、と頷いた自分は、鈴に渡した資料と同じものを皆にも送った。

　危険なのは拡散弾そのものではない。

「〝枝えだ葉は継つぎ〟の反応です」
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　浅間は、先程鈴に送った情報を見直した。

　武蔵には防御用にも転用出来る照準加護術式〝枝葉継〟を提供してある。

　関東にて有あり明あけにいた頃ころ、対白しら鷺さぎ城じよう戦で初しよ出しゆつしたこれは、敵弾として認識した砲弾の測定をも行える攻防一体の結界型加護術式だが、

　……元々は有明用に組んだ内容なんですよね。

　武蔵むさしでは、直径十キロ程の照準結界を取って対応しているが、

「──懐ふところに入られると、ちょっと反応が難しくなります」

「智ともの事ですの？」

　最近身内の攻撃がちょっと厳しい。

　だが、先程の下からの砲撃がそれだった。

〝枝えだ葉は継つぎ〟は結界で、範囲境界面を警戒網として展開するものだ。

　しかしそれは、外からの攻撃に対してのものだ。境界面の内側で撃たれた場合、基本、武蔵側の攻撃とみなされ、捕ほ捉そくはされない。

　だが、敵の場合は、やはり別だ。

　そして今、無数の〝別〟が、空に発生していた。

　上空、拡散弾が弾はじけた空に、幾つもの光があるのだ。

　鳥居だった。青や赤ではなく橙だいだい色いろをした〝枝葉継〟の捕捉用鳥居が、拡散弾の散らばりに反応し、そこに残っている。

「〝枝葉継〟の内側に入った白しら鷺さぎ城じようを、武蔵が緊急の敵と判断したため、その境界面に内側から当たった拡散弾が全て捕捉されてしまったんです」

　敵が、懐に入って、しかしこちらではなく外に撃つ。

　あり得ない事のようだが、〝枝葉継〟の中にまで接近した敵が、外からの味方の追撃に振り向いて撃ったり、流れ弾が同様の状態になる事は想定されていた。この場合、〝枝葉継〟の外にいる味方が危険になる事が多いので、外に知らせる専用の鳥居が出る。

　今出ているのがそれだ。

　橙色の鳥居は、しかし混乱を招かぬよう、早期に自動消去が為なされる設定だが、

「……消えるまでの時間はやはりあるので、自動消去がなされる前に消すには、鳥居を管理者権限で消す必要があります」

「でも、それは、一応対応として想定されてますのよね？　何が危険なんですの？」

　はい、と己は頷うなずいた。

「既すでに警戒の鳥居が発生している位置は、鳥居が消えるまで次の警戒がなされません。

　だからあの鳥居のある位置は、今、外と通じる〝穴〟なんです」
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　鈴すずは、青梅おうめと村むら山やまの前転運動を収めつつ、浅あさ間まから送られてきた危険の意味を理解していた。

〝枝葉継〟にはいつも世話になっている。先程からの防護障壁の展開も、その警戒網で捉とらえたものだ。

　強固な早期警戒システムだが、例外と言える状況は確かにある。

　……〝枝葉継〟に穴を開けるため、戦艦が拡散弾を撃った？

　戦艦が懐ふところに入る、という事が既すでにおかしい。サイズ的にそこまで寄れるなど、体当たりに近い接近をしなければならないからだ。だが、

　……甲かん板ぱんだけの白しら鷺さぎ城じようだったら、可能なんだ……。

　何故なぜ、あんな場所に白鷺城の艦首側だけあったのか、解わからない。

　だが、用意されたのだ。

　元々の発想は、下から拡散弾を当てる事だったろう。当たらなかった場合のフォローとして、拡散弾で〝枝えだ葉は継つぎ〟に穴を開ける。そのために用意したのが不完全な戦艦の一部だろう。

　例外状況を作るために、例外なものを持ってきた。

　そうなるとこちらの対応は、鳥居の自動消去待ちでは危ない。

　やるべきは管理者権限の強制消去だ。

　一応、こういう事態は想定されている。捕ほ捉そく状態で放置が続くと、割り出された推測着弾時間の後、捕捉役の鳥居型照準術式から確認が来るのだ。

　捕捉を切るには、個別指定、範囲、または全体という解除方法があり、今は全体を使いたい。しかしそれは捕捉範囲を一時的に初期化する事で、防備範囲がなくなると言う事だ。

　範囲も同様。その空域が無防備になる。ならば個別だが、

「鈴すず様！　個別解除はこちらで行います！　──以上！」

〝武蔵むさし野の〟の声と同時に、空に広がった無数の表示枠サインフレームが消えていく。確かにこれは自動人形向きの作業なので、自分は、消えていく鳥居達の周辺に知覚を集中した。

　……もし、何かあるとしたら──。

　そこだ。まだ捕捉の鳥居が展開している場所。そこを通過された場合、既すでに捕捉されている空間として、〝枝葉継〟は反応しない。だからもしも敵が来るならば、

「いた……！」

　鳥居のこちらに、影を幾つか感じた。

　数は十八。手指の動きで模も造ぞうの夜空にバラまくのは、

「機き動どう殻かく!?」

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国の空対地部隊、吶とつ喊かん中隊〝叫食シヤウエツセン〟！　前転中の村むら山やま狙ねらいです！　──以上！」
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　空を、男達は降下していた。賤しずヶ岳たけの戦いでも用意があったが、柴しば田たの布陣を安あ土づちが飛び越えた後、超巨大骨格のおかげで空爆の機会を失った。

「よって〝叫食〟、総員無傷で飯食って待機してました！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　詰めるだけ詰めて来たぜ！」

「野郎共！　体重百五十キロは保っているな!?　ならば落ちるだけ落ちろ！」

　位置は空高く上がった輸送艦からだった。備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いの際、誤差補正が明暗を分けた部分があったので、全員の機き動どう殻かくには可動式のウイングがついている。

　そして平均体重百五十キロ以上の男達が誤差補正ぎりぎりの角度から、武蔵むさしへと突入した。腕を閉じ、足を伸ばし、

「合体……！」

　空を斜めに切る者達が幾人かいた。彼らは先行する者の足首を摑つかみ、

「速度の直列強化加護発揮！　これにて速度は本来の人数倍に！　そして更に──」

　六人三列となった人の槍やりが、スピンを掛けた。

「いつもの二倍速で行くぞ……！」

　眼下には武蔵が見えている。回る視界の確保のため、眼前に出した表示枠レルネンフイグーアは常にまっすぐの行き先を伝えてくれる。

　距離は一瞬で詰まった。狙ねらいとした武蔵左さ舷げん二番艦、前転を終える艦体へと、

「当たれ……!!」
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　ようやくね、と嘉よし明あきは成果を見た。

　今、自分達は疲ひ弊へいした白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインで、武蔵を追っている。

　既すでにどちらの機殻箒シヤーレベーゼンも警告が止まらない状態だ。一度〝安あ土づち〟に戻って整備をしたい。

　……〝見下し魔山エーデルブロツケン〟に預けたら、戦闘中に返却されないものね。

　故に今、武蔵を追いながら、後ろから来る安土と合流待ちだ。相対速度があるため、飛行していなければならないが、合流時に安土が生む気流を通過しなければならない。

「かなりマズいよ、黒姫」

　こっちもよ、と思っている視界の先、武蔵の直上で水蒸気爆発が生じた。

　仕込みの〝叫食シヤウエツセン〟が、多段加速を仕掛けたのだ。

　……行って！

　狙いは白しら鷺さぎ城じようと同じ。村むら山やまだ。

　武蔵の防空術式の鳥居に新たな反応をさせないようにするためには、拡散した砲弾となるべく同じ角度で鳥居に突入する必要がある。

　しかし白鷺城の射角は、ほぼ真上方向だと推測された。その角度で開けられる穴に飛び込むには、彼らが乗る輸送艦を自然な流れで高空に運ぶ必要があった。

　囮おとりが必要だった。

　……だから私とアンジーが出たのよ。

　炎を無理に越えたのも、下の軌き道どうを選んだのも、白鷺城の砲撃に合わせて動いたのも、

・ＡｎＧ：『──何か、スゲー手弁当感あるってか、十じつ本ぽん槍やりの魔女テクノヘクセンって、基本、やれるんだったらやらされる役回り多いよね。前もアンジー、関東から備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようまで飛んだし』

・きめえ：『ブラック教きよう導どう院いんとか今更だけど、でも、成果が出るのは有り難いわ』

　視線の先で〝叫食シヤウエツセン〟が最後の加速をした。

「さあ、……勝負よ、武蔵むさし！」
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　鈴すずは、これが最後のタイミングだと悟った。

　既すでに正面には湾がある。ぎりぎりの位置だ。ここさえ凌しのげば、三み河かわに到達したと言っていい筈はず。そう思う。だから至近の突とつ撃げきに対し、自分は声を上げた。

「浅あさ草くさ、武蔵むさし野の、奥おく多た摩ま用意……！」

　何かあるというのが解わかった時から用意はしていた。狙ねらわれるなら、前転している村むら山やまか青梅おうめしかないのだ。敵の狙いは絞れている。ネシンバラから来た作戦は、

「村山を引く、よ……！」

　前転を終える軌き道どうにある村山を、浅草、武蔵野の牽けん引いん帯たいで捉とらえて前に引き、更に武蔵野と奥多摩はそれを中央側にも引く。

　図としては、浅草と武蔵野の間に村山を引き込むものだ。

　だが、牽引力が足りない。ゆえに、

　……右う舷げん！

　右舷三艦が、右前へとスライドを開始している。

　三艦分の牽引力で中央二艦を右前方に引き、間接的に村山を引き寄せる力を上げるのだ。

　八艦がまとまりを失い、空気抵抗が一気に莫ばく大だいする。が、既にゴールは見えている。安あ土づちが追いつけない事は解わかっている。それもぎりぎりという形だが、

「今……！」

　引いた。
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　村山の運動は、牽引力もだが、艦体が前転運動を終えていなかったのが幸いした。

　これはネシンバラの作戦を聞いた時、機関部にいる直なお政まさが進言したもので、青梅が正常な姿勢に戻って村山との牽引帯を外す一方、村山自体は前転の勢いを消さぬ程度にそれを止めておき、鈴の許可と共にそれを再開していたのだ。

　前方向、回転の勢いは巨艦といえる艦体を前下に投げ出すものだ。

　それは上から降ってくる三本の突とつ撃げき隊との距離を空ける一方、前側下方向への速度を与えるもので、計六艦による牽引は明らかに村山を動かした。その動きは一気に加速し、

「おおお、こっち来るぜ！」

　と奥多摩艦首甲かん板ぱんで馬鹿が叫ぶのに気付いた大おお久く保ぼが、

「おおお、こっち来んでええわ……！」

　とどっちに対して言ったのか解わからない言葉を放つ光景もあった。

　だが、風を巻いた武蔵むさしの左さ舷げん二番艦は、中央艦が右にスライドして作ったクリアランスへと飛び込み、緩かん衝しよう術式による多重ブレーキングを行いながらも自分のいた位置を空けた。

　そして、中央艦と左舷艦の間に面した位置にいた皆は、それを見た。

　空から降ってきた三本の突撃が、村むら山やまが起こした風の怒ど濤とうを突き抜けたのを、だ。

　当たらなかったのだ。
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・ホラ子：『やりましたか！　流石さすがは鈴すず様！』

　奥おく多た摩ま艦首甲かん板ぱんから全てを見ていたホライゾンの声を、正まさ純ずみは通神帯ネツトで確認した。

　奥多摩の後部、教きよう導どう院いんの橋上から見ていた自分には、何が何やらという動きと風、そして金属の多重音だったが、

　……かわしたのか。

　同様に、各艦の要所から「わ」と喜びの声が上がった。

　その響きの意味を理解して、ようやく己は吐息した。

　かわしたのだ。

　これで安あん泰たい、と言って良いのかどうか解らない。が、次のステージに移るのは確かだろう。

〝伊い賀が越ごえ〟は成立したのだ。ならばもう、本ほん能のう寺じは終了し、自分達は再び松まつ平だいら勢だ。

　……良かった。

　そう思った視線の先。村山のあった場所に落ちていく敵三列が、直列の繫つなぎを解除するのが見えた。あれは着地の準備か、と納得し、彼らの回収は後続の安あ土づちがするのだろうな、と思う。

　その時だった。

　……え？

　村山のあった空気を見ていた己は気付いた。

　落下し、解ほどけていく敵三列が、どれも中心を残しているのだ。

「あれは──」

　三人ずつ。直列状態をほどかず、しかも落下中だというのに上方を向いているのは、

・副会長：『白の機き動どう殻かくだ！　対応しろ！』
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〝叫食シヤウエツセン〟の総員は、空に自分達の身を投げた。が、ただそうした訳ではない。既すでに落下制御の術式を使い、降下速度を落としているのだ。だから、

「踏み台にしていけ！」

「忝かたじけない！」

　言った者達は各列三人。中央に直列状態で挟んで、〝叫食シヤウエツセン〟の自分達が落下の技術を利用してここまで運搬してきたのだ。そして行く彼らは、自分達とは逆。やせ細って、しかし、

「行け！　〝蛮族改アルトバイエルン〟！　上がっていけるのはお前達だ！」

　応じる頷うなずきも作らず、〝蛮族改〟の白い機き動どう殻かくが空へと跳ね上がった。狙ねらいは、

「牽けん引いん帯たいの恩恵もない左さ舷げん三番艦！　青梅おうめだ……！」
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〝蛮族改〟の上昇術式は、基本、〝叫食〟と同様だ。

　一人一人の機動殻を用いるが、それは魔術テクノマギで言う反発術式を基礎としており、その上からTsirhcツアーク系の断だん食じき加護を中心とした術式で構築されている。直列による術式の加圧強化もあれば、スピンや他条件によって威力や速度が上がるのも同じ。ただ違うのは、

「彼らの飽食による荷重量化と違い、我らは断食によって天へと近づく者なり！」

　高度は充分にあり、敵は近い。即座の激突まで、邪魔されぬようスピンを開始、加護のための歌を唄うたう。

　それは〝蛮族改〟の故郷、バイエルンにて竜属を相手に騎士達が出場する際、大事な者達と別れる事を綴つづったものだ。

「──この町に残る愛いとしい君よ　僕は去らねばならない」

　加速する。

「──もしも戻って来れたら　恋人よ　君に会いに行くよ」

　既すでに視界には目標となる艦底が見えている。

「──君の傍そばにいる事が出来なくても　僕の幸いは君任せだ」

　行く。

「──もしも戻って来れたら　恋人よ　君に会いに行くよ」

　そして槍やりを構え、激突の流れに身を任せた時だ。

「……ゴミの投とう棄きを食らえ！」

　何かとすれ違いざまに、自分達はカウンターで打撃を食らった。

　等身大御神体。その廃はい棄き物だった。
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　ナイトは、ナルゼと共に動いていた。

　狙いが青梅ならこっちの足元だ。ゴミ捨ての大たい義ぎ名めい分ぶんは揃そろっている。

　近くにあった等身大御神体の半裸女武者〝巴ともえ御ご前ぜん〟を二人で摑つかんで宙に飛び出す。コレ間違いなく御本人に許可取らずに作って廃棄になったんだろうなあ、と思いながら、

「ウッキー！」

　叫びと同時に、自分達が宙に飛び出す後ろで、ペルソナ君と御お広ひろ敷しきが艦外へと同じような御神体をブン投げた。既すでに状況を察知したウルキアガと成なる実みが飛んできている〝筈はず〟だ。

　そのくらいは解わかっている。ならば後は自分達の仕事を果たすため、下から突っかけてきている白い機き動どう殻かくの連中に、

「……！」

　直撃させた。





●






　……まず一つ！

　と成実は飛ひ翔しようする不ふ転てん百足むかでの中でカウントした。

　敵は三隊。既に一隊は魔女テクノヘクセン二人が砕いて離脱した。自分達は艦外に投下された御神体をキャッチし、その勢いを消さぬまま艦底に飛び込み、

　……間に合う!?

「成実」

　何をするか解った。半竜としての加速器から竜砲を爆圧し、一瞬の大加速を得るのだ。

　自分はその死角を知っている。何しろ伊達だてで相あい対たいした時にそれを至近から叩たたき込まれて勝負を決められたのだ。

　死角は足元側。よく考えれば解るが、半竜は元々の竜であった時代、仲間や家族という群と飛翔していた。その時、加速器の爆圧に皆を巻き込むような設計にはなっていない。

　長を先頭に、後続が続くのが、竜の群だろう。だが、彼が前を見たまま、

「成実。竜属の長は、基本、女の方でな」

「──私の御お尻しりに興味があるとは発見だわ」

「次から頼む」

　そうね、と頷うなずいた時、正面から爆圧の竜砲が発射された。自分も躊躇ためらいなくそこに飛び込み、

　……いた……！
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　ウルキアガは、久しぶりの大加速を味わった。

　こういうものについてこられる成実がいて嬉うれしい。

　だが、仕事は仕事だ。半竜の視覚で見る限り、敵の残り二隊は全員男。

「姉ではないのかあああああああああ！」

　一隊に姉キャラ御神体を叩きつけて改心させた。
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　ナルゼは、投とう棄きの空域から離脱し、背後で聞こえた変な叫びに振り返った。

　すると仕事が終わっていた。敵三隊は砕かれ、白い機き動どう殻かくの破片や武器が宙に散っている。敵の突撃部隊は五体を広げたり歪ゆがませた姿勢で落下軌き道どうに入っており、

「やった……」

　とつぶやいた己の視界が、あるものを見た。

　槍やりだ。敵が持っていた突撃槍が、何故なぜか自分達の視線の先で、上向きに浮いている。
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　……マズい！

　ナルゼは息を詰めた。今、敵の突撃隊が保持していた武器が、何故か宙に浮いている。それは高速のスピン状態にあり、

「く……！」

　何が起きるかを悟った眼下、落ちていく敵の騎士達が叫んだ。

「見事だ極きよく東とうの民よ……！　だが、我ら〝蛮族改アルトバイエルン〟、故郷に戻るためにも、自らの身体からだを武器とするだけではない！」

　槍が、旧派カトリツクの術式表示枠サインフレームを展開した。それは一つではなく、下から一つ、更に下からもう一つが接続するように連なり、

「〝蛮族改アルトバイエルン〟は肉に串を刺す！　食らうといい！」

　言葉と共に、三連槍が直上へと跳ね上がった。

　こちらの手持ちは何も無い。ただ一直線に槍が青梅おうめの艦底に至り、

「おっと」

　艦底をぐるりと走って来た二ふた代よが、それを素手でキャッチした。

　彼女はどういう手て筈はずか、手の中でスピンしている槍の回転を、手首のスナップ一つで消し、

「Ｊｕｄジヤツジ．！　危ないところで御座ったな」

　そうね、と思わず頷うなずいた自分は、周囲の皆を見渡した。

　そしてマルゴットが頷き、他の皆も表示枠で見ているのを理解すると、一度手を下げ、さんはい、と上に持ち上げ、皆一斉に、

「うわあああああああああああ[image: ]　何キャッチしてるのよ!!」
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「待った！」

　誰だれよりも先に、正まさ純ずみは次の反応を放った。二代を行かせたのは自分だ。だが、

　……まさか得え物ものを持っていかないとはなー。

　ナルゼ達がそうしているので、続くだろうと思っていたが、

・労働者：『流石さすがにもう在庫がないぞ』

・未熟者：『僕の方の在庫は倉庫から動かしてないからね!?　というか一人じゃ無理だ！』

・副会長：『その倉庫、何でパージされてないんだ？』

・あさま：『というかどうするんです正まさ純ずみ。槍やりキャッチしたら戦争始まりますよ？』

　凄すごい極きよく東とう語だな……、としみじみ思いつつ、己は言う。

・副会長：『眼下を見ろ。既すでに三み河かわの湾だ』

　位置は全てを成立させ得る、と己は思った。ゆえに先手として、自分は叫んだ。

・副会長：『ここで極東代表、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん副会長、本ほん多だ・正純は宣言する！

　武蔵による〝伊い賀が越ごえ〟はここで成立した！　その際、戦闘継続の合図になりそうな羽は柴しば勢からの攻撃については、副長である本多・二ふた代よが確保し、その可能性を止めたものである！』

・黒　竹：『何を身勝手な事を言っているんですか！』

　やはり来た。後続、かなり接近した状態の安あ土づちから、竹たけ中なかの声が届く。

・黒　竹：『タイミング的にも、目視によっても、武蔵が三河の湾へと出るより先にうちの槍が当たるところでした！　それを手で止めたのだから〝伊賀越え〟不成立となります！』







[image: 第十四章『判断時間の決定役』]
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「さあ、どうかしら」

　安あ土づちの中央前艦上。嘉よし明あきは皆と合流してハイタッチ。左さ近こんが腰をかがめようとしたので、

「いいわよ」

　翼で軽く飛んで勢い任せにタッチというか、ヒットする。かなりいい音がして、可笑おかしくなる辺り、ちょっとテンションが高くなっているのだろう。安治アンジーも同じようにしてから、

　……少し、厄やつ介かいな流れになったわね。

　今、自分達は速度をさほど落とさず、しかし戦闘行動を止めている。

　正面には相変わらず武蔵むさしがいるが、どちらも停止はしていない。武蔵は艦隊を補正し、広い三み河かわの湾をぐるりと回っているのだ。時計回りに、今は北岸に至ろうというところ。海面からは時折に流体光が空へと昇っているが、

「……以前より、その光が強く見えるわね」

「あ、嘉明様もそう思いますか？」

　精霊系の清きよ正まさが言うなら、そうなのだろう。どういう理屈かは解わからないが、これだけの巨大艦が二艦も周回しているのだ。反応も出る、という事か。

　ただ、自分達の方としてはどうなるかよく解らない。やる事はやったのだ。

　落下していった〝叫食シヤウエツセン〟と〝蛮族改アルトバイエルン〟には、片かた桐ぎりが回収の輸送艦を手配したと言った。

　あとは竹たけ中なかが、こちらのやった事に意味をつけてくれるかどうかだが、

「出来れば成果となるといいわね。──戦闘に不慣れな後輩がやってくれたのだから」
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　先輩、通つう神しんから超聞こえてます、と戦闘に不慣れな後輩は思った。

「てるるるるるるてるてる？　うまくいったったったたた？」

「Ｔｅｓテスタメント．、今のところ先輩達が結果を出そうとしてくれてるから、俺おれ達はお呼びがあるまで待機ってところかな」

　とはいえ、十じつ本ぽん槍やりクラスから褒ほめられたのは嬉うれしい。

　賤しずヶ岳たけの際には平ひら野のにも褒められて巨乳動画の保存に成功しているし、

　……いよっしゃああああああ！

　軽く内心で小躍りしていると、声が来た。

・ナベ３：『チョーシ乗るなよ小こ童わつぱ』

・浅　野：『凄すごく浮ーき上がっーてるのーが解るー』

　いいじゃん別に、と思っていると、刑部おさかべ姫ひめが後ろから肩に肘ひじを乗せてきた。

『いいじゃんじゃんじゃん。てるてるてるほめられるるるるるのうれししししししししい』

　笑みで言われると、深く頷うなずくしかない。

「……最大の理解者が戦艦のＯＳとか、俺おれの人生この半年くらいで激動なんすスけど」

　そうそうそうそう、と笑みを深くされるが、早めに本体を完全補修してやらんとなあ、と思いもする。

　頭上。右手の方から武蔵むさしと安あ土づちが回って来ている。

　拠点と輸送艦の灯火管制はしており、自分達も海辺の瓦が礫れきが自然に作った屋根の下に退避。刑部おさかべ姫ひめが光ってるからバレる気もするが、武蔵が上を通過するまでは待つつもり。すると、

・ナベ３：『しかし、さっきのそっちの砲撃、何あれ。武蔵の防護管制の術式を逆用してたみたいだけど』

・イケ照：『刑部姫が武蔵のアレについて知ったから教えて貰もらって、そっちに情報投げた』

・浅　野：『池いけ田だーの発ー案じーゃないーのか──』

　何かスゲー軽けい蔑べつされてる気がするけど、コミュ能力の御陰だから俺の御陰な？

『ほめられてるてるてるてる？』

「お前が」

『だめだめだめだめ、いけてるるるるるほめるるるるる！』

　向こうに言ってくれ、と思うが、通つう神しんさせると構い回されそうで、今より変な言葉や考え方を憶おぼえられても困る。

・イケ照：『つーか、修築術式で砲撃したなんて初めてだよ』

　白しら鷺さぎ城じようの砲撃を行ったが、あの場所にあるのは本物の白鷺城ではない。

　本物は関東の山中で、自分の修築術式を遠隔的に使いながら修理中なのだ。

　それを、戦力として三み河かわに持ち込むのは不可能だった。だが、竹たけ中なかからの指示内容は、こちらの想像とは別の処ところにあった。

　修築中の白鷺城の〝型〟をこちらに三次元図面として送って貰もらい、修築術式で中央艦の艦首砲門部周辺を再生しろと、そう来たのだ。

　確かにそれなら、精密作業までは向かない自分の修築術式でも何とかなる気がした。

　だが、竹中の言ってる事が、そもそも無茶だった。流体を使用して素材の穴を埋め、補修をする術式だというのに、

　……流体反応が出ないようにしてくれってんだから無茶だよなー。

　だが錬金術が莫大な流体量と引き替えに実在するように、〝金属〟などは一時的に作る事が可能だ。

　つまり流体を〝型〟に思い切り密度濃く流し込んで、一時的だが流体に〝相〟を与える。そして〝相〟があるから〝実在〟していると、補修物に意味を与えるのだ。

　補修に使った流体に対し〝お前は流体ではなく、別のものだ。ほら、型がそうなってるし、相もあるだろう？〟とやっているようなものだ。

　だがこれは、精霊の発生原理と同じだと、己は思う。

　そして今回は、竹たけ中なかの指示通りにやって、成功したのだ。

　目標素材は欧州ではメジャーなチタニウム。ギリシャの時代からその名前故再現された反則金属は、流体加工されて更なる賢鉱石オレイ・メタロに変化されるが、そこまでやったらまた流体反応が発生するので、今日きようは素材止まりとする。

　強度に不安はあったが、麾き下かが乗り込んで発射準備まで整え、

・イケ照：『すみません！　うち、砲撃経験薄いんで、甘めで御願いしヤス！』

　と上に頼んだら、照準関係とかホントに緩めにしてくれた。持つべきものは進言する勇気と認めてくれる上役だよな。

　ともあれ、自分達のやる事はやった。武蔵むさしと共に湾を回る安あ土づちを見ていても、今は観察と待機の時間帯のようだ。なので己は右手に表示枠レルネンフイグーアを出し、

「解除」

　言ったなり、遠く遠く右手の奥の方、闇やみの水平あたりで光が散った。

　今、自分達がいるのは三河湾の北岸。補修術式で組んだ砲門部は西側の斜面上となる。

　見えた光は、その気にさせていた砲門を流体に戻したものだ。

　ここから何とか見える位置だが、そのくらいじゃないと流石さすがに精度が出なかった。

　そろそろ、砲門の制御に行っていた皆も戻ってくる筈はずだ。ならば、

「あとはどうなるんだ……？　この〝伊い賀が越ごえ〟の是非ってのは」
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　片かた桐ぎりは、残業えろによる解放感で立てなくなった（自己申告）竹中の代わりに、安土艦橋屋上に上がっていた。

〝安土〟とはいろいろな遣り取りをしている仲だ。なので今回も、挨あい拶さつ一つで他は不要とし、床に寝たままの竹中は放置で仕事に就つく。

　現在、やるべきは一つだ。

・□□凸：『武蔵勢！　先程の違反行為によって〝伊賀越え〟は不成立となりました！　速やかに明あけ智ち勢として僕達と〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟の歴史再現を行いなさい！』

　武蔵勢を逃がさない。それが自分の仕事だ。
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　……何でもいい……！

　どんな方法を使ってもいい。どんな手段だってやるつもりだと、片桐は思う。

　皆は、それだけの事をやってここに来た。しかし武蔵勢は、終盤で〝伊賀越え〟を中断するような事をやっておきながら、歴史再現として成立したという。

　本ほん多だ・二ふた代よによるこちらの攻撃への介入が、既すでに阻そ止し臨界のラインとなる三み河かわ湾への侵入状態だったというのだ。

　おかしい、と己は思った。M.H.R.R.神聖ローマ帝国の機き動どう殻かくには、連携などを取るため指揮系との連動機能が設けられている。マクデブルク以降、開発が進み、ネルトリンゲンでは三みつ成なりがそれを上手うまく使ったものだが、これは各機動殻からの記録も録とっている。

　先程の攻撃について、記録から見る位置情報や、視覚情報では一つの事実が解わかる。それは、

「〝蛮族改アルトバイエルン〟の槍やりは、三河湾に武蔵むさしが出る前に当たっていた事は明白です！　その事実を何故なぜ認めず、逃げ回るんですか！」





●






「凄すごくやりにくいわー」

　と、青梅おうめ艦底部の表面にナルゼが立つのを、ナイトは見た。

　さっきから相変わらず二代が槍を手にしているが、

「ニダヤン、どういう仕掛け？」

「あ、流石さすがに重力制御に御座るよ？」

「というか、ニダヤンとしては、槍を確保する時に武蔵が三河湾に出ていたっていう意識はあったのかな？」

「意識はあったで御座るよ？」

　即答の向こうでナルゼが首を横に振る。ナルゼの方もあまりにも即反応だが、彼女が言いたい意味は解る。

　……〝意識〟違いかー。

　二代が言っているのは、自己判断が出来ている、という意味の意識だろう。三河湾に到達しているという理解があったか、ではない。うちの副長に難しい言葉は通じないというか、戦闘タイムは戦闘で頭が埋まる副長に国文関係の問いかけをする方が悪い。

　……っていうか、意識なかったら本能的な動きだもんねー。

　その意味では二代が正しいが、ちょっと聞いておく必要がある。

「ニダヤンは、どうしてここ来たの？　本能？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二代が頷うなずいた。

「──正まさ純ずみの指示に御座るよ？」
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・未熟者：『Ｊｕｄ．、これから第三者委員会による〝副長の敵攻撃へのインターセプト問題〟について、参考人の質疑を行うよ？』

・副会長：『待て！　お前ら、どっちの味方だ！』

・不退転：『というか実際どういう事』

・副会長：『ああ、二ふた代よに〝二代、頼む！〟って言ったらこうなった』

・未熟者：『えっ』

・ホラ子：『ハイ解散ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン！』

・あさま：『あの、正まさ純ずみ？　正純の考えとしては、武蔵むさしが三み河かわの湾に入るからＯＫとか、そういうものがあったんですか』

・副会長：『いや、その時、下見えなかったからな……。正直、無意識的に危険を感じて、二代に任せたんだと思う』

・蜻蛉切：『んー、キャッチしたの、駄だ目めだったで御座るか？』
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　いえ、正解です、と誾ぎんは思った。

　これは、解わかる者なら、全員がそう思っているだろう。

　何しろ本ほん多だ・二代は、当たる筈はずの槍やりを止めた事で、

「当たらなかった、という時点で時間を止めたのです」

　これが当たってしまっていたら、敵側はその事を理由に〝間に合っていた〟という交渉を仕掛けてくる。

「当たったのが何よりの証しよう拠こだ、と、そう言われますからね」

　そうですね、と頷うなずいたのは宗むね茂しげだ。

　今、自分達は武蔵むさし野のの艦尾側にいるが、当時の武蔵の動きは複雑だ。一部、公開されている動画を見ていても、正直、タイミング的には解らない部分が多々ある。ならば、

・立花嫁：『本多・二代が槍を確保しなければ、羽は柴しば勢の強弁が発生したでしょう。しかし本多・二代が槍を確保した事で、私達は今〝三河湾に入っていたので、止めた〟と言えるのです。──この逆はありません』
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　ナルゼは、ふむ、と言った二代が腰に手を当て、胸を張ったのを見た。

　……変な友情ねえ……。

　もうちょっと別の言い方もある気がするが、二代としてはそのような捉とらえ方だろう。

　だが、二代のした事の意味は解ったとしても、実際が問題だ。

　今、武蔵を通して、向こうからの言葉が役職者には回ってきている。

・□□凸：『いいですか武蔵勢！　こちらには攻撃を仕掛けた騎士団〝蛮族改アルトバイエルン〟からの視覚画像があります！　これを見るに三河の湾に突入する前だった事は明白です！』

　添てん付ぷされている画像は暗い。光量増幅掛けときなさいよ、と思いつつ、自分の描画術式でやってきた画像を明るくする。

・□□凸：『最後の突撃時なので西向き。上が西、下が東として見て下さい』

　すると、一つの風景が見えた。

「あ、これマズイ」

　夜の空と、下に、山さん渓けいが写っているのだ。

　三み河かわの山渓が下一杯に広がってると言う事は、写した角度にも拠よるだろうが、

・●　画：『これ、三河湾に入っていなかった、って強弁出来るわよ？』
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　……三河湾に入っていたなら、下に山渓が見える筈はずがない！

　片かた桐ぎりは、踏み込み過ぎを感じながらも言葉と手筈を重ねていた。一番に手を加えたのは、安あ土づちの通つう神しん術式に、相手側とのオープンな箇か所しよを作らせ、画像の遣り取りを可能とさせた事だ。セキュリティの高い戦闘艦の通神系としてはあるまじき事だが、これは今こそ必要な施策なので通す事とする。

　その上で、輸送艦にて回収した〝蛮族改アルトバイエルン〟から機き動どう殻かくの視覚画像を提出して貰もらった。今、武蔵むさしに送ったのは、自分が見る限り、最も説得力のあるものだ。だから、

・□□凸：『どうですか！　私達は三河湾に入っていませんでした！』

　画像には、それが撮影された時間なども記録されている。撮影者、機動殻の登録ナンバーまでもが全て、だった。

　撮影者は、この時既すでに槍やりを手放している。次の瞬間に写るのは等身大御神体の胸部装甲部分だが、中身はコールドキャストなので相当痛かったのが理解出来る。

　後はこれらの画像が持つ価値を、己が示していくしかない。

・□□凸：『どうですか！　陸地が下に見えている以上、武蔵はまだ三河湾に入っていません！　無む駄だな言い訳をやめて、証しよう拠こに従って下さい！』
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　証拠画像か──、と正まさ純ずみは頭を搔かいた。

　……コレで駄だ目めだったら、次の方法を考えるしかないかなー。

　流石さすがに動かぬ証拠を前にじたばたする訳にもいかない。が、そうだとしたら、それはそれで別の方策を考えるのが自分の仕事だ。

　ではどうするか、と思案をした時、不意に言葉が来た。

・礼賛者：『ええと、ちょっと画像云うん々ぬんの話が来てますが、貧ひん多だ君、見せて貰もらえますか？』

・あさま：『あ、はい。こっちで経由しますから待って下さいね？　──ええ、出来ました』

　ふむ、という応答が御お広ひろ敷しきから戻ってきた。

　……何か気になる事があるか？

　妙なところで役に立つのがうちの面々だ。御お広ひろ敷しきは食糧関係を主として、菓子作りや、子供の年齢当てなどという、一歩間違うと番ばん屋や行きのスキルの揃そろい方をしているが、

・礼賛者：『クロスユナイト君。小しよう生せいの見立てを、君の方で見て貰もらえますか？』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、自分の方でもテストして御座ったが、実機が無いので確証を持つ事が出来ずにいたで御座るよ』

　何だ何だと思う眼前で、話がまとまったらしい。

・十ＺＯ：『正まさ純ずみ殿、ちと、向こうと話をする事は出来るで御座るかな？』
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　片かた桐ぎりとしては、ちょっと前のめりくらいの方がいいと思っていた。だから、

・十ＺＯ：『失敬、こちら武蔵むさしの第一特とく務む。そちら、安あ土づちの渉しよう外がい担当で御座ったな？』

・□□凸：『Ｔｅｓテスタメント．、副会長ではないんですか？　で、さっきの画像についてですが──』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄ．、その画像、ちと、貴殿と自分だけで話す事は可能で御座るかな？』

　……は？

　何を言っているんですか、と思った。今、自分達は、どちらが正義かの話をしているのだ。それが密室会議を望むとか、何事だろう。

・□□凸：『その申し出は飲めません！　怖おじ気けづいたのですか！』

・十ＺＯ：『いや、そういう訳では御座らぬが……』

　数秒の間の後で、相手がこう言った。

・十ＺＯ：『そちらの画像。証しよう拠ことしては使えぬで御座ると、そういう話をしようと思っているので御座るよ』

・□□凸：『は？』

　どういう事だ。夜ではあるが、これだけしっかりと地表が見えているのだ。

・□□凸：『言いがかりだ！　──言った者勝ちの、印象操作でしょう、それは！』

・十ＺＯ：『いや、そうでは御座らぬ。印象操作なら内々で話そうとは言わぬで御座るよ？　──単純に、撮影時の設定ミスで御座ろうという話で御座る』
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・貧従士：『あ、解わかった気がします……！』

・あさま：『ええ、私も大体解りました』

・銀　狼：『え？　どういう事なんですの？』

・俺　　：『うん、どういう事よ？　コレ』

・ホラ子：『トーリ様、つまり有る無しクイズです。──トーリ様に無くて皆にあります』

・俺　　：『オイイイイイ！　何か答え聞きたくない方に行ってるぞソレ！』

・賢姉様：『フフ、コレってつまり、撮影時のレンズや術式視界の補正ね？』

・不退転：『Ｊｕｄジヤツジ．、──機き動どう殻かく、武神、照準術式の多くは、相手を捉とらえたり周囲状況を確認するため、人の視界よりも広い視界を確保したり、狙そ撃げきや精密攻撃用にズーム出来るの。レンズや、術式によって、ね。でもそのままだと人間には理解しづらい歪ゆがんだ画になるから──』

・義　　：『──そう、その場合、圧縮や再歪わい曲きよくをかけて自然風景のように補正加工するんだ。馴なれればそういう補正は要らなくなるけど、全方位視覚なんかでも、自然に見ている風景のように再歪曲可能だ』

・煙草女：『地じ摺ずり朱雀すざくも、飛行時用や戦闘用に視覚関係のモードを幾つか入れてるさね。

　今回の場合を見てると、画像の周辺、そういう歪みや補正で生まれた多重化があるさね』

・銀　狼：『そうなんですの……。でも、どうしてそれを御お広ひろ敷しきが？』

・礼賛者：『Ｊｕｄ．、うちの店のイベントなど、記録に残すために撮影をしていたりで、そうなると特殊な視界の術式を使い、後で補正を掛けたりするんですよ。

　そういう時の特有の歪みが感じられたんですね』

・●　画：『アチャー、幼女のいる光景を撮影する知識が武蔵むさしを救ったとか、一体どんな』

・礼賛者：『違いますよ！　コレはどちらかというとズーム方面の案件、皆や個人を楽しく撮るのではなく、密ひそかに気付かれぬよう個人を撮影する術式です！』

・金マル：『それもっとマズい方に行ってないかな？』
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「……え？」

　と表示枠レルネンフイグーアを見ていた片かた桐ぎりが声を作るのを、〝安あ土づち〟は確認した。

・十ＺＯ：『つまりこの画像。こっちの方で逆に再歪曲を掛けると……』

　として出来上がるのは、画面下が夜の海で埋まった風景だった。

・十ＺＯ：『普通の視界では、こう見えていた筈はずで御座る。直下までが海、と』

　それは、これまで見ていた画像が、上方中央から四方へと周囲を押し延ばしたような形になっていた、という事だ。

・十ＺＯ：『中央上方をズームしつつ、四方は詰めているのは、これを撮影した御ご仁じんが青梅おうめの艦底部を狙ねらいながら、周囲からの迎撃を警戒していたという事で御座る。

　暗い事もあって、狙いを正確につけつつ、ミスを排除しようとしたので御座るな。

　だから中央上部がズーム化され、四方を押し延ばす形なので御座る』

　つまり、

・十ＺＯ：『この歪みは、そちらの上昇部隊が正しく任務を果たしつつあった、という証明に御座る。

　が、一方では、──既すでに武蔵むさしが三み河かわ湾へと出ていた、という事なので御座るよ』
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〝安あ土づち〟は、片かた桐ぎりが事実を飲み込めなかったのを見た。

「……はあ!?」

　彼の言った事が、単純な否定ではなく、理屈をつけて覆くつがえされたせいだ。

　言葉を読めば、相手の言っている意味は解わかる。だがそれゆえに、

・□□凸：『ちょ、ちょっと待って下さい！　この逆補正が恣し意い的ではないと言う証しよう拠こがあるんですか!?　貴方あなた達のいいように逆補正を掛けてませんか!?』

　相手の言う事を拒否すれば、武蔵側から言葉が返ってくる。

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、そちら、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの機き動どう殻かくとなると、神聖騎士団鉄鋼会の製品。バイエルン所属〝蛮族改アルトバイエルン〟の情報を見るに、基本、四十八人の騎士が所属して御座るな？　そして使用機動殻は〝上級侍ハイリゲスリツター〟のFR - 4302で御座ろう。FR - 4302の視覚補正はTsirhcツアーク術式の〝天は隠し事をせず〟系加護に御座るので──』
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・□□凸：『えっ？　えっ？　えっ？　何でそんな情報がバレてるんです？』

・きめえ：『示じ威いと抑止力として、各拠点は観覧式なんかも行うから、基本〝完全状態〟の拠点情報なら聖連や教員連盟に提出されてるわ。それもあって、不穏な戦力の移動は歴史再現違反じゃないか、とか、そう言った牽けん制せいや、一方的な行動を止められるの』

・黒　狼：『あと、撮影術式などは、武神や機動殻、または諜ちよう報ほう系に向けてレベルの高いものが開発されて、でもそれがすぐに一般戦士団用などにも回りますのよ？　優れた者達だけが優れた装備を使うより、誰だれもがそれを使えた方が全体が強くなりますもの。

　一部のものは、敵とも言える改派プロテスタントと協働製作する事だってありますの。

　それはM.H.R.R.としての戦力を他国より高くするためですけど』

・多数決：『先生が屋台の料理の画像を通神帯ネツトに流す時の撮影術式も、これ、〝皇帝カイザー〟ブランドで武神用に使用されてるものの民生用ですよ』

・６　　：『技術の無む駄だ遣いを……』

・□□凸：『ええと、じゃあ向こうの言ってる事は……』

・つるぎ：『知ったように頷うなずいてれば大体大だい丈じよう夫ぶですよ。画像関係の補正も、今の最強は女性用ですけど、M.H.R.R.の場合、戦事用のものから武装の照会機能などを外して、顔の写り補正や周囲エフェクトを強化したものが民生用に出ていますね』

・□□凸：『いろいろ恐ろしい情報を有り難う御座います……』
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「──つまり、向こうが行った画像の再補正は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの機き動どう殻かくなどに用いられているものと同様のシステムで為なされているから、検証は完かん璧ぺき、と……」

　片かた桐ぎりが、肩を落とすのを、〝安あ土づち〟は見ていた。

　……成なる程ほど。

　片桐がミスをした原因は、よく解わかる。

　彼は交渉役だが、正直、戦闘関係には詳しくない。

　十じつ本ぽん槍やりの全員に対しては親しい事もあって、彼女達を中心とした戦術をある程度立てる事が出来るが、それ以外、特に麾き下かの装備類などになると、ほとんど知らない状態だ。

「片桐様は、機動殻や武神の視覚システムは、基本、何らかの補正が掛かっているという事を、さほど重要と捉とらえていなかったのですね。──Shaja」

「いや、まあ、知ってましたけど、こうなるとは……」

「Shaja、──一方で騎士団の方は、こういうものが平常である事から、当然加味されると思って片桐様の画像提出要求に、自分達が撮影したものをそのまま提出したのです。

　下手へたに再補正を入れると、〝加工した〟と言われるかもしれませんので。……これが片桐様の勘かん違ちがいを生んだ原因でしょう」

　ええ、と己は言った。

「今これが解っても意味ありませんが。──Shaja」

「な、何か最後余計ですよ！」

　まあ言っておかねば人類はすぐ忘れる動物ですので。ええ。

　ただ、と己は言った。

「まだ攻め手はあります、片桐様。忠言を聞く余裕、宜しいでしょうか。──Shaja」
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「まだ手があると、言うんですか？」

　Shaja、と〝安土〟が頷うなずくのを片桐は聞いた。

　今、安土は武蔵むさしを追って三み河かわ湾の北岸を東へと移動しつつある。

〝安土〟自身は武蔵上の装備状態などを艦橋側と共に確認中のようだが、それは第二戦目の用意だろう。

　……どうにかして、そこに繫つなげないと……！

「片桐様、焦ってはなりません」

〝安土〟が、武蔵を撮影した画像を手元に何百枚と重ねた。彼女はそれに目を運び、上から削るようにまた消していきながら、

「とりあえず、補正関係や、敵がこちらに対してどのような情報を持っているかは理解出来たと思います。ではここから考えてみましょう。

　──百ひやく紋もん検けん地ちを出して下さい。それで見える事があると判断出来ます。──Shaja」

「百紋検知を？」

　どうして、という疑問はあった。

　だが今、自分には手が無いように思えている。

　……だったら──。

　藁わらでも摑つかむ気分で、百紋検地を展開した。

　素材としては周囲から拾える光を流用する。そして作り上げるのは模も造ぞうだ。

　武蔵むさし八艦。

　当時の現場にいた者達の画像記録や、安あ土づちからの観測で位置などは見えている。

　百紋検地でそれらを作り、地表データを下に置いてみる。

　……安土からの情報でも、ここが解わかっていないんですよね。

　湾に近づくにつれて下りが強くなっているせいだ。武蔵と、丘自体が遮しや蔽へいとなっていて、武蔵が湾に入ったかどうか、安土からは視認出来なかった。

　武蔵の速度と大きさから大体の位置は割り出せているが、水平からの情報だ。〝湾に入ったかどうか〟という、垂直方向から確かめたい情報としては信しん憑ぴよう性が薄い。

　そして作られる百紋検地の模造は、

「成なる程ほど……」

　確かに、武蔵は湾へと出ている。

　ただ、これは誤差と言えるものかも知れないが、下の、

「三番艦は地表側に残っていますね」

　でも、

「三番艦だけじゃあ、武蔵のほぼ全体が三河湾に出たから、と言われますか」

　否、と己は首を横に振った。そんな風に行儀良く認めていたら、こちらの負けになるのだ。

　……ここはしっかりと、攻めていかないと……！

　考え直す。自分が使える技はこの百紋検地だ。もっと情報を入れるには、

「安土の知覚系から、この三河湾の情報を下さい！　御願いします！」
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　正まさ純ずみは、周囲の雰囲気の変化を感じた。

　今、自分達は〝伊い賀が越ごえ〟の成立の可否を巡って、後続の安土と遣り取りをしている。

　だが、現場で槍やりを確保した二ふた代よにはナイトとナルゼがつく一方、既すでにウルキアガや伊達だて家け副長などは艦尾側の警備についている。

　……一戦あると、そういう構えだな。

　油断はしない。

　武蔵むさしの住人とは常いかなる時も、そういうものだと思う。

　何かあって武蔵を失えば、全てを無くすのだ。

　だから油断をせず、常に臨戦態勢のような位置取りをする一方で、自分達がいつ終わってもおかしくないがゆえ、今を大事に過ごしもする。

　戦闘と休息はあっても、どちらでもないという油断はあり得ない。

　現在は、前者の時間だという事だろう。

「だとすれば、私も、だな」

　次から次へ、先に考えて用意をしておく。

　というか、こういうの、得意なのがいた。

・副会長：『おーい大おお久く保ぼ』

・長安定：『何や!?　こっちは今、移動中やねん！』

・副会長：『お前多分、馬鹿集団が行く方向に逃げてるぞ。──で、ちょっと相談だ。概がい要ようでいいので、今後のパターンを考えておいてくれ。私の方で幾つか指針出すから』

・長安定：『──何や、〝伊い賀が越ごえ〟が上手うまくいかへんのか？』

　そうじゃない。

・副会長：『上手く行っても、通るとは限らない。そういう相手だ。普通に相あい対たいしてるんじゃない。向こうはこちらを潰つぶす気で来てる。そう思うんだ』

・長安定：『私し怨えんみたいやな。何かしたんか？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、私の後輩がヤツらの占領地を夏休み前に奪い取ってな。──言っておくけど、ここ、笑うところだぞ？』

・長安定：『無茶言うな。──まあええわ。いろいろ用意しとく。指針寄越し』

　よく出来た後輩を持つと楽でいい。

　こちらは指針をツキノワに投げさせ、一息を入れる。すると応じるように声が来た。

・□□凸：『武蔵勢に通達します。そちらが〝伊賀越え〟に失敗しているという証明が出来たので、その内容です』
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・金マル：『何か暑苦しいの来た？』

・貧従士：『というか、さっきから来てますが、どうなんです？　視覚補助術式や加護の方では、もう無理だと解わかってますよね？　向こうも』

・十ＺＯ：『これ以上、〝それはあり得ない〟とか、難なん癖くせにもなってないもので食い下がられると面倒で御座るなあ』

・●　画：『何か昔に、英国でトンデモない事言って食い下がったのがいたのを思い出したわ私……』

・傷有り：『あれは有り！　有りです！　ええ！』

・労働者：『何か奥おく多た摩まの艦尾で光の花が爆発してないか』

・俺　　：『おい点てん蔵ぞう。あまり御家族挑発すんなよ？　今、武蔵むさしは大変な時期なんだぜ？』

・十ＺＯ：『王賜剣エクスカリバー股またに挟んでたのが何か言ってるで御座るよ！』
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　コイツら非常時でも変わらんなー、と思いながら、正まさ純ずみは片かた桐ぎりの送ってきた画像を見た。

　……また画像か。

　と思うが、意外と解わかり易やすいので、今後は武蔵内でもこういう画像や文字の使用など考こう慮りよしようかと思う。

　報告や資料ではなく、気楽な情報を伝える場合、通神文メールや実況通神チヤツトという既すでに形式化されたものもあるが、画像ベースで直感的な手段があればなあ、とも考える。そして、

・□□凸：『当時の画像や、安あ土づちからの計測を元にした武蔵と、地表部の再現図形です』

　画像には、艦橋で向むか井いが振り回しているような武蔵の模も造ぞうと、三み河かわ湾の西側を切り取って再現した地表部が写っていた。

・副会長：『これが何だ？』

　と言って、画像が一枚ではないと気付く。ツキノワが出してくるものを受け取って見た時、自分は片桐の戦術に気付いた。

　それは、三河湾の岸が作るラインを赤く示したものだった。地形故、複雑な赤い線はそのまま上空の武蔵を割るように壁となっており、

・□□凸：『当時の状況ですが、武蔵はゴールラインとなる沿岸を完全に割っていません。

　少なくとも現場となった三番艦は陸地側です』

　片桐が、言葉を重ねた。

・□□凸：『──武蔵は完全には三河湾に出ておらず、現場もその通りでした。この事から、武蔵の〝伊い賀が越ごえ〟は失敗していたとこちらは判断します』
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　……考え方を変えてきたか。

　正純は、片桐の切り替えの良さを警戒した。

「竹たけ中なかとは違うタイプか」

　竹中はどちらかというと積み重ねていくタイプで、大おお久く保ぼに似ている。幾つかの失敗があっても、それが最終的な成果に繫つながるという、全体管理型の交渉をしてくる。

　が、片かた桐ぎりの場合は違う。有利なものがあれば、過去の考え方を捨てる事も余儀なく行う。

　目の前のものに飛びつく、という欠点はあるが、連綿を必要としない飛躍の攻め手を選ぶという意味ではネシンバラに近い。

　……ただ、ネシンバラと違い、妄もう想そうじゃなく実際で勝負してくる、か。

　今、目の前に提示されたものがそれだ。これまでは麾き下かの提出した画像をベースに交渉してきたものが、今は一転して当時の再現模も造ぞうとなっている。

　更にその上で、片桐が告げた。

・□□凸：『そちらの艦長式自動人形に、この情報を照合させて下さい。──自動人形は噓うそがつけませんので、これが正確なものかどうか判断出来ます』

・副会長：『そちらの艦長式自動人形はどう言っている？』

・□□凸：『こちらが持てる情報をベースにこの模造データを作成しましたが、その際には自動人形側のチェックも入っています。どうですか？　情報の照合が出来ないならば、先程のこちらの見解をそのまま通しますが』

　相変わらず前のめりだな、と思うが、そういう時間帯だ。

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、照合しよう。──その結果、こちらも判断を下したい』
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・副会長：『何か気付いたけど、この相手、……真ま面じ目めなネシンバラだな』

・約全員：『真面目なネシンバラ』

・●　画：『……良いか悪いか、どっちかで言うと、ウザったいわね』

・未熟者：『つまり逆説的に言うと、僕はウザったくないんだね!?』

・金マル：『超ウザくないかな？』

・武　蔵：『──正まさ純ずみ様？　こちら照合をして宜しいのでしょうか。自動人形一同、この情報が正確かどうかについて修正は出来ますが、それは事実に基づいた修正であり、手を加えるという事が出来ませんが。──以上』

・副会長：『やってくれ。──そして総員、よく聞け。これが恐らく、〝伊い賀が越ごえ〟に対しての安あ土づち側との最後の交渉になる。万全の準備をしてくれ』
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　片桐は、武蔵むさし側からの照合結果が届いたのを見た。

〝安土〟が頷うなずき、こちらの手元に送ったものは、

　……何ですコレ！

　自分が送ったものとは比較にならない高精細な模も造ぞうデータが添付されていた。

「片かた桐ぎり様、恐らく、それが武蔵むさし艦橋内で航行補助用に用いられている模造情報なのだと判断出来ます。──以上」

　自分は百ひやく紋もん検けん地ちにそれなりの自信があったが、これを見せられると揺らぐ。

　……水や蒸気、光を触しよく媒ばいとせず、流体を流体光として用いているのか。

　間に別のものへの変化を介していないので加工の精度が高い。模造の武蔵上に大量の部品などが整列しているのを見ると、これを手で作るのは至難だ。

　武蔵側の補助もかなりあるのだろう。そしてよく見ていると、模造の武蔵においても幾つかの作り込みのムラがあり、しかしそれが手を抜いたのではなく、手を入れ続けて来たからこその揺らぎなのだと解わかる。

　素材と、作り手と、協力と、積み重ねだ。ここまでするのにどれだけ、と考え、

「凄すごいなあ……」

・ＡｎＧ：『何かギリー、止まってる？』

・きめえ：『〝安あ土づち〟、大だい丈じよう夫ぶ？』

　いかんいかん、と、振り返る〝安土〟に手を振って一息。この模造データは参考に取って置こう、と思いつつ、向こうの照合内容を確認する。

　すると、自分が提示した沿岸線の赤いラインは訂正されていた。だが、

　……湾側への修正です！

　湾岸のラインは、こちらが想定していたよりも、もっと武蔵の艦首側に寄っていた。

　これはつまりどういう事かと言えば、

・□□凸：『武蔵の全長の半分以上がラインを越えていません！　これは失格です！』
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　正まさ純ずみは一息をついた。

　……やはり、噓うそがないというのは、こちらにとっても厳しいところだな。

　羽は柴しば側の上昇部隊には見事と言うしかない。攻撃のタイミングにおいて、少なくとも青梅おうめが陸地側にあるという事を確認していたのだろう。また、全体の速度から、武蔵の位置も大体把は握あくしていたに違いない。

　だが、それは羽柴側の見方だ。

・副会長：『早計だと言っておく、羽柴勢』

・□□凸：『何がですか、武蔵勢』

・副会長：『沿岸のラインを武蔵が越えているかどうか、という点だが、そこに疑問がある』

　まず、ここから言っておく。

・副会長：『そのラインの定義はそちらが言ったものだ。こちらは沿岸のラインで定義をしていない』

・□□凸：『は？　──三み河かわにまで脱出すれば〝伊い賀が越ごえ〟成立と、そう動いていたのは武蔵むさし勢じゃないですか！』

・副会長：『武蔵のような巨大艦に対し、自然地形の沿岸線がラインになり得ると、そう思っているのか？』

　言う。そして武蔵艦橋に作図させ、手を加えたものを手元に展開する。それは片かた桐ぎりのところにもあるものと同じだが、

・副会長：『そちらに送った立体概がい要よう図ずの、別説明図を展開しろ』

　専門用語としては〝模も造ぞう〟じゃないのか、というか、あれだけ精密で概要図なのか、とこちらも驚きよう愕がくだが、

・俺　　：『あ、この武蔵、本舗がちゃんと新型になってる！　すげえぜベルさん！』

・ベ　ル：『あっ、あっ、あまり見ないで？　今日きよう、パージしてるの知覚してたら、武蔵、基礎構造が違った場所一杯有る、から……』

・煙草女：『あー、機関部から図面出すか？　かなりカオスな状態だけど』

　との事で、更に精密さが増すようだ。

　ともあれ、そんな武蔵の模造の下。沿岸のラインがあるが、

・副会長：『自然境界となる沿岸のラインだが、武蔵が進行した部分は少々複雑な形をしているというのが、そちらの赤い強調からもよく解わかる』

　元々、崩落などによって〝湾が広がっている箇か所しよ〟を目指していたのだ。ゆえに武蔵が通過した場所は崩落が今も続いている場所で、形状はやや複雑となる。

・副会長：『この場合、自然境界線を見た目通りに見ていると、どう捉とらえるかが問題となる。

　だが、この自然境界線の凹おう凸とつを平均化し、一本のラインとすると、こうだ』

　別説明図が、それだ。

　武蔵の真下にあったジグザグのラインを一本化し、それを上空の武蔵に当てる。そうする事で見えるのは、

・副会長：『ラインは武蔵の後部、青梅おうめにまで掛かったところまで引き戻される。そちらは自然境界線をベースとしているが、武蔵のように形状の変化がある艦隊では、このような判別の方が理りに適かなっている』

　言った。

　言葉を投げた先。反応にはやや間があった。

　武蔵が今、三河湾の南から西に回ろうとしている。安土も後ろからこちらを追ってきている。そのような構図の上で、片桐が返へん神しんを寄越してきた。

・□□凸：『詭き弁べんだと、そう思いませんか？』

・副会長：『こちらを詭弁というなら、そちらも詭弁だろう。何を基準とするかの相違なのだから。それに──』

　と、己は、当時の武蔵むさしの模も造ぞうに手を翳かざし、言葉を続けた。

・副会長：『もしそちらのいう自然境界線をベースとしても、武蔵はすでにラインを越えていると、そう判断出来る』
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　正まさ純ずみは、校舎で見えぬ背後を。そちらにいる安あ土づちを意識しながら、言葉を続けた。

・副会長：『武蔵は既すでに三み河かわ湾へと入っていた。何故なぜなら──』

　見れば解わかる。

・副会長：『──当時、村むら山やまは前進しており、浅あさ草くさと武蔵むさし野のの間に入っていた。

　右う舷げん三艦も前進しており、全体は右斜め前へ伸びた状態となっている』

　この艦隊の形では、ある事実が生じる。たとえ艦隊の後ろ半分が沿岸より陸地側にあったとしても、

・副会長：『浅草、村山、武蔵野、品しな川がわ、多た摩まが境界線より前に出ている。青梅おうめは逆に村山とのスペースを空けるために後ろに置いて行かれた形だが、高たか尾お、奥おく多た摩まも完全に陸地側にある訳ではない』

　己は、武蔵側としての結論を述べた。

・副会長：『全長として考えたら、武蔵の半分以上が陸地側だろう。だが、機能、本体として実際を見た場合、武蔵を航空艦として武蔵たらしめる用件の半分以上が三河湾に出ている事となる。──つまり武蔵は三河湾に出ており、〝伊い賀が越ごえ〟は成立した』

・ホラ子：『ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨ！　見事です正純様！　名付けて〝先っちょだけよ、と思わせておいて全部入ってた〟作戦ですね！』

　……言われてみるとその通りだが哀しくなるからやめてくれ……。

・賢姉様：『フフ、何か最近、先っちょだけとも思わせずにいきなり全部入る案件とかもあったわねえ』

・俺　　：『いや、あれ、入るとか入ってないじゃなくて、フレームをスっ飛ばして技がキマった感じ？　そこにホライゾンの照れがあった的な……？』

・あさま：『ホライゾン、ホライゾンここで手を出したら照れてた事の逆証になりますよ』

・●　画：『つまりここで羽は柴しば勢が攻撃してきたらヤツら照れてるって事？』

・副会長：『いや、照れとは逆の感情じゃないかな……』

・□□凸：『Ｔｅｓテスタメント．』

　と、いきなり文字が来たので、一瞬皆が静まった。

・貧従士：『こっちの外げ道どう発言見えてましたっけ？』

・副会長：『いや偶然だろ。でも何処どこに対してのＴｅｓ．だコレ』

・立花嫁：『前出の〝伊い賀が越ごえは成立した〟です。副会長』

　え？　と思ったのは、やはり立たち花ばな嫁に言われるまで、こちらの言葉とＴｅｓテスタメント．の意味が結びつかなかったからだ。

・副会長：『〝伊賀越え〟を認める訳じゃないよな……？』

　だとすればこのＴｅｓ．、は了承ではない。ただ、〝応答〟という意味で、片かた桐ぎりは答えを寄越してきたのだ。

　……では、どうする。

　思ったなり、今度はすぐに言葉が届いてきた。しかしそれは、片桐からではなく、

・黒　竹：『──ではこれから、〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟の歴史再現を始めます』







[image: 第十五章『分かれ場所の両者』]
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　竹たけ中なかは、一息と共に座り込んだ片かた桐ぎりに紙袋を一つ渡す。

「お疲れ様でした片桐君。終業えろをしたくなったらそれにするといいですよ」

「い、いや、しませんよ！　要りませんって！」

「お、おねーさんのライフラインを要らないとか失礼な……！」

　言い合っていると何となく気分が上を向いてきた。しかしまあ、何はともあれ、

　……やった事を無む駄だにしないようにしてくれたのは、有り難いですね。

　本音として、前の相あい対たいというか、言い合いで負かされたのはかなり食らった。

　一応、後の作戦は立てていたものの、文系の自分としてはやはり言論で勝利出来るならそれが楽だと、そう思うのだ。

　なお、〝楽〟ではあるが、〝楽しい〟かどうかは別。

　そこらへん、ちょっと気合いが引き気味だったのだろうか。武蔵むさしの副会長が、書記に対するこちらの勝利を引っ繰り返してくるとは思わなかったので、胃がひっくり返った。

　しばらく寝ていたら、どうも周囲が頑がん張ばってくれたようで。ついでに言うと、安あ土づちが加速してガッツンガッツン縦揺れとかしなくなったのも良かった。

　何もかも、良い方向に来たのだ。

　……も、ぶっちゃけ、おねーさん要らないんじゃないかと思いますけど。

　でも、自分が羽は柴しば勢の軍師役だ。

　だから立ち上がり、前を行く武蔵に言っておく。

・黒　竹：『──では武蔵、これから〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟を行います。用意はいいですね』

・副会長：『何を言っている。──こちらには何の用意もないぞ？』

　即答は、用意があるという事だろうに。

　ただ、今の向こうの反応は正解だ。

　……武蔵は、〝山崎の合戦〟を避けるために、〝伊い賀が越ごえ〟を成立させようとしてきた訳ですからね。

　それがここで、自分達の〝伊賀越え〟をなかった事にされては堪たまるまい。

　ゆえに、こちらから問うて見る。

・黒　竹：『──今、羽柴勢と武蔵では、〝伊賀越え〟の成立に対する見解が分かれたの、解わかっていますか？』





●






・銀　狼：『正まさ純ずみ、どうしますの？』

　ミトツダイラは、通神帯ネツトに問うていた。

　ここまで、自分達は羽は柴しば勢を凌しのいできたのは確かだ。だが、

・副会長：『〝武蔵むさし〟、ここから重力加速で離脱したとして、安あ土づちを振り切れるか？』

・武　蔵：『先程の追走を見るに不可能です。──恐らく、現在の武蔵の方が加速力で優れますが、後部気流などを利用された場合、引き離せません』

・副会長：『構わない。高速域の遣り取りとなるだけで、戦場は相当限定出来る』

・不退転：『山やま崎ざきの合かつ戦せんをやるの？』

　嫌気は無い物言いだ。やるならやる。そういう心構えでいるだろう。

　それは自分も同じだと、そう思った瞬間。王がこちらに振り向いた。

「──艦上戦闘だったら、傍そばにいられるんだっけ？」

　言われ、言葉の意味を考えた。

　……ええと。

　何か、こういうリクエストは初な気がする。否、実際には昔にもあったろうが、このシチュエーションで傍そば居いを要求されるとは思わなかった。ただ、

「王の守護も、特とく務むとしては大事な仕事ですわよ？」

「じゃあ、オメエが外で必要にならない限り、そんな感じでな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいておくが、正まさ純ずみの言った通りなら、ほぼ王の望む形になるだろう。高速で武蔵が離脱して、それを安土が追ってきた場合、艦上戦闘があったとすれば、

　……迎撃に出向く必要があれば出ますけど、そうではなければ王の傍ですわね。

　とはいえ、十じつ本ぽん槍やりは全員が特務級。福ふく島しま・正まさ則のりなどは副長級で、賤しずヶ岳たけの戦いの結果を見るに、相当な実力をつけてきた者がまだいる筈はずだ。

　以前に十本槍と相あい対たいした時を参考には出来ない。

　でも、王が傍にいろと言ったのだ。必要な時があるまでは躊躇ためらったり後ろめたさを得ずにそうしていようと思い、

「……何ですの智とも、喜き美みも、その妙な笑顔」

「いやいやいや！　たまにミトは何もかも顔に出ますよね、って！」

「フフ、尻尾しつぽ無くて良かったわねアンタ」

　両腕がこちらのスカートを後ろからめくって確かめに来たが、ホライゾンは頭を下げ、

「見たところタイーツとパンーツで充実でしたが、ぶっちゃけミトツダイラ様が居ると安全度がかなり高いので居て下さると有り難いです」

「智がいるだけでも安全度かなり高いですのよ？」

「あ、私、通つう神しんや流体経路の管理があったり、必要に応じて射撃しに行きますし、近接系はやはり特務級とは全く行かないので、警護的なものは無理です」

「フフ、私も防御系ならともかく、皆を守れって言ったら難しいものねえ」

　何か上手うまく言いくるめられている気もするが、王の前に立つと髪を撫なでられた。

　これでいいのだ。

　そして、これでいいのだから、何とでも出来る筈はずだと、そう思う。

　故に問う。

・銀　狼：『正まさ純ずみ、どうしますの？』
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　既すでに全員、気分の準備は出来ているようだな、とは思う。

　だが、自分は交渉役だ。

・副会長：『いいか皆、まだ、戦闘が始まると決まった訳じゃない。戦闘のようなものが始まっても、実質は違う場合もあるんだ。さっきの〝伊い賀が越ごえ〟のように、だ』

　だから、

・副会長：『私の方では、〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟が生じないよう、交渉を行う』

・労働者：『何で!?』

　……ストレートに言って来たな!!

　この野郎、と思いながら、言うだけ言っておく。

・副会長：『──よく考えろ。既に羽は柴しばがいないんだ。やる意味があるか？』
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　浅あさ間まは、ホライゾンを見た。

　すると己の横に大きめの表示枠サインフレームが開き、そこに皆が顔を並べて来た。

　なのでここは自分か、と思い、手を下に一度振って、さんはい、と、

・約全員：『ホライゾン碑ひ石せきアタック……!?』

「そう言われてみると、このホライゾン、確かに羽柴を倒した覚えがありますねえ」

　ですよねー、と自分は頷うなずく。

　……そういえば、私達、結構先回りをしているんでしたっけか。

・あさま：『慶けい長ちようの役えきなんかも終えてますし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも毛もう利り攻めを終了しているんですよね。あと、羽柴側であるメジャーな戦闘としては……』

・副会長：『山崎の合戦と小こ牧まき長なが久く手ての戦いくらいだ。前者はまあ知っての通り明あけ智ち討伐戦、後者は羽柴対松まつ平だいらだが、戦闘では松平が勝利する。──羽柴にとって、明確な〝勝ち〟はこの山崎の合戦だけとなるが、その羽柴が不在だ』

　そうですわね、とミトツダイラが頷いた。

・銀　狼：『マクデブルクで元六護式仏蘭西総長のアンヌ・ドートリッシュ達と正純が交わした約束は、羽柴が本ほん能のう寺じの変へんで倒れた事によって、ほぼ回収されてますのよね』

・立花嫁：『だとすれば、武蔵むさし側としては、〝伊い賀が越ごえ〟さえ成立出来れば、後はもう松まつ平だいら勢として、羽は柴しば勢との決着となる小こ牧まき長なが久く手ての戦いや、関せきヶ原はらに進むだけとなるのですね』

・副会長：『そうだ。だから〝武蔵〟、──進路は欧州、瀬せ戸と内うちに頼む。先程通過した〝伊賀越え〟の道を通って、私達は欧州に凱がい旋せんする』

・●　画：『しかし後ろはどーすんの？』

　そうだ。

　背後の安あ土づちは、こちらが〝伊賀越え〟をしたと認めていない。だけど、

・未熟者：『力関係で言うと、欧州に戻りさえすれば、〝伊賀越え〟の成立が認められると思うね。羽柴がいなくなった以上、羽柴勢はこれから落ち目なんだ。

　羽柴勢を残しておく事がM.H.R.R.神聖ローマ帝国を通して欧州抑圧の原因となるならば、欧州勢は羽柴のいなくなった羽柴勢を潰つぶしに掛かるだろう。そして後代、長く平和を続ける事になる松平の治世に干かん与よした方が得だと、そういう事になるのさ』

・あさま：『時代が、この〝伊賀越え〟で変わったと、そういう事ですか？』

・副会長：『そのつもりでここまで来た。それは羽柴勢も解わかっている筈はずだろう。だから〝伊賀越え〟の不成立を向こうは望んだんだ。そしてお互いの見解が割れた以上、後は第三者がどう判断するかに委ゆだねられる。──私達と羽柴の戦いは、他国が政治的にどう扱うかに委ねられたと、そう言っていい。だけど──』

　だけど、と言う言葉の先は解る。

・あさま：『そういう状況になったというのに、何故なぜ、羽柴勢は〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟の話をしてくるんでしょうね……？』
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　浅あさ間まの言葉に、正まさ純ずみは頷うなずいた。

　……浅間にも、その辺りが解るレベルの違和感か……。

　浅間は武蔵の神しん道とう代表だが、政治屋ではない。

　そんな彼女でも、武蔵が山崎の合戦からの安全圏を他国に委ねられるようになった事や、他国が羽柴よりも武蔵の方を優遇するだろうという事が解っている。

　信のぶ長ながと羽柴がいなくなった以上、世界は次の段階へと向かうのだ。いくら羽柴の残党が何かを言ったところで、後の世の覇は権けんを握るのはどちらかといえば、決着がつく。

　この辺り、本来ならば、羽柴が旧織お田だ陣営に対して賤しずヶ岳たけの戦いで見せつけてやった事と同じだ。

　どちらが優勢か、という事を決定づける一戦。

　自分達にとっては、〝伊賀越え〟が最後のテストだった。これを抜け、自力で安全圏を導けるならば、世界に対して自分達を存続させる大たい義ぎ名めい分ぶんになると、そう考えていた。

　……完全決着と行かなかったのが、心残りではあるが、な。

　羽は柴しば勢が自分達の見解として〝伊い賀が越ごえ〟を認めない以上、羽柴側の見解に与くみしようとする事で、こちらから権益を得ようとする国が出るだろう。

　ただ、後の世の覇は権けんは松まつ平だいら側なのだ。今後、有効な歴史再現をあまり持たない羽柴勢は、ジリ貧となっていく。ならば、

「どうしてここで、〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟にこだわる？」

「羽柴の敵かたき討うちで御座ろうか」

　という声は、下から来た。

　二ふた代よだ。

　空を白と黒の魔女テクノヘクセンが行き、屋上に着地する辺り、途中まで運んで貰もらったのか。

・金マル：『一応、輸送艦突とつ撃げきくらいだったら二人で対応出来るかんね？』

・副会長：『先制攻撃はしないでくれ。向こうがつまらんギャグをトバしてもスルーで』

・ホラ子：『正まさ純ずみ様！　では正純様が自ら向こうを挑発されるのですか！』

　どういう意味だ。

　ただ、二代がこちらの下の階段に膝ひざをついたのを見て、

　……ん？

　それが、頭を下げているのだと気付くのに、少々掛かった。

「二代、そんな事しなくて大だい丈じよう夫ぶだ」

「しかし正純、拙せつ者しやのミステイクで……」

　難しい言葉をいきなり使ってきたな。褒ほめていいんだろうか。だが、

「立たち花ばな嫁の言った通りだ。あの状況で直撃を食らっていたら、その方が向こうに交渉材料を与える。そうならなかったのはお前の判断あってこそだ」

　だから、

「また何かあった場合、止めてくれ。止めないで済む方法があったら、それをすればいい。

　そして私は、二代の成果を利用して政治的に戦う」

「それは──」

「私は副会長で、お前は副長だ」

　言う。

「私が政治的解決手段として教きよう導どう院いん間抗争を望んだ時、お前は戦ってくれるだろう。逆にお前が教導院間抗争で戦った時、私はそれを政治的解決手段として用いよう」

「ん？　んン[image: ]」

　しまったちょっと複雑だったか。まあ簡単に言うと、

「私達の仕事は繫つながったり重なってるんだ。私が何か望めばお前はそれを果たそうとするし、お前が何かすれば私はそれを成果につなげる。

　私だけだったら口先だけだし、お前だけだったら単なる腕自慢だ」

「つまり──」

　二ふた代よが言った。

「三み河かわで、ホライゾン様を聖連に売ったような事は、正まさ純ずみといれば起きないので御座るな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事にならないように、私が居る」

　Ｊｕｄ．、と目を伏せ、頷うなずく二代を見ていると、ホントに何を考えているのか解わからないヤツだなあ、と思い知らされる。同郷ゆえ、それなりに知っているつもりだったが。

　何だかんだと全部背負う気質なのは、彼女を教えた者達がどれだけ偉大だったかという事に繫つながる。

　……二代目本ほん多だ・忠ただ勝かつは、どういうキャラになるんだか。

　ただ、言っておく事がある。

「私はお前がこっちに来た時から、そのつもりだったぞ。お前は私のそういうの、知らなかったかも知れないが、私は助かってたから。でもそうだとすれば──」

　うん、と頷き、言葉を送る。

「お前は自然と、私に合ったやりかただよ」

　二代が顔を上げた。こっちの言葉に驚いたのか、眉まゆを上げていたが、

「──そうで御座るか」

　前にも見たような目を細めた笑みを見せるので、ちょっと安売り過ぎたか、と反省。

　……何か、悪女めいた事をやってる気がするが、そう思える内は大だい丈じよう夫ぶか。

　大事なのは応じる誠意。そんな事を考えつつ視線を逸そらすと、背後の校舎の上、屋上でナルゼがこちらを拝んでいた。

・●　画：『ええ……、いいわ……、いいのよそれで……』

　お前、拝み方が神しん道とうになってるが魔女テクノヘクセンがソレで大丈夫か。

　だがこちらの前、二代がこちらに背を向けるように階段に座り直し、槍やりを抱えた。何かと思って首を傾かしげていると、

「少し寝るので、有事の際は起こすで御座るよ？」

　ああ、と応じている内に、二代が顔を伏せた。よく寝る、というよりも、いろいろ戸惑ってしまった気分を変えたいのだろう、とは思う。

　そしてこちらの仕事だが、

・副会長：『──羽は柴しば勢』

　色々と身内で話し、準備もした。その上で問う事にする。

・副会長：『〝伊い賀が越ごえ〟の判断はお互い違うものとなった。その事はこちらでも了承している。だが──』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、じゃあ〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟行きましょうか』

・副会長：『待て。──こちらはその件を了承していない。何故なぜ、それを決めつけてこちらに〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟を迫るのだ』

　疑問はそれだ。だが、相手は〝違った〟。

・黒　竹：『そんなに不安なら、少し、歴史再現を厳密に行きましょうか』

　何がだ、と問いかけるより先に、相手の言葉が来た。

・黒　竹：『私達の身内ですが、可か児に・才さい蔵ぞう君がいます。福ふく島しま・正まさ則のりさんの麾き下かですね。

　しかし可児・才蔵は、自分の主あるじが福島・正則に定まるまで転々としていた人で、実は〝山崎の合戦〟の際には、明あけ智ち・光みつ秀ひでについていたんですよ』

　だから、

・黒　竹：『今回は大サービス！　可児君をそちらに送るので、戦力として自由に使っちゃっていいですよ──』
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　え？　という声が甲かん板ぱんの各所から起きたのを、糟かす屋やは聞いた。

　というか自分もその一言を放った一人だ。一体どういう狙ねらいなのか解わからなくて、

「えっ、えっ？　あの、ちょっと、可児、可児が、可児？　可児が？　可児が……!?」

「キメちゃん、タケ子がおかしくなったよ！」

「合宿が安あ芸きだったものね。昔に修行していた北陸側だったらタラフク食べれたのに」

「カニと違いますのよ──？」

「というか、どういう事なのです？」

　やはり訳が解らず首を前に傾かしげている福島の横。可児とはあまり接点のなかった清きよ正まさが、だからこそ竹たけ中なかに問うていた。

・巨　正：『戦績を見る限り、可児さんは私達にとって大戦力です。特とく務む級の存在がこちらから一人消え、向こうに一人追加となる。それがどれだけ危険か、解っておられますよね？

　もし厳密性を、というのであっても、こちらから出場停止処分くらいにしておくのが良いかと、そう思います』

・黒　竹：『それだと大たい義ぎ名めい分ぶんにならないんですよー。すみませんけど』

　でも、と言ったのは、己だ。可児とは関東で戦線を共にして、プライベートでも付き合いがあった。彼女は真ま面じ目めな性分だから、行けと言われればそうするだろう。しかし、

・黒　狼：『そういえば可児は、腕を骨折してましたのよね？　疲労も溜たまってますし、それで武蔵むさし側に行ったとしても戦力にはならない。そういう事ですのね？』

・黒　竹：『あ、さっき集中的にムラサイ系の最先端医い療りよう術式と、P.A.Oda柔じゆう術じゆつ部の〝ポキポキ音するカイロプラクティック〟施術で完治しましたんで。ええ、軽戦艦一艦くらいの予算が吹っ飛んで私が五袋使いましたけど』

・約全員：『五袋……！』

　驚くのそこですの？　と思ったが、軽戦艦一艦とか言われるより解わかり易やすい。しかし、

・ＡｎＧ：『タケ何考えてんの？　カニ玉向こうに売ってどーすんの？』

・黒　竹：『あ、可か児に君は、〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟が終わり次第、こっちに戻って貰もらいます。パートタイマーみたいなものなんで。一時的です』

・しとお：『しかし、可児殿はそれでいいので御座るか？』

　竹たけ中なかからの指示となれば、可児に拒否権はない。それが解った上で、個人的な感情としての話をしているのだろう。と、そう思って、己は気付いた。

　……福ふく島しまも、随ずい分ぶんと変わりましたのね……？

　以前は、こういう問題については「では笑って送り出してやらねば」とか、そんなポジティブ反応だった気がする。だが今の、首を傾かしげている彼女を見るに、少なくとも自分の見解の前に、ワンクッションを置けるようにはなったようだ。

　逆に、先に疑問を呈していた清きよ正まさが、福島の肩を叩たたいて笑う。

「福島様は可児さんの上役なんですから、──心配したら、その後では信じてあげないといけませんね」

「それだったら、私が保証しますの。──可児は私同様、手て数かずがある上で、重い一発を放てるタイプですけど、相当なレベルにいますのよ？」

　自分が安あ芸きにて大物を相手に訓練していたように、可児も柴しば田た班で充分な訓練や強化を行ってきたのだろう。賤しずヶ岳たけの戦いで、地の利がある柴田班の不ふ破わを相手に、不利な状況で勝利したのは伊達だてではない筈はずだ。実力的には疑うところが無い。嘉よし明あきが手を上げるが、

「──今の私達だと、白姫ヴアイス・フユルステイン達の疲ひ弊へいもあって、相手にするのは無理ね」

　では、あとは福島が心配しているように彼女のメンタルだ。それについては脇わき坂さかが、うん、と一つ頷うなずいてこう言った。

「カニ玉、凄すごく真ま面じ目めに考えてると思うよ。──こっち相手にどうやってマジ全力出していこうかって」
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　浅あさ野のは、可児の見送りに来ていた。安あ土づち艦内の備品管理はこれまでやってきた事で、〝山崎の合戦〟前となれば補充は忙しいものだが、それでも合間を縫ぬって外そと舷げんに来るくらいは出来る。そして自分は夜風と潮風の混じった三み河かわ湾の空をバックに、外舷に口を開けた外交詰め所にて可児に追いついた。今もう、短期転出手続きをとっている彼女に、通路側から、

「おいー、可児──」

「あ、アサちゃん！　見送り!?　よかった！　詰め所潜くぐったら戻れないから！」

　着替えなどよりも、布ふ団とんと枕を背負ってるのが目立つのは何か凄い。ともあれすぐにでも駆けていきそうな空気感がある。だから手を上げて引き留める代わりとして、

「武むー蔵さし行くーの、大だいー丈じよう夫ぶ？」

「行ってみないと解わからないですね！」

　笑って言う事か。大物振りに磨きが掛かった気がするが、実際、自分達の同期だと一番の出世頭がしらだろう。

　……あれ？　この三み河かわの近所でＯＳと戯たわむれてるのもいたっけ……。

　あっちの方が、既すでに航空戦艦持ちだから資産的にはトップか。腹立つ。

　とはいえ、何か今の一言で大体終わってしまった気がした。何か無理に言うのもアレだなー、と思っていると、

「御お土産みやげ何がいいですか!?　変な言葉の入った小こ袖そでとか!?」

「前にーそれでいいーとか言っーたら余裕ーで〝コンビーフ〟とーか書いたーの買っーてきたのはマージやーめよーね」

「〝コンビーフ〟駄だ目めですか！　じゃあ、ナベちゃんと一緒ので何か考えておきます！」

・ナベ３：『〝無農薬〟ってのもアレ無しだわー。あ、でも、ネタとしてはいいから頼むわ』

「ありですか！　じゃあそうします！』

　……眩まぶしい……。

　よく考えたら池いけ田だがスっぽ抜けてるけど、そこらへんも可か児にらしい。

「戻ーってきて、時間ーあったーら、空詠ーみカラオケ行こうーか」

「Ｔｅｓテスタメント．！　戻ってきたら打ち上げ兼ねてそうしましょう！」

　Ｔｅｓ．Ｔｅｓ．、と頷うなずくと、詰め所の書類審査が終わった。可児の手元に表示枠レルネンフイグーアが幾つか出て、彼女が親指で押したり、消したりで処理していく。

　一応、教きよう導どう院いんを移る事になるのだ。一時的な処理とは言え面倒だなー、と思っていると、不意に可児が肩から力を抜いた。

　行くのだ。

　それが解った時、ふと、己は自分達の出世頭に聞いてみた。土産だ何だと、自分達に関する話をしてしまったが、

「向こーうで、何がー楽しみ？」

「Ｔｅｓ．！　向こうに行ったら、先輩達と全力で戦えます！」

「身内だーよ？」

「だからです！　どれだけ自分が強くなったか示せますし、先輩達がどれだけ強いかも教えて貰もらえますから！　これは、こういう状況じゃないと無理です！」

　……先輩達、メーワクじゃないかなー。

　心底そう思うが、相あい対たいしてみると違うのかも知れない。

　じゃあ頑がん張ばって、と言おうとした時には、既に背負った布ふ団とんが彼女を隠している。ただ、こっちに振られる手は見えていて、

　……凄すごいわー。

　追いつくのは大変だ、と意味もなく手を振り返しながら、内心で苦笑する。
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・金マル：『非戦の表示枠サインフレーム出した輸送艦が安あ土づちから出たよ！　あれに可か児に・才さい蔵ぞうが乗ってるんじゃないかな？』

　ちょっと待て、と正まさ純ずみは思った。

　……これは歴史再現の押し売りか!?

・副会長：『どういう事だ羽は柴しば勢！　可児・才蔵をこちらに送りつけて、それを理由に〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟をするというのか!?　それは歴史再現の強制だぞ！』

・黒　竹：『何を言っているんです？　そっちが〝山崎の合戦〟の明あけ智ち勢である事は、明確じゃないですか』

・副会長：『その件については、〝伊い賀が越ごえ〟の成否の判断次第だ！　〝伊賀越え〟を成立させた私達は、既すでに明智勢としての役目を脱している！』

　何故なぜなら、と己は相手を突き放すつもりで、こう言った。

・副会長：『〝伊賀越え〟は松まつ平だいら勢が明智勢に追われる戦い！　松平勢の私達が明智勢のままであったならば、私達は〝伊賀越え〟で私達を攻撃しなければならないという、そんな矛む盾じゆんに陥る事になる！』

・礼賛者：『……あれ？　身内同士でよく攻撃し合ってませんか？』

　だよなあ、と思うが対外的には違うんだよ。解わかれ。

　ともあれこちらとしては相手に付き合う気が無い。

・副会長：『可児・才蔵を受け入れる事は出来ない！　これからのお互いの立場については、欧州に戻り、各国の判断を仰ぐ事になると、こちらはそう考えている』

・黒　竹：『そうですか。でも、こっちは〝大おお返がえし〟の歴史再現があったんですよ』

　竹たけ中なかの声が、はっきりと聞こえた。

・黒　竹：『そっちにとっては〝伊賀越え〟でも、こっちにとっては〝伊賀越え〟と〝大返し〟の歴史再現だった訳です。──つまり、〝伊賀越え〟がどうあろうと、〝大返し〟の行き先として、私達にとって貴女あなた達は明智勢なんですよ』

　さあ、

・黒　竹：『〝大返し〟を行っていたら明智勢が逃げ出しました。それを私達は追ってきた。〝伊賀越え〟の成立で自分達が松平勢だと言うなら、それはそちらの判断。でも私達にとっては〝大返し〟が今終わり、ようやく明智勢を捉とらえる事が出来たんです』

・副会長：『だったら一つ言おう』

　自分は、一息を肺に入れ、言葉を発した。

　背後、見えぬ安あ土づちに向け、相手の瑕か疵しを突くつもりで言う。

・副会長：『羽は柴しばは本ほん能のう寺じにおいて倒れた。彼女の正体はそもそも信のぶ長ながが使っていた自動人形であり、それが羽柴を名乗っていて、しかし失われたのだ。

　──では羽柴勢。山やま崎ざきの合かつ戦せんを行う根拠は何だ？　貴女あなた達は羽柴無しで山崎の合戦を行おうとしているのか？』

・黒　竹：『どうしてだと思います？』

　は？　と表示枠サインフレーム内の実況通神チヤツトに自分は首を傾かしげた。

　……何故なぜ、羽柴勢が、羽柴不在で〝山崎の合戦〟をやろうとしてるかを、問うのか？

・貧従士：『さっき書記や副会長が無む茶ちや苦く茶ちややったから、報復ですかね』

・未熟者：『おっと遠回しな個人攻撃来たね!?　そうだね!?　そんなに僕の想像に満ちた作家性が羨うらやましいのかい？』

・●　画：『想像に満ちた作家性って、締め切りまでにまとまらない作家性の事？』

・礼賛者：『──ナルゼ君はまたズバっとキツいところを』

・金マル：『でも、羽柴の敵かたき討うちっていうか、信長の意い趣しゆ返しっての、あるのかな？』

　その辺りだよな、と己も思う。

　……しかし、意趣返しとはいえ、それもまた向こうの都合だ。

・副会長：『羽柴勢。考えてみても、こちらと嚙かみ合う部分が無い。そちらはそちら、こちらはこちら、という事で良いだろうか』

・黒　竹：『嚙み合う部分はありますよー？　何を言ってるんです？』

・副会長：『否。羽柴不在であるならば、そもそも大おお返がえしの歴史再現も、山崎の合戦も──』

　と言いかけ、己は言葉を止めた。

　……待て。

　危険な箇か所しよに足を踏み込みつつあると、そんな予感がしたのだ。
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　点てん蔵ぞうは、奥おく多た摩ま艦尾の搬出港から、安土と、こちらに接近してくる輸送艦を見ていた。

　正まさ純ずみが今、不意に交渉の言葉を止めた理由は解わかる。

「羽柴は不在なので御座るな……？」

「点蔵様、……どのような懸け念ねんなのです？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は意味も無く身構えそうになる感覚を抑えながら、メアリに告げた。まだ花を散らしているが、小首を傾げている彼女に顔を向け、

「本能寺の変へんにて自分達と相あい対たいした羽柴は、その正体が信長の借しやく体たいともいえる自動人形で御座った。そして、自分らは彼女を倒し、信長は己の本体と言えるホライゾン殿の身体からだに戻って、しかし月に昇ったので御座る」

「その場合、羽は柴しば様の自動人形としての身体からだは放置だった訳ですね？」

「あの現場は、自分達も転移術式で吹っ飛ばされなければ脱出出来なかったような場所。他の艦が後から離脱した形跡も無いので、実質、羽柴の身体は回収不能で御座る」

　だが、懸け念ねんがある。

　その、触れたくないような、しかし触れなければならない思いを、メアリが言った。

「……羽柴勢は、〝大おお返がえし〟の歴史再現を行ったと、そう言いましたよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かにそう言ったで御座る」

「では点てん蔵ぞう様、……〝大返し〟には、やはり羽柴様御本人が必要なのですか？」

「Ｊｕｄ．、当然、有るべきで御座ろう」

　答えつつ、己は嫌な予感が腹の上側で圧を高めるのを感じた。

　……これは、厄やつ介かいな事になるかもしれぬで御座るぞ。

　すると、問いかけが来た。

「点蔵様。──安あ土づちはしかし、羽柴様を乗せていないのですね？」

「Ｊｕｄ．、賤しずヶ岳たけの戦いに、羽柴は出場していないので御座る。何故なぜならその時、彼女は本ほん能のう寺じに居たので御座るから」

「──では点蔵様、羽柴様不在の安土が、何故〝大返し〟を歴史再現出来るのです？」

「それは、羽柴不在でも、羽柴勢として、またM.H.R.R.神聖ローマ帝国やP.A.Oda国内の閉じた歴史再現として出来るから、で御座ろう。……そして今、問題となっている〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟も、元々は明あけ智ち公がP.A.Odaの所属に御座る。つまり元々、本能寺の変へんも含みで、全て内々の閉じた歴史再現として処理しようというもので御座ったのか、と」

　Ｊｕｄ．、とメアリは頷うなずいた。そして彼女はもう一度頷き、安土に視線を向けて口を開いた。

「だとすれば点蔵様、──安土は、〝大返し〟の最中に変わったのですね」
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　メアリの言葉を通つう神しん経由で聞きながら、浅あさ間まは一つの感想を得た。

　……これは、妙な事が起きてるんですね。

　これまで見てきた事を前提とするならば、点蔵の見解が正しい。

　しかし、実際に起きている事を前提とするならば、メアリの見解が正しい。

「安土が、賤ヶ岳の戦いからここに来るまでに、変わった……」

　Ｊｕｄ．、と応じたのはミトツダイラだ。

「賤ヶ岳の戦いには羽柴がいませんの。しかし、〝大返し〟と〝山崎の合戦〟に羽柴が必要だとすれば、私達は考えを二つ程改めねばなりませんわ」

「──つまり、あの安土に羽柴がいるという事ですか」

　ホライゾンが、あっさりと一つの改めを言った。
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　……皆が言うかどうか迷ってる事を平然と言いますねー……。

　流石さすがというか何と言うか。だが、そうだとしても疑念がある。それはミトツダイラの言う通り、もう一つの改めとなるが、

「──羽は柴しばは、いつ、安あ土づちに？　どうやって？」

　言って気付いたが、よく考えると一つの改めではなく二つな気もする。

「……と、智とも？　何ですのその半目は!?」

「いえまあ、厳しくする時間帯ではないと思うので……。というか、賤しずヶ岳たけの戦いから、ここに至るまで、その間で羽柴が安土に乗り込んだ事になりますよね？」

　安土が、琵び琶わ湖こ安土から補給物資を回収したのは知っている。輸送艦群と、かなり高速域での危ない接せつ舷げんをやりのけていた筈はずだ。だが、

「あの輸送艦との遣り取りの中ですか？」

「それだとしたら、本ほん能のう寺じで羽柴を回収した艦が無ければいけませんわ」

　そのような事は、当時無かったと思う。輸送艦で自分達が本能寺跡地から撤退する時、周囲の安全を確認するため、自分もまた観測術式を使ったのだ。

　あの時、空へと巻き上げられていく瓦が礫れきと地ち殻かくの周囲に、輸送艦などは発見出来なかった。

　……だとすれば……。

　もしも羽柴を輸送するタイミングや手段があるとすれば、何だろう、と本能寺周辺の概がい要よう図ずを開いた己は、あるものに気付いた。それは一言で言うと、

「──恥ずかしい技名！」
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・未熟者：『何だあ──!?　何だ君達は!!　確かに僕が前の主人公に与えていた〝ビハインドコールドストマックリッパー〟は今思うと格かつ好こ悪いけど、今の主人公に与えた〝永久の爆鎖への誘いコールフオーチユンチエインド〟はルビ読みでかなり行けるだろう!?』

・約全員：『思った以上にヒデエ……！』

・●　画：『つーか、アンタだけどアンタじゃないわよ。似たように酷ひどいのいるから』

・銀　狼：『え、ええと、前まえ田だ・利とし家いえの、──か、〝加賀百万獄カガ・ミリオネンガイスト〟ですのね!?』

・ホラ子：『赤面しながらも言い切るミトツダイラ様、お見事です……！』
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　鈴すずは浅あさ間まからの指摘を通つう神しんから得て、即座に当時の疑問を再生展開させた。

　……本ほん能のう寺じの北西！

　そこに自動人形達が山やま間あいの神社を見つけていた。近くには北方からやってきた前まえ田だ・利とし家いえの輸送艦が着陸している、というところまでは解わかっている。

　安あ土づちから飛び立った機竜〝大気不足〟が、その神社に向かった事から判明したのだ。

・あさま：『英国では、会議中に現れた前田・利家に対し、ウオルシンガムが投じたグラスが、霊体の腕に飲まれるというのがありました。霊体を通して地ち脈みやくを通過させる事が出来るのか、またはあの崩壊の中を耐えさせて後から運んだのかは解りませんが、本能寺が防御用に張っていた地脈の網を通して前田・利家の独逸傭兵団ランツクネヒトは本能寺に出てきたんです』

　それはどういう事かといえば、

・あさま：『本能寺と、前田・利家は繫つながっていた。それは確かです』

　こちらの模も造ぞう上でも、同じだ。当時を再生展開したものでは、機竜は確かに山間の神社にて、何かを受け取ってから安土へと折り返している。

　そして〝武蔵むさし野の〟が叫んだ。

「鈴すず様！　軌き道どうと速度からの計算によれば、その機竜は約七十キロ程の追加重量を搭載して飛ひ翔しようしました！　──以上」

　これが事実だ。浅あさ間まの見解と、自分の持つ情報と、それらを合わせて判断すべきは、

・ベ　ル：『正まさ純ずみ……！　御願、い……！』
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　正純は、一つの疑問を持っていた。

　何もかもが今、厄やつ介かいな方へと動いている。その警戒もあり、幾つもの対策を既すでに走らせてもいる。だが、

・副会長：『……羽は柴しば勢に問う！』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、──何ですか？』

　最大の疑念とすべきもの。それは、

・副会長：『──羽柴は誰だれだ!?』

　羽柴は、回収されていないかも知れない。安土に乗り込んでいないかも知れない。

　可能性があるとすれば、本能寺の変へんが起きた直後、安土内もしくはP.A.Oda内で、二代目の羽柴が襲名していた場合だ。

　無論、その場合は、襲名が早急過ぎるし、勝手に決めたものだろうという交渉に持ち込む。

　しかしそれも、

　……羽柴が回収されていない場合、だ……！

　どうなのだと、問うた先に安土は居ない。

　敵は背後だ。己はそちらに背を向けるように階段に座っていたが、

・金マル：『セージュン、そっち向いてていいよ。こっちはナイちゃん達見てるから』

　言われ、頭がふと冷めた。

　……そうか。

　皆、いるのだ。馬鹿やホライゾン達もいるし、間近には二ふた代よもいる。だから、

・副会長：『葵あおい。どうしたい？』

・俺　　：『──逃げられね？』

　だよなあ、と思うが、要努力だ。

　ともあれこちらとしては、事態を明確にしておくべき事がある。

・副会長：『答えろ羽は柴しば勢。そして見せてみろ。──羽柴はどうなった？』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、羽柴君なら、ここにいますよ、ほら』

　という言葉と同時。手元にナイトからの魔術陣マギノフイグーアが来た。狙そ撃げき用の望遠術式で映されたのは、安あ土づちの中央前艦艦橋の屋上だった。
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　正まさ純ずみは、そこに三つの影が立っているのを見た。

　一人は自動人形。恐らくこれが安土を動かしている〝安土〟だろう。

　もう一人は竹たけ中なか・半はん兵べ衛え。これは幾度か見ているので、解わかる。

　そして最後の一人は、二人の間から出てくる、

・黒　竹：『どーですか、リニューアル羽柴君』

　言われ、一歩を前に出た羽柴は、本ほん能のう寺じで見た時とほぼ同じ姿だ。だが、その立ち姿には怯おびえのようなものが無く、更には髪を短く整えた上で、

　……流体光？

　自動人形なのに、青白い光を全身に纏まとっていた。何処どこかで見た事があると、そう思う心に応じるように、羽柴がこちらを見た。

　まっすぐ、やや挑むような視線を向けるのは、

・８４８：『お久しぶりと、いうべきでしょうか』

　彼女は自らを名乗った。

・８４８：『石いし田だ・三みつ成なりと申します。現在は羽柴・藤とう吉きち郎ろうの二重襲名として、本来この私のものとなる筈はずだったボディを動かしております』
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　三成は、実体というものをこれほど面倒なものかと実感しながら、吐息をした。

　……息ですね。

　自動人形の身であっても、生体部品は多く、呼吸は必要だ。

　今までは行っていなかったものだが、この身体からだになってからは常に呼吸系と循環系など、ありとあらゆる場所に指示を飛ばし続けなければならない。それは勿もち論ろん、自動化が為なされていくものだが、情報体の自分としては身体の一部が〝自動化〟されているだけで、〝無意識化〟はされていない。

　この辺り、後に改善だと思いつつ、前を見る。

　正面には武蔵むさしがあった。西からの月光を浴びた、白と黒の艦隊だ。

　……随ずい分ぶんと見え方が違いますね。

　これもまた、〝目〟を持ったからだ。今までは映像関係の術式で受像した情報をそのまま得ていたが、今は義眼と同じ機構を一度介している。それだけで随分と画像が甘く、しかし奥行きをもって見えるものか。

　すると、手元に光が来た。表示枠レルネンフイグーアだ。

・副会長：『──ネルトリンゲン以来か、石いし田だ・三みつ成なり』

・８４８：『Ｔｅｓテスタメント．、実際には各所ですれ違うようにしていますが、私が情報体で通神帯ネツトを移動していたせいです。今はこちらに集中しています』

　流石さすがに不慣れなこの身体を動かすのに、自分の何もかもを総動員だ。一部は安あ土づちの加護関係や管理システムの中に入って、外から支えている。

　……馴なれないと駄だ目めですねコレ……！

　だが、急ぎ修復されたこの身体は、

・８４８：『本来は、私が入って、信のぶ長なが様を補佐する、という予定でした。ただ、私の開発が遅れた事と、私の基礎となった信長様のＯＳがこの身体と相性がよく、改造を加えて信長様の手足としていた訳です』

　おかげで、当初予定されていたものよりも随分とクセがついている。動き方としての駆動系には信長の記き憶おくからフィードバックされるクセがつくのは解わかるが、ＯＳによる命令系統にまでクセがつく、というのは発見だ。

　ただ、ここに、羽は柴しばという存在があったのだと思うし、自分がまたそれに重なっているというのは、

・８４８：『何とも不ふ遜そんな事です』

　言った先。武蔵の副会長が頷うなずいた。Ｊｕｄジヤツジ．、と彼女は送ってきて、

・副会長：『つまり、──そもそも、信長が羽柴をやっていた、という方がおかしかった、という認識なのか？』

・８４８：『この自動人形の機体自体が、羽柴さ──、羽柴用、という設計でした。だから奏塡インストールされているのが誰だれであろうと、この身体ならば羽柴の襲しゆう名めい者を名乗ります。

　ただ、当然、私と、私に近い信長様しか奏塡は出来ませんが』

・副会長：『では君は、意識としては二代目羽柴だが、身体は羽柴。そして実際は、前の羽柴は信のぶ長ながで、今の君こそが真羽は柴しば、と、そうなるのか？』

　……えっとえっとえっとお……!?

　何かじたばたと表示枠レルネンフイグーアを出しまくって数人態勢で応対したくなったが、身体からだがあるおかげでそれをせずに済んだ。

　ともあれ今の問いかけに応じる内容としては、

・８４８：『羽柴はもう、私しか居ません。そういう事です』

・副会長：『そういう事か』

・８４８：『そういう事です』

　よし、と武蔵むさし副会長が言った。

・副会長：『逃げるぞ皆!!』

　ええええええええええええええええええええ!?
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　武蔵むさしが、三み河かわ湾の緩やかな周回からいきなりブレーキターンで進路を西に向け、そのまま全速力で逃走に掛かったのを、遠く東から見ている者がいた。

・信　　：『義よし康やす！　アンタ何をケツまくって逃げてるの！』

・義　　：『あ、時とき茂しげか！　何だ貴き様さま、まだ寝てないのか』

　この野郎、と時茂は思った。こちらは今、里さと見みの教きよう導どう院いんの上空、約二キロの高度に武神〝信しん〟を上昇させ、西の空を監視中なのだ。

　本ほん能のう寺じの変へんが起きる、というのは、義康からではなく、大おお久く保ぼから連絡が来ていた。

　世界というか、歴史の大事件であろうに。それを総長兼生徒会長となる義康が、参加せぬとはいえ間近に見る筈はずだが、

　……何なに故ゆえに自分で連絡してこない……！

　何かもう、想像するのは、武蔵の代表委員長に世話を掛けまくっている里見の代表という図だ。どう考えても、身内の恥だし、

　……こんな時間でも、あの代表委員長は甲か斐い甲が斐いしく働いていようにな！
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「あ──！　何やいきなりまた大加速で欧州戻りとかあ──！　今回の件で関係諸国にいろいろ配布せないかん資料あったけど、もう一いつ括かつでええよな!?　な!?　加か納のう君！」

「御お嬢じよう様さま！　御嬢様！　いい加減な仕事をするのに耐えられなくなったら謀む反ほんと言いたいですが、それだと謀反後における世界の支持率を失うので謀反のためにも他国関連の仕事はしっかりと！　いいですね御嬢様！　謀反はその後です！」

「加納君よく解わからんけどスジだけは通っとるな!?」
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・義　　：『というか貴様、何してるんだ』

・信　　：『貴様の方こそ何してるの!?　三河までやってきて転身!?』

　そうだなあ、と義康は〝義ぎ〟の中で思った。自分は今、インコーナー側となる青梅おうめの艦橋上に控え、追ってくる安あ土づちを警戒しているが、

・義　　：『事態としては厄やつ介かいな事になった』

・信　　：『は？　何が？』

　ああ、と義康は言った。

　眼下、青梅おうめの艦尾左さ舷げんに、輸送艦が引っかかっているのだ。

　武蔵むさしの輸送艦ではない。あれはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の紋章をつけたもので、

・義　　：『関東でも相手になった可か児に・才さい蔵ぞうが、武蔵に合流したようだ』
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〝青梅〟としては、少々してやられた状態だった。

　武蔵が正まさ純ずみの号令によって右う舷げん側の重力加速器を起動。一気に艦を回した時、可児の乗った輸送艦が加速したのだ。

　普通、巨大艦の挙動があった場合、近くの艦船は動きを止める。空域の支配権があり、その旋回範囲内には入ってはならない決まりがあるからだ。

　だが輸送艦が飛び込んで来た。

　それは恐らく、奥おく多た摩ま艦尾に行こうとしたものなのだろう。敵意によるものではなく、通つう神しんに来た要請でも、羽は柴しば側の書記である竹たけ中なかの指示に基づくものだと言っていた。

　しかし起きた突風に煽あおられ、輸送艦が傾いた。このままだと横転するというのは、その間際に艦尾を回す自分にはよく解わかった。

　その事を理解していたのだろう。〝武蔵〟から直接の指示が来た。

・武　蔵：『〝青梅〟、その輸送艦を確保しなさい。──以上』

・青　梅：『それは羽柴勢の言う〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟の発生条件を飲む事になりますが、いいのですか？　──以上』

・武　蔵：『Ｊｕｄジヤツジ．、このまま転てん覆ぷくさせたならば、その事を交渉材料とされます。鈴すず様が捕ほ捉そくしているのと、奥多摩側から画像は撮ってありますので、向こうの過失は証明出来ます。

　こちらは〝転覆艦の救助〟を名目として回収しますので、歴史再現の条件としては認めない方針である事を正まさ純ずみ様に提言します。──以上』

　つまりは人命救助という事だ。

　そんな事を旋回中の一瞬の中、高速の共通記き憶おくで遣り取りし、輸送艦を牽けん引いん帯たいとこちらから接せつ舷げんして確保。その時には既すでに副会長の指示で番ばん屋やと渉しよう外がい委員会が出で張ばっていて、可児達を救難者として迎える算段になっていた。

　そして今、武蔵は加速している。

　西へ。〝伊い賀が越ごえ〟の道を逆走して欧州へ向かっているが、

　……今の私の確保などで、艦隊が微妙に遅れたのは確かですね。

　ミスではないが、後れを生じる現場となった。それは確かな事だ。

　どうにかして取り返す事は出来ないかと、そう思っていると、背後に巨影が来た。インコーナー側の自分からはよく知覚出来るその姿は、

・青　梅：『安あ土づち来ました！　更には──』

　上だ。空を強く撫なでるようにして、流体反応が無数に来た。

　それは安あ土づちが加速前に行っていたであろう、

・青　梅：『砲弾無数確認！　──防護障壁展開を全艦に進言します！　──以上！』
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　砲撃が始まり、清きよ正まさは艦首先端側にある防ぼう盾じゆん部分より前、衝しよう角かく甲かん板ぱんへと出た。

　甲板上は砲の作る衝撃波が酷ひどく、安全地帯となるブロックやシェルターもあるが、そこでは駄だ目めだ。

　自分の役目は、カレトヴルッフで安土を守る事。

　そんな役目を叶かなえる場所。安土の艦首側、防盾部は、艦首下から突き出す衝角の上部となる場所だった。

　舳へ先さきとなる上部には、物見としてカバーされた円形の甲板があり、直径五メートル程のその空間が今の己の仕事場だ。

　守らねばならない。

　何故なぜなら、武蔵むさしには主砲だけではなく、英国王女の王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドや、浅あさ間ま神社代表の対艦射撃など、戦艦級の防護を突き抜けて被害を与える攻撃がある。

　……何か、個人技がちょっと派は手でではありませんか……？

　まあ、うちの人達や、カレトヴルッフもなかなかだ。

　そして、そういった派手な攻撃に対するカウンターが自分の主な役目で、この役目を果たすには、中央前艦の艦首、衝角甲板にいるのがベストだとされていた。

　カレトヴルッフはあと一発。どのように使うかは判断を任されているが、無茶は出来ない。

　更には疲ひ弊へいもまだ残っている。機き動どう殻かくの自律装甲もリペアパーツで補った状態だ。

　だとすれば、

「まずはここで迎撃専念と、そうなっていた方が良さそうですね」

　一息をつき、ふと砲撃音に対して自動発動している遮音術式の光に気付く。

　身体からだにも、音や振動をキャンセルする緩かん衝しよう術式の術式表示枠レルネンフイグーアが出ていて、今は賤しずヶ岳たけとは違う戦場にいるのだと改めて気付かされる。

　……〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟ですか。

　武蔵むさしを抑える。その意味を考え、己は一息ついた。

「私達の目的とも言える事が、今夜、叶かなうかもしれないのですね」
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　清正は思う。この夜が早く終われば良いと。

　今、砲撃を行い、武蔵を追撃しているが、この砲弾が一発でも武蔵の致命弾となって、そこで戦闘が終わってくれれば良いと、そう願う。

　しかし、なるべく相手を傷つけたくはないと思うが、上から目線でそう言える程、相手も弱くないし、自分達も強くない。

　激戦は必ひつ須すだろう。

「福ふく島しま様……」

　今夜、いろいろな事を明かし、自分達は己に掛けていた枷かせのようなものを外すだろう。それもこれも、信のぶ長ながが運命と共に月に昇ってくれたからだ。

　まだ安全は確定出来ない。竹たけ中なかが言うには、月が西に沈んでからだというが、

「それまでに、戦いが終わってくれればいいのですが」

　呟つぶやき、艦内に退避した皆はどうしているかと表示枠レルネンフイグーアを開いた。皆もやはり、これが最後の戦いになるのかと、そんな思いなのだろうか、と。

　すると、

・ＡｎＧ：『ウワオ！　ナリナリが前より小さくなったよ！　ハシバナリ!?』

・きめえ：『何か文房具でありそうな略称だから再考よアンジー』

・□□凸：『というか皆さん、僕が上で交渉してる時、下で戦闘糧食を食べながら見上げて指差して笑ってましたよね！　見えてましたよ！』

　あっ、楽しそう……、と思う辺り、仕事場を間違えた気がしました。
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　安治アンジーは、今更になって〝羽は柴しば〟がいなくなったのだと悟った。

　場所は艦内、砲撃の開始で、大音と各場所の要員が行き来や集合を行っている前部ホールだ。

　そこで自分達は、羽柴の身体からだを得た三みつ成なりを迎えていたのだが、

　……うわー。

　平ひら野のと糟かす屋やが、三成の着付けを正している。破壊された箇か所しよを中央の整備所で修復し、衣装も交換したのだが、安あ土づちの整備班でも流石さすがに羽柴のメンテはレアだったらしい。平野に言わせると「着付けの細部が男の付け方ですコレ」との事で、直し中だ。

　えらく注目されてる。

　そりゃそーだ、と自分は思う。自分達、十じつ本ぽん槍やりでも安土艦内ではそれなりに目立つのに、親玉みたいな羽柴が更に中身を三成にして登場とか、気にならない方がおかしい。

・ＡｎＧ：『ショーロクは羽柴見たい？』

・６　　：『別にいつでも見れる』

　……コイツはホントに大物だね……！

　しかしまあ、自分は小物なので、いろいろ思う。

　三成がこうなる、という事は昔から決まっていて、フーン、くらいに考えていたが、やはりガワが同じでも中身が違う。

　元々の羽は柴しばも中身が信のぶ長ながで……、と考えるとややこしくなるが、結構動きも表情も違うものだ。動きは人間のものというよりちょっと正確過ぎて角度も明確だし、表情も〝焦点を合わせる〟ような感はあるが、感情の発露はほとんど無い。

　この辺り制御情報プログラムの情報体としての三みつ成なりが、まだ羽柴のボディの各所に伝達系を配備し切れてないのだと思うが、

　……違うんだなあ。

　しみじみ思う。

「これまでチョイチョイと外連れ出したり、一緒にメシ食ったり、時には買い物付き合ったりとかしてたけどさー」

　そういうのが、もう、いないんだ。

　いつの間にか西の空にスっ飛んで行ったのだと思うと、ちょっと気分が暗くなるが、その理由はよく解わからない。モヤっとした、何かイラついたものが自分の中にあるが、一言で言うと、

「どーしようもない事って、好きになれないもんだね」

「それが向こうの望んだ事だから、と、そう思うのが一番よ、アンジー。私は彼女じゃない。彼女も私じゃない。当然の事を当然と思えないから辛つらくなるの」

「キメちゃんは？」

「辛いわ」

　言われて、ちょっと笑ってしまった。これで否定されたら自分を我慢しなければならないが、そうではないのだ。

「じゃあ皆、そうなんだ」

「だから言い訳するんですよ、脇わき坂さかさん」

「ギリーに聞いてないけどまあいいや、聞こう。ほら、話してみるといいよ。んン？」

　言うと、片かた桐ぎりがメゲもせず、腕を組んでうんうんと頷うなずきながら、こう言った。

「僕もほら、愛する人を失ってしまった事がありましたけど、その時、自分の中でいろいろと言い訳をしていったもんですよ」

「ハイ解散──。皆解散していいヨ──」

「ま、前置きが大事だと解って下さいよ！　せっかち奨しよう励れいは社会の暗部だと思います！」

　でもまあ、と言ったのは、三成の襟えりを直している平ひら野のだった。

「一つ、無理でも良いから言い訳すると、自分がちょっと保もつんです。

　で、それでも辛くなったら、また別の言い訳をして、またちょっと保つんです。

　そしてそれを繰り返して行くと、こう思うんです。

　──これだけ理由があるなら、もういいんじゃないかな、って。

　そうでなくても、大体は時間や距離が取れたりしてるんですよね」

「私達もそうでしたものね。──片かた桐ぎりだって、その、脳内の御相手？　それより昔の、私達にあった事と、そうやって棲すみ分けしてますのよね？」

「僕達の場合は、もう、物理的に断絶してるってのがありますから」

　だから、

「今の僕達の生活の中で、そうなってしまうのは、昔の事も思い出すし、今の中でもそういう事ってあるんだって、何か二重に来ちゃうんですよね」

「へえ、ギリーちょっと良い事言ったねー」

「え!?　そ、そうですか!?」

　ああ、うん、言った言った。ヤスやタケ子の補完もあって何となく通じた。

「でもそれを何で一番に言えないかな」

「だから前置きが大事なんですよ……！」

　などとやっていると、横の嘉よし明あきがこちらを肘ひじでつついた。何かと思えば、

「あ、サコン」

　左さ近こんが、副砲を元の場所に戻しに、やってきたのだ。
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　糟かす屋やは、左近を知っている。安あ芸きの合宿でしばらく共に行動をしたからだ。

　その時に気付いた事だが、左近は十じつ本ぽん槍やりの一員ではない。彼女は、自分達と戦線を共にする事も出来るが、それは彼女のキャラクターや余裕によるものであって、

　……三みつ成なりを、主あるじとしてますのよね。

　面白いのは、この主従二人がお互いを気遣っているという事だ。三成は左近の体調や気分、指示の成否がどうであったかを常に気にしているし、左近の方は三成が現場に居るというだけで、何か不備が彼女にないかどうかを気に掛ける。

　この辺り、左近が再生能力を自覚している事もあろう。所謂いわゆる〝死なない〟身からすると、不確かな情報体の三成が表に出て流体燃料を減少させたりしていくのは、

　……儚はかないと、そういう風に見ているのかもしれませんの。

　ただ、ここでちょっと変化が生じてしまった。

　羽は柴しばだ。

　三成が羽柴の身体からだを得るというのは、左近にも通達があった事だが、実際に見るとどうだろう。先程の脇わき坂さか同様に、想像とは全く違う感かん慨がいを呼ぶ事もあるのだ。

　自分達とて、やはり〝羽柴〟とは会えなくなった事を思い、だからこそ〝新しい羽柴〟を納得するために、こうして着付けを手伝っている部分もある。ならば、

「左近」

　と声を掛けると、左近より先に平ひら野のがこちらに視線を向けた。

「糟かす屋や」

　言われ、頷うなずかれれば、身を引くしかない。神社の巫女みこは人の関係に詳しいものだ。羽は柴しばがちょっと戸惑うが、ここは敢あえて気にせず、天井の高さに腰をかがめる左さ近こんに全てを譲る。
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　あ──、と左近は呟つぶやいた。

　……何ですよう、これ。

　目の前に、羽柴が居る。が、これが今の三みつ成なりだ。

　ちょっと寄ってみて、腰をかがめてみて、膝ひざをついて正座して見てみるが、

「あの、──三成、様？」

「あ、はい、そうです。解わかりますか？」

　いやあ、と己は迷った。どう言ったものか。ちょっとでも、これは何と言うか、ネガティブな感想が出るですよ。だが、三成に噓うそを吐つくのは避けたい。

「──全然解りませんよう。どうしたものですよコレ」

「でしょうねー……、実は私も相当に戸惑ってます」

　ああそうなんですよ、と思うと、ちょっと気が楽になった。

「──前の姿に戻れないんです？」

「すみません、今、この身体からだを動かすためにイメージを固めてて、前のイメージがあると齟そ齬ごが生じやすいというか……」

「じゃあ、今後、前の三成様は見られなくなるんです？」

「いえ、制御が出来るようになれば、通神帯ネツトなどでは見られるようになりますよ？」

　……うーん……。

　と、考え込んでしまった自分の横。平ひら野のが言う。

「三成、左近にとっては以前の貴女あなたが、貴女なんです。通神帯で見られるからいい、ではなく、いつも以前のままで居て欲しいんですよ」

「あー、その通りですすみません。子供っぽいと思ってるんですよう」

　でも、とすぐに言葉が出た。

「自分に声を掛けて下さった三成様は、この三成様じゃないんですよう」

　うわー、嫌ですよう、と己は思った。何が嫌かというと、三成が変わってしまった事もだが、P.A.Odaとしてはそうあるべきが正しいという事と、また、それらを嫌がっている自分自身がひどく嫌なのだ。

　三成はこうなる事を前提として作られた情報体だ。だから三成としてはコレが正しい姿。だけど自分のところに来てくれた三成はこうじゃない。

　多分、寂しいのだ。

　三みつ成なりが、自分の手元から去って、皆のところに行ってしまったようで。

　でもそれは変な独り占めをしたいという思いで、皆のためにはならなくて、そして三成がこっちを気遣ってくれるから、困らせてしまって、

「嫌ですよう」

　気付くと泣いていた。本当に、心の用意はしていたつもりだったが、つもりでしかなかったと、そんな事まで嫌になる。
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・ＡｎＧ：『ギリー？　フツーは、ああなるの。──鼻フンで自慢しない。解わかった？』

・しとお：『いや、片かた桐ぎり殿も浴場で一人女め々めしく泣いて御座りました。ゆえに拙せつ者しやが話を聞いて男にしてやったので御座ります』

・巨　正：『片桐君、後でその辺り、話をしましょう』

・□□凸：『何か立て続けに酷ひどい事になってますよ僕！』
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　……ああもう情けないですよう。

　左さ近こんとしては、早く泣き止やんでしまいたい。そうしないと三成が困る。

　三成を困らせないために、そのために彼女はこっちを欲してくれたのに、その自分がこんな駄だ目めでどうするですよ。

　だけど何か嫌。哀かなしいというよりも、諦あきらめなければいけないのが嫌だ。だが、

・鬼武丸：『小こ姫ひめ、──石いし田だ・三成を、持ち上げてみろ』

「は？」

　持ち上げろって、荷物じゃないんですよ？　何を一体、とそんな気分で居ると、

『石田。ネルトリンゲンの時だ。あれだ』

　え？　と前を見れば、涙で歪ゆがんだ視界の中、三成が「あ」と声を上げた。

　そして彼女が、脇わきをちょっと締めつつ、両手をこちらに差し出すのを見て、自分は気付いた。

　ネルトリンゲンの戦後。自分は三成を掲かかげた。皆に見てくれと、そうしたのだ。

　だが、今、それをやって、何になると言うのだ。だから、

「あの、鬼おに武たけ丸まるさん？　三成様も──」

『貴き様さまがせぬならこっちでやるぞ』

　言われた瞬間、己の両腕が勝手に動いた。機き動どう殻かくのパワーアシストだ。本来ならこっちの初動が必要なものを、恐らく身体の微細な動きを〝アシスト〟して、勝手に動かしたのだ。

　……賤しずヶ岳たけの戦いで丹に羽わ様相手にやった事ですよ……!?

　そして伸ばされる手の行き場が三成だったので、慌てて止めた。涙が下に落ちて、視界が甘くクリアになった事もあって、制止はすぐに効き、

「ちょっと！　ちょっと駄だ目めですよう」

　止める。が、もう自分の腕は三みつ成なりを掲かかげようとしている。

　だから己は、ちょっと三成を窺うかがって、

「いいです？」

「Ｔｅｓテスタメント．どうぞ」

　どういう事ですよ、と渋々感を表に出しながら、自分は三成の脇わきに手を入れ持ち上げた。
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　……お？

　と、左さ近こんは持ち上げようとした瞬間に感想した。

　見た目より重いですよ？

　というか自動人形でした。でも密度が高いというのではなく、要所に重さが分散されているような手て応ごたえだ。

　何か、持ち上げるのに、意識がいる。気をつける。特にその重量分散が人のそれではないから、落としたら壊れてしまうような気もする。大体、ちょっとミスると人を吹っ飛ばしてしまうような自分なのだ。なので気をつけて、

「うわ」

　何か、貴重。ただ、本当の意味で、自分より高く持ち上げる事が出来ない。天井だ。己ですら腰をかがめて入ってきて、今、正座している。だから天井間際まで掲げてみた時、

『小こ姫ひめ。三成の姿がどうか知らんが、──三成がそれを許すのは貴き様さまだけだ』

　そして、

『貴様がそうやって見せびらかしていい上役も、三成だけだ。それは俺おれ達の初うい陣じんの時からの決まりだ。解わかったか』

　言われ、自分は上を見た。

　すると三成がこちらと視線を合わせ、こう言った。

「左近様。私、この身体からだになって、いろいろ、初めての事ばかりです」

　しかし、

「掲げて貰もらって気付きました。──今、初めて、私が欲した性能そのものである貴女あなたに触れているのだと」

　参った。

　何が参ったか、よく解らないけど参ったですよ？

「────」

　ただ、笑いが漏れた。

「そっか」

　姿が変わっても、自分の性能を求める事でスタートラインとなった関係は、やはりそれを忘れていない。だとしたら、お互いが初めてお互いに触れられたのだから、

「──もう一度、始められるですよ？」
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　そうだな、と鬼おに武たけ丸まるは思った。

　……全く。

　もう一度、とは、自分もそうだ。

　かつて己は、娘と、その大事な相手の仲を引き裂いた事がある。そうしなければならないと、周囲の事を考え、犠牲の大小を天てん秤びんに掛けてそうしたのだ。

　それが何だ。

　今、一人の小娘が大事なものを諦あきらめようとしていたのを、己は止め、手を伸ばさせた。

　諦めろと、それが頭の良い判断だと、そう押しつけなかった。

　自分も変わったものだ、と思うべきか、昔も実はそうだったと思うべきか。これは罪滅ぼしなのか、ただの偽善か、それとも、

　……それとも、何だ。

[image: ]

　どうせ、結果は後からついてくる。ならば、

『そうしたかったらそうすればいいのだ小こ姫ひめ。貴き様さまと俺おれはそのための力を持っている』

　全く、と再度思った。小姫の顔を見て、

『ネルトリンゲンで言った通りだ。泣いてもいいから笑っていろ。──その方が俺も気楽だ』
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　……これは超短期元もと鞘さやというのかしら……。

　と、嘉よし明あきはある人物に視線を送った。

「？　何で御座りますか、嘉明殿」

「いや、貴女あなた達くらいだったら普通の期間かと思ったの」

　首を傾かしげられたが、まあそういうものだ。ともあれこれで、皆のスタンスが定まったと、そう思うが、

「──向こう、可か児にはどうしているかしら」
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　可児が、奥おく多た摩まに入ったという情報はすぐ皆に伝わった。

　加速して逃走を始めた武蔵むさしにとって、他国の輸送艦が一艦追加というのは余計な荷か重じゆうでしかなかった。どう処理をしようか、というよりも先に、まずバランスを取る事と、盾たてにしてしまって政治的な駆け引きにされないよう、輸送艦は中央後艦である奥多摩上に配置された。

　乗組員達の入管、各種手続き、特に武蔵内における違法行為に対しての神罰定義などは念入りに行われたが、その中で二ふた代よもかり出されていた。

　武蔵側に〝派遣〟という形になった可児が、本人かどうか面通しを行うためだ。

　代表委員長の大おお久く保ぼから指示があり、砲撃を防護障壁で受ける空を見上げながら行ってみたのは、浅あさ間ま神社が元々あった場所だ。

　自分達が本ほん能のう寺じから戻ってくるのに使った輸送艦もそこに有る。他、移動用に同型の輸送艦が二艦ほど有るのを見るに、

　……ここが奥多摩の輸送艦のプール場所で御座るか。

　そう思いつつ臨時入管の場所に急ぎつつ、己は思った。

　……カニ殿で御座るか……？

　大久保に言われ、正まさ純ずみの許可も得てここまで来たが、疑問がある。

「カニ殿とは、誰だれで御座るか？」

　お前、戦った事あるだろ、と正純に言われたが、カニとは誰で御座ろうか。

　名前から思いつくのは甲こう殻かく類だが、あまり食った事がない。よく考えたらノヴゴロドに行った時に武蔵が食糧補給で仕入れただろうから、海産物を得意とする料理屋に行けば良かった。あの頃ころはしかし、熊くま肉や鹿しか肉の方に目が行っていて御座ってなあ。

『あ！　二ふた代よ！』

　考えごとに夢中で通り過ぎてしまったで御座る。

　いかんいかん、と思って戻ると、やはり浅あさ間ま神社の艦首側降り口に、表示枠サインフレームがある。大判のそれには艦首甲かん板ぱんの空を背景とした浅間が映っており、

『入管関係、ちょっと外からで失礼します。とりあえず定型的な事や面接はさっき終えましたから、面通しの方、御願いします』

　流石さすがは浅間様、仕事が早い。神罰関係も、濃厚なのをこってり仕込んで御座ろう。

　ならば副長の自分が何か手配をする必要もなかろう。武蔵むさしに来ると決めてから、自分が手配や考える事がなくなって楽で御座る。父上達も、まさか武蔵がここまでオートメーション利いてるとは思うまい。

　自分がするのは、さて、カニと名乗る人物の面通し。どんな者で御座ろう、と思っていると、下からの階段を布ふ団とん背負って上がってくる者がいた。

　年下、M.H.R.R.神聖ローマ帝国制服、布団。布団が気に掛かる。というのも花柄。個人的な事を言えば、寝る時に布団の柄というのはどれだけ意味があるので御座ろうか。大体寝ていれば見えないし、部屋も暗くするので御座ろうに。ちなみに拙せつ者しやの掛け布団の柄は青の縦たて縞じま三本だがこれは三み河かわの〝三〟のイメージに御座る。

　……いかん。布団が邪魔で面通しが出来ぬで御座る。

　だが正面に立たれると思い出した。知ってるで御座る。そう。この御ご仁じんは、

『どうですか？　二代』

「Ｊｕｄジヤツジ．！　知ってるで御座るよ！」

『……ええと、誰だれなのか、言えます？』

「Ｊｕｄ．！　知ってるで御座るよ!?」

　こちらとしても、思い出したいのだ。

　……しかし、思い出せぬので御座る。

　というか、思い出せないのには理由があるのだ。

　……この御仁、カニと聞いていたが、カニではないで御座ろう。

　認識が違う。カニではないが、カニに似たもの。つまり、

「海産物……」

「え!?」

　と目の前のカニ（仮名）が首を傾かしげた。そして何か言おうとしたので、こちらは急ぎ、彼女の眼前に右の五指を広げ、

「ノーヒントで御座る！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　何かよく解わかりませんがノーヒントですね!?」

「そう、解わからないからこそノーヒントで御座る！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　ノーヒントだから解らないんですね!?」

　……この御ご仁じん、解ってるで御座るな……！

　そして意外性を追求した閃ひらめきが来たので、己は当てた。そう、昔の記き憶おくが蘇よみがえった。関東で相あい対たいしたのだ。あの時にこの御仁の名を自分は呼んだが、それは、カニによく似た、

「ウニ……！」
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・義　　：『誰だれが訂正するか、ちゃんと考えてるか貴き様さまら』

・立花嫁：『──何故なぜ皆、こちらを見るのですか!?　わ、私は訂正しませんよ！』

・貧従士：『誾ぎんさん、当時、芯しんだった自分が言いますが、確か正解は〝エビ〟ですよ？』

・十ＺＯ：『誾殿、エビの方がウニより近いので楽で御座らぬかな？』

・立花嫁：『だから何で私に振るんですか……！』
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　可か児には、呼ばれた名前に一瞬疑問した。

　……ウニ!?

　あの、トゲトゲしたアレだというのは解るが、食べた事がない。

　……八や百お屋やですからね！

　しかし何でウニと呼ばれたか解らない。だが、この人は武蔵むさしの副長で、あの福ふく島しまが相手として己よりも上に見ている人だ。だから間違いはあるまい。

「Ｔｅｓテスタメント．！　今回の作戦においてウニという字名アーバンネームを与えられた事、了解致しました！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　ではウニ殿！　今回はこっち側としてあっち側と戦うので御座るぞ！　間違えたら浅あさ間ま神社の呪のろいで尻しりからウニが出るで御座るからな!?」

　……マジですか!?

　浅間神社の恐ろしさはM.H.R.R.神聖ローマ帝国でたびたび聞いていたが、基本、代表の砲撃についてばかりだった。それがよもや、想像もつかぬ呪いまで繁盛しているとは、

「Ｔｅｓ．！　間違えぬよう頑がん張ばります！」
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・●　画：『ウニ出せるの？』

・金マル：『引っかかるのが醍だい醐ご味みなんじゃないかな？』

・賢姉様：『フフ、海産物もいけるとは、浅間神社は随ずい分ぶんと多様性に満ちてるわね！』

・あさま：『あのう、それより面通しは……』
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　……ウニは北回りの時に何度か食べたね……。

　鈴すずは、安あ土づちからの砲撃に対し、〝枝えだ葉は継つぎ〟を武蔵むさし全域に展開していた。

　防護障壁による防護を中心とし、副砲の応撃は安土の正面が見えた砲門だけに限定する。

　向こうが狙ねらっているのは、こちらに防護障壁などを展開させて出力と速度の低下を促す事だ。

　基本、防護障壁は防御用だと己は思う。

　当たり前のようだが、防御用という事は、防御の時間に用いるという事だ。

　武蔵が重力加速航行を行っている場合、それは防御の時間ではない。それは移動の時間だ。

　つまり、全出力を移動に用いるべき時間帯に、しかし防御を行うとどうなるか。

　防御分の出力が、余分に必要となる。

　ここで問題になるのは、武蔵の流体経路だ。

　如何いかに流体燃料を積んでいても、経路が細ければ出力は限定される。

　無論、経路の大部分はその供給量を可変出来る。この辺りは浅あさ間まや各自動人形、そして機関部の権限と操作だが、しかし、供給量を無限大に出来るものでもない。

　供給量が足りなくなれば、移動と防御の、どちらかを削って、もう一方に回すしかない。

　だが当然、攻撃を食らってはいけない。ゆえに移動を削って、防御に回す。

　今がそれだ。

　……その上で、燃費の問題もあるよ。

　以前、三み方かたヶ原はらの戦いの際、武蔵は重力加速航行を使い続け、マクデブルクから関東まで辿たどり着いた。あの時、燃料系はぎりぎりでそれを果たしたのだ。

　今、武蔵は、京きようから三み河かわまでをあの時同様に来て、折り返す。

　スタートラインはマクデブルクよりも近いが、しかし三河まで来れば、三み方かたヶ原はらの時の〝半分〟近くまで来たと言っていい。

　自分の体感としては、瀬せ戸と内ない海かいに戻った後、燃料の限界が見えてくるだろう。

　以前の武蔵ならば違ったかも知れないが、武蔵改となって装備などが増えた分、燃料消費は旧武蔵より大きいのだ。

「でも、こういうのは、得意」

　湯屋の燃料管理と同じだ。来客が多ければ湯量を増やすために薪まきが必要になるが、竈かまどの大きさは限定されているし、ペースも考えなければならない。基本、そっちは父が担当しているが、来客数の報告や湯温の決定は自分の仕事だ。

　解わかってる。

　そして燃費の問題となると、心強い味方が何人も居る。自動人形の皆もそうだが、

・俺　　：『おおい、ベルさん？　必要だったら俺おれの方、奥おく多た摩ま艦首にいるからさ』

・ベ　ル：『Ｊｕｄジヤツジ．、そろそろ御願いする、かな？』

　トーリだ。彼の流体供給術式は、武蔵むさしの燃料を使用するし、またそれを武蔵の各部に送る事が可能だ。つまりピンポイントで出力が欲しい場合、彼の術式は有利に働く。そして、

・副会長：『向むか井い、──そろそろ動きたい。いいか？』

　大だい丈じよう夫ぶ。こっちも、いろいろやりくりしてある程度の燃料プールを用意している。トーリも居るし、皆もいるのだ。だから、

・ベ　ル：『大丈夫！　始めて……！』

　後続の安あ土づちを、迎撃する。
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〝安土〟は武蔵の初動に気付いた。

　以前からの経験と蓄積だ。武蔵には、自分とは明らかに違うクセがある。

　……一度、目的の軌き道どうとは逆に振るのです！

　艦長代理が人間だからだろうか。自動人形ならば、目的の動きを達成するのには不要と判断する反動でも、この艦長代理はいつも行う。

　それはジンクスのようなものなのか、それとも動く前の迷いのようなものが出ているだけなのか、こちらからは判断出来ないが、今、武蔵は右に艦首を振った。

　ならばこれを初動として、続く動きで左に来る。

　自分達は、追うならば取り舵かじだ。

　今、航路は〝伊い賀が越ごえ〟の逆ルートをなぞっている。ほぼ直線でいいので、ここで艦を傾けるならば、ルートを外れるのは明確。武蔵としては、まっすぐ行くと見せかけての進路変更なのだろう。

　だが初動は読んだ。

　……逃がしませんよ！

　取り舵を取り、追おうとした視界は、あるものを見た。

　武蔵が変わらなかったのだ。

「……は!?」

　眼前の武蔵が、切り返す事なくそのまま右に艦首を切っていく。

　風を押しのけ、全身で、だ。
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　あり得ない事です！　と、安土は自分の統計を鑑かんがみた。この動きは今まで見てきたり、他艦から収集した武蔵の動きとは違う。

　相手は人だ。こちらからヒントも与えていないのに、いきなり動きを変えてくるなど、出来はしない。ならば、

　……まさか、自動人形側に操そう舵だを任せている!?

　これならば説明は出来る。

　今、正面にある武蔵むさしの全容が、ゆっくりと右う舷げん側を見せつけてきた。このままだと衝突コースだが、

・黒　竹：『当たれえ────────！』

・安　土：『確かに勝敗ラインとしては有りですが、躊躇ためらいなく言われると微妙に承しよう諾だくしにくいです竹たけ中なか様！　──でもShaja!!』

　突っ込んだ。

　武蔵がどう操艦しようとも、突っ込んで砕けば終わりだ。

　まっすぐに加速し、衝撃を堪たえるのと、衝しよう角かく戦の動きでやや前のめりに、

「……行きます　──Shaja！」
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　鈴すずは、軽く息を吸った。

　安あ土づちが、まっすぐに突っ込んでくるとは思ってなかったからだ。

　……え？　え？　何で？

　側面を見せたのだ。ここは砲撃だろうと己は思う。

　……というか何でこの安土、やたらと突っ込んで来るのかな……。

　壊れたら大変なのに。ものを大切にしないのは駄だ目めだと思う。

　だけどこちらとしては有り難い面もある。何しろ、次の動きをするために、

「初動で読まれなかった、ね……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　何かよく解わかりませんが、突っ込んできてくれたのは幸いだと判断出来ます！

　──以上！」

　自動人形達の言葉に頷うなずき、自分は武蔵の模も造ぞうに手を翳かざし、指示を出した。

「回って」
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〝武蔵むさし野の〟は、鈴の模造群の中で、武蔵が初動を終えたのを見た。

　右に艦首側を切った八艦は、今、右曲がりの弧を描いている。

　弧の先端は、村むら山やまだ。

　なのでこの村山から、武蔵野のラインを中心軸として、全艦を反時計回りに回す。

　初動で切った右への加速を、加速器の逆転で押さえてフロントのブレーキングとし、全体の荷か重じゆうを前にシフト。

　直後に艦首側は加速器を右方向へ向けて展開し、艦尾側の加速器は左方向への加速を全開とする。

　回す。

　だが、いくら何でも、巨艦が高速の中で超信しん地ち旋回ともいえるスピンターンを行える訳がない。大気の抵抗が強く、途中で勢いが止まる。しかし、

　……強引な初動の付け方から、更に強引な切り返しですが、これを行うと、ある効果が生じます。

　巨艦が行った切り返し動作によって、武蔵むさしの周囲に莫大なエアポケットが生まれるのだ。

「行けます、鈴すず様。鈴様の描いた気流が、武蔵の周囲で色づきました。──以上」

　武蔵の模も造ぞうの周囲で、光が波立っている。

　初動で起きた気流の波に、切り返して新たな波が激突し、更には加速された事で、艦体がそれらを突き抜けたのだ。

　あとは緩かん衝しよう術式で、エアポケットを確定すれば、

「武蔵周囲、大気の抵抗急激に減少！　──回ります！」

　回る。

　回って行く。止まらない八艦の高速旋回の中で、鈴が右手を一度振るのを己は見た。

「──正まさ純ずみ！　トーリ君！」





●






　お、とウルキアガが声を上げるのを、成なる実みは聞いた。

　半竜がバランスを崩すとは珍しい。だが、自分の不ふ転てん百足むかでも、姿勢を崩しはしなかったが、脚部がバランサーではなく荷重の反力でそれを保った。

　……これは──。

　表示枠サインフレームが告げるのは、大規模な地震。それも、

「揺れが一方向に延々と続行中だなんて、武蔵だけね」

　武蔵全艦が、進路をそのままにして、水平のスピンターンを入れたのだ。

　空中での超信地旋回。

　関東で一度見せた事があったが、あれは輸送艦で、更には地表の揚力効果や、後続艦の玉突きなども利用したものだった。

　武蔵全艦で行うのは、成実の知る限りでは初めてだし、ウルキアガの反応を見ていても恐らく初の行為だ。

　初動で逆方向に大きく振ったのは、切り返しも重ねて武蔵の周囲に真空のエアポケットを作る事。武蔵の高度を落とさぬよう、艦の傾斜も計算されているが、恐らくこれは艦長代理の〝勘かん〟というか体感経験なのだろう。

　目が見えぬゆえ、自分の身体からだの状態に聡さとい彼女は、艦がどうなるかという現状に対し、己を重ねて動きとする。

　周囲の状況に対して、身体をどうすべきかという疑問に対する答えを、目で見たり、加護や術式の助けを借りるのではなく、身体そのものが得る情報から導くのだ。

　間違いが無い上で、最速だ。

　惜しむらくは、これでもっと身体を鍛きたえていれば、動きの幅も増える事に繫つながるが、それは〝こちら側〟の考えだろう。今回のような操艦は経験によるもので、彼女は動きの幅を実績として増やしているのだ。だから、

「──ここで勝負を決めようと、そんな副会長の言げんにも応じられるのね」

　己は見た。

　このスピンターンというか、むしろエアターンの旋回の中、各艦の牽けん引いん帯たいがその長さを変動させているのを、だ。

　これは、知っている。武蔵むさしがこのターンの中で行うのは、

「兼かね定さだ……！」

　主砲の発射だ。







[image: 第十七章『対面場所の姉妹』]
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　最初に気付いたのは、清きよ正まさだった。

　聞こえたのは音だ。鎖の連音が、回る武蔵むさしの方から届いてきたのだ。

　……これは……。

「牽けん引いん帯たいです！　武蔵が各艦の位置制御をしています！」

　無論、高速のエアターン中だ。艦隊の挙動を制御するのは当たり前だ。

　だが、自分は知っている。

　かつてノヴゴロドで武蔵はこの音を響かせた。福ふく島しまが急ぎノヴゴロドへと降下し、その最深部へと急いだのは、武蔵が来た事もだが、

　……佐さ久く間ま様の艦隊が崩壊させられて、急がねばならないと思ったのです！

　原因は、よく憶おぼえている。

「武蔵の主砲が来ます！　三百六十度ターン中の砲撃です!!」
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　浅あさ間まは、急ぎ流体経路の変更手続きや手配をしていた。このエアターンが安あ土づちの方を向くまでに、兼かね定さだの発射に必要な流体燃料を確保しなければならないのだ。

　……うわあ──！

　最初に右を向いていたから、左回転から真後ろにターンがキマるまで、時間の余裕はある。が、それでも大物の展開が行われるのだ。ゆえにもう今回は最初から、

「トーリ君！　流体供給を御願いします！」

　どの順番でどの艦の何処どこへ、という手順をリアルタイム指示で表示枠サインフレームにまとめる。大判の三百六十度で、彼から見れば、武蔵の各艦上に番号付きの鳥居が回っているように見える筈はずだ。

　彼の横、ホライゾンが、

「何かコレ、音ゲーで似たのありましたね。安土の陰から赤い顔のサルが出てくるのを、火縄銃で順番に撃ちまくって音楽にするアレ」

「あー、〝太たい閤こうの達人〟な。主人公が信のぶ長ながって設定だったけど、P.A.Odaから〝私そんな事しません〟ってクレーム来て家庭用移植無くなったんだよな」

「今思うと、そのクレームはどっちの中の人の場合でしたの？」

「フフ、猿だったり六ろく天てん魔王だったりとアップダウン激しいわねえ、フォロ子」

「──い、今、働いてるの私だけですよね!?　ね!?」

　ともあれ経路は出来た。これまでの何度か、ちゃんと蓄積から最適解を導いていたハナミと、基本船せん殻かく部ぶが抜けた事で経路が単純化したのが効いた。

　……出来るもんですね！

　出来なかったら心底マズいが、やはり武蔵むさし側も準備があってこその依頼だ。こちらがどのくらいで仕上げてくるか、など、自動人形達が予想は立てているのだろう。
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・ベ　ル：『えっ？　えっ？　浅あさ間まさん、もう設定出してきたの!?』

・武蔵野：『Ｊｕｄジヤツジ．、間に合わなかったら取りやめてダッシュで逃げるかもう一回転か、など選択肢を皆で七千二百程あげていましたが、結論から言うと撃つ方で！　──以上！』

・金マル：『良かったねセージュン！　即撃てるって！』

・副会長：『有り難いんだが、何か私が撃ちたがって要求した事になってないか？』
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　浅間は、左右三番艦が旋せん回かいの勢いで後退したのを見た。

　どことなく力任せの動きにも見えるが、牽けん引いん帯たいの射出口から火花が散っている辺り、無理な事をしているのは確かなのだろう。

　そして頭上、武蔵むさし野の橋状艦橋から展開する仮想砲身はやや短い。

　小しよう兼かね定さだだ。

　成形されながら、しかしその段階でコイリングを始める砲身が、光を散らす。

　そして正面。トーリも武蔵の各所に流体供給を始めていた。彼はこっちの用意した画面を手の平で叩たたくようにして、

「あっ、ここ！　で、ここ！　そこで！　スライド！　あ、浅間！　結構これ面白えな！」

　動きに応じて〝優・良・可〟などと評価が出ているが、コレ私じゃなくてハナミの仕事でちょっと残念。ただ意外に点数がいい。喜き美みだとパーフェクトを取りそうだが、

「浅間様！　あの男、小こ癪しやくな事にファーストプレイで〝優優優〟とかハイスコア出しそうな勢いですが、次、ホライゾンがやっていいですか!?」

「うーん、ハナミに頼んでエミュレーション出しますか」

　既すでに両腕が指立て伏せなど始めてウォーミングアップしているが、何かコレ流行はやりそうでどうしたものか。

　ただ、出力は安定した。武蔵は旋回を相手に向けつつある。そして、

「安あ土づち、来てますね……！」

　ここよりも、鈴すず達の方がしっかり認識出来ているに違いない。

　自分はただ、こちらへと展開を終え、発射許可の表示枠サインフレームを出す砲身後部を見据えた。

　銀ぎん鎖さでそれを確保するミトツダイラや、舞の奉納で砲身形状の確立を行う喜美の横に並ぶ。

　そして全体確定。あと、言うべきは、

「正まさ純ずみ！　鈴すずさん！　──兼定確定を確認しました！」





●






　正面からの武蔵むさし主砲撃に対し、〝安あ土づち〟は幾つかの判断を下した。

　……小しよう兼かね定さだですか……！

　大おお兼定ではなくて良かった。良くない。だが拡散効果の小兼定を安土で受けた場合、前側三艦は大破するが、後側三艦はそれが壁になって中破で済むだろう。

　これが大兼定だった場合、かなりマズい。中央二艦を砕かれた上で、衝撃波によって左右二艦も大破に追い込まれる可能性が高いのだ。

　とはいえ、こちらとしても食らう気は無い。自分達だって、初動は起こしているのだ。

　衝しよう角かく戦を想定していたため、艦首側を下げている。ならば、

「二度ネタ失敬……！　──Shaja！」

　安土全艦に側転を入れさせたのだ。
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〝安土〟の判断は、緊急時としていきなりのものだった。重力加速航行中、制御がある程度利いている艦内でも多くの者達が壁や床に身を寄せる事になり、更に、

・安　土：『底面、左さ舷げん加速器、下方に向けて展開いたします。──Shaja』

　それによって何が起きるか。今、右う舷げん側を空に向けて回る全体は、

・安　土：『武蔵を飛び越えて降下。背後に回り込みます。──Shaja！』
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　安土が跳ねた。

　艦首側にいた清きよ正まさは、身体からだを壁に寄せて固定しながら、それを体感していた。

　……跳んでいますか！

　これまでの側転運動は、基本的に最低高度をそれまでとあまり変えずに行っていた。

　もしも高度を変えるとしても、大きく空を回っていく艦尾側の動きに合わせ、艦首側が上に引っこ抜かれるように回る。そのくらいだ。

　今回は違った。

　天上を回る後側三艦が、底面の加速器を真下に向け続けている。

　これは回転中であろうと全体を上に釣り上げる効果を持ち、結果として、

「……っ」

　前側三艦が、艦尾側から空を跳ねた。これは、今までの側転運動とは違う。

「ハンドスプリング式の側転……！」

　直後。高速回転と上昇の勢いで、全身が艦首側の壁に押しつけられるのと同時に、

　……武蔵むさしの主砲が……！

　眼下の全てが爆圧した。
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　小しよう兼かね定さだは、やや空に向けた仰ぎよう角かくで発砲された。

　兼定の砲弾。重力式の防護障壁をベースにした圧縮砲弾は、小兼定の砲撃時においては圧縮率を前面側で緩く、また可変設定され、指定距離で拡散する。

　飛散した弾体全ては散弾として、更には衝撃波の導線として広範囲の打撃を生んだ。

　瞬間的な効果範囲は最大径約五キロの扇状。

　その拡散範囲は百二十度に及び、空を跳ねた安土を追い、届いた。

　側転する軌き道どう上。遅れ気味となった左さ舷げん後艦の艦底部装甲が軋きしみ、歪ゆがんで引き裂かれた。

　先へ行こうとする動きに、天上へと昇る拡散の力が引っかかり、装甲を抉えぐったのだ。

　散る。

　装甲が曲がり、大気に当たって僅わずかな膨張を得て吹き飛び、ぶつかり合って火花を散らし、また夜に散って行く。

　装甲下のバイタルスペースは急激な気圧の変化と流れる気流によって裂け、それはフレームの接合に当たるまで止まらない。

　空に鉄の軋みが上がった。

　だが回る。

　左舷後艦を牽けん引いん帯たいで強引に引き、安土が天へと弧を描いた。

　空に小兼定の威力が抜け、しかしもうそこに安土は居ない。左舷後艦から漏出した水や流体燃料を吹き出しながら、六艦が武蔵の頭上を越えていく。
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　竹たけ中なかは表示枠レルネンフイグーアで艦首からの映像を見ていた。

　場所は中央前艦の前部側ホールで、正確に言うとそこに至る階段の中だ。安土の側転運動で艦首側が下になるのは解わかっていたが、ホールは広い。ゆえに空間内で吹っ飛ばないように、

「あ、すみませんね左さ近こんさん」

「いえいえ。私が居るせいで狭くなっちゃってますけど」

　羽は柴しばと自分、そして片かた桐ぎりは左近に引っ張られて左舷側の階段へと退避だ。糟かす屋やと平ひら野のは向かいになる右う舷げん側。嘉よし明あきと脇わき坂さかは翼で浮いているし、

「福ふく島しまさん、大だい丈じよう夫ぶですかソレ」

「え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．、大丈夫で御座ります！」

　福島が、ちょっと足を開いた姿勢で、垂直以上に傾いた床に立っている。

　体術だ、というのは解わかるが、いつの間にこのような事が出来るようになっていたのか。

　ともあれ十じつ本ぽん槍やりの皆は大体大だい丈じよう夫ぶ。蜂はち須す賀かは玄げん武ぶといれば間違いないし、後は必然的に、

「降下と同時にこっちの攻撃ターンですよ！」

「竹たけ中なか先輩、抱えられたままで指示出しても格かつ好こつかないですし、やるなら階段じゃなくてホールに出ましょうよ」

　嘉よし明あきと脇わき坂さかが来い来いと手招きしているが、こっちは翼も体術もないんですよ……！

　だが、表示枠レルネンフイグーアは安あ土づちの見ているものをこちらに届けてくれる。

　正面。既すでに側転は倒立状態を超えて回って行くが、直下の地表側を映す表示枠には、武蔵むさしが映って、

「──あれ？」

　表示枠には、薄い霧雲と、夜の闇やみに染まった森林が流れていた。

　見えている筈はずの白と黒の巨影が居ない。それはどういう事かと言えば、

　……武蔵がいなくなってる……!?

・安　土：『武蔵急速後退！　砲撃態勢を収めて離脱します！』
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　竹中は、何が起きたかを悟った。

　小しよう兼かね定さだは、こちらに対しての攻撃だけではない。

　恐らく武蔵勢は、今回の小兼定発射の際、ある事をしたのだ。

　……発射時間短縮を兼ねて、反動軽減措置をしなかったんですね!?

　艦隊の位置変更や、牽けん引いん帯たいの展開を省き、逆に反動を全て受ける事にした。

　無論、艦内では重力制御を利かせて乗員の安全を確保してはいるだろう。が、ある意味、これは自分達が放った砲撃の威力をそのまま己に受けるようなものだ。

　しかし、そうする事によって、武蔵はある結果を得た。

「小兼定の反動で、一気に西側へと飛んだんです！」

　自分は左さ近こんの腕を解ほどきもせず、力任せにホールへと身を乗り出した。

　直後に叫んだのは、

「正面防御──[image: ]」
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　鈴すずは、艦橋内の上部階層に付属された椅い子すに沈み込んでいた。

　……やった。

　これは賭かけだった。

　小兼定を撃つまでは、正まさ純ずみの指示だった。

　だが、自分は安あ土づちの動きに初動を悟ったのだ。

「安土の前側三艦が、艦首を下げていた、ね」

　衝しよう角かく戦を挑むための動きだというのは、解わかっていた。そのまま突き進んでくれば、武蔵むさしに激突した後も跳ね上げられずに突き刺さる軌き道どうだったからだ。

　しかしこれは初動になる。

　小しよう兼かね定さだを撃ち込んだ時、この前下がりの軌道は、側転か前転を放つ始まりとなるのだ。

　ゆえにそれを先読みし、指示を出した。

　……反動軽減措置を、艦内制御に全面委任する。

　小兼定発砲までの時間短縮の意味もあった。

　発想は単純だ。

　……う、うちの湯屋も、時間間に合わない時は似た事するから。

　湯を張りながら開店準備とか、たまにする。大体は、皆でお泊まり会などやった余波のせいだが、片付けや掃除を続行しながらの開店は、それはそれで活気を感じるようでウケがいい。

　浅あさ間ま達の準備が予想以上に早かったのは意外だったが、逆に軽減措置の拡大が図れた。浅間がトーリに流体供給のボーナスステージ（広義）を与えてくれた御陰で、本来ならば範囲に含まれない部分まで軽減を入れる事が出来たのだ。

　だが、被害はある。

　各艦からの情報をまとめる自動人形達は真まっ赤かになった表示枠サインフレームを何枚も相手にしているし、艦橋正面の知覚素子には宙に舞った家屋の屋根や自然区画の木々が捉とらえられている。

　特に水質は、艦首側に蓄積が集中し、伝導管の破裂が生じた。今、大きく後退し、更に余力で速度を保つ武蔵は、全身から白の水蒸気を波煙として噴いている。

　しかし自分の知覚には敵が捉えられている。

　……安土！

　今、下がるこちらの正面へと降下する六艦がいる。最終的な姿勢はこっちへと艦尾を向けた姿になるだろう。ならば隙すき有ありだ。

・副会長：『向むか井い！』

　既すでに武蔵全艦、後退の勢いを利用して本来の艦隊に戻っている。

　だが、前に砲を向ける余裕は無かった。構える余裕は無かった。狙ねらう余裕も無かった。

　だけど、

「皆、間に合わせる人達だよ……！」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と各所や砲台担当の戦士団は叫んだ。

「ああくそ、今の吹っ飛ばし、壁に張り付いて死ぬかと思ったぜ！」

「その後で即砲撃とか、完全に深夜労働で過重労働だよなコレ！」

「ああそうだ！　俺おれなんてさっき本ほん能のう寺じで走り回ってきたんだぜ！」

　しかし、と誰だれかが言った。

「言われた事が、出来るんだったらやっちまうのが極きよく東とう気質だ！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄ．、Ｊｕｄ．。これが咎とがのある考えだ、などという事は解わかっている。これは格好つく事でもないのも解っている。馬鹿な自己陶とう酔すいだというのも解っている。しかし、

「だからＪｕｄ．って応じてんだよ！」

　言って頷うなずいた動きに応じるように、副会長の指示が叫んだ。

・副会長：『副砲斉射──!!』

　後退する全艦を更に押すように、副砲群が砲撃を行った。





●






　鈴すずは椅い子すから立ち上がり、急ぎ下部フロアの模も造ぞうへと向かった。

　今、安あ土づちは模造の概がい要よう図ずの中で、側転から身を捻ひねり、艦尾をこちらに向ける準備に入った。

　ここからは降下方向への動きになるので速い。

　自分達の砲撃も、それを読んだ上での先行的なものだ。

　側転から伏せる動き。その流れを先読みして斉射を叩たたき込んだ。

　当たる。

　そのつもりで、いろいろと先を予測して、ネシンバラからの表示枠サインフレームに記された幾つかの飛躍を音としても聞く。すると、

　……あれ？

　今、概要図では先行して三秒後の状況を推測表現している。しかし、その中で一点、自分が今リアルタイムで知覚しているものと、違う箇か所しよがあった。

　安土だ。

　側転から艦尾側を前に回そうとしている巨艦の先端。手をつくように真下を向いた前艦の艦首群が、おかしい。

　三秒後の推測ではその先端を軸に全体を捻り、艦尾をこちらに向けるようにしているが、

　……これは──。

　何が行われているかを気付いた瞬間。自分は安土から手を離し、武蔵の模造へと手を掛けていた。

「鈴様!?　──以上！」

　Ｊｕｄ．、と頷くのももどかしい。ただ為なすべきは、後退の勢いがまだ保持されている内に、

「後ろに回して！」

　安土に背を向ける必要がある。そして重力加速の最大全速で離脱する必要がある。

　今、すぐに、だ。何故なぜなら、

「安あ土づちが転ぶよ！」
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〝武蔵むさし〟は、回る視界の中でそれを確認していた。

　……成なる程ほど。

「あれが鈴すず様の仰おつしやっていた〝転ぶ〟という事ですか。確かに。──以上」

「ああ、何か向こうも割り切ってきたねえ」

　という酒さか井いの言っている意味は解わかる。

　安土は戦艦だ。そして戦艦を操る自動人形やＯＳは、大概においてプライドが高い。

　否、自分の仕事にプライドを持っていない自動人形などいないと思ったがホライゾン様はその辺りかなりテキトーな気もするが一応魂は人間なのでセーフです。

　ともあれ戦艦を操る自動人形は、上からの指示や作戦に従い、またはそれを麾き下かに浸透させるため、〝正しいやり方〟に固こ執しつしやすい。

　武蔵がその辺りを柔軟にしているのは、アルマダ海戦での反省から鈴を迎え入れたためだろう。そうでなければ、やはりマニュアルを組み合わせて最適としていた筈はずだ。

　安土もそうであった、と思う。

　戦艦たるもの、攻撃の機会を逃さず、そして、

「戦艦たるもの、無様な操艦はしない、というのはよく聞きます。──以上」

　しかし、今、安土は違う動きをしていた。

　側転のため、回転軸としていた前側三艦を、軸として止めなかったのだ。

　空中で、前側三艦の制御をやめ、そのまま前へとスキッドさせた。

　人間で言えば、勢いをつけた側転が途中で崩れ、ヘッドスライディングのような状態になった、というものだろう。

　更には捻ひねりが付いているから、横倒し。

「上手うまいね」

　酒井が言った言葉の先、今、安土がヘッドスライディング状態で着地した。

　全艦は捻りを入れていたため、垂直に横倒し姿勢だった。

　下が右う舷げん、上が左さ舷げん、そういう形で、上下三階層に横になった艦が積まれる。

「艦隊を九十度横倒しにして、破損した左舷後艦を一番上に載せて支える形だ」

　それだけではない。

　側転を途中で中断したため、この姿勢に入るのが速かった。更には、側転を崩すと言う事は、ほぼ垂直状態だった安土を一気に下に突っ込ませる勢いを得たという事だ。

　更に言うなれば、

「横倒しで細くなった艦隊は、こちらの砲撃範囲外となります！　──以上」
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・安　土：『艦底部側、武蔵むさしからの砲撃が通過します！　──Shaja！』

　安あ土づちの声と共に、片かた桐ぎりは身を固くした。すると、

　……ん？

　頭の上に、重くソフトな塊が載っている。これは何かと思えば、

『おい小こ僧ぞう。──ちょっと砲弾当たってくるか？　んン』

「うわああああ将軍様すみません！」

「あっ、鬼おに武たけ丸まるさん、危ない時間帯なんですから、私が保護役なんですよう」

　言っている間に、冷たい音が背後を通過した。

　床側。木造タイルを震動させながら、無数の抉えぐり音が艦の向こうを瞬しゆん発ぱつした。

　砲弾だ。

　今、安土は側転から滑り込むように横倒しのヘッドスライディングを決めている。

　それは左さ舷げん三番艦を支える意味と、武蔵から飛んできた砲撃を避けるためだが、

　……か、かなり近いですよ！

　すると頭上側、左舷の方で硝子ガラスが割れるような音がした。

　振動が響き、福ふく島しまが言った。

「副砲の砲身が折られたので御座るな」

　その言葉の間にも大気の擦さつ過か音は突き抜けて行き、しかし、

「────」

　皆がふと、顔を見合わせた時だ。表示枠レルネンフイグーアが全員の顔横に開いた。

・安　土：『武蔵砲撃、全弾通過！　本艦の被害は軽微です！　本艦はこれより艦隊を保ったまま武蔵の追撃を続行します！　──Shaja！』





●






〝武蔵〟は艦隊のターンを確認した。鈴すずの指示は的確で、旋回が終了する前から全艦を前に出している。それも出力が正しく前に向くように、だ。

　この辺り、各艦橋も馴なれたもので、自動人形の得え手てとは判断の高速性とは別に経験と蓄積であろうと己は思う。だが、屋外にいる事で全艦の知覚素子と実際に見えているものを連動出来る自分は、一つの事実に気付いた。

　……安土に、ぎりぎりまで迫られますね。

　武蔵の攻撃が、安土の背を向けた降下を前提としていたためだ。後退の勢いを消さずにターンに入ったタイミングは最適だと判断出来るが、敵に対しては最善だったとは言えない。

　しかし、距離はある。向こうがこちらに追いつくより先に加速を重ねれば、武蔵むさしは安あ土づちよりも最高速度で上回る。

　伊い賀が越ごえの時と同様、武蔵が大気を貫き、安土がそのスリップを利用する状態にはなるが、そのまま欧州まで行けるだろう。

「〝武蔵〟さん、今、どのくらい？」

「瀬せ戸と内ない海かい、大おお坂さか湾までならば、あと半分と言ったところです。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と酒さか井いが言った時だった。武蔵が百八十度ターンを終える直前に、

『東側上方警戒……！　──以上！』

〝奥おく多た摩ま〟の声が艦上に響いたなり、東の空からそれが届いた。

　安土のいる方から来るが、安土の直接攻撃ではない。大体、今、九十度傾いた状態で全速を重ねる戦艦は、砲撃や防護障壁に回す出力はない筈はずだ。だとすれば、

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国の落下部隊ですか。──以上」
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〝叫食シヤウエツセン〟が上方からの激突を敢かん行こうしたのを、九十度傾いた艦橋部屋上で平ひら野のは見ていた。

　……何とか届きましたね……！

〝叫食〟の出撃は、安土が側転を中止した瞬間だった。

　とにかく武蔵の足を止めねばならない。一瞬でも注意を引く事が出来れば、高速の遣り取りでは意味があるのだ。ゆえに地上高八キロ近い高度となった中央艦の艦尾から、まだ振り回される勢いを利用して、十二人に飛んで貰もらった。

　先程、来る時に輸送艦から飛んだ者達だった。戻りの際に回収されて、またすぐに飛び立つ事となったのだ。

　片桐が言うには、全員、格納庫でソーセージとパンをガっつきながら待機中だったが、

「一晩に二度飛ぶ!?　聞いたか皆！　今夜はいつもより二倍食っていいそうだ！」

「武蔵の存在と我らの体重と落下の空に乾杯！　三回くらい乾杯!!」

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　と二つ返事で受けた者達は、一応、適正体重をクリアしているかどうかを計測。

　装備などに不備が無い筈はずもなく、行けるという自己申告で飛ぶ事となった。

　その十二人が、今、武蔵に届いた。

　無論、武蔵の検知能力は高い。途中まで降下術式を使わなくても迎撃用の照準術式に絡め取られるのが解わかっている。

　だが敢あえて、その距離までは装甲の翼などを利用した落下補正に頼って貰った。

　彼らが気付かれるまでは、安土の追走そのもので武蔵にプレッシャーを与えられると、竹中がそう判断したからだ。

　脅きよう威いや注意は一度に来るより、止めどなく押し寄せた方が重圧となる。

　逆に相手の懐ふところに入る際には、降下術式や加速術式を使用し、意識付けさせる。

　その結果として、

「あ」

　視線の先に光が見えた。

　数は七つ。夜の底を先行する武蔵むさしの空に、防護障壁が咲いて砕けたのだ。

　十二人中、五人はかわされた。だが半数以上が武蔵に出力を使わせたなら、

「上出来です……！」
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〝武蔵むさし野の〟は、情報の重みを知っていた。

　艦長式自動人形には、その艦や、他艦からの情報が一気に流れ込んでくる。それに対処出来るだけの処理能力や共通記き憶おくの割り当てはあるが、だからといって負担がない訳ではない。

　……随ずい分ぶんと来ます……！

　思考速度を最速の八割にまで上げ、残り二割を追加作業やキャッシュ対処に確保。

　アルマダ海戦や三み方かたヶ原はらの戦いの際、同様の〝重さ〟は扱っている。それに今は、皆の練度も上がっているし。鈴すずも居る。ならば対応は出来るし、

「防護障壁七発分、まだ許容です！　──以上！」

　出力もだが、防御の際になるべくかわす事を選ぶと、艦の進行方向を限定されるのが厄やつ介かいだ。なるべく選択肢は多い方がいいのだから。

　だが相手の追撃は凌しのいだ。後ろの安あ土づちに対しても、まだ先行は出来る。

　……ならば──。

　艦体は西を向いた。後は急ぎ欧州へ、と思った瞬間だ。鈴が不意に叫んだ。

「艦首の上の方、気をつけて！」

　声と同時に、艦橋部が光に満ちた。

　艦橋内の前側、そこに飛来した何かを、防護障壁が受け止めたのだ。
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「……!?　──以上」

〝武蔵野〟は、いきなり飛び込んで来た落下物への対処と反応をノイズのように感じながら、何が起きたのか個人として疑問した。

　否、全体の経験と蓄積では、理解が出来ている。

　敵の落下部隊の第二陣が、正面の空から降ってきたのだ。そして彼らの発生源は、

「往路で彼らが利用した輸送艦ですか……!?」
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「ははは……！」

　激突し、砕かれ、割れた防護障壁が生んだ流体光の欠片かけらと共に〝叫食シヤウエツセン〟達は笑った。

　自分達が飛び出したのは、高度十五キロに達しようという位置にある艦影だった。

　往路にて、魔女テクノヘクセン二人が飛び立ち、〝叫食〟と〝蛮族改アルトバイエルン〟も飛ひ翔しようした輸送艦だ。

「乗員がまだ残っていたとは、夢にも思うまい!!」

　輸送艦としてはとっくに限界高度は超えており、仮想海による上昇システムも艦が凍り付く事でほぼ使用不能となっていた。

　艦としては、ただ浮くだけの箱。下手へたをすれば凍り付いたまま落下する。

　それを限界設定解除で強引に保ち、存在させていたのには意味がある。

「武蔵むさしが欧州側に逃走する可能性を、竹たけ中なか様は考こう慮りよされていた！」

　武蔵の検知系は広範囲で精密だが、人が管理をしているならば、優先度がある筈はずだ。

「敵がいる高度を中心としているんじゃないかと思うんですよ──」

　ゆえに往路では捉とらえられる高度から〝蛮族改〟の騎士達と共に攻撃を仕掛けた。

　それが第一陣だ。

　第二陣である自分達は、ただ待った。

　輸送艦は放ほう棄きされ、制御を失って上昇し続けたものと、そういう振りをした。実際に、そのような事になり、最終的に自壊や燃料を失って落ちてくる艦はあるのだ。

　高空に行き、艦の凍結を拒まぬ事で、温度的な補ほ捉そくは免まぬがれる。

　その上で、情報の取捨選択として、検知範囲の優先度があれば、どうだろうか。

　安土も、第一陣も、武蔵の背後から、よく突っかけた。

　そこで自分達だ。

　これまでの追撃からはあり得ない、前からの爆撃。更には、

「〝蛮族改〟もいるぞ……！」

　上下からの攻撃が、今こそ本命として武蔵に突撃を掛けた。
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　艦隊の上下に防護障壁の光を散らし、風の中を武蔵が行った。

　加速する艦上で、正まさ純ずみは左さ舷げん後方の空を見た。

　……来たか！

　安あ土づちだ。左舷を上、右う舷げんを下にした横倒し状態のため、艦上部を見せる左位置からの追撃を狙ねらってくる。

　それは武蔵の背後を斜行して左舷側に回り、

・ベ　ル：『正まさ純ずみ！　三十二秒後！』

　御免、とか、すまない、とか、謝らないのがいいところだ。

　やるだけの事をやって、そして足りない部分はこちらに任せてくれる。ならばこちらも、

・副会長：『向むか井い、よくやった。──三十二秒後からも、欧州へ向かって全速で頼む。防護障壁の展開や副砲撃は許可するが、安あ土づちより先に瀬せ戸と内ない海かいに出よう』

・ベ　ル：『Ｊｕｄジヤツジ．……！』

　向井が了承の後で、言葉をくれた。

・ベ　ル：『皆、頑がん張ばって、ね……！』

　お前こそ、と思ってしまうのは、テンションが少なからず上がっているからだろうか。

　……全く。私はここから役立たずだぞ。

　武蔵むさしは安土に追いつかれる。その事実が確定したならば、やる事は決まっている。ここから先は誰だれが主役かと言えば、

・副会長：『総長連合各員、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん生徒会から要請する。

　──追撃してくる敵勢力の迎撃のため、全戦力を投入してくれ』







[image: 第十八章『並行の交錯人』]
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　義よし光あきは、さてどうしようかと考えていた。

　今は本拠である羽う州しゆうの夜だ。

　山やま形がた城じようの艦橋上から、西の空に沈んでいく月を眺めていた。

　……信のぶ長ながが月に渡ったかえ。

　竹たけ取とり物語、という訳ではなかろうな、と思って、用意した座敷の上で酒を喉のどに通す。

　目の前には、山形城のドックとなる掘り込み式の陸りく港みなとから、下へ、山を下るようにして、ちらほらと谷間があり、明かりが灯ともっているのが見える。

　羽州の階層型生産区画が、その収穫を前に投光を最大としているのだ。

「今年も豊作ぞえ。──秋には祭が盛大であろうな」

　既すでにこの時期、重じゆう奏そう領域の影響が大きい地元では、積雪に備えて準備が始まっている。

　階層式の地下都市の運営は、倉庫区画の割り当てや波状的に達成される収穫のスケジュール、そして祭や税収などなど、やる事が多い。また自分にとっては、自分が導いた人々の活気や感謝をダイレクトに感じられるので、堪こたえられない時期となる。

　だが、武蔵むさしが面倒な事となった。

　先程まで、本ほん能のう寺じの変へんの達成と、それによる創そう世せい計画の実情、更には月へのアプローチなど、いろいろな事が上越露西亜スヴイエート・ルーシを経由してM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントから伝わってきていた。

　これについては鮭しやけ延のべが言う通り、

『アイツらが許す訳ないですモン！』

　との事で、自分も同意だ。

　……関係の喪そう失しつだと？

　それがどういう意味か、解わからない自分ではない。大体、己の神格武装〝鬼おに切きり〟は、それこそ関係を辿たどって相手を討つものだ。

　武蔵勢は過つまい、と、そう思い、彼らの動きを待とうと、そう考えた。

　だが、里さと見み副会長、正まさ木き・時とき茂しげからの報告で、事態が厄やつ介かいなものになっていると知った。

「武蔵が、安あ土づちとの交戦に入ったかえ」

『義光様！　助けにいくモン!?』

「今からでは間に合う訳もないぞえ？」

　と、そう言わせてくれる鮭延を摑つかんで五十センチ程伸ばしつつ、己は考えた。

　……決着が、どうなるであろうのう。
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　義光は思う。武蔵勢が勝てば、祝いも兼ねてチョイと武蔵に行くのが良かろう、と。新米も収穫が始まっている品種がある、戦後の差し入れとしては有りだろう。

　しかし武蔵むさし勢が負けたら、どうするか。その場合、羽は柴しばが力を残したままとなるので、駒こま姫ひめ事件のある己としては、思うところがある。駒姫に続き、次は武蔵か、となったら、

『義よし光あき様、あまり考えごとしてると老ふけるモン！』

「お前はホント、要らん事も要る事も一つにして喋しやべるのう」

　七十センチ程伸ばしてやる。

　……まあいいであろ。

　未定の事を考え込んで時間を使うのは、確かに無む駄だだ。信じられる者がいるのだから、それを信じていればいい。

　しかし、気になる事が一つある。

・九尾娘：『人狼女王レーネ・デ・ガルウ、起きているのであろ？　──どう思う、貴き様さま』
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・現役娘：『あら、何ですの最も上がみ総長、こっちは今、起きてるけど忙しいんですのよ？』

・九尾娘：『旦だん那なと取り込み中かえ？』

・現役娘：『いえ違いますわ。──ちょっと休憩中ですけど、うちの人の次に使う衣装が見つかりませんの』

・九尾娘：『旦那は？』

・現役娘：『今、私の手が摑つかんだウサギ系衣装を着せられるとは知らずに、美お味いしい夜食を作ってますわ。ふふ、ウサギの皮を剝むいて放置して楽しむとか、神しん道とうは罪深いですわね』

・九尾娘：『神道かえ、というか因いな幡ばだと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ地元ネタか。旦那の料理がウサギ料理だと良かろうな。──本題いいかえ？』

・現役娘：『武蔵と安あ土づちが交戦に入った事ですの？　ええ、音で解わかってますわ。だからもう不安で不安で。前半戦はうちの子の本ほん能のう寺じ上手うまく行きましたわねプレイで、後半はうちの子達の戦闘が不安ですわねプレイですの』

・九尾娘：『うちの子達、か』

・現役娘：『関東解放の時、疑念に思ったのが、事実となりますのね。──貴女あなたは、いつ頃ごろに気付きましたの？』

・九尾娘：『やはり関東解放ぞえ。──詳細は答え合わせであろうな。いずれまた会った時、お互いが愚ぐ痴ちか小言か、または自慢話である事を祈っておこうか』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、ではまた。──うちの人が呼んでますので』
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　ふむ、と一息を入れ、義光は座敷に座り直した。

「確定かえ」

『どういう事だモン!?』

「Ｔｅｓテスタメント．、私にとって〝関係〟とは掛け替えのないものであるが、それゆえに断ち切らねばならないと、そう思う者達もいるという事ぞえ？」

　全く、と吐息で思う。でもまあ、あの子らの事だ。

「碌ろくなリアクションは出ないであろうな。──それは確定ぞえ」





●






　交戦は、近接戦をもって開始された。

　武蔵むさしの主砲・兼かね定さだを警戒した安あ土づちが最初に行ったのは、位置取りだった。

　兼定を撃つにはある程度大きな確定出力が必要だが、それ以前に姿勢制御が要る。

　先程の一撃は武蔵にとって真正面だったが、

「武蔵とて、横方向に撃つのはバランスや狙ねらいの面もあって、難しいものと判断します！　──Shaja！」

　つまり真横がベストだ。並走していて狙われたならば、速度を落とすだけでかわせる。何かの準備のために武蔵が出力を低下させるなら、前に出る事も可能なのだ。

　航空艦の場合、背後をとれば有利と言う訳ではない。

　艦後部は耐久度が高いため、致命弾は与えにくいから逃げられる場合もあるし、追突を避けるために速度と方向をコントロールされることもある。特に後者は、照準と出力の管理権を奪われる事になるので、思った以上に効く。

　後方への攻撃や防御手段が揃そろっている大型艦ならば、前に出た方が有利な面がある。

　特にその状態を作るのは、

「艦上戦闘──！」

　戦士団達だ。横倒しになった安土の〝上側〟。本来ならば左さ舷げんの側部となる高い位置から、幾つもの影が武蔵へと跳ちよう躍やくした。

　高度としては、武蔵むさし野の艦橋よりも上。そこより突風に巻かれる事前提で飛び込むのは、羽は柴しばの戦士団だった。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国出身の者達は機き動どう殻かくの重量と加速器任せに。

　P.A.Oda出身の者達は風に敢あえて巻かれる事で、風の術式を利用して。

　対する武蔵は安土を引き剝はがすように機動し、防護障壁で弾はじき続けた。更には、安定重視のために加速を緩めた安土よりも前に出て、

「点てん蔵ぞう様！」

　奥おく多た摩ま艦尾からの斜め打ちで、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドの光撃をぶち込んだ。

　安土中央前艦、艦橋部への直撃コースだった。
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・金マル：『メーやんスゲエ容よう赦しやないー！』

・●　画：『主砲って、要るの？』

・武　蔵：『正直申しまして、当艦の主砲は正まさ純ずみ様達の要請で装備したものでありますし、〝武蔵むさし〟としてはさほど必要性は感じていません。──以上』

・副会長：『おい！　やめろお前ら！　〝武蔵〟が拗すねて兼かね定さだの発射条件を厳しくしたらどうするんだ！』

・銀　狼：『正まさ純ずみ？　思い切り見えてる設定ですのよ？　貴女あなたの書き込み』
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　清きよ正まさは、動かなかった。

　自分は、中央前艦の艦首から移動中だ。武蔵上陸のために呼集を受けている。

　既すでに自分の役目は防御から変更になった。つまり、突き込まれる王賜剣エクスカリバーに対しては、

　……対応出来る者がいます！

　その名を、己は呼んだ。

「三みつ成なり様！」
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　白い光が空で激突するのを、点てん蔵ぞうは見た。

　……は？

　片方はメアリの王賜剣一型ＥＸ．コールブランドだ。だが、もう片方が何かと言うと、

「悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ!?」

　だが、色が違う。白を基調とした剣砲が、安あ土づち艦橋屋上から放たれたのだ。
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　光が衝突し、その激突部から四散した。

　剣の形の一発は崩れ、奔ほん流りゆうとして来ていた搔かき毟りの白光も解けて消えた。

　残るのは莫大な流体光が風に舞う光景と、

「まだです！」

　安土艦橋屋上で、三成の声が響いた。

　平ひら野のと〝安土〟を左右に、二人に半ば支えられながら、彼女が一つの武器を構える。手にしていた白い悲嘆の怠惰を背後の九連ストッカーに戻し、新しく引き出したのは、

「弓……！」

　弓型の大罪武装ロイズモイ・オプロ。憤怒の閃撃マスカ・オルジイだった。

　安あ土づちに面する武蔵むさしの左さ舷げん艦尾、青梅おうめの後ろ側にいた者達が、わ、と声を上げた。

「宗むね茂しげ弓の偽物だ！　当たらないかもしれないぞ！」

「いや、偽物だと当たるかもしれないぞ！」

「どっちだ!?」

　答えの代わりに、三みつ成なりが大罪武装の一撃を撃ち込んだ。
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　青梅左舷艦尾側に、威力が拡散した。

　憤怒の閃撃は、相手が良心として咎とがめているものから、その心の弱みを射い貫ぬく。

　吹っ飛んだ武蔵の面々はそれぞれ甲かん板ぱんを転がりながら、

「ああああああ！　この前買ったまま積んでしまった御神体がががががが！」

「うちも見よう見ようと思っていた動画を結局見ずに別の動画で上書きををををを！」

「御免なさい御免なさい！　つい清い目ではなく別の目で見た上に草紙までででで！」

　男女関係なく平等に吹っ飛んだ後で、防護障壁などを抜けて来た羽は柴しば側の戦士団が降り立つ。彼らは転がってのたうっている者達を捕ほ縛ばく術式で動けなくしつつ、

「く、……敵でなければ貴き様さまの痛みは共に語れるものを……！」

「そうよね！　想像の中だったら何しても許されていいわよね!?」

　などと言って道を空け、後続の降りる場所の確保に入った。

　床面などは防護障壁を埋め込む形で張り巡らされているため、表面上の一部だが、確かに橋きよう頭とう堡ほとなる場所が作られたのだ。
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　……大罪武装を、羽は柴しば本人も持っていたという事!?

　不ふ転てん百足むかでで高たか尾お艦尾の防護についていた成なる実みは、内心で眉まゆを歪ゆがめた。

　己は憤怒の閃撃を知っている。あれは上越露西亜スヴイエート・ルーシに預けられたもので、しかし総長である景かげ勝かつに敵対したマルファが有していたのだ。

　地理的に離れていたため、戦闘の機会は無い相手だったが、やはり隣国だ。たびたびその使用情報は届いてくるし、マルファ自体も知らぬものではない。ついでにいうと武蔵の副王としての姫が、気分で撃つのも何度か見ている。

　それを今、羽柴としての石いし田だ・三成が使用した。

「スペア、もしくは試作があったと言う事だろう」

　ウルキアガが静かに言う。

「本ほん能のう寺じで見たような統合処理による異形化は出来ていない以上、あの大罪武装は単なる武装の範はん疇ちゆうだと推測出来る。だが──」

「敵側に、厄やつ介かいな要因が増えたという事ね」

　どうするの、と己は問うた。自分達は今、高たか尾お艦尾にいるが、飛行能力がある。安あ土づちが左さ舷げん側にとりついている以上、遊撃部隊として迎撃に行くのは選択肢としてありだろうが、

・ウキー：『ナイト、ナルゼ、そっちはどうだ？』

・金マル：『あー！　こっちは艦橋側の楼ろう閣かく上から、上陸しようとしてるのを迎撃中！』

・●　画：『撃つだけ当たる入れ食い状態よ。堪たまらないわ！　上陸した連中は、とりあえず青梅おうめの防護システムに任せてからかしら！』

「防護システム？」

　眉まゆをひそめると、不ふ転てん百足むかでの操縦スペース内、顔の位置に表示枠サインフレームが来た。

　それが示すのは、戯ぎ画が化された戦士団が、何がどのようになるかをイラスト形式で示したもので、四手順程まで見て、己は理解した。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──少なくとも、役職者クラス以外は、排除するつもりなのね」
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　羽は柴しばの戦士団達が作り上げた上陸用の縄なわ張ばりは、青梅艦尾外がい縁えん三十メートル四方の場だった。

　元は居住区画などがあった場所だが、今は基本船せん殻かく部ぶが抜かれており、その縁へりとなる場所しか利用が出来ない。

　幅三十メートルの、平たい直線の開放通路。左は外そと舷げんの空で、右は十五メートルほどの段差を一段降りたら、防護障壁で封じられた基本船殻部の穴となる。そういう構図だ。

　上陸した羽柴戦士団は、砲火の下で周囲を見渡し、

「本来なら、この縁の外が軽輸送艦の接せつ舷げん場となって、荷物のＲＯＲＯライドオンオフをしている、ってところか。安土と同型艦ってのは、本当なんだな」

　だが、この通路も各所で装甲を立てた隔壁によって封じられ、寸断されている。

　三十メートルとは、そういう単位だ。艦尾側には青梅艦橋が存在しているが、通じる通路は装甲板で閉じられ、防護障壁もこちらに合わせて展開中だった。

「上陸、っても、ブックエンドみたいな壁あるし、隔離されたようなもんだなコレ」

「逆に私達がいる事で、ここに安土が攻撃出来ないのは、それはそれで困るわ」

　と、床面に爆砕術式を試していた班が、退避指示と爆発震動の後で、首を傾かしげた。

「駄だ目めだ！　床内部、防護障壁？　何かそんな加護がある！」

「何、全域でそんな処理なの？　どんだけ金持ちなの？」

「別にこっちが降りた場所にだけ適用してるなら、やりたい放題じゃない？」

　言っている間に、光が来た。

「え？」

　振り向くと、艦首側の隔壁から防護障壁が射出された。それは通路幅一杯の大きさで、

「来るぞ……！」

　掃き潰つぶす。そんな動きで飛んできた壁に、機き動どう殻かくの数人が向き合った。それぞれが身構え、突とつ撃げき槍やりを脇わきのハードポイントに固定しながら加速器に光を入れる。

　一瞬で高速域に突入した彼らは先頭から、

「フ！　マクデブルクでの市壁破壊に幾度となく吶とつ喊かんした俺おれのぐああああああああ！」

「馬鹿か貴き様さま！　マクデブルクで上手うまく行かなかったからこう改良型のぐあああああ！」

「二人とも！　まあいい！　二人のおかげで破損した箇か所しよに俺がぐああああああああ！」

　吹っ飛んで空に落ちていった三人に対し、残された隊員達は息を詰めた。

　隊長格の男が、迫る壁を見て拳こぶしを握り、

「くそう、うちの隊員達が頑がん張ばったのに役立たずにしやがって！」

「隊長！　もっと言葉を選びましょう！」

　言っている間に壁が迫った。もはや身構える暇も無く、

「うわああああああああ！」

　叫びが人数分だけ起きた瞬間。光が散った。

　砕ける光爆の中には、破砕音もついてきた。しかも声も、だ。

「大だい丈じよう夫ぶですの!?」

　そして皆は見た。防護障壁が流体光として四散する足元に、見知った姿がいる。それは、

「十じつ本ぽん槍やりの、糟かす屋や・武たけ則のり……！」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。今の一発はいいタイミングだった。やはり機械的に飛んで来るだけならば呼吸も歩数も合わせやすい。その上で、

「異族部隊、来てますの!?」

「五人程防護障壁に嫌われたが来てるよ！」

　背後、足音無しに降り立つのは上こう坂さかと稲いな田だを指揮役とした三十人程だ。全員、しかし武装は持っているが長銃ではない。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国名物、鉱石掘りのウォーハンマー！」

　金属加工に優れたM.H.R.R.の基礎を支えるのは鉱山事業だ。賢鉱石オレイ・メタロを掘り出すためには、並の道具では歯が立たない。ゆえに流体強化したり、賢鉱石自体を掘くつ削さく道具として使うが、

「──掘削で前に行きますわよ！　異族部隊、障壁を砕いて前に！」

　何故なぜなら、

「艦尾側だと、艦橋や艦尾甲かん板ぱんにいる敵勢が迎撃に出てきますわ！　彼らに対して自分達の防護障壁が障害となるように、中盤のウイングとなっている港脇わきまで前進！」

　言っている間に次の障壁が来た。上こう坂さかと稲いな田だが、ウォーハンマーを構えて前に走り、

「向こうの物理隔壁も砕いて構わないんだろう!?」

「三枚以上砕くと敵勢も寄って来てしまいますから、二枚までですのよ！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と背後から来た異族部隊の面々も、それぞれがウォーハンマーや土木ハンマーを持って前へと突とつ撃げきを掛けていく。

　……意外にありますのね、対防護障壁装備。

　ちょっと気になったので出撃前に問うて見たら、稲田が真ま面じ目め顔で、

「……金が無い時、深夜に教きよう導どう院いん前に馬車が来ているからな？　それに乗ると……」

　などと言い出したので流石さすがに止めた。

　自分の銀釘アルジヨント・クルウも同じ効果を持つがここは仲間達に任せるべきだろう。後ろ側、この場を確保した戦士団の面々に、己は振り向いた。

「さあ、行きますわよ！　ここより前へ！　外そと舷げんや内側から敵の航空機動団が来ないかどうか、貴方あなた達は対空迎撃と検知を御願いいたしますわ！」

　同時。行き先となる方から光の破砕が生じた。上坂達が、発射された防護障壁にハンマーを叩たたきつけたのだ。

「無償労働──!!」

　その掛け声はどうにかなりませんの？
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〝青梅おうめ〟は、多重化していくタスクの処理に追われながら、こう思った。

　……今日きよう、恐らく自動人形人生で最もツイてない日です……。

　さっきは可か児にの輸送艦で、今度は敵の上陸だ。羽は柴しば側がやってきて何が面倒かというと、彼らについての報告を他艦の全員と遣り取りしなければいけないのが辛つらい。

　皆はこっちだけと連絡しているのだが、こっちは他七艦分の対応だ。

「ちょっと！　ちょっと！　現場優先で返答遅れる事もあります！　いいですね!?」

　と共通記き憶おく内でやったら、〝品しな川がわ〟と〝村むら山やま〟が報告だけでいいと辞退してくれた。〝高たか尾お〟は同じ三番艦という事もあり、こちらが受けている事への対処を、自分の艦を使ってシミュレートしてくれるようなので有り難い。

　……でも〝奥おく多た摩ま〟とかどうなんですかね……。こっちの話聞いて意味あるんです、か？

　考えていると自動人形的に延々とぐるぐる回りになる事だし、聞いたところで向こうの見解が解わかるだけだ。こっちに得になるものもなければ仕事量が聞くだけ増える。

　なのでそのまま状況を確認していると、〝羽は村むら〟が手を上げた。

「敵部隊、左さ舷げんウイング手前で停止しました。隔壁を盾たてにウイング上の戦士団と散発的な銃撃の遣り取りを始めています。──以上」

　言われ、自分は艦尾側の戦士団と、艦中央側の戦士団の配置を確認。

　すると、ある事が解わかった。

「……敵戦士団は、こちらの各戦士団となるべく等距離をとった上で影響力を行使、自分達が一斉に潰つぶされないようにしていますね。──以上」

　厄やつ介かいだ。どこもかしこも味方と敵が等距離かつ等影響であるため、お互いが身動きを取れない。何処どこかの部隊や戦力を動かして迎撃に回せば、そこが手薄になってしまうのだ。

　強敵ではないが、難敵だ。

　しかし、それ以上に気になる事があった。相手は防護障壁を発生する隔壁を盾たてにしているが、

　……隔壁は、防護障壁を発生し続けている!?

　動いている。ちゃんと出力を送れば、障壁を発射する。しかし、敵を排除出来ないのは、

「発射面を潰されているのですね？　──以上」
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　糟かす屋や達が取った防護障壁発射阻そ止しの方法は、単純だった。

　……発射する壁を結界で封じてしまえばいいんですの。

　障壁の発生は、隔壁の内部からだ。恐らく壁の内部に流体経路が通っており、そこに術式が流されて障壁が発射される。

　破壊をする事は可能だが、それをすると敵に近づいてしまう。障壁を盾にして、遅滞状況を作る事で後続の上陸を促すのがこの場の目的なのに、だ。

　ならば、隔壁を加工して、障壁の発射に干かん渉しようすればいい。

　ゆえに符ふだ。

　しかし貼はり付ける符は、何でもいいという訳ではない。

　用いたのは、土地の浄化と広さの確定を行う地じ鎮ちん祭さい用の結界術式だった。隔壁の正面の空間を地鎮すれば、そこに〝結界〟が生まれ、隔壁は外壁ではなく、内壁の一枚となる。

　防護障壁の設定は、艦内に影響を与えない屋外用。ならば、結界によって〝内〟となった空間には防護障壁が通らず、結界の〝外〟となる境界線を壁として、発射される。

　ただ、これを行うには条件が必要だ。

　なによりも結界の設置を素早く行う事。そしてある程度の出力の高さと精度、更には、

　……相手の術式の基礎となる主社。その理解が必要ですの。

　この辺り、平ひら野のが対応したものだが、結果として上手うまく行った。

　現在、二十メートル四方の結界が、自分達の自由な場となっている。

　平野については流石さすがと言うべきだろう。十じつ本ぽん槍やりの巫女みことして、流体関係の得え手てと言えるが、

「……浅あさ間ま神社に、やはり詳しいんですのね、平野は」

　今、安あ土づち城じようから武蔵むさしの各所の動きを流体的に検知し、尚なおも自分なりの手て筈はずを進めている彼女は、こちらを見ているだろうか。

　不定期なタイミングで発射される巨大な防護障壁の間際にて、己は叫んだ。

・黒　狼：『後続！　誰だれが来ても大だい丈じよう夫ぶですのよ！』
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　福ふく島しまは、深く息を吸った。

　安あ土づちの左さ舷げん前艦。その左舷装甲上だ。

　本来ならば側部である筈はずのここが、今は武蔵むさしへの飛び込み台となっている。そしていつもならば輸送艦を射出するカタパルトが、その発射術式部を組み替えて分散し、個人用の射出システムに置き換えられている。

　視線を上げれば、己の隊として二百人程がいる。誰も彼も、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いで麾き下かの時間を過ごし、賤しずヶ岳たけの戦いでは他部隊に分隊合流していた者達だ。

　今、風を右に浴び、背後に砲撃と防護障壁の破片を散らす武蔵を置き、己は言った。

「今夜、また皆と出場出来て幸いに御座ります。──備中高松城以来となるが、以前が死線に近いものであったのに対し、今回は完全に任務に御座ります」

　つまり、

「任務を遂すい行こう出来なければ、死しても無意味。そのつもりで頼むで御座ります」

　言葉を向けられた者達。M.H.R.R.神聖ローマ帝国の学生を中心とした布陣は、ただ深く頷うなずいた。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　Ｔｅｓ．、Ｔｅｓ．、Ｔｅｓ．、余計な事はなく、静かな了承に福島は己も首を下に振った。

「忝かたじけない」

　やや迷ったが、右手、西の空を見た。

　月は出ていない。そして並ぶように、駆けつけてきた清きよ正まさの部隊もいる。あちらはちょっと笑い声など起きていて、リーダーとしての清正らしいと思う。だがその一方でこちらは、

「また、現場では単独で戦闘を行う事になるで御座りましょう。皆にはそれぞれの任務を果たして頂きたく思うで御座ります。そして──」

　己は、頭を下げた。

「よくここまで、ついてきてくれたもので御座ります」
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「気にしないで下さいよ、班長」

　という戦士団の声を清正は聞いた。

　……あら。

　福島の班の方だ。今回は班制で内部を幾つかの隊に分ける、という方法を取っているが、あちらの各隊が、頭を下げたままの福ふく島しまに慌てたような声を掛けていた。

「そりゃあ、俺おれ達だって、いきなり入ってきた班長達には疑念を持ったもんさ」

　ああ、と己は思った。

　もともと、十じつ本ぽん槍やりには候補者達が居たのだ。それを自分達が破って今の地位につき、去った者達は真さな田だへと移った。

　その一人である海うん野のとは、夏休みにいろいろと言葉を交わした。親友、と言っていいかどうかは解わからないが、思う分にはそうしているのが今の己だ。それが錯さつ覚かくであったとしても過去に相応の事をしたのだから仕方ないとも思える辺り、夏休みの真田は楽しかった。

　彼らを慕った者達が、今、こちらについてくれている。

「──だけど班長、何かいつもスゲエ必死で、でも各所でちゃんと結果出してくれて」

「気付くと単独でえらいのと戦闘してるけど、俺達その間に自分の仕事出来てラッキーって」

「持ちつ持たれつの、結果よければ、ってやつですよ」

　ハ、と若い隊員が声を吐いた。

「正直、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いまでは、信用してなかったよ」

　だけど、

「班長がいなけりゃあ、俺ら、あの加か藤とう・段だん蔵ぞうに蹂じゆう躙りんされてた。それでなお──」

「班長、加藤・段蔵に認められてくるから、私、参ってしまいましたよ」

　女性隊員が指差すのは、福島が頭部の展開装甲につけている青い羽根だ。

　そうそう、と一人が言った。

「俺は清きよ正まさ先輩のファンだから、安あ土づち上の楽団レースで残念半分に認めてましたけどね！」

　……あ、ああう？

　こっちが赤面するターンだろうか。ただ皆はそれぞれが自分はいつからだったかと話し出し、それに呼応するように自分達の班にも話題が伝染うつった。

　正面、いつも全体を任せている隊長格が、福島班を見て、

「──班長」

「何です？」

「私達にとっては、班長達は、もう、いなくなった信のぶ長なが様より、大事なんです」

　ですから、と言葉が続いた。

「──随ずい意いに。同道いたします」

　それに、と福島班でこちらに振り向いた隊長格の一人が言った。

「俺達のクラスでも、このところで創そう世せい計画の事聞いて、何となく解ってきたんでさあ。

　班長達が、何で、俺達に何も言えず、上役達から貴重な存在扱いされて、でも俺達のフォローや矢や面おもてに立っているのか、って」

「言われなくても、行動が示してくれますって」

「信じるとか、信じさせるってのは、言葉もですが、やっぱ行動なんで」

　だから、と彼は頭を下げたままの福ふく島しまに言った。

「班長、今夜のために、今までやってきたんでしょ？　だったら頭、上げないと。何も言えないから行動で示してきた班長が、ここで頭上げないと、駄だ目めスよ」

　一息。

「頭上げる行動で、俺おれ達がしてきた事が正しかったと、教えて下さいよ」

　言われ、それが許可だったのだろうか。

　福島が顔を上げた。

　前を見て、笑った。言葉を作らず、表情をただ変えた。その上でもう一度頷うなずき、

「──目標を武蔵むさし各艦の艦橋部の破壊とするで御座ります。方法は委細構わず、その間、障害があれば、各隊、または代表でそれを排除。つまり──」

　つまり、

「──皆様が何を何処どこまで出来るかが勝負。余分なものの内、対処出来ないものは拙せつ者しや達や安あ土づちに任せて頂くもので御座ります」
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　おお、と気軽い声が正面から幾つかあがったのを、福島は見て、聞いた。

　それぞれはようやく顔を見合わせ、

「まるで俺達が主役のようだな」

「俺はいつでも脇わき役やくになったつもりはないぜ？」

「ああ、お前が主演の舞台、いつもバッドエンドだもんな！」

　などと言い合った後で、踵かかとを合わせ、整列した。先頭の隊長格が息を吸い、

「Ｔｅｓテスタメント．！　──任務了解いたしました！　総員全力を尽くす事をＴｅｓ．の名の下に！」

「Ｔｅｓ．、──誠、その通りで御座りますな」

　己は言って、背を向けた。

　砲撃と破裂する防護障壁の群の向こう、そこに見える白と黒の艦に対し、

「聖せい譜ふが運命の表現だとするならば、全ては聖譜のあるがままに。──Ｔｅｓテスタメント．」
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　鈴すずは、武蔵の操艦を慌てずに行っていた。

　難しいのは、自分に対艦戦闘経験があまり無いという事だ。これは自動人形達も同様で、彼女達は知識があっても経験が薄いため、そこから最善を選択する事も難しい。

「すみません鈴様、武蔵の戦闘経験で、近距離の砲撃の遣り取りとなると、アルマダ海戦や三み方かたヶ原はらの戦いという、あまり参考にならないものばかりでして。──以上」

「あ、ああ、うん、そうだよ、ね」

　でも、お互いが話し合うようにして安あ土づち側の動きを解読していく事で、戦術めいたものは見えてきている。

　一番気をつけねばならないのは、

「現状、側面につかれてからだと、横に距離を取るのは危険……？」

　これは、安土に誘導されているのかもしれないが、恐らく事実だ。

　安土の艦上、砲門の殆ほとんどは九十度真上を向く事が出来ず、輸送艦突とつ撃げきにも用いられるカタパルトはやはり側面についている。下手へたに距離を取ればそれらを活用されるのは明白だ。

　とはいえ安土は武蔵むさし同様に前後長が長い。真上を向けない砲門でも、角度を変えてそれ以外ならば撃てるし、副砲も追尾や誘導式があるため、砲撃が無い訳ではない。

　これは武蔵側からも同様で、お互いは決定打を打てないが、だからこそ距離と位置を保っていく戦術がとられていた。

　有り難いのは、やはり〝枝えだ葉は継つぎ〟などを使用した防御迎撃システムだ。至近の砲撃は、懐ふところに入られると危険だというのが解わかっているため、安土に向き合う左さ舷げんでは敢あえて中心軸を右う舷げん側に持ってきて対応。賄まかなえない範囲は右舷艦の自動人形達が代理処理を行う、という方法をとっている。

　幾つかの被弾はあるが、深刻なものではない。相手の砲門が作る砲撃範囲を全て抽ちゆう出しゆつし、重ねる事で、逆に安全地帯が何処どこかも割り出せた。

　だが、そこに流れが変わる要因が出てきた。

　……上陸部隊！

　安土側も、こちらの砲門の動きから安全地帯を読み取っているのだろう。防護障壁と艦上戦士団の迎撃に任せているが、幾つか〝強い力〟があった。

　防護障壁を連続して砕き、武蔵上に辿たどり着いた者達がいるのだ。

　……あれは──。

　知っている。後続の部隊を引き連れ、これまで踏み込んでこなかった艦上中央部へと乗り込んでくるのは、

「羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりが、来た、よ……！」
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　敵の主力が来た、という事にまず最初に反応したのは、奥おく多た摩ま艦首甲かん板ぱんのトーリだった。

「我が王？」

　というミトツダイラの頭と全身を後ろから抱え、匂においを嗅かぐ。その事にミトツダイラが赤面と硬直し、動けなくなっていると、彼は周囲のホライゾンや喜き美み、浅あさ間まを呼び、

「ほらほら、ネイトから漂う戦闘の御加護」

「ああ、お寺にある線香のアレ的なヤツですねトーリ様」

　皆が仰いで狼おおかみの気配を自分に纏まとうようにしていく。が、当のミトツダイラは、

「私、そういう加護がある程の存在じゃありませんのよ？」

「俺おれらにとってはそうだよ、ネイト」

　笑って言われ、銀ぎん狼ろうが僅わずかに黙った。そして彼女は、ややあってから、

「我が王の守りのため、──行ってきますわ」

「いざとなったら本舗──、ねえんだった！　まあ何処どこか逃げてっから、俺達の匂におい追ってやって来いよ？」

　成程、と狼が苦笑した。直後、トーリは己の唇に親指を当て、その指を騎士の唇に当てる。

「この匂いな？」

「……さっきのと混じってしまいますのよ？」

「でも絶対に見つけてくるだろ？」

「我が王の第一の騎士ですもの」

　じゃあ、とお互いが軽く手を振り、銀狼が瞬しゆん発ぱつした。

　後に風だけ残し、狼の姿はもう甲かん板ぱん上の何処どこにも無い。

「速はええ！」

　出撃したのだ。







[image: 第十九章『陣の攻防者達』]
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　大おお久く保ぼは、奥おく多た摩まの艦首甲板から、艦首舳へ先さき側に移動していた。

　艦首甲かん板ぱんは総長達が居る。巻き込まれたくない。というか自分は武蔵むさし全体の掌しよう握あくが仕事だ。

　ついでに言うと総長本人については、

　……一緒にいる連中だけで充分やろうなあ。

　今もそうだ。

・賢姉様：『あら？　浅あさ間ま、何か上の方からこっち降ってくるのがいるわよ？　三人程』

・あさま：『え？　あ、すみません。ちょっと今、流体経路の組み直しになってしまっていて、あまり手が割けないというか、〝奥多摩〟に頼めませんか？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、では着地を狙ねらって、ホライゾンの両腕が無敵対空を根元から』

・俺　　：『オマエ何参考にしたの？　あ、でも、ねえ浅間。ちょっと忙しい中だけど、浅間のスパっと射るの久しぶりに見てみたい感じ？』

・あさま：『もう、トーリ君ったら、仕方ないですね』
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『ぐあああああああああ！　な、何だ!?　武蔵中央後艦の甲板から狙そ撃げきだと!?』

『何だアレ！　後ろ向いたまま撃って三人仕留めたぞ！』

『あー、待って！　待って！　こっちの降下軌き道どうに入るまでぐあああああ！』
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・金マル：『何かアサマチのヒットカウントがいきなり上がって来た？』

・●　画：『ちょっと待って！　景品出るのよ！　負けてられないわ！』

・あさま：『え？　何ですトーリ君？　飛ぶ前のを射てるか？　ええ、届きますよ？』

・ホラ子：『浅間様！　仕事の片手間に片っ端から仕留めていくとは前ぜん代だい未み聞もんですな！』
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　大久保は、空の一角で『この空域を通過するのはＭＵＲＩ』という表示を初めて見た。

　……まあ、表層部を地味に来るまで、あそこは安あん泰たいやな。

　とはいえ、幾つかの動きが出ている。最初の上陸地点は青梅おうめ後部。そこから敵は中央外そと舷げんのウイング近くまで移動し、他の者達と合流。今は、幾つかの集団が艦上に存在している。

　それが十じつ本ぽん槍やりだ。

　光学観測されたところ、福ふく島しま・正まさ則のり、加か藤とう・清きよ正まさ、糟かす屋や・武たけ則のりが来ている。

　更には、村むら山やまの方でも上陸があった。こちらは艦首側で、場所をキープせず艦上へと移動している。

「下に潜ろうとか、村むら山やまや青梅おうめの艦橋は狙ねらわんのやな」

　武蔵むさしが八艦構成だというのを理解した上で、中央艦狙いなのだろうか。無論、基本船せん殻かく部ぶの穴を埋める装甲板や防護障壁を破壊し、下に行ったところで、そこは閉鎖空間だ。

　下では、補修用の資材を利用して各ブロックで敵を閉じ込め、必要ならばそのブロックごと外へとパージする手て筈はずになっている。区画によっては、補修資材である粉末状態の凝固剤や、水などで相手を埋める事も可能だ。

　地下の方が危険やな、と思っていると、青梅表層部を覆う防護障壁が三枚程消えた。

　上を通過しようとしていた敵戦士団を、飲み込んだのだ。
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『うわああああ！　落ちたら狭いブロックで、上から同人草紙の不良在庫が！』

『お、俺おれ達の方は何だコレ！　羽は柴しば様と信のぶ長なが様ネタだ！　ああっ、読んでしまう……！』

『こっちのブロックはそのまま外に通じる垂直通路で水流れてるんですけどおおおおお！』
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・未熟者：『くくく！　僕の不良在庫に埋まって、僕の本の虜とりこになるといい！　ああ、不良在庫が多くて良かった！　武蔵のためになる！　強がりじゃないぞ！　違うからね！』

・貧従士：『単純に、書記の本を二度と読みたくないヘイトが発生しませんか？』

・多　摩：『敵の通つう神しんを傍ぼう受じゆしているのですが、各国弁に翻ほん訳やくされたナルゼ様の同人草紙通販が盛んに行われているのは何故なぜですかコレ。──以上』
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　ともあれ内部パージが行われ、捨てられる。

　その報告と、上面の防護障壁が張り直されるのを見て、大おお久く保ぼは一息ついた。

　……戦士団クラスなら、この対処でいけるやろな。

　一番注意すべきは加か藤とう・清きよ正まさのカレトヴルッフだが、〝武蔵〟が言うには、

「艦体ならば、単純構造ではないので、両断される前に防護障壁や内部強化加護で止められます。厄やつ介かいなのは武蔵むさし野の艦橋など、ある程度統一構造の重要物を狙われた場合です。──以上」

　との事で、加藤・清きよ正まさがどう振る舞うか注目されていたが、彼女は青梅艦尾側の中央回廊部分の確保に向かったと聞く。どうやらカレトヴルッフで奥多摩の駆動系や燃料系を狙うのではないかと推測されており、それが失敗したら青梅ちょっと覚悟しとけよ、と言われてもいる。

・青　梅：『ちょ、ちょっと特とく務むの方！　穏おん便びんに迎撃お願いします！　──以上』

　まあ確かにそのくらい焦るわな、と同情するしかない。

　そして敵も学習する。ここから先、敵はきっと基本船せん殻かく部ぶの穴上を通らない。または通るには何か特別な手段を用いるようになるだろう。

　同じようにこちらも、迎撃の態勢を整える。まずやるべきは、基本船殻部の穴以外、つまり表層部の回廊の封鎖と、それを利用した迎撃だ。通路上を走ってくる相手に対し、その突き当たりから待ち伏せを行うのは有効で、バリケードを組めたら更にいい。

　資材はあるのだ。防護障壁も出せる。

「それでいて突き抜けてくるのは特とく務む級以上やな」

　と、そこまで呟つぶやき、ふと思った。

　……来るのは、人だけか？
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　大おお久く保ぼは、今の自分の思考に危険を感じた。

　厄やつ介かいだからそう思ったのではない。何となく思った言葉に、危険な意味を感じたのだ。

　つまり今の言葉に、何気ない見落としがある。それは、

　……来るのが人ではないなら、人以外の、到達、か？

　違う、とそう思った。大体人以外のものならば、既すでに異族部隊も来ているのだ。だが、

「────」

　先程の浅あさ間ま神社代表の狙そ撃げきを、己は思い出した。

　今、安あ土づちと武蔵むさしの間では、至近距離の殴なぐり合いとも言うべき、砲撃の遣り取りがある。

　だが、それを抜けて浅間神社代表の狙撃が至ったと言う事は、

　……小型の飛ひ翔しよう物ならば到達する！

　そうだ。既に左さ舷げんの戦士団が、射撃で敵の上陸を迎撃している。それは当然、左舷側と安土との応おう酬しゆうだが、たとえば浅間神社の代表クラスなら──、

「否、そうそうおらんやろ」

　思わずツッコミを入れてしまうが、あそこまで長距離叩たたき込めなくてもいい。

「──襲しゆう名めい者しやクラスの狙撃手や。いる筈はずやろ、向こうにも」

　その相手はここまで、恐らく、左舷側の戦士団に対しての示じ威いを行っていただろう。下手へたな動きをしたら差すぞ、という牽けん制せいとしての狙撃だ。しかし今、戦局は当初段階から一つ、二つと進んでいる。そしてその流れに先に乗った方が、次の動きへとシフトする。つまり、

　……人員の位置が定まった上での要人狙撃や！

　思った瞬間。己は叫んでいた。今、目立った位置にいて、無防備全開なのは誰だれか。

・長安定：『副会長！　狙ねらわれとるで！』

　言って確認した表示枠サインフレームの中、武蔵の艦上インフォメーションを利用した各地状況のライブ画像の中、光が一つ散った。

　教きよう導どう院いん前の橋上で、飛ひ翔しよう物が炸さく裂れつしたのだ。
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　その一撃は、威力を発揮した。

　武蔵むさしの検知を逃れるため、発射時は加速術式で速度を上げるが、すぐにそれを切らして、ただ物体として相手に向かう。

　狙ねらったのは、武蔵アリアダスト教導院橋上の副会長だ。

　距離にして約三キロ。高速の風と、艦同士の引いて戻す動きの中だが、パターンはある。あとはそれを読み、対象物に着弾したら、内部に仕込んだ術式が発動すればいい。

　だから風を読んだ。

　これをするために、幾度となく、仲間の援護として武蔵の左さ舷げんに狙そ撃げきを行い、誰だれかを撃つよりも、たとえば彼らが盾たてにしている壁や床にわざと音を立てるように撃ち込んでやった。

　狙いは上々。艦間の風が解わかった時点で、あとは安あ土づち側でそれを基軸に武蔵の間を流れる風を推測して貰もらう。

　貰った。

　ならば後は簡単だ。安土艦橋の自動人形を一人、観測役としてつけて貰い、こう言えばいい。

「──行って、ヤタガラス」
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　鈴すず木き・孫まご一いちは、放たれた弾丸の行く手を追った。

　魔神の血は、夜尚なおその性能を発揮する。そして弾丸は確かに到達した。武蔵の教導院前、橋上にて着弾し、炸裂した。

　当たった。傷つけた。だがそれは、武蔵副会長ではない。

「──武蔵第二特とく務む！」

　半竜が、光の散った向こうで、左の腕を構えていた。

　対人用の弾丸を、その装甲がガードしたのだ。
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　正まさ純ずみは、何が何だか解わかっていなかった。初め、大おお久く保ぼから表示枠サインフレームが来たのは憶おぼえている。

「おお、頼んでいた仕事が出来たのか。流石さすが大久保」

　と思っていたら、ドっと来てビっと光が散って、バっと風が来てウルキアガがそこにいた。

　何とも語ご彙いの少ない話だが、理論的に言って大事なのは感覚だ。違うか。

「というかどういう事だウルキアガ！」

　問う。すると安土の方を見上げたまま、半竜がこう言った。

「ああ、成なる実みが安あ土づちの上方を見て言ったのだ。〝マンネリ〟が続いているわね、と。

　だから拙せつ僧そうはこう思った。──最近、確かに教きよう導どう院いんものばかりレビューしていたな、と」

・副会長：『おい伊達だて家け副長、ちょっと家の通神帯ネツトを規制した方がよくないか』

・不退転：『止めろといったら隠れてやるから、目の前でやられた方がいいわ。食事の時とか彼が何処どこ行ったか探す必要ないし』

「そうだとも正まさ純ずみ！　見られながらの攻略はいいぞ！　ちょっとキャラが被かぶって重ねて見てしまった時などぞくぞくするからな！」

　何言ってるか本気で解わからん。

　だが、自分が何をされたのかは解る。

「狙そ撃げきか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、手て練だれだ。──あそこにいる」

　言われて見上げてみるが、半竜でもない自分では解らない。しかしウルキアガは、翼を軽く広げて小さく笑った。

「鈴すず木き・孫まご一いちだ。──特とく務む級。こうなった以上、拙僧が担当だな、あれは」
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　鈴木・孫一が、背後の空に飛ばしたヤタガラスから一撃を放ったのを、小こ西にしは見ていた。

　……随ずい分ぶんと準備掛けたなあ。

　目で追った。

　弾丸の行く先ではない。それはとっくに防がれた。

　今や壁のように横転状態で空を滑走する安土の上、しかし左さ舷げん後艦の破損した艦底部の縁へりに、孫一が立っている。己はその全てを、光景として見ているのだ。

　彼女の視線はずっと武蔵むさし宛あてだ。

「……何や、武蔵に、それなりの思い入れがあるんか」

　声を掛けた。すると孫一はこちらに鋭い視線を向け、艦首側に歩き出し、しかし、

「──何というか、自分の見る目の無さというか、運の無さに憤いきどおるんですよ」

　一度吐息して、視線を緩めた。再び、武蔵の方を見るのは相変わらずだが、

「以前、P.A.Oda側に身を移す時、やはり襲しゆう名めい者の移動は目立つし、その戦い方ゆえ敵も多い事から、武蔵を仲介したんですよ。気を遣えと、言われもしましたし」

　知ってる。だが、今はそういう時間帯ではない。

　ただ己は、眼下から届いてくる砲撃音と刺激に身を震わせつつ、

「武蔵、どうだったん？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そこでいろいろ見聞きし、自分もそれなりに干かん与よしましたが、上手うまく返されたりして、なかなか賑にぎやかな場所でした」

　そやろな、と、己は頷うなずいた。孫まご一いちが言いたい事は、それなりに解わかってはいる。

　自分とて、武蔵むさしから羽は柴しば勢に身を移したのだ。

　己の襲しゆう名めい先が関せきヶ原はらの戦後処理で処刑されるのは解っていた。しかし権益や、父から続く小こ西にしのイメージもあり、やはり襲名は欲した。

　欲深くて何よりだ。商人として誇るべきだろう。だから、武蔵にいては危険だと思った。当時の武蔵はまだ聖連の言いなりで、死の強制が有り得たのだ。

　父の手配で羽は柴しば側に身を移すのは、楽だった。

　こちらで名を上げ、有能と認められれば、〝死は解釈で済む〟かもしれないと、そう思い、去って行く武蔵を見て、将来、敵になるかもしれないのだな、とその時は漠ばく然ぜんと思っていた。

「だが、今はどうや」

　あの頃ころの武蔵は、まだ、〝無能〟だった。

　その意味で問うた先、孫一がもう、こちらに背を向けた歩速で、こう言った。

「覆くつがえされ続けるのは、これで終わりにしたいですよ」

　そやな、と己は頷うなずいた。

　鈴木・孫一。

　彼女が羽柴側に身を移したのは、自分と同じような現実的な判断だろう。

　強者の側につき、安定が欲しい。そういう事だ。

　中東、砂さ漠ばくの民の出身なのだ。
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　……なかなか終わらないですね。

　孫一は、武蔵へ行こうと決めた。

　戦うのだ。

　この安土に乗り込み、〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟を手伝おうという意思はあった。

　しかし周囲の者達、特に十じつ本ぽん槍やりや彼らの部隊の思いを見ていて、こう思ったのだ。

　……この戦いのため、か。

　十本槍が、何故なぜ、武蔵への対抗部隊となっているのか自分も薄々気付いている。彼らは何もかも黙ったまま、ここ数年を凌しのぎ、ただただ実績で信頼を得てきたのだ。

　自分とは違う。

　彼らは、自分達の望む未来のため、戦っている。創そう世せい計画で関係を失い、何もかも白紙となるとしても、そうする事で〝終わり〟から未来を守るつもりなのだ。

　自分は違う。

　砂漠の民として、幾つもの戦いや政治に巻き込まれるのが嫌で、安定した場所を求めて戦ってきたのだ。

　無論、襲しゆう名めいもして、何処どこでそれをやめてもいい状況ではあった。砂さ漠ばくの民という出しゆつ自じも、極きよく東とうの産土うぶすなや氏うじ子こというアバウト制度の前では無意味な過去だ。

　ただ、幼い頃ころ、事件があった。

「聖せい譜ふですよ」

　自分の家が所属していた教きよう導どう院いんが、歴史再現として「やがて使われなくなり、放ほう棄きされた」時、解釈で済むだろうと思っていた周囲の人々は、自分の親も含めて追い込まれた。

　父と母は商人だったようだが、土地の王の屋敷に住み込みとなり、歴史再現としての階級通り、身分を剝はく奪だつされた。

　自分は、将来のある身として、彼らのはからいで身分を保った一方、移動商人に預けられた。

　しかしそこから先、国もまた消え、己は銃を手に取って抵抗を始めたのだ。

　相手は、P.A.Odaだった。

　だが感情任せの抵抗は細る。

　水も無く、食糧も無く、金も無く、頼るものも何も無い、という状況は、身に染みた。

　熱ばかりの砂漠で、下手へたに動けなくなって日陰に籠こもり、二、三日をただ過ごす、というのも何度となくやった。今思えば、狙そ撃げきの〝待つ〟力はそこで身についたものだ。

　だから襲名し、感情任せの抵抗を終えられる段階になった時、こう思った。

「安定が欲しい」

　流る浪ろうせず、部屋を与えられて寝場所があるだけでも御おんの字だと思う。それが一生、確定するならば、どれだけ有り難い事か。

　変わらない己が欲しい。心底安定というものに憧あこがれる。

　だからその当時、武蔵むさしという選択肢は無かった。松まつ平だいら勢は極東を治める勢力と言っても、松平・元もと信のぶは三み河かわに封じられているし、P.A.Odaとも親しい。もしも覇は権けんをとろうとすれば、欧州各国が武蔵を潰つぶしに来るだろう、と、そう判断したのだ。

　ならば羽は柴しばだ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国と協働しているのがいい。羽柴の歴史再現が終わっても、M.H.R.R.としての安定がある。

　三十年戦争では敗戦国だが、今の羽柴の動きから言って、〝解釈上の敗戦国〟になるだろうと、そう判断したのだ。

　……これで安定する。

　そう思ったら、違った。

　聖連の言いなりになっている筈はずの武蔵は、三河で反攻した。

　かつて一度寄って、賑にぎやかな場だと、おとなしくしているからこその平和な場所だと思っていたものが、抵抗したのだ。

「じっとしていれば、自由はなくとも安定していたでしょうに」

　しかし彼らは、自由を求め、その上での安定を求めている。

　彼らは抗あらがった。

　自分はどうだ。

「どうですか」

　自分は今、最大の安定の前にいた、その筈はずだった。

　羽は柴しば勢として、安定した生活を約束されていたという、そんな事実の事ではない。

「創そう世せい計画ですよ」

　何もかもが、忘れ去られ、また始まる。

　自分の出しゆつ自じも、復ふく讐しゆうも、やってきた事の無意味を認めるための安定も。

　そして自分を否定するような、賑にぎやかな場も何もかも、創世計画の前では無くなるのだ。

　約束された無という、安定。

　そこからならば、自分は、自分と違うものを認められるだろうか。それとも、

「行きます」

　許可は得ている。ゆえに射出場から、皆を見渡し、手を振った。

　勝てばいずれ忘れてしまう皆が、手を振って、前を指差した。

　皆同じだ。行く先に武蔵むさしがあると思った瞬間。

「行くよヤタガラス」

　己は砲撃と流体光の舞う空に飛び出した。
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　鈴すず木き・孫まご一いちが戦場に投入された、という報を聞き、アデーレは息を詰めた。

　……あの長銃の使い手が、ですか!?

　以前、自分達が二年生の始まりの辺りで、出会った事がある。どことなく冷めたような、距離をとる事を忘れない人、というイメージが残っている。

　既すでにP.A.Oda側へと移る事が決まっていて、確か雅が楽がく祭さいで、その辺りに探りを入れた第一特とく務むが、自然に見えるように横でオタ芸入れて超迷惑掛けた。

　中東の砂さ漠ばく出身となると、相当な苦労人だ。

　そういった人が、この戦いに何を思っているか、ふと考え、

「──そっか」

　周囲の戦士団が、空を見上げて間を空けるのを見つつ、己は呟つぶやいた。

「創そう世せい計画の賛同者が多いのは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国とP.A.Odaには三十年戦争の激化や、中東での厳しい生活などを経てきた人達もいる、と、そういう事なんですね」

　武蔵むさしは、聖連の締め付けなど有るが、空を行く事が出来る。無論、閉鎖空間なので、その中では共食いなどもあるが、ある意味、外界に抵抗するという共通意識はあるのだ。

　だが本土側では、逃げ場がある場所は、ほとんど無い。

「だとすると、やはり、辛つらい時はありますよね」

　と、己は、横に来た巨きよ軀くの腰の辺りを軽く叩たたき、頷うなずいた。

　この人誰だれでしたっけ、と思ったが、確か一回見ている。なので、

「そう思いませんか、──駒こま王おう丸まるさん」

　己は、そう言って、動きを止めた。

　数秒。相手の腰を叩いたままで不動となり、ややあってから、周りを見た。

　皆、既すでに背を向けて三十メートル程遠ざかっている。

　……早！

・俺　　　：『おいおいアデーレ、オメエ、横のデカいの誰？』

　己は全開で息を吸って叫んだ。

「敵襲──!!」
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　面倒な事だ！　と義よし康やすは思った。

〝義ぎ〟を飛ばす。同時に青梅おうめの表層部で光が炸さく裂れつして水平ラインを薙なぎ払うのが見えた。駒王丸が口からの流体砲を吐いたのだ。

　気になるが、そちらは従士が対応するだろう。自分としては、逆にこれを隙すきとみた。

　武蔵むさしの上に、明らかな〝力〟が発生したのだ。相手側にとっては、攻めるべき時間として認識されているだろう。

　ならばここで自分がカウンターを入れる。武蔵から貰もらった敵砲門の安全地帯を跳ねて行き、天上に回るまで三秒と少々。背翼に風を切って身を回せば、安あ土づちの左さ舷げん上側に全身を広げた。

　敵は反応が出来ていない。駒王丸の攻撃を見て、今こそだと前のめりになったからだ。

　行ける。敵の頭上を越え、一刀を振りあげ、両脚を振ってバランスを整えたら、

『……！』

　反射的に見えた光に、身を回した。空中でスピンして、身体からだ二つ分横にズレる。

　直後。己がいた位置を光の柱が突き抜けた。

　……竜砲！

　何が起きたかは既に解わかっている。何が相手かが解る事が重要だと思い、見た眼下。そこに安土の艦尾から空中へと投下された巨大物があった。

　全長八十メートル。双の前足が翼という形状のそれは、

『機竜〝大気不足〟か！』
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　義よし康やすは見た。機竜〝大気不足〟が、そこにいるのを、だ。

　安あ土づちの艦底にあるのは輸送艦などを受け入れるドックだろう。そこから投下された機竜は、本来そこにあるべき航空艦などに比べれば一回り小さいサイズだ。

　機竜が、投下と同時に上空にいるこちらへ竜砲を撃てたのは、その大きさの差によるクリアランスで、最初から上を向いていたのだと推測出来る。だが、

　……あれは──。

　機竜が、落ちていない。いる。

　空中に投下され、竜砲を撃ったというのに、ドックの開閉口の直下にいる。

　そして機竜が、ゆっくりと一歩を踏んだ。安土の底面に足を掛け、しかし這はい上がる動きではなく、肩から上へ、こっちへと全身をぶち込んでくる動作で加速した。

　対する己は一瞬で判断を下す。

　敵の上昇と疾しつ走そうに構う事なく、その正面へと両翼を広げ、飛び込んだのだ。

『侮あなどるなよ……！』
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　交こう錯さくは刹せつ那なだった。

〝大気不足〟を操縦する鍋なべ島しまは、自分の視界が広い事を悟っていた。

　緊張はしている。鼓動も速い。それでなお、正面よりも広い位置までが見えている。

　……これは──。

　全身を預け、感圧で動かす操縦システムに、違和が無い。

　身体からだを、どのように動かせば〝大気不足〟が動作するか、知っている。

　解わかっているのではない。知っているのだ。誰だれかから、動作について質問されたらあっさりと答える事が出来る程に、知っている。

　解っているという程、他人ひと事ごととして力んでいない。

　自分の身体のように、ただただ知っているのだから、だから己は、一度目を閉じた。

「ああ、この視界の広さでも、まだ、狭いんだわ」

　何故なぜか。それは〝知っている〟。真さな田だでどれだけ訓練をしたというのか。

　操縦に不安はない。もはや機竜の動作は自分のものとしている。

「ただ、あたしがビビっているだけだわね」

　言うと、力が抜けた。そして目を開けると、

　……おお。

　先程よりも、遙かに広い視界があった。眼下には安土の艦底が鉄の壁のように広がり、その上には夜の空が仰向けにある。大気の冷たさを色で感じられるのを贅ぜい沢たくだと思った。

　そこに敵が来る。正面だ。故に自分は飛び込んだ。今までよりも、

　……走ろう。

　加速ではなく、走る。

〝大気不足〟は機竜だ。機械だから、加速するには加速器か、脚部を〝走る〟ために駆動か、またはその両方をする必要がある。

　だが、走るのは、違う。

〝大気不足〟を竜として、しかし機械の竜として、更には自分の挙動に合わせたものとして、加速器も駆動も、獣けものとしての躍動も全て使い、統合して走るのだ。

　走る。

　走る方法など解わかっていない。

　走れば走るのだ。知っている。だったら決まりだ。己はただ走り出し、

「里さと見み・義よし康やす……！　慶けい長ちようの役えき、忘れていないわ……！」
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　行った。全長八十メートルの機竜が身を前に出し、瞬発的な加速で走った。

　鍋なべ島しまは、対する〝義ぎ〟が、身を低くして飛び込んで来たのを悟った。

　……馬鹿だわ！

　艦底部と大気不足の間には殆ほとんどスペースが無い。

　だが機竜の腹側は幾つもの駆動系や循環系が詰まった場所だ。航空戦を行う〝大気不足〟は腹側に装甲を仕込んでいるが、構造上、そこに多くの部品が詰まっているのは確かだ。

　そこを狙ねらうつもりか。

　ならば姿勢を低くする。身体からだを前に勢いよくプッシュして両前足を開くと肩の関節が組み変わって視界が低くなった。

　もう下には入れない。無理に入れば安あ土づちの底面とこちらの身体の間に挟まれて終わりだ。

　終わらせた。激突は一瞬だった。ただ向こうとこちらすれ違っただけ。

　ただ〝義〟が身体を前に倒し、伏せるように見えたが、

『……！』

　身体の底が下から跳ねた。

　食ったのだ。自分が上うわ顎あご、安土艦底が下した顎あごで、犬型の武神が獲物だった。腹部装甲の内、鳩尾みぞおち下のものに異物感が残っている。

　そこに〝義〟の咀そ嚼しやく後の姿がある。

『御お嬢じよう！　後ろだ！』

　……解ってるわ！

　通り過ぎた位置に何があるかは解っている。〝義〟の潰つぶれた姿だ。

　そして下部視覚素子で確認した背後下側は、あるものを見た。

　残ざん骸がいだった。〝義〟の青い装甲が、縦に潰れて安土の艦底に食い込んでいる。

　だが、それはバックパックの武装展開機構だった。青く突き立つのは、

　……鞘さや!?

〝義ぎ〟がいない。代わりとなったように潰つぶれているパーツは鞘だ。

　あの武神のメイン武器は刀。それを背に納めていた大振りの鞘と、接合パーツが砕け、破裂した形で安あ土づちの艦底装甲に突き刺さっていた。

　しかし、おかしい。

　青の部品の圧壊具合はほぼ押し潰された状態で、もしも己が砕かれるまでの時間稼ぎだとしても、パーツが足りない。

　どういう事かと先を見た視界は、それに気付いた。

「安土のドック開閉部分！」

　今は既すでに閉じている横一直線の穴は、己が通過する時、まだぎりぎり開いていた筈はずだ。

　ならば明白だ。〝義〟は、こちらを狙ねらうと見せかけ、

『御お嬢じよう！』

　振り向いたままの視界の先。横に閉じていたドックの開閉口が、震動と共に上へと裂けて跳ね上がった。

　爆圧が内部で生じ、開閉口が二度、三度と内側から全面的に打撃された。それは口の合わせを歪ゆがませ、艦首側の接合部を剝はがして跳ね上げたが、

・安　土：『〝大気不足〟！　外に出ていますか!?　──以上』

・４＝５：『大だい丈じよう夫ぶじゃ！　出た上で接敵中！　逆にすまん……！』

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが言っている意味は解わかる。

　……くそ！

・安　土：『構いません！　ドック閉鎖、〝大気不足〟が出ているならば問題はありませんが、戦闘中の補給は中央後艦甲かん板ぱん上にて御願いいたします！　──Shaja！』

　遣り取りの間に、震動は消え、ドックの開閉部と周辺の装甲板の隙すき間まから流体光の煙が上がった。更に重ねて、警告と緩かん衝しよう術式の表示枠レルネンフイグーアが何枚も表示される。

〝義〟が、通り過ぎざまに、内部へと衝撃術式を投下して行ったに違いない。

「里さと見み・義よし康やす……！」

　否、これは自分への怒りだ。

　対処出来ると思っていた。〝大気不足〟は自分自身と完全にリンクしていて、仕上がりは最高だ。だが己の実戦不足が明暗を分けた。あのすれ違いの時、通り過ぎながらではなく、絶対に潰すべきだったのだ。

〝安土〟はフォローしてくれた。それがどういう意味か解らないが、考えぬ自分ではない。

　だとすれば、

「……！」

　艦底の垂直面で、己は左にステップした。そこに背後の空から光が来た。

〝義ぎ〟だ。

　犬顔の武神は、さっきまで己がいたところに長い一刀を叩たたき込み、しかし着地はせず、右の踵かかとで艦底部の装甲を蹴けりつけた。

　火花を散らしたキックを軸にまた空へと飛ひ翔しようした武神を、自分は見上げもせずに追い、

「……逃がさんわ！」

　今こそ、全力で空に加速した。
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　空で弧を描く高速の音と、衝撃の火花が生まれるのを成なる実みは聞いた。

　音は幾つかが重なっている。不ふ転てん百足むかでの知覚系を武蔵むさし側と繫つないでみたところ、羽は柴しば勢の機竜と〝義〟が交戦しているだけではなく、彼と向こうの特とく務む級がやり合っているらしい。

　……勝手に飛び出して。勝たないと承知しないわ。

　こちらは高たか尾おの艦尾にいるが、正直手薄だ。敵の数が少なく、しかし安あ土づちの動きが解わからないため、守りを崩す訳にもいかない。

　こうしてみると、安土を横倒しにしたのは、ちょっとした発明だ。あれならば、武蔵の片かた舷げん側に、安土の全戦力を投入出来るのだから。

　現状、報告を見る限り、武蔵の左さ舷げん側には被弾が発生している。どれも装甲板で止まったり、また、防護障壁の張り替えで済んでいるが、疲ひ弊へいが生じるのは確かだ。

　とはいえこれは仕方ない。縦に積んだ安土全艦に対し、武蔵は左舷三艦が矢や面おもてに立つのだ。

　今、左舷艦は防護障壁に専念し、中央艦と右う舷げん艦が射角の広がりを利用して安土へと砲撃を送っている。

　安土は全体が撃たれ放題という状況だが、防護障壁もこちらに向けた上面側展開に絞っているので、区画単位での反応が上手うまい。

　一方で天上側となっている左舷後艦は底面が砕かれ、先程中央前艦も艦底部のドックを里さと見み・義よし康やすが破壊した。

　破損の分で言えば、安土の方が大きいが、向こうは戦艦だ。被害のマネージメントは出来ているだろうし、艦上での皆の動きを見る限り、攻め込まれているのはこちらだ。

　特務級を自由にさせておけば、艦の一つくらいは沈められる。

　……今は手て数かずの時間帯ね。

　まだ状況は膠こう着ちやくも何もしていない。恐ろしい事に、まだホットになり続けている最中なのだと、そう思った時だった。

・立花嫁：『立たち花ばな・誾ぎんです。──こちら村むら山やま左舷側にて敵の先行部隊と衝突しました』

　随ずい分ぶんと速い動きの敵部隊がいたものだ。

　……どの部隊かしら。

　思い、見るより早く、立たち花ばな・誾ぎんの言葉が来た。

・立花嫁：『十じつ本ぽん槍やり補佐役、島しま・左さ近こんと大おお谷たに・吉よし継つぐです』
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　あら？　とミトツダイラは思った。

　自分は王の言葉と正まさ純ずみの要請から、まずは村むら山やまの警護に向かっていた。敵の多くが青梅おうめ側の橋きよう頭とう堡ほから乗り込んでいると聞いたため、

　……あちらに十本槍の主力かと思いましたのに。

　敵部隊も、幾つかの偽ぎ装そう術式を掛けてきている。武蔵には産土うぶすな加護があるため、その規制をキツくしている現在、侵入者である事を消す事はほぼ不可能に近いが、しかし、隠いん蔽ぺいの加護などによって、自分達を別人に見せかける事は出来るのだ。

　浅あさ間まが言うには、

「とはいえ、出力を隠す事は出来ても上げる事は出来ないので、基本、出力が低めでも不安定だったり、何かミョーに固定されてるのがアタリですね」

　との事で、今、特とく務む級の皆は、そういった反応を逐ちく一いち潰つぶしに行っている。安あ土づちの動きが解わからないので成なる実みは待機。メアリと点てん蔵ぞうは青梅の増援に。ナイトとナルゼも激戦区の青梅艦尾からの射撃班なので基本はそのまま、そして後から参戦する自分は、

　……村山から青梅へと一直線に突っ走って、他の皆の援護を致しますの。

　つまり戦闘の中に飛び込んで、敵に横からの一発を入れろと、そういう事だ。

　銀鎖は既すでに展開している。後は鈴すずから来ている検知の指示通りに空で交こう叉さする砲撃の下を行き、加速して、

「……っ!?」

　緊急の警告がいきなり顔横に表示された。
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　ミトツダイラにとって、それは突然だった。

　それは村山の表層部。真っ平らに光る基本船せん殻かく部ぶの穴を渡る防護障壁の上だった。

　周囲を下から照らす光の中から、不意に匂においが来たのだ。

　……何者!?

　このような時に、このような場所を、姿を消して行く者など、敵でしかないというか、

　……第一特務だったらありそうですし、我が王の嫌がらせだったらありかもですわねー。

　他にも該がい当とうしそうなのを思いつくが止やめておく。ただ前者だったらメアリに謝ればいいし、後者はさっき送り出して貰もらったのであり得ない。ならば、

「そこ……！」

　銀鎖を一本叩たたき込むと、派は手でな金属音が響いた。

　散る火花の向こう。そこに確かな人影が一つ出る。

　その姿は知っている。ほんの一ヶ月程前に会ったばかりだ。あれは、

「安あん国こく寺じ・恵え瓊けい!?」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と僧服姿の改造極きよく東とう制服が、一人人文字を作った。

「暗黒Ｇ──！　Ａ──！　Ｋ──！」

　彼はポーズを取った後、こちらを指差し声を上げた。

「はははは！　まさか前回の会談からソッコで羽は柴しば側に回っているとは思わなかったでおじゃろう！　これから私が暗黒パワーで武蔵むさしを恐きよう慌こうに陥れるでおじゃる！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己が右の手を上げて、下げると、ＡＫの下の防護障壁が消えた。

「あ、あ──────！」

　ＡＫの姿が落下速度で下に落ち去り、また防護障壁が作られた。それに対し、下げた手を上げて礼とすると、自分はまた走り出した。

「え、ええと、次はもう青梅おうめ行きですわね！」

　空では砲音と光が散り、交戦の火花が散っている。

　戦いは、段々とその役者を揃そろえつつあるのだ。







[image: 第二十章『天上の狩人』]
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　各所で戦闘が始まった。

　浅あさ間まは、幾つかの検知や防御の結界を奥おく多た摩ま艦首甲かん板ぱんに張り、トーリとホライゾンにも防御系や生存用の加護を掛けた上で、

「浅間、今の加護とか、オメエにもちゃんと掛かってる？」

「そうです浅間様、この馬鹿は大体ボケで切り返せば無傷ですが、浅間様に万が一があったら御お父とう様さまとナルゼ様の収入に申し訳が立ちません」

「私そんなにナルゼの売上支えてましたっけか……」

　喜き美みが艦内の草紙通販である〝水無し西瓜すいか草紙共ども〟のサイトを開いて見せてくるが、売上上位に鏡で良く見る顔がシリーズで並んでいるのでそれ以上認識を避けた。

　とはいえ二人の懸け念ねんは有り難い。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私の方はトーリ君とホライゾンに掛けたものより上位のものが常駐してます。サクヤ直下なので。喜美の方も大おお椿つばき経由ですが同様のが掛かってます。

　ミトにも、トーリ君とほぼ同設定で、戦闘用に組み直した最新が入ってますね」

　ミトツダイラは、先程ＡＫと久しぶりに会ったら落ちていったと、謎なぞの報告をしていたが、ここらへん鈴すず達の方では理解が出来ているようで大丈夫だろうか。

　しかし、何となく気になる事がある。

・あさま：『これは、向こうからすると〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟なんですよね』

・貧従士：『ビーム来たあ──！』

　ノイズでアデーレの表示枠サインフレームが一瞬消えて再接続する辺り、取り込み中のようだ。一生に一回言うかどうかの台詞せりふを聞いた気がするが、ひょっとして今、品しな川がわの外がい縁えん近くで空に走った光条がそれだろうか。どこまで追いかけられているんでしょうか。すると、

・未熟者：『──というか、これは確かに山崎の合戦になると思う。それに何か疑問が？』

　はい、と己は応じた。ネシンバラは在庫整理で手が空いているのだろう。ゆえに気兼ねなく、自分は疑問を口にした。

・あさま：『山崎の合戦だったら、艦同士で戦えばいい筈はずでは？』
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・不退転：『──続けて』

　浅間は、成なる実みの言葉に頷うなずいた。同じ事を懸念している人がいる、と心強く思う。それが伊達だて家け副長という成実ならば、尚なお更さらと言える事だ。

　己は、一度考えを頭の中でまとめ、

・あさま：『──私達は、創そう世せい計画を認めません。運命を殺す事もですが、信のぶ長ながを失わせてはいけないと、そう考えたからです』

　ホライゾンが「成なる程ほど……！」と頷うなずいてるのがちょっと不安。ただ同意はあるので、

・あさま：『そこで私達に必要なのは戦力と、移動力、そして拠点です。武蔵むさしはそのものといえる存在で、彼らは武蔵を破壊すべきですよね？　だったら、艦同士での戦闘の方が、安全ですし、効率がいいんじゃないでしょうか？』

・礼賛者：『安あ土づちが不利になったから、乱戦を望んだ、という図式はどうですか？』

・不退転：『確かに、最初は速度差を利用しての体当たりまでやろうとしていたから、安土の方針が武蔵撃沈であるのは確かね。今は速度差が無いから体当たりは出来ず、代わりに特とく務む級を展開して武蔵の機能を奪おうとしてる、と考えられるわ』

・傷有り：『アルマダ海戦における、三征西班牙トレス・エスパニアの上陸作戦と同じでしょうか』

　まあ大体、そういうものだろう、とも思う。

　しかし、と反語を考えた時、成なる実みが言葉を続けた。

・不退転：『──艦による体当たりは、艦同士で決着をつけようという事に見えるわ。

　しかし今は、そうではない手段を取っているという事。

　つまり彼らは、──戦術的に、等しくないものを、同じ戦場で使用している』

　……流石さすが……。

　両腕が拍手するが、その通りだ。自分も一度成実のアイコンの下にある〝合点〟ボタンを連打しておく。そして、

・あさま：『そうです。確かにおかしいです。艦同士で決着をつけていいなら、乗り込んでくる必要性が薄いですから。横付けせず、ぶつかればいいんです』

・金マル：『そーだね！　アルマダみたいに、〝ここに辿たどり着いたら終了〟があるなら、乗り込んできたりいろいろな手を使う意味はあるけど、〝山やま崎ざきの合かつ戦せん〟って、そういうの無いよね。逆に〝伊い賀が越ごえ〟の方が、そっちタイプだった筈はず』

　ならば決まりだ。己は、この戦闘の違和感の正体に気付いた。

・あさま：『羽は柴しば勢が望んでいたのは、本来、この戦闘の形なんじゃないでしょうか』
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　戦術や戦略に詳しくないからこその観点ね、と成実は浅あさ間ま神社代表を評価した。

　浅間神社代表が言いたいのは、こういう事だ。

・不退転：『艦体による体当たりと、特務級の侵攻による武蔵の制圧もしくは弱体化からの破壊。これは、どちらも武蔵を〝止める〟のが目的に見えるわね』

　だけど、

・不退転：『後者は武蔵の〝破壊〟とは直結しないわ。──だとすれば、この二つの戦術の共通項は、武蔵の破壊そのものじゃない。それは二次的なものとして──』

　私はこう思う。

・不退転：『彼らは、私達を倒しに来ているのよ』
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　どういう事だ？　と、艦内底部の廃はい棄きシステムにて、在庫の山を注ぐように運搬用貨車から落としつつ、ネシンバラは思った。

・未熟者：『それは、羽は柴しば勢が、相あい対たいによって僕達を倒しに来ている事になるよね？』

・●　画：『プ、──アンタ自分が相手にされてると思ってるの？』

・未熟者：『待て！　このところで、向こうとの交渉で相手に大ダメージを与えているのは誰だれか知ってるかい!?　それは僕だよ！』

・副会長：『大ダメージで済ませろと言ってるのに自爆みたいな方向に行くなよお前』

・未熟者：『おっと僕への大ダメージだねそれは!?　倒置法だよ!?』

　しかし、浅あさ間ま達の論を補強するように、言葉が一つ来た。

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、成なる実み様と浅間様の指摘は、正しいと思います』

　スチュアートだ。彼女は、表示枠サインフレームで見るに、奥おく多た摩ま艦尾から移動を開始している。カレトヴルッフ持ちの加か藤とう・清きよ正まさが上陸したという情報があるので、その対応だろう。

　そして彼女は、通神帯ネツトにこう書いた。

・傷有り：『以前の事です。水み戸とで十じつ本ぽん槍やりの加藤・清正様が仰おつしやっていました。

　──貴女あなた達の道を止める事が、私達の道でありますがゆえ、と』

　凄すごい記き憶おく力だ。三十ページくらい前の設定を忘れる事もある自分としては羨うらやましい。そう思っていると、上の排気通路からＡＫが落ちてきたので、そのまま通路を開いて下に送った。

「オイイイイイイイイ！　イベントの大先輩を……！」

「くくくく！　悔しがるがいい！　貴方あなたはもう時代後れなんだよ……！』

　言うだけ言ってみたが芸風的に通じるだろう。

　……だが、スチュアート君の言う事は、浅間君達の言う事と重なるな。

・未熟者：『彼らの目的は、僕達を止める事。それも直接止められるならば、それを優先するという事で。武蔵むさしの破壊はその方法の一つに過ぎない、と？』
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　それは困りましたね！　と、浅あさ草くさの外がい縁えんを戦士団の皆と走りながらアデーレは思った。

　背後には、十五メートル程遅れて敵がいる。身長二メートル越えの機き動どう殻かくは駒こま王おう丸まるだ。

『……！』

　時折に口からビームを吐くが、走りながらなので照準が伴っていない。逆に何処どこに避けたらいいか解わからず、距離をとるしかないのだが、

・貧従士：『そんな、向こうが止めに来てるとか言うなら、自分間違いなくそうじゃないんで、誰だれかコレ代わって下さいよ！』

・銀　狼：『アデーレ……？　あんなにガンガンと敵にぶつかっていった貴方あなたが、止められる対象ではないなど、流石さすがにちょっと有り得ませんのよ？』

・貧従士：『ぶ、ぶつけたの第五特とく務むですよ！　自分、無害な芯しんですから！』

・約全員：《審議中》

・貧従士：『あっ！　あっ！　そうしてまたこっちを追い詰めるつもりですね!?』

　と、そういう外げ道どうな流れの中。また背後から来た光条の薙なぎ払いに対し、姿勢を低くして逃げた時だった。

・傷有り：『解わかりましたアデーレ様。本ほん能のう寺じの変へんでは御世話になりましたし、ここはこれから私がそちらに駆けつけますので、御安心下さい』

・貧従士：『えっ？　いや、メアリさんはいいです！　勿もつ体たいない！　善人ですし！』

・ホラ子：『ＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！　善人が対象ではないという事でメアリ様に続いてホライゾンが二番抜け確定です！　おっとお？　そこでチンーコ放り出しのトーリ様は、ちょっと不利ですねえ』

・俺　　：『はあ!?　そんな事ねえよなアデーレ！　オメエの中ではフルチンで露出はどっちかっていうと善意の行動だよな！』

　どっちかっていうと気が狂うかと思った直後、表示枠サインフレームが後ろから飛んできたビームに貫通されて砕け散った。

「うわあああ！　近い！」

　距離が、いつの間にか五メートル程にまで迫っている。
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　マズいですよ！　とアデーレは思った。

　何がマズイかというと、自分達の命もだが、そろそろ浅あさ草くさの艦首側を回って、右う舷げん側へと行ってしまいそうなのだ。

　現状、左さ舷げん艦の右方向にまで敵が到達したという情報は無い。

　そうしてしまう事に問題はなさそうで、充分ある。

・ベ　ル：『アデーレ、組み替え、する？』

　これだ。追いかけられている状態とは言え、万が一進路を変えて中央艦の方に向かわれては困る。ゆえに敵の侵攻を想定し、中央艦や左舷艦の戦士団は、その一部が位置を組み替える。

　しかし今は他にも敵がいる状態だ。そこで戦士団の組み替えがあれば、場所によっては隙すきを作る事になろう。ならば、ここで自分達が迎撃しなければならない。

　……出来ますか!?

　出来るかどうかは、やらねば解わからない。だったらしょうがない。手て筈はずとしては考えられる限りの事をしようと考える。

・貧従士：『伊達だて家け副長！　駒こま王おう丸まるを倒すためのアドバイスを下さい！』

・不退転：『そうね。まず不ふ転てん百足むかでを一機用意して』

　無理ですって……！
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・金マル：『ナルミン、ちょっと今の、そうじゃないんじゃないかな……。アデーレ、それだと困ると思うんだよね……』

・あさま：『何か、料理番組で〝まず豚肉を用意します〟みたいな空気でしたよね今』

・俺　　：『つーかどうすんのオメエ、俺おれが助けに行ってやろうか』

・貧従士：『い、いいですよ全裸は！　こっちで何とかします！』
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　アデーレが覚悟を決めたのをウルキアガは空で見ていた。

　上空。位置的には青梅おうめよりも村むら山やま寄りの空で、自分と空中戦を行っているのは、

「鈴すず木き・孫まご一いち！」

　魔神族の少女が、身を翻ひるがえして飛ぶ。

　翼となっているものはない。だが加速器として使われているものはある。

　二本の長銃だ。彼女はそれを腰のストッカーに差し、

　……術式砲として、加速圧を発射しているのか！

　自分達、半竜の加速器と原理的には同じだ。

　そしてもう一本の長銃が空を舞う。

　烏からすだ。

　神格武装であるヤタガラス。三さん挺ちよう一組の銃の名だ。ネシンバラが好きそうな香ばしさを感じるが、英国では焼き肉で近親食やってたような烏の事だ。だったら自分が用いる異い端たん審問道具の方が強いぞ名前的に。参ったか。

　ともあれこの相手はムラサイとしてのP.A.Odaだ。存分に倒して良い。ゆえに空中を追い、捕らえたり、打撃を入れようとするが、

「軽いな……！」

「優雅だ、って言って下さいよ！」

　笑って孫一が言う。

「ヤタ！」

　直後。弾丸が来る。それもこちらの死角からだ。

　……空を飛行する長銃か！

　これが厄やつ介かいだ。何しろ黒く、月が沈んだ夜の中では視認が難しい。また、流体反応についても飛ひ翔しよう用の加速系を常に相手に見せぬ作りになっているらしく、半竜の自分としてもこれはやりにくい。

　一言で言えば、しかし嬉うれしい。半竜は狩しゆ猟りようの種族だ。相手が鳥で攻撃的な手て練だれだとするならば、これは武蔵むさしの防御戦だという事実とは別に、半竜としての矜きよう持じが出る。

「面白いぞ……！」
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　孫まご一いちは、空での戦闘が随ずい分ぶんと楽である事を悟った。

　発想の元は、対K.P.A.Italiaとなった第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦いだ。あの時、K.P.A.Italia副長である立たち花ばな・道どう雪せつに対し、自分は空に飛び出すしかなかったのだ。

　そして慶けい長ちようの役えきにおいては、艦上からの射撃を連続した一方、自分達は最後に村むら上かみ水軍の無茶な艦隊運動を許す事になった。

　どちらも、自分が飛行出来れば、事態は変わったかも知れない。

　無論それは自うぬ惚ぼれだろう。大きな戦局が、特とく務む級一人の働きで激変するとも思えない。

　だが、そう出来たならば、と、そんな風に思うのだ。

　……参りましたね。

　出しゆつ自じの問題の時と同じだ。

　そう出来たならば、という悔いが、ある程度解決するまで、自分はこだわるのだ。

　そして今、空を飛ぶ。ヤタガラス二に挺ちようを加速器代わりに腰のストッカーにつけ、残りの一挺で戦闘を行う。ヤタガラスに暗視術式を適応してるのが今回のコツだろう。

　実のところ、飛行はほぼオートだ。

　飛ぶ方向についてはある程度の指示を出しているが、そのルートなどはヤタガラス任せとしている。何しろ自分としてもこのようなヤタガラスの使い方はまだ経験が浅い。ヤタガラスとしても同様だから、慣れが必要だ。

　一方、射撃はいける。

　これは撃つタイミングと狙ねらいが、今までと同じキャストタイミングと照準術式を使用出来るため、いける。気をつけるべきはヤタガラスが長銃であるため、〝撃ち気〟があり、定期的に腰の二本と射撃用の一本を入れ替える必要があるという事だ。

　慶長の役以降、琵び琶わ湖こ安あ土づちでの夏合宿は酷ひどかった。

　何時いつ落ちてもいいようにと、神かみ代よの時代からある飛び込み台から琵琶湖側に飛ぶのだが、

　……ヤタガラスがこっちを気遣って地上側に戻るんですよ！

　飛べたと思ったら急激な弧を描いて埠ふ頭とうにターンしたが、着地なんてろくに出来ない状態なので偉い目にあった。ちなみにヤタガラスは空に逃げて半日降りて来なかった。

　意思疎そ通つうがよく出来ていないという事だ。それをまず解わからせて、着地の練習から、となると、思った以上に時間が掛かった。

　すぐ撃てる、と考えていたが、そうではない。結局、照準術式を射撃用と飛ひ翔しよう用に分化して、後者では自分の行きたい方向とは逆に撃つよう指示を出すようにした。

　上手うまく行ったのは夏の日が早く落ちると思った頃ころだったが、〝叫食シヤウエツセン〟や〝蛮族改アルトバイエルン〟の連中と飛行訓練したのはなかなか得られるものが多かった。

　そういった時間の後、ヤタガラスもこちらを気遣い過ぎる事なく風を読む。自分もどちらかというとヤタガラスの軌き道どうを邪魔しないよう身体からだを傾け、時には回して空を舞っていく。

　撃つ。

　砲撃の衝撃波も、防護障壁も、その砕け散りも、戦士団の射撃も、

「……行くよヤタ！」

　舞う。

　追ってくる半竜に射撃を送り、現れた防護障壁に沿って跳び、軌道を助けるためにその表面をステップで走り、空に飛び出し、射撃用として飛ばしていた一本を腰のものと入れ替え、

「────」

　空中戦を敢かん行こうする。
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　鳥なのだな、とウルキアガは確信した。

　あれは、鈴すず木き・孫まご一いちが飛んでいるのではない。彼女はヤタガラスの出力に自分を乗せ、その軌道に乗っているだけなのだと。

　体重が軽いのか、軽減の補助術式を使用しているのか。両方かも知れないし、違うかも知れない。

　そこに厄やつ介かいを感じるのは、相手の使用術式から付け入る隙すきを見つけられないという事だ。

　この辺り、自分などは呼吸と同じシステムで飛ぶだけだから解り易やすくていい。成なる実みもそうなってくれると解り易くていいが、解りにくいからこその攻略対象でもあろう。難しい。

　だが、鳥は厄介だ。何しろ連中は美味うまい。そして風を頼る。飛翔は羽ばたきより、滑空や風を受けての上昇用といった概念が強く、翼を使うのは初速と不足分の補いという感が強い。

　美味い上に風に依存していると、そういうべきか。

　逆に自分達は加速力で飛ぶ。翼などもあるが、それは浮力の補助や軌道制御に使うもので、基本、加速し続けなければ落ちていく。

　……つまり力強いのだ！

　格かつ好こ良い！　これは大事な事だ。一方で鳥については半竜達の中でも「楽しやがって」「軟弱なんだよ」「塩が美味うまいよね」などの意見が多種あるが、これだけいいように見られていないというのは、やはり鳥の飛行システムと自分達が嚙かみ合わないからだろう。

　風を利用する鳥は、風を自ら作るような竜の飛行システムに対して相性がいい。

　こちらが加速力で直線的に格かつ好こよく飛んだ場合、鳥の連中は、そこで生じる風を読んで、避けるのだ。

　たとえこっちが音速を超え、風を後ろに置いてきたとしても、

　……気付かれれば、ヤツらはこれから生じる風を予測して、わざわざそっちに飛ぶのだ。

　羽ばたきでも、初速はかなりのものだ。

　こちらが全力で追っても、羽ばたき一つでかわされる。

「卑ひ怯きようではないか……！」
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　追ってきた半竜をヤタガラス任せでかわした時、孫まご一いちは眉まゆをひそめた。

「卑怯？」

　何が卑怯か。空中を舞い、射撃を行い、己は問う。

「そちらこそ重装甲で高速飛ひ翔しようとか、卑怯でしょうが！」

「これは格好いいからいいのだ！」

　……ああ、男の人ってどうしてこう……。

　テンプレで考えてはいけないが、付き合ったら負け。

　ともあれ射撃を行い、遠くで散る火花を見て思う。

　……硬……！

　航空戦艦の装甲クラスはあるんじゃないか。というかサイズ的にそれはおかしいのでは、と感じるが、種族的加護もあれば、装甲の形状や構造自体が人工的なものや、大量生産によるものとは違うのだ。

　生物としてそのようなものとなっている。

　成程、と己は思った。そしてこの相手への対処方法に気付いた。今、自分が相あい対たいしているのは、武蔵むさしの第二特とく務むではない、と。

　これは、射撃手に対して襲いかかってくる竜属の一種なのだ。

「狩れと、そういう事ですか」
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　空で異質な音が生じたのを、走るミトツダイラは聞いていた。

　狼おおかみの耳は鋭く、しかしこの大音の戦場の中では過剰過ぎる向きもあるため、砲撃音と爆発音についてはある程度のキャンセリングを掛けている。

　だがその干かん渉しようを通して、空から高く響いて来るものがある。これは、

　……射撃音！

　鋭い音だが、誾ぎんの十字砲火アルカブス・クルスとは違う。あくまで銃としての射撃音だ。

　しかしその響きが走る。連続して止やまず、

「──第二特とく務む！」

　空を軌き道どうが交こう叉さしているのは解わかる。弧を描いて飛ぶ何かと、それを追っては逃げられる第二特務の加速光が見上げれば解る。特に後者は見慣れた光だ。音もする。うるさいからちょっとノイズキャンセル。だが第二特務が届かない。

・ホラ子：『何でウルキアガ様、飛び道具持たないのですか』

　……あっ、ホライゾンちょっとキツいですわソレ！

・十ＺＯ：『え、ええと、ほら、半竜の指合わせの銃がないので御座るよ』

・不退転：『この前、立たち川かわの〝武器屋〟行ったらカスタマイズ可能な銃があったわよ？　いきなり銃口覗のぞき込んで、皆が〝自殺するのか！〟って伏せたのは興味深かったわ』

　伏せてない派からのツッコミもなかなか厳しい。

　だが、空の状況はマズい。

・あさま：『これ、アレですよね。──鈴すず木き・孫まご一いちさんが、完全に狩しゆ猟りようモードです』

　そうだ。自分が母や天竜に対応した時、狼おおかみの力だけではなく、人として獣けものに対する戦闘術を用いたのと同じように、この相手もそれを行っている。

　半竜は異族だ。だが竜属だ。

　そこを念頭において、獣に対抗する技を使用する。それも単なる人ではなく、特務級が、神格武装を持って、だ。

　しかし、

「────」

　自分は前に走った。あの空は第二特務の担当なのだと。

　……信じますわ！
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　信じられるものは、やはり銃と、それを扱う技術ですね、と、孫一は思った。

　……方法さえ決めれば、後はいつも通りです。

　やり方は簡単だ。

　ヤタガラスの内、二本を攻撃に回す。

　そして一本を囮おとりとし、もう一本で仕留めに行く。

　囮と言っても、別にヤタガラスに獲え物ものとしての魅力がある訳ではない。やるべきは、攻撃自体を囮とする事だ。

　一方から攻撃し、反応させて、そこをもう一方で撃つ。

　半竜の空中挙動は読みやすい。直線的なせいもあるが、生物として飛行するため、加速器が身体からだの背側に集中しているからだ。

　たとえば高速で回避する場合、背側の加速器が総動員される。これは、余程身体の角度や翼を捻ひねらない限り、身体は上方向に浮き上がるという事だ。

　そうなった場合、こちらの推測はかなり絞れる。何しろ相手の上側を狙ねらえばよく、更にはこっちの囮おとりが撃った方向は無視していいのだ。

　ほぼ当たる。

　囮を無視しようとしても無理だ。ヤタガラス自体も相手の軌き道どうを読んでいるので、囮の攻撃と言っても避けねば当たる。

　そして出力など制限したり、翼を使って強引に回避しても、当てやすくなるだけで無む駄だだ。

　この狩りは、一撃必殺で行うものではない。装甲の硬い竜属を手て数かずで仕留めるのだ。そのためには、

　……強引な軌道変更は、有り難い。

　だが加速重視の相手は、それしかない。そして逸はやるごとに獲え物ものは軋きしみ、疲ひ弊へいする。

　一回かわしたところで、全てがチャラになる訳ではないのだ。だがそのために得た疲れは蓄積し、そこから先も延々と続く被弾の道を、通りやすくしてくれる。

　狩りだ。

　そして方法は導けた。油断なく距離をとり、焦る事なく削るだけでいい。後は、

「倒れた時が、勝負の決まった時です」
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　成なる実みは空に聞こえる軌道を読んだ。

　彼は相変わらず不器用だ。格かつ好こ良いとは愚直な事なのだと、そう信じている。

　対し、これは相手も不器用だ。自分の方法で、彼を裏切らずに相手をしている。

　格好良いという事は、こういう相手を呼ぶのだろうか。

　だが、相手は上手い。

　恐らくは飛ひ翔しようする長銃に引っ張られているのだろうが、無理をしない。

　大体、長銃の反動がいかにあろうと、それで飛翔するのは楽ではない。常に撃ち続ければ銃身だって過熱して捨てねばならなくなる。

　だから滑空だ。

　鳥なのね、という事は彼との比較ですぐ解わかった。

　鳥の面倒なところは、風を頼るだけではない。重力を上手く利用する事だ。

　初速を得た後、浮ふ揚よう力のある翼を使って進行方向を決め、その方向に滑空する。

　加速力だけで飛ぶ場合、基本、その方向にまっすぐ進むか、または緩やかに落ちていく。

　だが翼で揚よう力りよくを得る飛び方の場合、初速を得た直後は揚力で上昇する。そして初速を失えば、山なり軌き道どうからの下りとなって、ここでまた翼が揚力を得る。

　連続する波のように、上がって、下ってを繰り返し、段々と高度を下げていくのが鳥のような翼持ちの飛び方だ。使用する力が少なく、効率が良い。

　しかし、彼らの面倒なところは、ここから更に手を加える事だ。

　特に、山なり軌道からの降下滑空が厄やつ介かいだ。

　彼らは翼を使う事で軌道を変えられるが、軌道の変化は速度によって強くなる。

　……つまり、昇りでは変化が緩いけど、下りでは強くなるのよね。

　変化球と同じだ。多くの変化球は落下軌道上でこそ変化を強くする。

　彼らの軌道はまっすぐではないし、そこでの変化もまた一定ではない。加速して追いついたり捕らえようにも、ちょっとした変化で何もかも変わる鳥の連中は、無む茶ちや苦く茶ちや相性が悪い。

　しかも今、相手は、自分で修得したものか、それとも長銃側がそのセンスなのか、解わからないが、多変の軌道を使って宙を行く。

「不器用ね」

　己は応じた。

「──でも、どうかしら」
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　空を行く速度が上がっている事を、孫まご一いちは悟っていた。

　下りの滑空で軌道に与える変化が強く、そこで得た慣性力が昇りの時にも適用されるのだ。

　攻撃時にヤタガラスを二に挺ちよう投じれば、軌道は下るしかない。だがその勢いこそが速度となり、滑空を走らせ、また二挺が戻ってきた時の羽ばたきが、

「……おお」

　飛ぶ。弧を描き、時に天を向き、回り、自分は艦戦の防護障壁を蹴けって夜空を行く。

　武蔵むさしを見下ろし、安あ土づちより高く。天に足を向けて下りに入れば半竜が追ってくる。

　ヤタガラスが舞った。

　自分は烏からすの翼の一部だ。片翼だけの飛翔は弧を描き、竜属の突とつ撃げきを回避する。

　そして撃ち込む。

　半竜の弱点も段々解ってきた。

　下だ。突撃し、食らうというデザインの動物であるため、進行方向への防御力が高いが、その裏面は加速器や関節可動部が露出した構造だ。これは竜の加速力に、他の動物が追つい随ずい出来ないから放置されてきたのだろう。

　鳥だとて、風を読むが故に竜に対してはそれを避け、わざわざ後ろに回り込まないのだ。

　逃げた方が効率が良い。

　だが自分は違う。銃がある翼だ。

　ヤタガラスに指示し、飛ばせば、この鳥は竜を撃つ。人が何もかもを倒す事を目的とした時、距離を空けて打撃出来る武器は最良だろう。

　以前から、そうだった。幼い時、何もかも失ってから、周囲は術式や武術などを手にしていったが、自分は銃だった。

　これが一番、安全で、討つべき相手を見据えられると、そう思ったのだ。

　生きていき、いつか安定した生活を手に入れるのだから。
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　狩りだと、孫まご一いちは思う。

　相手を追い詰め、撃つ。相手によっては一撃で。相手によっては傷つけて疲ひ弊へいからの死を与える。

　砂さ漠ばくの地では、撃ち殺さずとも、傷を負わせれば帰還出来ずに死ぬ者もいる。

　だから昔は、よくそうしたものだ。

「銃は自分を裏切らない」

　照準をつけ、引き金を絞る行為は、自分と相手しかこの世にいなくなったようでいい。

　相手を倒す責任を、射線からこちらに頂くような気がする。

　戦場は何処どこにでもある時代だから、狩りに行けば生きていける。

　だがそれだけでは、また何もかも失う気がしてしまう。だから、

「安定が欲しいだけなんですよ」

　今まで、生まれてから、身に受けた事がないもの。

　死ぬまで、ずっと安心して何も奪われずに生きていける保証。

　それを欲し、遠回りしながらも、羽は柴しば勢と合流した。居い心ごこ地ちは良く、戦いは多くあったが、M.H.R.R.神聖ローマ帝国との協働もあり、歴史再現に振り回される事も無いだろうと思っていた。

　だが武蔵は世界に抵抗し、こちらから平穏を奪おうとする。もう、嫌だ。切りが無い。何をしても、何処に行っても、世界は覆くつがえってまで、自分から平穏を奪おうとしてくる。

　だから、だ。だからもう、何もかもが忘れられてしまえば良い。

「全く」

　己は攻撃を重ねながら、言葉を作った。

「もう、狩らなくていい世界を、私に下さいよ……！」
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　ウルキアガは前に出た。

　幾つかの動きを、ここで見てきて、パターンを理解してきたのだ。

　……この鳥は、飛ぶ事にまだ不慣れなのだな？

　照準だ。

　この鳥は、撃つ時に、長銃に自分の視界をリンクさせている。

　その際、狙ねらいをつけるため、両目ではなく、片方の目を用いる。

　恐らく、術者本人は、片目であってもその視界を〝中央〟として捉とらえる事が出来ているだろう。そのクラスの手て練だれだ。

　だが長銃の方は、そうではない。リンクしてしまっているがゆえ、自分の技術で視界を〝中央〟にしているのではなく、術式に任せてしまっている。

　そのため、撃つ時に、無意識に片目の優劣が出る。

　幾度か攻撃を受けていて、狙いが僅わずかに甘い時があると気付いた。

　そんな甘さを、鳥も理解している。ゆえに、常に見ている〝目〟がこちらを向くように、弧を描き、その内側にこちらを収めようとする。

　常時、二つの弧で包囲し、視覚を共有し合うようにしているのだ。

　ならば、と己は思った。

「狩らなくていい世界、か」

　前に出る。狙いはある。ゆえにもはやダメージを気にせず、

「そんなもの、ありはしない……！」
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　孫まご一いちは、相手がこちらの軌き道どうを読んだ事を悟った。否、それよりも、

　……読んで、実行出来るんですか!?

　自分の視覚をヤタガラスとリンクしているのは、この射撃システムを考えれば解わかる事だろう。そのために弧を描いた軌道を多用し、相手を包囲するのも、だ。

　だが、包囲を無効化するのは、至難の技だ。

　一応、方法は二つ程あるといえば、ある。

　一つは、包囲の外に自分を飛び出させる事。これは比較的容易だが、しかしこちらから大きく離れるため、また軌道を戻す頃ころには新しい包囲を食らってしまう。

　ではもう一つの方法、となるが、こちらは難しい。何故なぜなら、

「包囲軌道を作るヤタガラスの視線。その目の中央に飛び込む事です……！」
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　左右どちらかの目に頼るものに対して、その中央を通る軌道に、一瞬でいいから入る。

　すると相手は、優先する目を使用するか、逆の目を使うか、迷う。

　大事なのは、その軌き道どうを通過するのではなく、〝迫る〟事だ。

　ウルキアガは行った。

　長銃の飛ぶ軌道を阻そ止しするように、敢あえて直線軌道で交こう錯さくを狙ねらう。

「こちらは、まっすぐでいいのだ」

　何故なぜなら、相手は弧を描いている。

　まっすぐ行く自分に対し、弧を描いた相手は、こちらを常に正面から捉とらえる事が出来ず、優先する目をどちらかにするか、自動的に迷う事になる。

　これまでこちらを惑わせていた弧を描く軌道が、今度は相手自身を惑わすのだ。

　無論、正面から行けば撃たれる。

　だが、そんなダメージを受けて尚なお行くのは格かつ好こいいし、

「──どちらの目で狙うか、迷った一発にクリーンヒットは無い！」

　行った。
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　半竜が詰める。

　彼ひ我がの距離を詰めるという事は、空間を狭くしていくという事だ。

　半竜は空中を跳ね、相手の一撃があるごとに距離を詰めた。

[image: ]

　一方の鳥は、軌き道どうを狙ねらわれる翼をもはや囮おとりとせず、二つの翼での迎撃を行いながら、己の位置を加速させた。

　落ちていく。そして時に上がり、また落ちる。その中で、鳥が問うた。

「何故なぜです！」

　問う。

「何故、復ふく讐しゆうや抵抗を恐れない！　狩るだけの流れを望むんですか！」

　対する竜属は、ただ前に出た。

「一つ問おう！」

　問うた。

「──貴き様さまに姉はいるか!?」
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　は？　と孫まご一いちは思った。

　姉などいない。大体魔神族の系列は子をなす事も難しいのだ。だから、

「いませんよ！　だから何だというんです！」

「解わからんか！」

　相手がこう言った。

「欲せよ、されば与えられん！　──貴様はそれを欲したか!?」

「欲しましたよ！　教きよう導どう院いんを移り、戦ってきました！」

「そうか！」

　敵が、距離を詰めながら叫んだ。

「じゃあすまん！」

　射撃を一気にぶち込んだ。
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　射撃が来た。

　その瞬間にウルキアガは一つの動作を行った。

　これまで両腕を前に突き出した飛ひ翔しよう姿勢を取っていたが、

「どうだ!?」

　右腕で射撃を受けるなり、飛翔の構えを右だけ解除したのだ。

　こちらへと飛んで来る弧の内側。そちらにある左腕を残し、右腕を引く。

　これは射撃の威力を軽減する以上に、半竜としての構えを崩した。

　いきなりの動作に風が破裂し、大気に右腕が弾はじかれる。前に出るための加速翼となる右腕だ。そうではない構えをすれば空気抵抗に激突する。

　だがこの程度の動きは竜属にとって慣れたものだ。左腕と右の加速器に力を入れ、空中をバウンドしただけで済ませれば、

「────」

　いきなりこちらの形が変わった事に、長銃が乱れた。

　しかし弧の内側。ヤタガラスが、これから行く軌き道どう側にある左腕は、残している。

　当たるものではない。だが突然の変化に、鳥は利き目だからこそ集中した。それゆえ烏からすは動きを乱し、反射する。逃げるように弧を強く描いたのだ。

　深く、加速して内側に逃げて、しかしそれは、

「使い手から遠くなるぞ」

　これまで定期的な発着と射しや出しゆつを行っていた三つの円弧の内、一つが荒れた。遠く、逃げて歪ゆがんだ軌道はすぐに戻らず、しかし残る二つの翼を戻した孫まご一いちが、

「く……！」

　飛ぶ。

　遠くへと逃げてしまったヤタガラスと合流するための飛ひ翔しようをする。しかし、

「駄だ目めだ」

　半竜が告げた。

「その軌道は、読めている」
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　ウルキアガは追った。

　加速力ではこちらが強い。そして今、孫一は、遠くに弧を描いたヤタガラスと合流をするために、連続の羽ばたきとなる加速射撃を行った。

　速度が上がれば、弧は弱くなる。

　……ここだ！

　激突位置が見えた。

　それは孫一と長銃が合流するより前。孫一はもう一度加速するかも知れないが、それこそが激突を確定してくれる動きだ。

　ゆえに己は加速し、

「姉ではない罪を食らえ……！」

　行った時、自分の視界はあるものを確認した。

　孫一がこちらに全身で振り向き、両腰のヤタガラスを加速させて空中に投じたのだ。

　三つの長銃を空に飛ばし、自分自身は落ちながら、孫一がこちらを見た。

　眉まゆを立て、しかしまっすぐな視線を向け、彼女が叫んだ。

「ヤタ！　広域展開攻撃……！」

　正面。三本の翼が描き作った巨大な黒の光。仮想砲身が、こちらを向いていた。

　その中に飛び込むような構図が生まれた瞬間。孫まご一いちが言った。

「行って。戦いくさ神がみを導く烏からす。ヤタの守りの銃弾が穿うがつ先！」
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　黒の柱が、東の方向へと空を穿った。

　武蔵むさしと安あ土づちが余波を軽減するために防護障壁を一面に張り巡らせ、それらが順次弾はじけて干かん渉しようを成立させて行く中、孫一は空中を落下していた。

　……どうかな。

　結局、狩りの時間は終わらない。だがこの戦いが区切りではあろう。これを終えたら、あとは何もかも無くなるのだ。

「おかしな話です」

　何もかも無くなるという、その事を守っている。

　そして落ちていく。そんな自分に、空から三つの翼が降りてきた。

　ヤタガラスだ。ここで一つの役目を終え、また合流して次に行く。今度は武蔵の表ひよう層そう部ぶだ。そこで今の広域展開を行えば、武蔵に大ダメージを与えられるだろう。

　……流石さすがに遠距離からだと、さっき干渉されたように防がれますからね。

　だからこの相あい対たいに勝ち、上陸して、

「────」

　だが結局、自分は変わらない。

　変わらないから、外に頼ると、そういう事だ。それは仕方のない事だが、

「変わりたかったですね……！」

　呟つぶやいた、その時だ。

　空に来ていた翼が三つ、外へと弾はじけた。

　……は？

　何が起きたか。ヤタガラス同士が衝突したのかと、そう思った瞬間。

「変わる必要など、何処どこにある！」

　真っ正面となる直上から、声が来た。

　半竜だ。

「何……!?」

　今の広域展開攻撃が、直撃したのではなかったのか。

「馬鹿者！」

　竜属が咆ほう吼こうした。

「ここは戦場だぞ！　かわす手段など何処にでもある！」
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「見事です。ウルキアガ様。──以上」

〝武蔵むさし野の〟の言葉に、鈴すずはちょっと理解が追いつかなかった。

「え、ええと？　今の、どういう、事？　ウルキアガ君、受けたよ、ね？」

「確かにウルキアガ様はあの広域攻撃の範囲内にいました。しかし、ここは戦場です」

　つまり、

「──私達や安あ土づちの砲撃の遣り取りで生まれる防護障壁を、間に嚙かませたのです。──以上」

　それはどういう事か。

「この戦場、空域では、砲撃の可能範囲から安全地帯が生まれる事が解わかっています。安土もそれは同じでしょう。ゆえに戦闘時、鈴すず木き様は砲撃範囲に入らぬよう、円弧軌き道どうで飛ひ翔しようし、危険な場合は防護障壁を蹴けって外に逃れていました。

　──しかし、ウルキアガ様の介入によって、その軌道は大きくズレました。──以上」

　模も造ぞうに描かれていく二人の最終軌道を見れば解る。

　ウルキアガは、乱れた軌道の翼を追う時、誘導している。

　……危険地帯に、追い込んでいるんだ。

「恐らく、ウルキアガ様は、御自分の突とつ撃げきと、私達が防御用に発生する防護障壁との挟きよう撃げきを狙ねらっていたのだと判断出来ます。ただ孫まご一いち様はそこから離脱し、あの攻撃を行いましたが、現場は危険空域です。安土の砲撃に対して射出された防護障壁が、それを防ぎました」

　言って、〝武蔵野〟が一息つき、肩を軽く落とす。

「こちらとしても、定期動作のように出していた防護障壁が先に破壊されてしまったので、急ぎ次の障壁を手前側に張り直ししたりで、少々慌ただしくなりました。こういう無茶をされる場合は、やる前に一言欲しいですね。──以上」
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　孫一は、空に両手を伸ばした。拒絶するために、来るなと示すために、

「何故なぜ……！」

「まだ解らないか！　狩りとは、養うための手段なのだと！」

　竜が、激突の瞬間に叫んだ。

「安定とは、貴き様さまが戦って、貴様以外のものに与えるものだ！

　──貴様は後ろを振り向けば、それでいい！」
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　孫一は、息を詰めた。

　……そんな事が……。

　過去に多くを失い、別れてきた。だから振り向くまいと、そう決めていた。だが、

「────」

　やめた。

　確かに一度も振り向かず、何処どこか何処かと、自分の望む場を探してきた。

　ひょっとしたら、背後では、大事なものが生まれていただろうか。

　……参った。

　これは敗北ではない。ただ、自分がこれまで振り返ってこなかっただけの事。

　……だったら、私は、振り返れる、と？

　既すでに答えは得ている。

「望めよ、されば与えられん！　姉を望んでそれを体得しなかった貴き様さまの不手際だ！」

　その言葉を理解した瞬間。己は敵の直撃を受けた。
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　討った。

　敵は落ち、翼が慌ててそれを追っていく。

　地表までには拾われるだろう。その事を確信し、ウルキアガは呟つぶやいた。

「貴様に姉がいたら、振り向く事に気付いたろう。……毎日の送り迎えイベントでな」

　それが不運だ。そのように思い、自分自身の破損と疲ひ弊へいから、苦笑する。特に右腕の負傷が酷ひどい。馴なれているとは言え、被弾を重ねて無茶をやったため、一次装甲の殆ほとんどが剝はく離りしており、二次装甲の亀裂から出血も生じている。

　……前線に出る事は無理だな。

　だが、リタイアではない。そんな理解と共に、己は敵に背を向けた。

「憶おぼえておけ。──振り向かぬ格かつ好こ良さは、背負ったものが何かを知っているからこそだ」

　そして声を上げた。全員に聞こえるようにこう叫んだ。

「敵、鈴すず木き・孫まご一いち、──討ち取ったり!!」
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「うわあ、ウッキーえらく気合い入ってたね」

　というマルゴットの声に、ナルゼは苦笑した。

「特とく務むとしては私達より上の位だもの。裁判役だから、とか言い訳せず、二番の役目を果たしたのはよくやったものね」

　こちらも射撃し、上陸しようとしていた連中をまた撃つ。と、不意に顔横に表示枠サインフレームが来た。

・不退転：『礼を言うわ』

・金マル：『何かな？』

・不退転：『彼が、翼を使う相手に対して有効的な戦術をとれたのは、貴女あなた達との戦闘訓練があったからでしょう？』

　違うと言っても信じない相手だ。だったら、というようにマルゴットが、

・金マル：『何かオゴってくれる？』

・不退転：『──いい串揚げ屋があるわ』

　何でこの女、飲む方に行くんだろうか。

　ただ、そういう流れも戦場では大事な一息だ。自分達は機殻箒シヤーレベーゼンを構え、

「ウッキーが離脱したら、制空権の確保はこっちがやらないとね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、鈴すずと正まさ純ずみに連絡の上で、こっちの補充をして貰もらわないと」

　と言ってる間に、村むら山やま艦上で光が弾はじけたのが見えた。

　……あれは──。

「誾ぎんちゃんとムネオ？」

　島しま・左さ近こん、大おお谷たに・吉よし継つぐとの戦闘が、開始されているのだ。
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　左さ近こんは、押されていた。

　……うわあ──！

　相手となっているのは義ぎ腕わんの少女だ。立たち花ばな・誾ぎんという名で、襲しゆう名めい者だ。横にいる金髪の男が夫で、元は三征西班牙トレス・エスパニア出身だと言う。

　……設定盛り過ぎじゃないですかよう？

　と、そんな事を思いもしたが、戦闘になってみるとこれが滅法強い。

　とにかく小回りが利く、というのが感想だ。一つ手を出すと三つ返ってくる感じ。丹に羽わなどと違って、一手一手がこちらを攻め落とすようなものではないが、密度が違う。下手へたに触れに行くと叩たたき切られかねない。

　今もそうだ。

　誾が突き込んできた右の刃やいばを、木刀〝南なん天てん〟で外に弾はじいたなり、左の下腕が彼女の左の刃の跳ね上げで割られた。

　いつの間に、と思う間も無く、右腕の刃が機械の動きで肘ひじごと回って突き込まれ、そのまま両腕の突き込みを連続されて、

「わわわわわ！」

　左腕が割られたのを再生するのに三秒程。しかしその間に三十回以上の攻撃を受けた。

　割に合わない、というのが本音だ。

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん、この人、強いですよ！』

・鬼武丸：『そりゃ弱いヤツが出てくる事はあまり無いだろう、小こ姫ひめ』

　言われて横を見る。すると、十数メートル離れた位置で大おお谷たにが誾の旦だん那なに押されまくっていた。彼はどうしているかというと、

『とおっ！　それ！　どうですか！　そこだ！　ええ、そうです！　今こそ！』

　と言いながら〝押されている〟のはちょっと何処どこかおかしくないですかよう、アレ。

・小　姫：『三みつ成なり様？　あのバグっぽい人、ひょっとして防御時のボイス設定が攻撃時のものと入れ替わってないですかよう？』

・６　　：『たまにやる』

・巨　正：『あれ一回見せて頂きましたけど、私、ゲーム詳しくないのに笑ってしまって』

・８４８：『えっ、えっ？　流石さすがに今のそっちの状況でオプション画面開けないと思うので、大谷君に攻撃して貰もらって確認して下さい！』

　成程。理解は出来たので、言ってみる。

「大谷さん、ちょっと攻撃してみて下さいって三成様が！」

『三成君が!?　Ｔｅｓテスタメント．！　ではこれから攻勢に！』

　さっきより押された。

・鬼武丸：『そりゃ〝これから攻撃するぞ〟って言われてハイ左さ様ようですか、とする訳があるまいよなあ』

　ですだよう、と珍しく意見に同意していると、正面に来た誾ぎんが頷うなずいた。

「よそ見し過ぎです！」

　首を刎はねられた。





●






　大おお谷たには、ビッグサイズの自分で左さ近こんの首が飛ぶのを見るのは初めてかな……、と、そんな感想を抱いた。

　しかしあの同どう僚りよう、ホントにちょっと迂う闊かつ度が上がってないだろうか。

　安あ芸きでもよく飛ばしていたものだったが、さっき賤しずヶ岳たけでもよく考えたら結構死んでる。

　再生者のアドバンテージは「死なずに済む」にあるのだと思うが、今の左近の場合は「死んでも大だい丈じよう夫ぶ」くらいに落ちてる気がする。

　ともあれ、油断は無くして頂きたい。

　丁度いい事に、左近の死亡に馴なれていた面々は、少なくとも近くにいない。

「ナイッ死──！」

　とか言っていた平ひら野のも、

「あら！」

　とか言っていた糟かす屋やも別行動だ。

　……ここにそういった事への無む頓とん着ちやくな人はいないのですね。

　と、左近の首が飛ぶのを見ていた己は、ある光景を見た。

　正面。立たち花ばな・宗むね茂しげが、左近が死んだのに気付いたのだ。彼は一瞬だがそちらに振り向き、

「──おや!?」

　己は戦せん慄りつした。
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　誾は、人の首を刎ねた事がある。

　というか、特とく務む級ともなると、キャリアの中で大体の経験をする。

　首刎ねは致命傷で、基本、即死だ。

　だが、現在においては、首刎ねで死が確定する訳ではない。

　首を切られたとしても、脳に損傷は無いのだ。

　時に、討たれた首が草や石を嚙かんだり、睨にらんだりする、というのは事実としてある。

　首下が不ふ随ずいになったのと同じだ。初期のショック死を逃れれば、生存の可否は出血と呼吸系を失った事による脳の酸欠や、傷口からの感染症といった問題になるのだ。

　大体、自害とは違い、処刑の歴史再現もある世界だ。

　動死体リビングデツド系の協力者や襲しゆう名めい者が見つからない場合、介かい錯しやくを解釈で済ますという、副会長並のネタは現実にある。この場合、用意の上で胴体との接合を短時間で行えば、経過時間に比例する後遺症の有無はあるが、生還は出来る。

　実際、自分達が持っている加護や術式では、生存用のそう言ったものもある。人体の一部を欠損した時、その代用行為を与える加護だ。己の場合、義ぎ腕わんを損失した時、塞ふさぐだけではなく、実際にそれがあるのと同じ流体消費や反応を寄越す加護を入れているが、人体各所に応じてそういったものはある。

　……そうでなければ、父の武神改造など行えませんからね。

　どちらかというと、砲ほう弾だんや打撃武器などによって、全身が破裂したり、骨折で内臓を傷つけられた方が危険だ。特に前者は助からないが、最近、それをやった人狼女王レーネ・デ・ガルウがパワーアップして復帰の上で関東の一部に迷惑を掛けたので、これもまた即死確定とは言えなくなっている。

　対し首くび刎はねの場合は、そこまで大おお袈げ裟さではない。

　なので、国家間の正式な歴史再現の場合、そして武器が刃やいばの場合、手加減は無用だ。

　骨を砕いてしまうと再接合が面倒になるので、刎ねる時は刎ねる。刎ねない時は刎ねない。そのくらいの教えはどの剣術にもあり、また、首に限らず、胴体、四し肢しなど、後遺傷を相手に与えないための決着の付け方は、出来るかどうかはともかくとして、授業で習うし、ちょっとそういうのが好きな種族の教員だったら、

「さあ！　先生と一緒にやろう。先生に一方的に！」

　とやって、七回程首を刎ねた小等部三年の一学期だった。五段階評価で七貰もらった。

　だが、今は違う。そういったものが無いのに死んだのが目の前にいる。

　明らかに、そういった加護や術式が発生していない。ただ、

　……以前、水み戸と領主が言っていましたね。

　前M.H.R.R.神聖ローマ帝国総長ルドルフ二世と、島しま・左さ近こん。

　両者の再生技術は同様のもので、切ろうが潰つぶそうが何しようが復活する。水み戸と領主曰いわく。

「ええ、あの能力を、上手うまく改造して牛肉や豚肉に転用出来たら、食糧事情が変わると思いますのに、M.H.R.R.は駄だ目めですわね」

　M.H.R.R.も、まさか皇帝の安全策が焼き肉と同等にされた上でダメ出し食らうとは思っていなかったろうが、これはつまりどちらの勝利だろうか。

　しかし、己は見た。眼前で飛んだ首を、下の胴体がキャッチ。両者の距離を近づける事で、

　……再生所要時間を短くするのですね……!?

　僅わずかな時間だが、それを無む駄だにしない。

　見事、と思ったが、ついこう言ってしまった。

「最初から避けておけばいいのでは？」
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　鬼おに武たけ丸まるは、誾ぎんの言葉に一瞬考えてしまった。ただ、弁護は必要だろうと、そう思い、

『あのなあ、そこの女。避けろと言われても、小こ姫ひめは避けるのが下手へたなのだ』

「何しに来たのですか。回避の代わりに切られても大だい丈じよう夫ぶ、といっても、再生時間が掛かるのでしたら駄だ目めではないかと思うのですが」

「お、鬼武丸さん！　どういう事言われてます？　ちょっと難しくて」

『いいか？　──目上の者を敬って、ものは大事に扱い、また夜更かしをせずにとな……』

「絶対言われてませんよ！　絶対違いますよ！　ですよね！」

「──それも大事ですね」

「うわあ──！　敵ばっかですよう私の周囲！」

　まあ気にする事ではあるまい。

　……小姫が、基本的に戦闘下手だというのは、初期から解わかっている。

　ならば、と思った時だ。正面の立たち花ばな・誾が、両手に刃やいばを構えた。

『やる気か』

「Ｊｕｄジヤツジ．、再生能力者と戦うのは初めてですが、立花の名は西さい国ごく無む双そうですので」

　言って、彼女が笑みを見せた。こちらの首と、五体の継ぎ目に視線を向け、

「──五段階評価で十を頂いたのは小等部五年の二学期でした」
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　戦場の下を、清きよ正まさは皆と走っていた。

　今、自分がいるのは武蔵むさしの左さ舷げん三番艦だ。

　基本船せん殻かく部ぶの穴の縁へりを、艦尾側へと急いでいる。

　中央部が抜けた武蔵は、その艦上の見晴らしが良いかと思えばそうではない。広大な穴に防護障壁を張るため、基本船殻部を構築していた各部ブロックのレールを用い、防護障壁の展開用鳥居や、紋章を彫り込んだ装甲板などを各階、各部に配置している。

　上から見ると、船殻部の穴は下から壁のように突き出した装甲板が不規則な列を成し、迷路のようにもなっている。

　急ぎの調査だが、防護障壁自体にも知覚系の加護が掛けられている事が解わかっている。これは攻撃を受けた際に自動反応で出力を上げる他、障壁を監視にも用いているという事だろう。

　つまり敵である自分達にとって、監視のある立体迷路に放り込まれるようなものだ。

　また、内うち舷げん側では、障壁を作る補助としての装甲が高くなっている。これは中央艦側に近づけば、逆にその艦橋などを見み辛づらくするための仕掛けだ。

　武蔵むさしの戦士団、有力者達は、これらの迷路を行き来する際のナビを道どう祖そ神じん系の加護として追加されている他、イザナギ系の加護によって、それら障壁や壁を、一時的に移動や消去してショートカットする事も出来るようになっている。故に自分の感想は、

「武蔵艦上、上から見ていた時とは違い、思ったより見晴らしが悪いですね」

　……上は見えますが、水平が見渡せない、というところですか。

　この床面を作る防護障壁は、何隊かが渡ろうとして落とされていた。とはいえ良く見ると、障壁射出用の装甲板などもあるので、

「これ、足場として渡っていけますでしょうか」

「清きよ正まさ様達や、斥せつ候こう系の連中だったら行けますけど、他は私も含め、無理でしょう」

　それに、と隊長格が、前を示した。

　装甲板が、障壁下にある基本船殻部のレールを動き、組み替えを行っている。

「移動中にあれをやられたら、斥候系でも無理でしょう」

「じゃあ私達しか行けない、という事ですね」

　それは厳しい。だが、通つう神しん関係の担当が手を上げた。彼女は武蔵上で通神の傍ぼう受じゆや規制を避けるように、他隊との連携を保持しつつ、

「福ふく島しま班は、福島先輩が単独で行くそうです」

　流石さすが、と思ったら、皆がこちらに視線を向けた。

　何でしょう、と思ったら、誰だれもが顔を見合わせ、代表というように隊長格が手を上げた。

「行かないんですか？」

　言われた意味を理解するのに数秒。あ、と思った時には赤面が先に来た。

「そういう事は気にしなくて大だい丈じよう夫ぶです！」

「ああ、じゃあ何か仕込みがあるんですね」

　そういう意味ではあるがそういう意味ではないと言いたい。しかしまあ、自分達はどうするかと言えば、

「──私達は、この先の艦尾側を左右に渡る中央回廊を確保します。

　三番艦、または中央後艦から左さ舷げんの戦場へと臨む敵は、そこを通りますから」

　言っている間に、向こう、目的の場所の方から声がした。こちらを呼ぶ声ではない。

「──来たぞ！　羽は柴しば勢だ！」

　回廊の守りについている武蔵の戦士団だ。

　長く続く回廊は、艦首側が船殻部の穴で封じられ、艦尾側が一段高い高台構造となって壁が生じている。艦尾側の高台上には、やはり敵が構えており、

「こりゃあ解わかり易やすく、回廊を行く私達を正面と上から削ろうってですよ」

「じゃあ私が回廊を行きますので、皆さんは上から行けますか？」

　パーツを組み替えた機き動どう殻かくを〝慣らす〟のにはちょうど良い。

　斥せつ候こう係が観測術式を上に打ち上げると、向こうの高台側からは遮しや蔽へいの術式が自分達を隠すように何枚か立ち上がった。数はまばらに見えるが、

「これ、遮蔽の他の方に、ステルス掛けてる敵がウヨウヨいるパターンだよなあ」

　隊員の声に、そういうものですか、と己は頷うなずく。なので高台の方を指さし、

「じゃあ、上も私が行きましょうか？」

「上〝も〟は無しです！」

　[image: ]しかられた。その時だ。

　……あら？

　妙な音を、山の向こうから聞いた気がした。

　否、武蔵むさしに山がある訳ではない。しかし遠く、同様の条件とも言える構図から、不意の音が届いてきたのだ。それは、

「嵐あらし、ですか？」
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　大おお谷たには、嵐を見た。

　人の身体からだが吹き飛んでまた戻る。その動きが繰り返されると、風や流体光や血が舞い、中心から回り広がる嵐になるのだ。

　左さ近こんだ。

　彼女の身体が、常に何か欠損する。指や手首、足首だったらまだいい。かなり頻ひん繁ぱんな率で肩から先や腿ももが分断され、勢いがあるが故に宙に飛ぶ。

　おかしい、と己は思った。

『普通、切れ味が良ければ、吹っ飛ばないでしょう!?』

　言った。すると正面の旦だん那なが頷き、

「不ふ思し議ぎですね。──でも誾ぎんさんは特別な人ですから」

　今、自分は、情報体史上最も情報を集めた方が良い相手と遭遇しているだろうか。

　ただ、向こうの現場でも、嫁の方が片かた頰ほおに手を当て、

「宗むね茂しげ様、戦場で妻を褒ほめるのはおやめ下さい。手元が狂ったら大変です」

　左近の首が宙に飛びながら己を傾かしげたように見えたが、凄すごくよく解る。

　ともあれ相手の実力が無む茶ちや苦く茶ちやだ。これまで、水み戸と領主や、他、竜達などとも当たってきたが、これは違う。

　……剣士ですか！

　西さい国ごく無む双そうを名乗るならば、少なくとも東とう国ごく無む双そうと比肩して極きよく東とうで一人。

　そう言った相手がここにいるとすれば、

『左近君！』

　叫んだ瞬間。己は見た。

　左さ近こんの五体が同時にバラされたのを、だ。
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　誾ぎんは、的確に捌さばいた。

　人の身体からだには関節があり、この可動域の内側には筋肉の束が少なくなっている。ゆえに五体を切断する時は、関節の内側から外へと攻撃するのが常道で、更には、

　……関節の隙すき間まに、刃やいばを叩たたき込むのです。

　隙間に差し込み、跳ね上げる。

　切断箇か所しよは骨と骨の隙間だ。硬い骨を割るより、筋肉と腱けんを断ち割るだけで済む。

　この際、突き抜けたり刃を当てて押し切ろうとすると、力が要る。

　なので刃を根元近くで当て、一気に引いて切る。

　削そぐ、という表現は極きよく東とうならではだろう。

　だが、それでも、両断は至難だ。どのような獲物であろうと、戦闘中は動いているので関節は捻ねじれたり、曲がって締まりもする。それを開き、出来れば伸ばすようにしたいのだが、

「さて」

　己はこの課題を、統一感をもってクリアした。

　相手の五体を刎はねやすく伸ばすために、刎ねる事で相手の五体を崩したのだ。
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　宗むね茂しげは、大おお谷たにを追い詰めつつ、音を聞いていた。

　誾の剣跡は、音が良い。宙を裂くのではなく、切るのではなく、大気を響かせる。

　刃筋が立っているのだ。

　刃が立てる風音の大半は、刃が斜めに傾かしいでいたり、震える事で生じる。つまり刃が大気に対してバタつく音だ。これを〝威力〟と勘かん違ちがいして、ただただ強振する者がいるが、実はそうではない。

　本当に刃を振るうならば、大気は切れ、音は無い。響きが生じるとしたら、切れた大気が戻る音で、このタイミングをズラすと剣圧など、別の技へと派生する。

　誾は徹底する人だ。

　包丁を持てば野菜は垂直に割る。魚は水平に下ろす。豆腐は賽さいの目で切る。切れ味の良さそうな豆腐の角、というのは、立たち花ばな家でしか見られないだろう。

　肉などを下ろす際も、そうだ。

　断ち割るのには、刃を差し込んでいく必要があるというのに、刃がまっすぐ行く。

　音がする。

　刃やいばが振られて大気を響く。

　刃先が関節の肉に入り、湿った音を生む。そして刃を滑らせ、根元を押し込むと、

「────」

　削そぐ音というのは、泡が立つのに似た〝粒〟を宙に作る。誾ぎんが言うには、無数の血管が切り割られていく音が、泡の弾はじける音に似ているのではないかとの事だ。

　泡の中で、たまに、訥とつ々とつと吶とつ々とつと爆はぜるのは、腱けんが切られていく音だろう。

　上手うまい。

　自分はここまで出来ず、両断してしまうが、誾は断ち割るものの構造を理解し、割りやすいように割って行く。

　そして手順も見事だ。

　まず、相手の首を刎はねた。相手の背は高いが、誾は元々身長が低い。自分より高い相手には、どうとでも出来る訓練を積んでいる。

　地上三メートルの首は、たとえばこの立たち花ばな・宗むね茂しげの首を、地面すれすれから狙ねらうのに比較して、どれだけ違うだろうか。

　立花家にとっては誤差だ。

　誤差を誾が埋めた。

　初しよ手てから首を刎ねた。いきなりのようだが、これは大事だ。

　相手に見られていては対処されてしまうからだ。

　ゆえに首。

　そして相手が両手を首に伸ばしたら、まず利き腕ではない左腕の手首を刎ねる。

　右腕が首を捉とらえる。が、左手が無い。

　左手が無いので、〝有る〟右手に対し、左の下腕で首を押さえようとする。

　が、それは、左の腋わきを上げるという事だ。

　左腋から左肩へと刎ねた。

　右腕が、左にある支えが無いままに、首を押さえようとした。

　無理だ。首が本来ある位置より、押されて左に流れる。

　空いた右手首を刎ねた。

　慌てて、手を失った右腕が、それでも首を追う。それはしかし、さっきと同じだ。右の腕を上げれば腋が空く。

　右腕を腋から刎ねた。

　相手の両腕が無くなったところで、首が崩れて血煙となった。時間が来たのか、助けが無いと諦あきらめたのか、再生に入ったのだ。

　誾が左さ近こんの両りよう膝ひざを割った。

　断ったのではない。膝の内側、皿の陰に隠れている靱じん帯たいを、刃を搔かくようにして割った。

　膝ひざが内側に折れ、姿勢が低くなった。

　首のあった位置に戻ろうとした血煙が、空振りする。

　同時に両腕が血煙となった。

　そして誾ぎんが、崩れる左さ近こんの両足首を刎はねた。

　支えを失った身体からだが、内側に崩れる脚に引かれ、後ろに傾いていく。

　その両りよう腿ももを刎ね、更に姿勢を崩した時、

「────」

　首が戻った。

　両腕が戻った。

　反応させずに、誾が戻ったばかりの両腕を刎ねた。それも外へ、だ。

　十数メートルを飛んだ両腕は、途中で血煙に変わろうとする。だが誾が、

「こうですね」

　首を刎ねた後、血煙と化した両腿の付け根に刃を叩たたき込み、刎ねずに止めた。

　そこに脚が戻り、

「──!?」

　再生の中で刃を差し込まれた左近の身体が、それを否定出来ず、頽くずおれた。
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　……しまった！

『えいっ！　それ！　そこだ！　ここですね!?　私の勝ちです！』

　と防御を一方的に続けて相手を優勢に保ちながら大おお谷たには思った。

　左近は再生者だが、彼女自身を封じる手はある。一番の手段は、やはり再生箇か所しよに異物を差し込んでおく事だ。

　これによって、再生箇所は異物を避けるが、循環系、呼吸系などは、異物を避けて再生される。例え刃を叩き込まれても、〝そこに隙すき間まがある〟形で再生されるのだ。

　無論、血管や呼吸管が二つに分化していれば、負担は生まれる。

『やあ！　とお！　ほおおおおお！　いいですよ！　もっと楽しませて下さい！』

　……何この恥ずかしい防御ボイス！

　ともあれ記録を見るに、彼女の場合、初うい陣じんとなった水み戸と領主との戦闘で、そういった決着を受けている。

　そして賤しずヶ岳たけの戦いでは、丹に羽わから再生能力を利用した〝縫ぬい止め〟を食らった。

　ゆえに左近の方では気をつけていた筈はずだ。

　多分、としか言えないのが難だが、将軍様もついている。まさか天下の将軍様が、何も対処を講じていないとか……、疑ってはならない。疑ったら負け！

『ははは！　何処どこを見ている！　さあ笑って！　そうです！　何をしているのです！』

　……だから何このボイス！

　だが、立たち花ばな・誾ぎんは、一つの手を講じた。

　将軍様の機き動どう殻かくが対処をしようとしても不可能な干かん渉しよう。

　機動殻ですら防御出来ない関節部を狙ねらったのだ。

　再生する五体に刃やいばを差し込み、関節の球体と臼うすの構造を外す。そして刃を残したまま、

「────」

　彼女は次の刃を出し、左さ近こんを貫いた。

　まずは戻る脚。腿ももの付け根と、膝ひざを横から、足首と、全ての関節に刃を前から通した。

　関節は伸び、曲がらない。

　そこで首の付け根を横から貫いた。前から後ろに貫通すると、延えん髄ずいを断ち切って死亡判定になると考えたのだろう。

　それは正しい。

　そして戻る両腕に対し、肩関節を貫いて止め、肘ひじと手首の関節を貫通して止め、

「終わりです」

　各関節に刃のストッパーを得た左近が、横倒しに倒壊した。

　肉を打つ音より、刺さった刃の群が床面に当たり、ばらけた金属音をぶちまけた。

　同時。幾度となく血煙化したため、装着者から離れた機動殻の頭部、四し肢しの装甲が、漸ようやくというように甲かん板ぱん上に落ち、音を立てた。

　動かない。

　もはや将軍様もどうする事も出来ない。

　左近が封じられたのだ。

『それっ！　なかなかですね!?　お遊びですか!?　お戯たわむれを！　残像ですよ!?』

　……だから何ですこのボイス！
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・８４８：『うわあああ！　左近様！　左近様！』

・きめえ：『左近がどうかしたの？　話してみなさい』

・８４８：『左近様が死ねばいいのに死なせて貰もらえなかったんですよ！』

・きめえ：『Ｔｅｓテスタメント．、よく解わかったわ。──聞かなきゃ良かったって』

・ＡｎＧ：『何か色々無視して言うと、サコーンの五体に爆弾か何か仕掛けといて、上手うまい具合に死ななかったらナリナリが爆破して死なせてやるとか、そういうの有りなの？』

・超正義：『それは凄すごく的確ですけどいろいろ迷惑ですよ！』

・８４８：『というか人道──！　人道無視ですよ！　畜ちく生しよう道どうに落ちますよ！』

・ＡｎＧ：『上司の不備を指摘したら逆ギレされたよ……！』
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　誾ぎんは、軽くバックステップで距離を取り、一息をついた。

　眼前、各関節を貫き止めた左さ近こんが転がっている。

　この関節止めは、幾度となく行ってきた技だ。新大陸にいた時期、現れる竜属や獣けもの達に対抗する時、まともに斬きり合うより四し肢しのどこか一つでも関節を止めてしまえばカタがつく。

　今回は、同じとは言えないが、同様にした。ここで何かの仕込みがあるとすれば、自爆だろうか。だがそれも、観察している内では生じる気配もない。

　故に数秒を置き、己は、

「確認します」

　二律空間から引き抜いた剣を、空に高く投じた。

　それは砲撃の映える夜空をバックに、しかしすぐに降下して、

「どうぞ」

　全身の内、唯ゆい一いつ血煙と化していない胴体。横倒しになったそれの、肋ろつ骨こつ下を上から床へと、長い刃やいばが貫いた。
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　……うそですよ──う!?

　何ですよコレ、というのが左近の第一の感想だった。

　ちょっと凄すご過ぎる。感心してしまった。

　丹に羽わの方がこちらに対して効果的で、手て数かずも少なく、恐怖を感じさせるような方法だったが、この相手はちょっと違う。戦うとか、倒すとか、勝敗とか、そういうものではない。

　仕上げられた、という感覚だ。

　動けない。

　各部に力は入る。血管なども正常だ。喉のどを断たれているので呼吸は結構辛つらいが、これもまた気管より上で割られている。

　あ、こうなる事もあるんですねえ、と思ってしまうが、これはいけない。

　胴体も見事に後からの一発が来ていて、これも恐ろしい事にあまり痛くない。多分、筋肉の継ぎ目をきっちりと貫いて来たせいだ。針治療が痛くない、というのと似た状態になっているのだと思う。

　凄いですよう、と思って視線を動かすと、鬼おに武たけ丸まるの頭部があった。

　それだけではなく、右腕や左腕、両の肩やら何やら、見事に四散してる。

　これだと鬼おに武たけ丸まるはどうしようもない。接合が切れている時点でアウトだ。

『おい！　小こ姫ひめ、起きろ！』

「起きてますよーう」

『ともかく捕ほ虜りよになるのだけは避けろ！　どうするか解わかるか!?』

「ええと、舌を嚙かんで死ぬ？」

『時間掛かって無理だろうソレ。あと今の状態だと首だけ戻るだろう』

「じゃ、じゃあ対案を出しましょうよう！　いきなり否定はだめですよう」

『ふむ、では、何とか術式を呼び出して、例えば爆破などしてみるのはどうだ？』

「そんな危険な術式フツー持ってませんですよう」

『いきなり否定しおったな!?　貴き様さま！』

　などと言っていると、横向きに倒れた背後の方から、声がした。

『大だい丈じよう夫ぶですか左さ近こん君！』

　相変わらず押されまくってる大おお谷たにだ。
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　大谷は、左近を仕上げた誾ぎんが、こちらにやってくるのを見た。

　……いかん！

　旦だん那な相手にこれだけ苦戦しているのに、ここで嫁登場はデンジャー過ぎる。

　とにかくこの場の形勢を逆転せねば、と思った瞬しゆん間かん。旦那が動いた。

　これまで突きを主体としてきていた攻撃が、軌き道どうを滑るように上げ、

　……上段！

　反射速度と認識において、情報体は人間を遙かに凌りよう駕がする速度を有している。故にこのようなフェイントなど、気付く事は容易だ。

　ならばここで相手と己の立場を逆転せねばならない。そして思案するに、

　……ここでその刃やいばを自分の剣で受けたら、返す一発を入れられてしまいますね！

　衝撃で下に押し込められ、両腕を固められた直後に、胸中央へ突きを入れられる。そこまでは読めた。ならば、

『秘技！　無刀取り……！』

　己は流体で作った刃を放ほう棄きして、その反射速度で剣を取りに行った。
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　誾は、宗むね茂しげの一撃が相手の頭から腰まで割ったのを見た。

　その後で、相手、大谷の両手が、頭上で柏かしわ手でを打つように音を立てた。

　三秒程皆が動かなくなって、ややあってから、己は言った。

「見事な失敗でした」

「いや恐ろしい相手でした」

　頭上で手を打ち、頭から腰まで割られた情報体を前に、宗むね茂しげが〝瓶かめ貫ぬき〟を引き抜いて言う。

「こちらが明らかに優勢なのに、延々と自分が勝ち誇ったような事を反応し続けるのですから、危うく〝そうかもしれない〟と思いかけるところでした」

「コミュニケーション能力の高い宗茂様にとって、確かにやりにくい相手ですね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずく宗茂の前で、情報体が光となって上から崩れていく。

　散る光を風に浴びながら、誾ぎんは一息を入れる。

　……ともあれこれで、二人を倒しました。

　名乗りをあげようかと、そう思った時だ。

「誾さん！」

　不意の宗茂の声に、己は顔を上げた。

　……何かありましたか？

　と向けた視線の先、あるものが見えた。

　己の義ぎ腕わん。その左腕が、宗茂に向かって持ち上がっているのだ。

　無論、そんな動きをした覚えはない。だが確かに義腕の左は跳ね上がり、表示枠サインフレームを出し、

「十字砲火アルカブス・クルス……!?」

　射出次第、砲撃が宗茂に対して発射された。しかしその直前。己は見た。

　……あれは……！

　回避運動に入ろうとした宗茂の手をふりほどくようにして、〝瓶貫〟が躍ったのだ。

　対象に向かって加速する準神格武装は、明らかにこちらに向き直し、

「……っ！」

　槍やりとしては長い刃やいばが、己の胸元へと飛んだ。
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　宗茂は、何が起きたかを悟った。

　……イリュージョン！

　よくは解わからないが自分達の武装や義腕が勝手に動いた。

　その仕掛けは解らないが対処は出来る。ゆえに己は誾と視線を合わせ、

「誾さん！」

「宗茂様！」

　同時の叫びを重ね、己は瞬しゆん発ぱつした。加速術式〝駆かけ爪づめ〟を使い、飛んだ〝瓶貫〟の石突きを後ろから右の人差し指と中指でホールドする。

　直後に誾が義腕をパージした。

　その外側で、十字砲火アルカブス・クルスがこちらを向き、轟ごう音おんを放った。

　……間に合います！

　思いと同時に、自分は右の指で捕まえた刃やいばを、肘ひじと手首を伸ばして相手へと叩たたき込んだ。

　誾ぎんが空中にパージした義ぎ腕わんに、〝瓶かめ貫ぬき〟を根本まで突き刺したのだ。

　同じタイミングで、誾がステップした。己が外した義腕の内側に身を沈め、今やその手の平からレバーのように伸びた〝瓶貫〟を握るこちらと共に、

「せい……っ！」

　二人、体当たりで外に義腕を押し込んだ瞬間。発射された十字砲火の砲弾が、義腕の表面を抉えぐって空に跳ねた。

　跳弾は、自動反応する武蔵むさしの防護障壁に当たって破砕。だがこちらでは、

「誾さん！」

　衝撃に一回転する義腕の向こうで、十字砲火がこちらを向こうとした。

　対する自分が左手を伸ばすと、そこに誾が、残った義腕に持っていた一刀を載せる。

　任された気がした。ゆえに、

「アモ──レ！」

　宙で回る義腕に蹴けりを叩き込み、飛ばした。

　こっちに回頭していた十字砲火が義腕の直撃を受け、火花が散った。

　見えている。ならば、

「誾さん」

　己は半はん身みになると、刃を右手一本で縦に構えた。刃の裏から左手を当て、

「仕留めます」

　義腕ごと、十字砲火の砲身を刃で根元まで貫いた。
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　義腕と十字砲火、〝瓶貫〟に長剣。

　それらが一セットとなって床に落ちるのを、誾は見ていた。

　流石さすがは宗むね茂しげ様、と思うのは、義腕においては中心軸を貫き、十字砲火については砲身部を貫いただけに留とどめている事だ。

　無む駄だな破壊をしていない。

　……これに比べると相あい対たいした時の本ほん多だ・二ふた代よは……。

　としみじみ思うが、そういう〝質〟の差だ。彼女が宗茂系の質の持ち主だったら、それこそ立つ瀬が無い。

　とはいえ、今のは自分達の油断だ。何をされてどのようになったのかは解わかる。

「──大おお谷たに・吉よし継つぐの病原ウイルスですね？　今のは」

「そうなのですか」

　知らないで対応出来るとは流石さすがコミュ力の高い宗むね茂しげ様。アドリブ強くて何よりです。

　ただ、自分は頷うなずき、

「……恐らく〝瓶かめ貫ぬき〟は、大おお谷たに・吉よし継つぐを割った際に感染を。私の義ぎ腕わんの方は、その後で散った流体光から感染したものと思われます」

　義腕も、こちらの神経系などを伝達したり、十字砲火アルカブス・クルスの管制制御のために制御系を持っている。それは単純なシステムとＯＳだが、だからこそ狙ねらわれたのだろう。

「〝瓶貫〟は準神格武装。ＯＳのセキュリティなども強いと考え、多く接触を望むよう、白しら刃は取りのパフォーマンスをしたのではないでしょうかと思いましたが、宗茂様の一刀を見てからの無刀取りでしたねアレは。──大谷の自爆が上手うまく繫つながっただけかと」
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・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん？　何か後ろで大谷さんがメタクソ言われてますですよ？』

・鬼武丸：『いや、俺おれもアレはどうかと思ったぞ？』
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　しかし、と宗茂が言うのを誾ぎんは聞いた。

　彼が床に転がっている不動の残ざん骸がいを見据え、

「油断でした。酒さか井い学長に謝らねばなりませんね」

「その時は私も一緒に伺います。酒井学長は、こういう話が好きそうですから」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼が言った。そして彼は、

「誾さん」

「Ｊｕｄ．、こちらに」

　と、自分は二律空間から射出した次の長剣を宗茂に渡す。すると彼は受け取り、前に出た。こちらの横、既すでに立ち上がりつつある長身の影が、一つ存在しているのだ。

「島しま・左さ近こん様。──大谷・吉継の助けで復活しましたか」

　振り向けば、左近の右肩に二頭身の大谷が乗っている。

　何をしたか解わかる。

「──イリュージョンですか」

　宗茂様が笑顔で振り向きましたから、私の中の何かが八割程達成されました。
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　イリュージョン？　と左近は首を傾かしげた。

　とりあえず頑がん張ばったのはメタクソ言われた大谷だ。立たち花ばな夫妻の武装を、病原ウイルスで相打ちさせている間に、小さいのがこっちやってきて、周囲の機き動どう殻かくの部品に感染したのだ。

・鬼武丸：『そして病原ウイルスでパワーアシストの制限解除。よくやった大おお谷たに』

　基本、鬼おに武たけ丸まるの機動殻は、こちらのパワーアシストを行うため、自律動作は出来ない。が、それはセイフティによって成っている部分が多く、駆動系などが動けない訳ではない。

『フォローとして、私の病原で自律動作させ、集合を行いました』

　見ていて、各部の装甲が這はったり、他のものに引きずられてくるのは、見ていてちょっとホラーだったが仕方ない。右腕の装甲が、右肘ひじと手首に刺さった剣を抜いた時点で、脱出と再装着への道が見えた。

　今は頭部装甲を拾い上げ、頭に載せ、

「何か久しぶりですよう、鬼武丸さん」

『俺おれはずっと貴き様さまの方を向いていたぞ』

　はいはい、と言って、自分は前を見た。

　旦だん那ながいた。右手に長剣を提げていた。だから自分はそれを指さし、

「大谷さん、アレ」

『あれはＯＳを積んでいない物理構造のみの長剣だから駄だ目めです！』

「……何しに来たんですよう、大谷さん」

『た、助けられておいてその言い分！』

　いや、だって、と己は言った。

「ぶっちゃけ、私だと剣術であの旦那さんと嫁さんに敵かないませんよう」
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『苦手はいかんぞ、小こ姫ひめ』

　鬼武丸は、そう言いつつも、小姫の判断に頷うなずいた。

　……確かにこれは相手が悪い。

　大体、小姫の剣術が生きるのは、相手と自分の距離が中距離となる戦闘だ。長い腕を高速で振り回すには、相手の位置が的確でなければならず、その位置取りに必要なのは広い場所で、この点では現状はベストだが、

　……眼前の相手は、こちらの最良距離の内側を戦場とするのだな。

　これまで、水み戸と領主も、丹に羽わも、どちらも近距離と中距離戦を行える相手だった。

　前者は武装と鎖を。後者は格闘と精霊降ろしの術を。

　ある意味、嚙かみ合った戦場の中で、どちらがその距離での戦いを制すか、という勝負だ。

　だが、この相手は違う。

　嫁の方は近接では完全なインファイター。そうでなければ遠隔にいきなり移る。

　旦那の方は、やはり近接では完全なインファイター。こちらは更に悪い事に、遠隔攻撃手段を持っていないので、もしも小こ姫ひめが相あい対たいすれば攻め続けられる事になろう。

　小姫も戦闘経験が少ない。自分から押すように攻めるのは出来ても、相手を己の領域で確保するのは不慣れだ。しかもそれをこのクラスの相手にするのは、至難だろう。

　ならば、と己は思った。

『大おお谷たに、役に立つ気はあるか？』

『何で御座いましょう、将軍様！』

　いい返答だ。

　では、と己は決めた。

『小姫。──貴き様さまは出来る。それを証明するぞ』







[image: 第二十二章『戦場の始祖』]
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　まーた人をノセに来ましたですよ？　と左さ近こんは半目で思った。

　……鬼おに武たけ丸まるさん、口がうまいんですよう、ホント。

　これは若い頃ころ、さぞモテたのだろうと思って、でも通神帯ネツトで今更調べるのも何だから、最近は周囲の皆に質問してる。時に鬼武丸の評価が歴史的に高いとちょっと嬉うれしい。生前はまともな人で良かったですよう、と。そのくらいハードル低い。

　だがモテたかどうかについては皆が口を噤つぐむので、仕方なく、答えてくれそうな糟かす屋やに問うた事がある。すると糟屋は、しばらくの後、

「──将軍様の妻ですが、鬼嫁だったんですのよ？　確か。でもそれを解わかって熱烈求愛したと言うか、かなりマニアックな方向だったようで」

「鬼嫁でマニアック」

　以後、鬼武丸の評価が〝生前おかしかったけど歴史的にはまともな評価を受けている人〟となったが、ハードルが更に低くなったのでコミュニケーションが円滑に進むですよ？

「いやあ、鬼武丸さん、生前は大変だったんですよう」

『何をいきなり言い出しておるか……！　ほら、前を見ろ！』

　前に、旦だん那ながいる。いや、ちょっと身がすくむ。

　だって勝てないというか、敵かなわないですよう、コレ……。

　格が違うというのか、何が違うというのか。正直よく解らないが、全く刃が立たない。嫁の人に対してそうだったので、旦那に対しても同様ですよう多分。

　だけど行こうと思う。

・鬼武丸：『お？　行くのか』

・小　姫：『ハイハイソウデスヨー』

・鬼武丸：『いいぞ。前より遙かにいい』

　褒ほめ方が上手うまい。さぞモテたろうに、マニアックとは……。まあ人それぞれだが、

・小　姫：『さっき三みつ成なり様と約束しましたですよ。──私の性能を見せるって』

・鬼武丸：『それはこっちも同じだ。──では、行くぞ』

　ハイハイ、と頷うなずきつつ、しかし前に出る。すると向こうも軽く頭を下げ、こちらに来た。

　……あ、マズイ。

　これは食らう。
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「あいた……！」

　という左近の声を、誾ぎんは聞いた。そして思った。

　……何を？

　否、正確には〝何故なぜ〟かもしれない。

　ただ、〝何を〟と思ったのは、左さ近こんに対してではない。宗むね茂しげについて、だ。

　左近という相手を前にした時、解法は見えている。

　刎はねるか、止めるか、だ。

　そして宗茂クラスなら、手て捌さばきに違いはあれど、自分と同じ結果を導ける。そして〝仕上げる〟事が可能だ。

　悲鳴など上げさせない。

　だから今の左近の悲鳴に、疑問をしたのだ。宗茂は〝何を〟したのか、と。

　それは、彼が別の解法を用いたのかという事への問いかけだ。

　違った。

　……宗茂様。

　一撃を送った彼が、構えている。

　刎ねるのでも、止めるのでもない。戦うのだ。

「宗茂様……！」

　何が起きているのか。彼の構え直しを見て悟った己は、声を放った。

「その相手は島しま・左近ですが、そこに将軍・頼より朝ともが重なっています！」

「有り難う御座います誾ぎんさん！」

　宗茂が勢いのある声で応じた瞬間。それが来た。

　左近だ。引き気味だった筈はずの彼女がいきなり、左腕からの一撃で戦闘をスタートさせたのだ。
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　糟かす屋やは、硬い音を聞いていた。

　今、自分達は武蔵むさしの左さ舷げん三番艦、艦首回廊の攻略中だった。

　ここまで、艦上を戦場として攻略に掛かっている班は、清きよ正まさと自分のみ。福ふく島しま班は各所に散って陽動を行い、確かにその甲か斐いあって、こちらに来る敵は分散されている。

　福島自身は単独行動だ。いろいろ仕込みはあるが、こちらと直接関わらない。

　そして自分達は、左手の艦首側に高台、右手の艦尾側に基本船せん殻かく部ぶの穴を得て、正面の回廊の取り合いをしているのだが、

　……聞き覚えのある音ですのね。

　硬い音だ。

　何だろう。最近聞いた気もするし、以前に聞いた気もする。だが、もの凄すごく知っている筈なのに、何だかこれではない、という漠ばく然ぜんとした否定も感じる。

「リーダー！　どうした!?」

　上こう坂さかが、防護障壁を眼前に張って、敵の射撃を耐えながら問う。

　こちらは、目下苦戦中だ。何しろ防護障壁を砕いて進む事を考えていたら、艦の左右を結ぶ回廊では見事にそれが無く、逆に待ち伏せと射撃の展開をされている。

　この辺り、艦尾側回廊を攻める清きよ正まさ達の班の方が、いい進行をしているだろう。

　やや膠こう着ちやく状態の中、稲いな田だ達が防護障壁と位置取りを重ねて高台の攻略を進めている。

　少々の被弾はローテーションと回復力、そして術式で賄まかなうというのは、異族部隊としては長所を活いかしていると言っていいのだろうか。

　ともあれ、竹たけ中なかの指示はこれなのだ。

　ここで自分達が膠着するのにも意味があるのだろう、と、そう思うが、

　……あ、また。

　聞こえる。

　硬い音が、戦場の砲音や大気の擦さつ過か音とは別に、逆にそれらを跳ね上げるように響いて来る。

「これは……」

　木の音ですの。と、合点がいった。木もつ琴きんの、低い音の方に似ているが、恐らくマレットが金属。だからその分、柔らかさよりも跳ねた響きが届いてくる。

　……何か、木材のバリケードでも破壊しようとしてますの？

　と、音の正体を思った時、上坂が顔を不意に上げた。

「さっきから聞いてるの、この音？」

「え？　ええ、そうですの」

「これ、賤しずヶ岳たけでも響いてたよ。リーダー、上でテッペン入った後、寝てたから」

「い、いや、寝てたのは短い時間でしたのよ？」

　と言っていると、確かにこの音を賤ヶ岳でも聞いた覚えがしてくる。

　ただ、何だろうか。連なる響きを、知っているように思うのに、違うと感じるのは。

　そして賤ヶ岳と、己と、以前から知る者達を重ねた時、ふと気付いた。

「左さ近こんですの？」
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　おかしいですの、と糟かす屋やは思った。

　左近、として考えてみると、確かにこの響きはそうかもしれない。左近の両腕のリーチは常人よりも遙かに長いため、これが攻撃音だとすれば、

　……安あ芸きで聞いた彼女の攻撃テンポと、似ていると言えば似ていますの。

　だが、と己は疑問した。連続する攻撃テンポに、違和がありますの、と。

　左近は戦闘の初心者で、だからこそ急激に実力をつけて行っているが、しかし、

「何ですの、この攻撃テンポ」

　鋭い。パターンは少ないようだが、的確で、だから耳につく。これは、

「古流の剣術か何かですの？」
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　己の視界に対し、誾ぎんは、今、見るべきだと判断した。何故なぜかと言えば、

　……畏おそれ多い事です！

　視線の正面。宗むね茂しげが左さ近こんとの攻防を行っている。

　左近は強力な戦士と言えるが、戦闘の初心者だというのが、先程相あい対たいした自分の感想だ。

　立たち花ばなの名を預かるものとして、戦い方は無数。英国でもドレイクの聖譜顕装テスタメンタ・アルマを相手に、手て数かずの種類で優勢をとるくらいに、西さい国ごく無む双そうの戦い方は充実している。

　そのようなものを相手に出来るのは、同等の充実を持つ者か、それに対抗出来るだけのアドリブの使い手だ。

　宗茂は後者で、本ほん多だ・二ふた代よは前者だ。本多・二代の場合、見た目と性格からアバウトに見えて、その基礎に東とう国ごく無む双そうの父から受け継いだ技があり、最近はその応用を増やしつつある、というのが自分の見解。

　だが、そういったものとは違う対応が、目の前にあった。

　手数はある。

　しかし種類が無い。

　上段、中段、下段、それらの位置からの振り降ろしと跳ね上げと、横よこ薙なぎ、そして突き。単純に考えて十二種類。

　無論、防御もあるが、攻撃と違って今は直接の脅きよう威いとは考えない。

　だがそんな少ない攻撃の種類が、滅法に鋭い。

　左近は両腕を使うため、解わかり易やすい攻撃でも、組み合わせが生じる。更に、

　……位置取りが見事！

　機き動どう殻かくの足首から先が、床面に擦さつ過かの音と焦げ目を立てている。

　左近と機動殻を足した重量で、高速の足あし捌さばきをすればそうなるのだ。

　高速で足を滑走させ、しかし小刻みに移動する。自分の腰の高度はさほど動かさず、上半身の動きと下半身の動きを別管理とするようにして、中距離から近距離の位置を保つ。

　宗茂は相手の懐ふところに跳び込もうとするが、

「……っ！」

　解り易い攻撃と防御だからこそ、反応してしまう。

　左近が用いるのは簡単だ。迎撃か攻撃と、それによって宗茂の動きを制限した後で行う防御。

　時たまに宗茂の攻撃が届くが、機動殻の装甲で弾はじかれたり、左近の能力で再生する。

　一方で、長剣一本で高速の木剣二本を捌さばき、立ち合っている宗茂も見事だ。

　相手の高速の足あし捌さばきには、〝駆かけ爪づめ〟でなければ対応出来ないだろう。それを連続使用し、転ぶような姿勢を何度も平然と取りながら、左さ近こんを削りに掛かっている。

　これは見るべきだ。

　戦いの激しさも、左近の豹ひよう変へんしたような強さもだが、見るべき意味が自分達にはある。

「誾ぎんさん！　この相手は……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は応じた。間違いない、と言えるレベルで答えが作れる。

「情報通り、将軍・頼より朝ともの剣術です！」

　それはどういうものか。

「──立たち花ばなの剣術の、基礎にあるものと等しいのです！」
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　気付いたか、と鬼おに武たけ丸まるは内心で笑った。

　今、自分達は相あい対たいが出来ている。その事についてだが、

・鬼武丸：『小こ姫ひめ！　憶おぼえておけとは言わん！　だが貴き様さまの五体ならばこの程度の動きは可能で、あとはここで身体からだが覚えるだろう！』

　己は、今、小姫の身体を動かしていた。パワーアシストではない。大おお谷たにの病原ウイルスによって、制限を解除し、機き動どう殻かくの出力で率先して小姫の動作を制御していた。

　行うのは、立花・宗むね茂しげへの対処だ。相手の攻撃を封じ、連続してこちらの攻撃を叩たたき込む。

　小姫が二刀で良かった。この相手にはそうでなければ手て数かずで敵かなわないからだ。

　そのくらい、敵は強い。だが俺おれ達も強い。そして、

・小　姫：『えーと、ちょっとちょっと、あのですよ？　何か鬼武丸さんが〝うちの実家の剣術出すよ〟みたいな事言って、それからこんな感じで相対続けてるんですけど、これ、一体どういう事なんですよう？』

・鬼武丸：『この相手と、対等に相対出来ているのが不ふ思し議ぎか!?』

・小　姫：『Ｔｅｓテスタメント．、──相手の旦だん那なさん、多分何か悪いもの食って体調崩してるんですよ？』

・鬼武丸：『貴様！　人の話を聞いてなかったな!?』

・超正義：『いや将軍様、あれ実際ちょっと今の時代からすると話が長かったです』

・小　姫：『あ、もう一回はいらないですよ。相対出来てるならこのままで』

・鬼武丸：『貴様らあ──！』

　だが言う。言うからな！　解わかれ。

・鬼武丸：『立花家の系けい譜ふの基礎にあるのは、源げん氏じでも平へい氏しでもない、藤ふじ原わら北ほつ家けだ！

　藤原北家は帝みかどの摂せつ政しようを多く輩出し、かつては朝廷における大勢力として確立すると共に、武の面でも、源げん平ぺいと並ぶ強さを持っていた！』

　知っているか？

・鬼武丸：『藤ふじ原わら北ほつ家けの統領を、藤とう太たと呼ぶ。──極きよく東とうの英雄史の中で必ず出る者達の一人、将まさ門かどの討伐に加わり、近江おうみ三み上かみ山やまの大おお百足むかでを退治した者。俵たわらの・藤太は藤原北家の長おさだ！』

　そして、

・鬼武丸：『我ら源げん氏じが平へい家けを追討する時、朝廷側と協働出来たのは、源氏が藤原北家と親しく、その戦術や戦力などを交換、強化出来たからに他ならない。

　つまり藤原北家と共に、俵・藤太よりの戦術、剣術を、源氏は有しているのだ！』

・小　姫：『それ、鬼おに武たけ丸まるさん達がちゃっかり頂いただけで、何も偉くないんですよ？』

・鬼武丸：『貴き様さまあ──！　大変だったんだぞ！』

　語ご彙いがないな俺おれ、と思っていると、小こ姫ひめが、まあまあ、と大人おとなぶる。

・小　姫：『まあ運良く助かってるの事実なんで、でもえーと、鬼武丸さんの証言が本当だとすると、今相あい対たいしている旦だん那なの人は──』

・鬼武丸：『俺達が現役時代に構築した剣術や戦闘術の、遙かな後継者だ！』

　だが、と己は言った。

・鬼武丸：『原初である俺の後継者は貴様だ小姫！　今、それを教えている！』





●






　誾ぎんは思った。出来ればこの左さ近こんを相手にしてみたい、と。

　剣筋、足あし捌さばき、体術や姿勢制御。何もかもが、自分が〝型〟として学び、そして身に染み込ませていったものであり、しかし、

　……洗練度が違います……！

　武術の〝型〟は、当然のように、使う人間の体格によってアレンジされる。身長が違えば、四し肢しを振った時の慣性力も違うのだ。ゆえにアレンジして身に修め、しかし〝型〟の意味を理解する事で、それが用いられる意義を忘れないようにする。

　しかし目の前の敵は違う。

〝型〟が、まるで彼女が作ったかのようにブレが無い。アレンジしてこうなった、というものではない。最初から〝こう〟だ。

　原初だ。

　恐らく父ですら、この域で〝型〟を使えまい。最近、元気だろうか。安あ芸きの攻防戦で行方ゆくえ不明になってから連絡ないが、あの程度で死ぬなら雷に当たった時点で死んでる。

　従士様の言では、

「あー、何か第三部からちょっとキャラが変わっちゃって、ホンダリア側に移っちゃったんですけど、子供達には〝このハゲ裏切るぜ多分！〟とか言われてますね」

　動画の中でも多難な事だ。

　とはいえ、身を正す。そして畏おそれを感じるのは、やはり宗むね茂しげの事だ。

　彼は、自分が教えた剣術を基礎に戦っているのだ。

　……宗むね茂しげ様。

　一瞬。不安が来る。彼に教えた〝末まつ裔えい〟たる技で、〝原初〟に敵かなわなかったとしたら、それは己の責任だと。だが、

「誾ぎんさん！」

　彼が言った。楽しそうに言った。

「昔を思い出しますね！」
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　成なる程ほど、と宗茂は思った。道理で、としか言いようがない。

　この相手の、種類の少ない攻撃が、こちらと嚙かみ合い過ぎるのだ。

　思い出すのは昔の事。誾の事が気になり、立たち花ばな家に出入りを始めたばかりの頃ころだ。まずは基礎の鍛たん錬れんを終え、木刀を持つ事が許されたら、いきなり誾が相手になった。

　そこからが凄すごかった。

　誾がこちらの攻撃を、完全に封じてくるのだ。それも、防御ではない。迎撃としての攻撃で、打って打って打ち重ねて封じてくる。

「無理だと、そう教えようと思ったのです」

　と彼女は言うが、しかしそこで用いられていたのが、基礎的な技だった。結果、誾の迎撃に対処出来るようになった時には、自分のアドリブ能力もだが、誾が持つ基礎的な技への対応や、その技術が使えるようになっていた。

　今、目の前から繰り出されるのは、それだ。かつて誾が行っていたものが、更に高速で、

「おお……！」

　足あし捌さばきをつけて、連続で射出される。





●






　……この若造、やるな……!?

　流石さすがは末裔、最先端。小こ姫ひめの得意とする中距離戦で、しかも直剣一本を用いてよく渡り合っている。否。この形勢は、

・鬼武丸：『押されているか……！』

　理由は解わかる。相手の防御が濃いのだ。

　こちらに攻撃を送る時は、どちらかというと我流に近い変化を加え、力を放ってくる。

　だがこちらの攻撃を受ける時は、驚く程に丁てい寧ねいだ。基礎を重ね、自分に無理が無いように小姫の斬ざん撃げきを受け流す。

　そして向こうの攻撃だが、こちらは対処する。懐ふところにステップしようとしてくる相手を潰つぶすように、対する自分は膝ひざを曲げて塞ふさぎ、足裏を滑らせて中距離を保つ。

　相手に距離を与えない。

　攻められれば下がり、しかし退ひかれれば前に追う。

　基本だ。

　攻撃も、変わったものはない。

　上・中・下段、そこからの一撃にも、必殺剣などと言えるものはない。

　平凡な足あし捌さばきと、平凡な攻撃と、平凡な防御を、しかし丁てい寧ねいに重ねる。

　そんな、自分が絶対に間違えない、逸はやらない方法で、相手を攻め、または受ける事で何が起きるか。

　……平常心だ。

　いつも出来る事で、戦い、守れるならば、己はこの戦場をいつものものに出来ている。

　大きな力や、特殊な技、術式や加護、機械の力を得るのもいいだろう。かなり自己否定しているが、まあそれもいい。

　しかし、それらに頼った時点で、〝いつも〟ではない。

　勝とうとして、余計なものを己に加えた時点で、そこに無理が生じる。そして、

　……お？

　立たち花ばな・宗むね茂しげが、速度を上げた。

　足裏から散る流体光は加速術式の筈はずだ。それを彼は今、両の手と、更に足の裏に追加した。

　足裏は、踵かかとと爪つま先さき。その二重張りで踏み込み、

『無理をするか末まつ裔えい……！』

「いえ、無理ではありません！」

　立花・誾ぎんが応じた。こちらに届く声で、

「並ぶ者なし！　無む双そうの名において、無理などという限界は存在しないのです！」

『よくぞ言った！』

　置き換えだ。自分達が技を絞り、それを自分に常在させるのと同じで、彼らはそれを基礎として、あらゆるものを取り込んで来たのだろう。

　そして末裔が加速した。こちらを倒すために、

「────」

　流体光を散らして、懐ふところへと飛び込んで来た。





●






　宗茂の感想は一つだ。

　……素晴らしい！

　自分と誾が積み重ねてきた証明が、目の前にあると、そう思う。

　莫ばく大だいな基礎だ。藤ふじ原わら北ほつ家けの技術が自分達のところに届くまでに約五百年。いろいろなものがつけ加えられ、許されてきたが、それは基礎が絶大だからだ。

　根が張り、揺るがないからこそ、上にある繁栄が許される。

　しかし基礎は短い。それを習う時間も、憶おぼえる時間も短く、大事な時間を過ごしたと思うのは、技を憶えて自分なりのスタイルが出来上がってからだ。

　己とて、誾ぎんとの始まりとなるあの攻防の時間が、楽しかった。

「よかった」

　後々になって思い出すと、いい時間だった。粗あら塩しおどころか岩塩対応の誾さんが特にいい。

　あれがあったからこそ、己に基礎が染み込んだし、そのようにしてくれた誾の思いに気付く事が出来て、また嬉うれしい。

　過去は否定出来ない。する必要もない過去だ。

「有り難う御座います」

　原初の技術が大成していたからこそ、自分達は始まったと言える。ならば、

「──私に届いたものを、お見せしましょう！」
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　糟かす屋やは、後続の仲間が長銃を確保してきたのを受け入れながら、音の変化を聞いていた。

　……な、何ですの？　コレ。

　先程まで連続して響いていた木の硬音が、止まらなくなった。

　連打ではない。

　時に間を空け、しかし止まらない。

　聞こえるのは音楽と言うよりも鼓動。鼓動と言うよりも踊り。踊りと言うよりも、

　……演舞ですわ。

　それも二人一組で行う手合わせだ。

　お互いの〝型〟を合わせ、それぞれの意味を確認し、礼を言う。

　そのように、組み上げられた遣り取りの生む、乱れているようでいて合いの手が発生する響きが、しかし尋常ではない速度と密度、そして明らかなフェイントも含めた空白をもってやまない。

　左さ近こんがこれを行っているのか。

　鬼おに武たけ丸まるが指示をしているのだとは思う。だが、

「リーダー、何、この音……？」

　上こう坂さかが、村むら山やまの方を指差して半目で言う。正直、これから長銃担いでようやくの回廊攻略に行きたいだろうが、異族の耳には気になる音だ。

　更に加速し、もはや継ぎ目の無くなっていく音に、己は小さく笑う。

　……私が左さ近こんと勝負したら、ここまで持っていくのには、どうしたものですの。

　充実した攻防を過ごしているのだろう。それに、

「不ふ思し議ぎですの。──音が、私の知った彼女のものになっていってますのよ」





●






　宗むね茂しげが加速した。

　足先で踏み込み、足裏に回して全身を前に出した。

　彼の腰を落とした攻撃に、しかし左近が逆らわなかった。

　彼女が下がり、押しとどめるように一刀を放ってきた。

　宗茂が受ける。

　すると左近の逆の手から攻撃が来ている。

　かわす。

　すると相手が下がり、また最初の押しとどめをこちらに送ろうとする。だから、

「……っ」

　宗茂がかわした。姿勢を低く、胸を床につけるように沈み込み、

「行きます！」

　そこで前に出たのは、足裏の加速術式あってこそだ。床面を斜面のように昇り、突っ走る。

　行き先は左近の股また下した。立ち上がれば接触するような位置に跳ねた。

　だが疾しつ駆くする彼の顔面狙ねらいで、下段が来た。

　垂直に下を指した木剣が、床を削るようなカウンターアタックとして宗茂に飛ぶ。

　そこに宗茂が合わせた。

　長剣を右腕一本で担ぎ、木剣を左にかわしながら低い疾駆の上段を前に振る。

　両腕の〝駆かけ爪づめ〟が散り、長剣が発射されて弧を描いた。

　風を割る一撃に、しかし左近も対応した。

　右足を大きく後ろから回して左脚側に滑走させ、宗茂の射線上から半はん身みに逃れたのだ。

　姿勢を九十度右後ろに回した左近にとって、正面を右に宗茂が突っ走る事となる。

　そこに左近は、先に走らせてかわされていた左の押しとどめと、床を削る下段を戻した。

　両腕で同時攻撃はしない。

　押しとどめに使っていた右手を、手首を弾はじくようなスナップの加速で外に発射した。狙ねらいは、外側に去る宗茂の背だ。

　風を薙なぐ音が消え、透明な響きになった。

　先に行く宗茂に木の一刀が当たる。その時だ。

　前へと振り抜いていた直剣を宗茂が摑つかみ、引いた。

　直剣が引かれるが、反動で宗茂の身が前に出た。

　生まれた隙すき間まを木の刃やいばがなぞった。

　当たらない。

　そして腕を振った勢いで左さ近こんが宗むね茂しげに向き直した。

　対する宗茂は直剣を引くのをやめず、抱きかかえるようにしてターンの支点に変え、そこでお互いが視線を合わせ、

「──！」

　激突した。
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・小　姫：『ちょっと！　ちょぉーっと！　ちょいとハシャぎ過ぎじゃないですかね鬼おに武たけ丸まるさん！　何か凄すごい事になってますよう!?』

　小こ姫ひめの言葉に、剣けん戟げきを重ねる動きを見ながら鬼武丸は頷うなずいた。

・鬼武丸：『いいから追え！　攻撃は向こうが上のようだが、防御からの追撃はリーチのある分、こちらが有利だ！』

　追い、そして届かせようとする。すると流体光を散らして宗茂が瞬しゆん発ぱつする。

　……速度か！

　自分達の時代でも大事なものだったが、義よし経つねの八はつ艘そう飛とびに代表されるように、戦場に合わせた体術全般の使いこなしこそが重用された時代だった。それが今や、

　……相手に対し、こういう加速や戦術を組み替えるのが、現代戦という事か！

　基礎で賄まかない切れない相手。人としての限界でも足りない相手。

　そういったものに対して戦うにはどうしたらいいか。

　解わかる。

　人はその時、新たな手段を手に入れなければならないのだ。

　……西さい国ごく無む双そうと言ったか！

　今、貴き様さまが見せているありとあらゆる手段は、俺おれ達から五百年。あの戦乱で作り上げた技術が、どれだけの困難に当たってきたかを示している。

　そして一つ明確なのは、

　……勝ってきたのか！

　五百年を勝ち続けた形を、今、自分は見ているのだ。

　相あい対たいしている。

・小　姫：『あのう、鬼武丸さん？』

・鬼武丸：『何だ？　小姫』

　ハイ、と小姫が応じた。

・小　姫：『こうして戦える技術を持ってる鬼武丸さんですけど、同期になっちゃった駒こま王おう丸まるさんとか、生存説濃厚な義よし経つねさんとかに比べてゲームとかだと武力超低いのって、やっぱ五百年ディスられてた蓄積です？』

・鬼武丸：『ディスられておらんわ！　貴き様さまだけだ敬わないの！　大体あいつら口からビームとか長距離ジャンプで逆落としとか、あいつらがおかしいんだ！　俺おれは普通に強いぞ！』

　いいではないか、と己は思う。

　この技術で、俺は、そいつらを倒してきたのだから、と。
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　鬼おに武たけ丸まるは思う。

　かつての事だ。武家社会の成立という歴史再現を確定させるために、どうすべきかと、やはり長ちよう寿じゆ族ぞくで、襲しゆう名めい案件を終えてオブザーバーとなっていた俵たわらの・藤とう太たと、その事についてよく話し合ったのだ。

　しかし平へい氏しの連中も、自分達の事が大事だ。よく襲撃に遭ったり、逆に仕込んでやったりと、お互いの生活が荒れる一方でやる事は多い時代だった。

　充実していたと思う。

　その中で、駒こま王おう丸まるや義よし経つね達は、自分達が台頭する英雄の時代を望んだ。象しよう徴ちようとしての武家が立ち、厳しい歴史再現を担当し、切り抜ける事で、麾き下かの者達を楽にしようと、そのような方針を打ち出したのだ。

　だが自分は違った。英雄達だけで歴史を回せば、敵かなわぬ事があると、知っていたのだ。

　自分が興おこす幕府は、傍ぼう論ろんでは外国の攻撃を受け、そして後には極きよく東とうを巻き込む戦乱を容認し、潰つぶれていく。そうなった時、英雄だけで何が出来る。民たみ草くさが、歴史再現に乗じて戦乱の暴徒と化したり、略奪されないためには、どうしたらいい。

　武術だ。

　一人一人が強く、外の勢力や英雄に蹂じゆう躙りんされぬ集団を作れるようにすればいい。

　だから流る布ふ出来る武術を望んだ。応じた藤ふじ原わら北ほつ家けは、ならばと当時の武家として、極東の基礎となる技を多く持っていた。そこから俵・藤太と、最低限の技を抽ちゆう出しゆつし、平氏討伐を媒ばい介かいとして広めたのが、己の剣術だ。

　しかし、この技は、集団をもって、英雄をも倒す。

　駒王丸が義経に追われたのも、その前に、京きようの武家達がこちらに呼応したからだ。

　駒王丸達が望んだ〝英雄だけの社会〟だったならば、違ったろう。

　彼らだけの解釈で決着し、朝廷の意向も英雄の腕力で無視出来たかも知れないのだ。

　……だが社会は、俺の望んだ形になっていた……！

　そして残った義経も、集団に負けていく。

　最終的に勝ったのは、英雄ではない俺だ。

　俺が、集団として、ヤツらを殺したと、そう言って良い。義経が暗殺に来たのもむべなるかな。それは英雄の裏返しの行動なのだ。

　抗議のつもりだったのだろう。ゆえに甘んじてそれを受けるくらいに、あの頃ころの自分は疲れていた。

　……だが、どうだ。

　目覚めてみれば、義よし経つねは昨今死んだが生存説があり、駒こま王おう丸まるは正気かどうか解わからないが同期になってる。ついでにあの巴ともえ御ご前ぜんも霊体で存在だ。

　当時の俺おれ、真ま面じ目め過ぎたな。

　ついでに言うと、更にその上で、

・鬼武丸：『小こ姫ひめ』

　自分が残した技は、五百年後。この極きよく東とうの西さい国ごくにおける無む双そうを生む。

　そして己が作った技は、このどうしようもない小娘を、しかし無双と対等にする。

　良かった。

　間違いはあったが、良かった。そう信じられる。

　だから言う。今、加速と力を振り回し、また勝利を重ねようとする五百年後の俺に対し、今、何も持たず、ただ俺の技で対抗する小娘に言う。

・鬼武丸：『小姫。これから大事な事を言う。よく聞け』

・小　姫：『は!?　何ですよう！　お小遣いなら現金で御願いしますですよ!?』

・鬼武丸：『将軍に小遣い強請ねだるな！　──いいか？』

　言った。

・鬼武丸：『既すでにパワーアシスト状態に戻している。好きに動け。それでいい』
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　左さ近こんは捌さばいた。

　鬼武丸の言った事が本当かどうか、解らないくらいにテンパってしまっているのは確かだ。

　だが、両の木剣で旦だん那なの猛攻を凌しのいでいるし、攻撃の機会を幾度も得ている。

　戦えている。

　……ああ。

　己は思った。これはきっと、私の気付いていない、私の性能の一つですよう、と。

　攻撃を積み重ね、防御を重ねるごとに解っていく。

　かつてネルトリンゲンで水み戸と領主と戦った時、鬼武丸は動きのアシストをしてくれた。

　あれが、これだ。

　今、気付いた。

　初めの戦闘の時から、彼は戦いの基礎を教えてくれていたのだ。だからだ。だから、

　……動けますよ？

　思い出す。

　夜明けの城じよう塞さい都市の外、己がどれだけの充実を得たか。そして先程の賤しずヶ岳たけの戦いで、戦っていた事も、だ。

　この技は、五百年を生きる。

　そして原初は、五百年後の今に通じる。

　シンプルで、それを用いる自分が馬鹿だからだ。

　余計なものがない。

　……あ、でもそれ、鬼おに武たけ丸まるさんも馬鹿って事ですよ？

　言ったら怒るだろうか。多分怒る。ハイハイソウデスヨー。でもこう言ったら何だが、馬鹿同士だから上手うまく行ってるってのもあると思うんですよう。頭良いの三みつ成なり様だけで。

　ただ、解わかる。

　私の性能は、私だけのものじゃないですよ？　姿を変えても三成様が欲してくれて、鬼武丸さんが五百年引きこもって蓄積した技があって、そこでようやく自分に繫つながる。

　少なくとも今は信じてるですよう。

・小　姫：『鬼武丸さん』

　言う。

・小　姫：『五百年、よく忘れずに持っていたもんですよ』
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　長大なリーチの高速化と、足裏を走らせる捌さばきに、変化が生じた。

　左さ近こんが足先の装甲をパージし、足裏で床を捉とらえたのだ。

　足の甲、五指、それらを意識して動かし、無む駄だな動きを除外する。

　踵かかとが低くなった事で変化する姿勢は、機き動どう殻かくが装甲と補強系の組み替えを行い、バランス取りの対処を行った。

　最低限の、絞り込まれた技と動作が、更に無駄を無くした。

　そして振る刃やいばの向こうでは、光が散った。

　同じ技術を基礎とする宗むね茂しげが、長剣を短く持ち、動きを変えたのだ。

　攻撃に上半身を振らず、肩からの動作で刃を叩たたき込む。

　これは、膂りよ力りよくを使わないという事ではない。両肩から先、放たれる攻撃の発射台として、上半身を固めただけだ。

　両腕の筋肉に疲労を強いるが、動作はコンパクトになり、また、初動が読みにくくなる。

『貴き様さま、それは──』

「初しよ見けんだと思います！　何故なぜなら──」

　宗茂が笑って言った。

「私より回転の速い相手を倒すため、五百年より二年程前に追加された技術です！」
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・金マル：『何か出撃前だけど、今、凄すごいの飛び込んで来た』

・●　画：『前から思ってたけど、うちの連中、戦場で性せい癖へき暴露したり、コイバナ炸さく裂れつするの好きよね』

・立花嫁：『い、いいから！　いいから皆様、自分の戦場に集中して下さい！』

・ホラ子：『正に恋は戦場！　そういう事ですね誾ぎん様！』

・立花嫁：『副王ゥ──!!』
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　音が走った。木と刃やいばでは、火花は散らない。

　ただ硬音が跳ね、戦場に浸透して続く。

　止やまない。

　左さ近こんが削り抜いた原初の技を高速で叩たたき込むならば、宗むね茂しげは何もかもを倒すために五百年継いで来た技術を連続で展開した。

　惜しみない。

　どちらも出来る事を注つぎ込み、手て筈はずを重ねて確かめていく。

　回り込んではかわされ、当てては逃れられる。

　前に出ては下がられ、追って行けば回られる。

　押して引く中で、ただ音だけが近づくための真実だ。

　嚙かみ合う。

　お互いが空中に楽器を見ているように、シンプルで、複雑で、しかし合う箇か所しよは同じだ。

　音が鳴る。それは密度を上げ、お互いの距離が、定まってきた。

　半歩だ。

　半歩を引けば中距離となり、半歩を行けば近距離となる。

　その距離感で足あし捌さばきを駆動し、左近が捌いた。

　追う宗茂は光を散らし、しかしともすると一瞬で追われる側に回って、

「──っ！」

　故意に身をスキッドさせ、宙でスピンを入れて着地。そこに叩き込まれる刃を受けて、反動で身を起こすと、今度は彼が前に出る。

　対する左近が押し返しの一撃を放るような軌き道どうで打ち込み、宗茂が上段に受け、

「……っ！」

　響いた硬音に、お互いが目の力を入れた。

　場が違えば、笑っていただろう。そして、

「行きます……！」

　五百年分の後輩が、頭を下げるように加速した。

　足裏に三つ、足先側で、親指と他の四指に分けた〝駆かけ爪づめ〟の多重化だった。

　行った。





●






　布石はあった。

　宗むね茂しげは、相手の弱点とも強点とも言えるものに気付いていた。

　……行動がシンプルな分、パターンがあるのです。

　パターンの組み合わせと高速の展開によって、押す。

　それが強敵に対する左さ近こんの剣術だ。

　技術が堆たい積せきしていないため、手持ちの技術をいかに扱うか、という事になる。そしてそこに無む駄だがないため、対応が出来る。そういう事だろう。

　これはしかし弱点ともなり得る。やはりパターンが見えるからだ。

　対応がしやすい。

　だが、強点もある。解わかり易やすい一方で、脅きよう威いなのは確かなのだ。だからこちらもインターセプトが可能で、逆に誘導されて固まってしまう。

　どうすれば良いかと言えば、発想を変えるしかない。

　布石はあった。

　……左が来ます。

　左の中段、フック気味の横よこ薙なぎに対し、身を低く飛び込んだ。

　そして前に出れば、来た。

　迎撃の右下段だ。長いリーチを活いかして床を削るような一発が発射された。

　来る。

　先程、同じ流れを見た。パターンだ。体験した。あの時自分は長剣を担いで左に避け、剣を上段から前に叩たたき込んだのだ。

　今回は違う。変化こそが、勝てぬ相手に勝利を獲得する方法だ。

　ゆえに変えた。己は、長剣を右脇わきに抱くようにして、

「と」

　左手で床を突き、身体からだを起こした。後はそのまま、こちらに突っ込んで来る下段の振り上げに対して、膝ひざを突っ込み、

「────」

　高速の一刀に乗った。
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　誾ぎんは、息を詰めた。

　攻撃に乗る。加速術式が出力を高くして、体術がそれを支配下においているからこそ出来る技だ。タイミングも合わせるとなると、容易に出来る事ではない。

　真さな田だで、似たような技を見た事がある。

　本ほん多だ・二ふた代よが、こちらの撃った砲弾を正面から踏み台にして飛んだのだ。

　あれは何か、こっちもテンションが上がっていて〝出来る〟と思ってしまったが、大たい概がいだ。

　しかし宗むね茂しげも今、同様の事を行った。

　相手の一撃に乗り、流石さすがに持続はしなかったが跳ちよう躍やくした。

　背後方向。高速の後方回転を入れ、更に抱えていた刃やいばを回転中に振り上げ、

　……届きます！

　下段打ちをした左さ近こんの右腕を、脇わきから両断したのだ。
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　宗茂は空中で回転しながらの判断を行った。

　この相手についての情報は持っている。それは、

　……呼吸法による衝撃波を放ちます！

　今、相手の腕を断ちながら、しかし宙で身を回している己は、その攻撃対象だ。

　良い的だと、そう思う。

　そうとも。

　ここまで相手は、ずっと、剣術で来た。

　そして片腕を落とされ、相手が無防備だったらどうするか。

　絶対にかわされない距離と構図で、呼吸の砲を撃つだろう。

　勝つには、それがベストだ。

　ならばこちらは長剣を投じるのが常道。

　相手が発声前に構えた瞬間。その口に届き、喉のどから背までを貫くように一撃を投げつける。これで勝てると、そう頭の中で組み立てる。しかし、

「違います！」
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　宗茂は思った。この相手は、機き動どう殻かくと一体です、と。

　源みなもとの・頼より朝とも。

　その人と協働し、この戦いを展開しているのだ。

　そして今、相手は自分の剣術を理解し、戦っている。

　そこに、我流はない。

　かつての自分がそうだった。

　誾ぎんとの訓練の時、最初は我流で、しかし誾のしてくれた事の意味が解わかると、己を正した。

　基礎を積み、認められたところで、ようやく、己の技を組み込みだしたのだ。

　ならばこの相手も同じだ。

　ここで発声の砲撃はない。あるとしたら、

「着地狙ねらいの下段！」
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　誾の眼前で、力が弾はじけた。

　着地に至る高速スピンの中から、宗むね茂しげが長剣をいきなり甲かん板ぱんに突き刺したのだ。

　一瞬だ。だが、宗茂の着地が遅れた。

　その直後。突き刺した刃やいばが破裂した。

　左さ近こんだ。

　右肩から先を失い、しかし身を低く沈めた彼女が、

　……何と美しい。

　左手の刃を、ただ全身で伸ばし、届かせる。

　ちゃんと引き戻しの動きも考えた淀よどみない一撃が、宗茂の代わりに長剣を砕いていた。

　金属音が散り、光が反射した。

　そして動きを戻しながら、左近が立ち上がり、宙を落ちていく右腕を左腕で拾った。

　一歩を下がる。

　対する宗茂も、割られた長剣の柄つかから身を上に押して飛ばし、

「と」

　こちらの横。並ぶように着地する。

　……宗茂様。

　息が荒い。汗も酷ひどい。だが、

　……脚は、無理が無いようですね。

　復活していると、そんな事を喜んでしまうのは、立たち花ばなの家の気が強過ぎるだろうか。

　ただ、彼が左近を見ていた。

　今、右腕を接続した三メートルの身長も、しかしまた、肩を上下させていた。

　そして宗茂が頭を下げた。

「御指導、有り難う御座いました……！」
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　負けに近い引き分けだな、と鬼おに武たけ丸まるは思った。

　今、立たち花ばな家の二人は、下がらない。

　疲労があり、武器を失い、損失もあるというのに、こちらを塞ふさぐように立っている。

　この二人の、ここから先を見ていたいと、そう思った。

　五百年前、集団で、皆が強くあるために作った剣術は、今、個々としてどれだけなのかと。

　だがそれをすれば、ここで彼らを止めてしまうかもしれない。

　まだ無む謀ぼうなところのある年代だろう。それに、

『小こ姫ひめ』

　こちらも限界だ。立花・宗むね茂しげとの戦闘で得た疲労もだが、最初に嫁の方に切られまくって、あの時に体力を大きく失っている。

　武器も、限界だ。小姫の腕力に壊れないがための強化木剣だが、

　……焦げているのか。

　擦さつ過か時だけではない。高速の剣けん戟げきの中で大気の圧迫によって熱を持った。そこで相手の刃やいばを研ぐように受けたり受けられるのだから、焦げもする。

　最後、相手の長剣を両断出来ず、砕いてしまったのは、〝南なん天てん〟の切れ味が落ちたからだと、今更気付く。

　最後まで、小姫の動きは正しかったと、そう思う。

　だが限界だ。下手へたするとその辺りで眠りかねない。パワーアシストを切れるのだから自分が歩いて帰るべきかとも思うが、足先をパージしていた。

『小姫』

　また呼びかける。すると、

「え!?　あっ、ええと、鬼武丸さん？」

　今になって、集中の先から意識が戻ってきたか。こうなるとホントにいつもの小姫だ。戦闘続行は不可能だろう。ゆえにここは、大人おとながちょっと前に出る。

『立花・宗茂。誾ぎん。──こちらの勝ちで文句はあるまいな？』

　五体は無事で、武器もあると言えばある。しかしこっちの状況も伝わっているので、向こうも無茶を言うまい。

　そのためか、対する二人が頭を下げた。

「まだ、無む双そうを目指し、修行中の身なれば」

『Ｔｅｓテスタメント．、敗北はコレを最後にしろ。俺おれや、藤とう太たに恥を搔かかせるな』

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　二人が頷うなずき、しかし下がらないのはいい心構えだ。

　この者達は、きっと強くなる。

　今よりも強くなった時、誰だれが相手をするのかは解わからないが、羽は柴しば勢の今後がどうなるか、まだ解らない夜だ。

『行くぞ小こ姫ひめ』

　下がる。頷うなずくようにして一息を入れた小姫が、

・鬼武丸：『頭を下げるな……！』

・小　姫：『い、いや、今の勝敗決定、どう見ても鬼おに武たけ丸まるさんが〝俺おれ将軍様だもん、偉いもん〟って感じで言わせたアレですよ！』

・鬼武丸：『いいから戦績を皆に知らせろ！　戦場の動きが変わるぞ！』

　言うと、小姫が下がった。艦外そと舷げん側の壁が作る影に身を入れ、右手を挙げ掛けてやめ、声に出して言うかと思えば、

・小　姫：『え、ええと、敵、立たち花ばなの旦だん那なと嫁の人──。討ち取ったりですよ？』

　疑問形にするな……!!







[image: 第二十三章『閑所の並び人』]
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　清きよ正まさは、遠く艦首側の向こうで音が消えたのを悟った。

　今、自分達は武蔵むさしの左さ舷げん三番艦の艦尾側回廊を攻略中だ。入口は確保したので、自分が囮おとりとなって前進。高台の攻撃を引きつけている間に、皆がそちらの攻撃に入るという、常道に従った戦術で戦っている。

　その現場において、音が一つ聞こえなくなった。

　左さ近こんの方だ。

　彼女の木刀が生む硬音は、賤しずヶ岳たけの戦いでフォローを貰もらってからずっと聞こえていた。

　丹に羽わに勝利した左近が、しかしここで止まった。

　……見事です。

　相手は、あの立たち花ばな夫妻だ。戦績の報告を見ると、勝利という事になっている。

　撤退をしているので、どのような勝利かは言わなくても伝わってくる。丹羽戦のような、つかみ取ったものだろう。

　充分だ。

　艦間を空けているので、向こうの騒ぎは山を挟んだもののように聞こえていたが、

「有り難う御座います」

　一人の、信用出来る戦力が、下がった。遠く、山の向こうから届くような音は、もう無い。

　今の空気感は、何となく、何処どこかであったような雰ふん囲い気きだと思えば、

　……真さな田だでの夕刻辺りが、こんな感じでしたね。

　夕日が沈む山の向こうから、蟬せみの声と共に海うん野のと竜達の言い合いなどが木霊こだまで聞こえてくるのは、なかなか賑にぎやかなものだった。

　今、戦況が静かに動いていると、そう思う。安あ土づちと武蔵の間にある空間。その制空権は、孫まご一いちと武蔵の第二特とく務むが沈んだ事で、実質上の空きが生じている。

　だが安土が横倒しの姿勢を取っているため、武蔵側からの上陸は無い。

　恐らく武蔵の第三、第四特務が上がってくると思うが、それまでにこちらも武蔵への上陸を進めるだろう。

　問題なのは、武蔵の左舷二番艦にいた左近が撤退に入った事だ。副長補佐という立花夫妻を退けたのは見事だが、二番艦に特務級の羽は柴しば勢はいなくなった。

　でも、と己は言う。

「──ある意味、望んだ状況が作れつつありますね」

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵の特務級が、清正様達の相あい対たいに来ていると、そういう事ですね」

　応じた隊長格の声に、え？　と幾人かが首を傾かしげた。

「それって、マズいんじゃないんですか？　こっちとしては。武蔵の攻略が面倒になるし。

　──違うんですか？」

「勝つ、というための方法は、一つじゃないのですよ」

　それに、

「私達にとっては、このために時間を費やして来たところもあるのです」

　ええ、と己は前に向かって身構えた。

　こちらの隊が、後ろにいる者達も、高台にいる者達も、慌てて身構え直す。

　来たのだ。自分の方が、相あい対たいしなければならない因いん縁ねん。

「来られましたか」

　正面。攻略を開始した回廊の向こうに、二つの姿が来た。

　王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを持った英国王女と、武蔵むさしの第一特とく務むだ。
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　点てん蔵ぞうは、メアリが振り向いたのに視線を返した。見れば彼女はやや眉まゆを立て、

「如何いかがしますか？　相対として」

　自分が出るべきに御座ろうな、とは思う。メアリは要人なのだ。ここで万が一があったら御家族が家族会議（個人）を開いて自分の命がＡＢＵＮＡＩ。

　だが、メアリが言った。

「あの方が持っているのは、王賜剣エクスカリバーと同等の技術で作られた神格武装です」

「受けるだけなら、刃やいばでも可能で御座ったな？」

　一度見ている。関東に武蔵が入った際、水み戸とで行われた戦闘に介入したのだ。あの時、敵の持つカレトヴルッフという武装の光撃を、王賜剣一型が刃で切り裂いている。

　防ぐだけなら、カウンター打ちでどうにかなる。間に合えば、という条件付きだが要努力。そして気になる事といえば、

「王賜剣一型の光撃に御座るが……」

「片刃でも発射が出来るかどうかは、解わかりません」

　メアリが王賜剣一型を二つに割って言った。

「ただ、あの方のカレトヴルッフは、片刃でも出力を加速器として使えています。

　一方、王賜剣一型の光撃は両方を繫つなげて発射するものですが、発射時に背側の流体的リンクが行われている一方で、刃側はそれを行っていません。つまり──」

「共に戦おうで御座るよ、メアリ殿」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　そういう事だ。

　いろいろ言い訳をさせてしまって済まなかったと、そう思う。気付くのが遅いのはホントに駄だ目めで御座るなあ、と考えるが、

「もし、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドが片刃でも光撃出来るのだとすれば、心強いで御座るな」

「もしもの時は、刃やいばが相手に、視線の先や、思う相手に届くと願って振って下さい。それで、手を伸ばすように発射されます」

　しかし、

「もし駄だ目めだったら──」

「いやあ、その時は自分がメアリ殿を攫さらって逃げるで御座るよ？　エリザベス殿と違って、見逃してくれるで御座ろうし」

　と言った時だ。向こう、清きよ正まさが声を放った。

「そちらの男の方、逃がしませんよ」

　……え!?　自分限定で御座る!?
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・あさま：『何したんですか点てん蔵ぞう君。ちょっと迂う闊かつに変な人間関係築いてしまった場合、御お祓はらいは浅あさ間ま神社で宜しく御願いします』

・銀　狼：『というか私、立たち花ばな夫妻の援護に行こうとしたら終わってますのよ──！』

・ベ　ル：『あっ、あっ、ミトツダイラ、さん、あと、三百メートル……！』

・●　画：『というか何したの一体。次は詰きつ問もんネタになるかもしれないのよ？』

・傷有り：『い、いえ、これは嫉しつ妬とでしょう。私と点蔵様が談笑しているのが、気に入られなかったのだと思います』

・金マル：『ああ、うん、通神帯ネツトがよく回ってるアレの延長だよね。うん……』
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　しまった、と清正は思った。

　……つい、素すで対応してしまいました。

　まだそういう時間帯ではないのだ。そして向こうが二人で来るというならば、

「構いません。二人であっても」

　自信はあるし、理由もある。だから、

「現M.H.R.R.神聖ローマ帝国所属、加か藤とう・清正です。二重襲しゆう名めいではある、と言っておきます」

「え？」

　と、向こうで男の方が首を前に傾かしげた。彼が素早く開く表示枠レルネンフイグーアは、各国の総長連合や生徒会の年鑑だろう。襲名者年鑑を辿たどれば、その辺りは解わかるだろうが、

「貴殿、……襲名は加藤・清正のみで御座ろう？」

「いえ、違います。──貴方あなた達には解る筈はずです」

　言っておく。そして何か言おうとした男の方を、英国王女が頷うなずきで止める。

「相あい対たいすれば解わかると、そういう事ですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、──水み戸と以来となりますが、そうして頂くために、ここに来ました」

　では、と相手が応じた。

「──武蔵むさし所属、メアリ・スチュアート、チューダーの二重襲しゆう名めいです」

「武蔵第一特とく務む、点てん蔵ぞう・クロスユナイト、──非襲名者に御座る」

「点蔵という名前の由来、そちらの英国王女に話しましたか？」

「え!?」

　彼女が男の方に振り向く。すると男の方は首を横に振り、

「あー、まあ、チョイとあやかりみたいなのがあるで御座るよ？」

「そうなのですか」

　知っている。だから自分は頷うなずき、

「それを教える機会があれば、幸いです」
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　メアリはよく解っていなかった。だが、ちょっと気になる事がある。

「点蔵様、あちらの方、私と同じ宗派の人だと思います」

「見たところ、メアリ殿の方が巨乳に御座るよ」

　だったら安心ですね、と一瞬言いかけ、ちょっと踏み堪こたえた。一応聞いておくべきは、

「お知り合いですか？」

「いやあ、それが全く……」

　大体、と点蔵が言った。

「まあ、メアリ殿がこちらに来て以降、他の女性は視界に入っても認識が甘くなっているので、何か失態をしてしまったかもしれぬと、そう思うで御座る」
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・俺　　：『オメエが雑な攻略をサイトに書いたキャラの、モデルじゃねえの？』

・十ＺＯ：『あ──！　でもメアリ殿の子にあたるジェームズ一世の女体化は、流石さすがにシナリオ短くて駄だ目めで御座るよアレ！　逆にメアリ殿のシナリオは良かったで御座る！　救いに行った忍者が死んで悲恋で終わるところ以外は！』

・ウキー：『開発の願望が直で出たゲームしてるな貴き様さま』
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　何か心当たりが思い切り出てしまったので、点蔵は気になってジェームズ一世の襲名状況を見てみた。すると、


《検索：ジェームズ一世：無いよ》



　聖連軽いで御座るな、と思ったが、そうなると懸け念ねんは違うらしい。

　ただ、向こうの半目が痛い。どういう事か解わからないが、しかし、

「相あい対たいで御座るか」

「Ｔｅｓテスタメント．、宜しく御願いいたします」

　では、と自分はメアリを抱き上げ、バックダッシュからの逃走に入った。

「え!?」

　メアリが驚きの声を上げた。向こうからも、

「──逃げるのですか!?」

　言われてしまうが、その通りだ。

　……マズいで御座るよ！

　何となく、今の応対で解ったのだ。この敵、羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりが狙ねらっているもの。自分達との相対を通し、行いたい事。それは、メアリが水み戸とで聞いた通り、

「……自分らを止める事、それで御座るな!?」
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　正まさ純ずみは、幾つかの戦況の動きを、表示枠サインフレームで見ていた。

　敵の移動は、今のところ部隊クラスならば対応が出来ている。個人クラスでも、対応は進んでいて、大体のところは押さえられるだろう、というのが〝武蔵むさし野の〟の見方だった。

　……さて、どうなんだ？

　解らない事がある。先程、メアリ達が言っていた事だ。

「この戦いの意味、か」

「副会長、橋の上より、階段の方に移動して下さい。遮しや蔽へい物がないのと、射角がハッキリし過ぎていて危険です」

　と言うのは、昇降口から出てきた加か納のうだ。風紀委員は、現在、各所での取り締まりの知識を利用して、戦士団に警戒の順路や危険地域の指導に当たっている筈はずだが、

「こちら、大体の部分は終了しました。出来れば御お嬢じよう様さまと合流したいところですが──」

「今からだと、タイミング的に無む駄だか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そろそろ大おお坂さか湾に出ます。ただ、──この戦いは、何ですか？　羽柴勢の代表者達との顔合わせですか？」

「私もよく解らない。ただ、──止めに来ているのだと、メアリ達はそう言っている」

「止めに？」

　Ｊｕｄ．、と己は応じた。作業の手を休め、

「創そう世せい計画を止めようとする私達を止める。そういう事だろう。──どう思う」

「成なる程ほど。Ｊｕｄジヤツジ．、それなら合点がいく向きもあります」

　自分達では何の事やら、という事だが、加か納のうには解わかるのか。

　視線を向ける先、褐かつ色しよく肌の自動人形は首を傾かしげてこう言った。

「副会長、貴女あなた方は個々では単なる外道ですが、集団になると面倒な外道になります。何故なぜならそれぞれが役目を認識している外道だからです」

　……ああ、周りのヤツらホントにそうだよな。

　常人は大変だよ本当に、としみじみ思いながら、己は問う。

「Ｊｕｄ．、確かに私達が〝武蔵むさし勢〟として強固なのは解る。だが、羽は柴しば勢にとって、それと、今のこの戦い自体に、どのような利点があるんだ？」

「集団外道を止めるには、究極的な事を言えばこの武蔵の撃沈でしょう」

「それは大体私達も解っている」

　では、と加納が言った。

「副会長。武蔵が政治的な問題への解決行動を取るとして、さて、何人の外道が沈めば、それは不可能になりますか」
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　正まさ純ずみは、加納の声を聞いた。

「いいですか副会長。武蔵を止めるには、武蔵を撃沈するのが最善です。しかし、最低限まず押さえておこうというならば、〝武蔵勢〟を何人か沈めればいいのです」

　つまり、

「敵は効率的です。武蔵に接近出来た現在、このように少数の代表者が乗り込む事で、相あい対たい戦の構図を作ろうとしています。──それはこの時期に〝武蔵勢〟を何人か沈めれば、もう創そう世せい計画阻そ止しに復帰が間に合わず、目的が達成されるからです」

　言われている意味を、己は理解した。方法論として、加納が言っている事は正しい。そしてこれは、戦争を初めとする争いごとの目的と重なる。

　……争いごととは、相手を削り、自分より先に相手の目的達成力を失わせる事だ。

　勝ち負けは単純に決まらず、押さえるところだけ勝てばそれでいい。

「私は、こうなる事を避けてきた」

「それは解っています、副会長。──ただ、こちら以上に、敵はそのつもりだったのです」

「──何故だ？」

「解りません」

　しかし、と加納が言った。

「恐らく、羽柴勢はここが最後だと思い、勝負を仕掛けてきています。今後がある、と考えたならば押し切られるでしょう。ありとあらゆる手段を行使して、切り抜けて下さい副会長。

　そうすれば、相手は恐らく、〝何故なぜ〟の答えを見せる筈はずです」

「つまりこの抗争は、単純な歴史再現ではなく、〝何故〟を見せる意味があると、そういう風に考えているのか？」

「御お嬢じよう様さまの貴女あなたに対する反抗は、〝何故〟を自分の中に抱えているからですよ」

　言われ、少し考えた。え？　と首を傾かしげ、

「私、そこまで大したものじゃないぞ？」

「私が人だったならばここはロケパンをぶち込むところです。自動人形なのでしませんがね」

　人でもしないだろう、と思ったが、這はったり可愛かわいいアピールする腕がいるからな……、と思い直す。

　ただ、不意に何かが繫つながってきた気がした。

・副会長：『……私達を倒すのに、理由があるのか』

・礼賛者：『は？　羽は柴しば勢は、小しよう生せい達を止めて創そう世せい計画を守りたいだけなのでは？』

・未熟者：『はは！　実はそれ以上に深い理由があるというんだね!?　陰いん謀ぼう論だ！』

・十ＺＯ：『同意に御座る！』

　クロスユナイトが、表示枠サインフレームで見ればメアリと共に武蔵むさし概がい要よう図ずの上を移動している。

　何処どこに行くんだ、と思うが、何か意味があるのだろう。そして、

・十ＺＯ：『羽柴勢には、自分らを止めるに際して、何か理由があるので御座るよ！』
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　メアリは、点てん蔵ぞうに抱き上げられて運ばれながら、彼の言葉の意味を悟った。そして以前、水み戸とで清きよ正まさが自分に言った意味を理解した。

　今、青梅おうめの右う舷げん側を走っているこちらの方へと、光が来たのだ。

　回廊の攻略を捨て、清正がカレトヴルッフの加速器で跳ちよう躍やくしたのだ。

　基本船せん殻かく部ぶの防護障壁を飛び越え、一気に来る。

「逃がしません……！」

　おかしい、と己は思った。

・傷有り：『──確かに、彼女達の目的は、武蔵の攻略ではありません！』

　では自分達を倒し、間接的に武蔵を〝止める〟事かと思えば、また疑問がある。

　自分だ。自分は武蔵の特とく務むではない。英国との繫がりがあるが、それ以上のものではない。王賜剣一型ＥＸ．コールブランドは戦力かも知れないが、武蔵の政治的遂すい行こう力で見れば、点蔵の方が有用だろう。

・傷有り：『それが一体、何の理由で、私も追われるのです……!?』
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　そうだ、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　……クロスユナイトがいれば、そちらはマズい事にはならないと思うが……。

　手は打てるだけ打ちたいと、そう思いながら己は言う。

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、──ある意味、見逃していたところだ。向こうは創そう世せい計画を推進しているのだから、義務としてこちらを止めに来ているのだと、そう思っていた』

　だが違う。この戦いは、これを示すための舞台だ。

・副会長：『──羽は柴しば勢が私達を止めようとするのは、彼女らなりの理由がある。そういう事だ。それもP.A.Odaの政治的選択という事ではなく、パーソナルな理由として私達を止めに来ている。ではそれは何かと言われると、解わからないんだけどな』

　と、そこまで言った瞬間だった。迎撃の主戦場となっている村むら山やまの左さ舷げんに、光が集中した。

　……外交港か！

　防護障壁の破片として、そこだけ光が強烈に発生している。

　何かが上から降ってきて、阻そ止ししようとした障壁を連続で割ったのだ。

　あれは何か。自分は一瞬、判別出来なかったが、加か納のうが鋭く声を上げた。

「羽柴勢の四し聖せい武神・玄げん武ぶです！　──あれもまた、搭とう乗じよう者しやは十じつ本ぽん槍やりです、副会長！」
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　糟かす屋やは、玄武が武蔵むさしに乗り込んだのを、音で悟った。

　こちらは青梅おうめ艦首の回廊を攻略中だったが、左さ近こんの音は消えていて、表示枠レルネンフイグーアでも撤退が伝えられてくる。あとは、十本槍の内でも、戦闘系と言える者達が残っている事になるが、

　……さて。

　客観的に見れば、不利なのはこちらだろう。武蔵という巨大建造物に対し、十本槍の自分、福ふく島しま、清きよ正まさ、そして蜂はち須す賀かだけでどうするのか。他、この状況に誰だれかが来るとして、今の防護が堅い武蔵を沈めたり、占領する事が出来るのか。

　……無理ですの。

　勿もち論ろん、時間があれば可能だ。そして武蔵勢が何もしてこなければ、そうなる。

　だが、武蔵勢も馬鹿ではないだろう。おかしな人達……、というと物足りないが、こちらの侵攻を阻止に来る筈だ。

　今、長銃を手に上こう坂さかが振り向いた。

「リーダー、とりあえずここを攻めていけばいいんだな？　そうすれば──」

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵の主力が来ますの」

　そして戦い、沈める。出来れば役職者が良い。勝てるかどうかは解らないが、負けるかどうかも解らないのだ。

「武蔵の主力を数人でも倒せば、もう、武蔵に政治的な遂すい行こう能力はなくなりますの」

「それでいいんだな？」

　上こう坂さかの問いに頷うなずく。すると、彼女と、既すでに防護障壁で交戦に回っていた稲いな田だが振り向き、

「まあ、大体の処ところは解わかっているが、悔いなく行けるといいな」

　言った稲田の顔面に極きよく東とう夏服の直ちよく蹴げりが叩たたき込まれた。

　……は？

　気付くと、皆の中心に武蔵むさしの第五特とく務むがいた。彼女は、あら？　と辺りを見回し、

「──ええと、ちょっとすみませんわね。勢いがつき過ぎて──」

「敵襲──!!」

　上坂が叫び、皆が、わああああ、と叫んで構えに入った。
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　御お広ひろ敷しきは、奇妙な構図を見ていた。

　今、周囲は戦場で、梅組の連中もそれ以外の者達も各所で戦闘を行っている。自分はどうかと言うと、比較的安全な奥おく多た摩ま中央部艦首側、元々は墓所のあった空白地の岸で、配給用の天幕を運営していた。

　戦闘時の食糧類において、御広敷家の管かん轄かつは広い。自分のコネもあり、学生の多いここは当家の担当となり、自分は戦闘糧食の手渡し担当と、休息に来た者達のためにハッサンらと屋台のカウンターを広げていたのだが、

「……巨本ほん多だ君、君、よくこれで平然と食事してられますね」

「？　別に問題がある訳ではないで御座ろう。──それより、次は人狼女王レーネ・デ・ガルウのキーマカレーを頼むで御座る」

「オウ、そう来ると思って用意していたですネー」

　と、ハッサンが器に米を盛り、渡した。二つの器を、だ。

　それを巨本多が手に取り、自分と、その横に置く。

　カウンター。そこに今、客は二人だけだ。一人は武蔵副長、本ほん多だ・二ふた代よで、もう一人は、

「……何で十じつ本ぽん槍やりの福ふく島しま・正まさ則のりがいるんです？」
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　福島も、正直、よく解わかっていなかった。

　武蔵に上陸した直後。班の皆が各地陽動に行くのを確認。撤退時の経路なども確かめた上で、自分は武蔵副長を探した。

　平ひら野のが、安あ土づちの艦橋屋上からヤタガラスの視覚などを用いて相手を見つけたのは、中央後艦の艦上だった。

　行くのは、楽ではないが、楽にした。

　各障壁を作る壁の上を、橋を渡るように急ぎ、突破したのだ。

　セキュリティに引っかかり、追跡されている事は明白。だから、ある手法をとった。

「大おお谷たに殿」

　こちらの事を理解している情報体だった。三みつ成なりからの指示で、彼自身が術式として、守ってくれるという。

『簡単に言うと、私が武蔵むさしの流体経路の一部を押し広げて、ポケットを作ります。武蔵からは、そこは流体の流れが悪くなりますが穴を開けた訳ではなく、押し広げただけなので検知は難しいでしょう。ただ、急いだり、こちらから手出しをしたりはしないで下さい』

　流体的な隠れ蓑みので御座りますな、と思ったので、そうしてもらった。

　結果、酷ひどく急いだものではなかったが、平ひら野のの言った場所に本ほん多だ・二ふた代よがいた。

「おお、待っていたで御座るよ」

　というのは、大谷の術式があってもバレていたという事か。
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・あさま：『何かさっきから流体経路で原因不明な淀よどみがありまして。調整を物理転化式にしてホライゾンにバシバシ叩たたいて貰もらったら戻ったんですが、鈴すずさん、ちょっと見て貰もらえます？』

・ベ　ル：『……あれ？　何か、人？　いるよ？』

・ホラ子：『おお、コイツですね!?　出てきましたか！　バーシ！　バ──シ!!』
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・ＡｎＧ：『何かバレたんだって？　ツギー役立たず？』

・超正義：『い、いえ、何かさっきから良く解わからない打撃を食らってましてアイタタタ！』

・きめえ：『というか福ふく島しまは大だい丈じよう夫ぶなの？』
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　それが大丈夫だから微妙に困るというか。

　福島は本多・二代に指差されたカウンターに近寄った。警戒していない訳ではないが、

「食事処どころは中立で御座る。──拙せつ者しやルールで御座るが、小お田だ原わら征せい伐ばつでも同様だった筈はず」

　どちらもその現場には出ていないが、確かに相あい対たいにはそういうルールが設けられる場合もある。そしてここは敵地で、向こうは敵地の代表で自分よりも役職者として格上。ならば従うかとカウンターについてみて、出されたカレーを口にしてみたら、

　……美お味いしいで御座りますよ……？

　正直、P.A.Odaは印イン度ド諸国連合とも付き合いがあるため、安あ土づちの食堂カレーは絶品とか、そんな事を思っていたのだ。しかし、

「これは……！」

「ハッサン殿の平均的に作られるカレーに御座る」

「これが平均に御座りますか！」

　オウ、とカウンターの奥の男が言った。

「平均とは、安易という事ではなく、ベストバランスという事ですネー」

　確かに、と、そう思った時だ。本ほん多だ・二ふた代よがこう言った。

「ハッサン殿は、武蔵むさし最強の御ご仁じんに御座る」

「そうなので御座りますか……!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──そちらの前まえ田だ・利とし家いえの操る霊体艦隊を一人で壊かい滅めつせしめ、拙せつ者しやが一ひと太刀たちも当てられなかったあの人狼女王レーネ・デ・ガルウを下して御座る」

「前田様と人狼女王を……！」

　人狼女王の強つわ者もの振りについては、安あ土づちの関東合流時に糟かす屋やや可か児にから聞いている。二人とも、負けたというのに非常に貴重な体験をしたようで、盛り上がっていて、ちょっと羨うらやましくもなったものだ。

「人狼女王はハッサン殿に完敗で御座ってな。──感謝の意であそこにサインも御座る」

　指差されたところ。屋台の内壁に色紙がある。そこに手形と口紅のキスマークと、人狼女王のサインがあり、己はこう思った。

　……武蔵、恐るべし……！

　副長の本多・二代よりも強い存在が屋台でカレーを作っているとは。武蔵の人材はどれだけ豊富なのか。

　しかし、それから食を続け、一息ついた所で気になっていた事を問うてみた。

「何故なぜ、拙者を待っていたので御座ります？」

「十じつ本ぽん槍やりが乗り込んできたら、拙者の相手は貴殿で御座ろう」

　言われた。そして、

「逆か」

「よく考えたらそうで御座りますね」

　まあいい、と相手は言った。

「十本槍が乗り込んできたら、貴殿の相手は拙者で御座ろう」

　言い直された。やや迷ったが、目の前のカウンターの向こうで、店主が〝先！　先！〟というような目配せをするので、

「そ、そうで御座りますな」

「ほう、──どういう事か、解わかって御座るな？」

　……圧迫面接……！

　何か当初の予定と随ずい分ぶんズレて来たで御座ります、と思うが、仕方ない。

　言うだけの事を、言っておく。

「ノヴゴロドにて、そちら、本ほん多だ・忠ただ勝かつの襲しゆう名めいを狙ねらうと、そう宣言されたで御座ります。

　──しかし、その地位を脅おびやかすものがいるので御座ります」

「貴殿がそれか」

「いえ、──立たち花ばな・宗むね茂しげ様の事で御座ります」

「では貴殿は」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は応じた。

「貴女あなたを倒し、本多・忠勝の襲名を願う者に御座ります」
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　言ってしまったで御座ります、と福ふく島しまは思った。

　だがいいのだ。この、隣でカレーを食す時に必ず醬しよう油ゆを掛ける人を倒したならば、自動的にその襲名を考こう慮りよする立場になるのだ。

　……塩分キツいのでは御座りませぬかなー。

　言うべきか。いや止やめておこう。これから運動するので御座りますし。

　だが、彼女が真剣な顔でこちらを見ていた。その視線が気になったので、

「何で御座りますか？」

　彼女の目標を奪おうというのだ。何か言われて、思われて然しかるべし。すると、

「つまり貴殿を父上と呼んでいいので御座るか……」

　何か話が真っ正面からズレて御座りますよ？
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・礼賛者：『スッゲー出て行けこのババアどもって言いたいんですけど小しよう生せいぃ────』

・ベ　ル：『し、刺激しちゃ駄だ目め、駄目っ』

・貧従士：『ア──！　すいません！　ちょっとすいません！　そっち！　そっち届かないようにしてたつもりなんですけど高台まで来ちゃって！　ア──！』
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　次の瞬間。村むら山やまや、各艦の高い位置にいた者達は、村山右う舷げんの高台から放たれた駒こま王おう丸まるのビームが、従士に当たらず対岸となる奥おく多た摩ま中央の屋台に直撃したのを見た。
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・礼賛者：『うわあ──！　誰だれですかうちの屋台にビーム撃ち込んだの！』

・ホラ子：『一生に一回は口にしてみたい極きよく東とう語ごですねえ』

・貧従士：『あ！　御お広ひろ敷しきさん！　責任者ここにいますけど相手しますか!?』
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　二ふた代よは、瞬間的に距離を取っていた。口直しの水が入ったグラスは手の中で揺れていない。それを唇に傾け、一息を入れると、

「……始めるで御座りますか」

　正面を見る。

　ここは奥おく多た摩ま左さ舷げん、右は基本船せん殻かく部ぶに落ちていき、左は左舷外へと落ちていく高台だ。

　長く続く立体の上、視線の先には相手がいる。

　やはりグラスを手にしており、同時に置く。その上でお互いは得え物ものを構え、

「──随ずい分ぶんと、強くなったもので御座るな」

「──貴女あなたは、私の知る通りに御座ります」

　言って、身を低くし、

「では」

　加速した。







[image: 第二十四章『挑戦場の子達』]
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　左さ近こんが武蔵むさしの左さ舷げん二番艦の外そと舷げん側に退避したのを、三みつ成なりは確認した。

　表示枠レルネンフイグーアでは既すでに動きが追えていたが、この身体からだだとすぐに通神帯ネツトを移動して行く、という事が出来ない。分体は存在しており、使えるが、昔のようにもう一人の自分というものではなく、手足のように、一部化した感覚を受けるのだ。

　だから見る。望遠術式というものを不慣れに使って左近を確認する。

　いた。左舷二番艦の外舷側だ。しかし左舷二番艦には橋きよう頭とう堡ほを確保している者達がいない。行くなら即座に侵入、出るなら飛び出しが基礎だ。

・８４８：『左近様！　大だい丈じよう夫ぶですか！　こっち！　こっちです！　艦橋の方！』

　左近が遙かに上を見上げた。横倒し状態の安あ土づちの上の方だが、当然そこには艦橋などない。

・鬼武丸：『馬鹿者！　現状ではこの全体の中央部だ！　こっちに床面を見せているのが解わからんのか！』

・小　姫：『ま、万が一を確認したんですよう！　注意深いんですよ！』

　結構元気そうだ。だが、やはり自分などとは違う身体なので、

・８４８：『怪我けがなどないですか！　大丈夫ですか左近様！』

・小　姫：『あー、大丈夫ですよう、こんな感じで』

　と、軽くジャンプしたその足下を、薙なぎ払いの防護障壁が通過していった。

　左近が着地して、過ぎ去っていった障壁を見送り、

・小　姫：『あ、危な！　何を武蔵はレトロ横スクロールアクションの障害みたいなものを仕込んでるんですかよう……！』

・８４８：『と、とにかく外！　外に身を！』

　そう呼びかけた先だ。ふと、鬼おに武たけ丸まるが問うた。

・鬼武丸：『……小こ姫ひめ？　そういえば貴き様さま、降下術式を持っていたか？』

・小　姫：『え？　持ってますよう。当たり前ですよう？　どうしたんです鬼武丸さん？　もしかして怖いんです？』

・鬼武丸：『そんな訳あるか！　ただ気になったのはな？　貴様、武蔵に降りる時に降下術式を使っただろうが。二枚目はあるのか』

　左近が黙った。

　鬼武丸が、おい、と言っている間に、左近が次の障壁をジャンプする。

　着地。そして、

・小　姫：『三成様？　通販ってありましたっけ？』

　急いで手配をする事にする。横にいる平ひら野のが〝隠れ〟設定からの逆検索で方法なども教えてくれるので、表示枠を操作していくが、

　……あああああこの身体からだ、操作が一瞬で終えられないから不便です！

　三枚目を左さ近こんがジャンプした。

・小　姫：『三みつ成なり様！　三成様！　今のちょっとタイミングと速度を変えてこられたので、次以降が厳しくなりそうですよ！』

　何で徐々に難度を上げていくんだろう、と己は思ったが、言うと一気に上げられそうなのでやめておいた。ただ、左近宛あてに旧派カトリツク術式の手配をしながら、己は問うた。

・８４８：『そっち、皆さんはどうです？』

・鬼武丸：『ああ、福ふく島しまが相あい対たいを始めたようだから、ほぼ達成したろう。──話を聞く限りだと面倒な事が好きな連中だな、貴き様さまも』

・８４８：『Ｔｅｓテスタメント．、ですけど、運命の影響も信のぶ長なが様が抑えつつある今、ようやくです。

　……創そう世せい計画に乗る形でしたけど、皆さんはようやく、本当の事が言えるんです』

・小　姫：『……何か、あの、難しい話。私はよく解わからないんですよう』

　左近が、二枚重ねになってきた四回目をジャンプでクリアする。

　おお、と向こう、二番艦のウイング部から武蔵むさしの戦士団が歓声を上げてる気がするが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。ただ、

・８４８：『──創世計画が始まるまで、世界の全ての戦いを、出来れば、今夜で全て終わりにしたいですね』
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　確かにね、と、嘉よし明あきは頷うなずいた。

　空だ。砲撃と防護障壁の欠片かけらに満ち、風がただ通り過ぎる戦場の夜空に己はいる。

　……正直、出られると思ってはなかったけど。

　艦内整備班が、ぎりぎりの形で白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインを整えてくれた。

　機殻箒シヤーレベーゼンの不備は、加速板の大半が破損したり、疲ひ弊へいしているのが原因だが、自分達も魔術陣マギノフイグーアで出力系のピークラインを直接操作などして補修を手伝った。結果、パーツは足りないが、燃料消費無視の出力強化でその欠損を補うものとしている。

　無論、そんな事をすれば、今は無事な加速器も疲弊し、使い物にならなくなるだろう。

「キメちゃーん、コレ、廃気アウスプツフ量少ないタイプの機殻箒を無理矢理むりやり点火系強くした感じ？」

「たまに気晴らしで乗るにはいいわよね、アレ。思い通りにさせていく感覚強くて」

「でもコレ、制空権取り合うのほぼ不可能だよ？　百八十ターン五回くらい入れたらガタが来て吹っ飛ぶと思う」

「だから援護よ」

　指差す下。左近が三枚仕立ての防護障壁が飛んで来るのをジャンプでかわしていた。

「なかなか難度高い事やってるけど、テキトーなタイミングで飛び降りればいいんじゃないの？　違う？」

「海が近いのよ」

　上げた視線の先、既すでに眼下の山さん渓けいと森は、地平線の側で平たく黒い一面に変わっている。

　大おお坂さか側の海があるのだ。

「下手へたに落とされたり、逃げ場がない場合、出来れば拾って行く、それが出来なくても、狙ねらわれているのを援護しないとね。だけど……」

　吐息が漏れる。このキツイ状況で、来て欲しくないものが来た。

「武蔵むさしの双嬢ツヴアイフローレン」

　武蔵の左さ舷げん三番艦。その艦尾から二つ、見知った流体光が弧を描いて飛んで来るのだ。

　それを振り向いて確認した安治アンジーが言う。

「状況的には来て欲しくないけど、心境的には逆かなあ」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうね。待っていたもの。月が沈み、運命がようやく、友人を探さなくなる頃ころを」

　だから、と己は白姫ヴアイス・フユルステインの軌き道どうを後ろに向けた。迎撃に向かうために、だ。

「やるしかないわ。──ぶつかり合って、教えるのよ。何が正しく、何が間違っているかを」
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　剣けん戟げきが起き、力が交こう錯さくする。

　奥おく多た摩ま左舷高台。そこで散発的な攻撃と防御を繰り返す二ふた代よは、こう思った。

　……満ちているで御座るな。

　あまり激しい加速や、打ち合いを行っていない。

　実のところ、この福ふく島しまと次に会った時は、以前よりも派は手でな時間からスタートすると、そう思っていた。だからこその食糧補給だ。だが、

「不ふ思し議ぎで御座るな」

「何がで御座ります？」

「お互いの手の内が、解わかっているような、そんな気がするので御座るよ」

「それはつまり、──拙せつ者しやが、貴女あなたに追いついてきたと、そういう事に御座りましょう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、ふと自分は疑問を抱いた。福島の言う通りならば、ある前提条件が必要となる。こちらに追いつき、それがこちらの手と重なるならば、

「貴殿、拙者の父に、師事をした事が？」

　いえ、と福島が、顔を伏せ気味にして、答えた。

「もっと、親しい方からの師事を受けてきたものに御座ります」
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　二代が福島と向き合うのと同じ頃、点てん蔵ぞうは、妙を感じていた。

　今、自分とメアリは、清きよ正まさから逃げ続けながら、時折の交戦をしている。相手は加速器付きで追いついて来るので、そのたびごとに二人で応戦し、また逃走を繰り返しているのだ。

　状況的には二対一。しかしこちらは忍者と王女。向こう、清正は騎士級の戦士で、二刀の上に高速で自律機動する機き動どう殻かくも持っている。だが、

　……何なに故ゆえで御座る？

　数すう合ごうを重ねた清正の剣技を、己は知っている。否、メアリも解わかっている筈はずだ。先程から打ち込みがやや甘くなっているのは、疑念が強くなっているからだろう。

　メアリの迷いはこちらの綻ほころびを生む。だから己は言った。次の逃走ルートを思案しつつ、

「貴殿、相手の動作をコピー出来るので御座るか!?」
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・ホラ子：『アイタタタタタ！　何か凄すごく有りがちな痛い技の御紹介を有り難う御座います点てん蔵ぞう様。まさか今の時代、そんなので生きていける敵がいるとは』

・十ＺＯ：『か、確定じゃなくて問うてみただけでござるよ──う？』

・未熟者：『待て！　待て！　それは僕が中二から高一までの間に書いた〝相手の技をコピって殴なぐったら将軍指南役になってた牛〟への批判かい！』

・労働者：『それさっきスゲー燃えてたな！』
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「真似まねと、そう言いますの？」

　村むら山やま艦尾側。回廊の入口で糟かす屋や・武たけ則のりと相あい対たいを開始したミトツダイラは、相手の挙動に対して思った事を、問い、しかしそう返されていた。

　対する糟屋が、軽いステップを踏み、こちらを中心とした円を描くように回り出す。迎える自分も、同様に軽くステップし、

「……でも、同じですわよね？」

　疑問がある。相手は、この動きがこちらのコピーではないと確かに言った。しかし、

「瞬しゆん発ぱつ加速は、私とて自然発生的に気付いた技術ですのよ？」

　そうだ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国の変態皇帝ルドルフ二世との戦闘の中、力の入れ方に気付き、そこから自分の技としたのだ。簡単に気付けるものではないという自負がある。何しろ、母とてこの技術は知らず、こちらがやったのを見真似したくらいなのだ。

　……もちろんこの自負が自うぬ惚ぼれだと、そういう可能性はありますけど。

「関東でも見ましたけど、貴女あなたは？　どこでこの技術に気付きましたの？」

「教えて貰もらったんですの」

　糟屋が、静かに言う。

「荒涼とせず、しかし消えていく世界で、──教わりましたの」

「それは──」

　何処どこの事で、いつ？　誰だれに？　と、そう問おうとした時だ。

　糟かす屋やが言った。

「笑うんですのよ？　絶望しかないのに、この技術があれば王も救えたと」
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「ええ、教えられたのです」

　清きよ正まさが言う言葉を、剣の火花を合わせながら、メアリは聞いた。

「ずっと、待っていましたよ」

「何をですか？」

「貴女あなた達の間違いを正し、──終わらせない事を」

　それは、

「私達にとっての、創そう世せい計画の意味。それを確実とするための戦いを、待っていましたよ」
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　各所の戦闘状況に、正まさ純ずみは息を詰めた。

　……何だこれは。

　今、武蔵むさしの主力や、要人を相手に戦闘が開始されている。それは加か納のうが指摘し、自分も認めた通りに、

「私達を止めるための、対応か」

　二ふた代よには福ふく島しま・正まさ則のりが。

　クロスユナイトとメアリには加か藤とう・清正が。

　ミトツダイラには糟屋・武たけ則のりが。

　ナイトとナルゼには加藤・嘉よし明あきと、脇わき坂さか・安あん治じが当たっている。

　彼女達十じつ本ぽん槍やりは、これまでも幾度か退けてきたものだ。だが、

　……激戦を抜けて来て、今、また、か。

　彼女達は言っている。この時を待っていたと。

「私達を止めようとして、この時を待っていた、か」

　彼女達の潜くぐってきた激戦は、今、ここにある戦場のためだろうか。だとすれば、

「何なんだ、この戦いは……！」

　海が近い。大おお坂さか湾に出たら欧州だ。そこで自分は、武蔵を一気に加速し、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの空に逃げ込もうと考えている。これは艦橋にいる向むか井いや自動人形達も同意見で、

　……そうしなければ武蔵の燃料も尽きかねん……。

　三み方かたヶ原はらの戦いに等しい距離を、全力で、以前よりも燃料消費の派は手でな武蔵むさし改かいで疾しつ駆くしてきたのだ。ならばここで敵を排除し、突き放さねばならない。しかし、

「どういう事だ」

　敵の執念と言える思いに、今更ながらの気付きを得る。

　だが、単に任務ではなく、昔からこちらを倒そうとしてきた理由が、見えてこない。

　彼女達が表に出たのは三方ヶ原の戦いの終わり。しかしスタートはもっと昔だ。だが、

「私達が三み河かわ争乱を終える以前から、というのはあり得ない筈はずだ！」

　自分達が表舞台に出ていないのに「倒す」は無理だ。それなのに、

「何故なぜだ！　お前達が組まれたのは三河以後の筈だ！」

　己は問うた。安あ土づちへの通つう神しんを開き直し、疑問した。

「私達を間違っていると！　それを正すと言っている！　何がだ！　何をだ！

　答えろ羽は柴しば勢！　お前達の言動の矛む盾じゆんを！」
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　風と砲撃の間に送った言葉。

　それに対し、正まさ純ずみは、竹たけ中なかの答えを待った。だが、来たのは違った。

・□□凸：『では武蔵勢に、この戦いを止やめる条件を提示いたします』

　片かた桐ぎりだ。何故彼が、という疑問もあったが、告げられた内容に己は戸惑った。

　……条件？

　降伏条件だと気付くのに、数秒かかった。

　こちらがそれを飲めば、この戦いは終わる。そうするための条件だ。しかしその内容は、

・□□凸：『武蔵の全艦自沈。そして武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん総長兼生徒会長の葵あおい・トーリ、ならびに、ホライゾン・アリアダスト、そして総長連合と生徒会の役職者を、創そう世せい計画終了まで凍結。我がM.H.R.R.神聖ローマ帝国羽柴勢が預かるものとする事。

　……これが、この戦闘を終える条件です』
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　は？　と彼が全裸で首を傾かしげるのを、浅あさ間まは見た。

「何で俺おれのチンコが凍結されなきゃならねえの？」

　ホライゾンが彼の股こ間かんに後ろから振り子のような加速つきキックをかち上げた。

　酷ひどく肉を打つ音がして、彼が十センチくらい浮いた。

「おやおやトーリ様、チンーコを冷やさねば。さあ、凍結です」

「お、お、オメエも凍結だぞ!?　いいんだなチンコと一緒で！」

「何で拘こだわるんですかトーリ君」

「浅あさ間ま様、そのくらいしかネタが無い男なので仕方ありますまい」

　とホライゾンが言った時だ。通神帯ネツトに言葉が来た。

・副会長：『──創そう世せい計画を止めようとする意思を、根こそぎ止めるつもりか』

・賢姉様：『あら？　でも私や浅間をキンキンに冷やして永遠の彫像にしないのは何故なぜ!?　ジャンルでもあるわよね凍結ネタ！』

・副会長：『葵あおいの馬鹿とホライゾンがいなくなったら、お前達はおとなしくなるだろ？』

　言われ、どうだろうと考えた。その時だ。

「……！」

　自分が手を振り、空中に防護障壁を三枚重ねで張った瞬間だ。

　その二枚を砕き、更に一枚で跳ねて宙に散った物がある。

　……剣矢！

　直剣を矢として飛ばす神しん道とうの射撃術だ。本数が稼げないので矢の方が優勢だが、単体攻撃力としてはこちらの方が上だと言われる。

　そんなものを、武蔵の防御態勢を超えて撃ち込んでくるのは、

「十じつ本ぽん槍やりの、平ひら野の・長なが泰やすという人が、いましたよね……」

「真さな田だの、白い天竜のナントカ・ナンタラ様に口封じの一撃を撃ち込んだ方ですね浅間様!?　ナンタラ・ウンタラ様の最期に対し失敬な事を……！」

[image: ]

　どっちが失敬かツッコもうかと考えた時点で負けだろうか。ただ、視線を向けた方、弾道を自動追尾で見た先には確かに剣をモチーフとした巫女みこ服の姿がいた。

　望遠術式で見る彼女に、ホライゾンが呟つぶやく。

「……巫女は射撃優勢で巨乳というルールでもあるんでしょうか。浅あさ間ま様」

「えっとお……」

　考えていると、表示枠サインフレームに言葉が来た。

・副会長：『少々、確認したい、片かた桐ぎり・且かつ元もと。──その凍結案、たとえば馬──、うちの総長兼生徒会長だけでは駄だ目めか？』
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　無理ですね、と、九十度傾いた安あ土づちの前側ホールで、片桐は応じた。

　正面。そこに、平ひら野のが映している観測術式から武蔵の副会長を見据え、

・□□凸：『もし彼を凍結したとしても、今度はそちらの姫を代表に担ぎ出し、貴女あなた達は抵抗を始めるでしょう』

・副会長：『では、ホライゾンも凍結したらどうなる？　大罪武装ロイズモイ・オプロが無くなるぞ？』

・□□凸：『その時こそ貴女達は、こう考えるでしょう。──抵抗する事こそが人類の生きた証あかしだと』

　だから、

・□□凸：『最低でも、武蔵に、関係諸国との話をまとめたり、象しよう徴ちようになる存在がいてはいけません。──副会長。貴女くらいまでは絶対に凍結です』
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「待て」

　という副会長の言葉を、加か納のうは聞いた。

　何を待て、というのか。自分の凍結に対し疑問があるというならば、副会長は己を過小評価し過ぎている。実際、貴女がいれば、総長達がいなくとも各国をまとめる事は何とか出来るでしょうに、と。

　……それは至難で、御お嬢じよう様さまも手伝わねばならないものですが。

　しかし、副会長は、こう問うた。

・副会長：『お前達の言う私達の間違いとは何だ!?　私達が、降伏し、お前達に凍結されればその間違いが起きないというなら、私達の間違いとは創そう世せい計画に逆らう事だ！

　だが、何故なぜ、貴き様さまらがそれを間違いだと言い切れる！』

　彼女の叫びを、己は聞いた。

　副会長が、思考をこちらよりも一足早く、結論に至ったのを、だ。

・副会長：『創そう世せい計画への抵抗が間違いか否か、まだ誰だれにも解わからない！　しかしそれを間違いと断定し、こちらに降伏を勧めるならば、私達は今こそ抵抗を行う！』
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・□□凸：『解っているんですよ』

　という片かた桐ぎりの言葉を、鈴すずは武蔵むさし野の艦橋で聞いた。

　……何が、解っている、の？

・□□凸：『解っているんです。少なくとも、僕達十じつ本ぽん槍やりの内、八人。

　──福ふく島しま・正まさ則のり、加か藤とう・清きよ正まさ、糟かす屋や・武たけ則のり、平ひら野の・長なが泰やす、そして加か藤とう・嘉よし明あきに、脇わき坂さか・安あん治じと、蜂はち須す賀か・小こ六ろく。それとこの片桐・且かつ元もとは──』

　言われた。

・□□凸：『未来の運命を抽ちゆう出しゆつして作られた、先の時代を知る貴女あなた達の子供なのですから』
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「僕達は、貴女達が失敗し、創世計画も失い、世界が終わるのを知っている。

　だから僕達は、貴女達の子として、貴女達を止めねばならない」
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　福島は、ふと、本ほん多だ・二ふた代よが攻撃の手を止めたのを見た。

　……お、

　こちらも何となく、手を止め、お互いが向き合う。

　すると、ややあってから、本多・二代が気付いたように右手を挙げた。

「考えタイム！」

　え？　と思う己の眼前。彼女はこちらの全身を足先から頭まで見上げた。そして、

「貴殿、ひょっとして──」

　不意の恐れが来た、だから問われるより先に、意を決して己は言った。

「Ｔｅｓテスタメント．！　──あ、貴女の、娘と、そういう、関係の者で、御座ります……！」

　言った。言ってしまった。

　そして正面を見れば、本多・二代がこちらをじっと見つめている。

　何か言われるのか。何かされるのか。怯おびえのようなものを感じ、尚なお更さらに自分が動けないでいると、相手が眉まゆをひそめ、こう述べた。

「拙せつ者しや、いつの間にこんなにすくすく育った隠し子が……！」

　全く話が通じてないで御座りますよ？







あとがき

　そんな訳で『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅩ上』をお送り致します。遂に二ふた桁けたナンバーとなりましたが、ここまで来れたのも皆様のおかげですね。どうも有り難う御座います。

　さてとうとう始まった十じつ本ぽん槍やり＋安あ土づちとの直接対決、という感じですが、作中でもネタにしている〝伊い賀が越ごえ〟。この伊賀越えは、今から考えると「単にちょっとした距離を抜けただけでしょ？」と思ってしまうんですが、当時は舗装道路どころか街道だってろくに無かった時代です。京都は明あけ智ちの治める場所で、東とう国ごくの家いえ康やすにとっては土地勘かんもない。しかも手勢はたった三十四人。三十四人倒せば一国の主の首をとれるとなれば、呼応した勢力や民が手柄を求めて襲ってくる可能性も高い。そんな状態だったもので、実は開始当初から家康はパニックイベントを起こし、光みつ秀ひでの治める京都の寺で自じ刃じんしてやろうかと、そんなことを考えて皆に止められてもいます。この男は何かあると狼狽うろたえたり漏らしたりとイベント多めなんですが、部下もホントに大変だったろうなー……。

　なお、道中トラブルの有無は諸説ありますが、作中では武蔵側の方針もあり、今回の内容としての歴史再現を行っています。この伊賀越え、いろいろな武将達が能力を発揮し、後に取り立てられることとなりましたが、あの服部はつとり・半はん蔵ぞうは、ここで合流したのではなく、先に家康に仕えていて、地元である伊賀を越える際に交こう渉しようなどで活躍したそうで。以来、徳川には伊賀と甲こう賀がの者達が仕えることとなり、これが伊賀と甲賀忍者のエピソードになる訳ですね。

　ともあれチャット。

「学生時代のいい思い出ある？」

『小学校の時に、担任（男）が横のクラスの担任（女）と不倫関係になって、嫁が授業中に乗り込んできて大騒ぎになったな』

「いい思い出聞いたのに、いきなりスゲー話が来ましたよ」

『いやあ、やってきて担任の首絞めて窓から外に落とそうとするんだけど、俺おれ達訳が解わかってないから女子は泣き出すし男子は逃げ出すし他の先生達が説得に走ってくるわでな。

　しばらく、皆の間でその真似まねやるのが流行して校長に朝礼で禁止された』

「校長どこでもそんな仕事だなー」

　さてまあ今回の執筆BGMはKONAMIのCrisisForceで「ステージ1&6」。いやはやチップ音源のSTG曲はこういう時にダイレクトに響きますね。デジタル化されてるので是非。

　あ、後あと、ホライゾンのソシャゲ？　始まってます。『王と八人の仲間達』で検索して頂ければ、と。ともあれ今回、いろいろと出てきましたが、

「誰だれが一番、慌てていたのだろうか」

　と言うことで一つ。では次は中巻。少々お待ち下さいませー。


平成二十九年　七月　やたら暑い朝っぱら　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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